國 


國 


理學 ® 士 忪村松 年 先生 校閲 高 野 魔藏君 編著 

會蝶類 名稱， I , 


刊) 


留岡幸 助 先生 著  ， L  ； 

二宮 翁 ヒ 其厕 化. 

富國 安民 1 分 度推讓 體鯭，？ぉー 

目して、 動儉 貯蓄に 在り どなす o 是れ翁 を 知らざる の甚 しほ 者 

也 o 今 翁 の^ 義どぉ 業. -0 を 見る に、 i 誠勸勞 ゾ、 一 致 共^^  ^C^L 


價 金 四十 綫 

稅金十 


P 其 人せ 


,れ ば 翁の 主義 を 

の 基本^き 偉大 


is^ffs. ゆ^^ を 促が す こ S 急な， 90 鬆ェ JJE 齊 が 人生^ 犒の 

^2 の 呂^ 敎 5^ 細^に 1 政治に、 產 業に、 苟 くもき 》p-3l!y-pi る こ ど を 知らん 者 は、 


請 ふ 反覆 熟讀 以て 翁の 

主義 及 理想が 如何に 


： 運^ 民福お 麵^ る 


teus 蔵ラ ルチデ 博士 著 大 宫季貞 君筆錄 

菊判 九 百 頁 餘總ク P1 ス 

定 價贰圓 小包 料 十五 錢 ：c 

第 八十 八 章 日本に 於 s 新教 傳道 1 基督 


—の 評批 るす 對に書 本 


德富健 次 郧著君 


二 


定 價 金 八拾錢 

小包 料 金 拾 0 

〇 東京 H 々評 君が 紀行文の 文体 はこれ 等 深 沈なる 信仰の 旅路 を描寫 する に 最も 適當 にして 山河 

の 地 濃 情の 詩人 を 載せて 隨處隨 時、 到る ビ ころ 精 釆を帶 び來る を覺ゅ o 

〇 中央 新^ 評 讀三 誦する に 於て 深き，， （^思想 ビ 他人の 企つ 可から ざる 輕 妙なる 寫生 文の 遺慽な 

く 此小孤 子の 內に膨 縮せられ 居る を 知る …… 著者の 瞥見、 所感、 人生 觀、 風俗 觀、 自然 觀等は 

讀者 をして 一 窜に全 卷を讀 了せ ざれば 止 まざらし むる の 筆力 を 有す o 

〇 大坂每 ni 評 H ルサレ ム 附近の 記事 は 基督 敎 徒に は 特に 無限の 興味 を 以て 讀 まる ベく 殆ん V- 身 

親ら 袞殘の 古 地に 遊ぶ の 想 ある べし 又ト翁 訪問の 記事に おいて は從來 世上に 知られた る露國 

の內狀 ど 翁の 人物 w について 新しき 發明を なすこ ビ 少 からす …… 要するに 本書 は 現 時の 讃書界 

に缺 2 せる 一 極の 誠實 にして 淸 新なる 精神的 貪 料 を 給せ る もの どい ふべ し o 

〇 都 新^ 評 想 は 飽迄淸 新な. 9、 攀は極 所まで 洗練せられ た， 9、 一  分 一 厘の 弛み 無く、 叩かば 鏘 

然 VJ して 嗚る 可し、 蒼古簡 勁の 文 VJ して 當代 何人 か 此の 壘を 摩し 得 可き、 殊に 嵩高なる 宗敎的 

高調が 詩の 趣を迎 りて 人の 琴線 を 魅す る 筆致に 到りて は 余 等 をして 殆ん ざ 堪え ざら しむ o 

〇 新人 評 本書に 於け る 著者の 筆致 は 頗る 簡潔な， 9、 しかも 詩趣 橫溢、 感慨の 餘韻は 吾人の 心鈸 

に 傅り、 吾人 をして 著者に 伴 ひて 自ら 聖地 を 往徠し 或は 偉文 豪の 警 咳に 接する の 思 ひ あらしむ 

篇 中^も 精細な る 描寫は 聖地 觀光 錄どト 翁 訪問 記 VJ を 推す ベ し o … … 本書 は 紀行文の 上乘な る 

もの どして 聖地の 案 內記ビ して 價値 あるに 止まらす、 同時に 著者の 生涯に 新紀元 を 劃す る 目標 

どして 注目 を 睫す o 


I ー偷 哩 

定價金 一 圓 六十 錢 小包 料金 ^錢 

，倫 種 學 

定價金 一 圓 六十 餞 小包 料金^ 錢 

r 西洋 哲學 史上 卷 

定價金 一圓 六十 餞： 小包 料金 十五 餞 

I 四 西洋 哲學史 下卷 

定價金 二 圓 小包 料金 十五 餞 

I 五 茛心 起原 論及 論集 

定價金 一圓 七十 ユ錢 小包 料金 十五 錢 

卷 ras 湾 評 静 

定價金 一圓 七十 I 餞 小包 料金. 錢 

，論 文&歌 集 


卷 


定^ 金 二 圓 小包 料金 十五 錢 


東西 兩洋の 論理 を 究明し 新 研究の 道 を 開く 斯學 

の 先進 者に は 一 大 論文た るべ く 一 羽學 者に は 無上 

の 良 教科書 たるべし 

古今の 偷理學 說を學 相上內 部の 關 係に 從 ひて 順 

次 評論し 遂に 自家の 立脚地に 達せん ざす、 叙述 

批評、 周到 精嚴 優に 斯學 研究者の 敎權 たるに 足 

れり 

本書 載す る 听希臘 哲學の 原始より 中世 哲學の 末 

に 至る、 其 間 歐洲に 於け る 思想 變遷の 跡 を說盡 

くして 餘蘊 なく、 說述 明快、 評論 的確 泰西に 於 

て も 儔 ひ 多から ざる 名著な & 

西洋 哲學諾 家の 所 說を詳 叙し 其 長短 を 批評し 其 

變遷を 論 明す、 說述 明快、 評論 的確 泰西に 於て 

も 儔 ひ 多から ざる 好 著な， 9  W は 世人の 定評な h- 

良心の 起原 如何 此 至難 至要の 問題に 關 する 從來 

の 諸說を 批評 辯 難し 反て 自家の 新 見 を 揭げ此 今 

古 未了の 問題 を解决 せん ど 試みられ たる もの 

明治 廿 一 年より 同 三十 年に 至る 迄、 折々 起れ る 

思想界の 新 問題に つき、 或は 世界の 大勢、 時代 

の 精 祌に關 しても のせられた る 評論 集に して 批 

評 家 W しての 博士 を 最もよ く顯 はせ る もの 也 

文學、 美術、 哲學、 宗敎、 敎育、 社會比 (他 極々 

の 問題に 關 する 論 說ぁり 批評 あ b 和歌 俳句 新体 

詩 等ん b 諸般の 方面に 涉 りて 先生 を あら はし 興 

味お も豐 なり 


瑰學 博士 松 村 松 年 先生 著 

最 近 昆 


上 


全 一 力 極上 紙 本綴贰 


圓 五拾錢 


此ハ 著者 ガ 最近 ノ 見 蟲學界 ョタ最 *- 正確 ナヤ 事實ヲ 撰ビ 編纂 シ タル モノ-一  シ-プ 昆蟲ノ 記載- 1 必要 ナ〃 

部及ビ 學語 ハ悉ク 之 レヲ說 明シ終  一！ 本邦 產 ノ 見蟲ヲ 最近 ノ 分類法 - ヨリ- プ說明 シ之レ ヲ補フ 一一 鮮明 ナ ^ 

圖窬數 百ヲ 柿入セ リー 初 學者ハ 之 レヲ. 讀、 デ其 幾分 ヲ知リ 得べ ク 高等 敎育ヲ 受ケ タル モノ ハ之レ 一一 ヨリ- プ學 

說ノ 變遯、 新^ 實ノ富 饒ナル ヲ知リ 得べ シ o 


堙學 博士 松 村 松 年 先生 著 

o 日本 昆蟲總 目 


き £ャ 第一 卷鱗翅 目 之 部 (蝶 蛾) 定 s£ 圆 

全 三 f 第二 卷鞘翊 目 之 部 (甲 S 

第三 卷 膜 翅目之 部 (蜂 其他殘 部) 

本邦 未ダ 一 部 ノ見蟲 目 錄ナキ ハ 著者 ノ甚 ダ遺慽 トセ シ處 ナジ 故-一 著者 ノ 海外-一遊 ブ ヤ^ー 一之 レガ 材料 ヲ 

蒐集 シ其 ノ學名 ヲ有ス ル モノ 旣ー！ 約 壹萬ー 1 達 セタ、 第一 卷ハニ 千餘ノ 蝶蛾ヲ 最近 ノ分類 法 一一 依リ 記載 シ 

タルモ ノュシ テ之レ 一一 和名、 しのに む、 分布 (北海道、 四國、 九州、 琉 球及ビ 臺灣) 著者 ノ晷 字解、 舉名及 

ビ 和名 ノ 索引 幷 一一 參考書 ヲ添記 セル ヲ以 ラー 羽學者 ト雖モ 容易 一一 其ノ 如何 ナル 種類 ナタ ヤヲ 知リ导 ぺシ o 


理學 博士 松 村 松 年 先生 著 

o 昆 蟲 分 


學 


啡 爾 W  5 定價金 五 圓 

背. K 上製 パ包米 +.3 欽 


I 幌， I 敎 I 松村松 年 先生 著 

日本 千 


全四卷 


第ス 二、 三、 四 各五圆 宛. 

定 價金 貳拾圓 

み兀 成 小包 料 金 五 拾 錢 

圖譜 なきの 說明 により 本邦に 產 する 三 万餘の 毘蟲を 識別 せんど 欲す、 事 容易に あらす 著者 发に烕 ぁ&故 

に 海外 留學 中に も 常に 之れ が 材料 を 蒐集し 今や 五 年の 星霜 を經て 漸く 完成せ り 


^弒百 九十 七 種 Y 說明 せ- 

に は 十八 枚の 圖饭を 以て 有 吻目百 二種、 1 U 

双翅目 八十 六 種、 鞘翊 目. 六十 四 種、 合計 I  INt. 

一 百 A 十八 種 Y 

に は 二十 四 校の 圜版を 以て 销翅目 一 jlQ し、 


一 種 Y 說 明せ 


5- 


四 種 を說明 


せ 


-百六 種、 鳞翅目 百お 十九 種， 合計 

以上 記載せ る 千 稲の 昆蟲は 盡く學 名 を 附し其 學名は 著者が 歐洲に 在學中 各^ 門 家に 就き 質せし 正確なる 

もの を 撰び 總 論に は從來 本邦に 知られた る 昆蟲科 二百 三十 五の 特性 を擧げ 之れ を 最近の 分類法に よ， 5 て 

說^ せり 又 圖書は 堪能なる 啬ェ村 崧竹夫 氏の 健筆に 成 b- 著者 監督の 下に 四 年の 星霜 を經て 上梓したり 

著者 松 村 博士 は斯 學の爲 めに 獨國に 三年 間の 切學を 命せられ ^钥ぷ 先づ此 著に 從 事せられ 弊舖 之れ を 出 

饭 する の榮を 得た. o 氏 は 今や 此學の 泰斗 yj して 其 著書の タ I ソリチ ー なる 世旣に 定論 あ hN 


箸 生 先 石 介 村 松 》 


最近 史 上卷 \ 


定 價 金壹圓 參拾錢 

小包 料 金 拾五錢 


拳 

本？ W は 松 付 先生の 前著 に 

るまで、 如何に 戊 闘 龍 戦し. i 

したる もの ミす 。披き 見 i 。ビ タト 出で， f シ ント： \起 り、 ス *r ィ— ン蜇 い、 ァ レキサ ン^. か來 り、 ゥ w  i- リン トン！ i 囉 歩し、 那翁 

は 獅子吼し、 閲 闢以來 未曾有の 英雄 時代な 現出した る 最大 快 時の 光景 さは、 宛 も 眼前に 見る が 如き 憨 もらん。 " 


る、 欧洲： yfi 史の 後^ 承け、 英米 ^沸 露 等が、 十七 * 鈀ょリ 十八 世紀ん 通じ、 十九 世紀の 中葉に 茧 

々，p の 陳べ、 一 * それに 評論^ 加へ て、 此間 如何-し 右 SS 列強^ 消爲 興廢 したる、 p の理な 明い- U 


中 卷 


定 價 金壹圓 五拾錢 

小包 料 金 拾 五 錢 


本辔は 上^の 後^ 求. け收 むる w 二ろ は、 先 づ那翁 大戦 終結の 饯英 ^獨歩 的に 宇內な 席卷し 行き^る 狀况、 露が 欧洲の 中原に 

霸榴^ 振 ひ、 束 方 侵略に 大發 展^ 來し、 来が, p ンロ  I 主^^ 唱 へて 傲然 宇內 み、 佛. い K に馼 次の 苹 命に 悩み、 塊蒈 .犷自 

甶の聲 に 苦しめられ、 茈際入 樵の 上に 一大 新 ゆ 期^ 起 しれら も。 其より 希 腿 w 白耳義 w の ！i 立 w なリ。 埃 及の ® 興 w なり、 

伊太利 一 統の業 w なり、 日 耳 曼統 一 の 舞 Jis なり、 戦爭に 於て は、 ク^ T 戦爭 あり、 塊 呰戦爭 あ： 

戰爭 あ： 

グ ラク： 


SECT 戰爭 あり、 露 土 


而 して 南北の 大戦 爭ぉ り、 人物 に 於ズ は；^ 


トン 叫 び 、ブライト、 コブ f アン、 ゲスレ fl-l、. 


スト y 等 現れ 出で、 ジャクソンの 斷 も.； 


. y-  is  - フ ン 


-, パル マル 

の决 戦わり、 "VTIT^" の 明 わり、 スチ 111、 が 《. 'バ^チ 


1、 カグ ー か 等の 分擔ゎ 


り、 メデル il ヒの 敗る わり、 ビスマルクの 成功 マる あり、 オスマン、 パシヤの 名,^ 爲す もり、 ゴルチ 

諸 英雄の 相撲 I に壯^ 快絶^^ む。 然而 して 束 來リ 印度支那 日本 等お 論す る？、 ろ LL は 。吾人^ 


L て 或は 泣 さ、 或は 成 i や，^、， -靈 に s:s.g:J< ^を！^/  がま-おい" ん. 勤 l.t のき.^ 

するど ころに は， 讀者 をして、. 歴史上に 1 大 活眼 を 開かし むる もの あらん 0 


は 


■ 近 貪 


下卷 


定 價 金螢圓 七拾錢 

小包 料 金 拾 五 錢 


著 生 先 石 介 村 松 》 


定 價 金壹圓 五拾錢 

本^ は 筆 を 埃及パ ビ tx ン の 古に 起し、 東 マ 帝 國の滅 G に 終る、 其 重なる 目的 は、 今 世歐洲 

文明の 由て 來る處 お知らし めん ど する にあ. 5、 夫れ 古代史 中 古史 は、 人類 歷史の 根幹た る もの 

之 を 知らす して 近世 史を 解す る は 不能に 屬す、 今日の 缺點は 現代文明の 形骸に のみ 注意して 其 

由て 來る 根幹 を 問 はざる にあ ，9、 著者 茲に感 あり 其の 多忙の 時間 を さき、 三年の 日子 を费 して 

成る、 古今 與 C の 跡 を 示し、 文明 涫 長の 狸 を 明に する に 於て、 甚だ 務めた る もの ある は、 牝書 

を 一 讀し たる もの ゝ、 皆 ゆるす 所な， OVO 


洲 近世 史 


定 價 金贰圓 五拾錢 

小包 料 金 拾 五 錢 


著者の 自序に 曰く、 「予鎌 倉に 閉居す る こ vj 殆 V- 一年 o 而 して 全力 を盡 して 產出 したる もの は 即 

ち此著 也、 固よ， 9 微力の 一 塞 生、 著し 來， 5 て 顧みれば、 擀ほ 意に 滿た ざる もの 頗る 多し o 而か 

も 目下 此 類の 書に 乏しき 我國に 於て は、 必らす 多少 貢献す る. yj ころ あらん を す」 VJO 書中 記 

するど ころ は歐洲 文明の 發展 を迪， 5、 祌學史 あり、 哲學史 あ. o、 文學史 あ， 5， 科 學史ぁ り、 商 

業史 あ， 9、 貿易 史 あり、 外交 史ぁ. 5、 殖民 史 あり、 美術 ェ藝 亦洩す 所な し o 而て其 政 冶 史に至 

て は、 固より 此書の 骨子た る もの、 英國史 あ h-、 佛國史 あり、 ntf 曼史 あ， 9、 伊太利 史ぁ， 9. 、 

土 耳 其史 あり、 露國史 あ， 9、 普 魯西史 あ， 9、 波 蘭、 葡萄牙、 瑞典、 丁抹、 那威、 亦た 遺す 听な 

く o 其 間 常に 文明の 消長 ビ、 國家興 U の 跡 どに 評論 を 試み、 讀者 をして 歐洲 文明 史お讀 むの 或 

あらし ひ C 然而 して 其 人物 傳に 至りて は 著者が 最も 精力 を 籠め たる も を、 馼 十の 苏雄 豪傑、 其 

間に 躍如た. 90 之 を 要するに、 此書 一 卷を 持す る もの は 即ち 歐洲近 ^の^ I 國史 を： する ものな 

且つ 之れ ど倶に 文明 史を 持す る もの 也 0 今日 歐洲各 國の興 c 隆替した る 跡 を 尋ね o 宇內刻 

下の 大勢 を 知らん VJ 欲する もの は、 目下 我國に 於て は 蓋し、 叱 書の 外 他に 多く あるべし ど は © 

はれす o 謹んで 江湖 諸君の 愛讀を 待つ o 


餓嫂 無^! 
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i 所 


權 
有 作 
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附 錄 

西洋 哲學 史上 卷 用語 和 原 對譯袠 


(ァ） 

與 かる  [^て—' 

ァ タラ クシ ァ （心の 卒靜な る狀 態） お apa;ia. 
ァカ モートの 界  かおお. 
愛欲  amor. 


—なる もの 
何處 
何時 
意' じ、 

—個 物 を 此の 物たら しめて 他物 
S 異なら しむる 所以の もの 

—切が 一切の 中に 


7C0U. 


7r6 て £• 

haecceitas. 
Omnia  ubiqno. 


(ゥ） 


有 

有 意識の 無知 
宇宙の 原 力 
運命 

動くて ふこ S 


docta  lgnorantia. 


西洋 哲學 史上 卷 用語 和 原 對譯表 


影 偉 


ユン テレ カイ ァ (靈 魂)  ivzeUxsca. 
永久の 勢力 （アイ ォ一 ネス） な な リ SC. 


想 ひ 出 だす 
王權 

MM 


(古 及び チ） 

lmpenunio 


(力 及び クサ） 


カー ォス  /cdo;. 

快樂  ザ—. 

感官 上の 知覺  ai'aOr^. 

形な き もの  &Ttupo リ. 
形を與 へて 形體を 成さし む る —お, 

形  idia. 

學理的 知識  im; て-— 乍 

學理 的說明  杬 cr ク' /巧. 

槪念  ス— C. 

カテゴリ—， 範疇  Kavrjopcae. 

關係  甲； てし 

jpt]' を觀る  contemplafcis. 

き 頭 政治  —aPl は' 

開 展  egressus. 

過失  vitiura. 

外物の 摸寫 (P-  454)  species  intelligibka.- 

(神 は 萬 物 を) 疊 める もの  complicatio. 

祌の圓 滿の相  7T 勿 ク a. 


(キ） 

球 (スフ アイ p ス)  a<f>acpo^. 
技能  ^てん 


(ク） 


偶然な る もの， 定む ベから ざる 
もの 

偶然なる もの 

君主 政體 

愚民 政治 

偶存の もの 


び ひ 《/3£ タク/ COC« 
aUTOfiUTOU. 

dyifioKpazca. 
&ccia6ns. 


aladr^-jpcov  Kocvbv. 
dcavorfiKai  dpezai. 
d.pcazoKpazia. 
noXirsca. 
patres  ecclesiae. 
doctorcs  ecclesiae. 
Mechanical  Materialism. 


idea 又ハ ay}}[xaza. 

TrapddsiYfJta. 

ahia. 

Tcpo) て o;  sioo^. 
Tzpatrou  KlVOW. 
VO'J^  TtOCTjVCKO^. 

intelligentia  prima. 
bAoyzta. 


論 

宫德  物 

覺 の體體 唯 

法 知 上 政 政 師的 

槪納通 理族和 父法械 

氣歸共 究貴共 敎敎機 


のの 者理 

狀 型因始 始動 動智勢 

形 原 原 原 原 原 原 原 現 


虛^ 


(コ） 

TO  KSVOU. 


四 


幸福 

克己, 節 慾 

心の 安らかなる 狀態 

公正 

行爲 上の も の 

吾人の 肉體を 形づく る もの 
個性の 迤因 


ebdatfiouta. 
(Tco<j)pocr'jvij. 

dcKatoauvT]. 

^paKztK'fj. 

entelechia. 

principium  maividuatioms. 


(サ） 


三段論法， シ ノレ ロギス モス 

(三段論法） の 形 

差別 雜 多に 開 發 したる 神 


au》 ユ of に fio;. 
deus  exphcitus. 


(- 力 


刺 !1 [は 拒み 得べ から ざる もの 
(ス コラ 哲學） 

種子 

%實 

人爲 もて 定めた る もの 

狀態 

實體界 


純 粹の狸 性 
純 知 上の もの 
殊桕 


所 動 

(事物の） 生やる 
神學 

純埋的 思想 
生滅 界 
受動 理性 


eratia  irresistibiiis. 
oTikpfia て a 又,、 Kp7][xaza. 

TZadfj. 

obaia. 
OVTOiZ  oo. 

XoyiaziKov. 
Oscopr/Tclcij. 
dia<popd. 
obata. 

dstopea. 


純理 觀 
思想 

思想の 働き 
思想の 對象 
自然 
自存 
出 離 
信仰 

心 盟 

眞理 
自然 

實有 其の も の 
實在 する もの 
心 界を觀 る 

純然たる 相の 働け る もの 
自 性的 存在 


Oscopca. 

vXfj  V071T0U. 

7tp6odoQ. 

TTveo/ia. 
dXijdsca. 
Natnra . 
essentia, 
realia. 
meditatio. 
forrnae  separate, 
persetas  boni. 


ス コ ラ哲學 
ス コ ラ學者 
推理 作用 

凡べ て を 合め る 神 


(ス〉 


Scholastic  philosophv. 

Scholasnci. 

ratio. 

deus  lmpucitus. 


(セ） 

靜平 （心の） 

善  dyauov. 

善 福  sudatfjiovta. 

善美  KoJ^OKdyado^, 

製作 上の も の  TtOCTJTCKrj. 

前提  Tzpbxaatc 


上の 變化 
上の 徳 

(カタ；^ ジス) 

の 作り 設けた る もの 


力 

攻治 


TZOtOV. 
7T01SCU. 

ijdcKat  dptTai. 
Koxapat^. 
vdfiot:. 
dwdfjt ミ 【：, 

^Vi- 
rb  Ttdv. 

zupavv't^. 


ソー クラ テ―ス の 反語 法 
俗識 

造化 主， ヂー ミ クル ゴス 

相 

素 

想念 

存在 

其れ 自身に 
其の 理に 於いて 


グイ 乇 ユオン 
態度 

他の 制定に よ り 


ひ） 


feocratic  irony. 

d'fjfjuoupyo^. 
ecdo: 又は flop 令 か 

令 av て aaicu. 

ouaia. 

memoria. 

per  se. 

sacerdotiuin. 

idealiter. 


dai/ioviov. 
iceidai. 

ex  institution©. 


質 勢賀 作行滌 人力 神 氣有產 制 

性 潜 性 製 性 洗 低 勢 精 生 全 生 擅 


(チ〉 

rdia. 

ao(f>ca. 
な〃 £ びな. 
iTCiazniiTj. 

ao<pca. 

intellectualis  visio. 或は 
intuitus  gnosticus. 

intellectus. 

intellegentia. 

intuitio. 


univei-salia. 


(テ） 

philosophy,  philosophie. 
(f>uac<:. 

dcaktKrtKiij  fiidodoc- 


(ト） 

TO  &7mpov, 
ofioto  [uprj. 


通性 


哲學 

天然に 定まれる もの 
ディア レク テイ、 タク 

定義 


ト. アジぐ ィ a  -y 

勸カ ある もの 
等質の もの 
勸 的快樂 


知識 的直觀 


，力 ♦ ィ 一ァ 

接に 承認す る もの 


る 

直 知 直中 


識見 識慧 

地 智智直 知 知 知 知 


け〉 


汝 自身 を 知れ  aeaoTou. 
何物た る こべお 4 ずた る 所） — itas. 


肉體 


能動 


判定 
媒語 

判斷を 止む るこビ 
萬 物の 太 原 
反對の 一致 


開きた る もの 

非 有 

八 品性， 氣質， ユー トス 
非 有 


vAm. 

duansm. 


(ノ） 


7rocelut 


い、〉 


T07T0C. 

snoyn. 
to  izpa/rov. 

coincidentia  oppositorum. 


0=) 


explicatio. 

fi7]  bu. 

叉 do;. 


(7) 

不可 有の 單元， アト マ  drofta. 


再び 思 ひ 起こす 
部 

物欲 

物理に 關 する もの 
分量 

(生物の 體 内に 於いて: 
ブノ ィ マ 1 特に 靈魂ど 相 結ばる 

(る 物質 
不等 質の もの 

不動' し、 

復歸 

不條理 な るが 故に 我れ 信す- 
復歸 

物界 を知覺 する 
附屬 

物活說 


本質 
本性 


eTttdujj^zcKov. 

<f)UatKai. 

Tzoaov. 

nveu/m. 

dvOfXOCO  (JLBpTj. 

djcddeca. 

credo,  quia  ahsurdum. 

regressus. 

cogitatio. 

Hylozoism  or  Animism. 


0 


ratio. 


obaia. 
obaia. 


(ミ） 


名目 


nomma. 


R5  t 篛 

辯 i 


無 記の もの 


(A) 

ddid<f>opa. 


明 知 


(メ） 

inCffTlj/JLTJ, 


(モ） 

摸倣 

目的 

模範的 原因 


00 

唯名論 或 ハ名 目論  Nominalism. 
唯名論 者 或 "名目 論者  Nominalist. 
(唯一 絕對 の） 有  て" リ. 


causae  Diimordiales. 


(ョ） 


喚び 起こす 
欲求 


利 

理智 

理智 の對境 S なる もの （イダ ァ） 

偷 狸に 關 する もの 

兩 ft 

理性 

狸智を 以て 靜 かに 與 I 里を觀 やる 

大喜悅 の狀態 . 
立言 

理智 


iSia, 又は o'uola  (本質 又は 本 
體） 又は 《ら^  KaTd  abro  ( 自存. 
自 性). 

opo^. 
リ ouz* 

sermo. 
mtellectus. 


類同の 性 


(*0 


yivoi;. 

conformitas. 


鎌 愛 


論理に 關 する もの 


(レ） 


令，* 
epax;. 


(口） 


drtos 《ズ. 
XofcKat. 


或 然の度 


probability. 
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(ァ） 

惡に 向か ふ 傾向  Hang  zum  Bose. 

明らか さ (ヒ ユー ム )  vividness. 

アン シク tt ぺ ダイス ト （佛 啓蒙） Encyclopedistes. 


ー體 （カントの 十二 範畴） 

Einheit,  Unity. 

因果律 

Causality. 

意欲 

Wil]e. 

奢士 
«@ "ひ 

voluntas. 

意識に 伴 はれた る感覺 

sentiment. 

意欲の 能力 

facultas  appetitiva. 

一般 觀念 

general  idea. 

PUg (ヒューム） 

impressions. 

引力 （ニュー ト ン） 

attractio. 

因果 （カン トの 十二 範疇） 

Ursache  und  Wickung, 

cause  and  effect. 

(ゥ） 

有限の 樣狀 (ス ビ ノー  ザ)  natura  naturata  particularia. 

せ  Sem. 

有 目的の 進化  teleological  evolution. 

三  (*) 

演繹 的  deductive. 
影 象 (印象の， ヒューム）  image. 

(力 及び ク p) 

炔樂說  Hedonism. 


感官 

senses 

タ! "物よ り跟 /こ れ る ？） の 

it 念 

し (JI1 し cp  1 1  (JLl , 

it 念 

/"* ハ n  /^pr^'f" 

含蓄 的 

iiiinicii】fcJi】D. 

rrf  rH  /.A  4inr 

界限 的槪念 

l-I-T£iT\  *7l"Ui(  ri"1 Tl 

\JT 丄 1 j Ut?    L 1 1 丄 

完滿 なる 善き もの 

Euminum  bonum  consnm- 

matum. 

fSfc の SB 今 

idea  Dei. 

^4^n る觀念 

iaeae  adequate. 

if お- 對す る 4ll 性の 

try  \  *- よ' J  y        AM  |J-  v  ノ 

amor  iutellectualis  Dei. 

可能性 

possibility. 

XT  J 

mm> 

i<iX< 見 

sensation. 

夕ト官 

External  Senso. 

成覺論 （ヒューム） 

Sensualism. 

感情 （"） 

- feeling. 

^覺 上の 觀念 

idees  sensiblG3. 

感官に 現 はれた る樣 （カント） 

Sensibilia. 

感想い、） 

Almung. 

形に 於いての 善 (道義 學者） 

formal  good. 

可能、 不可能、 （力 ン ト の 十二 範疇） Mdgiichkeit— Unmog】ichke:t， 

Possibility ― Impoeaibility . 

堺限 （》、） 

Limitation. 

(キ） 

ascetic. 

究理 學派 （又は 生理 學派） 

Batioualism. 

共同 的 意識 

Bewusstsein  iiberhaupt. 

共通 觀 念' 

notiones  communes. 

記憶 

memory. 

^通な る觀念 （テ' ィース ト） 

notitiae  communes. 

義務 

duty. 

機械的 進化 

mechanical  evolution. 

n: 洋哲舉 史下卷 用語 和厣對 ^炎  一 0 


(ク） 


■i 

气. 


i.A 


签間 

觀类 上の 判定 （カント） 
觀念 

偶然の も の 
觀念 

功徳 (道義 學者） 
舰念論 (佛 啓蒙） 


idoac. 
space. 

aesthetisches 
Vorstellung. 
contmgeiis. 
ideas, 
merit, 
idealogie. 


Urteil. 


(め 


驚與 

經驗 

形式 （カン ト） 
現象 （"-) 

經驗 上の 實在を 有する もの 
形而上 學 

研究 を 指導す る もの （カント） 

決定的 判定 ひ、） 

形式的 街 勁 （シル レ, レ） 

經濟學 

經驗的 心 狸 學 

原型 

言語に 於け る奧迎 

權カ、 敎權 
― 啓蒙 時代 
き 現象 （カント） 

經驗 い、）' 

經驗 上の 判定 （"） 

傾向 （ ライブ 二 タツ） 

研究 法論 （カン ト） 

經驗的 思考 其の も の の 要求 ( 、、 ) 


aamiration. 

experience. 

Form. 

Erschemung,  phoenomena. 

empmscbe  Realitat. 

Metaphysik. . 

regulative  Principien. 

bestimmendes  Urteil. 

Formtrieb. 

aeconomica. 

psychologia  emperica.  . 

archetypa. 

truth  of  words 

authority. 

Auflilarungsperiode. 

Apparehtia. 

Experientia. 

Erfahrungsurteil. 

appetite  or  tendence. 

Methodenlehre. 

Postulat  der  empinschen 
Denkens  iiberhaupt. 


經驗 上に 現 はれた る 品性し、） 

經 M の 事相 を 超脫せ る极本 
的 品性 （"） - - 


empmscher  Character, 
inteihgibler  Character. 


(づ） 


心 
心 

吾人の 自ら 作り 設けお る もの 

吾人の 生得の もの （觀 念） 

後天的 （カン ト） 

悟性 （"） 

行 的 理性 （"） 

効力 

根本的 觀念 即ち 原理 
個別の 原理 
公義の 德 

世界 成立 研究の 學 . 

混雜 せる 舰念 

國防 

公共の 利福 

合理的 自愛 心 

事に 於いての 善 

心の 觀念 （スビ ノー ザ） 

吾人 をして 徳行 を 成さ しむる 
所以の もの （功利 學者） 


mens  or  animus. 

mma. 

factal. 

innatae. 

a  posteriori. 

Verstand. 

praktischen  Vernunffc. 
Giiltichkeit 
fnndamenta  rationis. 
principium  individuationi3. 
aequitas. 
uosmologia. 
confused  idea, 
faederative 
Common  good, 
loa&onable  self-love, 
material  good.  ( »>  ) 
idea  mentis. 

Sanction. 


(サ） 


差別 相 （スビ ノー ザ） 
弒微 分子 

最大 多數に 取！） ての 最大 幸福 
懺悔 


affectio  or  modificatio. 
corpuscula. 

the  greatest  happiness  ,  ior  the 
greatest  numbers 

confession. 
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材質 的 街 動 （'ン ノレ レル） 
相關 （カントの 十二 範疇) 


Sfcofftrieb. 

Gemeinschaft,  Community, 


自然主義 
實體、 體、 本體 
所 動 

自因 （スビ ノー ザ） 
自然界 即ち 神 （、、） 
時間 

心 上の もの （カント） 
思考 （、、） 
純 自然 科學 
自然界の 純理 哲學 
眞實體 （カント） 
純 狸 哲學的 心理 學 
生 因 

實有 （カン' トの 十二 範疇） 
崧果腺 （ダカ ノレ ト） 
純理 哲學的 t& 界論 
純理 哲學 的祌學 
主 者 （カント） 
人格 （"） 
自則 的い） 

自然 哲學 （シ- ルリ ング） 

事物の 差別 相 を 見る 差別 見 
1 (ス ビノ— ザ） 

心 力の 勇壯 なる こど （》、） 

主 知 論 

自意識の 銃 一 （カン ト） 
自同則 （ライ ブュ タツ） 

思想の ィ " ハ （、、） 


Naturalism. 

Substantia,  Substance. 

nassio. 

causa  sm. 

deus  eive  natura. 

time. 

transscendentale  Idealitat. 
Denken. 

reine  Naturwissenschaft. 

Metaphisik  der  Natur. 

Noumenon. 

rationale  Psychologie. 

efficient  cause. 

Eealitat,  Keality. 

peneal  gland  (glandula  pinealis)* 

rationale  Cosmologie. 

rationale  Theologie. 

Sub]ect. 

Person. 

antonomisch. 

Naturph  ilosophia. 

imaginatio. 

fonitudo. 

Intellectualism. 

Apperception. 

principmm  identitatis. 

alphabetum  cogitationum  hu- 
manorum. 


f! き 膿の 德 （、、） 

pietas. 

實 踐哲學 

philosophia  ruactica. 

赏體學 

ontologia. 

心狸學 

psycholoffia. 

神學 

theologia. 

實驗的 

•            丄 ， 

experimental. 

純理 的 心理 學 

psychologia  rationalis. 

自存の もの 

a  se. 

自然 原子 

atomi  natural. 

賓礙の 性 

impenetrability. 

思想 上の 眞理 

mental  truth. 

新鮮なる （ヒューム） 

liveliness. 

r  *丄， 

faith. 

銜擊 ユー ト ン） 

impulsus. 

自然に 具 ふる 光 （テ， ィ ス ト） 

lumen  naturale. 

自ぬ 思想家 

free  thinker. 

自然の 法則 

law  of  nature. 

街 動 

irapuls. 

隨心 

self-love. 

賞 任 上の 本質 

essence  reelle. 

ノ^^ク、 «  -      An  f i_   _  .    «  \ 

純' ぷ る 直觀 （力 ソ ト.） 

mtuitus  puru3. 

銜勐 （ベー メ） 

Drang. 

—4.  F*7 

祷智學 

全體 （力 ントの 十二 範疇) 

Allheit,  Totality. 

誠實 

veracity. 

性 又は 屬性 

attnbutum. 

先天的 （カント） 

a  priori. 

世界 論 

cosmology. 

鎏 なる 狀態 （カント） 

Heilichkeit.  . 

精神 物理 學 

psycho-physics. 

IS 洋哲學 史下卷 用語 和 原 對譯表  - セ 


生 因 （スビ ノー  ザ）  causa. 

i£ おの 徳  jus  strictnm. 

精神 哲學 （ヘーグ/ レ）  Geistesphilosophia. 

政治 學  politica. 

精神 ^(バークレー）  Spiritualism. 

絶^? 力/もる 塌所 (ローカー、 locaprimaria. 

絕對 ，  Absolute. 

M.M  nebula. 


ひ） 


八 


壯麗 

それ 自身に 考 へら る 
存在 上の 根據 
素材 （カン ト） 
綜合 的 判定 
想像力 （力 ソ ト） 
相對的 （い） 
相 
素 

相 應觀念 （口、 タク） 
綜合 的 （カント） 

存在、 不在 （ 力 ン ト の+ニ 範疇） 


Krhabenheit,  sublimity 
per  se  concipmntur. 
principium  essendi. 
Stoff. 

synthetic  judgment. 

Einbildungskraft. 

Bedingt. 

entelechia. 

materia  prima. 

adequate  idea. 

Synthetisch. 

Dasein ― Nichtsein, 

Existence — Nonexistence. 


(タ） 


他に 依りて 始めて 考 へら る 

體、 性 （ 力 ン トの 十二 範疇） 

他 則 的 （力 ゾ ト） 
惰性 

對境 （力 ン ト） 
代僳 （"） 
惰性 律 


per  aliud  conciDiuntur. 

Substantia  et  accidens, 
stance  and  Accident. 

heteronomisch 

inertia. 

Object. 

Preis. 

law  of  inertia. 


Sub- 


多元^ 

犟純觀 念 （、タク） 
第 一性質：、、） 
第二 性質 o) 
對實 観念い、） 

他に 其の- 對境を 有する もの （、、） 

對象 

歎美 

大法 （カント） 

多 性 （力 ン トの 十二 範疇） 


Pluralism, 
simple  ideas, 
primary  qualities, 
secondary  qualities, 
real  idea, 
ektypa. 
object, 
admiration. 
Imperative. 
Vielheit,  Plurality 


(チ) 

直覺的 

知識 上の 根據 

超越 的 原因 （スビ ノー ザ） 

知識 論 

知的 理性 （力 ン ト） 

直観 （カント 其の 凼） 

知覺 上の 判定 （力 ソ ト） 

知識の 先天的 條件を 成す 銃- - 
作用 （"） 

直觀の 公理 （"） 

知 覺の豫 期 （"） 

知識の 對境を 形づく る もの 
) 


intuitive. 

prmcipium  coguoscenai. 
causa  transicns 

Epistemoloffy,  Erkenntnissthco- 
rie. 

reinen    Vernunft,  Theoretical 

Eeasou. 
intuition,  Anschawung. 
Wahrnehniungsurteil. 

transscendentale  Apperception. 

Axiom  der  Anschauung. 
Antizipation  der  Wahrnehmung. 

constitutive  Principien.  九 

causa  proxima. 
cognitio  intuitiva. 
facultas  cognoscitive. 
Gnoseologie. 
perception. 
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原 知力 

の 的 能 論 

接覺 識識覺 

^ 慮 や 知. 4K 


直覺的 知識 

知力、 知 解 （" ック 其の 他） 

知性 即ち 心 

知性 

超越 的 （力 ン ト） 


仁愛 


强さ （ヒューム） 
遍 通性 （カン ト） 
鬮式 (、、) 


intuitive  Knowledge. 

undeistandiner. 

natura  intellectual ほ. 

intellectus. 

transscendent. 

common  sense. 

benevolence. 


(力 


force. 

universal. 

Schema. 


(テ） 


テ * ィァ レ ク ティ"一 ク (へ 一 ケ * ル) Dialectik. 

匕 (へ ーゲ ノレ)  M\/ erden,  becoming, 

テ' ィ ズ ム  Diesm. 

ディ ス ト  Diest. 

クイ スト  Theist. 

適^ (道義 學者）  fitness. 

塡充性  solidity. 

言侖 M  ^}  demonstrative. 

天啓、 默示  revelation. 


〇 


(ト） 


獨斷說 
獨斷的 
獨立美 

銃— （ス ペン サ—） 

奴 隸的狀 態 （スビ ノー  ザ） 


Dogmatism  us. 
doermatiscli 
ireie  Schonheit. 
integration, 
ser  Vitus. 


道德學 

同情 （ヒ —ム) 

動機の 如何に 拘ら やして 能く 
何れ を も擇び 得る る 

道德官 (道義 學者） 

勸 及び 靜 

動物 精氣 

同 言 的 判定 


內官 o つ ク） 

內在的 原因 （スビ ノー ザ） 


拭へ る 板 又は 紙 、タ ク） 


徑 娘 （シ a ペン ハク-  ノレ） 


能動 


萬 人の 一致 
反省 

萬 有の 觀念 
判定 力 （カン ト） 
反射的 判定 （い） 
反 立 ひ、） 


Ethica. 
Sympathy. 

acauionum  aroitni. 

moral  sense, 
motus  et  quies. 
spiritus  animalis. 
tautologus  judgment. 


(ナ） 


Internal  Sense, 
causa  immanens. 


(ヌ） 


tabula  rasa. 


(ネ） 


Nirvana. 


(ハ 


actio. 


い） 


consensus  gentium. 

reflection. 

idea  omnium. 

Urteilskraffc. 

Keflectirendesurteil. 

Antithesis. 
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範畴 （カント）  Kategorie. 

萬 有祌說  Pantheism. 

判然 ど  distinctly. 

破、 反對  antithesis. 

判定  Judgment. 
反射的 感情 (シャ フッぺ "一) reflex-feeling. 


批評 哲孥 （カン ト） 

必然性 

品位 （カン ト） 

美 想 （") 

荬汔、 ( 'ン ノ レレ ノレ) 

非 有 

ビュ タイス ト （獨逸 啓蒙） 
微小 慼覺 


微分法 （二 ユート ン） 

品評 的 判定 （カント） 

非 有 （カントの 十二 範疇） 

必至、 偶然 （"） 


分析 的 （力 ン ト） 
物象 （- ユート ン） 
狻雜觀 念 、つ ク） 
不相 應觀念 （、、） 
不完全な る 觀念ク ビ 
分化 （ス ペン サー） 
物件 （カン ト ) 
分析 的 判定 
ブラ トー ン學老 


Critical  Philosophy. 

necessarv. 

vVurde. 

aesthetisches  Idea. 
Schone  Seele. 
Nichtsein. 
Pietist. 

petites  perception. 

Aesthetica. 

fluxion. 

Geschm  acksurteil . 
Negation. 

Notwendichkeit ― Zufallichkeit, 
Necessity ― Contingence. 


(フ） 

analytisch. 
species, 
complex  idea, 
inadequate  idea. 
一 サ') ideae  inadequate, 
differentiation. 
Sache. 

analytical  Judgment. 
Platonists. 


文藝 復興 


Eenaissaiice. 


(ホ） 


本體 即ち 神 （スビ ノー ザ） 

本體 （"） 

保存 

本質 

ホ' ジ ティ ギズ ム 


優れる ものの 存在す る原埋 
全き もの （觀 念） 
全から ざる もの （"） 


deus  sive  substantia, 
natura  naturana. 
retention, 
essence. 
Positivism. 


principmm  melioris. 

adequatae. 

iuadequatae. 


身 

身の 観念 （スビ ノー ザ） 


矛盾 （カント） 

無差別 哲學 （シ パレリ ング） 

無意識 （メ、 ノレ ト マン） 

無限 樣 （スビ ノー ザ） 

無限 知 （》、） 

無限の 樣狀 （、、） 

無 相 同の 原理 （ライブ ュ タツ） 

矛盾 則 し、） 


bodv. 

idea  corporis. 


(ム） 


Antinoinie. 

Identitatsphilosophia. 

Unbewusstsein. 

modus  mnnitus. 

intollectus  infinitua. 

natura  natarata  generalis. 

principium  identatis  indiscerni- 
bilium. 

principium  contradictionid. 
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(メ） 


名稱 上の 本質  essence  noinmelle 

命名 上の 本質  nominal  essence. 

明瞭に  clearly. 


monad, 
chose  en  soi. 

Ce  que  la  chose  paraitetre. 
teleolcgisches  Urteil. 
Ding  an  sich. 


モ ナ ド（ ライ フ *-、 タ ッ） 
物 其れ 自身に 於け る當體 
物の 現 はれて 在る 樣 
目的 上の 判定 
物自體 （力 ント） 


唯物論 

Materialism. 

融和 （へ一 ゲ ノレ） 

Synthesis. 

遊戯 街 動 （シノ レレ ル) 

Spieltneb. 

唯— 神敎 

Monotheism. 

樣狀 又は 樣 

(a) 

modus  (modes). 

欲望 

desire. 

善き ものの 最上 

bonum  suprmeum. 

要求 （カン ト） 

Postulat. 

欲望 又は 欲求 （ス ビノ' 

一 ザ） 

cupiditas. 

預定の 調和 （ライ ブ-、 

パク） 

pre-established  harmony. 

樣狀 （カント） 

Modalitat,  modality. 

(ラ） 


ラシオ (sira がて） -。• 


樂天論 


Optimism. 


(1) 

理智を 以て 看取す る も の (力 ン ト） IiitelligiHlia. 


良心 （道義 學者 ）  Conscience. 

隣接 律 （ ヒュ— ム )  凡580018^10】] bv  Contiguity. 

理智  intellectus. 

狸體學  Metat)hysica. 

理 由  ratio. 

立  Thesis. 

狸 性  Vernunft,  Reason. 

理由 貝 1) ( ライ' ブ- タツ、  pnncipram  rationis  Sufficientis. 


(り 

類 IfiJ 律 ( ヒューム)  Association  by  Jtlesemblanca. 


(レ〉 

歷 ||g 變遷に 從ひ て 制定 し た positive  religion. 

聯想  association. 

連き 律  lex  continui. 

靈魂 を 宿す 身體  materia  secunda. 

聯想 律  law  01  association. 

レア— ノレ (へ /レノ 、ソレ ト )  ； Real 

利己的  egoistic. 

甲 J 他 的  altruistic. 


(口） 

論 ぼ 的 知識  demonstrative  knowledge. 

論理 學  Logica,  Logics. 

論 過  Paralogisraus. 
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我れ 思 ふ， 故に 我れ 在 (>  -, 

"'力^で） ^  cogito  ergo  sum. 

我 （フィヒテ 其の 他）  Ich,  ego. 


- ^ <^<=^3^^^~>  


編 名 曰 はく、 本 表に 於いて は 特殊の 語 i こ 9 み 其の 出 遨な 記した リ 


校 
正 

者 

五 m 
十 島 
嵐 榮 

力 郞 


可 知なる 現象 は 凡べ て 進化の 法則に 從ひ 行く ものにし て、 謂 ふ w ころ 進化の 法則 

は 分^  (dift.erendati§)，AJ 銃  一 (integration)  VJ が 相 並びて 進み 行く  J の 謂 ひな bo 混沌 

たる 星雲の 狀 態より 始めて 太陽系 銃の 形づくら れ、 地 上に 於いて は. 地質 上の 變化 

を 始め VJ して 生物の 進化に 至 り、 終 に は 人類の 社會的 進化に 至る まで 凡べ て 同 一 

なる 進化の 法則に 從ふ ものな， 9® 而 して 此等は 何等かの 目的 を 具へ 之れ に 向か 

ひ て 進む に 非 やして 物質，、」 其の 運勸 どの 自然に 然 らしむ る 所な- 50 然れ ざ も 進 

化の 或 段階に 於いて 物質 及び 其の 運動よ h- 如何にして 意識 作用の 生じ 求た るか 

はス ペン サ ー の說き 難し W する 所な， 9。  , 

£ 時の 思潮の 大 特色 w もい ふ ベ き は 進化 ど いふ こ v> な り、 而 して 此の 大 思想 は 全 

く 其の 學 脈、 學 相 を 異にする へ ー ゲル ビス ぺ ンサ， ど が 共に 其の 哲學の 骨髓^ せ 

る 所な. 90 盖 しへ， ゲルの 哲學は 理想の 有 目的なる 進化 を說 くものに して、 スぺ 

ンサ しの 哲學は 物質 及び 其の 運勸の 機械的 進化 を說 くもの な り。 

献西博 四 ま ■ 西洋 哲學史 下卷畢 

西徉哲 學史 近世 哲舉 笫四 十九 隼 カントお 饺 の&學  ^0 


るはチ 

ス ペン 

パ ミ ル 

の 思 想 

ス ペン 

る 者に 

- >  ^ パ 

< 

z 上大證 

, 切の 事 

一 ものな 

に 限ら 

よ b て 

-5  V」 說 

して 屢_ 


さ 一一 四 

0 ン、 ス チ 广ァ， ト、 ミ 尺 (John  stgrt  Mill 一 八 〇 六 I 一  八 七 三) 及 びハ ー パ —ト、 

サ ー(Herbert  Spencer 一  八 二 〇 生) なる べし。 ミ ルは 種々 の 問題に 關 して 常に 

トン V」 論爭 せり。 盖し 彼れ は. ヒュ ー ムょ. 9 來たれ る 學脈を 引き 又 コント 

を 注入した る ものな. 50 

ゃノ ー は 其の 進化論に 基づきて 新ら しく 哲學 上め 一 大 組織 を 立てむ ビした 

し て、 近 時の 思想家 中 最も 吾人の 注意 を 値する 者の 一 人な， 9。 彼れ は大體 

て 英吉利 經驗學 派の 哲學 思想 を繼承 するど 共に ダ， I 井 ン によりて 生物 學 

明を與 へられた る 進化論に 據り 之れ を 以て 大は 宇宙の 成立より 地球上 一 

物を說 明せ む，、」 試みたり。 彼れ 以爲 へら く、 吾 人の 思想 は 凡べ て關係 的の 

り、 故 に 吾人 は 絕對者 を 知る こど 能 は す、 吾 人の 知り 得る 所 は 唯 だ 現象の 界 

る，/ JO かくて 彼れ は 可 知 及び 不可知の 境界 を 別 か ち， 可 知なる 現象の 何に 

生せ しめらる ゝ か、 其 の 根柢に 何物の 存在す るか は 吾人の 知り 得ざる 所な 

け bo され ざ ス ぺ ン サ ー は 現象の 根柢 は 何物 かの 存在す る こ W を 否ます 

^ 之れ を 不可知なる 勢力な ど ミも名 づけたり。 


而上 的の もの あり ビ し、 之 れ を本體 VJ して 說明 を爲 さむ ど 試む る 時な. 9。 第 三 期 

は 即ち ボシ タイ 并ズ ムの 時期に して 是に至 b て 始めて 眞 正の 學術的 時期に 入る 

コント は 一 切の 學科を 分類して 數學、 星學、 物理 學、 化學、 生物 學 及び 瓧會學 の 六 科.^ 

なし 此等を 外にして 別に 哲學 ど 稱 すべき もの、 なし ビ說 けり。 彼れ は 最も 其の 力 

を 社 會學の 硏究に 費やし、 此の 學の 進步上 多大の 功績 あ bo 彼れ は社會 研究の 結 

果ビ して 人類 を 以て 己が 硏究 及び 熟 情の 對境 W なせ， 50 愛情に より 秩序に 基づ 

きて 人類の 進步を 計る こ W 是れ 彼れ の 立てた る 人類 敎の 要旨な り。 

，チ ョ ン、 スチ ュ ァ ー ト、， 7 ル及 び ハ ー バ ー 'ト、 

ス 。へ ンサ 1 

〔一 〇〕 今世紀に 入. 9 て 英國の 哲學界 に は サ ー、 井 ルリア ムノ ミツ トン (sir 

wilikru  Hamilton 一  七 八 七 II 1 八 五 六) の 如き ありて 蘇 格蘭學 派の 脈絡 を傳へ 傍ら 力 

ント 哲學の 思想 を 加味した りし が、 哲 學 史上 彼れ よ， 9 も茧に 重要なる 地位 を 占む 
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窗一 

知識 論 上 ポジ- プ ィ # ズ ムを 取る に 至れる 者 あ り、 ラ ァ ス 063 1 八 三 七 —— 一 八 t< 

f 1 Mwiehl 一八 四 四 生) 等 即ち 是れな も。 

コント 

〔九〕 今世紀に 入 て佛蘭 西の 哲學界 に は メ ー ヌ 、ド、 ビ ラ ン (Maine  de  wiran  I 七 六 

六 I 一八 二 四) 及 び. 弁 クト^ クザン (Victor  Co 一  isin 一  七 九 二 I 一  八 六 七) 等 あ bo クザ 

ンは謂 は ゆる 折 哀學を 主張して 其の 勢力 頗る 大な. 9 しが 而 かも 彼等の 所 說は哲 

學 史上 新潮 流 を惹き 起こした る ものに あら ざり き^- 今世紀に 入りて 佛蘭 西に 出 

でた る 最も 重要なる 思想家 はォ， ギ ュ スト、 コ ン ト (Auguste  CC ョ te 一  七 九 八 II  一  A 五 

七) な り。 

コントの 哲學は 謂 は ゆる. ホジ ティ 并ズム な， CSO 彼れ に從へ ば. 吾 人の 知， 5 得る は 

現象 及び 現象の 前後 W 共 在 VJ のみ。 以爲 へら く、 人 類の 思想 は 三時 期を經 過して 

進める ものな， 第一 は 紳學的 時期に して 有心 有情の 者の 働き を假 b て 現象の 

説明 をな す 時な. 90 第二 は 形而上 學の 時期に して これ は 吾人の 知覺し 得ざる 形 


ェ〃， ハタ ハ (Fe-erbnch 1 八 七 二 死) 等 其の 生なる ものな り。 又 右翼 及び 左翼の 外に 

中央 派 V」 名づ くる もの を 分かつ こヾ j あり。 口 1 ゼ ン クラン ッ (Rosenkracz  |  七 九 

死) の 如き 之れ に屬 する 者 vj 見ら る ベ し o 

へ ー ゲル 學派 分裂して 有神論 を 取る 者 ど 無神論に 倾 ける 者 vj の 對峙を 生じた る 

外に 近^に 於け る 物理的 科 學の發 達の 一 結果 w して 唯物論 を 誘起し、 而 して 其れ 

の 勃起す る ど 共に 又 之れ に對 して 有神論の 爲 めに 盛んに 辯 解の 勞を 取れる 者 出 

でたり。 當時 盛んに 唯物論 を唱 へたる はフ * グト (vogt 一八 一七 —— 一 八 九 五) 乇 

レシ" ット (Moleschott 一  八 ニニ  一  八 九 三) ビ ュヒ ネル (Baclser 一八 二 四  一 八 

九九) 等に して 此 等の 唯物論 者に 對 して 有神論 を唱 へたる はヴ イセ (weissel A 六 六 

死) 小 フィ e テ (Krchte 一八 七 九 死) ク > ノリ. タツ ィ (ulrici 一八 八 四 死 一等 な I 

力 ン ト 以後の ま 心的 哲學の 組織に 滿 足せす 再び 吾人 は 知識 論の 硏究 より 出立せ 

ざるべ から や VJ 見 て 「力 ントに 還 れ」 VJ 叫び 出で たる 人々 あ り、 之 れを新 力 ン ト學派 

VJ いふ。 ォ タト 1、 リ f ブマ ン (otto  I-iebmann 一人 〇 生) ランゲ (F.  Alb.  Lauge 一八 二 

八  一 八 七 五) 等 之れ に 馬す。 廣き 意味に て 新 カント 學 派ど稱 せらる ゝ者 の 中、 
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心的 方面に 於いて 最高なる もの は 神の 靈に 於け る 意識的 銃 一 な ，9、 物 的 方面に 於 

いて 窮極なる もの は單 純なる 元 子な り。 而 して 彼れ は 此の 兩者を 

.考 へ 神の 靈が全 物界に 通じて 活勸す W 說け bo 

へ ー ゲル 學 派の 分裂、 唯物論 爭 及び 

.  新 カン ト學派 

〔八〕 へ ー ゲル 學派は  一 ^獨 逸の 哲學界 を 風靡して 他國 にまで 

勢力 を 及ぼしたり しが へ ，ゲ ルの所 說に對 する 解释の 異同に よ.^ 

分裂 を 生やる こ VJ マ」 なれ bo 而 して 其の 解釋に 於け る^^の 中心 

の 謂 は ゆる 狸 性 即ち 絕對 者の 何たるに 在 りき。 一!投 は 之れ を 解し 

もの w なし 之れ を 基督 敎の謂 は ゆる 有神論に 近づけむ V」 せ り、 此 の 

へ， ゲ， 學 派の 右翼、、」 いふ。 シャ^レ ル (？ dmller 一八 六 八 死) 等 之 れ 

に反對 する 者 は へ ー ゲルの 謂 ゆる 絕對者 を 解して 無心の もの どな 


も 盛んに 其の 

て 其の 學 派に 

點 はへ ， ゲル 

て 有 意識的の 

派 を 名 づけて 

に 屬す。 之れ 

せ り、 而 して 此 


等の 徒 は 無神論に 倾 けり。 之れ を 名 づけて へ ー ゲグ學 派の 左翼 どい ふ。 ン * ィ 


口 タツ-  (Lotze 一八 一七  一八 八 一) はへ ルバ クトの 哲學を 批評 じ. 又 スビノ ー ザ 

及び ライブ 一一 タ ッょ， 9 其の 思想 を 得て 自家の 哲學 組織 を 立てた る 者な bo 彼れ 

に從 へば、 一 物が 他物に 影響を及ぼす ど 云 ふが 如き 關係は 其 等の 物 を 互に 獨 立す 

る もの VJ して は說呀 する 能 は す、 唯 だ 一 切の 事物 を 一 絕對 者の 狀態 VJ 見る こ に 

よ hN ての み 其 等 相互の 影響.、 J いふ 如き こど を說 明す る を 得べ し。 一物に 變化ぁ 

れば 其れが 他物に 影響して 其 處に又 變化を 起こす どい ふ は 其が 一 絕對 者の 狀態 

なる の 故 を 以て 一 方に 於け る 變化を 補 ふに 他方に 於け る 變化を 以てすれ ばな bo 

而 して 斯 くの 如き 種々 の狀 態が 一 絕對 者に 存 する 所、 是れ 即ち 多なる ものが 一 體 

を 成す 所以に して 吾人 は 其の^き 多なる ものの 一 なるこ VJ を 如何に 考 ふべき か 

ビ 云 は ば、 意 識の銃 一 を 以て 考 ふろ 外に 其の 道な し o 即ち 吾人 は 絕對者 を 以て 意 

識 ある 靈 なる 者な り VJ 考 へ ざる ベ からす ビ。 

フ -ヒネ ル (Fechller 一八 〇 一  一 八 八 七) は精祌 物狸學 (psychopllysik) を 創始して 近 

時の 謂 は ゆる 生理的 心 狸學を 開きた る こビに 於いて 記憶 せらるべき ものな り o 

され ，マ」 彼れ は 他に 頗る 詩歌 的 趣味に 富める 哲學 思想 を懷 きた， 50 彼れ に從 へば、 
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へ 1- ゲルより ハルトマン は 至る 間の  ， 

. 他の 獨逸 哲學者 . 

M  〔七〕 へ ー ゲルよ h- ハ だト マ ンに 至る 間の 獨逸 哲學に 於け る 最も 偉大なる 組 

織 は上來 述べた る 所に 見る を 得べき が、 其 の 他に も 多くの 哲學者 輩出して 其の 中 

一 に は 一家の 見地 を 開きた る 者 も あ bo 中に 就いて E ^も 主要なる はべ ー ネ ク。 ト レ 

ン.. テレン ブルク。" タツ" 及び フ * ヒ ネ^-等な bo 

ぺ 1 ネ ケ (Bcllcke 一  七 九 八  一 八 五 四) は フジ ー ス の 思想 を 迎る所 ありま〉 ら心內 の 

\ 經驗を 基礎，、」 して 心理 說に 基づきた る 哲學の 組織 を 立てむ どせ る 者な り、 換 言 す 

^ れ ば、  > ひ 理的 研究の 見地よ りして 力 ン ト哲學 に 新ら しき 解 釋を與 へむ W したる も 

〉r の是れ 彼れ が哲學 な-. OS いふ を 得べ し。 フ * 〃  トラ ー ゲ (Fortlage  |  AO 六  一 

八， 

一八 七 一 一) の 如き はべ ー ネケの 思想 を 迪れる こ W 多き 者な り。 

トレン， テレン ブ^- グ (Trendelenburg 一八 〇 二   一  八 七 二) は アジ スト テレ 1 スが哲 

學の 眞理を 復活せ しめむ どした る 者な， 90 


^ れ 又以爲 へら く、 世 界に 於け る 凡べ ての 出來事 即ち 其の 歷路は 是れ皆 锂 想 (即 ち 

知力) の 示 導に 從 うて 凡べ ての 物が 最後の 解脫に 至らむ どしつ ゝ ある 途 程な， 00 

意識 ど名づ くる もの も 亦 其が 途 程に 於け る 必要 上よ、 り 生じた る ものに 外 なら や o 

絕對者 其の もの は 無意識な ，5、 無 意識 は 先にして 意識 は 後な り、 無 意識に て ありな 

がら 锂想 あるが 爲 めに ぽ 的に 合 へ る 働き を爲 しつ ゝ ある は是れ 凡べ ての 物の 活 

動に 於いて 見る VJ ころな り ビ0 斯く絕 對者は 無意識に して 意欲 ど 知力，、」 の兩面 

を 具へ たる ものな いふ 點に 於いて ハ ルト マ ンの 哲學は 無意識 哲學 ミ稱 せら 

る。 以爲 へら く、 世 の 文化 W 稱 する もの 是れ亦 人類が 無意識なる 絕對 者に 歸らひ 

ビ する 道行、/」 して 必要なる ものな. CNO 故に 今の 時に 於いて 吾人 は 宜しく 益！ 文化 

を 進 む ベ し、 是 れ 人類 をして 最後の 解脫に 至らし むる 適 當の道 なれば な り、 さ れ ざ 

文化の 進步も 其が 窮極の 目的 は 無意識なる 狀 態に 還る こ. yj に 在り VJ0 此の 點に 

於いて、 ン ルト マ ンは 其の 厭世 論 を 近世 文化の 進步に 調和せ しめむ ぐ」 試みた るな 
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れ 其の 根本的 誤謬に して 世界の 一切の 苦艱は 凡べ て 此處に 基づく ものな， 90 意 

欲が 絕對 者に 於け る靜 かなる 狀 態より 起き 出で て 其の 活動 を始 むる や、 狸 想 (即ち 

知 力) を 率ね た り、 盖 し 知力なければ 其の 追求の 目的なければ な bo され ざ 知力が 

常に 意欲に 伴 ふよ，^ 茲に 意志 をして 其の 根本的 誤謬 を 破， 5 て 本 來の靜 かなる 狀 

態に 還る ベ き 道は備 へらる。 即ち 意欲 をして 其の 追求の 無益なる こ W を 悟らし 

め、 其 の 追求の 却って 無限の 苦痛 を惹 き 起こす のみなる こビを 悟らし めて 之れ を 

止めし むる もの は 知力な り 0 知力 あるが 爲 めに 世界の 成， 5 行き は 意欲の 救濟即 

ち 凡べ ての 物の 解脫に 最も 適當 なる 行路 を 取 っゝぁ hso 此の 點ょ 見て 世界 

は 善美な， 5 ビ。 斯く ハルトマンが 世界の 成り行き を 以て 最も 望むべき 目的 即ち 

解脫に 至る に 適する もの W なせる は 進化 說を 取れる 所に し て、 是 れへ ー ゲルより 

來 たれる 要素な bo され V- 世界が 此 くの 如き 行路 を 取りて 解脫 する を 要す る、 換 

言 すれば 凡べ ての 物の 救濟 さる ゝ こ，、」 を 要する は是れ 世界の 存在 其の物の 惡し 

くして 苦艱を 以て 充た さる ゝがゅ ゑな bo 此の 點ょ， 5 云へば ハ , ト マ ンの說 は 

厭世 論に して 此の 處 即ち シ ョ ぺ ン ハク" ル より 來 たれる 要素な り。 


り、 其 は 唯 だ 若し 物 あらば 其の物の 如何に ある ベ きを 示す に 止まる の み、 物 を實^ 

たらしむ る 所以の もの は 他に 無 かるべ から や o 換 言 す れ ば、 狸 想 は 物の 阿なる、 ベ 

きか を 言 ふに 止ま り、 其 の 在る ビ云 はる ゝ所は 意欲なら ざる ベから す、 意 ^是 れ^ 

ち實 在な hNW いふべ し。 然れ Vj も 意欲の みに て は 其が 追求^ 目的 を 有せ や、 其 の 

目的 は 狸 想の 與 ふる 所な り、 目 的な き 追求 VJ いふ もの は あるべ からす o 故に 理想 

VJ 意欲 VJ は 相 離れざる ものにして 之れ を 以て 一 絕對 者の 二 面 又は 二 性質 ど 見る 

べきな りビ。 斯 くの 如くに して ハルトマン はへ ー ゲル 哲學に 謂 ふ 所ビシ S ペン 

ハク- ルの賵 ふ 所 ど を 結合せ む VJ せ り、 而 して 彼れ の 之れ を 合する や、 シ X タリン 

グが 末期の 思想に 模範 を 取れり？ 斯 くして ハ ，ト マ ンは カント 以 來の獨 逸哲學 

に 現 はれた る 重要なる 思想 を 網羅せ む VJ 試みた， 90 

世界の 善美なる は 狸 想 (即 ち 狸 性) の 活動し 居る が爲 めな h/ 目 的に 適合し 居る もの 

即ち 宜しき ものな hso され Vj 此の 故 を 以て 之れ を 最も 幸なる もの どい ふ,， i を 得 

す" 何 ビ なれば 意欲の 限 h. なき 追求 は 休む さなき 苦艱を 以て 伴 はるれば 也 o 怠 欲 

が絕對 者に 於いて 靜 かに 在りし 狀 態より 起ちて 限 もな き 追求 を 始めた る ミ は是 
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說に 奈何に 酷似せ る かは此 處に贅 する を 須ゐゃ o 

シ ョ ぺ ン ハ ク X ルの 厭世 哲學は 全く 世に 謂 ふ 文明の 進行に 背馳して 一 切歷 史上 

の進步 w いふが 如き もの を 認め や、 之 れを へ ，ゲ だが 理想の 發達を 基礎 V したる 

樂天 論に 對せ しむれば、 シ a ぺ ン ハ ク - ルの 哲學は 其の 正 反對に 立つ ものな， 90 

シ S ペン ハク w 〃に從 へ ば、 實 在の 根元 は 狸 性に あらす して 盲目なる、 非 狸 性なる 

意欲な b  、歷 史上の 進 步てふ もの は， 彼 れに 取， 5 て は 寧ろ 意志の 益" 自 らを實 現し 行 

く 悼む べき 大迷 誤に 外なら や。 文化 V」 名 づけら るゝ もの は 喜ぶ ベ きものに あら 

す、 寧 ろ 悲しむべき ものな. 5。 斯 くの 如き 近世 文化の 所 造 及び 進化 發達 VJ いふ 思 

想に 全然 背反した るシ " ぺ ン 、ノ ク - ルの 厭世 哲學を 引き直 し、 之 れ にへ ー ゲ^ 哲 

學 のま 要なる 思想 を 混和して 厭世主義 を 成る ベく 近世の 文明に 和合せ しめむ VJ 

試みた る は" \ ト マ ン の哲學 な. 90 

ヘレ トマ ン fEduard  von  Hart ョ §n  | 八 ral  二 生) 

〔六〕 ハ〃 トマ ン以爲 へら く、 狸 想 は 唯 だ 其れ 自身に 於いて は 無力なる ものな 


の 苦痛の 甚だしく して 堪へ 難き 所よ， o 終に 世 を 厭 ふ 心 を 生 じ、 吾 人 は 如何に K 惱 

を やす ビも 到底 滿足を 得べき ものに あらざる を 悟 り、 此 の 世 を 以て 誠に 跃 はし 

きもの VJ し、 他 に 何等かの 解 脫の途 を 求め やん ば 長 へ に 苦 艱を脫 する 道な きこ ヾ」 

を 知る に 至るべし。 是に 於いて か元來 意欲の 婢僕 VJ して 生じた る 知慧は 却って 

吾ス をして 解 脫の道 を 求めし むる 因ビ なる 0. 解 脫の道 如何。 事物の 不變 化なる 

類 想を觀 やる こ W に存 する 觀 美的 狀 態に 於いて 吾人が 暫 らく 休む こどな き煩惱 

を 忘れ 恍惚 W して 美に 見 VJ れ 忘我の 境涯に 入る は是れ 一 時の 解脫に 入， o たる も 

のな り。 更に 進みて は 利己心 を 離れて 只管 他の 苦痛 を憫れ み、 慈 悲の服 を 以て 一 

切 衆生 を 視るこ ふ」 に 於い て、 即 ち 道徳的 生活に 於いて 更に 髙 等な-る 解脫に 入る こ 

ざ を 得べ く、 尙 ほ 進みて は 此の世の 謂 は ゆる 歡樂て ふ ものの j 切假樂 なるこ VJ を 

係り 全く 名利 を 求む る 念 を 消 し 吾人の 意欲 を 根柢よ， C 斷滅 して 恰も 心身の 估 死 

せる 力 如き ぁ 態に 入る こ ビ によ， 5 て 最も 高等なる 解脫に 入る こビを 得。 是れ即 

ち 意志が 自ら を滅 したる 狀態 にし て、 此 の 境涯 を 指して 涅槳に 入る どい ふ o  ^滅 

は 吾人の 最も 希 ふ べき ものな り o シ 3 ぺ ン ハ ク >! ルの 哲學が 寂滅 爲樂 ど 說く佛 
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界は 意欲な， 9 ビ いふ べし。 

意欲 は是れ 苣 目的なる も の、 唯 だ 無窮に 求む る こど を 知りて 休む こ VJ を 知ら や o 

而 して 意欲の 自ら を實 現せむ VJ し て 活 動 し、 ま た 其の 實 現の 進み 行 く、 是 れ 無機物 

界 よも 有機物に 上 り、 有 機界 にて は 終に 進みて 人 問に 至る までの 段階 を 成す 所以 

な り0 意 欲の 意欲た る 所 は 唯 だ 盲目的に 求む る こ ビに在 b て、 飽 くこ VJ を 知ら ざ 

るが 其の 本性な b  、而 して 其の 性 は 特に 其が 發 現の 頂上なる 人間に 於いて 最もよ 

く 現 はれた る を 見る。 意欲 は 盛んに 求 むれば 求む る ほざ 不満足 を增 し、 不 滿足を 

增すほ V, 又 求む る こ 、,」 を 增 す、 是 れ凡 ベて 煩惱に 動かさる ゝ ものの 狀 態な， 50 即 

ち 煩惱は 凡べ ての 存在 及び 其の 存在に 纏綿して 離れざる 一 切の 苦痛の 极 元な bo 

特に 人 問に 於いて は 唯 だ 無意識に 求む る こ W を爲 すの みならす 意欲の 婢僕 どし 

て 知慧の 存在す るが 爲 めに 却って 多くの 不満足 を 誘起し 從 ひて 最も 多くの 苦痛 

を烕 せざる を 得す。 此の 故に 世 は 何處を 見る も 苦艱の 境涯な， ovjo 斯く說 ける 

所是れ 即ち シ ョ ぺ ン ハ ク 乂 ルが 所說の 厭世！ i ど 名 づけら るゝ 所以な り。 

斯 くの 如く 吾人 は知慧 あるが 爲 めに 却って 益- 不 滿足を 覺ぇ 苦痛 を感 やれ V- も 其 


1 ゲ ル哲學 の 達した る 結論 S は大に 異なりた る 方角に 向か ひ 行ける ものな bo 

彼れ は 吾人の 知識の 成立 を 論じて 以爲 へら く、 吾 人の 知識 は 時間 空間 及び 因果 ビ 

いふ 三つの 形式に よ， 9 て 活動す る ものな b  (是 れ 即ち カン トの謂 は ゆる 直 觀の形 

式 及び 悟性の 槪念を 此の 三つに 約め たる もの ビ云 ひて 可な， 5)0 而 して 此 等の 三 

形式 は 力 ン トの謂 へ る 如く 吾人の 心に 具 はれる 見樣な るが 故に 主観的なる もの 

なり。 故に 此の 三 形式の 中に 入， 9 來たる 所の 世界 は 吾人の 觀 念に 外なら す。 觀 

念す る 者 VJ して は 吾人の 主 觀 (我) は 客観に 對 する も の (即 ち能觀 者) た るに 外 ならす 0 

され ざ 吾人に は尙ほ 他に 我 を 知る べき 一 路ぁ b  、即 ち 直接に 我れ を 知る rS 觀的知 

識是れ な bo 此の 知識に 從へ ば、 吾 人 は 我れ は 意欲 (wille) なり ビ いふ こど を 知る、 

而 して 我れ の 意欲な b ビぃ ふこ w よ， 9 推し て、 天 地 萬 物 どして 我れ に 現 はる ゝ凡 

ベ ての 物 も 其の 奥底 は 皆 同じく 意欲なる こ VJ を 知る ベ し 0 石 落 ち、 風 吹 き、 水 流る、 

畢竟す るに 皆 意欲の 發 現に 外なら す o 胃の 腑は 飢渴 ビ 名づ くる 意欲の 形 を 取， 9 

て 現 はれた る もの ふ ベ く、 天 に 運行す る星體 より 地上の 生物に 至る まで 其の 

勸 いて 止まざる は 要するに 意欲の 發 現せる 姿に 外なら す。 此の 點ょ. 5 見れば 世 
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W 云へ り。 其等觀 念の 或は 相 結合し 或は 相反 撥す る 關係を 以て 一 切の 精祌 作用 

を說 かむ VJ したる もの 是れ 即ちへ , バ タトの 心理 學 なり。 

右に 述べた る 所に よ， 9 て 見れば へ \ バ 〃トの 哲學は 多元論な bo 彼れ の 說は此 

の點に 於いて、 フ ィ ヒ -ズ、 シ . クリング 及びへ ー ゲルが 一 根元より 自然界 及び 精神 

界の諸 現象-を 說 かむ VJ せる VJ 大に相 異な. 00 又 へ , バ タトの 哲學は 變化を 以て 

實相ビ せ す、 不 變 化なる もの を 以て 實在 W する 常恒 實有說 にして、 フ ィ ヒ-グ 、シ X  ^ 

タ ン グ、 へ ー ゲル 等が 活動 を 說き發 達 を 言 ふ哲學 ど は 全く 其の 趣 を 異にせ. へ 

〃パットの 謂 ふ 所 レア， ルは 原子論 者の 謂 ふ アトムに 似た り、 さ れ V 'アトムの 如 

く 空間 的の ものに あらやして 不可分なる ものな， 9。 又 レア. I ルは 其れが 空間 的 

の ものなら ざる こ- yj に 於いて は ライブ 一一 タ ッの乇 ナドに 似た り、 さ れ V- モナ ドの 

如く 活勸 自發 する 精祌 的の ものに あらす。 

ショ。 、 ンハゥ H レ (Arthur  Schopenhauer 一  七 八^  I  J  nJ* 六 〇) 

〔五〕 シ a ぺ ン ハク- ルの 哲學は カントに 其の 出立 點を 有する 所 あれ V もへ 


を 批評 的に 仕立て 直す に 在 b  VJ もい ふべ し。 而 して まづ 第一に 如何なる 點に於 

いて 矛盾 を發 見す るぞ V」 いふに I 物が 多くの 性質 を 具 ふ W いふが 如き ミ 、是 れ 吾 

人の 須 らく 解 釋 すべき 問題な bo 又 一物が 其の 性質 を變 じながら 猶ほ 其の 體を 

、 9 

保存す- V」 いふが 如き 亦 こゝに 矛盾の 點を發 見せざる を 得す o 而 して 之れ を 解釋 

する 道 は 吾人に 一 物 さ 見 ゆる 如き 物 を も 分 折して 其 を 多くの 物に 剖 かち 而 して 

其の 多くの 物が 相粲ま b て 謂 は ゆる 一 物 を 成す VJ やうに 見る に 在 h>o 斯 かる 方 

法 を 以て 解釋し 行けば 吾人 は 終に 犟 純なる 一 性質、 每に變 化する こ VJ なき 實在を 

發見 せざる ベから す o 而 して 斯 かる實 在は签 間 上 及び 時間 上の ものに あらす し 

て 形而上の ものな bo へ 火 バ 〃トは 之れ を 名 づけて レア 一ル (Real) w 云 へ bo  、は 

爲 へら く、 吾 人の 謂 ふ 所 變化は 唯だ斯 かる 單 純な る、 獨 在す る、 而 して 其れ 自身に は 

變 化せざる 幾多の レア ール を栩關 係せ しめ 見る に 起因す る ものな bo 吾人の 

靈魂も 亦 一種の レア ー ル に 外なら す、 而 して 其が 一 切の 心 現象 は靈 魂て ふ レ ァ， 

ルが 吾人の 身體を 組織す る 種々 の レ ァ ー ルに對 して 自己 を 維持す る 所に 存 する 

ものな， 而 して へ ル バ ルトは 凡べ て此 等の 心 現象 を 名 づけて 觀 念 (vorstellung) 
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一 ト 以後の 獨逸哲 學界に 於け る 中央の 流れ VJ も 云 ふべき ものな り o へ ー ゲクど 略， - 

一 其の 時代 を 同じう して 生存した る學 者に シ ュ ラ イエ ル マ へ ル (schlder ョ acher 一  七 六 

八—  I 八 三 四) 及 び フリ— ドリ ヒ、 ク ラ ク ゼ (1  つ r.  Krause 一七 八  一 I 一八 三 二) あ， C-0 シ 

ュ ライエル マ ヘル は 最も 其の 宗敎論 を 以て 記憶 せら る. 其 の哲學 上の 立脚地 は 折 

哀 的な， 00 クラ クゼが 思想家 さしての 位置 は輕 からす、 へ ー ゲルの 哲學 ビ 相似た 

る 思想 を開發 したれ V- も 不幸に してへ ー ゲルの 光輝の 爲 めに 蔽 はれた， CN0 

以上 陳べ たる カント 以後の 獨逸 哲學の 中央の 流の 傍に は 種々 の點に 於いて 其の 

中央 思潮 以外に 立ちた る 哲學者 あう き o 其の 最も 生なる もの を ヘルバルト 及び 

シ a ペン ハク-〃  ヾ J なす。 先づ へ- X パトよ， 5 述 ぶべ し。 

一  ヘルバルト (Johann  Fi 二 edrich  Merbart  j 七 七 六 I 一  人 四 一 

へ^ パか 〔四〕 へ ル バ y トに從 へば、 哲學は 吾人の 通常 有する 思想に 稀-々 の 矛 f ある 

ト G- 哲ー 

を發見 し、 其 の 矛盾 を 除き 去， D 之れ に 整然たる 銃 一 を與 ふるこ，、」 を 其の 目的 W す 

る ものな り o 換 言 す れ ば、 哲 學の 主眼 S する 所 は 經驗上 吾人に 與 へられた. る もの 


過した る 全 體是れ 即ち 絕對的 狸 想に 外なら すミ。 斯 くして 絕對的 狸. 想 を 成す 論 

狸的槪 念の 組織の 成立 を 論す る もの 是れ 即ち へ ー ゲルの 有名なる 論狸學 な， yo 

但し 彼れ が 論理 學に說 ける 範 園に 於い て は、 一 槪 念より 其れ ビ 反對 なる 槪念 に 進 

み 次いで 其の 一 致に 進み 行く w いふ も是れ 決して 時間 上の 前後 を 成す ビ いふに 

は あらや o 論理 學に 於け る槪 念の 組織 は 時間 上なら ぬ永恒 なる 關係 をい ふ もの 

に し て、 唯 だ 吾人が 其を考 ふる 上に 於いての み 時間の 前後 を爲す ものな り。 

論 理的槪 念 の 組織が 外に 出で て 恰も 衣 を 著け たるが 如き もの を 自然界 ビ す、 而し 

て 此の 自然界 を 論す る もの 是れへ ー ゲルの 自然 哲學 な， 90 自然界 發 達の 極點に 

至れば 精神に 到達 し、 理 想 は茲に 自ら を 意識す るに 至 る、 而 して 此の 段階に 達した 

る 理想 を 論す る もの 是れへ ー ゲルの 精神 哲學な bo 而んて 此の 精神 は 初めに は 

主観的の ものた り、 次ぎ に 客観的の もの^な り、 更 に 進んで 終に 主 觀客觀 の 一 致し 

たる 絕對的 精神の 境涯に 至る。 此 等の 三 段， 階 を經て 精神の 發 達し 行く 樣を說 き 

たるが 中に へ ，ゲ が の 歷史. 哲學、 審美 學 及び 宗敎哲 學， 等が 合 まれ 居るな り。 

フィヒテ、 シ 2 ル リング、 へ ー ゲルの 三人 相繼 いで 代表した る哲學 思想 は是れ カン 
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に 其の 融和に 進み 行かざる ベから や o かくの 如き 藤-程 を經て 進み 行 く、 是 れ 即ち 

理想 本 具の 性質に し て、 其 の 歷程を 語る もの 是れ 即ちへ ー ゲルの 謂 は ゆ る 、デ ィ ァ 

レク ティ， ク (Dialektik) なり o 

へ ー ゲ 〃は 先づ 理性が 論理的 槪 念の 組織 W して 在る 樣を 論じて 曰 は く， ま づ有 VJ 

いふ 最も 抽象的なる 槪念に 始めむ に 有 (sein) を考 ふれば 必す 其の 反 對に移 h- て 非 

^  (Nichtscill) を考 へざる ベ から や、 非 有に 移れば 又 必す有 S 非 有 S の 融和なる 轉化 

(werden) に 進み 行かざる 可ら す ど リ 斯 くして 其の 謂 ふ ディア レク- グイ ー クに從 う 

て 一切の 槪 念の 組織の 成り立つ 所以 を說 明せ むビ せ， 9。 以爲 へら く、 先 づー 初めに 

ー槪念 を考へ むに、 其の 槪 念が 絕對的 狸 想の 全 體を盡 くす ものに あらざる 限り は、 

即ち 其れが 一 方に 僞し 居る ものなる 以上 は、 必 や 其の 反對に 移， 9 行かざる ベ から 

や、^ して 反對に 移， O 行けば 更に 兩 者の 一 致に 至ら ざれば 休まざる ベく 而 して 其 

の 一致 は 更に 其の 反 對を挑 發し來 たるべし。 斯 くして 終に 圆か なる 全 狸 想を盡 

くす に 至ら すん ば 止まざる ベ /、、 而 して 全 理想 を盡 くす 時 は是れ 恰も 圓 環の 一 點 

より 始め 其 を 一 週し 終 はりて 最初の 點に 還れる が 如き ものな り。 而 して 斯く通 


ら や o 

理性 即ち 絕對 的锂想 は 論理的 槪 念の 組 • 織 を 以て 其の 骨髓 ビ する ものな ，9、 而 し て 

此の 具理の 骨髓ミ もい ふ べき 論理的 槪 念の 組織が 出で て 外に 現 はれた る もの (即 

ち 恰も 血肉 を 著け たる 如き もの VJ なりた る) 是 れ 即ち 自然界に し て、 そ が 再び 內に 

還りて 自ら を 意識す る もの VJ な， 5 たる (即ち 活きた る眞 理、 換 言 すれば 眞 狸の d ゃ5 

識的， ,j なりたる も の) 是 れ 即ち 精神な bo 故に 自然 も 精神 も 共に 具 狸の 活動した 

る ものに 外なら す。 斯 くの 如く 絕對的 狸 想 が、 眞 遝を 赤裸々 にした る もの どもい 

ふ ベ き 論理的 槪 念の 組織よ り、 出 でて 自然界 VJ な り、 還 b て 精神 どなる は、 畢 竟 其が 

本 具す る 活動の 然 らしむ る 所に し て、 か くの 如く 活動す る樣を 離れて 別に 理性- yj 

云 ひ 、理想，/」 云 ひ、 或は 眞理 ど 云 ふ ものの 存在す るに 非す。 凡べ て は 皆 狸 想の 發達 

の然 らしむ る 所に し て、 丽 して か ゝる發 達 を 外にして 別に 理想て ふ ものな し o 而 

して 理想の 活動し 行く や 其が 一 槪念を 以て 出立 すれ ば (Thesis) 自 然に 其の 反 對 (Anti- 

thesis)に  進 み 行 き、 反 對に 進み 行けば 又必す 二者の 融和に 進み 行かざる ベ から す、 而 

して 其の 融和 (synthesis) に 進み 行けば 又 其れに 對 する 反對に 移り行き 次いで 又更 
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へ. I  * ケレ (Gcorg  Wilhelm  Friedr  一  ch  ITegel 一 七 七 3 —— j  n>  H 1 ) 

〔三〕 フ， -ヒテ の 哲學は 主觀を 以て 始めた り 、故 に哲學 史家 或は 彼れ の 哲學を 

稱 して 主観的 主 心 論 W いふ 0 シ - かリ ングは 客觀を 以て 其の 哲學を 始めた 6.、 故 

に哲學 史家 或は 之れ を 客 觀的主 心 論^い ふ。 而 してへ ー ゲル はフィ ヒテ .yj シ ま 

〃リング ど を 合 し、 主 觀 及び 客 觀 をして しか あらしむ る 所以の 絕對的 狸 想 を 以て 

出立せ b ぼ に 史 家 (殊 に 彼れ の學 派に 屬 する 史 家) 之 れを絕 對的主 心 論 w 名づ く。 

へ ，ゲルに 取りて は 絕對的 狸 想 (或 は 理 性) 是 れ卽ち 出で て は 自然界 V」 な り、 內 に 還 

り 自ら を 意識す るに 至りて は 精神 界 V」 なる ものな り。 一切の 事物 は 皆 此の 絕對 

的 理想の 發 現に 外なら す、 而 して 其の 發現 する 所の 狸 想是れ 即ち 諸 物に 現 はる、 

意味に して 其の 意. M 是れ 即ち 凡べ ての 事物に 於け る實 在な， 5。  I 切の 事物 は 皆 

か 、 る 意味 (理想) を 現 はすの 故 を 以て 存在す。 理性的の もの 是れ 即ち 實 在な b 、凡 

ベての 實在 皆是れ 理性的の ものな， 00 覆 載 間なる 一 切 諸 物の 精髓は 畢竟 皆 理性 

的 意義な b  、山 川 草木 VJ い ひ、 鳥 獸 魚介 W い ひ、 是 れ皆 理性の 意味 を 語る ものに 外な 


,5 見れば 事々 物々 皆融會 して 一 なり。 

シ - が リング は 其の 第三 期の 哲學に 於いて は 祌祕說 に 入り ャ. I コヅ、 ベ. I  メ 風の 

思想に 從 ひて 凡べ ての 物の 名づ くべ からざる 根元より 其の 無意識的なる 衝動が 

有 意識的に ならむ ミ して 而 して こゝに 活動す る 神の 生 ヒ出づ る こ S をば 始め ど 

し て、 其 の 以後の 世界 及び 歴史の 歷 程を說 かむ S 試みた. 9。 彼れ が 此の 時代の 思 

想に 於いて 既も 注意す ベ き點 は、 唯 だ 成り 得る もの 或は 唯 だ 活勸し 得る もの 即ち 

盲目的なる 力 ど、 其れが 活動して 成らむ S する 極致 を 示す もの ビのニ つ を 相 結び 

て說 きたる こ VJ にあり。 

シ " ^'リングより 長す るて. yj 五歲 にして 又 同窓の 學友 V- して 彼れ ど 親し か， 9 し 

へ 1 ゲル は、 恰 もシ * 〃タングが^め フィ ヒテの 立脚地に 在りし が 如 く、 一 初 めに は 

シ - ル リング _yj 意見 を 同じう したる TU 多 かりき ぐし 考 へらる ゝ が、 後 に 至， o て 終に 

彼れ が 特殊の 見地 を 開きて 兹に謂 は ゆる 「へ ー ゲル 哲學」 て ふ大 組織 を 立つ る こ S 

ビなれ り o フ ィ ヒ -プが 力 ン ト哲學 をして 取らし めた る 方向 を 取， o 'て 之れ を 其の 

當 さに 到る べき 窮極の 處に 到らし めね る もの 是れ 即ち へ ，ゲル 哲學な bo 
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作る 所に 似た る ものな り。 即ち 美術的 製作に 於いて は 意識 S 無意識 W の 一 致、 自 

然 VJ 我ビの 一 致が 成り立ち 居れ り、 換 言 す れ ぱ、 世 界の 最も 深奥なる 祕密が 美術的 

製作に 於 い て發 現す VJ 謂 ふ ベ きな bo 

•  以上 はシ - ル リングが 其の 哲學の 第一 期に 於いて 自然 哲學 ビ 知識 哲學 ぐし を 並べ 

說 ける もの^ 主意なる が、 彼 れが該 期の 思想に 於いて 已に 自然界 ビ して 活動す る 

もの も 精神 界^して 活動す る もの も 根本に 於いて は 同 一 者な り ど いふ 思想 は 合 

まれた. 9。 彼れ に從へ ば-無 意識なる 同 一 活勸 がま づ 自然界 VJ して 始まり 而 して 

自ら を 意識す るに 至. 9 て 精神 界， V」 なる に 外なら や、 而し て 此の 自然 w 精 祌ビが 其 

の 根牴に 於いて 同 一 なる ものな， 9 -yj いふ 方面に 專ら著 眼して 說 きたる もの を 彼 

れが 第二 期の 哲學 即ち 無差別 哲學 ど す 0 以爲 へら く、 客 觀 S 主 觀？」 は 其の 本體に 

於いて 平等 無差別な り、 之 れを相 離して 見る は 畢竟 吾人の 差別 見の 爲す 所に して 

哲學 土 理知の 直 觀を閼 きて 觀る 者に 取， o て は 生觀 vj 客 觀、 精 神 V- 自然 vj が 融合し 

て 相 離れざる 所、 換 言 すれば 其の 平等 無差別なる 所 を 見る こビを 得 o 此の 平等 無 

差^なる 絕對者 は 事々 物々 に 凡 ベ て 均しく 存在す る ものな b  、絕 對者 たる 方面よ 


なり。 かくの 如く 自然界 yj 精神 界 vj は 聊か も反對 をな す ものに あらやして 寧ろ 

1 が 他の 發 達の 前段 階 を 成す ものなる が 故に 兩者 おの づ から 相應じ 相似た る^ 

の 在るな り。 シュ^' リングに 從 へば 自然界 は 決して 死物に あら や、 其 は 無意識な 

れざも 目的 を 有して 活動す る 一 團體な ，c /而 して 其の 最下 等の 段階よ り 上. 9 て 謂 

は ゆる 生物の 界に 至り 而 して 生物に 於いて 精神の 出現し 出づ るに 至る 次第 を說 

ける もの 是れ 即ち 彼れ が 自然 哲學 なり o 彼れ 以爲 へら く、 精 神の 發 達して 自然界 

を 知り 行く もの 是れ 即ち 知 作用な， 90 自然界の 發達ど は 精神が 自然界に 生じ 出 

づ るこビ をい ふ ものにして 知 作用の 發達. yj は 自然界が 我に 來 たる こ vj をい ふ も 

の な り、 換 言 す れ ば、 知 作用の 發 達，、」 は 精神が 恰も 嬰兒の 如くに して 自然界に 生ま 

れ來 たれる 時よ、 り^が 意識 を 開發し 行く に從 ひて 自然界が 其の 意識の 中に 入り 

來 たる こ、、 j の 謂 ひな bo 知 作用の 發 達し 行く 極點 は^の 終に 行 作用》」 なる に 在 

,9、 而 して 行 作用 は 人類の 歷史に 現 はる、 ものな り0 知 作用 W 行 作用 ビの 一致し 

たる もの 是れ 即ち 美術的 活動な り。 自然界 は 無意識に して 而 かも 目的 を 具 へ て 

活勸 する も の、 美 術 的 製作 は 有 意識 なれ V- も 其の 作る 所 は 恰も 自然界が 無意識に 
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き 出 だせる 時期に して 此の 期に 於いて は 彼れ はス ビノ？ ザの 影響 を 蒙れ. 00  0 

三 期 は 彼れ が 神祕說 及び 神話 學の 時期 ど稱し 得べき ものにして 此の 期に 於いて 

は 彼れ はャ， コブ 、ベ I ヌ 及び 新 ブラト. I ン學派 等の 影響 を 蒙れり。 

フィ ヒープに 從 へば 非 我 (客 觀即 自然 界) は 我が 自ら を 意識し 行 我に 進み 行きて 道徳 

我 VJ ならむ が爲 めに 我に 對 して 置かる ゝ ものな b  、即 ち 唯お 我の 反對 W して 我の 

自 識を發 達せし めむ が爲 めに のみ 其の 意味 を 宥す る もの &o シ-ル リングに 取 

り て は然ら す、 非 我 は 唯 だ 我の 反對 にあら や 寧ろ 我の 準備 又は 前 階 ども 名 づけ 得 

ら るべき もの 也、 換 言 す れ ば、 非我即 ち 自然界が 發 達して 而 して 我が 其の 中よ. ^生 

じ出づ るな， 9。 之れ を譬 ふれ ば、 我 即ち 精神 界は非 我 即ち 自然界より ^き 出で た 

る 花の 如き ものにして 而 して 其の 花 こそ 自然界の 存在の 意.^ を 現 はし 又 其の 具 

性質 を 示す もの なれ 0 自然界が 發 達し 行き 其が 冠 どして 精神 界の 生じ 出づ るに 

至らて 自然界 發 達の 目的に 達した る もの W いふ を 得べ く、 又茲に 至りて 自然界に 

於いて 働く ものの 眞に 何たる か を 知る i を 得べ し、 何 ビ なれば 自然界 V> して 存在 

し 又活勸 する もの は 精 祌界ビ して 現 はれ 出づる もの V」 同 一 不二なる もの なれば 


Of 對のフ 學ンシ 

。す 哲 ィ、 グ * 
る學ヒ 其の  >レ 
躕 I： テが 哲》 


す れ ば、 我 が 狸 想に 從ひ 世界 を 造りて 之れ を 我が 領內の もの ど せむ w すろ ものな 

り" 而し て 道徳 は 正さし く茲に 存す る ものな り VJO  M< して フィヒテ は | 絕對的 

根元の 開發の 段階 w して カン トが謂 は ゆる 知的 理性 ど 行 的锂性 ビ の蠲係 を說か 

む V」 せ， 90 

プ ィ ヒ テがカ ン トょリ 出で て 特殊の 見地 を 開きた るが 如 く、 又 フ ィ ヒク より 出で 

て 一 新 立脚地 を拓 きたる もの はシ- ルリ ング な， 90 

シ" ルリ ング (Friedrich  Wilhelm  Joseph  Schelling 

1 七 七 五 II 八 五 四) 

〔二〕 シ * ルタン グの 哲學は 種々 の 時期 を經て 變遷し 行けり。 彼れ は最, 初に 

はフ ィ ヒテの 立脚地に 居 b しもの なる が 其の フ ィ ヒ -プ時 代 どもい ふ ベ き 此の 時 

期 を 除けば、 彼 れが哲 學の變 遷には 大凡 三 期 あ， いふ こ. yj を 得べ し。 第一 期 は 

彼れ が 自然 哲學 (NaturphilosophievJ 知識 哲 學 (Transscen<lentalphil080phie)VJ を 並 べ說 きたる 

時代な bo 第二 期 は 其の 無差別 哲學 (IdentitatspMlosophie) ど 名 づけら るゝ もの を說 
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以外に 置きた る 物自體 てふ觀 念が 取- 9 去られた， 9  W いふ も 可な り。 斯 くの 如く 

I： が ^を 置く こ wv」 相 離れす して 我が 非 我 を 置く 働き あ- 5、 而 して 斯く 我が 非 我 

を 置きて 我に 對せ しむる ビ共 に" 其 が 置く 所の 我 も、 置 かる ゝ非我 も、 共 に 我の 活動 

に 外なら ざるが ゆ ゑ に、 我 が 我に 於いて 分 我に 對 して 分 非 我 を 置く ど 云 ふ べきな 

り o 一  言 に 云へ ば、 我 が 我 を 意識す る こ w は 我 ど 非 我 vj の對峙 w 相 離れ す、 而 し て 

斯く我 w 非 我 ビ を對 せし むる もの 亦是れ 我の 活勸に 外なら す 0 

かくの 如く 我が 非 我に 對 する 時に 於いて は 我 は 知我ビ して 活勸 す、 換 言 すれば、 主 

觀が客 觀に對 する 所に 知識て ふ 活動 は 始まるな， 50 而 して フィ じ- ブは 件の 知 我 

の發 達の 段階 W して 力 ン トが謂 は ゆる 時空て ふ 直觐の 形式 及び 十二 範疇の 出で 

來 おる 所以 を說 かむ W 試みた bo 以爲 へらく、 知 我の 發 達の 頂上 は 我が 十分に 自 

fa 識に 達した る 所に 在 り、 別 言 すれば 我に 對 して 非 我 を 置き 而 して 今迄 我が 其の 

非 我に 限られ 居る が 如くに 思 ひたる なれ ざ 其の 非 我 も 畢竟す るに 我の 置け る 所 

なるこ ど を 悟る に 至る、 是れ 知我發 達の 頂上に して 茲に知 我 は 行 我 ど 轉じ來 たる 

な， 90 要する に、 行 我 は 我に 循 うて 非 我の 境涯 を 形づくらむ どす る ものな り、 換 言 


t テは まさし/、 

る 意義 VJ なし 而 

外界 を 以て 吾人 

吾人の 心性 を 言 

基 VJ も 云 ひ 得べ 

が 哲舉の 根本 思 

の 物 は 皆斯か る 

窮極 的 根元 どな 

ど 云 へ ，00 

フィヒテに 從へ 

事實 又は 存在 W 

の 自ら を 在り ど 

橫 はる 如き こ ビ 

を 自識す る是れ 
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力 ン 

し て 

の 心 

ふ や 

き 遍 

想 を 

個 や 

せ る 

ば、 凡 

云 ふ 

す る 

あ ら 

M ち 


の 哲學に 於け る 此の 主 心的 方面 を 其の 具赏 なる 


性 


處に 自家 

の 所 造よ 

だ 其 を 個 

的 意識の 

の 點に得 

の 心 作用 

の な り。 


ベての 物の 

V きものに 

作用に 存す、 

す 0 凡べ て 

理知的 直觀 


の 思想 を 結び 來た 

り 離れて 存在す る 

人的の もの どせ や 

在る が 如くに 言 へ 

たる もの ど いふ こ 

の 遍通的 根基 ど も 

而 して 彼れ は 此の 

根元 は 我の 活動に 

非す して 寧ろ 活勸 

此の 作用 を 離れて 

の 存在の 根本 は即 

なり o 是に 於いて 


れ るな， 0  0 且つ また 

ものに あらす、 rjn% た 

寧ろ 個人の 意識に 通 

る 所 あ hz 而 して フ.1 

ど を 得 o 彼れ に從へ 

いふべき 根本 作用 を 

窮極 的 根元 を 名 づけ 

在り、 而 して 我 は靜か 

な hvo 即ち 我の 我た 

何等の 我 w いふ もの 

ち 此の 我な り、 而し て 

か、 カントが 吾人の 知 


又 正當な 

カントが 

る 時に も 

ヒ たる 根 

ヒ -ズは 其 

ば、 < て 

以て 其の 

o  o  0 

て 絕對我 

なる 一の 

る 所 は 其 

の靜 かに 

我の 活動 

識の 境涯 
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h^o かくて は 知的 狸 性に よ b て 吾人に 示さる ゝ所 vj 行 的 理性に よりて 示さる ゝ 

所 VJ が 何故に かく も 相 分かる ゝかを 解す 可から す o フ ィ ヒ テの 目的 は 此等カ ン 

トの 所說の 中、 其 の 相互の 閼 係の 明らかなら ざる 所、 又 其の 由って 出づる 所の 极元 

の 明らかなら ざる 點に 就いて 其の 說を補 はむ VJ する に 在り。 殊に カントが 謂 は 

ゆる 物自體 VJ いふ 觀 念の 如き は 彼れ の說 ける まゝ にて は 種々 の 困難 ある を 以て 

フィヒテ は先づ 此の 點を 改めむ ビせ. 50 一  言 に 云へ ば、 フ ィヒテ は カントが 說け 

る 主要なる 思想より 其が 矛盾の 點を 除去 し、 相 互の 關 係の 無き もの を 相關聯 した 

る もの. yj な し、 而 して 一 根元より 全體 を開發 せしめむ- yj 試みた る ものな. 00 而し 

て 此の 目的に 向か ひて 進み 行ける 結果 ビ して 彼れ は 終に 力 ン トを 出で て 別に 其 

が 特殊の 立脚地 を 開けるな り o 

カントの 說 ける 所に 從へ ば、 吾 人が 見て 以て 外界 を爲す 所の もの も實は 吾人の 心 

性の 所 造な bo 殊に 其の 知識 論の 主 心的 方面に 從へ ば、 外 界てふ もの を 形づくる 

知識の 材料 VJ して 吾人に 與 へられた る感覺 のみなら す 其の 感覺 を與 ふる かの 如 

くに 云 はる ゝ 物自體 其の物 も 亦 吾人の 心 を 離れて 存在す ど いふ.， VJ 能 はや o ク V 


. 第 四十 九 章 カント 以後の 哲學 

予輩は 西洋 哲學史 を 講じて 茲 にやう やく 力 ン ト哲學 を 終へ、 千 有 餘頁ビ いふ 少な 

からぬ 紙數に 達し ぬ、 是 れ 畢竟す るに 西洋 哲學史 の 範圍宏 大、 少 日月 を 以て 講じ^ 

くす こ， yj 能 は ざれば なり。 而 して 予 輩の 爲 めに 餘 された る 紙數 多から す、 又學期 

の 終 はりに 迫， 9 て 詳細に 述 ぶる 餘 称なければ 力 ン ト 以後 は 唯 だ 其の 哲學 思想の 

發展の 大略 を述 ぶる に 止めざる を 得す。 先づカ ン トの繼 承 者 S も 云 ふ べき 者の 

中 最も 大なる はフィ ヒープな う。 

フィヒテ (Johann  Gottlieb  Fichte 一  七 六 二   一八 一四) 

〔1〕 フィヒテ は カント 哲學 より 出立せ る ものな り。 カント は 時空て ふ直觀 

の 形式 を說 き、 又 十二の 範疇 を說 きたれ V- も斯 かる 直観の 形式 及び 範噶の 极元を 

示さす 唯 だ 拾 ひ 集む るが 如く 其 等を揭 ぐるに 止まりき o 又 彼れ が 謂へ る 知的 理 

性 vj 行 的魏性 w の關 係の 如き は、 彼 れが所 說の中 最も 吾人 を滿 足せし めざる 點な 
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恒 なる ものの 發 現す るを認 むる ものな， 9 ビ。 之れ を 要するに、 フリ I スが 哲學の 

此の方 面 は カントの 所 說にャ コ ー ビ 風の 思想 を 混和した る もの VJ 謂 ひて 可な り o 

即ち 彼れ が 哲學の 骨子 は 左の 三思 想より 成れり。 第 I  、吾人 は直觀 ど 悟性の 槪念 

VJ によりて 現象界の 事柄 を 知識し 第二、 理性の 觏 念に 從 うて 永 恒 なる 具 實體に 就 

きての 信仰 を 有 し-第 三、 感 官界に 現 はれた る ものの 眞實體 なるこ ビを 感情に 於い 

て 感想し 得 る-こ -yj 是れ なり。 フジ ー スが哲 學硏究 を 心 锂學に 基. Q する もの vj. 見 

たる 思想 は 後に ぺ ー ネケに 至， 9 て大 に開發 せられて 特殊なる 流派 を 成す に 至れ 

り O フジ ー ス出 でて カント 哲學を 改めむ ビし たるに 先 きだちて 已に 其が 根本 思 

想 を 開發し 其が 缺點を 除去して 一 基本より 生じ 出で たる 整然たる 大 組織たら し 

めむ- yj したる 者 あ り、 是 れ 即ち フィヒ 夕な， 00 以上 列擧 したる カント 哲學に 多少 

の 改良 を 施さむ w したる 人々 はフ ィ ヒ テの大 組織に よりて 其の 光輝 を 奪 はれた 

るが 如き 觀ぁ き o 盖しフ ィ ヒ-プ は 力 ントょ 出で て カント 以外に 一 大 見地 を 

開き 而 して 謂 は ゆる 獨逸主 心 哲學の 大潮 流 を 捲き 起こした る 者な bo 


り 外に 其の 道な かるべし マ Jo 是に 於い 

ii 學を 以て 哲學 全體の 基礎 どなせ bo 

法 其の物の 性質が 斯く經 驗を根 據ビす 

フリ ー スは斯 く哲學 硏究は 畢竟 後天的 

かる 後天的 研究 法に よりて 吾人の 知識 

ご考 へた bo 又 彼れ は 時签の 形式 及び 

於いて カント- yj 其の 說を 異にせす。 其 

外に すれば 其の 所說の 內容に 於いて 彼 

人の 知識 を 以て 現象界に 限られた る も 

に 至る まで も 凡べ て 機械的 關 係に 從ぅ 

體は 吾人の 知識の 範圍內 に 在ら や これ 

說 き、 而 して 此の 知識 S 信仰 vj を 媒介す 

以爲 へらぐ、 觀美 及び 宗敎 上の 觀念 は此 

現象 ど實體 V」 を 相 離れざる もの w し 彼 


て 彼れ は 此の 內 部の 經驗に 基づきた る 心 

以爲 へらく、 カン トは 其の 理性 批判の 研究 

る ものなる を認 むる こ ビ 十分なら や ど OJ 

ならざる ベ からす ビ唱 へ たれ ざ も尙 ほか 

に 先天的 要素の ある こ ビを發 見し 得べ し 

範疇 等 を 其 等の 先天的 要素，/」 する こ どに 

の 知識 論 上硏究 法の 性質に 就きての 論 を 

れは 大抵 カント 以外に 出で や。 彼れ は 吾 

のどし 而 して 其の 現象界 其の物 は 有機 體 

て數學 的に 說 明し 得べき もの、 然るに 異實 

に 就きて は 吾人 は 唯 だ 信仰 を懷 くの み W 

o  o 

る もの を 名 づけて 感 ^.〕(Almullg) ど 云 へ bo 

の 感想の 範 園に 風す る もの にして これ は 

れに是 れの現 はれ、 有形なる ものに 無形 永 


西洋 哲學史 近世 哲學 第 四十 八 草 カントの 繼續者 及び 反對家  六〇 一 11 


き 二 

は 同じ 樣 なる 思想に 出立して 力 ン ト哲學 の 具 意を發 表せむ せ. 9。 以爲 へ らく、 

I 觀 念の 眞 なる か 否か を 知らむ ビ する に當 た， 9 て 其の 觀念を 其れに 對 する 觀念 

ならぬ もの ど 比較す W いふ 通俗の 思想 は 誤れ ，9、 盖 し 吾人 は觀念 ビ 観念なら ぬ も 

の VJ を 比ぶ る こ VJ 能 は ざれば な bo 吾人 は 終に 意識 外の もの を 知る こ ビ 能 はや-. 

知識の 材質 も 其の 形式 ビ 共に 吾人の 意識の 根元 的統 一 によ b て 造り 出 ださる > 

ものな り 斯 くして 彼れ は 實在論 的 方面 を 除去し たる もの を 以て 力 ン ト哲^ 

の眞意 VJ 見た bo 

〔七〕 尙ほ 他に カン トの 知識 論に 於け る 別問題に 向か ひて 步を 進めた る は 

フ り 1 ス (Jak.  Friedrih  Fries 一  七 七三  一 八 四 三) 

なり。 彼れ 間うて 曰 はく、 力 ン トが 吾人の 先天的 知識の 有無 を 討究した る 其の 批 

鉀的 討究 其の物 は 先天的 知識なる か將た 後天的 知覿 なる かビ、 而 して 以爲へ らく、 

吾人の 知識に 先天的 要素 あるか 否か を 知る 其の 事 は 後天的に 爲 さる ゝ より 外に 

其の 道 あるべ から す、 換 言 す れ ば、 吾 人の 心 を 顧み 其の 內部 を經驗 によりて 知る よ 


g ぴパ J 面を雜 持せ むビ したる がャ コ ー ビ 及び シ ュ ル ッ t も 指摘した る 難點を 排除して 

ク。 \ 

一 力 ン ト哲學 を 改めむ ビ したる もの は當時 有名な， 9 しサ u モ ン、 マ ィモ ン (Salomon 

Maison  I 七 五 四  一八 〇〇 猶太 人) 及び ャ ー コ ブ、 シギス ムンド 、ベ タ ク (Jak. 

一 sigisB.  Beck 一七 六 一 —— 一 八 四 〇) 等 な り o 

一  マイ 乇ン 

は カントの 謂 は ゆる 物 自體は 彼れ が 知識 論に 於いて 終に 維持すべからざる もの 

な b  VJ 見て 之れ を 除去せ む どせ り。 彼れ 以爲 へら く、 知 識の 材質に 就きて は^ 人 

一 の 明らかにし 得ざる 所 あ り 、別 言 すれば 其の 由來は 吾人の 知識の 範圓 內に來 たる 

, ものに あらす。 感性 V」 悟性 VJ は 全く 相 異なる ものに 非す して 寧ろ 其の 程度に 於 

一 いて 相 異なる ものな りぐ J  o マイモン は物自 體，、 J いふ 觀念を 除去して カント 哲學 

一 を 改めむ W したる が 

^  * へ、 ソク 
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遊戯 衝動 

の 溢る ゝ * 故 を 

の實 在より 離 

動に 淵源した 

よ h- て 起こる 

を 示さむ の 目 

る 一切の 利益 

の 心に 訴 ふる 

か、 れ ばシ〃 

る 必要なし 0 

悟性 は 吾人 を 

の 物を樂 しみ 

又 遊戯す る こ 

〔六〕 ラ ィ 


の 現 はれた る 最も 單 純なる 又 最も 下等なる 段階 

以て 遊び 戯る 、所に 見え 其の 高等なる 段階 は 人 

して 之れ を樂 しむ こ W に 現 はる。 美術的 製作 は 

る ものな， 90 美術 は實 在よ， O 離れた る假象 其の 

ものにして 此の 假象を 作る 所以の もの 即ち 美術 

的 を 有せざる ものなる ゆ ゑ を 以て 虚偽に は あら 

の關 係より 離れた る ものにして 唯 だ 其の 形 其の 

ものな り VJ  (力 ン トが 形式 說 のこ ゝに 如何に 變化 

レ 〃に 取りて は 力 ン トが爲 したる 如く 自立 美 W 

彼れ 曰 は く、 喑 愚 は 吾人 をして 實在を 出で て 其の 

して 眞狸 以下に 止まら ざら しめ す、 實 在 VJ  ft 狸 ビ 

得る は是れ 即ち 吾人が 精神の 發達を 示す ものな 

ぐ」 に 於いて 吾人の 性 を 全うす ビも云 へり o 

ン ホル ドは カントの 智識 論に 銃 一 的 根柢 を與へ 


六 8 

は 動物が^ の 活力 

間が 事物の 形 を 其 

即ち 此の 遊戯的 銜 

物を樂 しむ こ ビ に 

な bo 美術 は實在 

す又實 在に 結ばる 

もの を樂 しむ 吾人 

された る か を 見よ )o 

依 他 美 ど を區 別す 

以上に 上らし めす 

を超脫 して 假象其 

り VJO 故に 彼れ は 

て 其が 實在論 的 方 


績を 遺せ bo 力 ン トは 理性. yj 成 性- y」 を相對 せしめ 後者 を 以て 全く 前 若に 隸屬す 

べき もの. yj 說 きしが シ \ レ ルは 此の 點を 改めて 吾人に 於け る 此の 人生の 兩 方面 

を 以て 對 等の もの w なし 其の 互に 相 和した る を 人間の 狸 想 w して 之れ を 美 心 

(solldne  seele)  _yj 名 づけたり。 カントに 從へ ば、 美 の 範園は 理性 VJ 感性 VJ の 調和の 標 

幟に して 其の 現實 なる 客觀的 調和に あらす 唯だ觀 美的 狀 態に 於いて 主観の 見樣 

に 其の 調和の 存す るの みな， 9  0 シ ルレ〃 は以爲 へら ぐ、 美 に 於け る 調和 其の もの 

は現實 なる もの 客觀 的なる ものな， 90 即ち 觀 美的 活動 は 吾人に 取りての 最高な 

る 活動に して 此の 活動 は 或 他の ものの 標幟 にあら す，" 此の 兩 者の 調和に 成れる 

もの は 主觀に 於いて は 美的 人間 を 成 し、 客 觀に 於いて は 美術的 製作 を 成す。 类的 

人間 を 造る は是れ 即ち 美育に して 人間 歷史の 進步は 此の 美育 を 進めて 吾人の 氣 

品 を 高う すべ きものな り o 而 して 此の 氣品は 感性に 屬 する 材質 的銜勸 (stofrtrieb) 

VJ 现 性に 愿 する 形式的 街 動 (Formtrieb)  VJ の 優美なる 調和に 在り，、 Jo 此の 點に 於い 

てシ \ レ； は 力 ン トが 倫理 說 の僞嚴 なる を 非 W せり 

シ^' レ ル以爲 へら く、 右 云 ふ兩銜 動の 相 和合した る もの 是れ 遊戯 衝動 (spieltrieb) な 
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玉 九 八 

て ライン ホ， ドは 吾人の 意識 是れ 即ち 其の 事實 な， O-VJ 考 へたり。 以爲 へら く * 吾 

人の 意識の 示す 所 を 見る に各觀 念に 必ゃ三 要素の 合 まり 居る こ VJ を發見 す、 生觀、 

客觀 及び 其の 間に 於け る觀念 作用 是れ なり。 是に 於いて 彼れ は 意識の 中に 合 ま 

る 此の 最高 原理 を 言 ひ 表 はし て. 觀 念 は 意識に 於いて 觀念 さる \ もの W 觀念 する 

もの マ」 に區 別せられ 而 かも 其れが 觀念 作用に 於いて 相互に 關 係せ しめらる VJ 云 

へり。 彼れ は 此の 根據 よりして 吾人の 知識の 素材の 客観的 由來 及び 其の 形式の 

主 觀的由 來を說 明せ むビせ bo 

〔五〕 ライン ホ， ド は專ら カントが 知識 論の 方面に 立ちて 其れの 統 一 的 根本 

を 示さむ， yj したる 者なる が 別に 主ビ して 其の 倫理 及び 審美 論の 方面に 於いて 其 

の 二元論の 獎を救 ふこ w によりて 力 ン ト哲學 を開發 せむ ビ 力めた る 者 は 有名な 

る 詩人 

シル \ レ (Job.  Christoph  Friedrich  Schiller 1 七 五 九 I 一  八 〇 五) 

なり o シ ゲレ ルはカ ン トの 審美 說 より 出立して 美學 史上 永く 記憶 せらる べき 功 


の 著 r 純 狸 性 批 判 解說』 -  Erl ゆ uteri ョ gen  liber  des  Herrn  Professor  want  writile  der  reinen  vernlmft- 

は 一 千 七 百 八十 四 年に 出版せられ き) 又 力 ン ト哲學 を傳播 したる こ VJ に與. o て最 

も 力 あ- C し は 

ライン ホレ^.'  (Icarl  teonard  Remhold 一  七 五八 I 一  八 

なり o 彼れ がィ -1 ナ の大 學に聘 せられて K の哲學 敎授の 椅子に 坐し 

該大學 は カン ト哲學 の 一 大 中心 VJ な ，5、 其 の 市に 於いて 發 行され たる 『ィ 

學 叢 誌』 の 如 き は 其の 哲學 を擴 張す る 最も 勢力 ある 機關 W なれ， 0  0 ライ 

はお ほむね 力 ン トの 所說を 守りて 之れ を 世に 傳播 せむ VJ 力めた， 9 しが 

は 吾人の 觀 念の 由來を 論す る點に 於いて 力 ン トの所 說に缺 けたる 所 あ 

之れ を 補 はむ V3 試みたり o カント は 直 觀、 悟 性 及び 理 -性ビ いふ 如き 種々 

說 きたる のみに て 未だ 其 等の 由來 する 一 根柢 を 示さ ざり き、 換 言 すれば、 

學に 於いて 缺 けたる 所 は 一 の 最高 原 狸な り、 而 して 此の 最高 原 狸 て ふ も 

が 凡べ て 證明を 要する， i なくして 直接に 認め 得べき 事實 ならざる ベ か 
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てよ. 9 よ 

2  — ナ文 

ンホ ルド 

尙ほ 彼れ 

,9  V」 見て 

の 作用 を 

カント 哲 

の は 各人 

ら す、 而し 


玉 九 六 

シュル 5\  - 

是れ なり (Gottlob  wrnst  schulze 一  七 六 一 — 一 八 三 三、 其の 著書" Aenesidemus  " 一  千 七 百 

九十 二 年に 出版 せらる )o 彼れ は 已にャ コ ー ビ の論ヒ たる 點に 於いて カントが 知 

識 論の 弱點を 街け bo 以爲 へら く、 吾 人の 感官に 影響して 吾人の 知識に 其の 材質 

を與 ふるものなる 物 自體て ふ 觀念は 自家 攆 著の ものな， CNO 是れ盖 し 力 ン トが經 

驗界を 超えて は 用なる こ 能 はす w 云 へる 純 悟性の 槪念 をば 經驗界 を 超えて 用 

ゐ たる ものに 外なら ざれば な り0 カントの 知識 論 は 知識の 材質 も 其の 形式 vj 共 

に 等しく 吾人の 生觀に 由來す vj 云 ふこ ど を 拒否す る 力なし。 カントが 知識 論 を 

以てして は ヒ， ム の 懷疑說 は 未だ 破れざる な h-wo 

〔四〕 右 述べ 來たれ るが 如く 種々 の 立場よ b して カントの 哲 學に對 する 攻撃 

を爲 したる もの ありし が、 之 れ，、 J 共に 彼れ の 立脚地 を 取りて 其の 說を 更に 全から 

しめむ VJ したる 者 も 多 かりき。 力 ン ト哲學 を解釋 して 之れ を 世に 紹介せ む ミカ 

めた る 者の 中 最も 早き はョ ハ ン ネス、 シ * ルツ (Johannes  Schultz 1 七三 九— 一 八 〇 五、 其 


V. も猶ほ 其の 說の 根柢 は 信 仰 (即 ち 感 情) ビ 悟性. yj の 二元論に 立てる こ V- 恰も 力 ン 

トが 悟性 W 理性 VJ の 二元論に 立てる が 如し。 彼れ 曰 はく  T 我 が 心情に 於いて 光 あ 

り而 かも 我れ 之れ を 悟性の 上に 移さむ VJ する や 忽ち^ 滅 す」 VJO 

ャ コ ー ビ に似て 個人の 信仰 上の 確證を 以て 據處 VJ したる は 彼れ、 へ ル * テル 及び 力 

ント等 V」 交遊せ し當 代の 一 奇物ハ ，マ ン なり (Hainn 一  千 七 百 三十 年 力 ン ト V」 

同じ 市府に 生まれ 一 千 七 百 七十 八 年に 死す) ハ 1 マ ン 以爲 へら く、 吾 人の 悟性に の 

み 依る 時 は 終に 吾人の 心中に 相 和す ベ からざる 分離 を來 たさざる を 得 す、 而 し て 

カントの 論 は 此の 獎に 陷れる もの な， 90 然るに 吾人の 心性 は實際 其の 如く 相 分 

離した る ものに あらす 0 言語の 妙 用に 於いて 吾人 は 巳に 理性が 感官 上の 存在 を 

取. 9 居る こ ビ を認 むる を 得 VJO 彼れ は 吾人が 悟性 を 以てする 知識の 代 は， りに 宗 

敎 上の 祕密を 各自に 其の 心底に 於いて 直接に 感ヒ 得べ ^こ を說 けり o 

〔三〕 更に 他の 特殊なる 立脚地よ り して 力 ン トに對 する 駁擊を 試みた る もの 

あ hz 即 ち 懷疑的 立脚地よ. 5 力 ン トが 知識 論の 歸結を 暴露せ しめむ W 力めた る 
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玉 九 四 

論に して 又 宿命論な hNO 若し 其の 如き 說を 以て 滿足 する 者 あらば 論理 上 之れ を 

說 破すべく も あら す、 さ れざ斯 かる 說を唱 ふる 人 は是れ 吾人に 於け る 最も 高等な 

る 心 念 及び 向上心 を缺 如し 居る 者な， 云 はざる ベから す o 是に 於いて かャ n 

1 ビは斯 かる 高等なる 心 念 及び 向上心の 據處 w して 吾人に 直接に 神 及び 其れに 

關 する 事 抦を觀 やる 力 ある こ ビ を唱 へ、 之れ を 名 づけて 信仰 ビ 云 へ り (彼 れは韌 め 

に は 信仰 を 受納 的の もの VJ して 之れ ビ 悟性 及び 理性 VJ を相對 せしめし が 後に は 

悟性 ど 理性 W を相對 せしめ 而 して 理性 を 信仰 W 同 一 視せ， 9)0 以爲 へら く、 お 口 人 は 

窮ま b 無く 論證を 運ばす こ VJ 能 はす、 何處に か 更に 證明 を用ゐ る こ ビ能 はざる 而 

して 又 其れ 自身に 必然に 吾人の 承認せ ざる ベ からざる 感情な かる ベ から や、 然 ら 

すば 凡べ ての 知識 は 其の 根 據を失 ふべ. し。 而 して 斯く 吾人が 其れ を 承認せ ざる 

ベ からす VJ 感 する 是れ 即ち 信仰 w いふ ものにして 是れは 感官 を 以て 外物 を 認識 

する 所に 存す るが 如くに 亦 感官 以上の ものなる 神 及び 彼れ に關 する 事抦 を直觀 

する 所に も存 す- yjo 之れ を 要する に、 ャ nl ビは謂 は ゆる 信仰 哲學の 一 好 代表者 

なる が 其の 所說は 彼れ 自ら も 言 へ る 如く 組織的に 開發 したる ものに は あら ざれ 


て 甚だ 不十分なる もの VJ なせ. 9。 盖し ヤコ ー ビは 知識 上確實 なり W は 知る ベ か 

ら ざれ ども 唯 だ 吾人の 道德 心が 之れ を耍 求す W いふの みに て は 未だ 十分に 吾人 

に 確信 を與 ふるに 足らす VJ 考 へたるな， 90 

ャ nl ビ 自ら 以爲 へら く、 吾 人が 感官 上の 事物 を 知る も、 又 感官 以上の 事物 を 知る 

も、 其 の 知識の 窮極す る 所 は 直接的の ものなら ざる ベ から や o 吾人 は 感官に より 

直接に 外物の 存在 を 認めて 疑 ふこ VJ を爲さ や、 若 し 直接の 知識 を 許さす して 唯 だ 

所 依 を 追うて 論證を 用ね る こ ビ にの み 止まら ば、 凡 ベ ての 哲學の 正當の 結論 はス 

ビ ノ ー ザの 萬 有 神 說に歸 著せざる を 得ざる べし VJQ 彼れ は 久しく 世に 忘られた 

る ス ビ ノ， ザ を 再び 世に 紹介す るに 與 うて 力 あ. o たる 者な り。 尙 ほ以爲 へ らく、 

若し 一 物の 證據を 其の 所 依に 求めば 終に もどよ， 5 無 所 依なる ものに 達すべ から 

す、 世 界 以外に 在. 5 て 世界の 所依ビ なる 而 して 自ら は 他に 其の 所 依 を 有せざる 神 

の 存在 を證し 得べ くも あら す、 唯 だ 世界の 中に 在りて 其の 全體が 必然の 關添 によ 

うて 相 保持 さる ゝこ ビ を說く 外な し、 即 ち 古來斯 かる 路を 取， 9 て 研究した る 一 切 

の 哲學は 正 當にス ビノ ー ザの 說に歸 著すべき も の、 而 して 其 は 取り も 直さす 唯 心 
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五 九 二 

困難の 點 ある を 指摘して 曰 は く、 力 ン トは 吾人の 感官が 影響 を 受けて 茲に 成覺を 

生や VJ いふ。 然るに 感官 に 影響し て 感覺を 生せ しむる もの は 何な，^ や。 思 ふに 

其 は 現象 か 又は 物自體 かの 何れ かなるべし o 併しながら 現象が 其の 如き 影響 を 

與ふ W は 云 ふべ から す、 盖 し 感覺て ふ 素材 ありて 始めて 現象が 成， 5 立てば な， 90 

又 物 自體を 以て も 其の 如き 起因 を說 明す ベから や、 何 どなれば 斯く說 く は 是れ取 

,9 も 直さす 力 ン トが 現象界に のみ 限 h- て 用ゐる ベ きもの V」 したる 原因て ふ範喷 

を 其の 界. を 越えて 用 ゐ、 物 自體を 以て 吾人の 感官に 働きて 能く 感覺を 生やる 原因 

W なす もの なれば なり o 然 らば 知識の 素材 を も 其の 形式 ど 共に 全く 主觀の 造る 

所 VJ 爲さ むか o かゝ らば 終に 絕對的 唯心論に 陷ら ざる を 得ざる べし o ヤコ. I 

ビはカ ン トが 知識 論の 歸結は 此の 點に 於いて 其の 論の 正しから ざる を 示す もの 

VJ 考 へた， 50 但し 彼れ は カントが 吾人の 悟性の 槪念を 以て は 感官 以上の もの を 

知る に堪 へす VJ 論ヒ たる 點に 就いては カントが 知識 論に 於いて 取るべき 所 どし 

て 之れ を 承認した りし かざ も カントが 吾人 は 知的 理性 を 以て 感官 以上の もの を 

知る ベから す W したる を 稀 はむ が 爲め行 的 理性の 要求に 其の 道 を 求めた るを以 


の 立場より 

しめらる > - 

ビ して カン 

思考 作用に 

は カントの 

ントの 云 ふ 

考 へ、 又 天然 

て 烈しく 力 

攻擊の 調子 

〔二〕 獨 

にして 吾人 


して 力 ン ト哲學 に 反對し 自然 を 以て 有 意識なる 心靈 によりて 活動せ 

ものの 如くに 見， 自然 w 精神- y」 を 相 離れす して 發 達の 段階 を 成す もの 

トの 二元論 を 非難せ， 90 彼れ は 吾人の 言語 を 以て 感官 上の 印象よ b 

進み ゆく 媒介 を爲す もの VJ 考 へた， 00 彼れ は 又 知識の 形式 W 素材 VJ 

言 ふが 如く 本來 決して 相 離れた る もの にあら や 、理性 及び 感性 も 亦 力 

が 如く 相 離れた る もの にあら す、 時空 は 畢竟 吾人の 經 驗的觀 念な， 5  € 

の活 如た る 樣を發 表する が 美の 骨髓 なり W 見、 而 して 此の 立場より し 

ントが 形式的 審美 說を 駁擊 せむ ビ 試みた. 90 彼れ が カントに 對 する 

は 不必要な るまでに 穩 當を缺 きたる 所 あ b き o 

立の 立脚地よ. 9 力 ン ト に反對 して 一 家の 思想 を 建設せ む W したる 者 

の 注意 を惹く ベ き は 

ヤコ. I ビ  (Friedrich  Heinrich  Jacobi 1 七 四 三 —— 一 氐 一 九) 


なり。 彼れ は カントが 知識の 素材 ど 見 傲した る成覺 の. H 來に 就きて 其の 所說 
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其の 名聲を 高め 來 たりき。 其の 晩年に 及びて は 終に 糠々 たる 大名 を 博し 得て 四 

方よ. o 其の 謦咳に 接せむ <yj 欲して 笈を 負うて ケ I 一一  ヒ ス ベ ル ヒ に遊學 する もの 

多く、 中には 他大學 の敎授 にして 猶ほ 親しく 彼れ の 說を聽 かむ S て來 遊せ る もの 

さへ あ， 9 き。 

され V- 彼れ に對 する 反 對論も 亦 盛んに 起こり 而 して 其の 反對は 種々 の 方面より 

爲 された， CVO ライブ ュ タ ッ- デル フ學 派の 立場よ b して 彼れ を攻擊 したる 者の 中 

にて はェ ー ぺ ル ハ 〃ドの 如き 其の 錚々 たる 者な， 9 き (第 四十 六 章 第 七 節 を 見よ )0 

ェ ー ベ ル ハ ルド は カントの 哲學を 攻撃せ むが 爲め 特に 雜 誌を發 行した る ほざな 

.9 き。 又 多少 獨 立の 立場より 攻擊を 加へ たる 者に は ガル フユの 如き あ b  (同 上 を 

見よ)、 又當 時の 啓蒙 的 思 潮の 先導者に して " タ クの 立場より 力 ン ト を攻擊 したる 

も 少なから ざ， 5 き o 

右 等の 人々 よ， 5 も 攻擊者 S して 更に 注意す る價値 ある は 曾て カントの 講義 を聽 

閡 したる こ ど ある， 文豪へ 〃デルな b  (第 四十 六 章 第 九 節 を 見よ )0 彼れ は スビノ ー 

ザ 風の 說に ライブ 一一 タ ッ 風の 思想 を 混じ 且つ 詩歌 的 趣眛を 以て 解した る 一 元 論 


デフ ドル 家擧カ 

，レ ラ、 ェの 5/ 
等へ カノ 1 反ト 

Q ノレル ルぺ g 哲 


第三に 彼れ は 吾人の 知識 を 批評 的に 硏究 して 先天的 要素の 存在す 

す VJ 云 ひたる が、 其の 所謂 批評 的硏究 其の物 は 吾人の 知識 上 先天的 

將た唯 だ 後天的の ものなる か、 換 言 すれば、 吾人の 知識に i 天 的耍素 

w を發 見す る 道 節 ち 吾人の 知識の 成り立ち を 知識す る 方 法) 其 の 物 

天 的の ものな， 5 や 否や。 カントが 吾人に 於いて 時空の 直観 形式 及 

の 存在す る こ VJ を發 見した る は 經驗的 方法 を 取れる ものに は あら 

批評 哲學 硏究 法の 論 是れ亦 後に 一 の 肝要なる 問題 ビ なるべき もの 

問題に 關聯 して 新時代の 思想の 如何に 開發 せらる、 か は是れ 吾人 

む ど 欲する 所な， 5  o. 

第 四十 A 章 力 ン トの 繼續者 及び 反對家 

〔 一 〕 カント は 其 の 『純 粹 理性 批 判』 を 公に する に 先き だち 已に獨 得の 思想 力 あ 

る もの w し て當 時の. 學者 間に 注目せ ら れ、 其 の 批評 哲 學を發 表して より は 彼れ が 

哲學の 十分なる 意味 は 決して 早く 了解せられ たるに は あら ざれ V- も猶ほ 漸次に 
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る こど を發見 

の ものなる か 

の 存在す る こ 

は 果たして 先 

び 十二 範疇 等 

ざ るか o 此の 

な bo 右 等の 

の 筏 章に 叙せ 


五八 八 

1 元に 歸せ しむる 所以の 道 遂に 十分なら や o 

第二に は カントが 所謂 物自體 てふ觀 念に 結ばる ゝ難點 あ， 90 彼れ は物自 體を以 

て 唯 だ 界限的 槪念ビ なし 吾人 は 現象 を考 ふるに 於いて 物 自體ど いふ 境遇 をお か 

ざる を 得 や、 而 かも 是れは 唯 だ 吾人の 思考 上の 事に 止ま 其 の 思考 上 必須な. 5 ど 

いふよ hN して 其の 實在を 推定す る こ VJ 能 はす ど說 ける が 如く 見 ゆる ど 共に 又 吾 

人の 知識の 素材 VJ なる 烕覺の 由 來を言 ふ 時に 於いて は 物 自體て ふ ものの 實 在し 

て 吾人の 感官が 其れより 影響 を. 受けて 感覺を 起こす が 如く 說け b 、前者 は 彼れ が 

哲學の 唯心論 的 方面に して 後者 は 其の 實在論 的 方面な さて 吾人の 唯 だ 心 上 

の 物に あらざる 物自 體を實 在す る もの^-見る こビが 彼れ の 知識 論に 於いて 能く 

維持 さる べき もの^る か、 若し 其の 實在を 許容し 得 や VJ せば 知識の 素材 的 要素な 

る感覺 は何處 よ- 9 來たる ベ き、 又 若し 其の 實在を 否まば 啻だ 知識の 形式の k6 なら 

お、 其 の 素材 も (隨 うて j 切 諳物は 皆) 吾 人の 唯 だ 心 上の もの VJ な， o  了す ベ きに あら 

す や。 要するに 彼れ の 所說に 於け る 唯心論 的 要素 ど 實在論 的 要素 w は 如何に 處 

置 せらるべき ものなる か 0 是れ 須らぐ 後人の 論究 を 待つ ベ き點 なり。 


ける 一 大新 時期 を 開きた る ものにして 其の 哲學 ばかり 後來の 思想 を 多く 啓發 す- 

る  淵源  ビ  なれう  しもの  は  近世 殆んざ  見ざる  所な. 00 

〔四 九〕 力 ン ト 以後の 歐洲 哲學は 多少 彼れ の 影響 を (積極的に 或は 消極的に) 蒙 

ら ざる もの 殆ん ざこれ なし ビ いふ を 得〕 直ちに 彼れ に 接し 來たる 獨逸哲 學の大 

時期 は 即ち 彼れ が 提起せ し 問題 ど 其の 問題の 見方 W に 親密なる 關係を 以て 開き 

出 だされた る ものな り。 但し 力 ン トの說 ける 所に 於いて 吾人 を滿 足せし めざる 

もの 固より 少なから す、 而 して 此 等の 點に 於いて 彼れ の 所說を 改めむ W する が 先 

づ 彼れ に 踵ぎ て 出で し 新時代の 思想家の 目的 ど したる 所な bo カントが 說 ける 

所の 中先づ 其の 最も 改修 若しくは 稀 足さる、 こど を 要する 點は第 一、 彼れ は 感性 

及び 悟性 を說 きながら 二者の 由. o て 出 づる极 本を說 明せ ざる こ VJ にあり o 盖し 

彼れ は 感官 的 直觀に 於いて は 時空の 二形 式 あ りビ いふの みに て 其の 二形 式が 何 

に 基づき 何處 より 來た るか、 又 何故に 二形 式の みある かを說 明せ す、 又 悟性の 概念 

を 言 ふ 時に も 十二の 範疇 を 拾 ひ 集めた るの みに て 其の 根 原を說 明せ す。 彼れ が 

二元論 は 其の 道德 論に 於いて 亦 其の 難處を 暴露せ り0 而 して 其の 二元論 をして 
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を 理想 ビ して 學 術の 進 步を圖 る べきな り、 但 し 吾人の 實際經 驗の範 園に 在る は 唯 

だ 局部 VJ 局 都 VJ の關 係の みに して 自然界 全 體には あら す、 故 に 其の 全 體を單 に 機 

械的關 係に 從 うて 說 明し 得べ く 見る は 畢竟す るに 自然 科學の 理想た るに 過ぎ や o 

斯く 見得る V- 共に 又 著 眼の 點を 異にすれば 自然界の 諸 物が 目的に より て、 即 ち 知 

盧 ある 主宰者に よりて 形づくられた るかの 如くに 見る こど を 得、 此 等 は 畢竟 主觀 

的說明 マ」 名 づけら る べき ものな， 90 

かくの 如く カントが 其の 『判 定カ批 判』 に 於 いて 論す る 所は觀 美的 判定 を 言 ふ 所に 

於いても 又 目的 上の 判定 を 言 ふ 所に 於いても 常に 全 自然界の 根據 V- な， 5 て 其れ 

に 絕對的 銃 一 を與 ふる 感官 以上の 存在者 あるべき こど を ほのめか すに 終 はれり o 

吾人 は 力 ン トが斯 くして 其の 二元論に 止まる こ w を 得すして 終に 一 元 論に 進ま 

む VJ 力めた る 跡を認 むる こ W を 得。 彼れ の哲 學は此 等の 點ょ， 5 兌る も 首尾 貫徹 

したる 一 の完き 組織 を 成せる もの vj は 言 ふべ から ざれ V* も 其の 中には 吾人 を敎 

ふるに 足る 多くの 思想 を 合み 其の 失敗 若しくは 矛盾の 點 すら 猶ほ 深き 意味 を 吾 

人に 知らし むる 價値 あ- 5。 要する に、 彼れ の 哲學は 兎も角も 近世の 歐洲哲 學に於 


の 外に 目的 上の 說明を 用ゐる J を廢 する 能 はや。 

かくの 如く 有機物 を 目的に 依 hs て 形づくられた. 見る 上 は 吾人 は 自然に 其の 

見方 を 擴げて 之れ を 全 自然界に 用ゐむ W する を 防ぐ ベ からす o 換 言 す れ ば、 吾 人 

は 一 有機 體が全 體の觀 念に よりて 形づくらる、 を 見る が 如く^の 住する 自然界 

の 諸 物 も を 亦 同じく 全體の 意匠に よ， 9 て 形づくられた る ものなる かの 如くに 見 

る MJ を 得。 斯 く見來 たれば 吾人 は 一切の 生物が 段階 を 成し 人類が 其の 極致に 位 

し而 して 自然界が 人類 を 其の 目的 どなし 居る かの 如くに 見る J を 防止し 得す。 

即ち 吾人の 見 樣は所 ^人間 中心的 ならざる を 得す。 然れ V- も ゆめ 之れ を 以て 其 

等 自然界の 諸 物 を學理 的に 說 明した る もの W 思 ふ ベ から す、 其 の 如き 目的 上の 判 

定は 吾人の 知識の 範圍 內に屬 する ものに 非 ざれば なり 0 畢竟 是れは 自然界の 事 

物に 客観的 說明 を與べ たる ものに 非 やして 唯 だ 吾人 自らの 爲め にした る說 明な 

るに 過ぎす C 故に 此 等の 判定 も亦觀 美的 判定 ビ 共に 知識 上 即ち 論现 上の 決定的 

判定に 對 して 反射的 判定./」 名 づけら るべ し 0 知識の 範 園に 於いて 言 ふ 時 は 吾人 

は 宜しく 機械的 因果の 關係を 以て 自然界に 於け る 一切の 出來 事を說 明し 得む TU 
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に 過ぎす。 然るに 有機 體に 於いて は 部分 ど 

決定せ^ る ど 見ざる ベ から や、 換 言 す れ ば、 其 

依- yj なるこ ビ に 於いて 全 體の觀 念が 働 き、 因 

の w 見ざる ベから や o 此 くの 如く 全 體の觀 

の關 係の 與 へられ 其の 各 t に 定形の 赋與 せら 

によ h. 'て 形づくらる. y」 云 ふ。 彼れ は 生物の 

目的 上の 關係を も 持ち 來 たる こ w を 要す- yj 

じて は 之れ を本來 定ま， 9 たる ものの 如く 云 

變化 によ う て 生す る こど の あらむ を 臆說ヾ し 

猴の 種類が 自然界に 於け る 劇甚なる 變 動の 

變化 する こ 7 レ あらむ ど も 想像せられ ざる に 

說を 以て 吾人が 思想の 胃 險的所 爲ミ考 へた 

根本 生物よ， 9 自然に 變 化し 出で たる ものな 

じたる こ W を說 明し 得 す、 故 に 生物 全 體の成 


玉八 四 

部分 ビの關 係が 全 體の觀 念に よ. 9 て 

の 諸" の 部分が 相互に 定形 を與 ふる 所 

,9 て 能く 其 等 相互の 關 係を定 むる も 

念に ようて 個々 なる 部分に 其の 相互 

るゝを 力 ン トは名 づけて 其れが 目的 

說 明に は 機械的 關 係の 外に 其 の 如き 

せ bo カント は 生物に 於け る 糨を論 

へる 所 あれ V- も 又 曾て 一 種が 他 種の 

して 許したり、 例 へ ば 現在 生存す る 猿 

爲 めに 將來 或は 人間に 似た る もの ビ 

非す ど 云へ bo され Vj 彼れ は 此の 臆 

PO 假. 5 に 凡ぺて 生物の 種類 は 或 一 

hNW す- vj も 遂に 生物が 無生物よ- 9 生 

り 立ちに 就いては 吾人 は 機械的 說明 


謂 ひな- 90 餘 韻嫋々 して 盡きゃ W いふが 如き は 即ち 此等美 想の 活勸を 謂 ふ も 

のにして 此 等の 美 想 を 形づくり 得る もの 即ち 天才の 特色な .9  W す o 

天才に 於いて 感性 上の もの W 理性 上の もの VJ が 深き 一致 をな し 自然 ビ 意識 ビが 

其の 根柢に 於いて 相 合 一 する 所 ある を 示せる 如 く、 亦 總 じて 觀 美の 境界に 於いて 

は 自然界 ど 絕對界 どの 恰も 調和し 居れる が 如き 相を認 むる こ. yj を 得 U カントに 

一 取 ひ て は 美 は 終に 道德界 の標幟 夢見られたり。 其の 意に 以爲 へら く、 美 なる もの 

一 に 在. o て 恰も 理性の 觀 念が 烕覺界 に 於け る 表現 を 得た る 如く 見 ゆる を 思へば 现 

<  ゝ 

一 性，/」 慼 性、 道 德界ど 自然界 どが 其の 根牴に 於いて 全く 相 分かれた る ものに あら ざ 

< る こ- yj に 田 0 ひ 到る を 得 VJO 

目的 上り 〔四 八〕 觀 美的 判定 は 一 物の 形式が 生觀 的に 目的に 適へ る こ w に 基づけ る も 

r 定。 (  、 

^ のなる が、 力 ン トの 所謂 目的 上の 判定 は 目的に 適 へ る こ S の客觀 的なる ものに 關 

\ す o 而 して 客 觀界に 於け る 諸 物の 中先づ 最もよ く 目的に 適へ る 關係を 表現す る 

一 もの は 有機物な り。 機械的 關 係に 於いて は 一 部分が 他 部分の 所 依 W なるこ W あ 

\ る の み、 即 ち先づ 個々 なる 部分 ありて 面して 假 りに 之れ を總 括して 一 全體 ビ 成す 
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品 は 人爲に 成. 9 しもの 

成れる が 如く 見 ゆる ビ 

を 以て 美術に 於いて は 

に 於け る 天然の 何處ょ 

VJ は 依りて 以て 天然が 

は學 習し 得べき 戏 則に 

的な b 、而 して 其の 作す 

す る 規律 等に 對 して は 

し て 作爲し 而も 獨得 な 

は 想像力 ど现性 VJ が 美 

成す を 要す 0 美 想ビは 

て槪 括し 得られざる ほ 

性の 觀念は 感官 上の 一 

は 感官 上の 感念 にて あ 


にて ありながら 其の わざ どならぬ 

ころ 是れ 即ち 其の 美の 存在す る 所 

人爲ど 天然 VJ が 相 合せり VJ いふ こ 

b 來 たる かを尋 ぬれ ば、 こ れを 天才 

藝 術に 规 則を與 ふる 生得なる 天質 

從 うて 作す る 者に あら や、 其 の 所作 

る や 如何にして 自ら 作爲 する か を 

彼れ は 全く 無意識な， 50 此 くの 如 

る 又 模範的なる 動作 を ものし 得る 

、 

想 (aesthetlscllc  Idee) を 形づく， 9 得る に 

想像力に よ h- て 作.. 9 たる 一 想念に 

V- に 多くの 事 抦を思 ひ 浮かばし む 

想念 を 以て は 現 はし 得べ からざる 

りながら 悟性の 一 槪念を 以て は總 


玉 <  二 

點に 於いて 恰も 天然に 

な， いふに 在， 90 是 

W を 得、 而 して 其の 美術 

に 求む る 外な し o 天才 

の 謂 ひなり o 故に 天才 

は獨 得なる V」 共に 模範 

知 ら や、 其 の 作爲を 支配 

く 自ら 親^ を 意識せ す 

天才の 心 作用に 於いて 

適した る 相互の 關係を 

して 而も 一 槪念 によ. 9 

る ものの 謂 ひな. り。 m 

ものなる が 今 謂 ふ 美 想 

括し 得られざる ものの 


才術然 
, 笑 


が 斯く自 らの 足らざる こ ，A> を認 むる や 此處に 苦痛の 感を 起こし 來たれ ざ もお の 

反動 ビ して 理性の 勝利 を 現 はす さに 於いて 快感 は 生じ 來たる o 故に 沘麗に 於け 

る 快感 は 其れが 苦 感に先 だた る ゝ點に 於いて 类麗の 快感 ビ 異な， 90 壯麗 の感は 

此の 點に 於いて 寧ろ 尊敬 VJ いふ 道德 上の 感情に 似た， 90 

〔四 七〕 カント は 自然美 ビ藝術 美 ビを區 別して 曰 は く、 前 老は美 はしき 物、 後 

は 一 物 を 美 はしく 想念した る 物な b ビ0  (此の 語 は 後の 美術 論に 於いて 深き 意味 

を 合め る 者 VJ せらる 0) 彼れ は 最も 自然美 を 貴び たれ ざ も 又 此の 點に 於いて P 、術 

の價 値を發 見せり。 以爲へ らく、 美術の 長所 は 天然の 有樣 其の儘に 於い て は 醜き 

もの を も 美 はしく 表現し 得る 所に 在 、美 術に よ. 5 て 美 はしく 表現 せらる ゝ こど 

能 はざる は 唯 だ 喂吐を 催 ほす が 如き もの あるの みヾ J  o 

カント 曰 は く、 美 術 的 製作 物 は 其れが 恰も 天然に 生じた る ものなる が 如く 見 ゆる 

に 於いて 始めて 眞に 美な b 、天 然 物は恰 かも 其れが 藝術 によ， 5 て 生じた る ものな 

るが 如く 見 ゆるに 於いて 始めて 眞に 美な， 9 ビ0 其の 意盖し 天然 物 は S 然に 生じ 

ながら 其れが 恰も 目的に 合 ひ 居る 點に 於いて 藝 術の 所 造なる かの 如く 見 え、 美 術 
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五八 〇 

量し 得ざる 程に 大 なる も の、 後 者 は 吾人の 意志に 對 する ものにして 吾が 意力 を以 

て 比較すべからざる ほ V- に 力 ある もの をい ふ。 美なる もの は 吾ん の 想像力 vj 悟 

性 VJ を 相 和す る樣に 働かし むる も の、 壯 麗 なる もの は 吾人の 想像力 s 理性 VJ を 其 

の 消極的 調和 ビも 名づ くべき 關 係に 在らし むる ものな bo 之れ を 消極的 關 係.、 > 

いふ は盖し 人が 壯麗 に對 する や 吾人の 感官に 基ね せる 想像力が 理性の 觀念を 現 

はすに 足らざる を白狀 する こビに 於いて 其れが 却って 理性に 對 して 有すべき 態 

度 を 取りた る もの なれば なり。 壯麗 なる もの は 吾人に 無限 絕對 なる 者の 觀念を 

喚起せ しめ 而 して 吾人の 感官 上に 現 はる ゝ 一切の もの は 能く 此の 觀念を 現 はす 

に 足らざる もの W せ ら る、 換 言 すれば 無限なる もの は 其れが 想像力の 作り 得る 形 

を 以て 表現され ざる こビ によ- 9 て 表現 さる ゝな， 50 此の 故に 眞實 に壯麗 なる も 

の は 自然界なる 外物に 在らす して 寧ろ 其 を 認めて 壯 麗^す る 者の 心に 在 &、 即 ち 

まこ ビ に壯麗 なる は 吾人の 理性な b、 詳 かに 云へば 吾人の 堙 性が 我れ 及び 我れ 以 

外に 於け る 凡べ ての 自然界の 事物の 上に 超絕 したる こビ を自覺 する こビ により 

て 壯麗の 或を覺 ゆるな 义此 の點に 於いても 亦 カントの 主 觀說を 見るべし。) 感性 


觀ミ麗 笑 
や 道 、庭 

的 a 壯 


欲して 後者に 於け る觀 美的 判定 は 不純 粹 なる ものな 云へ り o 故に 彼れ に從 

へ ば、 狸 想 を 現 はすこ w に 係 かる 美 は 凡べ て 不純 粹なる ものな り、 S へ ば 人身 を兕 

るに 唯 だ これ を 其の 形式の 上に 於いての みせやして 人間た る ベ き 想 (weal または 

Nornlalidee) が 其れに 善く 現じた hij いふ 點 よりして 其 を 美 VJ する は是れ 不純 粹な 

る齟 美的 判定な り o 丽 して 這般の 理想 はおの づ から 道徳上の 觀 念に 聯 結し 來た 

るべき ものな bo されば カントに 從へ ば、 此 等の 觀念を 現 はした る 最も 意味 深き 

美 は 最も 不純 粹 なる もの，、」 云 はざる ベから や、 是 れ 彼れ が 其の 純なる 形式 說 以外 

に 出で ざる を 得すして 猶ほ 表面上の 形式 說を 維持せ む どした る 結果な， 50 

〔四 六〕 カント は 依 他 美 を 言 ふ こ ビ に 於い て 終に 道 德的觀 念に 逢 著した る が 

如 ぐ 亦壯興 Erlsbghch)； 雜 き S  w  S  Sff ま S ミ) を 言 ふこ S に 於いて 其の 觀念を 持 

ち來 たれり。 以爲 へら ぐ、 壯 麗は 美麗 ビは 異なり 定形な きものに 於いても 發 見す 

る こ ビ を 得、 盖 し 吾人 は 一 切の 比較 を超絕 する ほざ 大 なる 若しくは 强 きものに 對 

して 其 を壯麗 なり VJ 感す VJO 斯 くして カント は肚 麗に數 的の もの W 力 的の もの 

VJ の 二種 を 別 かてり。 前者 は 吾人の 知性に 對 する ものにして 吾が 知力 を 以て 商 
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いて は 行 爲の範 園 (意 志 及び 欲 

も の) W 知識の 範 圍 (即 ち槪 念に 

區 別せられ 美は眞 及び 善 ど は 

かくの 如く 力 ン トは觀 美的 判 

定な b  ，、」 說き たる 點に 於いて 

ち 觀美心 を 知識 作用 VJ 同 一 視 

せ る 經驗說 ® ち 美感 を 感官 上 

荬說が 此等ニ 派の 所 說に對 し 

驗說ビ の 中間 を 行かむ VJ した 

〔四 五〕 右述 ぶる 如く カン 

流石に 內 容に關 係した る 美 を 

o  o  o  . 

ど 砍 他 美 (auhallgellde  schonhelt)  vj 

に 在る べき 樣) を 現 はした る こ 

美 を 以て 後者に 馬す る もの W 


求の 領域に し 

よ hs て 仏く も 

別 異なる もの 

定は 一 面に 於 

其の 審美 說は 

したる も の) に 

の 快味 VJ 同 一 

て 取りた る 位 

るが 如き もの 

トは美 學上純 

全く 捨 つる こ 

を區別 し、 後 者 

どに 懸かれる 

したり。) 而か 


て 感官 上 及び 道德上 

の) w 觀 美の 範囿 VJ の 

VJ せられた， 50 

いて 感情なる VJ 共に 

ライブ 一一 タツ I ヺ ^ フ 

も 同じから や 又英國 

視 したる 說) に も 同じ 

置 は 恰も 彼れ の 知識 

なりき 0 

なる 形式 說を唱 へ む 

W 能 はやして 終に 獨 

は 事物が 其の 槪 念 (即 

ものな り 云 ひ而し 


五 七 八 

の 滿足を 含める 

三者が 明ら か に 

他面に 於いて 判 

學 派の 知力 說 (即 

の學者 等が 唱逍 

か ら や、 彼 れの審 

論が 唯理說 ど 經 

V」 したれ V- も 亦 

o  o 

在 美 (frele  schcnllelo 

ち 其の物の 當さ 

て 家屋 宮殿 等の 


も 彼れ は尙ほ 其の 形式 說を救 はむ VJ 


は 利 ある もの (即ち 外在 的 目的に 適へ る も の )w も 異な 、盖 し 吾人が 一 物 を 美 vj 認 

むる は 其の物が 其れ 以外の 或 事抦に 役立つ の 闢係を 思 ひ 浮かぶ るこビ なくして 

吾人に 快感 を與 ふるもの なれば なり。 觀 美の 快感 は 一切 利益の 感を 離れた る も 

のな り0 感官 上の 快眛ビ 善 w は 共に 事物の 實 存在に 懸かれる もの なれ V- 、美 は 其 

の 如き 意味に て 存在 物に 繋がれた る ものに あら や、 是 を 以て 力 ン トは觀 美的 狀態 

を說 いて 一 切の 目的 及び 利益の 觀 念よ り 離れ たる ものな り W 云へ bo 

されば 美 は 一物が 吾人 をして 其の 目的 を 思 ひ 浮かべし むる こビ なくして 而 かも 

目的に 適へ る こ ど に. 在 hij 云 ふ を 得べ し o 例へ ば、 吾 人が 一輪の 花 を 見て 之れ を 

美し どす る は 其の 花が 何等かの 目的の 爲 めに 役立つ VJ いふ こ ビを思 ひ 浮か" ぶる 

が爲 めに 非す して 唯 だ 其の 花が 其の 形式に 於いて 吾人の 想像力 ご 悟性 S を 相 和 

して 働かし むる 目的に 適へ るが 故な り。 是に 於いて カント は 美に 定義 を與 へ て 

曰 は く、 唯 だ 其の 形 式 (即 ち槪 念の 媒介に. J らす 目的の 想念 を 思 ひ 浮かぶ る こ VJ な 

くして 目的に 適へ る こ ->」) の みに よ， 9 て 利益の 觀 念に 結ばれざる 快感お 遍通 的に 

又 必然的に 吾人に 與 ふるもの 是れ 即ち 美なる ものな りビ。 斯 くして カントに 於 

西洋 哲學ぉ 近世 哲擧 第 四十 七草 ィ ムマヌ H ル、 カシト  玉 七 七 


五 七 六 

天 的に 綜合 的 判定 を 形づくる こ，、」 を 得るな り。 而 して 其の 形式 は 生 觀に對 して 

目的に かな へ る關 係に 外なら す。 

上述せ る 所に よ. 5 て 見れば 觀 美的 判定 は 快感に 基ゐせ る ものに て あ， CN ながら 遍 

通性 を 有する ものな り、 感 情なる ど 共に 判定な bo 故に カント は 之れ を 名 づけて 

品評 的 判 定 (Geschicksurteil) VJ 云へ bo 此の 點に 於いて 彼れ の 所 說は純 形式的 美 

學 なる ど 共に 又 感情的 美學な ゲ0 

〔四 四〕 美が 唯 だ 感官 上 快味 ある もの ビ 異なる は 後者が 形式 以外なる 感官 上 

の 所 依 を 有して 遍 通性 及び 必然性に 缺 ける 點に在 bo 美ビ善 VJ 相 異なる は 後者 

に 於いて は 理性の 觀念 によ， 9 て 吾人が 快感 を覺 ゆる 點 にあ， 5。 唯 だ 感官 上なる 

快眛は 禽獸も 之れ を感 や、 又 感官 を 有せ ざ る もの W 雖も狸 性 を だに 具 ふれば 善 を 

認 むる MJ を 得、 然 れざも 事物 を 品評して 美^-する は 唯 だ 人間 これ を 能くす。 美 £ 

完 全 (即 ち 內 在 的 目的に 適へ る？ 相 異なる は 後者が 一 物の 槪念 又は 本性に 基ね す 

る 點に在 .9、 盖 し 其の物 を 完全な -VJ いふ は 其， れが 其の 自らの 槪 念に 合 へ るの 謂 

ひ な り、 然 るに 美は槪 念の 媒介に 依らす して 吾人に 快感 を與 ふるものな bo 又 美 


(即ち 個々 なる 感 覺に鹪 する もの) によ， 5 て 起こさる ゝ者 なる 故 を 以 て 美 或の 如く 

遍通 的なる こど 能 はや o 

力く の 如く 力 ン トに 取りて は 美なる もの は 唯 だ 其の 形式の みに よりて 吾人に 快 

跋を與 ふるものな h-o 而 して 彼れ は 此の 故 を 以て 色^ 香味 等 一切の 感覺に 結ば 

るゝ 種類の 快感 を 悉く 美界 より 排斥せ り、 曰 は く、 吾 人が | 物 を 美 はし VJ する 時の 

快感 は 色 又は 聲て ふ感覺 其の物に 結ばれた る 快味に は あらす して 其 等の 感覺が 

時空の 上に 相關 係せ しめられ たる 形式に よりて 起こさる ゝ 快感な b ど。 斯 くし 

て 吾人 は 力 ン トの 審美 論に 於け る 二方 面を認 むる こ W を 得、 即 ち 彼れ の 審美 論 は 

主觀說 なる ビ 共に 形式 說な， 00 彼れ に 取 b て は 美 は 主観的の ものにして 其れが 

唯 だ 能知覺 者に 對 しての み 在る は猶ほ 彼れ の 知識 論に 於いて 自然界の 法則が 唯 

だ 知識す る 吾人に 對 しての み 在る が 如し o 是れ 彼れ 以後に 於け る美學 思想の 發 

達 上實に 甚だ 肝要なる 點 なり どす o カント は 其の 知識 論 にも 又 其の 道德 論に も 

貫通し 居る 形式主義に 從ひ 其の 審美 論に 於いても 亦 凡べ ての 內容を 排除して 唯 

だ 形式み みを殘 した. 00 其れ 唯 だ 形式に 闊 係す、 かるが ゆ ゑに 美に 關 しても 亦 先 
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なる 所の もの は 凡そ 人性の 成り立ちより 観て 


の 判別に 於いて は 諸人の 

其の 如く 遍通 的なら す、 例 

の眛官 にし か感 せらる ベ 

•  へ きものなら す VJ は 唯 だ 

云 ふべ から や。 然 らば 觀 

的 判定に 於いて 言 ひ 現 は 

のみよ ，9 て 起こさる ゝも 

人の 想像力 VJ 悟性 どの 働 

ふる 以上 は 其の物の 形式 

なれば な， 90 斯 くの 如く 

を 相 離れざる もの ビ見る 

荬 論に 於いて 亦 其の 根柢 

vj 同じく 主觀的 なれ V- も 


從 ふべき 一定の 標準 あ 

へ ば 一 人の 味官に 快し 

き 箸な hN  VJ 云 ふ 能 は ざ 

感官 上の ものに 就いて 

美 上の 夠定は 何故に 遍 

す 吾人の 快感 は 主觀的 

のなる が ゆ ゑな り、 委 し 

き樣に 適合 し、 而 して 凡 

が 其れに 適合す る 故 を 

形式的に して 且つ 主觀 

是れ カント 哲學 の全體 

を 成す ものな， OS 知る 

其、 は 唯 だ 事物の 形式に 


玉 七 四 

桕同， ii かる べき ものにして 美醜 

bo 然るに 唯 だ 感官 上の 快感 は 

ビ 感 せらる ゝ もの 必す しも 他人 

るが 如し o 趣味の 差別 は 相爭ふ 

いふ ベく 觀美 上の ものに 就いて 

通 的なる を 得る か 0 曰 はく 觀美 

なる ど 共に 又 唯 だ 一 物の 形式に 

く 云へ ば、 其 の 物の 形 式 (Form) が 吾 

そ人ビ して 想像力 VJ 悟性 vj を 具 

以て 吾人に 快し W せらる ベ き箬 

的なる こ VJ  VJ 遍通 的なる こ W  VJ 

に通ヒ たる 思想に して 彼れ の審 

べし o 感官 上の 快感 も 美の 快感 

よりて 生せ しめられす 其の 材質 


定な bo 想像力 は 時空に 於け る 多なる もの を與 へ 悟性 は 之れ に 銃 一 を 與 ふる も 

のにして 此の 二 能力の 相 和す る 樣に活 励した る こ，、」 は^の 活勸に 於いて 吾人 が 

快感 を感す るに よ^-て 認めら る、 美 なる もの ビは 畢竟 かゝ る 快感 を 吾 人に 與 ふる 

ものの 謂 ひなり o 斯 くして 其の物が 吾人の 想像力 ざ 悟性 W を 相 和す る やうに 働 

かしむ る こ W に 適せる 故 を 以て 其れが 吾人に 快感 を與 へたる 時に 於いて 吾人 は 

其の物 を 美な bvj 判定す る なれば 此の 快感 は 其の 判定に 於け る 客語の 地位に 立 

つもの な， 00 其の 如く 一  物に 就きて 吾人が 其 を 快し V」 感 する こ- y」 を 言 ひ 現 はす 

ものなる が ゆ ゑに 觀 美的 判定 は 綜合 的な， 90 然 らば 觀 美的 判定 は 均しく  j 物 を 

快し ビ する 他の 判定 即ち 感官 上の 快 樂を與 ふるもの を 快し ビ する 判 定、 例 へ ば 一 

物 を 眛感に 於いて 快し w する 如き V」 如何なる 點に 於いて 相 異なる か。 カントに 

從 へ ば、 懺 美 上の 判定. も 感官 上の 判定 ビ 同じく 主觀 的なる も の、 換 言 す れ ば、 客 觀 的 

事物 其の ものの 具 ふる 性賀を 言 ふに 非す して 吾人の 主 觀に覺 ゆる 快感 を 言 ひ 表 

はす ものな hvo 觀 美的 判定が 唯 だ 感官 上の ものなる 快感 ^ 異なる は 其の 判定の 

遍 通性 を 有する こ <yj に 在， 90 吾人が 一 物 を 取りて 其 を 美な り どす る や 其の 美 ど 
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其の：！ 一 をして 吾人の 認識 力に 合ふ樣 にした るかの 如くに 思 ふ はあり。 

目的に 合 ふ w いふ こ- V」 に 二種 あ b  、主 觀的 w 客鸛的 ど 是れな り。 目的に 合 ふ， j  w 

のま 觀 的なる は 一 事物が 吾人 自らの 了解 力に 適合した る を 云 ひ 目的に 合 ふこ ヾ j 

の 客観的なる は 一 事物が 其の物の 職分 又は 本性に かな へる をい ふ。 斯く  j 事物 

が客觀 的に 目的に かな へ る を 見る は 目的 上の 判定 (teloologischcs  urteil)、 主觀 的に 目 

的に かな へ る を 見る は觀美 上の 判定 (asthetisches  urteil) な b  、而 して 此の 二つの 題 

目 は カント の 第 三 批 判 (即 ち 判定 力) の 問題 W なる ものな. 5。 

斯 くの 如く 判定 力に よりて 一 事物の 目的に 合 ひたる こ W を知覺 する や 常に 快感 

の 伴 ふな bo 而 して カントの 心理 說に從 へば 快 不快の 感情 は 智識 力 意志 力 ど 

の 中間に 立つ ものな b  、即 ち 心 狸 上よ， 5 云へば 恰も 情が 知 ど 意 どの 中間に 立つ が 

如く 彼れ が 哲學の 組織より 云へ ば 判定 力が 悟性 VJ 狸 性 W の 中間に 位する ものな 

り。 

〔四 三〕 觀 美的 判定 は 客觀界 なる 事物の 性質 を 表示す る ものに 非 やして 唯 だ 

一物が 吾人の 想像力 V- 悟性 w を 其の 相 和す る やうに 働かし ひる 所に 下さる ゝ判 


E 批ト定 'も 判 I：！ 的定決 

。判ハ 。上定 的 判ミ定 
の 第 力の ご 上 定反的 
^三 、ノ^ 魏の 、射^ 


に對 する や 其 を 恰も 目的 を 有して 働き 居る (換^すれば 目的 V」 い ふ こ.、 j に 於け る 

銃 一 あ る) も のなる かの 如くに 見 る、 而 して^の 統 一 は 悟性の 局部 的統 一 よりも 理 

性の 無條 件なる 統 一 に 近き 趣 あり 0  - され V- 其 は 前なる 二者，、」 異な h- て 學理的 知 

識 にも あら す、 又 道徳上の 要求に も あらす 唯 だ 其の 如き 目的 上の 銃 一 ある ものな 

るかの 如くに 判定す るの みな bo 

〔四 二〕 判定 は、 廣 き 意味に ていふ 時 は 二 極の 部類に 分か る、 決 定的 判定 (fti ョ- 

o  o  o  o  o 

ョ endes  urtell) 及 び 反射的 判定 (reflektlrelldoa  urteil) 是れな hs。 決定的 判定 ビは 已に與 

へられた る 通性に 屬 する もの VJ して 個 物 を 置く も の、 反 射的 反定 VJ は與 へられた 

る 個 物 をお くべき 通性 を 求む る もの を 謂 ふ。 換 言 す れ ば、 前 者 は 一 事物 其の物の 

有する 性質 ビ して 其れに 決定 を與 ふる 者、 後 者 は 前者の 如く 事物 其の物の 成 立 

ち 及び 性質 を 言 ひ 現 はす ものに 非す、 K れに 就いて 知識 を. 與 ふるものに あらや。 

反射的 判定 は 唯 だ 判定 を 下す 者 自らが 其の 事物に 對 する 態度 をい ふに 過き や、 即 

ち 客観的に 一 事物に 就いて 決定 を與 ふるものに あらで 唯 だ 主観に 顧みた る もの、 

^  一一  n すれば、 一 事物 を 見て 恰 も智 慧 ある 者が 之れ に與 ふるに 統 一 を 以てし 而 して 
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的なる 又有條 件なる 吾人の 見樣 にして 物 自體は 其の 範 s に 在らす o 自由 界は道 

德 上の 事に して 絕對 無條 件なる 莫 實體界 のこ どなれ ざ も 其 は 知識に あらす して 

要求 又は 信仰た るに 過ぎす。 されば カントに 取. 5 て は 自然界ぐ」 道德界 V」 の 二つ 

は 全く 別異の 世界 を 成し て^の 間に 一 致の 存 する こ w を說く 道な きが 如く 思 は 

る。 自然界 は 唯 だ 事物の 在る 樣を云 ひ 道徳 界は 吾人の 當さ にある ベ き樣を 言 ふ、 

前者 は 感官 上の ものにして 悟性の 範 図な b  、後 者 は 感官 以上の ものにして 狸 性の 

範圓な ，9、 吾 人は兩 者の 間に 如何なる 關 係の 存 する か を 知ら す、 さ れ V- 道德は 其の 

理想が 自然界に 行 はる、 こビを 要求 す、 然 らば 其の 間に 何等かの 一 致 を 示す もの 

なくして は 此の 兩界が 唯 だ 二つの 離れん、 の ものに 分かれ 了 はる 困難 あ. 9。 此 

の 困難 を 救 ふ 道 どして 力 ン トは 恰も 兩 者の 中間に 位する 如き もの どして 判定 力 

(urlskraft) の 境涯 を © け b  、是 れ 即ち 彼れ が 第三なる 批判の 問題な り。 彼れ 以爲 

ベら/、、 悟性 は^ 部 的 (關係 的 又有條 件なる) 統 一 によ， 9 て 働き 、理性 は無條 件なる 觀 

念に よりて 働き 而 して 判定 力 は 自然界に 於け る 目的 W い ふ 観念に よりて 鋤く。 

判定 力の 依りて 以て 働く 統 一 は 目的 ある 動作に 於け る 銃 一 な り、 判 定 力の 自然界 


に從 うて 自然に 階級 間に 不平等 を來 たし 又 其れに 從ふ獎 害 を も 生起し 來 たれ ざ 

も是れ 到底 人類の 進步に 免る ベから ざる 所に して 斯く 個々 人の 競举 する こビ な 

くして は 吾人の 能力 を發 達せし むる 能 はざる な り0 かくの 如き 不平 等、 競 爭 及び 

之れ に 伴ふ獎 害の ある は 免る ベ からざる 數 なり vj いふ ものから 其 等に よ. 5 て眞 

實に 文明の 進步を 計らむ に は 個々 人が 組織す る 社會に 安寧の 保た るゝ を 要す、 而 

して 其の 安攀 は啻だ 一 國 家の 內 部に 於いての みならす 又 國家ど 國家ど の 間に も 

保 たれざる ベ か. らゃ o 但し 或狀 態に 在りて は國家 vj 國家 VJ の 間に 起こる 戰爭て 

ふ ものが 却って 吾人 を 刺激して 文明 上の 進 步を爲 さしむ る 利益 あれ ども 人類の 

終に 到達すべき 極致 即ち 完き 文明 は あらゆる 國 家の 間に 世界的 同盟の 形づくら 

るゝに 至りて 始めて 成就 せらる W いふ べきな. 00 

審美 論附 目的 說 

〔四 一〕 力 ン トの 知識 論に 言 ふ 所 は 自然界の 法則に して 其の 道徳 論に 言 ふ 所 

は 自由の 界に 於け る 親 律な bo 自然界 は 學理的 知識の 境涯に 在 り、 其 は畢 莧關係 
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も、 民 約說は 彼れ に 於いて は 其の 趣を變 じて 社 會の歷 史上の 成， 9 立ち をい ふ もの 

た ら す * 唯 だ 立法 上の 狸 想を揭 ぐる もの どせられた り、 換 言 す れ ば、 彼 れは國 家を實 

際 民 約に よ. 5 て 始めて 形づくられ たる もの VJ 見た る に は あらす して 恰も 民 約に 

よ. o て 形づくられた るかの 如くに 見て 法律 を 立て ざる ぺ からす ビ考 へ たるな り、 

蓋し 立法者 は全國 民が 自ら 定めざる 法律 を 定めて 之れ を 其の 國 民に 擔は しむべ 

き箬 なければ な hNO 

力 ン トに從 へば、 人類 歷史の 起原 は 人間が 唯 だ 其の 本能に 從 うて 行動した る稚き 

狀 態を脫 する 所に 在 ，9、 而 して 其の 自然なる 狀態 W 其 を圍繞 する 自然界 どの 上に 

文明 上の 所 造を來 たさむ V3 する 是れ 即ち 人類の 歷史が 取る 所の 道な h-o 初めは 

唯 だ 自然の 欲望 及び 必耍 によりて 起これる 團結を 漸次に 理性の 指示に かな ふ國 

家 VJ ならしむ る是れ 即ち 歷史 進歩の 目的に して 文明の 進步も 畢竟- f るに 此の 目 

的に 向か ひゆく ものな bo 文明 を 進む る 道 は 吾人の 具 ふる 種々 の 能力 を發 達せ 

しむ る に 在り、 而 して 其 等 能力の 發達は 分業 を 必須 VJ し 或 者は勞 働に 從 事し 或 者 

は 高等なる 知力 的 事業に 從ふ餘 称 を 得ざる ベから す 0 斯く 分業の 行 はれ 來たる 


〔四 〇〕 カント は 其の 偷理說 に 基. Q して 

れに從 へ ば、 道 徳上 にて は 吾人の 行 爲の勸 機 

問 は や、 後 者に 在りて は 唯 だ规定 したる 所に 

bo 而 して 法律上 吾人の 行爲 を親定 する 所 

人格 を 互に 傷つく る こ w なく 相互に 其の 自 

かくて 力 ン トは 人々 の 自由 を 保全す- yj いふ 

を 演繹し 得ど考 へたり 0 彼れ が 刑罰 を 行 ふ 

し 若しくは 罪人 を 改悛せ しむる こ VJ にある 

ゐ する ものな， CVJ 考 へた h-o 以爲 へら く、 刑 

聚の爲 めに 行 ふ べき ものに 非 す、 其 れ を 行 ふ 

ゃ爲 すべ き 報償- yj いふ こ，/」 にある のみ vj  o 

は く、 行 政權 VJ 立法 權 どの 一 手に 合せら るゝ 

栩分 かたれた る を 以て 正當 なる 政 體を爲 す 

會は 個々 人が 訂 結した る 相互の 約束に 墓ゐ 

I： 洋 哲學史 近世 哲學 第 四+. 七草 ィ ムマヌ 、力 


法理 哲學 上の 思想 を 形づくれ り0 彼 

の 如何 を 問 ひ 法律上 は 動機の 如何 を 

外形 上 かな へる 行 爲に出 づれば 足れ 

の 眼目 は 遍通的 法則の 下に 個々 人の 

由 を 保ち 得る 樣に する こど に 在 hso 

此の 思想より して 一 切 法理 上の 親定 

理由 を 言 ふ や、 そ は 社會の 安寧 を 維持 

よりも 蕻ろ單 に 報償 ど いふ 觀 念に 基 

罸は其 れを行 ふよ， 9 求た る 何等の 結 

べき 狸 由 は 唯 だ 其の 犯罪に 對 して^ 

力 ン トは 政治 上 自由主義 を賛せ ，9、B 

は專制 政治 を來 たす も の、 其 等 雨權の 

べし VJO 彼れ は 又 民 約說を 取りて 社 

したる ものな り. yj 考へた hNO 然れ V」 

；ント  2 六せ 
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る會 合な. 50 純潔なる 德行 以外に 何等かの 方便 を 用 ゐて神 を拜し 其の 心 を 得む 

VJ する が 如き は 具に 彼れ を拜 する 道に 非す、 是れ皆 迷信に 墮 落す べき ものな， 9。 

敎會に 於け る 極々 の敎狸 及び 其の 歷 史的 信仰の 合理的 意義 は 上に 述べし が 如く 

なれ ざ も « の 合理的 意義 は必 やし も 常に 純粹に 認められ や、 却 つて 一 般 人民に 於 

ける 宗敎の 進步は 能く 一 時に 其の 如き 純粹 なる 合理的 意義 を認 むる に 至ら す、 敎 

會の歷 史は箏 ろ 過去 史上の 一 人物 を 置き 之れ を 本尊 どして 崇拜 する J  V」 理想 を 

置いて 其れ を 追究し 行く こど V」 が相爭 うて 漸次に 前者よ. o 移， 9 て 後者に 進み 行 

く 歷程を 示す ものな， 50 歷 史的 信仰 も 人民の 知識の 程度に 從 うて は 有用なる も 

の なれ ざ も 其の 窮極の 目的 は 終に 純粹 なる 合理的 信仰に 達する に 在り、 敎會に 於 

ける 基督 敎の 目的 はた 合理的 宗敎に 到達せ む どす るに 外なら す。 かくの 如く 力 

ントが 合理的 宗敎を 以て 宗敎的 歷史の 窮極の 意眛 どなし 又 宗敎の 內容を 解す る 

に專ら 道徳 主義 を 以てした る こど は 彼れ が當 時の 啓蒙 的 思潮の 產物 たる 方面 を 

示す もの 云 ひて 可 な る ベ く、 又 其 等の 點に 於いて 彼れ は， ティ ス ト風 なりき w い 

ふ も 不可な かる べし o 


ひて 可な， 5。 カントの 思想 は道德 主義 を 以て 始終 を 貫け る もの W 云 ふべ し o 

〔三 九〕 カン トは 『理 * 性の みの 界限內 に 於け る宗 敎』 ど 題し たる 書に 於いて 其の 

宗敎 上の 意見 を 述べた る 中に 論じて 曰 は く、 吾 人の 經驗 上の 事相，、」 して 現 はる ゝ 

品性 を 見る に 自ら 罪惡に 向か ふ 傾向 を 有す、 吾人の 生得の 性に 於いて 此の 惡に向 

かふ 傾向 (Haug  zum  W6se) の存 する は 是れ取 う も 直さす 吾人の 根本的 性質に 於け る 

罪惡を 示す ものな， 90 故に 吾人に して 若し 眞實德 行を爲 さむに は 其の 根本的 性 

質に 於いて 其の 心情の 根柢に 於いて 改まる 所な かるべ から や。 カント は 之れ を 

基督 敎會の 所謂 原罪 論及び 更生の 敎 狸に 結び付けた， 9。 彼れ 又以爲 へらく、 神の 

子が 人間 VJ なりて 現 はれて 人間 を 救 ふ VJ いふぶ の 意眛は 畢竟す るに 完全なる 人 

間の 理想の 實 現せられ むが 爲 めに 此の世界が 神に よりて 攝 狸 せらる W いふ、 とに 

在り、 故 に 基督 を 信す ビ いふ は 人間の 理想 を 我が 心に 抱きて それに 化せられ 行く 

VJ ぃぷ こ VJ に 外なら す VJ  o 

敎會は 右 等の 宗敎 上の 敎義を 以て 人類 を敎 化し 行く 目的 を 有する ものな -9、 換 言 

す れ ば、 敎 會は 道徳上の 修練 を 計らむ が爲 めに 互に 志 を 同じう する 者の 相 結びた 
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五六 四 

ノ 

； 德論は 遂に 宗敎 論に 進入す る こ WVJ なれ， 90 彼れ に從 へば、 宗敎は 道德の 上に 立 

せらる、 ものにして 道德が 宗敎の 上に 立 せらる ゝ にあら す、 換 言 す れ ば、 吾 人 は 先 

づ宗敎 上の 信念 を 立して こ、 に 始めて 其の 基礎の 上に 道徳 を 立し 得る に 非す、 却 

つて 先 づ道德 を 立て ゝ 其の 基礎の 上に 宗敎 上の 信念 を 立し 得るな り o 彼れ 以爲 

へ ら く、 宗 敎は 其の 事 抦 (內 容) に 於いて 道德ど 異なれる ものに あら す、 宗 敎上 吾人の 

爲 すべ きもの W せらる、 事 摘 は 道徳上 吾人の 爲 すべ きもの- W せらる ゝ MJW 別な 

る ものに あら す、 約 言 す れ ば、 道 德を行 ふ VJ い ふこ w 是れ 取り も 直さす 宗敎 の內容 

なり。 二者の 異なる 所 は 要するに 唯 だ 其の 形式に 在 り、 詳しく 云へば、 義務 を 唯 だ 

一 狸 性の 命 令 して 守る ベ きもの VJ する は 道徳に し て、 同 じき 義務 を 神の 命令 ビ見 

るが 即ち 宗敎 な， 90 而 して 斯く 道徳 を 唯 だ 理性の 法則 ビ 見る 外に 更に 神の 與へ 

たる 法律 ど 見る こビが 吾人の 德行を 進む る 上に 於いて 一 大 助力 W なるな， 

之れ を 要する に、 力 ント に從へ ば、 宗 敎は 畢竟 遒德を 助く るが 爲 めに 在る もの VJ 云 

ひても 可なる ベ く、 其 の 窮極 的 意義 は 道徳の 外に 在らざる なう o 即ち 彼れ の 知識 

\ 論が 道徳 論に 注ぎ 入る が 如く 彼れ の 宗敎論 は 其の 道德 論より 出で たる もの ど 云 


かる ものなる に 自然界の 出來 事は必 すし も 道徳 界に 於け る價 値に 從 うて 決定せ 

らる VJ いふ こど を 得 す、 例 せば 道徳上より 見て 最も 尊き 者，, j いふ ベ き 善ん が 自然 

界に 於け る出來 事の 爲 めに. 非常なる 苦痛に 呻吟す る こ VJ あ， 90 此の 故に 自然界 

w 道 德界ミ を S に獨 立の もの ど考 へ て は 吾人 は 福の 必ゃ德 に 伴 ふ ベ き 所以 を 解 

する こ vj 能 は す、 さ れば 福の 必ゃ徳 に 伴 ひて 吾人の 道徳上の 一 大 信念なる 完滿な 

る 善き ものて ふこ W の 迷夢に 屬せざ らむに は 道德界 V」 自然界 ビ を 共に 支配し 後 

者に 於け る 出 來事を 導きて 前者に 於け る 要求に 合せし むる 者の 存在す る こど を 

必耍ビ す、 即 ち 神の 存在す る あ， 9 其の 攝 狸に 從 うて 善人 は 終に 福せられ 惡 人は遂 

に禍を 蒙る どい ふこ VJ が 又 道徳上の 要求 w して 承認せられ ざるべ からす., JO 斯 

くして 力 ン トは 感性 對狸 性の 二元論に 出立し 而 して 兩 者の 終に j 致す る こ VJ を 

要す VJ いふ 旨 意に よりて 未來の 存在 を 說き又 同じく 道徳 界對 自然界の 二元論の 

上よ りして 神の 存在 を認 むる に 至れるな bo 

〔三 八〕 カント はかくの 如く 知的 理性の 上よ， 9 して は證 明し 得ざる もの- y」 な 

したる 自 由、 未 來 及び 神の 三者 をば 行 的 理性の 要求 V」 して 打ち 立 て、 而 して 其の 道 
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玉 六 二 

德 其の ものの 根 據の失 はる ゝこ どなるべし o 1 き n に 云へ ば、 吾 人 は道德 上の 耍 

求 yj して 未來の 存在 を も 承認せ ざるべ から や o 道德法 VJ 吾人の 意志 W の 絕對的 

調和 は是れ 無條怦 なる 境界に 屬 する 吾人の 理想に して 經驗界 に 於け る 即ち 時間 

に 於け る 事相の 一部分^して 發展 する 吾等の 品性に 於いて は 唯 だ 無窮に 其の 理 

想に 接近す るこミ あるの み、 言 を換 ふれ ば、 件 の 道徳的 要求 は 時間 上の 存在に 於い 

て は 唯 だ 吾人の 理想に 向か ふ 永久の 接近 ビ して 實 現せら る 、なり。 

〔三 七〕 吾人 は 我が 意志 を 道徳の 法則 に. 合せし むる 即ち 德を修 むる のみなら 

す 又 其の 如く 徳の 修まれる 狀 態に はおの づ から 幸福て ふ ものの 伴 ふ べき ものな 

りビ いふ こ VJ を 承認せ ざる を 得 や、 吾 人は德 ど 福ビを 全く 相 離して 考 ふるこ V」 能 

はす リ 德は 吾人に 取りて 善き ものの 最 上 (bonus  supremum) な れ ，w も尙ほ 完 滿 なる 善 

きもの (SU ョ mu31  bonllm  consuTnmatum) を 成さむ に は 其の 外に 之れ に應 する 福 ど いふ も 

のの 加 はらざる ベ からす。 吾人 は 善人 は 終に 福 を 享け惡 人 は 終に 禍を受 く べき 

ものな いふ こ VJ を 信せ ざる を 得 や、 是 れ 亦道德 上に 於け る 一 の 信念 ど して 吾 

人の 抛擲し 得ざる ものな 、リ。 然るに 幸福て ふ もの は ほ 然界に 於け る出來 事に 懸 


樣に 道徳上の 要求 V3 して 維持せ む. V」 力めたり。 以爲 へら く、 吾 人 は 道徳の 法則に 

從ふ べき ものな り、 さ ばれ 吾人 は 狸 性の 外に 感性 を も 具 ふる 者に して 自然の 儘に 

於いて は必 すし も 道徳上の 命 令 のま ゝ に 行 ふ ものに あら す、 然 る に 道徳の 法刖は 

吾人の 意志が 全く 其の 法則に 契合し 聊か も 感性に 從 ひて 其の 反對に 走るな きに 

至らむ こ ビを耍 求す。 カント は此 くの 如く 感性が 全く 道徳 法に 服從 する に 至れ 

る、 換 言 すれば 吾人の 欲する 所が 聊か も 道徳 法の 命令の 外に 出で ざる 狀 態に 達し 

たる を 名 づけて 聖 なる 狀態 (Heiligkeit) ど 云へ. 00 然れ V- も 吾人 は實際 現世に 於い 

て 其の 如き 聖 なる 狀 態に 達し 得る 者に あら す、 啻 だ 然るの みなら や 志 を 立て ゝ徳 

に 進まむ ビ する 者が 自然界の 出來 事の 爲 めに 中道に 夭 持 して 其の 志の 水泡に 歸 

する が 如き こ w 少なから す。 若し 其の 人の 道徳的 存在者- V」 しての 萬 事が 其の ま 

まに て 終了す る ものなら ば 吾人の 意志が 全く 道徳 法に 合せむ こど を 求 ひる 道徳 

上の 要求 は實に 無意義なる もの VJ ならむ。 即ち 吾人 は 現世に 於いて 萬 事 を 終 ふ 

る ものに あら す、 我 が 靈魂は 不死なる ものにして 來 世に 於いても 猶ほ 道徳上の 修 

練 を 繼續し 得る ものな， o ビせ ざれば 吾人が 道徳上の 向上心 は 其の 意味 を 失 ひ 道 
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五六 〇 

一一 て 自然界に 於け る 吾人の 知識の 範園內 なる 事抦 の相對 的なる ビは 異な， 50 知的 

一- 理性の 方面より 云 ふ 時 は 吾人 は 一 步も 現象界 以外に 出 づるこ VJ 能 は す、 さ れ \レ 道 

德 上の 要求 ビ して は眞實 體界に 觸るゝ こ ビ を 得、 蓋 し道德 上の 要求 は絕對 的の も 

の なれば な .50 

： 上に 述べた るが 如く カントに 從へ ば、 凡 ベて 吾人の 爲す所 は 現象界に 於け る 方面 

！ よ ，9 見れば 皆 必然的 鏈 鎖に 從ふ ものにして 眞實體 に 於け る 方面より 見れば 自由 

： 一 なる ものな， 00 彼れ はこ ゝに 於いて 經驗 上に 現 はれた る 吾人の 品性 (empiriscller 

： character)  VJ 經驗 上の 事相 を超脫 せる 根本的 品性 (intelligibler  character)  W を 別 かてり o 

： 前者 は 現象界なる 一 切の 事抦ど 共に 必然的 因果律に 從 うて 發展 する もの、 而 して 

： 其處 にし かく 發厲 する 根本的の もの は 即ち 後者に して こ は 自由なる ものな り、 換 

言 す れ ば、 吾 人が 眞實 體界の もの ビ して 自由に 取. 9 たる 品性が 經驗界 に 於いて は 

一 吾人の 經驗 上の 品性 V」 して 必然的に 發展 する ものな り o 

I 來 のの I  〔三 六〕 斯 くして カント は 自由 S いふ 観念 を恢 筏した る が、 彼 れは尙 ほ 其の 知 

識 論に 於いて は 抛棄した る 他の 二つの 觀念 即ち 未來の 存在 及び 神の 存在 を も 同 


を 承認せ ざれば 道 德の命 含 は 意味な きもの S なる C 但し 其の 如き 自由 は 知的 理 

性の 方面よ bs して は證 明し 得ざる もの なれ V- も 更に 行 的理- 性の 方面よ， 5 考 ふれ 

ば 道德の 成. 5 立た む爲 めに は 必す無 かる ぺ からざる もの ビ して 吾人の 承認せ ざ 

るべ からざる ものな， 00 約 言 す れ ば、 自 由 は 知識 上 吾人の 論證し 得べ きものに あ 

らざれ V- も 道德 上の 耍 求 (postulat)VJ して 承認す ベ きものな， 9。 

され ざ 知識 論の 結果 どして 吾人の 認めた るが 如く 吾人が 現象界に 於いて 爲すこ 

VJ は 一 どして 之れ を 因果律の 必然的 鍵 鎖を脫 したる もの ビ 考 ふる 能 は す， 然 ら ば 

自由 及び 必然の 二者 をば 如何にして か 調和し 得べき。 曰 は く、 之 れを 調和す る途 

は 二者の 範圍を 分かつ こどに あ り、 即 ち 必然的 因果の 關係は 現象界に 於け る もの 

にして 自由 は眞實 體界に 於け る もの- yj なすべ しど。 是れカ ン トが 其の 世界 論に 

於け る 理性の 予盾を 解き 得る 道 vj して 其の 知識 論 中に 示した る 所の ものなる が 

茲に 至りて 道徳上の 要求 vj して 其の 如き 自由 ど いふ ものの 無 かる ベ からざる も 

のなる こど を認 むる を 得て 又 更に 能く 其の 矛盾 を解釋 する 道の 正當 なるこ ビを 

示せる ものな bo 以爲 へら く、 道德上 の 命 令 は無條 件なる も の、 絶對な る ものにし 
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自ら を 律す ビ いふ ど は 畢竟す るに 同 一 事な， 50 而 して 此の 狸 性的 意志が 自らに 

具 はれる 法則に 從 うて 自ら を 律す る是れ 即ち 道德 上の 自由な ，9、 別 言 す れ ば、 道 德 

的自 則是れ 即ち 道德的 自由な， 9  0 されば 此の 意眛 にて は 自由なる 行爲は 取.^ も 

直さす 道德 法に 從 へる 行爲 なり。 

〔三 五〕 カントの 自由 を 言 ふや 上述の 意味に て 言 へ る 外に 尙ほ 他の 意味 あ， 9、 

即ち 道德的 行爲の 存在す る 耍仲ど 見た る 自由 是れ な. 9。 彼れ に從へ ば、 遒 德法は 

吾人に 對 して 無上の 命令 VJ な b て 現 はる 而 して 此の 命令 は無條 件の ものにして 

吾人の 絕對 的に 從 ふべき 箬の ものな り o 但し 若し 吾人 は 如何にしても 之れ に從 

ひ 得る 能力な きものな らば 其れに 從ふ ベ き笞、 /」 いふ こ VJ は 無意義の もの VJ なら 

ざるべ から や、 即 ち 吾人が 道德 法に 從ひ 得る 自由な くして は 其の 如き 命令の ある 

べき NO を 解す ベから や、 隨 うて 道德は 其の 极據を 失 はざる ベから す。 故に カント 

は 曰 はく、 「我 れ爲し 能 ふ 何 VJ なれば 我れ 爲 すべき なれば な bvjf 一  言 に 言 へ ば、 吾 

人 は 唯 だ 機械的 因果の 關 係に 從 うて 必然的 鏈 鎖の 一 環 を 成す のみの ものに あら 

やして 我れ が 自由に 我れ の 行爲を 起こし 得る 原因 即ち 自由 原因な， 9 ど いふ こビ 


のな り0 一言に 云へ ば、 道 徳的 行爲に 於いて 吾人の 意志 を 動かす もの は客觀 的に 

云へば 遨 德の大 法、 主 觀 的に 云へば 其の 大法に 對 する 尊敬の 心 たるべし。 而 して 

此の 道徳 法 を 尊敬す る 心よ h- して 或 行 爲を爲 す を 要す w 思 ふ是れ 即ち 義務の 念 

な b 、故 に 言 を換 ふれば、 一 切の 道徳的 行爲は 義務の 念に 勸 かされて 爲 すべき もの 

な どい ふこ を 得べ し o 好惡の 心より 爲 したる 行 爲は道 德的價 値 を 有せ す、 之 

れ に反して 好惡 若しくは 欲望に 反す VJ も尙 ほ道德 法に 對 する 義務 W 知. C て爲し 

たる 行爲 こそ 純粹 なる 道 德的價 値 を 有する もの なれ o 

かくの 如く 吾人の 行爲 を栽定 すべき 理由 及び 其の 動機 を 道 鶴 法 其の物 以外に 求 

むべ からす ビ し、 而 して 其の 道 德法は 吾人の 理性の 自ら 立つ る 所な， 9 ビ する もの、 

力 ン トは 之れ を 名 づけて 自則的 (autonomisch) の 倫理 說 ビ 云 へ b  、盖 し 狸 性の 自ら 立 

つる 所の 法則に 自ら 則る を 以て 道徳 ど すれば な h-o 彼れ は 凡べ て 道徳の 根據を 

狸 性の自^ 立つ る 法則 以 外 (幸 福 又は 神 意 等) に 求む る もの を 他 則 的 (heteroniisch)VJ 

名 づけて 悉く 之れ を 排斥せ bo カントに 從へ ば、 堙 性 の、 自 ら揭 ぐる 法則に 從 うて 

行 ふ 能力 是れ 即ち 意志なる が 故に 理性が 自ら 立つ る 法則に 則る ビ いふ S 意志が 
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二元論の 上に 其の 倫理 論 を 立てむ どせ る 者な. 50 彼れ の 倫理 說に 此の 二 元 ある 

は 恰も 其の 知識 論に 感性 ど 悟性 ビ の 二 元 あるが 如し。 二元論 は 彼れ が 哲學の 全 

體を 貫け る 一 特色 ビ いふ べき ものな hNO 

力 ン トは 上述せ る 如く 感性 V」 理性 W を 別 かちて 道德 をば 唯 だ 狸 性の 基礎に 立て 

む W したる が 故に、 吾人の 行 爲が道 德上價 値 ある 者たら むに は 其の 行爲の 動機 は 

感性の 方よ 來 たる ものなる ベ からす ど せ り、 尙 ほ 語 を換. ふ れ. ば、 彼 れに從 へ ば、 吾 

人が 道德の 大法に 從 ふべき は 大法 其の物の 爲 めに 從ふ ベく 大法 以外 何等かの 事 

抦の爲 めに すべきに あら や、 從 ひて 件の 大法に 從ふ勸 機 も 亦 大法 以外の 何等の 事 

抦 にも 求むべき に 非す。 カント は 此の 旨 意 を 言 ひ 表 はし て、 道 徳的 行爲に 於いて 

吾人の 意志の 勸機 W なる べき もの は 吾人が 道. 德 法に 對 する 尊敬の 心の 外に 在る 

ベから， す ど 云へ， 90 謂 ふ 所 尊敬の 心 VJ は 吾人の 理性が 道徳の 法則 を褐 ぐるに 當 

たりて 吾人の 意志が 其の 法則に 服從 する 意識な り、 換 言. す れ ば、 其 の 法則が 吾人の 

意志の 上に 呼び起こす 影響に 外なら や。 謂 ふ w ころ 尊敬の 心 はた だ 道徳 法に よ 

りて 生 せら るゝ ものにして 他の 淵源 を 有する 諸種の 感 fSw は 全く 區別 すべ きも 


かくの 如く 道 德法は 吾人の 必す しも 實際從 ひたる 法則に あらやして 唯だ當 さに 

守るべき 法則な り W いふ 點に 於いて は 自然界に 於け る 凡べ ての 現象に 通 やる 自 

然 法 (即 ち 知識 論に 於いて 玫究 したる 所の もの)，、」 全く 相 異なり。 道徳 法の 吾人に 

對 する やかく），， \- すべし ど いふ 命 4 "どして 現 はれ 來 たる 0 行 的 狸 性の 立つ る 法 

則 は 何故に 自然法たら すして 命令 どなりて 吾人に 現 はれ 來た るか。 力 ン ト以爲 

へ ら く、 吾 人 は 唯 だ 狸 性 をのみ 具 ふるものに あらやして 感性 (こ ゝ に は 道徳の 方面 

よ， 9 云 ふ、 即 ち 通常 情欲 ビ 名づ くる もの は 之れ に屬 す) を も 具 ふる 者な り而 して 狸 

性 ど 感性 V- は 後者が 必す 自然に 前者の 指定に 從ふ VJ いふ 關係を 有し 居る ものに 

あらや 其の 如き 自然の 一 致 は 二者の 間に 認められ や、 即ち 感性 は锂 性の 定 むる 命 

令に 背戾 しても 猶ほ 其の 向か ふ 所に 走らむ どす る こ ど あ， 90 是 れ道德 法が 吾人 

に 於いて 命令 ビ して 現 はれ 來 たる 所以な り o 若し 吾人が 理性 をのみ 具 ふるもの 

な る か、 は た 感性が 其の 成， 5 立ちに 於いて 自然に 狸 性に 從ふ ものなら むに は、 吾人 

は 自然に 道德 法に 從ふ 者た るべ し〕 然るに 實際は 其の 如くなら ざる を 以て 道徳 

法 は 吾人に 對し 命令 ビ して 現 はれ 來た るな り ど0 盖し カント は 理性 ビ 感性 どの 
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的 法則に 從 ひて 行 はざる ベから や、 遍通的 法則に 從 ひて 行 はば 各自が 其れ 自らの 

目的に て あ， 9 なが ら、 お のづ から 一 致 は 其の 間に 成 h- 立つべきな， 5。 故に 道德法 

の 此の 第三の 形 は 其の 第 一 の 形に 云へ る 遍通的 法則 ど いふ 觀念 W 第二の 形に 云 

ベる 人格て ふ觀念 VJ を 相 結合せ しめたる が 如き ものな， 00 

〔三 四〕 上に 述べた る 道德法 は、 カントの 昏 に從へ ば、 吾 人の 行 的 理性 其の物の 

立つ る 法則な ビ いふ 意味に て 先天的な り、 又 其の 內容 VJ なる もの を 意志 活動の 

形式 其の ものの 外に 求む る を 要せす Vj いふ 意味に て 先天的な り、 又 此の 故 を 以て 

件の 道 德法は 其の 効力に 於いて 經驗 上の 事實を 根據ビ する ものに あら や、 換 言 す 

れ ば、 吾 人が 實際 曾て 從 ひし 事 あり ビ いふ 經驗 上の 事實が 其の 効力 (Gimigkeit) を 成 

すに あらす o 即ち 吾人が 實際 曾て 從 ひし ふ あ， o 或は あらや ビ いふ さは 毫末 も 道 

德 法の 効力 を增减 する 所以の ものに あら す、 吾 人の 實際 其れに 從 はざる ALU あるに 

拘らす 其の 大法 は 吾人の 當 さに 從ふ ベ き 法則な り。 故に 力 ン トは 其の 所謂 道德 

法の 効力 を說 きて 假令 一 人 vj して 曾て 此の 法則 を 守りた る li なく 又 向後に 守る 

fi なし ，、」 す ども 尙ほ 其が 道徳 法た る 効力に 於いて 毫も 損する 听 なし V」 云 へ bo」 


す ，へき ものにして 他人の 人格 をして 我が 發 揮すべき 道徳的 價 値の 身代 は， 9 を 勤 

めしめ 得べき に 非 や。 此の ゆ ゑに かゝる 人格 を 有すべき 者 は 之れ を 唯 だ 他の 事 

抦の 方便 ビ しての み 取り扱 はす 當 さに 其れ 自身の 目的 VJ して 取り扱 ふ べきな り。 

是れカ ン トが 其の 謂 は ゆる 道德 法に 第二の 形を與 へ て 吾人 人類 を汝の 人格に 於 

いても 又汝 以外の 人格に 於いても 常に 目的 どして 取り扱 ひて 決して 唯 だ 方便 W 

して 取.^ 扱 はざる 樣に行 へ ビ 云 ひたる 所以な. 90 

カント は 更に 其の 謂 ふ道德 法に 第三の 形を與 へ、 上に 云へ るが 如く 唯 だ 方便 どし 

て 取り 披ふ ベから すして 其れ 自身の 目的 VJ して 取り扱 ふ べき 者 即ち 理性的 意志 

を 具 ふるものが 栢 結合して 一 圑體を 成す を 要す ビ考 へ. た bo 一言に いへ ば、 力 ン 

トは兹 に 凡そ 偷锂說 に 於いて 全く は缺 くべ からざる 社 會てふ 觀念を 持ち 來 たれ 

る な KVO 

彼れ が道德 法の 第三の 形に 曰 は ぐ、 吾 人 各！ 斯か る 圑體の 一 員 どして 其の 圃體を 成 

b 立た しむる 樣に 行へ ど o 然 らば 如何に 行 はば 其の 如き 團體は 成. o 立つべき か o 

曰 は く、 各； 其れ 自身の 目的た る 者の 相 絡び て 一 画體を 成し 得む に は 其の 谷！ が遍 通 
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に 非ャ又 其の 意志が 或 他の 事柄の 爲 めに 

に あ り" 然 れば 其の 目的 は 其れ 自身の 外に 

が 其の もの 以外の 或 事柄に 存 せば 其の 價 

懸からざる ベから す。 要する に、 意 志が 倫 

法に 從ふ、 との 外に 存せ や、 故 にか ゝる 意志 

ふべ し。 斯 かる 意志 を 具有す る 者 (即 ち 自 

(person) ビ いふ。 人格の 價値は 其れ 自身に 

に 非す o カント は 此の 意 を 言 ひ 表 はして 

之れ を 唯 だ代價 (preis) を 有する 物件 (sache) 

有せす して 他の 或 事柄の 爲 めに 役立つ 所 

抦に 同等に 役立つ もの ビ相 代へ 得べき 價 

に換 ふるこ ど を 得る ものな， 90 然れざ も 

S 能 は す、 其 が 存在の 目的 は 其れ 自身に 在 

すべき 者な し、 換 言 す れ ば、 吾人 が道德 上の 


役立つ が 故に あらす して 全く 其れ 自身 

あらや VJ いふべき な. 90 若し 其の 目的 

値 も 亦俾の 事抦を 成就す る 上に 於いて 

理の 大法に 從ふ こどの 目的 は 倫理の 大 

は 其れ 自身 を 目的 W する ものな ふ VJ い 

らが 自らの 目的た る 者) を 名 づけて 人格 

在， 9 て 他の もの を 以て 之れ に 代 ふ ベ き 

人格 は 品位 (WGrde) を 有す- y」 云ひ而 して 

VJ 區 別せ hvo 物件 は 其れ 自身に 價値 を 

に 其の 價 値の 存 する もの なれば 其の 事 

値 を 有する の み、 即 ち 他の物 を 以て 之れ 

人格の 價値は 他の もの を 以て 換 ふる こ 

る を 以て 自ら を 除きて 其の 目的 を 成就 

價値は 各自が 自己の 人格に 於いて 現 は 


而 して 其の 道德 法の 旨 意 は 谷 人が 其の 行爲に 於いて 則ろ 所が 唯 だ 己れ 一 人の 則 

る 所た るの みなら や 其れが 取り も 直さす 遍通的 法則 yj な. 9 て^-人の 則る 所ビな 

りて 可なる べき 時に のみ 其の 行爲は 正し ビ云 はる w いふに 在り。 而 して 我が 則 

る 所が 遍通的 法則 W なりて 可な， 9 や 否や- yj いふ こ ビに關 して は 力 ン トに 取. o て 

は 吾人の 意志の 外に 能く 之れ を 決定すべき ものな し、 換 言 す れ ば、 其 れが遍 通 的 法 

则 VJ なるこ VJ を 吾人が 意志し 得る か 否か ど いふ こ ビ に よ， 9 て 決定 さる ゝ 外な 

し o 若し 遍通的 法則た る こビを 意志し 得ば 其れに 從 ひて 行 ふ ベ し、 又 しか 意思し 

得すば 其れに 從 ひて 行 ふ ベから す w いふ こ VJ  、是れ 力 ン トが謂 は ゆる 道德 法に し 

て 彼れ が 吾人の 意志の 上に 先天的に 立てら る W 見た る 綜合 的 判定 は是れ なり 0」 

力 ン トは 更に 偷理說 上 全く は 排斥し 得ざる 目的 ど いふ 觀念を 用ね 來た りて 其の 

謂 ふ 道 德法を 一 の 他の 形に 言 表せ， 90 謂 は ゆる 道徳 法 は 窮極 的の 者に して それ は 

其れ 以外 又は 以上の 何等かの 事柄の 爲 めに 從 はる べき 者に 非す 唯 だ 其れ 自身の 

爲 めに 從 はるべき ものな. 而 して 此の 大法に 從ふ 意志 は 上に 云へ るが 如く 其 

れ 自身に 尊き も の、 其 の價値 ある 所以 は 其の 意志に よ， 9 て 或 事抦の 生す るが 爲め 
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獨. 9 善意の みは 如何なる 塲 合に. 在りても 夜光の 珠の 如く 光 を 放 つ、 其 の 尊むべき 

所以 は 先天的に 其れ 自身の 性質に 於いて 發 見せら るゝ な、 90 然らば 善意 yj は 何 

ぞ や、 曰 はく 善意 は 道德の 法則に 從ふ 意志な り。 然 らば 茲に問 ふべき は 謂 ふ 所 道 

德の 法則の 何たる かなり o 

〔三 三〕 力 ン トは 意志 以外の 事抦を 一 切 (遍通 的 道 德法を 立つ るに 堪 へざる も 

のさし て) 却 けたる を 以て 意志の 法則 即ら 道德 法の 內容を 得る に當 たり 之れ を 吾 

人の 意志す る 種々 の 事抦に 求む る こど 能 は す、 之 れを 求む ベ きビ こ る 唯 だ 意志^ 

動の 形式 あるの み、 而 して 其の 形式 は 何ぞゃ W 問へば 意志が 法則に 從 ひて 働く ど 

いふ こビの 外に 出です、 一 言 に 云へ ば、 力 ン トに 取， 9 て は 法則て ふ觀 念の 外に 素 5  士？. 

活動の 形式 どなり 得べき ものな し o 而 して 凡そ 法則の 法則た る 所 は 其れが 遍通 

に. 行 は れて 何人に も 遵奉 せらる いふ 一 事に 外なら ざれば 法則 的 VJ いふ こ- yj は 

畢竟 やれば 遍通的 w いふ こ- yjw な る、 此 の 故に 力 ン トが 吾人の 意志の 法則. y」 して 

揭げ 得べき は 各人の 則る 所が 遍通的 法則た る べき 樣に 行へ どい ふこ vj に 顧 まら 

ざる 可から す 0 此の 意 を 言 ひ 表 はした る もの 是れカ ン トの謂 は ゆる 道嗨 法な hNO 


の 結果 は 因果律に 從 うて 必然的に 生じ 來たる ものにして 吾人の 意志に よ て 決 

定 すべから ざる 所 なれば なり o 吾人の 行爲の 結果 は 我が 思 ひ 設けざる 所に 出づ 

る こ ビ ありて 我が 意志に 對 して 見れば 偶然なる 事情に よ. 9 て 決定 せらる、 こビ 

屨！ あ り、 故 に 其 等の 結果に 道 德の法 助 を 基づかし め 其れによ &て 吾人の 道徳上の 

價 値を定 むべ し w せば 其の 價値は 我が 意志 以外の 出來 事に かゝる V」 云 はざる ベ 

からす o 畢竟す るに 道德 上の 價値は 意志の 性質 即ち 爲 人に 在らざる ベから す、 又 

これよ.. 9 して 道德の 大法 を發 見せざる ベ からす o 此の ゆ ゑに 力 ン トに取 hN て 倫 

理硏究 上の 目的 は偷 狸の 大本 を 意志 其の ものの 上に 發 見す るに 在 hz 是れカ ン ト 

が 其の 名著 『倫理 哲學の 基礎』 の 胃 頭に 揭 げたる 有名なる 語に 於い て 言 ひ 表 はせ る 

所の 意味な bo 其の 言に 曰 は く T 凡 ベ て 此の世に 於いて 又 此の世 以外 何處に 於い 

て も 全く 制限 を附 する こ ビ なくして 善 vj 云 はる ベ きものの ある を考 ふるこ. y」 能 

は す、 唯 だ 之れ ある は 善意の み」 VJO 善意 を 除きて は 他に 其れ 自身に 絕對 的に 善 VJ 

云 はるべき ものな し、 他 の 如何なる 事抦 も (財 寳、 權 勢、 幸 福 等 ど 雖 も) 若 し 之れ を 用ね 

る 所以の ものが 善意に あらす して 惡 意なら ば 其 等 は 善なら すして 却って 惡な bo 
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のた る こ w を 得 す、 先 天 的 vj いふ こビ vj 遍 通的ビ いふ こビ _yj を 相 離れざる もの ビ 

見る 是れカ ン トが 哲學の 全體を 貫通す る 思想な bo 

〔三 二〕 カントが 倫理 說の 目的 は 先天的に 意志の 法則 を 立てむ ビす るに 在り、 

而 して 彼れ は 意志の 法則 を 立つ る もの を 名 づけて 行 的 狸 性 a 性が 吾人の 行爲即 

ち 意志の 範 園に 於いて 現 はれた る も の) S 云へ， 90 此の ゆ ゑに 吾人 は 種々 の 後天 

的なる 事柄に 憑かれる 吾人の 幸福 (快 樂) を 以て 倫理の 法則の 基礎 VJ する こ VJ 能 は 

や、 何 _yj なれば 如何なる ものが 吾人の 幸福. yj なる か は 各人の 好惡 vj 共に 異な b て 

之れ に關 して は 何等の 遍通的 法則 を も 先天的に 立つ る こ ビ能は ざれば な. 50 

又 各人の 氣 質、 欲 求、 才 能 等 を も 其の 基礎 ビ する こ ビ能は 中、 此 等 も 亦 人に よ， 9 て異 

なりて 先天的に 定め 得らるべき ものに 非 ざれば なり。 啻だ 然るの みなら ャ 若し 

吾人の 欲求 其の もの を 以て 道德 法の 基礎 ビ せば 特に 倫理の 法則 を 要せざる べし、 

何 S なれ ば、 各 人が 自然に 其の 欲する 所に 從 うて 行爲 する こど 是れ取 も 直さす 

其の 德行 たるべ ければ なり。 即ち 行爲が 吾人の 幸福の 上 に、 才 能の 上 に、 及 び 其の 

他の 事抦の 上に 及^す 結果 を 以て 倫理の 大本 ビ する こ w 能 は す、 何 どなれ ば、 其 等 


が 吾人の 知識 を 成す 上に 如何なる 職分 を 有する か vj いふ こ ど) に 在りし が、 道 (i 論 

の 問題 は 吾人の 意志の 活勸の 形式 どして 如何なる 親 律 を 先天的に 立し 得る か ど 

いふ こどな， 50 知識 論に 於いて 吾人の 發 見した る 所 は 自然界の 法則な .o 道徳論 

に 於いて 探究せ む VJ する 所 は 道徳 法な hs 、而 して 如何なる 綜合 的 判定が 先天的に 

立てら るゝ かどい ふこ VJ  、是 れ 其の 兩 者に 貫け る 力 ン ト哲 學の大 問題な h 'ど 謂 ふ 

ベ し o 

吾人の 意志の 活動に 於け る 法則の 先天的に 發 見し 得らる \ もの は 唯 だ 其の 形式 

に 在る こど 恰も 吾人の 知識の 成立 を 論 やる 所に 於いて 其の 先天的 要素 VJ して 揭 

げらる ゝ ものが 其の 形式の 外に 存 せざる が 如し o カントに 從へ ば、 吾 人が 如何な 

る 事抦を 意志す るか W いふ こ VJ は (其の 事抦ど 吾人の 意志 W の 關係は 綜合 的 なれ 

ビレ も) 經 驗 によりて 始めて 定めら るゝも の、 唯 だ 先天的に 定め 得る は 其の 事柄に 非 

やして 凡べ て 意志の 活動に 遍通 する 规律 即ち 其の 形式な. CVO 而 して 其の 親 律 ど 

して 如何なる 綜合 的 判定の 立てら る ゝか VJ いふ こ W 是れカ ン トの 問題 どす る 所 

なケ。 經驗を 待ちて 始めて 知らるべき 事抦を 基 W して 立てた る 親 律は遍 通の も 
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五 四 六 

越 的 境界に 達せざる ものにして 其の 存在 を證 する こ W 能 はざる W 共に 其の 存在 

せざる こ S をも證 する こ yj 能 は す、 即 ち 理論 上の 知識 どして は 唯物論 も 無 祌諭も 

共に 倒れざる ベから や。 カントの 考 ふる 所に よれ ば、 か くの 如く 一  切 其 等の 立說 

を拂ひ 去りた る こ vj が 哲學に 於け る 彼れ が 知識 論の 一 大功 饋 なり 、純理 的 知識 ビ 

し て は 有神論 も 立せ られす 又 無神論 を も 唱ふ ベから ざる 代 はりに 吾人 は 全く 新 

らしき 路を取 hv て 進む こ VJ: を 得、 而 し-て 此の 新路を 進み 行く に 於いて 聊かの 障礙 

も 其の 途に橫 はり 居る こ VJ なし o 謂 ふ 所 新ら しき 路 VJ は 何 ど や、 是 れ 即ち 力 ン ト 

が 其の 『實行 的 理性 批 判』 に 於 いて 取らむ W したる もの 即ち 道德 論な bo 

〔一二 一〕 カントが 其の 道德 論に 於いて 钕究 せむ VJ 欲する 所 は 吾人の 意志の 活 

動に 於いて 如何なる 綜合 的 判定が 先天的に 立てら る ゝかビ 云 ふ Mi な bo 即ち 彼 

れが 其の 知識 論に 於いて 論じた る 所 は 知的 现 性が 如何なる 先天的 形式 を 以て 吾 

人の 知識 を 成り立た しむる 要素 W なす か VJ いふ こ VJ  (詳 しく は 直 觀、 悟 性 及び 狸 性 


に の み 見す、 世界 は如實 にし か あり- y」 見て 而 して 之れ を 以て 吾人の 知識の 對境を 

形づくる もの (constitutive  principiell) VJ する が ゆ ゑに 前に 述 ベ たるが 如き 形而上 學 

上の 困難に 陷 るな bo 斯く唯 だ 自然界 を硏究 する 心得 "a> して は 其れに 銃 一 を與 

ふる 目的 作用 即ち 意匠 ありて 其れ をして 然 らしむ るかの 如く 見る は 決して 不都 

合なる に 非 や VJO 此の 硏究の 心得 を 云 ふ 趣意 は カン トが 『純粹 理性 批判』 の 最後 

の 部分なる 硏究法 論 (Methodenlehre) に 於いて 論述した る- y」 ころに して 目的 觀の論 は 

尙ほ 後の 著述に 於いて 更に 開發 したる 論點な hs。  0off^^^hh&^ 

合して "E】e3entarlehre- ミ名づ く、 但 し 「H レ メンタル レ ー レ」 が 批判 論の 主耍の 部分^ 成す もの 

にして 「メト ー デ ゾ V 1 レ」 は 跗屈 物；： る 位地 LL 在リ。 の區分 及び 名稱は ダ^フ 學 派の 

用 二り 

來 f トリ ) 

〔三 〇〕 かくの 如く 神、 自 由 意志 及び 靈 魂の 不滅に 就きて 吾人 は 純理 性の 上に 

於いて 理論的 知識 W して は 之れ を證 明す る こ W 能 はす。 其 等の 純 狸哲學 的論證 

がかくして 打破せられ たる VJ 共に 其の 反 對も亦 均しく 論證 せらる ゝこ ビ 能 はす、 

何 VJ なれば 其 等の 存在 を證 する こ W が 超越 的なる が 如く 其 等の 存在せ ざる こ w 

を 示す こ W も 亦 均しく 超越 的 なれば な hNO 畢竟す る に、 吾 人の 知識 は 其の 如き 超 
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が 却って 一種の 便利 を與 ふるもの なり。 例へば 吾人が 精神的 現象 を考 ふるに 當 

た hv て 恰も 其が j の靈 魂て ふ 實體に 基す るかの 如くに 見ば 其の 現象に 銃 一 を與 

へて 考 ふる 上に 於いて 一 種の 便利 あ hN  、又 世界 を も 全き 一 體を 成す もの S し而し 

て 神 VJ いふ 絕對的 原因が 在る かの 如く 思 はば 一 切の 事物 を 銃 一 して 考 ふる 上に 

便利 あ hNO 然れ V- も 事物の 實 際が 其 等の 觀 念の 示す が 如く あ， 5 ビ云 ふに あ らす、 

唯 だ 恰も 其 等の 觀 念の 示す 所の 如くに 事物 を考 ふるこ VJ が 其お 考 ふる 上に 於い 

て 最も 便利なる 方法な いふの み、 換 言 す れ ば、 其 等の 觀念は 吾人の 知識の 理想 

VJ して 思ひ設 くるに 止まりて 吾人の 現に 知識す る 現象界が 如實 にし か あ h- ビ い 

ふ 意味に は あらす o 其の 如き 絕對的 銃 一 を 有する 一 全體を 標準 VJ して 恰も 其の 

如き ものなる かの 如くに 吾人の 經驗 する 一 切の 現象 を 見る 是れ 即ち 知識が 其の 

理想に むかひて 進歩し 行く ものな り、 故 に 其の 如き 理想 ど 見て 此 等の 觀念を 取り 

扱 ふ は 決して 不都合 なるこ w に 非す。 尙は 換言 すれ ば、 此 等 理性の 觀念は 吾人の 

研究 を 指導す る もの. (regulative  principien)  VJ して は 正當に 用ゐら るれ V！ も 唯 だ 其れ 

を 其の 如く 研究の 指導 若しくは 知識の 標準 どして 事物 を 恰もし か あるか の^く 


は * さる こ _io  f  _ま 

物質 を 作れる も 

し 人爲の 製作 物 

序を與 へたる 者 

に 造 物 者の 存在 

て 世界 論 上 の 論 

學に 於け る 神の 

〔二 九〕 此く 

し 去れり W 考へ 

ぬ こど は 以上 論 

立論の 誤謬に 陷 

よく 其の 如き 槪 

然れざ も 理性の 

る こどに は あら 
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1 器物に 就いて 其 を 製造した る 者 あ h-VJ いふ も 其の 器物 を 成す 

の VJ 云 ふ 意味に て はしかい ふこ VJ 能 はざる が 如し。 此の 故に 縱 

に 準 へ て 宇宙 を視る 論法 を 正當な hNW す，/ J も 其 は 唯 だ 萬 物に 秩 

の 存在 を證 する のみに て 造 物 者の 存在 を證 する ものに 非 や o 故 

を證 明せ むビ せば 世界 論 上の 論證に 立ち返らざる ベ から や、 而 し 

證も 實體學 上の 論證も 共に 根據を 有せす ど 見れば 從來の 純理 哲 

存在の 證據論 は 到底 皆無 効なる もの ビ云 はざる ベ から や。 

の 如くに して 力 ン トは 現象界 を 超越せ む ど する 形而上 學を 打破 

たり。 斯く 超越 的に 吾人の 悟性の 槪念を 用 ゐるこ S の正當 なら 

じたる が 如く 純 狸哲學 VJ しての 心理 學、 世 界 論及び 神學に 於け る 

れる こビを 以て も 知， 5 得べ く、 特 に 世界 論に 於け る 理性の 矛盾 は 

念の 超越 的 使用の 正當 ならざる こビを 示す に 足る ものな -90 

觀念を 用なる ビ いふ こ w が (上 にも 已に 云へ る 如く) 全 く 不自然な 

す、 吾 人が 事物 を考 ふる 上に 於いて は 其の 如き 觀念を 用ゐる こど 
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果 W 云 ふ 槪念は j 現象 ど ^1 現^  V- の關係 

に は： 一正 當に 用ゐら るれ V- も 一 切の 現象の 

識の 範圍に 入う 來 たらざる ものな， 5、 一 言 

正當に 用ゐる ベ からざる 範 園に 用ね たる 

に 用 -Q 得 ベ きもの ビす w も 尙ほ神 vj いふ 

る こ vj 能 は す、 何 ど なれば 此の世界の 完全 

なる を 以て 其の 原因 も亦必 すし も 完全な 

若し 其 を 完全なる もの VJ 云 はむ に は實體 

て 實體的 論證の 立ち 得ざる こビは 上に 述 

第三に 言 ふ ベ き は從來 慣用し 來 たれる 目 

製造 物に 準 へ て 神 を 宇宙の 製造者 VJ 見る 

便 ど 目的 VJ の 相應ヒ たる 關 係に 於いて 知 

假 りに 此の 論證を 以て 有効なる もの どす 

序を與 へたる もの ある こ VJ を 示す のみに 


玉 四 二 

に 就きて は (即ち 現象界に 於いて 合菩的 

絕對的 原因 V」 いふ 如き もの は 吾人の 知 

に 云 へ ば、 此 の 論證は 原因 ど いふ 範疇 を 

ものな bo 假， o に 因果の 範疇 は 超越 的 

原因 を 以て 極めて 完全なる もの ビ稱す 

な. o  W いふ こ VJ は 吾人の 證し 得ざる 所 

る もの vj は 云 ふこ- yj を 得 ざれば な ，50 

的 論證に 立ち返る よ h> 他に 途な し、 而 し 

ベた るが 如くな bo 

的觀 上の 論證 にして 其の 趣意 は 吾人の 

にあり。 其の 說に曰 は く、 宇 宙は 其の 方 

慧 める 者の 存在す る. こ ビを證 す VJO 今 

W も 其 は 唯 だ 世界の 事物に 其の 如き 秩 

て莴 物の 創造者の 存在 を證 する こど 能 


は 倒れざる， へから や 0 其の 論 證に曰 は く、 神 て ふ 槪念は 必然に 其の 存在す る VJ い 

ふ、 と を 合む 何 W なれば 神 は 最も 實有 最も 完全な る もの なれば な bvjo 然れざ も 

存在 VJ いふ こ ビ は槪 念の 內容の 一 部分 を 成す ものに あら や、 換 言 す れ ば、 完 全の 相 

の 一 部分 を 形づくる ものに 非 す、 即 ち 存在 は 一 槪 念の 內容を 成す 性質 V」 して 其れ 

に 就いて 言 ひ 現 はさる べき ものに 非す。 故に 其の 槪念を 分析す VJ も 其の 中より. 

存在 vj いふ こ- vo を 取. 5 出 だす こ. y」 能 はざる な， 9。 譬へ ば. 百 圓の 金子 は 其れが 唯 

だ 吾人の 思に 在， 5  も 或は 實物 w もて 存在す w も 百圓は 即ち 百圓 にして 百金ビ 

いふ 槪 念の 內容に 少しも 異なる 所な し、 存 在 は 唯 だ 其の 內容 に附 加した る 見方な 

b  、即ち 存在す vj 云 ふ は 綜合 的 判定な K 故 に 其の 內容を 如何に 分析す ども 其の 中 

よ hN 存在 vj いふ こ w を 取， 9 出 だし 得ざる な. 50 

次ぎに 神學 者の 慣用し 來たれ る 世界 論に 基づけ る 論證は 因果の 關係 を极據 ど せ 

KVO 其の 說に曰 は く、 此 の 世界 は 其の 存在す る 原因 を 有せざる ベ から す、 而 して 其 

の 原因 是れ 即ち 神な， 5 ど。 され V- 此の 論 證は唯 だ 吾人の 經驗の 範圍に 於いての 

み、 即ち 相 待 的に のみ 用ゐ 得べき 槪念 を絕對 的に 用ゐ おる 點に 於いて 誤れ. 50 因 
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五 四 〇 

ば、 吾 人の 知識の 對 境に 於いて は 凡べ ての 事物 は 機械的 必然の 躕 係よ， 0. 成 り、 道 德 

の 要求 V」 して は 自由 を 置きて 言 ふこ W を 得。 斯 くの 如く 吾人の 知識 を 現象界に 

限り 而 して 之れ W 眞 實體界 VJ を 相 分か ゥ 所より して 上に 云 へ る 如き 狸 性の 予盾 

も 却って 能く 之れ を證 明し 得べき 道の 開かる ゝ望 あるな り o 然 らば 如何にして 

吾人の 自然界 を 知る 知識 以外に 道德の 要求 を說き 且つ 其の 要求 どして 眞 實體界 

に關 する 立言 を 爲すこ w を 得る か- yj いふ こど 是れ 即ち 力 ン ト が^に 著 はした る 

『實踐 的 理性 批判』 の 問題 W なる ものな. 90 而 して かく 自由. yj 必然、/」 の 反 對を融 

解せ しめ 得る が 如く 又 能く 宇宙に 於いて 絕對に 必然なる 存在者の 在り どい ひ 無 

し VJ いふ 矛盾 を も 去る こビを 得。 但し 力 ン トは 吾人が 智識の 範園內 に 於いて は 

其の 如き 絕對 者の 存在 を立證 する こ さ 能 はす ビ 見たり o 是れ 彼れ が 次ぎに 純理 

哲學的 神學を 批評せ る 旨 意に 於いて 詳 かな， 50 

〔二八〕 カント は從 來神學 者の 用ね 來 たれる 神の 存在の 證據論 を 以て 一切 其 

の 目的 を 達せざる もの. y」 見た ，5、 其 の證據 論の 一 なる 實體學 的論證 は畢瓮 する に 

吾人の 槪 念より 直ちに 實在を 證 せむ w する ものにして 此の 點に 於い て， 其 の論證 


ふ 意味に て 無 際限なる もの ビ なる。 凡べ ての 物が 分かつ ベから ざる 單. 元 よ b 成 

れ るか 將た 限. o なく 分かた る、 ものなる か^いふ こ VJ に 就きても 又 同 樣の證 明 

を 爲すこ ど を 得〕 盖し {4! 間に 於いて 分かた るゝか 否か は 吾人の 見樣な -9、 吾 人 が 

分割 を 止 むれば 其處に 一物 を 成し 若し 分割 を 進 むれば 其 を 合成物 w して 更に 分 

割す る こ ど を 得。 空 問 は 吾 人の 見樣 なる が ゆ ゑに 究竟す る 所 吾人 自らが 分割し 

, 或は 分割せ ざるまで のこ ビ にて 別に 無窮に 分か たれざる 又は 分かた るゝ ものの 

客觀 的に 存在す る に は あらや。 

次ぎに 後の 二 つの 予 盾に 於いて は 立 も 反 立 も 若し 其の 措す 所の 範園を 異にすれ 

ば 共に よく 具なる もの w せらる ゝを 得、 換 言 す れ ば、 其 の 意義 を 解き 分か つ こ- yj に 

よりて 其の 矛盾 は 消滅す る もの，、 j 考 へらる o 自然界 即ち 現象界に 於いて は 自由 

原因 VJ いふべき ものな く 凡べ て 機械的 關 係に 從 うて 必然的に 生起 變 移す W 見る 

べき なれ ざ も 現象界 を 超えた る眞實 體界に 於いて は 自由意志 ビ いふが 如き もの 

あり ども 考 へら る、 別 語 にて 云へ ば、 自 然科學 上の 見方よ すれば 自由 は 無き もの 

ビ せら れ、 道 0 を 言 ふ 上に 於いて は 自由 は 在る もの W せらる ゝを 得、 更 に 換 言 すれ 
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ば 二者 共に 宇宙の 全體を 完了せ る 一 體 w 見る こ， y」 より 出立せ る に、 實 際 吾人の 經 

驗には 其の 如き 完了せ る 一 體 ビ いふ ものな く 完了せ る 全 體は唯 だ 狸 想 どして 吾 

人の 思ひ設 くる 所に 外なら ざれば なり。 實際 世界 は 唯 だ 幾多 現象が 相閼 係し 其 

の 關係を 追うて 一 より 他へ 移り行く もの w して 存在す る なれば 其の 一 よ， 9 他へ 

移. o 行きて 其の 全 體を經 過し 悉 /、す JJ 能 は す、 其 の 如く 全 體を經 過し 悉くした る 

完了せ る 一 體 VJ して は 世界 は 吾人の 知識の 範圍 内 に 存在せ ざるな， PO 故に 世界 

は 完滿な bvj いふ 意味に て 無限なる ものに あら す、 又 其が 際限に 到達し 得べ きも 

のに も あらす 0 時間 及び 空間 は 吾人が 事物 を 観る 見方に して 其 を 性質 VJ して 具 

へたる 世界 W いふ 一 全體 が客觀 的に 存在す るに は 非 や、 若 し 其の 如く 客觀 的に 存 

在す る 世界て ふ 一 全體 のみ づ から 具 ふる 性質 ビ して 時間 及び 签間 を實 在す る も 

の VJ 見ば 其の 時 こそ 實在 する 時間 及び 空間 は 際限 ある もの か 又は 然ら ざる か W 

間 ふこ VJ を 得べ し、 然る に 時間 及び 空間 は 我が 心の 見樣 にして 吾人が 自ら 時空 を 

限りて 見れば 其處に 限， 9 あ .5、 又 其の 限れる 一 部分の 時間 及び 空間の 外に 他の 部 

分なる 時間 及び 空間 を 連接せ しめて 見れば 其の 聯 接の 最後に 達する こ W なして 


vj いふ こ w が 立 せらる ゝ w  ^に 之れ に反して 世に は 自由 原因 vj いふ べき ものな 

く 凡 ベ ての 事 は 皆 自然界に 於け る 機械的 關係 によ， o- て 必然に 生やる ものな bvj 

いふ こ VJ も 亦 能く 立 せらる。 第 四、 世界に は 必然に 存在す、/ J 考 へざる ベから ざる 

絕對者 あ 立 せらる ゝ W 共に 之れ に反して 世界の 內に 於いても 又 其の 外に 於 

いても 絕對に 必然なる 存在者 VJ いふ 如き ものな く、 世 に存 する は 凡 ベ て 相 待 的の 

も の、 凡 ベて 條件附 きの ものな， 9 ビ いふ さも 亦 能く 立 せらる VJO 以上 純理 哲學的 

世界 論に 於け る 四 ケ條の 相反す る 立 言 の 中 力 ン トは 其の 前なる 二つ を 名 づけて 

數學 的の もの VJ 云 ひ 後なる 二つ をカ學 的の もの ビ 云へ り。 彼れ 以爲 へら く、 若し 

純 狸 哲學的 世界 論に 於いてす るが 如ぐ 宇宙 を客觀 的に 全き 一 體を 成せる もの VJ 

見ば 上に 云 へ る 如き 矛盾 を解釋 する こ ビ能は す、 斯 く 吾人の 理性 を 用ね て考 ふる 

o  o  o 

こ VJ によりて 起こる 立 (Thesis)VJ 反 立 (Antithesis) -yj は 共に 均しき 根據を 育し 罟る もの 

ビ せられざる ベから す WO 斯くて カント は 此の 困難 を解釋 する 遨は唯 だ 彼れ が 

知識 論 上の 新 見地より して 始めて 得らる べし V」 考 へた， 00 

彼れ 以爲 へら く、 一  羽 めの 二 ケ條の 矛盾に 於いて は 立 も 反 立 も 共に 誤れ 何 どなれ 
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意.^ する ものに 外ならぬが ゆ ゑに 其の 如き 範園を 超えて 吾人の 精神的 現象の 裡 

に 又は 其の 根柢に 吾人の 經驗の 範圍に 入， 9 來たら ざる 靈魂 S いふ 實體ぁ りビ い 

ふこ V> は 固よ， 9 證せら る ベ き 限りの ものに あらす 0 

〔二 七〕 次ぎに カン トは 純理 哲， 學的 世界 論の 成り立たざる 所以 を 論じて 吾人 

の 理^が 斯 かる 範圍に 用 ねらる ゝ 時には 自家 攆 著に 陷る こど を 示さむ S せ bo 

以爲 へら く、 吾人の 知識が 純理 哲學 上に は 正當に 形づくられざる こ S は 世界 論に 

於け る 理性の 觀念 其の物の 示す 所の 相反す る を 見ても 知るべし ど o 彼れ は 之れ 

を 名 づけて 純理 哲學的 世界 論に 於け る 矛盾 (Antinomie)  云へ hNO カント は 之れ に 

就きて 四 ケ條の 矛盾 を 擧げて 曰 はく 、第一、 純理 哲學 上の 世界 論に 於いて は 世界 

はき 間に 於いて 其の 始め を 有し 又 空間に 於いて 其の 際限 を 有す S いふ こ S が 立 

せらる ゝビ 共に 其の 反對が 均しき 根據を 以て 立 せらる o 第二 、一切の 物は單 元よ 

り S れりビ いふ こ W が 立 せらる ゝ W 共に 其の 反對 即ち 世に 單元 S いふべき もの 

なく 凡べ ての 物 は 皆 合成の ものにして 無窮に 分割 せらる べし ビ いふ こ VJ も 亦 同 

じく 立 せらる o 第三、 自然法に 從 へる 因果の 關係 以外に 全く 自由に 働く 原因 あ b 


にあらざる こ V； を 次ぎの 如く 論述せ. 

第 一、 純理 哲學的 心理 學に 謂ふ靈 魂て ふ觀 念の 吾人の 心的 現象 を考 ふるに 便利な 

る は 吾人の 精神的 作用の 悉くが 凡べ て恒 有なる 靈 魂て ふ 實體に 銃 一 せられ 居る 

VJ 見る が ゆ ゑな り。 然れ ざ も斯く 吾人の 實驗 する 心 作用の 外に 其 を 銃 一 する 一 

實體を 置いて 考 ふる は 論理 上の 誤謬に 基づけ り、 何 VJ なれば 吾人 が 「我」 VJ 名づ くる 

1 切の 心 作用の 淵源 どなる 一 實體 即ち 靈 魂の 存在す るが 如く 思 ふは詮 すれば 吾 

人の 意識に 統 一 作用 あるが 故に 外なら ねばな bo 我 V」 いふ 意識 は 畢竟 吾人の 心 

に經驗 する 一 切の 事 抦を銃 一 する 意識な り、 我 れ思ふ V.J いふ こど は 欺く 銃 一 して 

意識す ビ いふ こどに 外なら や。 この ゆ ゑ に 「我」 ど 名づ くる もの を 以て 論理 上の 生 

者 (subielit)VJ する こ- yj を 得れ V- も それより 直ちに 實體 w しての ま 者 あ hN  vj いふ こ 

ど を 得す 0 一言に 云へば 靈 魂て ふ 實體を 置く は 吾人が 思考 作用の 論理的 主 者 W 

實體 V3 しての 主 者 W を 混同した る 論理 上の 過誤に 外なら や、 力 ン トは 之れ を名づ 

けて 純理 哲學的 心理 學の論 過 (paralogisruus)  VJ 云へ り o 盖し カントが 自然 科 學を論 

ヒ たる 所に 於いても 實體 2 いふ 槪念は 時間に 於け る 吾人の 感官 的 經驗の 常住 を 
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一 のに は 非 や 寧ろ 唯 だ 其槪念 を絕對 的に 用ね たる ものに 外なら や o 一  言 に 云へば 

^ 悟性の 槪念を 相 待 的 銃 一 を與 ふるもの w しての み 用 ゐる間 は 吾人の 經驗 の範圍 

內に 在， 9 て 正當の 意味に ての 智識の 對境を 超 ゆる こ ビ 無 けれ V- 、其 を. 超 えて 絕對 

的 銃 一 を與 ふるもの ミ して 其の 槪念 を用& たる もの 是れ卽 ち 理性の 觀 念な り。 

理性の S  〔二 六〕 カント は デル フ學 派の 意見に 從 うて 理性 を 形而上 學の 上に 用ゐ たる 

念の 三方 ノ 

l、g 魂 一、 ものに 三方 面 を 別 かてり。 而 して 此の 三者の 各！ に 於いて 用 ねらる ゝ狸 性の 觀念 

三者-の 不 あ. 90 其の 一は 靈魂 VJ いふ 觀念 にして 是れ 純理 哲學的 心理 學 (rationale  psychologie) の 

正^。  W 

根本 觀念ビ なる もの、 即ち 吾人の 內 なる (精神的) 經驗の 全 體に絕 對的統 一 を與 へむ 

一 W する 所の ものな う 0 其の 二 は 宇宙 を 全き 一 體 VJ 見た る 観念に して 純理 哲學的 

一 世 界 論 (rationale  Cos ョ ologie) の 根本 觀念 ビ なる も の、 是 れ 吾人の 外な る經驗 即ち 吾人の 

心に 對 する 世界の 全 體に絕 對的銃 一 を與 へむ VJ する ものな り。 其の 三 は 森羅莴 

象の 絕對的 原因 W しての 神 VJ いふ 觀念 にして 純理 哲學 的神學 (rationale  Theologie) の 

™ 极本觀 念 ビ なる も の、 即 ち 吾人の 內 なる 及び 外なる 經驗の 全體に 窮極 的 銃 一 を與 

一 へむ どす る ものな hvo カント は 此等三 個の 理性の 艇 念の 應 用が 皆正當 なる もの 


結果た る 關係を 有する こ VJ をい ふ ものにして 一 切 事物の 絕對的 原因 VJ いふが 如 

きもの は 吾人の 經驗の 範圓內 に 在ら や。 かくの 如く 吾人の 悟性の 槪念を 正當に 

應 用し 居る 間 は 常に 相對的 (bcdillgt) の 範園內 に 在る ものな り、 是 れ 恰も 論理 上 五 I： 人 

の 推 狸 作用が 锂由 ど斷案 どの 關 係に 從ひ 一 步々々 に 進み 行きて 其が 絕對 の始及 

び 絕對の 終を定 むる こ VJ 能 はざる が 如し 0 

され V- 1 旦槪念 を 用ゐて 事物の 統 一 を 爲し而 して 其處に 始めて 智識 ど 名づ くる 

もの を 形づくりし 以上 はおの づ から 益！ 其 の統 一 を鑌 張し 行かむ ど すべ し、 而 し て 

其^ 擴張 しゅく こビの 窮極 は 終に 絕對 的統 一 を 全うせむ ど 試みる に 至る ベ し、 而 

かも 其の 如く 絕對的 銃 一 を 全うせむ V」 する に 至れば 必ゃ 吾人が 經驗の 範圍を 超 

えざる ベから や、 何 どなれば 絕對的 VJ いふ こ VJ は 吾人の 經驗 の範固 内 に存せ ざれ 

ばな， 00 力 ン トは此 くの 如く 絕對的 銃 j を與 へむ さ 力む る もの を 名 づけて 理性 

(vcrnunft) ど 云ひ而 して 其の 銃 一 を與 ふるが 爲 めに 用 ゐる槪 念 を 名 づけて 理性の 

觀念 云へ bo 通常 謂 ふ 所 形而上 學は 此の 理性の 鸛念を 用 &るこ W によりて 形 

づ くらる ゝ ものにして 而 して 謂 ふ所锂 性の 觀念は 悟性の 槪念 以外 別に 存 する も 
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知識 上 十分なる 理由 を備 へ たる ものに 非す ビ論 じたる に 似た り、 但 し カント はヒ 

ュ I- ム：^ 専ら 心理 學 上の 立場より 考へ たる VJ は 異な， 5 て 彼れ が揭 げたる 特殊の 

知識 論 上の 見地よ， 5 せるな り0 カントの 意見が 如何に 多くの 點 にが、 いて ヒ -1 

ム の所說 W 相 接近して 而か もまた おの づ から 其の 面目 を 異にせる か を 看よ 0 

「二 五〕 形而上 學 上の 論に 吾人の 心 を 運ばす こ が 何故に 知識 的 要求 上 自然 

の 事なる か。 以爲へ らく、 前章に 論じた る 悟性の 槪念は 銃 一 的 作用 を 有する もの、 

され Vj 其のな す 銃 一 は 局部 的の ものな り、 換 言 すれば、 一 現象 V」 他 現象 ビを關 係せ 

しむる 上に 於いて 其の 統一的 作用 を爲 すの みに て 其の 外に 出です。 例へば 吾人 

が 全體 又は 一 體^ いふ 槪念を 用 ゐるも 其 は 畢竟 唯 だ 或 局部に 限、 りたる 處 に全體 

は 一 體の銃 一 を與へ 得る の み、 例 へば 此の 花 を 一 つの 花ビ して 或は 花の 全 體を 

指して しかじかな りビ云 ふ 如き も 要するに 唯 だ 一 事物 一 現象に 於け るの 統 一 に 

外なら す。 吾人の 實驗 する 所 は 全 體，、 J いふ も 一 體ど いふ も 又 因果 W いふ も 畢竟 

^々の 現象に 於いての 事に して 有り ど あらゆる ものの 絕 對的統 一 は 吾人の 經驗 

內に 育せ ざるな bo 困 果の親 律 VJ いふ も 此の 一 現象が 他の 一 現象の 原因 又は 


也の 識 人の 學£ 'すに の^ 
° も 的る 研の 形 、到 範は 
ョ耍は 究問而 さ 達 園 綏 
然求 知に 題 上れ ぜ外驗 


によ， 9 て與 へらる 、事物 を 超えて 用 ねらる V 時には 其の 思考 は 全く 空なる もの 

どなる 二 言 に 云へ ば、 吾 人の 知識 は經驗 の範園 以外に 到達せ ざるな h,、 然 らば 經驗 

の 範園を 超えた る 所に 吾人の 確實 なる 知識 を 到達せ しむる もの W いふ 意眛 にて 

の 形而上 學の 成り立ち 得べ からざる こ，、」 は 以上 力 ン トが 知識の 成り立ち を 論じ 

たる 結論 S しても 當 さに 豫想 せらる ベ きこ VJ な bo 力 ン トは 其が 知識 論に 於け 

る 第三の 問題に 入りて 形而上 學に 於け る 綜合 的 判定の 先天的に 立てら る ゝこヾ J 

を 否み ヺル フ學派 等に 謂 ふ 所の 形而上 學の 議論が 確實 なる 极據を 有せざる こぐ」 

を 詳しく 論せ む W 試みた， 90 され ざ 又 彼れ は 形而上 學の 問遛に 吾人の 心 を 運ば 

す こ VJ を 以て 吾人が 知識 的耍 求のお のづ から 然ら しひる 所な h-VJ せり o ただ 彼 

れの 意見 は 其の 事の 知識 的 要求 上の 自然なる に 拘らす 之れ を 以て 吾人の 確赏な 

る 知識 を 成せる もの V」 は考ふ 可から す VJ 云 ふに あ bo 之れ を 要する に、 彼 れの意 は 

先き にヒ ュ ー ムが 心理的 研究の 上よ ，9 して 因枭律 を, 初めぐ J し 其の 他 純 狸 哲學上 

の 觀念は 吾人の 心理 作用の 自然の 結果 V- して 形づくらる ゝ ものな れビ も^ 等 は 

知識 上確實 なる もの VJ いふ こ W を 得す、 即ち 心理的 作用の 自然の 結果な る W 共に 
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い ふ、 此 の^ 極 的 意義に 於いても 亦 吾人 は それに 關 する 智識 を 得る こ W 能 は す、 さ 

れ Vj 吾人 は 吾が 經驗を 限る もの w して 其の 如き 意眛 にての 物自 體を考 へざる ベ 

か ら す、 何 vj なれば 若し 其の 如き もの を 置かす は 吾人の 經驗に 現 はれた る ものの 

一 み實 なる ものにして 其の 他に は 何物 も 存在せ す w いふ 斷定 に陷ら ざる ベ か らす、 

而 して 是れは 吾人の 智識の 成 立ちの 上よ， O 觀て 吾人の 斷定し 得 可き こ VJ にあ 

ら ざれば 也。 故に 吾人 は 吾人の 智識の 達し 得る 範園を 現象 W 名 づけ 而 して 其れ 

に對 して 物自 體の界 即ち 眞實 體界を 置かざる ベから す、 換 言 す れ ば、 物 自體 は界限 

的槪念 (GrenzbegrifF)  vj して 吾人の 用ゐ ざる を 得ざる ものな り- yjo 斯く考 へて カン 

トは 現象 及び 物 自體の ニ界を 分かち 吾人の 知識 をば 唯 だ 前者に 對 しての み 効力 

ある もの ビ なせり。 ブラト ー ン 以後 哲學界 に 於け る 現象界 ^ 眞實 體界. V」 の區別 

が カントの 智識 論に 於いて 如何なる 新面目 を 著け たる か を 見よ o 

理性の 觀 念 

吾人の 智 〔二 四〕 上に 論じた る 所に よりて 明らかな るが 如く 悟性の 槪 念が 感性 的直觀 


直觀は 吾人の 感性 的直觀 の用ビ 悟性の 用 W を 兼ね 有する が 如き ものな り o 思考 

は 形式 を與 ふる VJ 共に 智識の 對境を 造 り 出 だす ものな り、 而 して^の 如き 智識の 

對境を 名 づけて 物自體 (Ding  an  sich) 換 言 すれば 眞實 體，、 J いふ こビを 得。 然るに 吾 

人の 心性に は 其の 如き 物 自體を 吾人の 智識に 與 ふる 理智 的直觀 <yj いふ ベ きもの 

はなし。 吾人 は 直觀を 有すれ Vj も 其 は 感性 的の も の、 吾 人 は 悟性 を 有すれ V- も 其 

は 感性 的 直観より 其の 對境 を與 へられて 始めて 智識の 對境を 成す ものな. 50 此 

の ゆ ゑに 吾人の 智識 は 物自體 (Ding  an  sich) 又は 眞實體 (Nollmenoll)  vj いふべき もの を 

吾人に 與へ 得ざる ものな， 90 但し 吾人 は 眞實體 を 解して 積極的 及び 消極的の 二 

義に 見る こど を 得、 積極的 yj は 或 性的なら ざ る直觀 即ち 理智 的直觀 (又は 直 觀的理 

智ビ 名づ くべ きも の) の 對 境- yj なる もの をい ふ、 而 して 是れは 全く 或然 的の ものに 

して 吾人 は 其の 如き ものの 有無 を斷 言 する こ w 能 は す、 唯 だ 若し 其の 如き 直觀を 

有し 居る 者 あらば 其の 者の 智識に 對 しての みか、 る 意義に ての 具實體 あり vj 云 

ひ 得る の み、 さ れ Vj 吾人に は 其の 如き 狸智な し、 故 に 吾人の 智識 は 其の 如き 眞實體 

を揭 ぐる を 得す。 消極的 意義 vj は 吾人の 感性 的 直觀の 對境ミ ならざる もの を 
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五 二八 

智識の 成， 5 立ちよ， O 見て 唯 だ 經驗の 範圍內 に 於いての み 云 ふべき も の、 即 ち舍蓄 

的 (immanent) の ものにして 超越 的 (transscendent) の ものに 非 や。 但し 吾人の 槪念 によ 

りて 經驗 以外の 事物 を考 ふるさの 出來 ざるに あら や、 然 れ V- も 其の 思考 は 畢竟 架 

空なる ものにして 智識 を 成す もの，、」 は 云 ふ ベから や、 何 どなれ ば、 智 識の對 境は範 

疇の 圖式 により て (詳 言 すれば 範疇の 圆式を 直観より 來 たれる ものに 用ゐ て) 始 め 

て 成 b 立つ ものにして 其 等經驗 の範園 外に 出で たる 思考 は 終に 智識の 對境を 作 

る 能 は ざれば な. 00 故に 其 等の 範疇 を 其が 圆式 によ ，9 て 直 觀の範 圍內に 用ね 

れ ば (換 言 すれば 經驗の 範图內 に合菩 的に 用ゐれ ば) 其 處に 智識 を 成す VJ いふ こビ 

を 得、 然 れ， W も 其の 範圍を 超えて 用 ねれば 某 は 唯 だ 空なる 思考た るに 止ま て 其 

處 に確實 なる 智識 は 形づくられざる 也。 但し 若し 吾人の 悟性 即ち 思考力が 智識 

の對境 其の物 を與 ふるこ w を 得 ば、 換 言 す れ ば、 吾 人の 考 ふる (即ち 思考の 形式 を 用 

ゐ る) こ VJ 其の 事に 於いて 又 能く 思考の 對境を 造， 5 出 だす こ. w を 得る ものなら ば 

其處に 吾人の 今 現に は 有せざる 一 種の 智識 を 形づくる こビを 得るなら む、 力 ン ト 

は 其の 如き 能力 を名づ けて 理智 的直觀 (intellootuelle  Anscllallullg) ビ 云へ り、 即 ち 理智的 


ほ^ 體 ^理 
0 ミ 、ミ智 
K 勸的 
體象自 直 


は 回 轉すビ 思へ る を 破り 地球 は 太陽 を 中心 w して 廻轉す w 見て n ぺ ル 一一 クスが 

始めて よく 天文 上の 問題 を 解く 道 を 示した るが 如く、 力 ン ト は在來 の哲學 者が 自 

然界を 立法者 どして 吾人 は 唯 だ 之れ に從 ひて 其の 法則 を 授かる が 如き ものな り 

w 見た る 關係を 倒 まにし 立法者 は 吾人に して 自然界 は 吾人の 心性 を 中心 ビ して 

廻轉 する ものな り ど 見る こビ によ h- て 始め て 能く 知識 論" 上 の 問題 を 解き 得 ベ し 

S 考 へたれば な， 50 

〔二三〕 かくの 如く 吾人 は 自然界に 閼 して 遍通的 智識 を 立し 得る ものにして 

因果律 等の 自然の 法則 は 先天的に 必然 遍 通の 効力 ある もの VJ して 認め 得ら る、 さ 

れ V- 其め 効力 ある 範圍は 現象界に 限 る、 換 言 す れ ば、 吾 人の 經驗の 範圍內 に 於いて 

のみ 然 b ビ いふ こビを 得るな， 盖し其 等の 法則 は 吾人の 經驗 其の物の 先天的 

條怦 なる が ゆ ゑに 吾人の 經驗し 得べ きもの は 必す皆 其 等の 法則に 從ふ ベ きもの 

VJ 斷じ 得る 代 はわ に、 之 れビ同 一 の 理由 を 以て 吾人の 經驗し 得ざる 範 図にまで も 

其 等の 法則の 効力 は 達すべき ものに 非す ど 云 はざる ベから す、 | 言に. 云 へ ば、 悟 性 

の 槪念を 基礎 VJ して 自然界の 純 遝哲學 は 立てら るれ ども 其の 純 狸 哲學は 吾人の 
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HU1 六 

我が & 面に 寫 すの 謂 ひに あらす して 其の物 を 成 b 上がらし むる こ ビが是 れ旣に 

知識 其の物の 作用な り o 吾人が 自然界 を 知る VJ いふ は 我が 悟性の 作用に よ b て 

知識の 對境を 造" 9 上ぐ るな bo 故に 自然界の 法則 は 他よ.^ 吾人の 心に 與 へらる 

る ものに 非す して 吾人が 自然界に 與ふ る ものな り、 立 法 者 は 外物に あらす して 我 

れな， 90 かくの 如く 自然界 は 吾人が 之れ に 因果 俅 等の 法則 を與 へて 始めて 成り 

上がる ものなる が ゆ ゑに 其の 界の全 範圍を 通じて 因果律 等の 法則の 行 はれす S 

いふ こどな し VJO 斯く考 へて カント は ヒュ， ム がさき に 因果律 は 是れ唯 だ 吾人 

の 主観的 習慣に 基づけ る ものにして 自然界に 客觀 的に 遍 通なる ものき は 斷す可 

からす VJ 云へ る 疑 を 破す る を 得，/ J 思へ， 90 即ち ヒュ ー ムに從 へば 因果律 は主觀 

的なる が 故に 遍通 的なら す W 云 ひ、 力 ン トに從 へば 其れが 吾人の 心性 そのものの 

働きに， レ て、 其 の 意味に て主觀 的の もの なれば こそ 又： 能 く客觀 的に 遍 通なる 効力 

を 有する もの. VJ して 認めら るゝ なれ VJ 云 ふ。 此の 點に 於いて カント は 往時 コぺ 

〃 一一 タスが 天文 學 上に 爲 したる W 同樣な る (但し 云 はば 其 を 倒 まにした るが 如き) 

革命 を 哲學界 に 行 ひたる ものな り ど 自吿せ bo 盖し 世人が 地球 を 中心 £ して 天 


也 L 物 法 見 ゾ於知 
° てに 者 地 トけ讖 
我 非 は 、のる |& 
れす外 立 新 力 I こ 


〔ニニ〕 此 くの 

吾人の 思考力 即ち 

の 先天的に 立 せら 

いて 綜合 せらる、 

的に 又遍通 的に 然 

の 物の 與 ふる 所な 

ざる こ VJ なし 吾人 

るが ゆ ゑに 其の 法 

以上 述べた る 力 ン 

開かれた る を觀る 

說に 於いて は 凡べ 

する に 外なら ざる 

對境 其の物が 吾人 

へ ら く、 事 物 を 知識 


如く カン トは 自然界 を 成， 5 立た しむる 所以の 法則 即ち 形式 は 


悟性 其の物の 働き 方な り ど 見 

るゝ 所以 を證 明せ む VJ せ. 00 

事柄が 唯 だ 後天的に 與 へらる 

るか を 了解し 得べ から や、 然 れ 

る を 以て 吾人の 思考力 を 以て 

の 自然界に 於いて 觀る法 則. は 

則 は遍通 的、 必 然 的なる を 得る 

トの 知識 論に 於いて 吾人の 知 

べし。 希 臘哲學 者の 見地 及び 

て 吾人の 知識の 對境は 外より 

ものの 如くに 考 へたり しが 力 

の 知識 力なる 心 作用の 所 造に 

す ど いふ は 巳に 成. 9 上がれる 


て 自然 科學に 於け る 綜合 的 判定 

以爲 へら く、 若 し 綜合 的 判定に 於 


ゝ ならば 吾人 は 

V> も 其の 綜^! よ 

接する 所 必ゃ其 

吾人の 心性 其の 

な bo 

識の 成り立ちに 

其の： 見地に 從へ 

與 へられ 吾人の 

ン トに 至りて は 

外なら す VJ 見る 

もの を 恰も 鏡面 
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何故に^ の 必然 

吾人の 思考力 其 

の 綜合の 行 はれ 

物の 與 ふる 所な 

關 する 新 見地 の 

ろ 以後の 一 切の 

知識 は 其 を寫映 

1 轉 して 知識の 

に 至れ り0 以爲 

に 映す が 如くに 


き 四 

所た るな bo 而 して 前後して 生す る 事 抦に對 して 彼れ が是れ お生じたり VJ 見る 

(即ち 因 梁の 關係を 成せる もの W 見 る) も 又 相 共存す る物體 を無關 係の もの どせ す 

颍聯 して 一 なる 自然界 を 成す ビ 見る も 是れ亦 吾人の 思想の 成， 5 立ちの 然 らし 

むる 所な bo カント 又以爲 へら く、 自 然界の I 切の 事物 は 分量 を 有し 居る ものな 

,9、 故 に 之れ に閼 する 科學的 知識 は數學 的の ものなら ざるべ から や。 されば 數學 

的に 考定し 得る 限り 吾人 は 科學的 知識 を 有し 得^な b  、故 に 數學を 用ね 得ざる 心 

理學 及び 化 學は嚴 密に謂 ふ 自然 科 學の範 圍內に 在らす 此等は 唯 だ 叙述 的の もの 

な bo 而 して 自然界に 起こる 一 切の 事件 を數學 的に 考 ふるや 之れ を S 間 及び 時 

間の 直觀に 於いてせ ざる ベから す、 即 ち 運 動 (即 ち 數てふ 観念 を 時空に 結びた る も 

の) VJ いふ 観念 を 用 ねざる ベ から や、 物 理 學： 上 は 一 切の 現象 を 分析して 之れ を物體 

の 運 勸に歸 し 得べ し。 之れ を 要する に、 運 動の 法 則、 範 疇 及び 數 狸に 墓 づきて 吾人 

の 先天的， に (即ち 遍通 的に) 又 必然的に 立し 得る 所の もの 是れ 即ち 自然 科學の 純理 

哲學的 基本 を 成す ものな り ど。 カント は 又 物賀の 成， 9 立ち 其の物 を 牽引力 及び 

反撥 力の 相互の 釣合の 結果 して 證明 せむ ど 試みた， 50 


の 原理 を 名 づけて 力 ン トは 經驗的 思考 其の物の 要求 (postulate  des  ipirischen  Denkens 

tlberhaupt) ビ 云 へ り、 之れ に 三つの 原 狸 あ b  二 に、 經驗の 形式的 條侔 即ち 直観 及び^ 

念の 形式に 從 へる もの は 可能なる ものな り 、二 に、 經驗の 素材 的條件 即ち 烕覺に 合 

する もの は 存在す る ものな 三 に、 經 驗の 全體に 通す る條. 件に 從 うて 存在に 合し 

たる もの は 必要なる ものな， CNO 

以上 揭 げたる 原 狸の 中 第 一 及び 第二の 原 狸 は 吾人の 經驗 する 一 切の 事物 は皆大 

さ 及び 強さに 於け る 分量に 屬 する ものな いふ こ ビ^- 言 表した る も の、 第 四 の 

原理 は 可 能、 存 在 及び 必至 W いふ こ VJ の 意義 を 言 表した る も の、 而 して 第三の 原理 

は 自然界に 關 する 吾人の 知識の 中 最も 肝要なる ものにして 此の所 是れ 即ち 力 ン 

トが依 hN て 以て ヒュ， ム の 疑 ひ (即ち 其が 實體 及び 因果 W いふ 觀 念の 批評に 於い 

て 言 ひ あら はせ る 所) を 解かむ vj したる ものな， 00 カントに 從へ ば i そ 或 事柄の 

同時に 在り 或は 前後して 在る vj いふ は 一 の 常住なる 體に 於いて 始めて 出來 i る 

こどな 變 化 は 其の 常住なる 體に 於け る狀 態な り、 此 の 常住なる 體を 置か やして 

は變 化する 狀態 を考ふ ベ から す、 即 ち 是れは 吾人の 思想の 成り立ちの 然 らしむ る 
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五 ニニ 

所の もの 是れ卽 ち 「純 自然科^」 ("  reme  Naturvnssenschaft  ") の 墓 礎 vj  る もの ： し r- 、力 

ン ト が 「自 然界の 純 狸 哲學. - (" Metaphysik  der  ^atur)  V> 名 づけた る もの 是 な， 90 

純 自然 科學の 基礎 を. 成す 所の 原 狸 は 量、 質、 關 係 及び 樣狀の 四方 面より 見た る 範疇 

に 於いて それぞれに 認めら る o 第 r 量の 原 狸 は 凡べ て 吾人が 自然界に 於いて 經 

驗 する もの は皆廣 がりに 於け る 量 即ち 大さを 有す いふ こ ビ にして 力 ン トは之 

o  o  o  o  o 

^を 直 難の 公 狸 (Axli  cier  Anschauullg) き 名 づけた り、 言 ふこ、 K- は 吾人のま^ に； 

ける 凡べ ての 物 は 皆 大さを 有す ど いふに 在， 90. 第二、 質の 原 狸 は 凡べ て 吾人の， S 

覺 する 所の もの は强 さに 於け る 或 程度 を 有す いふ こ VJ にして 力 ン トは 之れ を 

ゥ o  o ゥ o 

名つ けて 知 覺の豫 欺 (A-ntizlpatisl  der  TV  ahr  neli ョ ung)VJ 云 へ hso 第 三、 關 係の ぶ 理を 名づ 

3  o  o  o  o 

けて 力 ン トは經 驗の類 撒 (Amllog-e  uer  Erfahrung) き 云 へり。 盖し 常 住、 前 後、 及 び 共 在 

の 三つに 對 して 三 個の 類推 あり、 一 に 曰 は く、 凡 ベ て 現象の 變 化する 中に 在， o て 物 

の體は 常住に して 其の 全體の 量は增 減す る こ- yj なし、 二に 曰 は く、 凡 ベ ての 出 來^ 

は 規則 立ちて 前後す る も の、 換 言 すれば 因果律に 從ふ ものな り、 三 に 曰 は く、 も ベ て 

の 物體は 其が 共 在す る點に 於いて は 皆 相 閼的關 係 を 有する ものな. 第 四、 樣狀 


™ 觀に應 用 せらる ゝな h-0 

1 體、 多 性 及び 全 體の三 範疇 を 用&る 時の 圖式 は數 (即ち 同樣 なる 部分 を 時間に 於 

\ いて 相 重ねた る もの) なり。 實 有の 範疇 を 用ゐる 時の 圆式 は充 たされた る 時 問 (即 

一 ち 時間に 於け る 有) な 、非 有の 圖式 は虛 なる 時間な り、 制 限の 圖式 は充 たされた る 

事に 限， 5 の 有る 時間な り。 體 性の 圖式は 時間に 於け る 常 住、 因 枭の圖 式 は 時間に 

於け る 親 則 立ちた る 前 後、 相 關の圖 式 は 時間に 於け る 物の 共 在な bo 可 能、 存 在 及 

び 必至の 圖式は 何等かの 時に 於いて 在 b 得べき こ ビ 、或 一 の 定まりた る 時に 於い 

て 在る こ VJ 及び 凡べ ての 時に 於いて 在る こ ビ是れ な， 9。 此 くの 如く 時 問に 於け 

る 或關係 即ち 圆 式が 媒介 どな， 9 て 各 範疇が 直觀 上の 現象に 用ね 得らる ゝな. 50 

雑 自の然 §  〔ニー〕 上に 述べた る圖 式に 從ひ 範疇 を 用ゐる こビに 因， 9 て 吾人 は 自然界に 

於け る 法則 を 立す る こど を 得、 而 して 此 等の 法則 は 吾人の 先天的に 立し 得る 所の 

仏 ものな b  、盖し 自然界 其の物 は 吾人が 之れ に對 して 此 等の 法則 を與 ふるこ どに よ 

hv て 始めて 成り立つ もの なれば な- 90， 此の ゆ ゑに 吾人 は 自然界に 關 して 先天的 

^ に 立し 得る 知識 を 有する こ^ を 得。 而 して かくの 如く 吾人の 先天的に 立し 得る 
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像圔介 1! 

力 式^ ミ 

°  、なの 

想す K 


五 二  O 

立つ w せば こ ゝに說 明 を 要する は. 如何にして 彼れ が 此れに 用 ねらる ゝかビ 云 ふ 

J な hNO 槪 念、/」 直觀 -yj は 全く 其の 趣 を 異にして 恰 も (力 ント の說く 所に 從へ ば) 見 

知らぬ 他人の 如く 其の 間に 何等の 關係 あ， 5 又 何等の 共通 的 基本 あるか を 認め 難 

きものな るに 奈何に して 能く 前者が 後者に 宛て はめら る ゝぞ。 力 ン トは 此の 問 

に 答 へ て 各 範疇、、」 直觀 -yj の 媒介 を 爲す圖 式 (schema) あ b 而 して 之れ によりて 能く 

前者が 後者に 宛て はめ 用 ねらる ど 云 ふ。 是れ 即ち 彼れ の 謂 は ゆる 範疇 圖 式の 論 

にして 純 狸 性 批判 論の 中 其の 最も 苦心せ る 所 又 最も 難解の 所た るな- 90 彼れ 說 

いて 曰 は く、 感 性- ビ薛 ま VJ の 中間に 位する もの VJ も 見ら る ベ き 想像力 (Einhildullgs- 

kraft) が 謂 ふ どころ 槪念を 直 覺に媒 する 圖式 を與 ふ、 而 して 此の 圖式は 時 問 的直覺 

の 上よ り して 得らる ゝ ものな h><y」o 盖し 直觀の 形式の 中 にても 力 ン トが 內官の 

形式 ど 名 づけた る 時間 は是れ 一切の 經驗の 直觀的 形式た る ものにして 何等の 事 

物 VJ 雖も 時間に 於いて 經驗 せられざる は 無く 隨 うて 槪念を 用ゐる 時に 於いても 

最も これに 親密なる べき は 此の 時間の 形式なる ベければ なり。 一 言 に 云へ ば、 時 

間 上の 或關 係に 從ぅ て (或 は をれ を 便， 9 ビ し て、 記 號 VJ し て) 悟 性の 槪 念が 感官 的 直 


一 作用 其の物 を 意識せ すして 寧ろ 其の 作用の 結果 を 

知識 作用の 根柢に 橫 はれる 統 一 作用 は 個人 意識の 範 

W 云 はむ よりも 寧ろ 其の 意識の 遍通的 根柢に 於いて 

き な b  、換 言 す れ ば、 個 人の 經驗 する 意識 以上 に (又 は 其 

なる 意識 ありて 丽 して 其の 意識が 個人の 經驗的 意識 

現 はれ 來たる もの VI 見ざる ベ から や o 是れ 即ち 力 ン 

於いて 共同 的 意識 (Bill  tibilallptwj 名 づ け 又 『純 粹 

先天的 條件を 成す 統 一 作用 (Taslndeatale  Apperception) 

bo 盖し此 の 「我 jv」 いひ 共同 的 意識 W いふ は 知識 論 上 

立た しむべ き遍 通なる 先天的 條件 VJ いふ ベ きものな 

經驗的 意識に 於け る 銃 一 作用 (即ち 知識 論 上 其が 先天 

の 根柢 を 成すべき もの を 謂へ るな hso 然れば 此處に 

言 ふ 所， VJ 力 ン トが 知識 論 上 先天的 條怦ビ して 謂 ふ 所 

〔二 〇〕 悟性の 槪念を 感官 的 直観に 用ね て而 して 


認む o 故に 茲に云 ふ 吾人の 

図內に 於いて 行 はる ゝ もの 

已に橫 はれる もの ビ 見る ベ 

の 根柢に 於い て) 更に 共同 的 

の範 園に 旣 成の 結果 ざして 

トが其 の 著 『ブ p レゴメ ナ』 に 

理性 批判』 に 於 いて は 知識の 

或 は 「我」 名 づけた る ものな 

より 見て 吾人の 意識 を 成， 5 

り、 尙 ほ 詳しく 云へ ば、 個 人 の 

的條件 W 見るべき 銃 一 作用) 

於いても 經驗的 心理 學 上に 

ど を區別 せざる ベ からす o 

始め て經^ 上の 事物の 成り 
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の 間 

^9 る 

に 止 

云 へ 

成官 

能 は 

の 知 

に從 

全 く 

デ ^° 

さ れ 


處 に 

的な 


に 言 ひ 現 はすこ W 

は 唯 だ 其の 時空の 

ま b  、遍 通 的 又客觀 

の觀 念の 相聯績 

上の 關 係に 止ま 

,9、 而 して 若 

b 立た しめ 

物たら しめ 

質 を 異にし 

せらる べき 

性の 槪念 を 

於け る關 

効力 を 有す 


を 得 す、 畢 竟 す る に、 其 の 種々 の 


SH  、個 

的知覺 

ざるな 

識を成 

へる 事 

其の 性 

條俾 VJ 

此等悟 

ば签間 


遍通 的なる 


し 其 

時空 

む に 

た る 

銃 一 

用 ね 

係 は 

る も 


覺 の時签 

於いてし か あ り、 又 或 個人に 對 してし 

る 關係を 成す もの w して は 認識す る 

する 心理 上の 關係を 云 ふに 止まる o 

b 居る 間 は ヒ ュ ー ム の 立脚地 以外に 

の 立脚地 以外に 出で て 、具に 客 觀的効 

に 於け る 感覺の 共 在 及び 聯續 をして 

は t ュ 1 ムが謂 は ゆる 聯想 猙の 如き 

知識 論 上の 立脚地より 見て 知識 を 成 

作用 卽ち 悟性の 與 ふる 槪 念の 効力 を 

る こどに 於いて 始めて 經驗 上の 判定 

唯 だ 悟性の 與 ふる 銃 一 的 親 律に より 

の vj なり 得べ きもの-なれ Vj も、 個 人 の 


五 一 八 

に 共 在し 又 前後 

か ありき <yj いふ 

さ 能 はや、 1 言 に 

之れ を 要するに、 

1 步も 出づる To 

力 を 有する 吾人 

更に 客 觀的親 律 

心理的 法則 V」 は 

b 立た しむる 先 

謂 はざる ベ から 

を 成すべし〕 

て 具に 客 觀的又 

經驗的 意識 は此 


の 銃 一 的 作用 をば 寧ろ 旣 に^れる もの ビ して 發見 す、 換 言 す れ ば、 悟 性の 根本的 铳 


を も 想 ひ 浮かぶ る こ ^ 能 はざる べし。 而 して 此の 再現に 於いて 又 綜合 作用 あ. 9、 

次ぎに 斯く 想像の 上に 再現した る もの を 認めて 是れは 彼れ な b( 例 へば 今 見る 是 

れは 即ち 書て 見た る 花- yj いふ ものな h,OVJ する こ V」 (即ち 一 槪 念に 引き合 はし 是れ 

は 彼れ なり V」 再^識す る 綜合 作用 加 はりて 茲に 始めて 知識 を 完成せ るな， 50 

『純粋 理性 批 判』 の 第 二 版に， 於いて は 力 ゾトは 今 謂 ふ M: 現の 綜合 及び 

再認識の^ 合な 3 て 知 譏 論 上 は 言 ふ 必耍 なきもの ビ して 遺 却 ぜリ。 

右い ふ 銃 一作 用に よりて 茲に 始めて 經驗 上の 判定 を 成す。 カント は 此の 彼れ が 

II は ゆる 經驗 上の 判 定 (Erfahrungsurtheil).yJ 知覺 上-の 判 定 (wahrnehmuogsllrtllcil) ど 名づく 

る もの ビを 15! 別せ， 00 以爲 へら く、 統 一 作用. が 唯 だ 感官 上の 知覺に 止ま ，5 居る 判 

定は單 に 時空に 於け る 共 在. 及 び 前後 を 云 ふに 外なら や、 而 して 其れが 签 間に 共 在 

し 時間に 前後す w いふ 事 は遍通 的の もの どして 先天的に 斷定し 得れ ざ も 其の 前 

後し 共 在す る 事抦の 間に 必然の 關係 あう. yj いふ mj は斷じ 得べ から す、 之 れを 例す 

れ ば、 知 覺 上の 判定に 止まり 居る 間 は 日が 照， 5 た， ON 次ぎに 蠟が 融けた h-VJ いふ 前 

後した る 事實を 言 ひ 表 はし 得る に 過ぎす して 日の 照る i が (因 € な り て) 蠟 を融か 

(す ビ いふ 果を 生) し た， 9 どい ふ 判定に は 進む MJ 能 はや、 即ち 眞に 因果の 關係を 其 
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ョ 六 

る ものに 非す して 寧ろ 經驗を 成り立た しむる 先天的 條件 VJ いふ ベ きものな り0 

されば 經驗 上の 事物の 在る 所此 等の 槪 念の 應 用せられ ざる こ S な し、 何 W な れば、 

凡べ て經驗 上の 事物 は此 等の 槪念 にょうて 始めて 造. 5 上げら るゝ もの なれば な 

り、 猶 ほ 吾人の 感官 上の 直観に 於いて 時空の 形式に 支. 配せられ ざる ものな きが 如 

し 0 故に 此 等の 範嗜 は客觀 的に 遍 通なる 効力 を 有する ものな hNO 

斯 くの 如く 吾人の 經驗を 成， 9 立た しむる に 必要なる 銃 一 作用 を 分析して 考 ふれ 

ば 其の 中に 三 個の 要素 を發 見す る こ ミ を 得、 即ち 多 ど 一 VJ 及び 多 を 一 に 銃ぶ る 作 

用 ビ是れ な. 90 次 ぎピ 又 此の 銃 一 作用 は 三 段階 を經て 進む ものな， 9 ビぃ ふこ V」 

を 得、 即ち 第 一、 直觀に 於け る 知 覺の綜 合、 第 二、 想像に 於け る 再現の 綜 合、 及 び 第三 槪 

念に 於け る 認識の 綜 合、 是 れ なり o 盖し銃 一 的 作用に よ， 9 て 事物の 成. 5 立つ 順序 

を 見る に、 先 づ 吾人の 直觀 する や 其處に 巳に 多なる 事柄の 綜合 さる ゝこビ なかる 

ベから す、 此 の 綜合な くば 签間 及び 時間 を 描く こ W 能 はざる べし。 次ぎに 又 吾人 

の 全き 知識 を 成さむ に は 曾て 見た る 事物 を 想像に 浮か ベ て 其 を 再現す る こ VJ を 

耍 す、 若 し 全く 再現す る こどな く觀 たる ほざの ものが 直ちに 心 を脫し 去らば 一 事 


^  か テゴリ r 

一 見、 都合 十二 種の 槪念を 擧げ. 之れ を 名 づけて 十二の. 範畴 vj 云へ bo 右の 中、 質 及び 

量に 於け る 六 種の 判定に は 其の 谷： に 於 て 知識 論 上の 槪 念が 單に 一 なる もの w し 

て 働き 居れ h /力 ン トは 之れ を 數學的 W 名づ く、 關係 及び 樣狀に 於け る 他の 六 種に 

は槪 念が 相對 したる もの w して 働き 居れ り (例 へば 體 ^性 ビ 相對し 可能 VJ 不可能 

ミ相對 する が 如し)、 之れ を カ學的 VJ 名 づく。 右 四 部類の 各： に 於いて 第三の 槪念は 

第一 及び 第二の 兩槪 念の 結合に よ， 9 て 成れる もの VJ 見て 可な り (例 へば 多なる も 

の を 一 . 體 W し て 見れば 全體を 成し、 實有 ビ 非 有 •/」 を 相 結 ベ ば 界限を 成す が 如し )0 

fll， 〔一 九〕 以上 列擧 したる 槪念を 用ゐて 思考す るに 及びて 始めて 經驗 上の 事物 

を 成す。 例へ ば 「此 の 花 は 紅な 上 w いふ 時に 於い て、 此 の 花 VJ 云 ひ 其 を 一 つの 花 W 

して 見る 所に 巳に 一 體 VJ いふ 槪念働 き、 又 此の 花 W いふ 一物が 魟な. いふ 所に 

一 已に體 性 V* いふ 槪 念が 働 き、 又 紅な b ど 肯定す る 所に 實有ビ いふ 槪念が 働き 居り、 

又 火 熟が 蠟を融 かす S いふ 時には 因果 S いふ 槪 念が 働き 居る が 如し。. 斯く 上に 

いふ カテゴリ ー を 用ゐて 感官 的直觀 上の 多なる 事 抦に統 ニを與 へて 茲に 始めて 

經驗 上の 事物 を 成すな り。 故に 此 等の 銃 一 作用 は經驗 によりて 始めて 出來 上が 
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玉一 四 

判定  範疇 

ー單稱 ：.：•： ：  1 體 

量 ー特稱 ：•：：：  多 性 

\ 塞  ：:  全體 

！雷 定  ,  實 有 

否定  弗 有 

 界ほ 

/定言 的 ：：：  體、 性 

閻係 一 假言的  因、 果 

一 選 言 的  ：  相關 

一 或然的  可能、 不可能 

樣狀 m 然的  存在、 不在 

一 必然的  必至、 偶然 


斯 くして 力 ン トは 十二 種の 判定 を 揭げて 其 の 谷 i に 一 の 銃 一 的槪 念が 鋤き る ど 


於いて は！； 定に現 はる ゝ關係 も 畢竟す るに 已に與 へられた る 槪念を 取 h- て 其 を 

分 析 し、 又 其が 關係 を認 むる に 於いても 單に 矛盾 律に 從 ひて 一 槪念を 以て 指示す 

る 所 W 他の 名稱を 以て 呼ぶ 槪 念の 指示す る 所 W の 異同 を認 むる に 外なら や o 力 

ン トが茲 に 謂 ふ 論 狸 上の 關係は 其れ W は 異にして 事物 を 成り立た しむる 所以の 

統一的 作用 を 謂へ るな 換言すれば、 吾人の 感官 的知覺 より 思考の 對境 たる 經驗 

上の 事物 を 造り 出 だす 悟性の 創造的 作用 を 謂 へるなら。 即ち カントの 此の 論に 

於いて 知識 論 上の 論 遝 學が 新生面 を 開けり VJ 云 ふ べきな. 00 

〔一八〕 かくの 如く カント は 判定に 於いて 現 は るゝ 吾人の 銃 1 的 思考力 を 看 

るに 之れ を 新ら しき 知識 諭 上の 論 狸 的 立脚地より したる が、 而 かも 所謂 判定の 種 

種の 形 を列擧 して 其處に 悟性の 種々 の槪 念を發 見せむ VJ する 時には 當時 一 般に 

行 はれた る 通常の 論理 學 上の 所見に よれ. 5 き o 彼れ は 其の 所見に よりて 判定 を 

量、 賀、 關 係 及び 樣狀の 四 種の 見方に よりて 別 かち 而 して 其の 谷 "に 於いて 更に 三種 

を 別 かて bo 次表の 如し 0 

(形式的 論理に 於け る)  (知識 論に 於け る) 
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5  二 

是れ 吾人の 心性 作用 即ち 吾人の 心性 其の物に 具 はる 先天的 形式の 爲す 所に 外な 

ら や。 時間 及び 空間が 吾人の 直觀の 仕方なる が 如く 其 等 自然界に 法則 を與 へて 

自然 科學を 成り立た しむる 所以の 形式 即ち 悟性の 供す る 槪念は 吾人の 思考の 仕 

方な &o 

「一七〕 然 らば 吾人の 悟性 は 如何なる 槪念を 以て 働く ものなる か o カント 以 

爲 へら く、 此 等の 槪念は 吾人の 思考力に よりて 爲 さる ゝ銃 一 の 仕方に 外なら や、 而 

して 思考に よ， o て爲 さる ゝ銃 一 是れ 即ち 論理 學に謂 は ゆる 判定 作用に 於いて 現 

はる ゝ ものな 吾 人の 事物 を考 ふる W いふ は換 言 すれば それに 就いて 判定 を 下 

す _yj 云 ふ な bv-o 斯く 見て カント は 悟性の 槪念は 論 狸學上 吾人の 認 むる 種々 

の 判定の 杉 式よ， 9 得來 たる べき もの W 考へ た， 90 尙 は以爲 へらく、 一  切 感官 上の 

事物 を 除いて 直観の 純 形式 を 得る が 如く 判定に 於いて 存 する 一 切の 事柄 を 引き 

去， 9 判定の 純なる 形式 を認 むる こビに 於いて 純 悟性の 槪 念を發 見し 得べ しヾ」 o 

斯 くして 力 ン トは 形式的 論理 學に謂 ふ 判定に 新 意義 を與 へ て茲に 其れ ど は 全く 

異なれる 目的 を 有する 彼れ が 知識 論 上の 論理 學を 打ち 建てた bo 形式的 論 狸に 


一 ビ 見. 之 れに對 して 此 等の 雜 多なる ものに 銃 一 を與 ふる 槪念を 吾人に 供す る もの 

一 を 名 づけて 悟性 (verstalKl) ビ 云へ， 00 

〔一 六〕 上に 述べ たるが 如く 悟性の 吾人に 供す る 槪念を 以て 事物に 銃 一 を與 

の^ 式な 一  -、、 

リ。 ふる 是れ 即ち 其を考 ふるどい ふこ ビ なり、 故に 其 等の 槪念は 時筌が 直觀の 形式な 

るが 如くに 吾人の 思 考 (Dgken) の 形式な 此等 形式に よ， 9 て 思考す るに 及びて 始 

めて 感覺 上の 雜多 なる ものが 客觀的 事物 どなるな ，9、 而 して 此等 思考の 形式 即ち 

悟性の 槪念は 吾人が 事物 を考 ふる 上に 於いて 必須なる ものなる こ VJ 恰も 時空の 

形式が 直觀 上に 必須なる が 如 し、 而 して 其 等の 必須なる こ VJ 是れ 取り も 直さす 其 

等の 先天的 なるこ W を 示す ものな bo 若し 其 等が 吾人の 悟性の 先天的 形式なら 

すば 吾人 は 自然界の 事物に 關 して 遍通 必然なる 知識 を 有する 能 はざる べき こど， 

\ 換言 すれ ば、 自然 科學 が 嚴密な る 意味に 於いて 成. o 立つ こ VJ 能 はざる MJ^ も 時空 

の 形式 あらやば 數學の 成り立つべからざる が 如くなる べし o 故に 一 言に 云へば、 

經驗 上の 事物に 統一 を與 へて 之れ を 具に 客觀的 事物 ビ して 成り立た しめ 又 自然 

\ 界 をして 整然たる 客 觀的親 律に よ， 9 て 支配 さる ゝ ものお らしむ る は 畢竟 やる に 
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に 前後す る のみなら すして 若干の 法則に 從へ る 事物 を 以て 成. 9 立 つ ものな- 50 

烕覺が 時間 及び 签 間に 於いて 前後し 共 在す るの みに て は 未だ 所 ii 事物て ふ もの 

を 成さす、 自然 科 學が此 等 自然界の 事物に 就い て 有する 所 は 唯 だ數學 上の 關 係の 

みに 非す して 又 能く 其 等 事物の 相互の 關 係に 於け る 幾多の 通則に 及ばざる ベ か 

らす o 例へ ば、 因果 の 規律 ご 云 ふ もの の 如き、 自然 科學は 之れ を 捨て ゝ成& 立つ ベ 

きものに あら す、 而 して 此等 因果の 親 律 等 は 唯 だ签間 及び 時間 上の 關係ビ して 言 

ひ 現 はす 所の 數學 上の 原理 S 同一なる ものに 非す。 是に 於いて カント は 進みて 

自然 科學 上なる 吾人の 知識 を 成り立た しむる 幾多の 原理が 先天的に 立し 得らる 

るか 否か を 問へ. 50 是れ 即ち 彼れ が 『純粹 理性 批判』 に 於け る 第二 の 問題な り o 

兹に 言へ る經驗 上の 事物 は 時空に 於け る關係 以外の 關係 によりて 結合 せられて 

始めて 成， 9 立つ もの 也 VJ いふ 意 を 力 ン トは 言 ひ 表 はして 曰 は く、 吾 《< の 感覺を 時 

签の 形式に 入れて 成， o 立た しめたる 直觀を 更に 銃 一 的 作用 を 有する 槪念 によ. 5 

て 仕立て上げ 茲に 始めて 經驗 上の 事物 を 成 す、 經 驗 上の 事物に 於け る 銃 一 性は此 

の槪 念よ h- 來 たる ものな， 5 ど。 斯 くして 彼れ は 感性の 與 ふる 所 を雜 多なる もの 


耍の 性す 事經 
す 働のに 物驗 
° く槪 は^ 上 
な 念 悟 成の 


る もの VJ 云 はざる ベから や o 此の ゆ ゑに カントに 取， o て は 遍通的 及び 必然的 VJ 

いふ こ は 先天的 VJ いふ こビ VJ 離れ す、 先 天 的 VJ いふ こ VJ は 心性 的 VJ いふ J  W 離 

れ や、 而 して 心性 的. yj いふ こど ビ 客観的 w いふ こ ど w は 亦 相 離れ す、 故 に斯 かる 意 

味に ての 心性 的 を 主觀的 w 云 へば 其の 意眛 にて 謂 ふ 主觀的 はまた 客觀的 S いふ 

ベき ものな， CNO 感覺は 此の 意味に て客觀 的な b-yj 云 はる- ゝ こ- V」 能 はや o 以上 論 

じ來 たれる 所に よ， 9 て 吾人 は 次ぎの 如き 結論に 達 す、 曰 は く、 時 签は經 驗上實 在 を 

有する もの (empirischeBcalitat) なり (盖 し經驗 上の 凡 ベ ての 事物に 遍通 する ものなる 

を い ふ)、 され ざ 經驗 以外に 於いて 實在を 有する もの に 非す、 即 ち 知識の 成， 5 立ちよ 

お 云へ よ、， 签は 5 上の もの (Transscendentale  Idealitat を 有する も の) に 外なら す。 

純 の槪念 即ち カテゴ り ー (Kategoric) 

〔I 五〕 吾人が 經驗 上の 事物 は 唯 だ 其れが 時間 及び 空間に 於いて 前後し 又 典 

在す VJ いふ i のみなら す尙ほ 其れ 以上の 關 係に よりて 始めて 成り立つ も のな bo 

而 して 吾人が 自然界 ビ名づ くる もの は 唯お 幾多の 感 覺が签 間に 共 在し 及び 時間 
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るゝこ _yj  w なれ り、 而 して 吾人の 

知識に 於いて 遍 通なる もの は 現 

ふこ _VJ  VJ なれ hNO 

〔1 四〕 斯 くして カント は 時 

が、 此 處に 主観的 w 謂 ふ は 感覺を 

ざるべ からす o 感覺 を主觀 的な 

共に 疑 はざる 所な り。 然れざ も 

其が 個人的な るが ゆ ゑな. 9  VJ 云 

b、 是 れ 實にブ til タゴ ラス 及び 

由な， 50 然るに 時空 は 其れ ビは 

空に 於いて 事物 を 見る- V」 いふ こ 

れ ざる ものな hN  、例 へば、 一 物 を 見 

あらむ も 其の 空間に 於いて 見 時 

なら や o 故に 感覺 を主觀 的な， O 


經驗 上の 事物 是れ 即ち 

象 即ち 經驗の 形式 以外 

間 及び 空間 を 主 觀的即 

主観的な り VJ いふ VJ 明 

いふ こ V.J は 力 ン. ト 

其 を主觀 的な hNVJ いふ 

ふ こ ミ、 換言すれば 非遍 

，テ ーモ クリ トスが 感覺 

全く 反對 なる 狸 由を以 

VJ は 吾人 人類の 心性に 

る 色 或は 其の 聞く 昔聲 

間に 於いて 聽 くどい ふ 

ビ いふ 意味に 對 して 云 
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現象なる が ゆ ゑに 吾人の 

に 出 づるこ £ 能 はす- yj い 

ち 心性 的の もの S 見た る 

ら かに 其の 意義 を區 別せ 

が デカルト 及び P タク w 

理由 を 何 どや VJ 尋 ぬるに 

通 的な. 5 ビ いふ こどに 在 

を生觀 的の 者ビ 見た る理 

て 主觀的 W せら る、 即 ち 時 

於いて 個人的の 差別 を容 

はんに よりて 與なる こ W 

こ VJ に 於いて は 少しも 異 

へ ば、 時 空 は 寧ろ 客観的な 


みち 象な 週 

。知に る 通 
識腌 は必 

€> す現然 


〔一三〕 時空 は 心 其の物の 直 觀の仕 方、 換 言 すれば、 其の 主観的 即ち 心性 的 形式 

にして 吾人の 知覺に 於け る 凡べ ての 物 は 皆 件の 形式の 中に 現す ベ きものな り 0 

欧に 時空 は 所謂 實 物 (心 性 以外に 其が 實在を 有する も の) に も あらねば 其の物の 性 

質に も あらす 又 其の 相互の 關係 にも あらす o 若し 其の 如き ものなら ば 吾人 は 前 

に 云 へ る 如く 其 を 先天的の もの して 吾人の 心に 浮か ぶる £ 能 はざる ど 共に 數 

學に 於いても 綜合 的 判定が 先天的に 形づくらる VJ いふ こど 能 はざる べし。 而し 

て 時空の 先天的なら むに は 其れが 上に 云へ る 如き 意味に て主觀 的、 心 性的なら ざ 

るべ からす o 斯 くの 如き 思想の 聯續 よりして カントに 取. o て は遍通 及び 必然な 

る VJ 先天的なる W 主觀 的なる は 不離なる もの VJ なれ， 90 此の ゆ ゑに 吾人が 時 

空に 於いて 經驗 する 事抦は 凡べ て 吾人の 見樣を 離れた る ものに 非す、 即ち 吾人の 

經驗は 吾人の 見様に 現 はれた る 樣、 換 言 すれば 現象 (Erscheinuug.  phoenomena) の 外に 

出で や W いふべ し。 此の 故に 又 カントに 取りて は主觀 的なる W 現象 的なる は 

相 離れざる もの どなれ， 90 斯 くして 彼れ は 吾人の 知識 を 論ヒて 其の 遍 通性 及び 

必然性 を 救 ひ 得た る ど 同時に 其の 確實に 言 ひ 定め 得べき 範園は 唯 だ 現象に 限ら 
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W を 得す 0 若し か 

が 吾人の 心性 其の 

すして 吾人に 取& 

〔一 二〕 此 くの 

VJ 云 ひ 或は 純直觀 

抽き去 b て 後直觀 

VJ が 相 合して 茲に 

詳しく 云へ ば、 签間 

_yj 名づ くる もの は 

る もの は 凡べ て 時 

又 吾人の 心に 於い 

に 在る ものなる が 

時間 は 內官の 形式 

沒變 化す る や 凡 ベ 


S 六 

ゝ らば 遍通 必然の 判定 を 下し 得べ からす。 唯 だ g 間 及び 時間 

物の 作用なる が 故に 如何なる 事物 も 其の 見様の 中に 入れられ 

て經驗 上の 事物ビ なるこ ビ能 はざる な- 5。 

如く 時間 及び 空間 は 吾人の 直觀の 形式な り、 之れ を 直觀の 形式 

W いふ は 直觀に 於け る 素材た る烕 覺に對 してい ふな b  、感 覺 を 

に 於いて 殘る もの は 此の 形式な b  、素材た る感覺 VJ 時空の 形式 

感官 的 直觀ど いふ ものが 成， 乾上がるなら。 

書 

は 外官の 形式に して 時間 は 內官の 形式な， 90 盖し 吾人が 外物 

凡べ て 空間に 於いて 共 在： す る ものにし て、 吾 人の 心內に 意識す 

間に 於いて 連續 する ものな， 90 然れざ も 空間に 於け る 事物 も 

て經驗 せられ 而 して 心に 於け る 經驗は 凡べ て 時間の 形式の 中 

ゆ ゑに 吾人の 外物 を經驗 する や 又 時間の 中に 於 ぃ~ てす 0 故に 

なる のみなら す、 間 接に は 又 凡べ ての 事物の 形式な ，9、 事. 物 の 出 

て 時間の 形式の. 中に 於いてせ ざるな し o 


斯 くして 成る ものな.. ONO 故に 唯だ感 覺を感 す，、」 いふに 止まらす し て (厳 に 云 へば、 

吾人 はも ビ より 唯 だ 成 覺を感 や さ いふ こ ビ な し、 之 れを感 する ゃ必す 時 S の 形式 

に 於いて す) 事 物 を 知覺す vj いふ 意味に ての 經驗は 時空の 形式 を 用. Q て 始めて 成 

&立 つもの なり。 されば 斯 かる 意味に て 謂 ふ 經驗は 時空に よりて 始めて 成り立 

つものに して 時 筌 が經驗 によりて 成. 9 立つ ものに は あらす。 

此 くの 如く 經驗 上の 事物 は 時空に よりて 始めて 成り立つ ものなる が ゆ ゑに 何處 

の 如何なる 事物 vj 雖も時 签 の 形式の 中に 在らざる はなく 從 うて 時空に 於いて 認 

めら る ゝ數學 上の 關 係に 從 はさる ものな し o かくの 如く 時签は 先天的なる もの 

なる が ゆ ゑに 數學 上の 綜合 的 判定 は遍通 必然の ものた る こ W 明らかな り、 例 へ ば、 

吾人が 色眼鏡 を 用 ゐて物 を 見る が 如 し、 如 何なる 事物 も 其の 色を帶 びて 見えざる 

こ ビ なし- yj いふ こ w を 得、 何 vj なれば 其の 色を帶 ばし めて 見る .yj いふ こ w が 吾人 

が 色眼鏡 を 用ゐる 時の 見樣 なれば な bo 若し 其の 色が 吾人の 見様に 存在せ すし 

て 吾人の 見樣 以外なる 對 境に 存在せば 其の 對 境が 或 場合に 其の 色を帶 びて 見え 

たれば ビて 他の 凡べ ての 場合に 於いても 必然に 其の 色 を 帶 びて 見 ゆ S はいふ こ 
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何等の 事物 ビ雖も 其が 吾人に 經驗 さる ゝ 以上 は 時間に 於け る 及び 签 間に 於け る 

關 係を爲 さすして 經驗 さる ゝこ W なし。 此の 故に 數學 上の 闊係は 凡べ ての 事物 

に 通す ベ きものな hNO  , 

空間 及び 時間 を 直觀の 先天的 形式 ビ名づ くる も 其の 意味 は 吾人が 何等の 經驗を 

爲 さざる 前 に (換 言 すれば 何等の 感覺 をも感 せざる 前に) 唯 だ 空なる 形式 S して 吾 

人の 心の 浮かべ 居る ビ いふ 意味に あらや。 時空 は 吾人の 心性 其の物の 働き 樣な 

るが 故に 其 はまた 感 覺を慼 やる 時の 働き 樣な り、 其 れを感 する に 先 きだちて 其の 

働き 樣 のみが 時空の 形式 ビ して 獨 立に 心に 浮かべられ 居る S いふに 非す o 是を 

以て カント は 曰 は く、 此 等の 形式 は經驗 する 時に (即ち 經驗ビ 共 に) 起 こり 來 たる も 

の なれ V- も經驗 よ， 9 來たれ る ものに は あらや VJO 但し 茲に 經驗 ビ 謂 ふ は 感官に 

感 覺を感 する MJ を 言 ふ ビ 解す ベ し、 吾人 は 之 れを感 する W 共に 其 を 時空の 形式に 

入 る、 而 して 之れ を感 する ビ其を 時空の 形式に 入る ゝ VJ は 離る ベから ざる ものな 

れざも 一 より 他 を 取， 5 出 だす 70 能 はや o 斯く 多なる 感覺を 時空の 形式に 入れ 之 

れに 幾分の 銃 一 を與 へて 茲に 始めて 事物が 成り立つ なり。 吾人が 事物の 經驗は 


の 必定 踪« 
な然 は合學 
リ の 邇的上 
° も 通 判の 


〔一 1〕 時签が 先天的 直觀 なれば こそ 數學に 於いて 綜合 的 判定が 先天的に 立 

てらる ゝ なれ o 先づ 其の 判定の 綜合 的なる こ W は 時間 及び^ 間が 槪念な ら やし 

て直觀 なる こ VJ によりて 解し 得ら る、 何 VJ なれば 直観なる ゆ ゑに菩 人 は 幾何 學に 

於いて は 空間に 於いて 形 を 作る こ ビ を 得、 數 學に 於いて は 時間に 於いて 殺の 連績 

を 形づくる こ- y」 を 得れば なり。 時空に して 若し 槪念 ならば 其の 槪 念の 中に 已に 

合み 居る もの 以外に 一 步も出 づるこ w 能 はざる ベ し、 換 言 す れ ば、 分 析 的なる 外に 

進み 行く 道 無 かるべし。 然るに 時空の 直觀に 於いて は啻だ 一 部分の 空間 を 描く 

のみなら す 其の 空間に 聯 接して 更に 他の 空間 を 描き 又 一 の 時間に 連接して 他の 

時間 を 描き 而 して 其の 相互の 關係を 綜合 的に 直觀 する こビを 得るな り、 是 れ數學 

に 於いて 綜合 的 判定の 形づくら， れ 得る 所以な り o 

次ぎに 綜合 的 判定の 遍通 必然なる こビ は時签 の. E 觀が 先天的 なるこ- y」 によ. 9 て 

了解 せらる。 時空 は 經驗を 待ちて 始めて 効力 ある ものに 非す、 吾 人の 心性に 離れ 

ゃ，， 

ざる 働き 賺な るが ゆ ゑに 其の 心性の 行く  VJ ころ 其の 働き 樣の伴 はざる こ VJ なく 

從 うて 時間 及び 签 間に 於け る 關係を 成す もの VJ して 事物 を直觀 せざる こ ざな し。 
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空 の 形式が 後天的なら ぬ こ V」 を 示す ものな， 90 

次ぎに 力 ン ト は時筌 が 吾人の 槪 念なら ざる こ vj を 論じて 曰 は く 、空 間 は 唯 だ 一の 

相 連接した る 空間 vj して あるの み、 時 間 は 唯 だ 一 の繼續 したる 時間 どして あるの 

み、 多くの 签間 又は 時間 を槪 括す る 所の 槪 念なら す。 個々 の 時間 又は 空間 は 一 つ 

の 時間 又は 一 つの 空間 を 幾多の 部分に 區 別した る ものに 外なら や、 槪 念が 個々 の 

物に 對 する 關係は 全く 之れ ど 異なり 侗々 物が 一 槪 念の 中に 在りて 其の 個々 の 部 

分 を 成す いふに 非す して 唯 だ 一 槪 念に 屬 する もの VJ せらる ゝな り。 然るに 個 

々の 空間 及び 時間 は 一 の 空間 及び 時間の 部分に 外なら す、 是れ 時空が 槪 念に 非す 

して 直觀 なる 所以な り。 尙ほ 時空の 槪 念なら ざる こど は 其が 無 際限の 分量 を 有 

し 居る ものなる こど を 以て も 知らる べし。 吾人 は 空間 及び 時間の 量に 制限 を附 

する こ VJ 能 はす 即ち 時签に は 限りなく 多くの 部分 あ h-VJ 云 はざる ベから す o 然 

る に槪 念て ふ もの は 其の 中に 限 り なく 多くの 部分 を 合む ベ きものに あらやして 

若干の 定まれる 性質 を 指して 云 へ る ものに 外なら す、 此 の 故に 時签は 先天的なる 

直觀 な， 50 


ゆ 「形 Z 經驗 する や 時間 及び 签 間の 形式に 入れて 之れ を知覺 す、 而 して 此の 時空の 形式 は 

槪 念に 非す して 純直觀 (詳しく は 純 直観の 形式) に して 且つ 其の 形式 は 先天的の も 

のな b ビ いふに 在り 0 彼れ 以爲 へらく、 時空の 形式 は 先天的なる ものにして 且つ 

それが 純直觀 なれば こそ 數學に 於いて 遍通 必然なる 綜合 的 判定の 形づくらる ゝ 

一 なれ VJO 彼れ は先づ 時空の 形式の 先天的 なるこ ど を 論 ヒて曰 はぐ、 レ 時空 は經驗 

_ に由來 する もの に 非す、 何 W なれば 其 は 吾人の 經驗 したる 事物より 得來 たる もの 

一 に 非す し て、 其 等の 事物 は搴ろ 時空の 形式 を假定 する も の、 換 言 す れ ば 、空 間に 隣接 

_ し 時間に 前後して 始めて 經驗 上の 事物た る こど を 得る もの なれば な ，9、 簡 に 言 へ 

^ ば 、签 間に 於け る 共 在 及び 時間に 於け る 繼續が 經驗を 成り立た しむる に て、 經 驗 が 

時間 {仝 間 を 作れる に は あらす o 換 言 す れ ば、 時 空 は 吾人の 知覺を 成， 9 立た しむる 

根本的 條件 にして 知覺を 待ちて 始めて 成り立つ ものに 非 や o  二 空間 及び 時間 は 

^ 必 然 な る 觀， 念 な ，9、 吾 人 は 能く 種々 の 事物 を 無き もの ビ考へ 去る こど を 得れ ども 

™ 時間 及び 空間 を考へ 去る こ VJ 能 は す、 即 ち 時筌は 事物の 存在す るに 必^なる 條件 

にして 而 して 吾人が 其の 如く 必然に 時空に 於いて 観す るビ いふ こ ビ是れ 即ち 時 
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して 綜合 的 判定 甚だ 多し。 純理 哲學に 於いても 此の世界の 起原に 關 する 論 を 一 初 

め VJ して 綜合 的 判定 を 形づくる こ W が^が 學問 どしての 目的な bo 

然 らば 茲に ふべき は 右 等の 學 問に 於け る 綜合 的 判定が 能く 先天的に 形づくら 

れ 得る か、 又 其 は 如何にして 形づくらる ゝか vj いふ、 となり。 力 ン トの 此の 問題に 

答 ふるや 先づ 如何にして 數學に 於いて 綜合 的 判定の 形づくらる ゝかを 論 じ、 次 ぎ 

に 物 狸學 における もの の 論に 亘 り、 終 はりに 純狸哲 學に關 する ものの 論に 移れ 

り 0( カント は 此の 第一 部の 論 を 『純 粹 狸性批 判』 の  一 Traicende-ltale  Asthetik  "に 於いて、 

第二 部の 論 を 《Tra=ssceu(kll<ale  Aualytil たに 於 い て、 第 三部の 論 を Transsce  一  Klstale  Dialekti に 

-、 ぶいて 货 し.^, 00 後の 二部 を合稱 して 《 Tralicendentale  L-oglk  VJ, いふ。 此の 區 お 

はず ^ フ學 派の 所 說に本 づける ものな り。) 今 先づ第 一 部の 論より 解說 すべし リ 

此の所に 於いて 力 ン トの 論す る 所の もの は 純 直観の 形式な bo 

純 直觀の 形式 

〔一 o〕 カントが 此の 第一 の 問題に 對 して 答 ふる 所 は 要するに 吾人の 事物 を 


こビ ヾ」 なる ぷ. oo  ント^ 吾人の 知 譏の 成り立ち 4- 說 いて 多な ろ ものの 铳 1 さる、： 

；; 在リミ 云へ る は ライブ- - ッ -ン が モナ ドも說 ける 所な 想 ださし^ 

判 一 〔九〕 斯く カント は 吾人の 知識 を 成す 所の 綜合 的 判定 を 取りて 其れが 如何に 

™ し. て形づ くられ 得る か を 問 ふこ ビに 其が 知的 理性の 硏究を 起こ し、 而し て かゝる 

： 綜合 的 判定 は 世に 謂 ふ 數學 、物理-及び 純 狸 哲學に 少なから す 存在す る ものな り VJ 

) 見たり。 例へ ば、 彼 れは 算術 上 五 ど 七 ど の 和 は 十二な りビ いふが 如き 判定 を も 唯 

一 だ 分析 的の ものに あらす VJ 考 へた b 、何 どなれ ば、 五 VJ 七^の 和 を 言 ふ 時に 於いて 

唯 だ槪念 どして は 未だ 十二  いふ もの は 成り立ち 居ら す、 十 二 どい ふ 數を考 へむ 

に は 五 VJ 七 V」 を 思 ふ 外に 之れ に數を 綜合す る 作用 を 加へ ざるべ から ざれば な 

又 幾何 學に 於いて 謂 ふ 所の 公理 を, 羽め. yj し 又 其れに 基づきた る 證明は 凡べ て綜 

；: 合 的の ものな b  、例 へ ば、 ニ點の 間の 直線 は 其の 間に 引き 得 ベ き 最も 短き 镍な， OVJ 

： いふ 命題に 於いて 其の 主語なる 直線 ビ い. ふ槪 念に 於いて は 最も 短し yj いふ 分量 

一 上の 觀念を 合み 居らざる が 故に 唯 だ 其の 槪念を 分析した るの みに て は 此の^^ 

〈 を 作る こ VJ 能 はす o 又 物理-的 自然 科學に 於いて は物體 の變勸 する にも 拘らす 全 

： 物界に 於け る 物質の 量 は 少しも 增减 せす どい ふこ VJ 及び 惰性の 法則 等 を韌め VJ 
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吻體 其の物 ど いふ 槪 念に は 未だ 合 まれ 居らざる 重し いふ こ ど を 持ち 來た りて 

之れ を 其の 判定に 於いて 綜合 すれば な bo かゝる 綜合 的 判定が 後天的に 形づく 

らる W いふ は 論な きふな bo 盖し 吾人が 一物 を經驗 したる 場合に 甲 W いふ 事抦 

-VJ 乙 VJ いふ 事抦 W が 其の物に 結合し 居れ. 9  W いふ だけの 事 實は認 むる こど を 得、 

然れ ざ も 其の 結合が 遍 通な. 9 必然な り どい ふこ，、」 は 後天的に は 知る こ S 能 はす。 

即ち 綜合 的 判定 は 後天的に 立てら る 、こ w を 得れ ども 後天的に 立てた る 其の 判 

定は遍 通 必然なる こ S を 得す。 是に 於いて 吾人に 迫 り來 たる 問題 は 綜合 的 判定 

が 先天的に 立てられざる かビ いふ こビ なり。 若し 其が 先天的に 立てら る ゝを得 

ば 其の 先天的な るの 故 を 以て 其の 判定 を遍通 必然の もの vj 見る こ^ を 得べ し。 

故に 此の 問題 を解释 する 是れ 即ち 知識 論の 問題 を 解釋す S いふべき ものな り o 

而 して 力 ン トは 此の 問題 を解释 せむ w して 知識に 於け る 二 要素 を 分析し 其の 形 

式が 素材に 對 する 關 係を說 けるな り。 素材 即ち 多. な る ものに 銃 一 を與 ふるもの 

は 形式に して 而 して 其の 形式の 何たる か を 研究せ む，、， -す るが 彼れ が 知識 論 上の 

問題な b、 一 言 にして 蔽へ ば、 彼 れが 知識 論の 要は 知的 狸 性の 形式 は何ぞ やどい ふ 


て與 ふる 判定 は 遍通的 又 必然的の ものな-り W はいふ ものから 其の 判定 は詮 やる 

ビ ころ 同 言 的 判 定 (即 も 甲 は 甲な h-w いふ 如き も の) 又 は 分析 的 判定の 外に 出です 

して 能く 綜合 的 判定 を與へ 得る ものに 非 ざれば な. り o 件の 分析 的 判定 ど 綜合 的 

判定 Vi の區別 は、 其 の 名稱を 異にしな が ら、 已 に & タ クの 所說に 於いて 認め 得る 所 

の ものなる が、 此 の 區別は 力 ン トに取 h- て は 甚だしく 肝要なる もの どなり 又 彼れ 

の 之れ を說 きし 後 は 論 狸 及び 知識の 論に 於いて 特に 學 者の 注意 を 引く もの ビな 

れ. CSO カントに 從へ ば、 分 析的 判定 は 唯 だ 其の 主語なる 觀 念の 中に 合 まれ 居る も 

の を 其の 客語に 於いて 分析し 出 だすに 過ぎざる ものな り、 例 へば 物 體は廣 がれり 

ビ いふ は 分析 的 判定な，^、 何^ なれば 廣が， o を 有す る ビ いふ ふ を 引き離して 物體 

ビ いふ 槪 念な く物體 w いふ 槪念は {<H 間に 廣 がれる もの S いふ ほざの 意.^ なれば 

なり 0 故に 此 等の 分析 的 判定 は 先天的に 遍通 必然なる もの VJ 云 ひて 可 なれ ざ も、 

而 かも 其 は 唯だ觀 念の 分析た るに 止ま. 5 て實 在に 關 する 知識 を 開く もの に 非す o 

綜合 的 判定 は 主語なる 槪 念の 中に 合 まれざる 別なる もの を 客語に て 言 ひ 現 はす 

ものな り、 例 へば 物體は 重し VJ いふ 判定の 如き 是れな b  、そ は 唯だ签 間に 廣 がれる 
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形づくる こ VJ 能 は や、 確 實に客 觀的遍 通性 を 有せざる 知識 は 未だ 眞に 知識の 特質 

を 具せ る もの ビぃ ふこ W を 得 す、 而 して 此の 遍 通性 及び 必然性 は 吾人の 後天的に 

得る ものよ b して は 如何にしても 來た b 得べ きものに 非す o そ は 若し 其の 効力 

が 唯 だ^ 驗に のみ 依り 居る 者なら ば 吾人が 其の 場合，/^' に 於いて 經驗 したる 時 

に 於いての みそ を然 bvj いふ ベ くして 其の 以外に 於いて は 其 を 必す然 或は 遍 

通 的に 然り w いふ こ- yj 能 は ざれば な bo かくの 如く 遍通 的なる 又 必然的なる も 

の は必す 先天的の ものなら ざる ベ からす ど いふ こ w  、是 れ 深く 力 ン トが 心底に 橫 

は たる 確信に して 彼れ が 批評 哲學の 全體を 貫け る 肝要なる 思想な， 90 

唯 理說は 其が 取る 所の 論理 的、 演 繹 的硏究 法に よりて 吾人の 知識に 與 ふるに 遍通 

性 及び 必然性 を 以てせむ ビ する ものな り、 さ れ V- 其の 斯 くして 與 へたる 所の もの 

が 果たして 眞に實 在の 相： な るか を 示す こビ能 はす。 唯 だ 論理-的 作用 を 以て 槪念 

を 取り扱 ひ 居る 間 は 唯 理說は 到底 實 在の 相 を 吾人. に 示し 得る もの に 非 や、 故 に 少 

しも 後天的 要素 を容れ すして 嚴密に 其が 唯理論 上の 硏究法 を 運ばし 居る 間 は 其 

の 得る 所 は 終に 签 なる もの w な. 5  了せ ざるべ から や、 盖 し 其が 論理的 作用に より 


形づくる ものな かる ベから す 之 れを 形づくる もの は 吾人の 心性 其の物の 具 ふる 

働き 樣な り、 此 の 働き 樣は 經驗 によ て來 たる ものに 非す VJO 即ち 彼れ に 於いて 

は ライブ -1 ジ ッが謂 は ゆる 生得 VJ いふ 觀念は 更に 改められて 吾人が 事物 を經驗 

する 時に 於け る 心性 其の物の 勖， き樣を 意昧 する こ VJVJ な h-、 此 の 動き 樣 によ h- て 

知識の 素材なる 感覺を 形づく， 9 て 始めて 茲に 眞實の 經驗は 成. 5 上がる こど ミ な 

るな り。 斯く 形式 は 心性 其の物の 先天 的な る 働き 樣な るが 更に 素材な くして は 

形式 其の物 は 全く 空なる ものな b  、又 形式な くして は 素材 は 全く 混沌た る ものな 

KVO 素材 其の物 は 聊か も關 係、 秩 序、 親 律 を 具へ や o 順序 を與へ や、 統 一 する こ，、 J を 

爲 さ す、 形 づ くる こ W を爲 さすして は 其處に 知識 ど 名づ くべき もの は 成， 9 上がる 

ベ からす、 而 して 斯 く烕覺 に 順序 を與 へ、 も を 銃 一 し 形づくる 作用 是れ 即ち 知識に 

於け る 先天的 要素な り o 

〔八〕 經驗說 の 誤謬 は怦の 先天的 耍素を 認めざる に 在， 9、 故に 經驗說 の 立脚地 

よりして は 吾人の 知識に 與 ふるに 遍 通性 及び 必然性 を 以てする こ w 能 は や、 畢 竟 

すれば 個人的、 主觀 的な る觀念 以外に 真實に 客觀的 効力 を 有す ど せらる ゝ 知識 を 
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チレ ー スの 用語 锊に從 へ ば、 已 LL 認定され たる 原因よ リ 推理して 俘る ものの 謂 ひな り、 其 の 

a  posteriori  € いふ は結杲 r< り 推知した る ものの 謂 ひなり。 其の後 此の 兩語は 槪れ斯 "る 意 

味に 用 ねられて 近世に 至れ リ。 ラ ィプ -1 タ ク も 亦齒ほ 此の 用法な^ 承した リし ^ダル フに 

至りて は a  priori  ^以て 吾人の 推理 力 即ち 論理的 作用^な て 他の 已 に 知られ 居る 知識より 

論じた る もの- w ぜ リ、 即 ち アリス トテレ I 'スの 云へ る 所^ 攻めて 單 に 論理 上の 關係 w なし、 

又 a  posteriori  W いふ 語^ば 從 うて 唯 だ 吾人の 惑 官^ 以て 知 K したる ものに のみ 用ゐ たリ。 次 

いで バ ゥ ム が ^テ ン亦 此の-チャフの 用法 に 由り たりし が、 力 ントは 更に 之れ な 攻めて a  t, 

ori は 吾 《< の 經璲： .L  r* ら す、^ I 人の 心性 Li 本 具，， 其の 効力の 經験 lir* らす ？- て確賈 なる も 

の. ^云 ひ、 a  posteriori は經験 i リ來 たりて 其の 効力 は單 LL 經験 Li 依る もの^い ふ J-  w せり。 

^くの 如く 此の 兩 語の 用法が 彼れ の 知識 論 LL 於いて 新 義な附 せらる ゝ なりて 以後 

1^15 城 。る , P タ クは單 に經驗 によりて 吾人に 與 へられた る もの を以 

て 出立して 吾人の 心性に 生得なる 觀 念の 存在 を 許さ ざり き、 即 ち& タ クは 知識の 

要素の 一 方に のみ 其の 淵源 を 求めむ どした る 者 也 U 麵虹 ぽ 

解 力 其の物の 活動^  a けろ もの あ リ、 さ れ ど 彼れ ^經 驗說の 立場，， * りの 自然の 钴枭 W  -7 

して 後に t ュ ー ム LL 至りて は 此の 知 解 力 ミ 名づ くる 作用の 抛棄 せらる 、に 至れり。 ライ 

ブ 一一 タ クは P タ ク に反して 吾人の 知識 を說 くに 可能 的に 吾人に 具 はれる もの を 

以 て し、 本 來 吾人に 具 はれる ものの 外に 吾人の 知識 VJ なる ものな しビ 云へ， 90 力 

ン ト は 此の 兩 者の 間に (寧ろ 其の上に) 立ちて こ、. に 一新 見地 を 闢き出 だせり。 以 

爲 へら く、 經 驗 によ て與 へらる、 もの は 唯 だ 知識の 材ビ なる 感覺の 外なら す、 し 

かも 吾人の 知識 は感覺 のみ を 以て 成る こど 能 はや 別に 之れ に 形式 を與へ 之れ を 


材形素 後天 知 
。式 、天 的 譏 
ミ即的 及の 
素ち 要び 先 


觀的 習慣の 結果に 外なら す ど 見ざる 可から ざる こ WW なる。 t  * 1 ム の 此の 結 

論に よりて 力 ン トは 彼れ 自ら 云 へ る 如く 其の 獨斷說 の 昏睡よ .o- 覺ま された るな 

h.-o 丽 かも 彼れ は 此の ヒ -1 ムの 結論 を 以て 吾人の 知識の 成り立ち を說 明す る 

上に 於いて 未だ 十分に 成功した る ものに 非す VJ 見た ，9、 即 ち 彼れ はヒ *1 ム にも 

滿足せ ざ b き。 一 言 に 云へ ば、 彼 れは唯 狸 說をも 經驗說 を も 共に 吾人の 知識の^ 

の對 境に 對 する 閟 係を說 明し 了し 知識 其の物の 成， o 立ち を 明らかにする こ <yj に 

於いて 未だ 成功し 居らざる もの- y」 見たり o 以爲 へら く、 唯 だ 論理的 作用 を 以て は 

吾人が 研究の 題目なる 知識 を 形づく， 9 得す 又 唯 だ 外より 與 へらる、、 事抦 (即ち 經 

驗 派の 學 者が 知識の 淵源 vj する 所の も の) よ りしても 又 能く 吾人の 求む る 所の も 

のを與 ふるこ VJ 能 はす VJO 然 らば 此の 問題 は 如何にして 說 くべき か。 

〔七〕 此の 問題 を解釋 すべき もの，/」 して カント は 吾人の 知識 を 形式 (Fomow 素 

材 (stcfp)  の 二 要素に 分析せ り。 以爲 へら く、 素 材 は經驗 によ. りて 與 へらる ゝ もの 

即ち 後天的の もの (a  posteriori) な り、 形 式 は 吾人の 心性 其の物に 本 具す る ものにして 

經驗 によ b て來 たる ものに 非す 即ち 先天的の もの (a  priori) な パ ド 
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に は 其の 說に從 うて 吾人が 論理的に 必然に 考 ふるこ ビは 取， 9 も 直さす 實在 其 の 

物の 相な bvj 見た り， さ れざ 後に 彼れ は 唯 だ 槪念を 用 ゐて爲 す 論理的 作用 を 以て 

して は實 物の 存在. y」 芄の 因果の 聯鎖 S を認 むる こ ビ 能 はす vj 見て 茲に獨 斷說の 

覊 絆を脫 する に 至れ bo カント ガ 此の 思想の 變化は 一 千 七 百 六十 年 以後の 著述 

に 於いて 認 むる こ S を 得べ く、 彼 れは當 時 吾人の 槪念を 論理的に 取り扱 ふの みに 

て は 能く 種々 の 說を構 ふる を得而 して 論理的 關 係よ 云 へば 何れも 皆至當 なる 

もの ビ云ふ を 得れ V- も 畢竟 此等は 凡べ て 架签の 論た る を 免れ や vj 見る に 至れり。 

然 らば 實 在の 相 を 認めむ に は 吾人の 經驗 によりて 得た る觀 念に よらざる ベ から 

ざ る か、 之 れを 以て 善く 實 在に 關 する 知識 を 形づくり 得べき か 0. ヒュ ー ムは 即ち 

此の方 面に 向か ひて 其の 研究の 歩 を 進めた る 者に して、 而 して K の 研究の 結果の 

到る 所 終に 吾人が 實 在の 相 を認 むる 時に 用 ゐる因 染 及び 實體 等の 齟念は 吾人が 

經 驗の 根據 たる 感官 的 知覺ょ h,- して は 到底 正當に 得らる 可から ざる ものなる U 

を證せ b  、故 に 若し 經驗 派の 學 者の 所謂 感官 的 知覺を 以て 吾人が 知識の 根據 w 爲 

さば 因果 W 云 ひ實體 S いふが 如き 観念 は 聯想 作用に よ h> て 生じた る 我が 心の 主 


賠カ にび 唯 

度ン 對經理 

e トす驗 Dt 

のる 說及 


ぺ 

一 人の 道徳上の 判定 を 論じたり、 而 して 道徳上の 判定に 於い 

れ 即ち 實踐的 理性 (又は 行 的 理性) の 措 示に して 彼れ が 之れ 

て 全然 異別 なる 範 園に 置きた る は 上に 彼れ が 著述 を揭げ 


得らる ゝ如 く、 彼 れが 其の 批評 哲學を 完成す るに さきだち 

意見な. o き o 第三れ 部分 は 吾人が. 下す 判定 の、 美 醜の 品評 

じれる ものにして 彼れ は 之れ を 吾人の 感情の 方面に 係れ 

して 倫理の 論 は 吾人の 意志の 作用に 係れる もの 第 j なる 

れる もの ビ見 たるな bo 即ち 彼れ が 哲學の 三部 分 (三 批評 

た る. 心狸學 上の 知情意の 三分 說を 取りて 之れ に 連結せ し 

先づ カントが 第 一 の 批評 論なる 知識 論より 開陳せ む o 

〔六〕 上に も 云へ る 如く 力 ン トの 批評 哲學は 知識 論 上の 問題より 

のな， 9。 彼れ は 其の 一羽め ヺ タフ 學 派の 獨斷說 の 中に 養 はれた る もの 


て 現 はる ゝ 

を 知的 锂性 

たる 所に 於 

て已に 早く 

に 現 は れた 

る もの W な 

批判 は 吾人 

論) は 當時唱 

めた る もの 


所の もの 是 

ど 相 分かち 

いても 認め 

思 ひ 到れる 

る もの を 論 

し 之れ に對 

の 知性に 係 

へ 出 だされ 

なり。 以下 


出立せ る も 

にして^ 年 
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一 はしぬ、 是れ 彼れ が 有名なる 第三の 批評 論に して カントの 美 學說は 此の 書の 中に 

一 於いて 發 見せら る。 

一 彼^が } 千 七 百 九十 一一 一 年に 著 はした る" Die  Religion  inner】lalb  dcr  Grciize  口  dcr  hlossen  ver- 

mmft: は 彼れ が 『實踐 的 理性 批判』 の 一 部分 ど 共に カント の 宗敎論 を 窺 ふ に 必要なる 

書 也 0 又 一 千ヒ f«I 九十 ヒ年 に-著 はした る" MetaDhysisdlc  AIlf51gsgl.!l 一 ide  Jer  Reclltslchl.c  u 

一 及び ~  Metal) 一- ysische  Allfaugs^rtillde  <ler  Tugellcllehl-e  :( 此 の 二 つ を 合して こ Metaphysilc  der  sitte- 

€ い ふ) は 彼れ が 講義 を 編輯した る ものにして 其の 目的 どす る 所 彼れ が偷 理哲學 

~ 原理に 基づきて^ 人の 德行 及び 法理 を-論 やる にあり 0 カントの 著述に は 右の 外 

. 人類 學、 論理 學、 地文 學及 び敎 育學 等の 講義の 出版され たる もの あ bo 彼れ が 時々 

に 著 はした る 論文 及び 著書 も 亦 少なから す o 

カントの 〔五〕 上に 揭 げたる カントが 批評 哲學， 時 代の 著述 を 以て も 知り 得る 如 く、 彼 れ 

哲學の 

0^ の 哲學は 三つの 生 要なる 部分より 成れる を 見る。 彼れ は先づ 其の 批評 的 硏究を 

評 へ  ， 

吾人の 知識 作用 其の物に 用ゐた り、 是 れ 即ち 其の 純粹理 性 S しく は純粹 知的 理性) 

\ の 批判な.^ o 彼れ は 次ぎに 知的 现性ど は 全く 別なる 範園を 占む る もの ビ して 吾 


を 招きたり VJ 考へ たるよ. 9 第二 版に 於いて は 生 VJ して 此の方 面に 重き をお きて 

論じたり vj いふ ほ V- のこ w は 正確なる べし。 j 千 七 百 八十 三年 力 ン トは " P310" 

womena  zu  einer  jeden  ICiinftigen  Metaphysik  c を 著 はせ bo 此の 書に 於いて 旣に 彼れ は 其 

の 『純 粹狸性 批判』 の 第二 版に て 重き を 置きて 說 かむ VJ したる 實在論 的 方面 をば 

其の 第 一 版に 於いてよ， 5 も 明瞭に 說き現 はした bo 且つ 此の 書に 於いて は 彼れ 

が 『純 粹锂性 批判』 に 於いて 綿密なる 硏究の 順序 を I 々に 示して 到達した る 結果 

をば 簡明に 結束して 開陳せ bo 

彼れ は 一 千 七  一 01 八十 五 年に は" Grundleg ヨ ig  zur  Metaphysik  der  Sition  "  {f 偷 哲擧の 基 礎』) 

を 著 はして 其の 偷理說 の 原 狸 を 論じ、 一 千 七 百 八十 六 年に は " Metaphysiche  Alifangs- 

grtl 一 l(le  der  Naturwiaseuschaft  " (『自 然科學 の 哲學的 原 狸』) を 著 はせ り。 

彼れ は 一 千 七 百 八十 八 年に は 『實 踐的 理性 批 判 』(" writik  der  praktischen づ ensnft  ") を 著 

はしぬ、 是れ 彼れ が 有名なる 第二の 批評 論に して 吾人の 道徳上に 於け る 现性を 論 

じたる も の、 又 前に 云へ る" Grundlegung" ビ 共に 力 ン トの 倫理 哲學を 窺 ふに 最も 肝 

要なる 書な bo 次いで 一 千 七 百 九十 年 『賞 鑑 性の 批 判 』(" Kl.itik  der  Urteilskraft  ") を 著 
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の 自ら 言 へる 如く 其の 第 一 版に 論せ む VJ 欲した る 所の 趣意 を 更によ く 言 ひ 現 は 

したる ものなる か、 彼 れが 批評 哲學の 奥意 を 見む に は 第二 版 を 以て 優れ， 9  V,- すべ 

きか 將た第 一 版 を 以て 優れ h-VJ すべき か vj いふ こ w に 就きて は 力 ン トを 硏究す 

る 者の 間に 少なから ざる 議論 あ， 90 ハルテン シ- タイン (Hartenstein) 及 びュ ィ 1 'ベ 

〃ヱ タヒ (ueberweg) 等 は 力 ン トの 自ら 言 へ る 所 を 善し ビ して 其の 第二 版 を 取. 9、" 

1 ゼン クランツ (Rosenkranz) ミシ * レ l(Michelet) 及び シ a ペン ハウ H ル等は 第一 版 

を 優れり し、 其 の 第二 版に 於いて 改めた る 所 は 却って 力 ン トが 批評 哲學の 趣意 

を 害 ふに 至れる ものな， 5 どせ， 00 伹 しシ- ペン ハク *〃  が 云へ る 如 く、 力 ントが 

世評 を 恐れて 意氣 地な くも 其が 前說 を變更 せり W 云 はむ は 其の 實情を 得た る も 

のに は あら ざら む が、 鬼 に 角 カン トが 『純 粹理 性 批 判』 の 第 二 版に 於いて は 彼れ が 其 

の 第 一 版に 於いて 寧ろ 十分 明瞭に 言 ひ 出 だし 居らざる 實在論 的 方面の 方に 重き 

を 置け り。 而 して 此の 實在諭 上の 方面が 第 一 版に 於いて は 決して 全く 說 かれ ざ 

るに あら ざれ V- も 其が 他の 方面の 爲め壓 せられた るが 如き 趣 ある こ ど 明らかな 

hN  、即ち 力 ン トは 彼れ が 哲學に 實在論 的 方面の 存在す る こ W によ て 世人の 誤解 


更に 其の j 千 七 百 七十 四 年頃の 純理 哲學 講義 (ベタ ， ッ S ヨ z が 始め て 出版した る 

もの) に 於いて は、 力 ン トは尙 ほ 一 步を 彼れ が 後の 批評 哲學の 立脚地に 向か つて 進 

めた る を 見る o 

力 ン トが 其の 批評 哲學 を發 表して 歐洲の 思想界に 一 大新 時期 を 開き 出 だせる 名 

著『純粹理性批評』("^1^15:ュ2-1|1¥§1目11リ は 一 千 七 百 八十 一 年に 出版され たり o 

彼れ が メンデル スゾ ー ンに 送れる 書翰に よれ ば、 此 の 書に 陳述した る 所の もの は 

少なく  W も 十二 年間の 熟慮の 結果に して 其の 編述 は 四 * 月 乃 至 五ケ 月の 間に 成し 了 

へたる ものな bo 彼れ 曰 は く、 此 の 書に 於いて 最もよ く 注意した る は 其の 內容に 

して 特に 饋者 をして 其 を 解し 易から しめむ 爲 めに 編 述の體 裁に カを勞 する 乙 ビ 

をな さす ビ0 盖し 彼れ の 此の 書 を 編 述， す る や 恐らく は 彼れ が 其れより 以前に も 

のした る もの を も 其の 中に 容れ 込めた bvj 考へら る。 此の 書 完成の 時 H に 就き 

て は 史家の 間異說 あれ ざ 多分 一千 七 百 八十 年に 成れり しもの ならむ。 此の 書の 

第二 版 は 一千 七 百 八十 七 年に 出版せられ たるが、 カント は 其の 第二 版に 於いて は 

第 一 版に 改竄 を 施した る 所な， 50 斯く 改竄 を 施した る 第二 版 は 果たして カント 
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勸的 にして 論 狸 的 作用 を 用 ゐる知 解 は 能動的な るの 差別 あるの み o 

吾人の 知力に は 上に 云 へ る 論理的 作用の 外に 實在 其の物 を 看取す る 理智の 作用 

あ b  、而 して 純 狸 哲學は 此の 範 園の 知識 を 以て 成る ものな- 90 此の 知識の 範 園に 

於いて は 吾人の 狸智 其の物に 生得の 観念 ど してに は あら で、 唯 だ 其が 本 具せ る 法 

則，、 J して 幾多の 原理 あ b  、例 へば 實體 W 云 ひ、 原 因 VJ 云 ひ、 必 然 VJ いふか 如き 觀念は 

本來 吾人の 理智に 具 はれる 法則に して 而 して 吾人 は 之れ によ， 9 て實在 其の物の 

相 を 認め 得るな b  、而 して 此 等の 原 狸 を 追求し 行けば 吾人 は 終に 最高の 存在者 即 

ち祌に 到達す るこ^-を 得 a 

何故に 吾人 は 我が 理智に 本 具せ る 思想の 法則に 從 ひて 實 在の 相 を 認め 得る か。 

力 ン ト はこ ゝに ライブ ュ タ ッの 思想 を 取 b 來た り 吾人の 心 w 其の 他の 諸 物 ぐ」 の 

間に 相應 する 一 致の 存在す る こ vj を 以て 之れ に 答へ 而 して 其の 一 致の 根 據は神 

に存す どなせ り、言 ひ換 ふれ ば、 諸 物の 間に 相互の 關係 ある 所以 又 吾人が 外物 を 知 

識し 得る 所以 は 凡べ て 吾人 VJ 外物 VJ に 通す る 原因 即ち 神に よ- 9 て 能くし 得る こ 

W な， nv  W 說け ぅ0 


の樣に 於い て 吾人に 知らし む る ものな， 90 感官 的 知識に 於いて は 吾人 は 更に 素 

材. yj 形式- yj の 二 要素 を 分析せ ざるべ からす。 素材 は 即ち 感覺な り、 而 して 此の 感 

覺に 秩序 を與 ふる 所の 法則 是れ 即ち 知識の 形式に して 吾人の 心性に 本 具せ る も 

のな り。 一言に 云へ ば、 吾 人の 五官に 感ヒ たる 極々 の感 覺に關 係を與 へ て 之れ を 

整 ふるもの なかる ベから す、 而 して 之れ を爲す 所の 形式 は 即ち 時間.、 j 签 問 vj な. 90 

欺く 感覺を 時間 及び 空間の 中に 容れ てこ ゝに 始めて 現象 (apparentia) は 成， 5 立つな 

.り、 時 間 及び 空間 は客觀 的に 存在す る實 物に あら や、 又 其の 實 物の 性 賀 にも あらね 

ば 其の 關係 にも あら や、 吾 人の 心 其の物に 具 はれる 主観的の 見方な り、 換 言 す れば、 

心性に 本 具せ る 純な る 直 觀 jlltuit?s  minis) な bo 

斯 くして 感官 上の 知覺が 成り立ち たる 上に 於いて 吾人 は尙ほ 之れ に 論理的 作用 

を 施して 之れ を槪 念に 纏め 更に 之れ を遍 通なる 法則の 中に 纒め こゝに 始めて 經 

驗 (experiential 成り立つな り、 さ れ V- 件の 論 狸 的 作用 は 感官 上の 物 を 聊か も 離れた 

る ものに は あら す、 又 此の 段階に 於いて 吾人の 知識 は 猶ほ慼 官的知 覺の範 園 を 超 

えたる にも あら す、 唯 だ 知 解の 論理的 作用 を 加 へざる 段階の 感官 的 直 覺 (感 性) は 所 
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を 主張せ り、 盖 し 彼れ に 於いて は 知識 上の 事 ビ道德 上の 事 ビが別 異なる 範図を 成 

す W いふ は 早くよ， o 其の 拫欝を 固めつ ゝ ありし なり。 斯く 彼れ は 其の 思想 

の 明らかに 懷疑說 に 進み 行ける こ ど を 示し 居れ ざ も尙ほ 其の 一 千 七 百 六十 八 年 

に 出版した る 空間に 於け る物體 上の 差別の 极據 を論ヒ たる 書に 於いて は 先き に 

ォ イラ ー(Euler) が 論ヒた る 如く 空間 は 唯 だ 物體の 部分の 相互の 關 係に のみ 存在す 

るに あらや 即ち 唯 だ閼係 的の ものに 非 や VJ して 絕對的 空間の 實在を 主張し 是れ 

は 唯 だ 吾人の 思想 上に 思 ひ 浮かべた ろ ものに 非す ミ論 せむ ビし たりし が 2 ュ ー 

トンが 空間の 論 V」 比較せ よ) 一 千 七 百 七十 年の 論文に 於いて は 已に签 間 を 以て 單 

に 吾人の 心の 上の もの ビ見定 むる に 至れ- 50 

上に 云べ る 彼れ が 一 千 七 百 七十 年に ものした？. • 論文 "づ 。 M§di  scnsibilis  atque  lutcl- 

ligibilis 1  さ iaetprillcipiis" は カントが 思 想 發 達， の 歷史に 於いて 重要なる 位置 を 占む る 

ものな，^。 彼れ 論じて 曰 は く、 吾 人の 知識に 二種 あ . ^感 官 上の もの ど狸觀 上の も 

の ,fj 是 れ な り、 前 者 は 事物 を 吾人の 感官に 現 はれた る樣 (SFSib ョ a) に 於いて 示す も 

の、 後 者 は 吾人の 理智を 以て 看取す る 所の もの (i-ltelligibilia) にして 事物 を 其れ 自身 


1 千 七 百 六十 六 

physik  "に 於い て 

理哲學 上 極々 の 

由 意志 W 云 ひ、 其 

學に 取りて は 到 

を 受け 祕密界 の 

張す る 降神術) の 

所見に 基づき 一 

臆 說は又 能く 狂 

し 得ざる に 非す 

く 能く 構設 する 

る 論者 中に は 力 

の 方面に 進み 行 

たる ものから 猶 


年の 著述なる " TrSu ョ e  emes  Geistersehers,  erlatitert  durch  TrSume  der  Meta- 


彼れ は 

考說を 

の 他 凡 

弦 解釋 

IJ を 探 

如 さも 

の臆說 

■s 力 糨 

VJO 蓋 

を得ビ 

ントを 

きて 純 

ほ 道徳 


更に 進んで 懷疑說 に 向か ひ 

構 へ 得る こ- yj は爭ふ ベから 


そ 純 现哲學 上 

し 得べ から ざ 

知し 得 ど 唱ふ 

能く 之れ を 物 

ビ して 物理的 

々の 妄想 を 思 

し 彼れ の 意 は 

いふ こ VJ を諷 

も武の 身方な 

理哲 學は學 狸 

上 の 命令 は 別 


の 問題 は 吾人 

る ものな -90 

る 一種の 神祕 

體の 外に 精靈 

に 構 設し得 ざ 

ひ 浮かぶ るビ 

經驗を 離れて 

刺した る もの 

hij 主張せ る 

VJ して は 立つ 

に^れ 自身に 


行けり o 以爲 へら 

す、 さ れ V- 靈 魂の 本 

の 知力 を 顧みる こ 

か の 精靈に 交通し 

說 (即 ちスゴ ー デ ン 

て ふ もの あ， す 

るに あらす o 然れ 

•S 擇 ばざる もの- W 

は 如何に 奇怪なる 

w 見 ゆ (然 れざも 降 

者 あ ，5)0 斯く カン 

こ- y」 能 はす w いふ 

獨 立の 効力 を 有す 


く、 吾 人が 純 

性 ビ 云 ひ、 自 

vj をす る^ I 

て 其の 啓示 

ボルダの 主 

る 純理 學的 

V* も斯か る 

しても 說明 
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神 術 を 信 や 

トは 懷疑說 
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を 取り 之れ を 分析して 其の 中に 行 はる ゝ 法則 を發見 せひ- yj する もの 即ち 分析 的 

(analytisch) の ものにし て 之れ を硏究 する 方法 は -1 ュ ー トンが 自然 科學 の硏究 に 於 

いて 取る こ W を 要す どした る 方法 同 一 の 道 を 取らざる 可から や、 此 の 外に 之れ 

を確實 ならしむ る 道な し 而 して 彼れ の 見る 所に 從へ ば、 斯 くして 玫究 すべき 

純理 哲學は 諸種の 學 問の 中に て 最も 困難なる ものにして 嚴密に 云 へば 實 際に は 

未だ 1 の 純 狸 哲學の 作られた る ものな しざい ふべき な， 9。 かく 力 ントは 純理 *哲 

學に對 する 確信 を 失ひ來 たれる 其の 代 は h- に 道德的 感情 を 以て 獨立 固有の 領域 

及び 根據を 有する もの VJ なせ ，9、 盖 し 彼れ は 此の 書に 於いて 善を認 むる 感情 眞 

理を 知る. 能力 W を 以てお のづ から 相 異なる もの どなし デ ^ フ學 派が 善を認 むる 

作用 を 知力の 一 種 W して 論す る こ， TJ を 非 どせ， CNO 彼れ は 其の 著- Bsbachtllngen 

ilber  das  Gefilhl des  schsnen  und  Erlmhcnen  "二 七 1 ベ 四 出饭) に 於いても 亦 善美に 對 する 感 

情を說 きて 其 は 道徳上の 指揮 を與 ふるもの VJ して 確實 なる ものなる が 如くに 云 

？。 此 等の 論に 於いて は カントが 英吉利の シ ャフッ ベリ， 風の 思想に 感化 さ 

れ 居る To 明らかな， 90 


VJ 相 列ぶべき もの は 論理 上 一 槪 念に 他 概念の 從ひ來 たる 關 係，、 J 實在上 一 事物が 

他^物に 從ひ來 たる 闢係 W の區 別な り。 前者に 於いて は 自同律 を 以て 一 槪 念に 

他槪 念の 從ひ來 たる 所以 を 解す る を 得、 盖 し 唯 だ 前 槪念を 分析 すれば， V れ に後槪 

念の 合 まれる を認 むべ ければ な bo 又 矛盾 律に よ hs て 一 槪念 VJ 相容れ ざる 他槪 

念 を 排斥す る を 得。 然れ Vj も實在 上の 前後 はこれ w 異な， yl 事物の 生起す るに 

從 ひて 他事 物の 生起し、 又 一 物が 他物 を出沒 せし むる 關係 は斯 しの 如く 考 ふべ か 

らす yjo 而 して 力 ン トは 此の 實在 上の 關係を 以て 竟に 全く は 了解し 得られざる 

もの ビせ bo 彼れ は是に 至， C て 因果の 關 係が 論理 上 自同律 又は 矛盾 律に よ， 9 て 

考 へらるべき もの ビは 全く 別の ものなる こ，；. j を 明白に 認めた bo 尙ほ 彼れ は 一 

千 七 百 六 .I- 四 年の 著 -Deutliclllieit  (ler  Grundsatze  (ler  natul-icllen  T_heolo^ie  und  der  Moral "に 於 

いて は 進んで 哲學 及び 數學兩 者の 欤究法 を 比較して 之れ を 以て 全く 相 異なれる 

もの ビ見 るに 至れり o 以爲 へら く、 數 學は證 明 を 施す ベ からざる 少數の 原理-より 

出立し 其れよ， ^演繹 的に 論 じ 出 だして 一 步々々 に 確實に 其の 事抦を 組み 立つ る 

もの 即ち 綜合 的 (syllthetisch) の ものな 哲學 は 經驗ビ して 吾人に 與 へられた る もの 
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以て 足れ b ビ す、 特 に 哲學上 之れ を嚴密 に論證 する 耍 なし VJO され Vj 彼れ は尙ほ 

神の 存在 を 以て 吾人の 論證し 得べき もの w なせり o 佴し 曰へ らく、 槪 念の 分析 を 

以て 砷の 存在 を論證 する こ ど 能 は す、 篕 し 存在 ビ いふ ふ は 一 物の 性質た る こ w を 

得る ものに 非 や T 存 在 す」 或 は f 存 在 せ す」 vj いふ mj は 一 物に 就きて 立 言 し 得べき 性質 

を增减 する ものに 非ざる が 故に 一 槪念を 分析して 其の 中よ， o- 存在 W いふ m; を 論 

じ 出 だす To 能 はざる な- 此の 書 VJ 同年に 出版され たる "^ersuch,  (len  BCLn.iiT  (1 ミ 

uegativen  Gr5ssen  m  die  Weltweisheit  elllzufullren  - に；^ いて は カントの 35. 想が 如何に ヒ ュ 

1- ム のに 接近し 來た、 りたる か を 看る を 得。 彼れ 論理 上の 反對 V！ 實在 上の 反對 ビ 

を區 別して 曰 は く、 前 者に 於いて は 唯 だ 一 物の 有に 對し て武の 無 を 云 ふに 過 ぎす、 

筏 者に 於いて は實 在す る 一 物に 反對 して 等しく 實. 在 する 他物の 有る を 云 ふ、 故に 

實在 上の 反對に 於いて は兩極 共に 積極的の も の、 但し 其 を相對 せし めた る關 係に 

於いての み 一 を 積極的 他 を 涫極的 W 云ひ而 して 其の 雙 方の 相 働く  JJ によりて 相 

沒 しあ ふこ W を爲す W 見る を 得ば 斯 かる 積極 消極の 意味に て 物， 體の界 限 を 反撥 

牽引 二 力の 平均した る所ビ 見る を 得るな り。 此の 論理 上の 反 對ど實 在 上の 反對 


其の まゝに 守れる に は あら ざり き 0 次ぎに 此の 部類に 麝 する 彼れ が 著作の 主耍 

なる もの は 一 千 七 百 五十六 年に 出版せ る "Monadologia  Physica  "な. 50 彼れ は 此の 書 

に 於いて は ライブ-一 タツが 謂へ る モナ ドの說 を 改め モナ ドを 以て 多少の 廣さを 

有する 而 かも 單 純なる もの VJ なし 而し て 其の 結果 VJ して ブ ル ー ノ 風の 說に 似よ 

れる 思想 を 吐露せ り、 但 し 彼れ は モ ナドが 筌問を 占 額す る こど を說 明して 以爲 へ 

ら く、 是 れ 其が 反撥 力 W 牽引力 VJ による ものな り、 換 言 すれば 物 體が苦 干の^ 問 を 

占有し 他の物 體に對 して 障 礙を呈 する は 此の 反撥 カビ 牽引力 ビ の結染 にして 此 

の 二つの 力が 相 平均した る 所 是れ物 體の界 限 を 成す ものな. 9  即ち 彼れ は勸 

力 的 說明を 持して 物 體の廣 袤に 關 して は ライブ 一一 タ ッの說 一一  a 1 ト ン 風の 說 

W の 中間に 立た む W せる 者な， ど 云 ひて 可な bo 

1 千 七 百 六十 三年に 著 はした る 『神の 存在 を證 明す る 唯 一 の 證據』 Eigig  mSglicher 

weweisgrmKl  einer  Demonstration  des  yasein  Gottes  ^  VJ 題す る 書に 於いて は 彼れ が M 理哲 

學 上の 確信の 巳に 大に 勸搖 したる を 見る。 彼れ 言 へら く、 吾 人の 幸福 を 全うせむ 

に は 吾人の 自然に 具へ たる 常識の 直接に 示す 所に 從 うて 神の 存在 を 確認す る を 
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カントよ， 9 も 數學上 精密なる 論 を 立て、 之れ を 其の 一千 七 百 九十 六 年に 公に し 

たる" Exliition  du  Syst6 ョ e  (hi  Monde  "に 於いて 發 表せ， 90 此の 星雲 說に 於いて カン 

ト 及び ラプラ， スは 自然 科學の 機械的 說 明に 於いて-一 ュ ー トンよ， 9 も 更に 一 步 

を 進めた る ものな り、 蓋 し ュ ュ —ト ンは 遊星 及び 彗星の 軌道 を亂ら ざら しむる こ 

VJ に 於いて 神が 時々 に 外より 其の 力 を 添 ふるこ W を耍 する が 如く 考 へた， 9 しが 

此の 星雲 說に 基づきた る 天文 上の 構說は 一 切 其の 如き 外よ， 9 添 ふる カを耍 せす、 

あらゆる 星體の 運動 を 自然の 機械的 法則 を 以て 說明 する こ を 得 VJ 爲 せる もの 

な り0 

ライブ-一 タ ッ-ヺ ルフ學 派の 影響の 下に 於いて 力 ン トが 著作した る ものの 中に 

て先づ 最も 1 初年に 屬 する は 彼れ がケ ー 一 一 ヒ ス ベ ル ヒ大學 に 講師た. 5 し 時の 論文 

" Priucijpioru 日 JPrimorum  Cognitiouis  Aietaphysicae  Nova  J)liucldatlo 》 (1 七 五 五 出 版) な bo 想 

れが 此の 著に 說 ける 所 は 其の 要點に 於いて はお ほむね ライブ 一一 タ ッ-ヺ ルフ學 

派の 所 說を守 b たれ V- も そ を 說き變 へたる 所 亦 少なから や、 蓋 し 彼れ は該學 派の 

中に 生長した bvj はいふ ものから 一 初めより して 此の 派の 說き傳 へ たる 所 を 全く 


て 目的に 合へ る 組織 を 成 す、 而 して かく 物 體の諸 部分が おの づ から 相 合して 美な 

る 結構 を 形づくる VJ いふ こ S が 神の 存在 を證 する ものな ，9、 若 し祌 なし ビ せば 物 

體の 運勸が 自ら 此 くの 如き 秩序 をな すビ いふ こ V」 は 解す ベから す、 故 に | 方に 於 

いて は 目的 觀を 排斥す ベ からざる ど 共に 又 物體の 運動 を說 明せ むに は何處 まで 

も 其が 直接の 原因 を 自然の 勢力に 求むべき なり WO  -1 ュ ー トン は 引力 以外の 前 

進 的 運動 を最ー i 物 體に與 へたる 者 は 之れ を 神の 直接の 働きな り ビ考 へざる 可 か 

らす vmK へりし が 力 ントは 其の 前進 的 運動の 直接の 原因 をも猶 ほ物體 其の物の 

關 係に 於いて 求むべし ビ 考へ而 して 彼れ が 之れ を說 かむ が爲 めに 案出した る も 

の是れ 即ち 星雲 說な り。 其の 論に 以爲 へら く、 太 陽 及び 遊星 等元來 凡べ て 混沌た 

る雾 霧の 狀態 をな しゝ ものが 自然に 相圓 結せ む ビ したる 結果 ビ して 茲に 引力 以 

外の 運勸を 生す る こ な り、 從 ひて 同 一 の 仕方に よ b て 太陽系 銃の みなら や 一 

切の 恒星の 系 銃 も 亦 形づくられた る ものな， 5  W0 此の 意 を 以て 力 ント は^し 物 

質 を さ へ與 へられな ば 之れ よりし て 自然に 世界 を 成り立た しむる こ VJ を 得べ し 

V3 まで 云へ るな り0 此の 星雲 說はラ ブラ ー ス も亦獨 立に 考へ 出で たる 所に して 
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W 趣 ビ を 異にする ものに て ありながら 力 ン トの 思想 を 形づくる こ VJ に 於いて 其 

に 其の 痕跡 を 遺せり。 彼れ が^ 年の 著述 を 見れば 其の 如何に 自然 科學 上の 硏究 

に 其の 意 を 注げる か を 知る こ VJ を 得べ し。 彼れ は 其の 最ー 初の 著作 二 千 七 百 四十 

七 年 出 版) に 於いて デカルト 派の 物理 學者 W ライブ 一一 タ ッ VJ の 間に 於け る 問 题 (力 

ン トは 此の間 題 を 言 ひ 現 はし て 「運 動す る 物 體のカ は 物 體の量 ど 單に 其の 運動の 

速力 ビを 相乘 じたる ものなる か、 將た 其の 量，、」 運動の 速力の 自乘ビ を相乘 じたる 

ものなる か いふ 點に 在り VJ せ り) を 論じ 又 彼れ が 學位を 得た る 時の 論文 (Medita. 

tionesde  igne 一  千 七 百 五十 五 年) に 於いて 物 體の相 牽引す る は 其が 直ちに 相 觸るゝ 

こど によらす して^の 間に 彈カ ある 物質の 存在す るに よる vj し Hj つ 光 及び 熟 も 

亦 此の 物質の 振動の 傳 はる こ ビに よりて 起こる こ w を 論じたり。 其の 他 彼れ が 

自然 科學 上の 著作 ビ して 最も 大 なる 價値を 有する は " Allge ョ eiue  Naturgeschichte  und 

Theoric  des  Himnsls  " ( 一  七 五 五 出 版) な ^0 彼れ は 此の 書に 於いて 自然 科學の 機械的 

說明ど 神の 作爲を 言 ふ 目的 觀 VJ の 相背戾 する ものに 非ざる こ VJ を 論じて 謂 へら 

く、 自 然の 勢力 は 自ら 整然たる 秩序 を 爲す樣 に 働き 物質 はおの づ から 法則に 從 5 


り 用ね て茲に 一 面 唯狸學 派の 學相を 具へ 又 多少 神秘的 趣味 を 加へ たるが 如き 哲 

學 組織 を 案出した る 時代、 簡に 云へば 彼れ が 其の 批評 哲學に 向か ひて 一 步を 進め 

たる^ 共に 又 第二 期に 於いて 大 なる 影響 を 受けた る 經驗學 派の 思想より 多少 唯 

理學 派に 立ち M りたる 時代に して、 是れ 彼れ が 一 千 七 百 七十 年に 正 敎授の 講座 を 

得た る 時に ものせ る 就職 論文に 於いて 發 表した る 立脚地な hvo 第 四 期 は 彼れ が 

遂に 其の 特殊なる 批評 哲學を 成した る 時期に して 其の 思想 は 彼れ が j 千 七 百.、 

十一 年に 公に せる 名 著 『純粹 理 性 批判』 に 於いて 發 表した る ものな り。 され ざ 彼れ 

が 一 千 七 百 七十 年 其の 就職 論文に 於いて 言 ひ 現 はした るより 其の 固有なる 批評 

哲學を 完成す るに 至る 間に 於け る 思想 發 達の 次第に 就いては 明瞭に し 難き もの 

あ hNO 此の 期間の 彼れ が 書簡に よりて 察する に 彼れ が 新 見地 を發 表すべき 著述 

を 世に 公に する こど の 近き にあら むこ、 yJ を豫吿 しながら 尙ほ 自ら 其の 望 を滿た 

す こ VJ 能 はすして 久しく 其の 完成に 至ら ざ， ov しこ S  V.J 思 はる o 

〔四〕 力 ン ト が ^年の 思想の 發 達に 最も 犬なる 影響 を與 へ たる は ず ダ フ學派 

の 思想 ュ ー トンが 物 狸學的 世界 觀ど な， 90 此の 二つの 思想 は大に 其の 由來 
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^に 就いては 哲學 史家の 問 其の 

なから ね W 尙ほ 委しく は 之れ に 

其の 大體に 就きて い へ ば畧！ 之れ 

れが ライプ-一 タ ッ -すル フ學 派の 

學 派の 立脚地に 疑 ひ を 起こし 經 

に對 して は 頗る 懷疑 的に な & 而 

h- に遒德 上の 直接の 成 情 を 尊び 

く 相 異なれる 範 圍： に 屬 する 者 VJ 

如くに 見 ゆる 時期に し て、 此 の 期 

ヾ」 最も 著る か りき0 彼れ が 思想 

に 於いて 見る MJ を 得。 第三 期 は 

之れ に滿 足せ やして ラム ぺ 〃ト 

に 改良 を 行 はむ ざ 力め 其の後に 


見 を 異にする 


よりて 

を 四 期 

银斷說 

驗學派 

して 此 

之れ を 

なして 

に 於い 

の 此の 

彼れ が 

w 共に 

建設し 


決定して 

に 分かつ 

に りし 

の E3 13 に 

の 方面に 

以て 純理 

洽 もこ ゝ 

て 彼れ は 

變遷は 一 

ヒュ 1 ム 

知識 論 上 

たる 批評 


四 七 四 

あ り、 そ は 今日に 遺存せ る 材料 少 

云 ひ 難き 所 あれば な， 90 され ど 

こぐ J を 得べ し 0 第一 期 は 即ち 彼 

時代な， 9。 第二 期 は 彼れ が唯遝 

よりて 動かされ 終に は 純理 哲學 

於いて 其が 確信 を 失 ひたる 代 は 

哲學的 論證を 要せす 之れ ど は 全 

に 其の 安居 を 得む VJ したる かの 

英吉利 學 者の 影響 を 受けた る こ 

千 七 百 六十 年 以後の 彼れ が 著述 

の 哲學の 影響 を 受けながら 中心 

の 硏究に 著 手し 哲學 玫究の 方法 

的哲學 の途に 向か ひて 進み 行か 


む どし 而 かも 又 ライブ 一一 タ ッが 其の 著 『人智 新 論』 に 於いて 發 表した る 思想 を 採 


期 其の 思 力 

*v> 次想ゾ 
tt 卜 


四 、達の 


力 ン トは 其の 性 頗&溫 厚 快活に して. 親 律 正しく 且つ 信義 を 重んじ 又 人 w 交 はる 

に は 頗る 友誼に 厚 か， 5 き。 彼れ は 食事の 時に 朋友 を 招きて 共に 相 語る こ <yj を樂 

しみし が 其 等の 談話に 於いて は哲學 上の 事 を 避けて 專ら 政治 上の 事 を談 やる を 

好みき o 彼れ は 政治 上に 於いて は 自由主義 を 懷き亞 米 利 加 合 衆 國の獨 立 戰爭及 

び佛蘭 西の 革命 事業に 對 して 大に 同情 を 表した， 5 き。 彼れ が 獨立を 愛する 氣象 

は 其の 言葉に ようても 明らかに 認む るこ^ を 得。 彼れ 曰 はく 、二人の 行爲を 他人 

の 意志の 下に 隸屬 せし ひる こ- yj ばか り 忌み嫌 ふべき ものな し」 VJO 彼れ が 生活 上 

親 則 正し かりし や 朝に 臥床 を 出で てよ， 9 夕に 寢に 就く に 至る まで 或は 業務 を 執 

り 或は 食事 を爲し 或は 散步 する 等 悉く 其の 時間 を 違 ふる MJ なく 唯 だか ソ ー の 著 

『エミ ル』 の 出版 された る 時 之れ を繙き 見て 其の 面白さに 其が 常 親なる 午後の 散步 

を 怠れる こ VJ あ， 9 き W いふ。 彼れ は大に ル ジ 1» を 愛 讀し敎 育 思想に 於いて は 火 

ジ ー の 感化 を 受けた る もの 多 かりき。 

〔三〕 カント は當時 一般に 獨 逸の 學界に 行 はれた る ライブ-一 タ ッ-ず ルフ學 

派の 中に 養 はれ 後 遂に 其の 批評 哲學を 形づくる に 至れる が、 彼 れが 思想 發 達の 順 
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四 七 二 

亦 他人の 占む る所ビ なり、 一 千 七 fu 七十 年に 至 h- て 漸く 此の 椅子 を 占む る こ- V」 を 

得たり。 彼れ は 首て 他の 大學 より 招聘され たる こ vj あ しか V- も辭 して 行か や 

1 意 其の 大學に 於け る 敎授に 心 を 傾けて 一 千 七 百 九十 六 年に 至る まで 絕ぇゃ 其 

の 職に 力.. めた りしが 此の 年に 至 b て 老衰の 爲 めに 止む を 得 や 講義 を 止む るふ ビ 

なり、 一 千 八 百 〇 四 年 終に 老病 を 以て 逝きぬ。 彼れ は 終生 娶るこ S なかり き、 又 生 

涯東普 漏士の 域外に 出で たる こどな かりき。 

カントの 講義 は 大に學 生 等の 愛する 所 どなりき。 j 千 七 百 六十 二 年よ h>. 一千 七 

百 六十 四 年に 至る 間 彼れ の 講義 を聽 きたる ヘル デル s^ts^s^i^^^ 在 

は 後に 彼れ の 講義 を 稱揚し て 【最 も 思想に 富みた る 講演 は 彼れ の 唇より 流れ出で 

た b  、彼れ の 講義に 於 いて は 滑稽 も 亦 乏しから や、 彼れ が 講演の 席に 侍す る こ ど は 

最も 樂 しむべき 業な り き」 yj 云へ， 50 彼れ の 講義す る や 專ら學 生に 與 ふるに 知識 

を 以てする のみなら. f- 又道德 及び 宗敎上 其の 心 を 堅固に せむ こ W を 心掛け 而し 

て 其の 大學 の學 生に 對 する 講義 ビ廣く 世の 學者社 會に訴 ふる 著作 VJ を 分別した 

り、 故 に 其の 論述の 趣に 於いて 彼れ 此れ 同 一 ならざる 所 あ， 90 


-1 ヒス ペル ヒ の 大學に 入， 9 て 哲學、 數學 及び 神學の 講義 を聽き 此の 大學 に學べ る 

間 彼れ は 殊に 數學 及び 哲學を 好み 此處 にて-一 ュ ー トンの 物理 學 上の 知識 を得尙 

ほ廣く 自然 科： 學 上の 硏究に 其の 心 を 用ね 而 して 哲學上 は當時 j 般に行 はれた る 

ヺ〃 フ學 派の 思想の 裡に養 はれたり。 斯 くして 彼れ が 研究 は 多くの 學 科に 涉れ 

Kyo 家 貧な， 5 しが 爲 めに 大學に 在 り し 間 多く は 自ら 給せ ざる を 得 ざり き 0 大學 

を卒 へて 後 一 千 七 百 四十 六 年よ b 九 年間ば かり は 相續ぃ で 二三の 家に 師俾ビ な 

り 其の 間の 關係 によ" 9 1 侯爵の 家ビ 相識る に 至れ おぼしく 上流 社會の 交際 

にも 慣るゝ こ VJ ど なれり。 一千 七 百 五十 五 年の 冬よ h- 彼れ は 生地の 大學に 無 俸 

給 講師 (Dooent)VJ して 講義 を 開く  5 を 許された. o- しが 彼れ が爾來 講義せ る 課目に 

は 數 學、 物 0 學、 論 m 學、 純 狸 哲 學、 道 德學 及び 法理 學ぁ り、 其 の 他に も f て 地文 學 及び 

人類 學を 講じ 又 自然 神學 及び 敎育學 を も 講じたり、 且つ 一 たび は 金石 學の 講篛を 

も爲 せり W 思 はる 0 彼れ は 曾て 數學 及び 哲學の 員外 敎授の 椅子 を 得む どし たれ 

VJ も 會！ 此の 椅子の 廢 せらる ゝ に 遭うて 其の 目的 を 達する こ- iO 能 はや、 一 千 七 百 五 

十八 年に は 論狸學 及び 純理 哲 學： 正 敎授の 椅子の 空しくな _り しこ W ありし も是れ 
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四 七 〇 

Tralicendetaliills を 開き 出 だした る 所以な， 9  ( 下 去って 說く所 を 看よ )o 斯 くして 知 

識 論の 根本的 問題が 力 ン トに 於いて 最も 明らかに 言 ひ 現 はさる ゝに 至れる は 彼 

れが唯 理學派 V」 經驗學 派 w の銜 突の 間に 其の 問題の 存在す る 所を發 見した るが 

故にして、 而 して 彼れ は 之れ を說 かむ が爲 めに 唯锂學 派に も あらや 又 經驗學 派に 

も あら ざ る 批評 的哲學 (即： ち先づ 吾人が 哲學的 研究の 機關 どし て 用 ねる 吾人の 知 

識 其の ものの 起 原、 成 .9 立ち 及び 界限を 批評 的に 硏究 する こ を目的どする もの) 

の 新 天地 を 開けるな り o 

〔10 力 ン トが 家の 所傳 によれば 其の 家 はも ビ蘇格 蘭より 獨 逸に 移住した る 

ものな ，9 ビ 云 ふ。 彼れ の 父はケ ー 二 ヒ ス ベ ル ヒに 住みて 馬具 用の 皮帶を 造る こ 

ど を 業 ど して 其の 家計 は 貧し かりき o ィム マス ュル、 カント は 一千 七 fa  二十 四 年 

四月 二十 二日^が 家の 長男 VJ して 生まれぬ o 彼れ の 父母 は當時 盛んに 行 はれた 

るビ ュ -プィ ス ト 風の 宗旨 を 取りて 固く 之れ を 信じた， 00 此の 敬虔の 念に 富みて 

和睦せ る 父母が 其の 家庭に 施した る 道徳上 嚴肅 なる 敎育は 力 ン トの 性質に 拔く 

ベから ざる 痕跡 を 遺せ hij 考 へらる o 彼れ は 一千 七 百 四十 年 以後 K の 生地 ケ ー 


の點に 於いて は 彼等 も 亦獨斷 的 (-log ョ atisch) た る獎 ある を 免れ や，、 かく 考 へて 力 

ン トは 彼れ 以前の 哲學 者が 先づ 吾人の 知識の 成り立ち を考 ふる こ VJ を爲 さやし 

て 直ちに 實 在の 硏究に 進み 行ける を (殊 に デル フ學 派の 唯狸說 を) 名づ けて 獨斷說 

(Dogmatiills)VJ 呼び 做せ b  、而 して 彼れ は 此の 唯狸學 派の 獨斷 說ビヒ ュ， ムの懷 疑 

說 ビ の 上に 出で て 新ら しく 知識 研究の 道 を 開き 此の 知識 論 を 以て 哲學 の當 さに 

先づ 開拓すべき 領域 W なせ， 90, 後に 哲學 史上 知識 論 を 以て 哲學の 全部 分 又は 其 

の 主要なる 部分 ビ 見做す 說 ある は盖し 彼れ に 始まれるな bo 但し 彼れ に 至る ま 

での 哲學 思想の 發達を 顧みれば n タクの 已に 彼れ に 先 きだちて 知識 論 上の 問题 

を 揭げ出 だし 其の 方面に 向か ひて 哲學の 研究 を 進めむ V」 したる あれ Vj も 近世の 

歐洲 哲學に 於いて 知識 論 を 以て 甚だ 主要なる 問題たら しめ 且つ 此の 問題の 最も 

深き 意. M を 明らかにした る もの は カントな bo 而 して 其の 然る 所以 を尋 ぬれば 

是れ カント が、 同 じく 知識の 硏 究を爲 すに も& タ ク 等の 經驗 心理 學的觀 察 を 以て 

正當に 其の 間 題の 所在 ビ 性質 VJ を 看取した る ものに 非すビ なした る、 とに あ， 00 

盖しカ ン トが 知識 論 は & タ ク 等の 硏究ざ 全  <  其の 著 眼點を 異にせ ，9、 是 れ 彼れ が 
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四 六 八 

な， OVJ して 茲に新 見地 を 開く 途を發 見した る 者是れ 即ち 力 ン トな り。 

力 ン トの考 ふる 所に よれば 從來の 哲學は 二 大潮 流の 何れ を 見る も先づ 吾人の. S 

識の 成り立ち を考 ふるこ. yj を 力めざる 點に 於いて 誤れ， 90 ヺルフ 學派は 吾人の 

知識の 成り立ち を考 へす して 豫め 之れ を 以て 實 在の 自性を 窺 ふ に^る もの ど 定 

め 吾人の 論理 上. 考 ふる 所 は 取り も 直さ す實在 その ものの 相 を 示す ものな り ビ し 

て^の 論步を 進めた bo され ざ 是れは 畢竟 吾人の 知識の 成り立ちが 果たして 其 

の 如き こ vj を爲 すに 堪 ふるものな るか 否か を も 詳しく 考 へやして 唯 だ 其の^ら 

むこ ど を獨斷 して 進み 行ける ものな り、 其 の 病根 こゝ にあ. 00 也 方に 在りて ヒュ 

.1 ムは 吾人の 知識 を 以て 實 在の 遍通的 實相を 窺 ふに 足らざる もの どなし たれ V- 

も 其の 懐疑 は 未だ 十分に 吾人の 知識の 成り立ち を 穿鑿した る 結果 どして 得た る 

ものに あらす、 a タク を 始め VJ して ヒ ュ 1 ムに 至る まで 吾人の 知識の 起原 及び 成 

b 立ち を 考究せ ざり しに は あらや 而 かも 其の 考究 は專ら 心理 學 上の 觀含ヱ t ま 

b 唯 だ 吾人が 心理的 發 達の 經驗 上の 順序 を 云へ る ものにして 未だ 能く 知 fS 其の 

ものの 成り立ち 又經驗 其の ものの 出 來： 得 べき 所以 を 考究した る ものに あら す、；^ 


如くに 哲學 上の 知識 を も亦槪 念の 相互の 關係 s して 之れ を演 i! 的に 諭ヒ 定めむ 

W 欲する Mi ビ なれ bo され V- かくの 如く 唯 だ 槪念を 分析して 演繹 的に 論じ 行く 

こ VJ によりて は實際 吾人の 知識の 內容を 得る Mi 能 は. す 其の 進步を 進め 行く 途す 

がら 知ら す /) 經驗 上の 事抦を 取り入れざる を 得 ざ.^ し 、とは 前に デ ル フ學派 を 

叙せ し 所に 於いて 已に 述べた るが 如し。 他方に 於け る 經驗學 派の 立場よ- 9 すれ 

ば 其の 極まる 所はヒ ュ ー ム にし て、 而 して 彼れ に 至， 9 て は 吾人 は 自然界に 關 して 

も遍 通なる 學理的 法則 を 立て 得ざる ふ どな h '、因 果律 ど いふ も 亦是れ 吾人の 心理 

上の 生觀的 習慣に 外なら す いふに 至れ 斯 くの 如く 一  方に 在りて は遍 通の 

理を說 かむ， LU を 力めて 終に 知識の 内容 を爲す 事抦を 得る 道 を說き 得ざる 失 f， 

他方に 於いて は 知識の 內容を 成す 事柄 を 得る 道 を說く こどに 力めて 而 かも 之れ 

を 知識 VJ なす 所以の 理を 得る 途 なきに 至る 困難 あり。 是れ 畢竟す るに 一方 は 吾 

人の 知識の 形式 をのみ 與へ 他方 は 吾人の 知識の 素材 をのみ 與 へむ どす るが 如き 

ものにし て^の 形式 ミ 素材 W を 引き離す 所是れ 即ち 兩學派 各， -の獎 の存 する 所に 

は あらざる か。 かく 見て 吾人の 知識 は 形式 V」 素材 どの 兩耍 素. を 以て 成れる もの 
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彼れ が 一 方に 於い 

の 一 方に 於いて は 

の 二 大潮 流 を 自家 

學」 を 打ち立てた る 

〔 一 〕 カント は 

驗學 派の 影 饗を受 

りて 彼れ に 至る ま 

二 大潮 流 あり て 前 

の 組織 を 打ち 建て 

フに 至. 9 て は 吾人 

を 形づく  hN 得る 如 

懌的 また 數學 的な 


四 六 六 

て は デル フ學 派に 於いて 極まれる 唯理學 派の 潮流に 應接 し、 他 

じ， - 1 ム に 於いて 極まれる 經驗學 派の 潮流に 應 接し 而 して 此 

の 所 說に萃 め、 同 時に 此の 兩者 を脫 出して 茲に 新ら し き 「批 評 哲 

所に 在， 90 

四十 七 ま卑 ィム マヌェ ル、 カント (Israanuel  Kant) 

其の 思想 發 達の 上より 云 へ ば、 デ ^ フ學 派に 出立して 中^ろ 經 

け、 後 遂に 其 の 「批^ 哲學」 の 新 見地 を 開ける 者な り。 今 試みに 翻 

での 歐洲 哲學 思想の 發達を 案す る に、 唯 理學派 V」 經驗學 派 ビ の 

者に 於いて は ダカ ルト 之れ を 創めて よ， 9 偉大なる 純理 哲學上 

たる 人々 の續 出し 來 たれる あ .5、 而 して ライブ-一 タツ を 經ヺ〃 

の 槪念を 唯 だ 論理的に 取. 9 扱 ふさに よ， 9 て 吾人の 一 切の 知識 

くに 考 ふるに 至， 9 た b  、換 言 す れ ば、 彼 等が 哲學硏 ^の 方法 は演 

りき VJ いふ 可く、 數學上 吾人の 槪 念の 關係を 確實に 定め 得る が 


し 行く ものな bvj いふに 在 hv て、 此 の 思想 を 廣ぐ實 際に 應 用せ る もの 是れ 即ち 彼 

れが敎 育 上の 意見な り。 彼れ が メジ ー の 思想に 喚起せられ たる 所 ある や 明らか 

な り o 

〔一 〇〕 以上 揭 げし 獨 逸に 於け る 啓蒙 時代の 學 者の 多く は 力 ン トど 其の 時 を 

同じう したる 人々 にして 且つ 力 ン トが 其の 新 見地 を發 表した る 時には 彼等の 中 

に は 之れ に 向か ひて 攻搫を 加へ たる もの 多 か， O き o カント は 其の 時代より 云へ 

ば、 啓 蒙 的 思潮の 盛んな，？ し 時に 遭遇せ る のみなら す實際 彼れ 自ら 件の 思潮の 影 

響 を 示し 居る 所 あ り、 啻 だ 其の 思想 發 達の 一羽 期に 於いて 然 りしの みならす 其が 特 

殊の 立場の 成り立ちた る 後に 於いても 猶ほ 啓蒙 時代の 思潮の 痕跡 を 止めた る 所 

^り。 され ざ 彼れ は 其の 哲學 組織の 成， 5 立ちに 於いて 在來 の哲學 思想の 潮流 を 

1 轉 せしめて 茲に哲 學界の 新 時期 を 開き 出 だした るが ゆ ゑに 彼れ を 以て こゝに 

至る までの 歐洲に 於け る 哲學の 發達を 結 東せ る もの ミ 見做し 得べき ど 典に 又 其 

の 以後に 於け る 新潮 流 を 開き 出 だした る 者 どい ふべ し o 是を 以て 哲學 史家 或は 

彼れ を 呼んで， 歐洲 近世 哲學の 中心 點ど する 者 あ hs、 而 して 其の 中心 點 たる 所以 は 
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四 1 パ四 

而 して 全人 類 は 段階 を 成して 其が 完全なる 狀 態に 向か ひて 進み 行く ものな り？ 

斯く 全人 類が 完全なる 狀 態に 向か ひ 段階 をな して 進み 行く ビ いふ 思想 は 以て 能 

く古來 種々 の國 民の 盛衰の 歷 史を說 明し 得べき ものにして、 一 國民が 一 たび 榮ぇ 

て衰 へたる 後、 他 の國 民が 其の 文化の 遺物 を傳 へて 更に 一 步を 進め 行く こ ，ヒ を 見 

るな hs-yjo 以上の 歷史 哲學的 思想 は是れ ヘル、 デルが 其の 著" seen  zur  Philosophic 

der  Gesohichto  der  Menschheit  "(一  七 八 四 出 版) に 於 いて 述べた る 所な り。 

當時廣 く 愛人の 主義 を唱 へて 社會を 改良し 敎 育の 進 步を圖 らむビ 力めた る 者に 

は 有名なる パ， ゼド ク (Basedow 一七 二 三 —— 一 七 九 〇) あ り。 彼れ が敎育 上の 思想 は 

P タ クの 影響 を 受けた る ものにして 又ル ソ ー が 其の 敎育 上の 意見 を發 表した る 

に 接して は大に 之れ を歡迎 した， 9 き。 彼れ が 同志の 者に は 盛んに ルソ ー の說を 

唱道した る カムべ (cglpe 1 七 四 六 I 一  八 一 八) あり、 其の 外 普通 敎育 制度の 改良に 

盡瘅 して 敎育歷 史上 不朽の 名 を 垂れた るべ ス タ P タ- ッ ィ (pestalozzi 一  七 四 五 I 一 

八 一 一 七) あ り。 ベ ス タ& タ ッ ィが敎 育 論 上の 根本 思想 は 人間 を 一 の 有機 體ど 見而 

して 其 は 自然界に 於け る 他の 有機 體の發 達に 於け る マ」 同 一 の 法則に よりて 發達 


幸福に な， 5 得べ し VJ 信じた b しが、 當時佛 蘭 西に 於け る社會 改良 家 は 槪ね皆 此の 

〃ソ， I の 信仰 を 受け 繼ぎ たる 者な りき。 ヘル デル は 同じく 自然の 發達を 說き而 

して 彼れ は 此の 思想 を 過去の 歷史に 用ね て 人類が 今日に 至る までの 經過も 亦お 

のづ からなる 發逯の 順序 を經 たる ものにして 其が 起原に 於いても 人類の 思慮し 

て 相 約した る こ，, J に 始まれる にあらねば 又 特に 神明の 制定した るに も あら す 、寧 

ろ 人間 天禀の 性に 從 ひて 自然に 成り立ちた る ものな hv  VJ 云へ. 00. 彼れ は 又 此の 

思想 を 用ゐて 言 語の 起原 を說 明せ ，9" 當時 言 語の 起原 を 論す る 者、 コ ン， ティ ャ ， 

クの 如き は 言 語 は 人間の 知慮 を 以て 發 明した る ものな り ざ 云 ひ、 ジ ュ タ ス ミ ル ヒ 

(sassmilch 獨 逸 人) 等 は 上帝の 吾人に 授けた る ものな り ど 說 けり o ルソ ー 旣 にこれ 

に關 して 說を爲 して 人間の 性能の 自然に 開發し 行く 所に 言語の 起原 を 求め しが、 

へ 〃デル は 更に 明らかに 自然 に 成り立ちた る もの どして 言語の 起原 を說か む ビ 

斯 くへ ルデルに 從へ ば、 人類の 歷史は 段階 を 成して 其が 自然の 發達を 遂げ 行く も 

のにして 一 國民は 其の 天稟の 性質 VJ 境遇 どに よりて 自然に 其の 歷史 をな し 行き、 
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四 六 二 

の 位置 を 占めむ VJ 試みた る 力 シ ミ f ル、 フ * ン、 クロ イツ (casi ョ ier  von  Creuz 一七 二 四 

I 1 七 七 〇)、 又 同 じく  & ッ ク 及び ライブ -1 タ ッの 所說を 接合し 且つ 哲學歷 史家 VJ 

して 其の 名 を 遺した るテ ィ 1* テ マ ン (Tir-Iemmm 一  七 四 八 I  一  A 〇 三) 等 あ KVO 

又當 時に 於いて 美學 上の 著述 を爲 したる ものに はス ル グ - ル (sulzer 一七 二 〇 —— 一 

七 七 九) 及び *- リ タツ (Morite 一  七 五 七 —— 一 七 九 三) あ bo 彼等の 所說は お ほむね バ 

ゥムガ ルヌン の 所論 を 根據 V」 したる ものな， 9 き。 

〔九〕 當 時の 學 者の 中、 人 類歷史 の哲學 的 見解に 心 を 用 _Q て 思想界に 輕 から ざ 

る 位遛を 占めたる は當 代の 一 文豪へ ル， テル (Herder 1 七 四 四 I 一  八 〇 三) な り。 彼 

れは 其の 歷 史上の 見解に 於いて 一般の 啓蒙 的學 者の 平準 以上に 出で たる 所 あり。 

彼れ は 吾人の 自然に 發 達する 能力 を 有する こ VJ を根據 S して 歷 史上の 變 遷を說 

か む VJ せ り、 即 ち 彼れ の 根本 思想 は ライブ -I  ， ッ が哲學 思想よ b 得來 たれる もの 

にして 而 して 其が 哲學の 眞意を 解す る こ W に 於いて 彼れ は當 時の 一般の 啓蒙 的 

思潮の 上に 出で た. 5。 ル ソ I は 人類が 今日に 至る までの 社會 文化の 進 步は挛 ろ 

墮落 なれ ど 若し 今後に 於いて 改めて 其が 虞 正なる 自然の 後 達に 任せな ば 吾人 は 


を 占めたる は- プ！ テン ス (Tetens 一  七 三 六 

與へ たる こ VJ 決して 少小 にあら や o  メ 

一一 タ ッ I デ k フ學 派の 心理 說 より 出立し 

を 吾人が 心的 生活の I 方面 して 說か 

かに 之れ を 他の 心 作用 W 區 別して 之れ 

し 吾人の 心 作用の 分類法 VJ して 從來多 

二分法に 換 ふるに 知、 情、 意 の 三分 法を以 

は 後に 力 ン ト が 更に 之れ を 用ゐ傅 へ て 

き觀 をな すに 至れ bo 尙 ほ- ブ ー テン ス 

は 自動的 知力 (verstand) の與 ふる 形式 VJ 

の 結合に よりて 成： る ，/J 言 へり。 此 等の 

力 ン トょ， 9 影響 を 受けた 

其の 他心 狸學者 ざして 茲 

ボネ， の 說に倾 きたる & 
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！ 一  八 〇 五) なり 0 彼れ が 力- トに 影響お 

ン ， テ， スゾ 1 ン 及び ス ルツ - 〃は ライブ 

て 吾人の 感情的 心 作用に 注意し 特に 之れ 

む ビ する こ VJ に 向か ひた， 9 し が、 最 も 明 ら 

に感淸 (Fflhhlllgen 又 は oefdhle)  VJ 云 ふ 名を附 

くの 學 者の 取 來 たれる 知力 ビ 意志 vj の 

てしたる は- プ 1 テンスな り o 此の 三分 法 

より は 殆ん， S 心理 學 上の 通 說た るかの 如 

は 吾人の 知識の 成り立ち を說 明して 知識 

感覺 によ，？ て與 へらる ゝ內容 W 此の 二者 

點 及び 其の 他の 彼れ が 知識 論 上の 所說は 

し て 

に 其 


るが 如く 見 ゆ o 

に 其の 名を揭 ぐべ きものに は- プ ー テ ン ス の 論敵に 

ッ シクス (LOBSius) 、又 口 タ クヾ j ライブ 一 一 ジ ッ  >」 の 中間 
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.  四 六 〇 

クが 硏究の 結果 ど ライブ  一一- ッ- デル フ學 派の 思想 w  、換 言 すれば 經驗 說ビ 唯理說 

を 結合せ しめむ ど 試みた， 00 以爲 へら く、 吾 人 は 吾人の 思想の 形式 を 其の 内容 

より 取り出 だす こ- y」 能 はや 又 其の 內容を 其 の 形式よ り得來 た. る こ ビ 能 はす v>o 

斯く 彼れ が 吾人の 知識の 成， 5 立ち を說 明す る こどに 於いて 其 を 思想の 內容を 成 

す もの w 形式 を 成す もの どの 二 要素に 分か ち、 而 して 其の 一 を 分解して 他に 歸せ 

し-む る こ vj 能 はざる もの，、」 し、 又 其の j を缺 きて 吾人の 知識 は 成. り 立つ こ ど 能 は 

す マ」 唱へ 出で たる 所、 是 れ 即ち 知識 論 上 一 新路を 開かむ w したる ものにして、 力 ン 

トが 取りて 哲學 史上の 大 革命 を 爲 したる も 亦 此の 道に よれるな り。 され ご ラム 

ぺ 〃ト は斯 くして 吾人の 經驗を 分析して 得た る 親 律 を 直ちに 客 覼的實 在 其の物 

の 規律 ど して 用る たるが ゆ ゑに 其の 結果 どして 彼れ は 從來の 本體論 風の 哲學組 

織 を 立つ る こ VJ に 躊躇せ ざ， 9 き o カシトが 其の 批評 哲學を 完成す る 以前の 一. 時 

期に 於いて は ラムべ ルト の玫究 ビ 略 i 相 同じき 方面に 向かうて 其の 思想 を 運ばし 

當時 心理 _學 の 硏究に 心 を用ゐ たる 者 頗る 多 か， 9 し 中に 就きて 最も 重耍 なる 位置 


^テ 學ト、 ラ^ 

° ゾ者 "*  abbS 
テ 《、ベ 論 
ス I 理^ 者 


の 了解の 甚だしく 狭隘なる 所 ある を 見る o 

其の 他 以上の 學者等 VJ 同 部類に 屬 する 者に は アブ ト (Abbt  ！ 七三 八— 一 七 六 六) ェ 

，ぺ〃 ハ， ド (Ebcrharci 一七 三 八 ー 一八 〇 八) 7  "  ，  * テツ (Feder 一七 四 〇 — 一八 二 

1 ) ェ ンゲ ル (Engel 一七 四  一. I 一  八 〇 二 )* カルフ-  (Garve 一  七 四 二， I 一  七 八 九) ブ ラ * 

ト ネ  〃(platner 一  七 四 四— 一八 一 〇) マイ ネャ ス (Meincrs 一  七 四 七— 一 八 一 〇) 等 あ， 9  0 

ダンス ー シ ー の哲學 者へ フリ， ドリ ヒ大 王) は 當 時の 思想界に 於いて 一 の 特殊なる 

位地 を 占めたる 者な， 9。 彼れ は デル フ學派 ど tl タク 及びず ル-ズ I- ルの 思想 VJ ぺ 

I ダ の 懷疑說 ビ の 影響 を 相 混じて 受 け、 其 の道德 思想に 於いて は ュ ビク 1:1 ス學 

派 風の 快樂說 V- ス トァ學 派 風の 堅固なる 義務的 道德 主義、、」 の 兩面を 有したり き o 

伹し 彼れ が 軍人 どしての 精神が 彼れ をして 其の 心 を 義務的 觀 念の 重き を說 くこ 

ど に 傾か しめたるな. 90 

〔八〕 當時 知識 論 上の 問題に 於いて 獨 立に 硏究の 地 を 開き 後に カントの 組織 

したる 知識 論の 少なく ビ も 一 方面 ど 頗る 相 類似せ る 思想 を唱 へ 出で 且つ 力 ン ト 

に 重ん せられた る 者 は ラムべ グ ト (Lambert 一  七 二 八 —— 一 七 七 七) な ，90 彼れ は"》 
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王 >J フづ ン>1/ 者 通 
°.. 、1 ラ及 スメ俗 
c 1 ィ びダ ン哲 

大ド 。二 1 デ學 


び も 生まれ 變は. 9 て 一 般 人類の 其の 時に 進歩し 到れる 段階に 進み 到る こど を 得 

る ものな り ざ 考へ た， 50 

〔七〕 哲學を 解し 易き 形に 於いて 當 世に 說 かむ V」 し た • る 者 即ち 通俗 哲學者 VJ 

名 づけら る. ゝ 者の 中 最も 主要なる は メ ンダ〃 スゾ ー ン 及び -1 コ ライ 等な hso  #- 

1 ゼ ス、 メ ン， テル スゾ ー ン (M§s  Mendelssohn 1 七 二 九 I 一  七 八 六) は 猶太 人の 家に 生 

まれき。 彼れ に從へ ば、 哲 學は 吾人の 常識 を 以て 認めた る 事抦を 更に 明らかに 又 

更に 確實 にす る ものな り。 彼れ は祌の 存在 及び 靈 魂の 不滅 を論證 せむ こ ど を最 

も 力めたり しが 其の 論證は 畢竟す るに デ ^ フ學 派の 所說 より 得來 たれる ものな 

りき。 彼れ の 志せる 所 及び 其の 說 ける 所に は 頗る 高雅なる もの あ， *-VJ 雖も 其の 

思 ®S に 於いて は 特に 發 明の 見ビ して 取り出で て 言 ふ ベ き 程の ものな し。 

一 一 コ ライ (Nicolai 一七 三 三— 1 八 1 一 ) はレタ シン グ 及び メンデ ヤス ゾ， I ンビ相 友 

た b  、彼 れは 世人 をして 諸！ の 迷 信、 偈 執 及び 口碑 等の 束縛より 脫 せしめむ こ ビに其 

の カを盡 くせ， 00 啓蒙 的 運動の 方面に 於いて 彼れ が 力の 及べる 所 は 決して 少小 

なら ざり き、 され ざ 建設的 方面 は 彼れ の 長所に 非す、 又 彼れ 自らの 所懐に 於い て 其 


ら す、 吾 人の 進步の 段階に 適する もの ど然ら ざる もの ビ あ り、 昔 者 猶太 入の 神に 於 

ける や 唯 だ 之れ を國 民の 守護神 VJ 視 るに 止ま. ^しが 之れ を 以て 世界の 獨 一 神 ど 

する こ VJ はべ だ シァ 人に よ， 9 て 始めて 得た る 思想な り、 其 の 後舊約 書に 次ぎて 更 

に 之れ に 優， 9 たる 第二  敎科書 即ち 新約 書の 與 へらる ゝに 至る。 基督 出で て始 

めて 明らかに 靈 魂の 不滅 を說 き又來 世に 於いて 現世に 於け る 吾人の 善惡 業に 對 

する 報酬 を 得る こ ビを敎 へた bo され V- 是れ亦 吾人 を德に 進む る 一の 敎 育法に 

外なら すして 吾人の 達すべき 最高の 段階 はこ ゝ にあら す、 其 の 最高の 段階に 於い 

て は 吾人 は 德を行 ふこ，/」 其れ 自身の 爲 めに 行 ふに 至らざる ベから や。 吾人 は漸 

次 此の 完全なる 段階に 近づきつ ゝ ある 者に して 此の 發 達の 目的なる 第三 時期 は 

是れ 即ち 合理的 基督 敎の 成， 5 上がる 時代な り、 是 に 至 &ては 今までの 如ぐ 種々 の 

敎育 上の 方便- y」 して 譬喩 等 を 用ね て敎 ふる を 要せ やして 合锂的 意義 其の まゝ w 

道 德どを 直ちに 了解し 實行 する こど を 得るな bo 

レ タ ゲ ング 又以爲 へら く、 個 A は 各！ 人 類が 發 達して 到れる 段階 を經 過す る ものな 

bwo 彼れ は 此の 思想に 基づきて 個人 は 唯 だ 一 度 其の 生 を 保つ に 止まらす 幾た 
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四 玉 六 

て 寧 K- 彼れ に 於いて 保た るゝも の、 又 各個 物 は皆祌 の圓滿 なる 相の 分かれた る も 

のにし て、 云 は ば 谷 制 限せられ たる 神 力な .9、 而 して 各個 物 は 其の 制限せられ たる 

相に 於いて f 種の 相 離れた る獨 立の 存在 を 成す。 一 切の もの 皆 活力 ある ものな 

れざ 其の 活動の 程度 は 大に相 異な， O 凡べ て 段階 を 追うて 發 達し 行くな り。 

レ タ シン グが 宗敎 上の 思想に 於い て 合锂的 宗敎； を 以て 狸 想 VJ する 所 は 一般， ティ 

ス ト 等の 說 ける 所 W 相 同 じ、 さ れ ざ 彼れ は ディ ス ト 等に 優りて 歷 史的 發 達の 何た 

るか を 解し 又 其の 之れ を 解す るゃヒ ュ ー ム の解釋 VJ は 其の 趣 を 異にした， 9 き o 

以爲 へら く、 合理的 宗敎は 最後に 來 たる ベ きものに して 此の 最後なる 極致に 達せ 

むが 爲 めに 種々 の 宗敎は 行 はる ゝな. CSO 蓋し 此等諸 宗敎は 神が 由り て 人間 を敎 

育す る 方法に して 之れ を 以て 單に揑 造せられ 又は 詐僞に 生じた る もの W 見る ベ 

きに あら す、 即 ち 吾人が 小 兒を敎 ふるや 種々 の 方便 を 以て 其が 知識 を開發 する こ 

W を 要する 如く 神 は 人類の 一 初めよ， o 今に 至る まで 天啓に よ， 5 て 吾人 を敎 育した 

る な り、 天 啓 は 決して 無用なる ものに は あらやして 寧ろ 永遠に 行 はる ゝ 人類の 敎 

育法な hNVJ いふべ し。 凡べ ての 事 は 決して 一 時に 吾人に 敎 へらるべき ものに あ 


ライマ ー ルス は 並べて ダイ スト 風の 論者の 唱 へたる が 如く 宗敎上 唯 だ事實 なる 

I もの は 凡べ て 吾人の 智力の 理解し 得べき ものにして 其の 他の 荒唐無稽なる 事 は 

™ 一切 假造 若しくは^ 僞 によりて 成れる もの w 見て 其が 歷 史的 發 達の 方面に 眼 を 

著く る こど を爲 さす 又 聖書の 批評 を爲 すに も 文書の 穿鑿に は涉ら ざ， o しが 原文 

書の 歷 史的 批評に 著 服して 此の方 面の 硏究を 開く こどに 與 りて 功績 ありし はセ 

ムレ〃 (86312- 一七 二 五 ー 一七 九 一 ) な bo 

〔六〕 啓蒙 的 思潮の 產 出せる 思想家の 中 最も 明瞭なる 批評 的 頭腦を 有し つ 

發 達^! SO 一 

\ 後の 思想の 啓發に 益す る, i 多 かりし 者 は 有名なる 文豪 レ ッ シ ン グ (Lcssing 一七 二 

九 —一七 八 一) な. 5。 彼れ が 文學： 上： 及び 美術 論評 上に 於け る 功績 は且 らくこ、 に 

一 言 は 个、 彼 れは當 時の 啓蒙 的 思潮の 中に 立ちて 肝要なる 位置 を 占めたる 者に して 

其の 哲學的 思想 は ライブ-一 タツの 所說ょ b 來たれ る ものに スビノ ー ザの 哲學を 

^  mM  k.  ^  2  »i  ？  り 久しく 世に 忘れ 粜 てられた る ス ビ ノ ー ザ に句 い ひて 

加味し. 7 る 力. S きものな， 5 再び 後せ の 思想界^ 吸^ 注がし めし：,：：！  ^われお 

_  ^^ジ T ベ i 城 化 彼れ に從へ ば、 神 明 は 凡 ベ て を 統括す る 最高の 活 きたる 一 體 

一 にして 全く 差別 VJ 變 化，、」 を排 する ものに 非 す、 萬 物 は 彼れ 以外に 存す るに 非す し 
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て該 思潮の 一 代表者 VJ して 主 

は ライ マ 11 ルス (Relmarus 一  上" 

せ る VJ 共に 又敎 會の敎 へ たる 

く 批評 を 試みた b しが 其が 攻 

る ものな りき o 彼れ 以爲 へら 

i の 一 あるの み、 天 啓，、 J 謂 ふ も 

て是れ 凡べ ての 人の 認め 得る 

たる 天啓 を 知る ふの 外に 要す 

ふ は是れ 却って 神の 完全なる 

のな hijo 斯く 彼れ は 唯 だ 一 

.5 しに 止まらす 之れ に 加 へ て 

きものな るか を 批評し 人間の 

矛盾した る もの ある こ VJ 及び 


〔五〕 啓蒙 時代に 於い 

て大 なる 勢力 を 振 ひたる 

れは 盛んに 無神論 を攻擊 

ひても 毫も 假借 する 所な 

デ 〃フ學 派より 得來 たれ 

唯 だ 萬 物の 造化され たる 

れ おる もの あるの みに し 

に は 此の 自然界に 現 は れ 

殊なる 奇蹟の 行 はる S い 

する 全智 VJ 相容れ ざる も 

宗敎に 說く所 を 攻撃した 

の枭 たして 頼む に 足る ベ 

の 中に 記載し ある 事抦に 

せらる ゝ 人物の 言 行の 鉀 の 使者た るに 相應 はしからぬ 


四 玉 四 

，、」 して 神學的 方面に 於い 

九 四 ー 一七 六 五) な， 9。 彼 

天啓 的 宗敎の 信仰に 向か 

轚の 武器 W せる 所 は 専ら 

く、 世 に奇廣 W いふべき は 

の も 亦 唯 だ 自然界に 現 は 

所、 且 つ 吾人が 幸福 を 得む 

ベ きものな し、 其 の 他に 特 

こ V」 及び 神が 將來を 透 見 

般の 道理の 上より 天啓 的 

聖書に 揭 げられ たる 證憑 

證 言の 誤り 易き こ W 、聖書 

神の 啓示 を傳 へた， り W 稱 

こ ビ 等 を褐げ 論せ Do 


已に トマジ クスに 於い て 認め 得る 如く 獨 逸の 啓蒙 時代に 於け る 思想界の 問題の 

最も 主なる もの は道德 上の 論な，？ き、 而 して 道徳 論に 於いて は 吾人 人生の 目的 を 

以 て 各！ が完 全になる こ VJ  W 幸福 を享 くる こ W  W に 置け hNO 盖し 完全 及び 幸 一 鹏，, J 

いふ こ W はデッ フ學 派に 於いて 已に相 混和した る もの W して 說 かれたり し が、 茲 

に 至， 9 ライブ 一一 タ ッが謂 は ゆる 發達ビ いふ こ W の 深き 意義 を 了解し 得 やなれ， 5 

しに つれて 右の 二者の 中 幸福の 方 漸次に 重き を爲 すこビ ど なれ， 90 此の 道徳 問 

題に 結んで 當 時の 思想界の 問題 ビ せる 所 は 吾人に 幸福 を與 ふる 神の 存在 を證す 

る こ vj  (是 れ專ら 天地に 現 はれ 居る 目的 を根據 -yj して 論じた る も の) 及 び 吾人が 來 

世の 存在 を證 する こ S に 集注せ， 90 斯く神 及び 來 世の 存在 を論證 せむ W 力めた 

る こどの 勸 機は詮 すれば 個々 人 が 谷 i 幸福 なる 生活 を 送らむ こど を 求む るの 要求 

に 在り き、 是 れ 即ち ヺ〃 テ ー〃 が 宗敎の 根據を 吾人が 道徳上の 要求に 置き〃 ソ 1 

が 其 を 感情の 要求に 置け る 相 類似した る 思想の 調子お 示せる もの S 云 ひて 可 

な bo 又 同 一 の 原因よ b して 當 時に 於いて は 心理的 觀 察に 心 を 用 ゐるこ W 盛ん 

に 行 はれ 殊に 吾人の 心 狸の 感情的 作用の 方面に 注意 を 向く る. こビ V」 なれ hNO 
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四 五 二 

ァシ、 ト び ライブ ッ ィ t の 兩大學 に 於いて 始めて 獨逸語 もて 講義 を 開きた る クタ ス チア 

F ジタ W 

ス  ン、 トマジ ク ス (christian:Thomasius  j 六 五 五， 一 七 二 八) な り。 彼れ に從へ ば、 哲學は 世 

界に關 して 一般に 解 せらるべき 有用なる 知識 を 與^る ものな. CNO 彼れ が 論述の 

法 は 組織的に 推理す る こ ビ に 重き を 置かす： して 寧ろ 平易 且 っ輕 快なら むこ ど を 

力めたり。 此の 點に 於いて 彼れ が 論述の， 力 は デル フ學 派の W 異なれ， 9、 され タ」 其 

の述 ぶる 所の 趣意に 於いて は 偏に 吾人の 知 解に 訴 へて 明白に し 得る こ ビ の 外 を 

悉く 排斥した るが 爲め 幽玄 飄 逸の 趣味に 乏し かりき、 是れデ ^ フ學 派の 唯 理說ょ 

hN 來 たれる 自然の 結果な， 50 彼： れは 其の 學說に 於いて は折哀 的に して 最も 心 を 

道德 論に 用ね 又 宗敎に 於いて は 宽容の 精神 を 唱道し き o 又 彼れ は 自然 科學 上の 

知識 を 有する こ w 少な か .9 しか V- も 其の 代 は に社會 制度の 種々 の斃 害に 向か 

ひて 批評 を 加へ 且つ 當時 一般に 行 はれた る 種々 の^ 信 及び 其の 他 頑冥なる 思想 

に 基づけ る 諸！ の惡獎 を攻 翳す る こ，、」 に 其の： 力： を 致. したりき。 此 等の 點に 於いて 

彼れ の 學說は 十八 世紀の 獨 逸の 啓蒙 的 思潮に 於け る 殆んざ 凡べ ての 重要なる 要 

素 を 合め る もの w 云 ふべ く、 彼 れが該 思潮の 先驅 者ど稱 せらる ゝは 此の 故な bo」 


歉 する 所 ありし もの は 「三 十年戰 爭. I 以 來敎義 上の 爭 ひに 飽き 他に 精神 上 具 正の 宗 

敎的 生活 を 求めむ V」 したる 需要に 應 じて 起こり ハ ^ レ市を 中心 w して 廣く 勢力 

を 及ぼした るビ ュ ティ ス トの運 勸是れ なり。 此の 蓮勸は ライブ -1 タ ッ， y-J 相 知， o 

相 敬した るスぺ ー ネ〃 (spener  j 六 三 五 II 一  七 〇 五) に よりて 創始せられ 次ぎに フ 

ラ ン ケ (Frallcke 一  六 六 三 I 1 七 二 七 )の 組織的 才能に よりて 勢 ひ ある 運動ぐ J なりし 

ものにして 其の 趣意 VJ せる 所 は 敎： 會 が 其の 敎權を 以て 敎 ふる 敎義に 重き を 置か 

すして 専ら 各自の 直接に 意識す る 敬神の 念 w 其を發 表する 實 行- yj を 貴べ る こ ど 

に 在. 5。 是を 以て 此の 派 は 其の 敎會 的なら ぬ點に 於い. ておの づ から 啓蒙 的 思潮 

の宗敎 上の 方 面. に 於け る ものに 左袓 する こど なれ hNO 之れ を 要する に、 獨 逸 に 

於け る 啓蒙 的 思潮の 傾向 は 其の 哲學 思想 を も 成る ベく 通俗なら しめむ w 力 め、 佛 

國に 於け るが 如く 極端なる 論理的 結論に 走る こ を爲さ ざ- 9 しか V> も、 其 は猶ほ 

當 時の 社會に 於け： る 諸方 面に 百！ りて 一 代 を菴ふ 大潮 流 w なれるな bo 

〔四〕 獨 逸に 於いて 上に 述べた る 啓蒙 的 思潮の 先驅者 V」 なりし は ライブ 一 1 タ 

ッ vj 略！ 其 の 時代 を 同じう し 獨逸語 もて 始めて 學 術的雜 誌を發 行し 且つ ハ \ レ及 
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四 五 〇 

想 派 心理 學 者の 生理的 唯物論の 如き を 以て 其が 哲學的 方面に 於け る 結果 ミ 見る 

こ VJ を 得べ く、 一 般に 云へば 英吉利に 於け る 啓蒙 的 運動 は 温和に して 常に 英國人 

の 特長 VJ する 常識に よ- 9 て 支配せられ たる 趣 あ り、 且 つ 又 英國社 會の狀 態 は當時 

の 歐洲に 在， 9 て は 最も 多くの 自由 を 許した るの 故 を 以て 啓蒙 的 思潮に 對 して 頑 

固 無謀なる 抵抗 を爲し 却って 之れ を激 せしめ 極^に 赴かし むる こビ なか りし 趣 

も あ. 00 佛蘭 西に 於いて は 其の 學 者の 一般の 傾向 ビ して 其が 啓蒙 的 思潮 を 理論 

上大膽 に推究 して 其が 極端なる 論理的 結論に 赴く こどに 躊躇せ ざ b き、 且 っ社會 

制度の 上に 於いて は專 制政體 及び 階級 的壓 制に 對 して 終に 甚だしき 反抗 を惹き 

起こす こ VJ，, J なれ， 00 獨 逸に 於いて は 啓蒙 的 思潮の 全體の 傾向 は折哀 的に して 

其が 主要なる 要素 は デル フ學 派の 唯理說 より 流れ 來 たれる ものな， 9 き、 盖 し 吾 人 

の 理解力 を 以て 何事 を も 明瞭に 解し 得 ベ きもの VJ し 之れ に 合 はざる MJ は 皆 之れ 

を 迷妄 VJ して 排斥す る こ VJ 即ち 唯狸學 派の 精神が 取， 9 も 直さす 啓蒙 的 思潮の 骨 

子 を 成す こビ どなれるなら。 され ざ 之れ に 加へ て 佛蘭西 及び 英吉利よ.^ 輸入し 

たる^ 想 亦 其の 勸カ VJ なりた. 9 き o 尙ほ 他に 多少 獨 逸に 於け る 啓蒙 的 思潮に 貫 


動ス ビの 啓に 英 
。ト ェ特紫 於^ 
のテ色 思け1^ 
運 ィ 、潮ろ^ 


哲學 其の物 も 各自の 心 を自觀 する 心理の 硏究^ 殆んざ 同 一 なる に 至れ り、 是 れ 英 

國に 於いて は 蘇 格蘭學 派に 於いて 見る 所に して 獨 逸に 於いて は 心理 * 學 研究の 盛 

んな， 5 しこ vj に 於いて 其の 最も 著る きを 見る o またお なじ 傾向の 結果. yj して 凡 

そ主觀 的なる も の-, 凡 そ 特性の 存 する もの を 喜ぶ 心 を惹き 起こし 來 たれ h^o 

上に 云へ る 如く 自然 科 學硏究 の 見方 (時 問 上の 發 達よりも 寧ろ 永 恒に變 はらざる 

物理的 法則に 著 眼した る 見方) を 以て 其の 要素 S したる こざの 結果 ミ して 啓蒙 的 

思潮に はおし なべて 歷 史的 眼孔に 缺け たる 所 あり o 唯 だヒュ ー ムの 如きが 當時 

に在ケ ては歷 史的 變遷を 解す る こ W の 最も 勝れた る 者の 一人なる べし。 此の 點 

に 於いて ライプ ュ タ ッが發 達 論は當 時の 啓蒙 的 思潮の 上に 出で 其の 眞價 値は該 

思潮の 先導者 等に よ- 5 て は 充分に 了解せられ ざ- 9 き o 

〔三〕 以上 述べ 來 たれる 啓蒙 的 思潮 は 歐洲の 思想界に 於け る 一 般の 現象に し 

て 英吉利に 於いても 佛蘭 西に 於いても 又獨 逸に 於いても 皆 之れ を 見る。 但し 此 

等 三國に 於け る 啓蒙 的 思潮に は 多少。 の 差別な きに あら す、 英 吉 利に 於いて は t ュ 

1 ムのボ ジープ イ^ズ ム、 ディ ストの 宗敎的 運動、 シャ フジ ペリ， 等の 道義 學 及び 聯 
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四 四 八 

て 可な う o 

上に 述べた る 啓蒙 的 思潮の 特色に 本 づき 其の 先導者の 求む る 所 は 個人が 獨 立に 

各！ 自己 の 意見に 從ふ w いふ こ. y」 にして 從 ひて 其の 思想に 於いて は 自由なら むこ 

vj を 求 め、 宗 敎に 於いて は敎權 に反對 する 自由 思想. y」 な り、 政 治に 於いて は 階釵的 

制度に 反對 する 自由 生義 どなれ 、さ れ Vj かくの 如く 其の 見地の 個人的な りし 故 

を 以て 社會の 有機的 組織 を 了解す る こ ビ 十分なら ざ 而 して 當 時に 在りて 

此の 有機的 組織 を認 むる に 近き 者に 於いて は ライブ- タツ 風の 調和 ビ いふ 思想 

先づ 其の 最も 優れたる もの なれ ざ、 其 の 思想 また 是れ より 以上に は 出で す、 蓋 し ラ 

イブ 一一 タ ッの唱 へたる 調和 說も 元來獨 立の 單元を 根元 w する ものなる が ゆ ゑに 

其の 謂 は ゆる 調和 を 解す るに 多ぐ の 困難 ある こど は 曾て 述べし が 如し。 

當時 思想界の 傾向が 此 くの 如く 個人的な りし 結朵 S して 人 皆 凡べ ての 事に 於い 

て 個人的の こビを 好み 又 各自が 自己の 心を觀 察する こ S を 好み 而 して 其の 結枭 

ビ して 自ら 我が 感情 を樂 しむ こ w に 耽る 傾き を 生じ 自叙 傳 風の もの 多く 出で 來 

た れ ，9、 其 の 好例 は ル ソ ー に 於いて 之れ を 見る べし。 又お なじ 傾向の 結果 w して 


いて 希臘 の哲學 思想が 尊ら 智識 及び 道徳の 論に 向か ひたりし は 歐洲に 於け る 啓 

襃 時代の 思潮 ど 頗る 相似た る 所 あ bo 上に 云へ るが 如く 當 時の 啓蒙 的 思潮の 一 

要素 を 成した る 自然 科 學の發 達 及び 其の 普及の 結果 ビ して 一 切の 事物に 自然 科 

學的 硏究の 見方 を應 用す るに 至- 5 遂に 唯物論 を 喚起し 又祉會 制度の 論に 於いて 

も 其の 影嚳を 及ぼせる 所 あ， 9 き 0 

〔二〕 啓蒙 的 思潮の 特徵 VJ いふべき は 各人が 其の 知 を 明らかにし 其の 知 解 力 

を 用ね て 凡べ ての 事物に 明瞭なる 判斷を 下し 行く こど 即ち 差別 智を主 、>- する 說、 

及び 社會を 以て 個々 なる 獨 立の 人の 相 集合した る もの ど 見る こ S 則ち 個人的 思 

想是れ な. 9。 此の 點に 於いて ライブ 二 タツの 哲學 は， テ カルトに 出で てスビ ノ， 

ザの 萬 有 神說に 至れる 純理 哲學 流の 組織 S " タ クに 始まれる 啓蒙 的 哲學ビ の 間 

に 立てる が 如き 趣 あり 0 彼れ の 哲學は 多元論 即ち 多くの 個々 獨 立の もの を 以て 

實在 VJ する 論に して 又 吾人 精神の 根本的 作用 を 以て 理解力 (智 力) な ，9  VJ する 說な 

hs( 而 して 此の 說が 後に デ u, フ學 派の 唯 理說に 至りし 次第 は 曾て 述べし が 如し )o 

ライブ 一一 タ ッの 哲學は 此の 兩點に 於いて 啓蒙 的 思潮の 精神 を 合め る もの ど 云 ひ 
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hN て ソフィ 
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四 四 六 

七 〇 九 —— 一 七 八 五) 等 あ り、 其 の 他 革命の 哲理 を 論述した る 者に はサ 

《st.  Lambert 一  六 1 六 I 1 八 〇 三) コンド^ セ 1 (coudorcet 一  七 四 三 I 一 

ル ネ 111 一  七 五 七 -— 一 . 八 二 〇) 等 ありき o 

第 四十 六 章 獨 逸に 於け る 啓蒙思潮 

クが 其の 心理 說を唱 へしよ， 9 第 十八 世紀に 至る まで 當 時の 學者は 

人間の 硏究 w いふ こ VJ に 置きた り、 故. に當時 哲學の 題目 VJ なりし も 

著書 及び U ク ク 以後の 學 者の 著述の 標題 を 見ても 知らる、 如 く) 人 

ふこ W にして 而 して これが 當 時の 啓蒙 的 思潮の 一 大方 面 を 成した 

潮に 尙ほ 他より 加 はう 來 たれる 要素 は 其の 頃に 至る までに 大なる 

る 科學的 硏究の 結果 を 通俗に して 之れ を 一 般に 普及せ しめむ VJ し 

KVO 過去に 於いて 此の 時勢 ビ 最も 能く 相 比すべき は 古代 希 臘に在 

ト 及び ジ， I クラ- プ ー スの 出で たる 時代な り、 其 の 後に 至， 9 て は〃. ォ 

8 時 代 亦 之れ ビ相 類似せ る 所 あれ ざ、 特 にソ フィス ト 等の 時代に 於 


~ 舆 正なる もの W 云 ひ 居る 所 あ hz 又 彼れ が 社 會の墮 落 を 言 ふ 時の 非 現世 說、、 」 其が 

宗敎 思想 ビの 間に も 亦 相 和せ ざるが 如き 所 あり ビぃ ふこ S を 得。 之れ を 要する 

に、^' ソ ー は 決して 組織的 思想家な， 9 しに 非 す、 さ れ ざ 其の 唱道せ る 所の 中には 後 

世の 大 なる 新 運勸の 種子 を 合め る を 以て 近代の 民生 政體 及び 共産主義 も 彼れ に. 

一 其の 脈絡 を 引き 無政府 黨ま でも 彼れ よ b 其の 思想 を 汲み 來 たれ， OS 稱 せらる。 

一 哲學 及び 心理 學に 於いて 吾人の 心 生活の 特殊なる 方面 どして 感情の 價値 をい ふ 

に 至れる は 彼れ に 負へ る 所 多 く、 又 敎 育に 於け る 自然 主 義、 文 學に 於け る セン-グイ 

メンタ リズム 及び & マン- プ イシ ズムの 如き も 亦 彼. れ に 其の 少なく  W も 一 部の 淵 

一 源 を 有する 所 あるな， 90 

〔三 九〕 當 時社會 問題に 對 して 最もよ ぐ 其の 眼 を 注げる もの は先づ 少 ソ ー を 

推さざる ベから ざるが 其の 他 まどして 經濟 上より 此の 問題 を 論じた る 輩に はク * 

ス ネ つ (Quesnay 一  六 九 七 II 一 七 七 四) 及 びテュ ルゴ ICTUrgct 1 七 二 七 II 一  七 八 二等 あ 

hs  、又 共産主義 を唱 へたる ものに はモ ル レ 丄 Abb6  Morellet  | 七 二 七 —— j 八 一 九、 彼 れ 

一 の說は ブラト， ンの 國家說 に感發 された る 所 あ り) 及 び マブリ ー (Mably  n ン ディ 

.  西洋 哲學史 . 近世 哲舉 第 四十 玉荜 佛蘭 西に 於け る 啓蒙思潮  四 四 玉 


四 四 四 

想 は a に佛蘭 西の 大 革命の 根本 思想 を發 表せし ものにして 彼れ 自ら は 決して 其 

の所說 のかく の 如き 結果に 立ち至る こ £ を豫 想せ るに は あら ざれ ざ も 彼の 大革 

命 は 取り も 直さす 彼れ の 思想 を實 現せむ VJ したる もの ど 云 ひて 不可な し 0 

〔三 八〕 ル ソ ー の說 ける 所 は 根本 思想の 上よ b 見て 特に 大 なる 新 發 明の 見 W 

云 ふ ベ きものに あら ざ， 9 しが 彼れ は 時人よ， 5 も 明瞭に 之れ を 看取し 且つ 彼れ の 

天才が 之れ に 特殊なる 表現 を與 へたり し 故 を 以て 恰も 全く 新奇なる ものの 如く 

殆んど 魔 術： の 力 を 以て 歐洲の 思想界 を 動かした bo 且つ 彼れ の說 ける 所に は 論 

理 上の 關 係の 明瞭なら す 寧ろ 相反す るが 如き 節 も 無き にあら す、 例 へば 彼れ が敎 

育 論に 謂 ふ 個人 各自の 自由なる 自然の 開發ど 其の 國家 論に 於いて 個人の 意思が 

多数の 決議に よ. 9 て發 表さる ゝ全體 の 意志に 全く 服從 する こ S を 要す S い へる 

V」 は 思想 上 如何に 相關 係すべき ものなる か、 又 彼れ が 吾人の 社會が 其の 純 僕なる 

自然の 狀 態よ b 墮 落した る 次第 を述 ぶる 所ビ 後に 其の 民約論に 於いて 描け る 所 

ミの 間に も 相 和せ ざるが 如く 見 ゆる 點ぁ り、 例 へば 一 に 於いて は財產 所有の 權が 

社會の 凡べ ての 罪惡の 根元 ビな hv 居る が 如くに 說 き、 他 に 於いて は 所有 權を 以て 


議を 開く こ V, を 要す ど0 此の 點 

鄕 なる ジ 1 ネヴ 又は 古代 希臘の 

のな hNO 然 らば 近世に 至りて 生 

用ゐ むに は 如何にすべき o 此の 

ち 右に 云へ るが 如く 人民の 自治 

合圃體 VJ なすこ VJ 是れな 此 の 

れ たる もの 即ち 合 衆 政治 W いふ 

人民 相 約して 一 の 國家を 組織し 

せざる ベから す、 謂 ふ 所 全 體の意 

もの の 謂 ひなら、 而 して 國 家に 於 

にして 其の 目的- yj する 所 は 人民 

して 社會は 幸福なる こ、 /J を 得べ 

要する は 自由， yj 平等 S な ，9、 但 し 

自ら 設けた る 法律に 從 うて 行 ふ 
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よ， 9 見る 時 は 彼れ が 狸 想 W する 政體は 彼れ の 故 

市府の 如き 所に 於いて 最もよ く實行 さる べき も 

長發 達した る廣大 なる 國 家に 在， 5 て 此の 制度 を 

點に 向か ひても 彼れ は 一 の 考案 を懷 けり、 其は即 

によ， O て 成る もの を 幾多 集合して 一 の大 なる 聯 

考案 是れ 即ち 大西洋の 彼方の 岸に 於いて 實行さ 

ベ きものな， 90 

たる 以上 は 個々 人の 意志 は 皆 全體の 意志に 服從 

志. yj は 其の 人民の 多數の 意志に より 代表 さる 、 

いて 法律 を設 くる もの 是れ 即ち 此の 多数の 意志 

の 全體に 自由 V」 卒等 S を與ふ る に 在 ，9、 こ れ なく 

きものに 非す。 法律上 吾人の 第一に 得る こ w を 

各自の 欲望 其の ま、 に 行 ふは眞 正の 自由に 非 や、 

もの 是れ 即ち 眞 正の 自由な， 5。 此. の ル ジ ー の 思 
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四 ram 

びて は 此の 思想 復活して 種々 の 形に 於いて 唱 へら れ、 尙 ほ 其の 說の 脈絡 は延 いて 

十七 世紀に 至れる を 見る。 されば ルソ ー の 民 約說は 思想の 上より いふ 時 は 決し 

て 新ら しきものに は あらね V- 彼れ の 天才に 發 揮せられ て歐洲 一 般の 思想界に 大 

なる 影響 を與 ふる 街 動力 VJ はなり た bo 彼れ 論じて 曰 は く、 上 述の 如く 國家は 民 

人の 契約に よ b て 成れる ものなる が ゆ ゑに 其の 主權は 人民の 有する 所な り 、行 政 

官は唯 だ 民が 主權を 以て 定めた る 所を實 行す る 者に 外なら す VJO  ^ ソ ー は & タ 

ク 及び モ ン -プス キ ュ-' ど 其の 說を 異にして 國 家の 權カを 分割せ すして 曰 は く、 立 

法 權是れ 即ち 眞實 に國 家の 主權 なり、 行政 權は 決して 之れ W 相 並立す べき ものに 

非 やして 寧ろ 之れ に隸屬 すべ きものな り、 人 民が 自ら 相 約し 首長 を 立て ゝ 之れ を 

仰ぐ は 契約に は あらす して 其の 關係は 寧ろ 唯 だ 委任^ いふ ベ きものな b  、主 權 は 

何處 まで も 人民の 有する 所に して 決して 人民の 手よ 離る ベ きものに あ らす v}o 

此の 點に 於いて は 彼れ は ホップスの 正 反對に 立てる S 共に 又 代議 政體を 以て 正 

當 なる もの，/」 せざる さに 於いて P タク ビ 其の 論 を 異にせり。 彼れ 曰 は く、 行 政 官 

が 其の 權を 濫用せ ざら むが 爲 めに は 人民が 常に 自 ら (代 人に あら す) 相 集まりて 會 


却って 之れ を 害 ふ 所以の 道な り o 啻だ 人心 自然の 開發に 任す V きのみなら や 各 

人 皆 其の 特性 を 具 ふる を 以て、 之れ を敎 育す る や 宜しく 其の 各自の 特性に 從 ひて 

其の 自然の 開發を 助け 行かざる ベ から す、 即 ち强 ひて 一 の 模型に 鐯入 する こど を 

爲さゃ して 各自の 個性 を 破らざる 樣に敎 育せ ざる ベから や o 小兒の 時代 を 見て 

唯 だ 大人- yj なるこ- y」 の 準備. y」 のみ 思 ふ ベ から す、 小 兒は 小兒の 時代に 於いて 其の 

開發し 行く 所 其の ものに 殊特 なる 人生の 趣味の 存 する あるな， 50 之れ を 要する 

に、 敎 育 上の 手段 は 唯 だ小兒 をして 罪惡に 染ま ゃ過設 に陷ら ざる 樣に 監督す るに 

在る の み、 心 身の 發達 そのもの は 自然に 任せざる ベから や。 

〔三 七〕 以上 叙述せ る 所 は ルソ， が 其の 著： T エミ〃』 に 於いて 彼れ の 自然主義に 

基づきた る 理想的 敎 育法 を 述べた る 趣意の 大要な， 50 彼れ は 更に 其の 名著 『民 約 

論』 に 於い て 彼れ が 理想 W する 社會的 制度 を 描け， 9  0 以爲 へら く、 人類 は 其の 自然 

の狀 態に 於いて は 個々 獨 立の 者なる が 故に 此の 社會は 後に 彼等が 相互に 結びた 

る 契約 を 基礎 W して 成れる もの W 考 へざる ベから す so 蓋し 此の 民 約說の 端緒 

は已に 希臘に 於いて ュ ビク 151 スの說 に 現 はれ 中 世紀の 終 はり 近世に 入る に 及 
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四 四 〇 

を 有する ものたら し め、 延 いて 歐洲の 思想界に 大 なる 影響 を與 ふるこ なれ， 90 

彼れ 以爲 へら く、 天 然 のま ゝ なる ものに 一 W して 宜しから ざる ものな し、 唯 だ 人 其 

の 手 を 添 へ て 之れ を 不良なる もの S する のみ。 吾人が 敎育を 施す に當 たりて 人 

爲 的に 種々 の 事抦を 注入す る は 其の 正 當の途 に 非す、 人 を敎 育す る 宜しく 其が 自 

然の 開發に 任すべし o 敎 育の 事 は 他の 權カを 以て も 又 啓蒙 的 敎訓を 以て も 外よ 

b 强 ひて 騰 迫し 注入すべき もの に 非す 、寧ろ 唯 だ： 其が 自然の 開發 に障礙 VJ なる ベ 

かな 

きもの を 除去し 而 して 其の 開 發に合 へ る 境遇 を與 ふるこ VJ に 止めざる ベ からす o 

各人が 自ら 學 得し 自ら 力 を 用ね て 得た る も の、 換 言 すれば 自己の 天稟 ビ 實驗 どに 

よりて 發 見した る ものの み眞に 其の 者の 所得 V」 なり 得べ し。 一 言 に 云へ ば、 其 が 

敎育 上の 眞 正の 發達は 他より 注入すべき ものに 非 やして 自發 すべき ものな b( ラ 

イブ 一 一 タ ッの謂 は ゆる モナ * ト の自發 する S いふ 思想 ど 相 比べよ )0 各人の 性格 V」 

ならて 開發 する 種子 は 凡べ て 天稟に 具 はる ものな り、 而 して 天然の 性情 及び 街 動 

は 其のお のづ からに 開發し 活動し 出づ ベ き 時機 ある を 以て 敎育は 之れ に與 ふる 

に 其の 時 を 以てせざる ベ から や、 之 れを锈 ひ 出 ださむ W する こ W 早き に 過ぐ る は 


を 飾り 種々 の 繁文縟 鱧 を 設けて 中心の 誠 を蔽ひ 了す る こ VJ  、又 階級 制度 を 以て 下 

等 人民 を壓 制する こビ、 又 分業が 一 部の 者 をして 他者の 奴隸 たらしめ 而 して 之れ 

を 使役す るに よ， 5 て 一 部の 者 は 愈" 其 の 所得 を 增すど 共に 又 其の 所得 を 利用して 

益！ 他の 者 を 使役す るに 至る 等、 皆 是れ 文化の 獎害ビ いふ ベ きものな う。 

斯 くの 如く 文明の 進步は 決して 社會を 善なら しめたる ものに 非す 却って 之れ を 

一  * 

i 腐敗せ しめたる ものな り、 吾 人ば 寧ろ 社會的 生活に 入 h- か ゝ b たる 時代 即ち 社會 

の猶 ほ少壯 な. 5 し 時に 於いて 止まる ベ かりし な. 90. 今や 社 會は已 に 老衰したり、 

され ざ 一 旦 かく 純 筷の狀 態より 離れた る 以上 は 到底 再び 元の 儘なる 狀 態に 復る 

こ W 能 はす、 唯 だ 吾人 は 社會の 眞 正の 成立 を 知 b て 其の 獎害を 除去す る 法 を講せ 

ざるべ から す、 而 して 其を來 たすべき 一 方法 は 即ち 敎 育な， 90 

教育 i 。の 〔三 六〕 ル ジ ー が 敎育說 は 先き に & タ クが 英國の 紳士 を 養成す る こ vj を 目的 

VJ んて唱 へた り し 思想 を 採用し 來た& 彼れ が 自然主義に 基づきて 更に 之れ を 打 

ち擴 げたる が 如き ものにして 其の 思想に 於いて は 特に 新發 明の 見 VJ いふべき も 

一 のな し VJ す • る も 彼れ の 天才が 之れ に與 へたる 表現 は 其の 思想 をして 新奇なる 力 
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四 三 八 

律を設 くるの 優れる に 如か や 彼等の 策畧 其の 圜に當 たりて 人々 皆 其の 好 計 

に 欺かれ 而 して 茲に 政府 及び 法律 >J いふ 新ら しき 桎梏 を 貧者に 加へ 又 新ら しき 

J 武器 を 富者に 與 ふる AivJ な ，9、 是 に 至りて 各人の 自然に 有し 居た る 自由 は沒 了し 

て財產 所有 權. 及 び 之れ に 伴 ふ 不平等 を 法律上 神聖なる もの W なす、 とどな b. ぬ o 

斯 くの 如くに して 社會に 於け る 不平等の 增 進し來 たれる 段階 を 約言 すれ ば、 第 一 

に は 法律 及び^ 產 所有 權を 立て ゝ 貧富 の 懋隔を 生じ、 第二 に は 有司 を 置きて 强弱 

の 差別 を 生じ、 第三 に は 素 S 相 約して 有司に 委ねた る權カ をば 變 じて 君主の 專制 

一 權 -yj なすこ w によ h- て 主人 vj 奴 の 區別を 生やる こど V」 なれ bo 之れ を 要す 

るに、 文化の 進步 はかくの 如く 不卒 等の 增進 しまた^ れに伴 ふ 害 惡の增 加し 來た 

れる 歷史に 外なら す VJO 以上 は是れ ルジ， が 描き出で たる 人類 墮落 物語の 極槪 

™ な .5。 

文化の 称 〔三 五〕 文化の 害 ゃ舉げ て數へ 難し、 貧富の 差別 及び それに 從ひ 起こる 諸 多の 

お！！、  MS1 せ ^ 

£， 、教 差別に 生じ 來 たる 一切の 猜忌 心、 惽 惡心 及び 之れ より 發 する 爭 鬪、 又 一 方に は 齷齪 

yj して 其の 欲望 を充 たさむ さ を 求む る ど 共に 一方に は 遊惰 文弱に 流れ ゆきて 外 


しホ タ ブスの 謂 は ゆる 自然の 狀態は 人類の 最 一羽に 在. 5 しものに あらす、 其 の變遷 

する に從ひ 漸く 茲に 達して 始めて 其の 如き 狀態 VJ なる に 至れるな り。 ホッ， フス 

の 謂 は ゆる 戰爭 の狀 態是れ 人類 原初の 自然の 有樣な h- き ビは考 へられ す、 何 ビ な 

れば、 一 つに は 其の 如き 戰爭の 起こらむ に は 各人が 多くの 欲望 を感 せざる ベから 

す、 され ざ 人類が 原初の 狀 態に 於い て 其の 如き 多くの 欲望 を 感じた h- ビは考 ふ ベ 

からす、 二つに はホ ッ ブスの 謂 ふが 如き 戰 爭の狀 態の 始まらむ は 人々 相互の 交通 

の廣 くな りて 後の 事なら ざるべ から ざれば なり。 且つ又 ホタ ブス は 人間の 自然 

に 具へ たる 同情 の 性 を 看過した， 90 され V- 瓧會は 終に 谷 人 皆 自利 を 求めて 相 • 

ひ 一 人ビ して 安居す る MJ 能 はざる 狀 態に 立ち至れ， 00 是に 於いて か 財產を 有す 

る 者 は 甚だしき 危 險を感 する なり 富者 相 計りて 一 の 狡猾なる 策 を 案出せ， 9、 

此の世に 於 い. て 他に かば かりの 奸 策の 人の 心に 浮かべる もの あらざる べし。 彼 

等 富者 は 他に 告げて 曰 はく、 我等が 此 くの 如く 相互に 相 胃して 各！ 不安の 狀 態に 在 

ら むよりも 寧ろ 正義 W 安寧 ビを 保た むが 爲 めに 茲に 一 の 制度 を 設け 而 して 各人 

が 現に 有し 居る 所 を 以て 其が 正當の 所有 どなして 復た相 犯さ ざら むが 爲 めに 法 
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桕菓 合して 生活す るに 至りて は 其の 間 a におの づ 

起因す る惡 感情 を 生す る, ivj なれば な. 90 され V- 

甚だ 賀朴 にして 其の 欲望す る 所 亦 少なく 全體 よ， 9 

て 最も 幸^なる ものな りき o 此の 段階の 幸福なる 

し DJO たる こ ビに在 り、 人 類 は 宜しく 此の 階段に 止ま 

の步を 進めて 次ぎなる 段階に 移り行け う、 而 して こ 

る もの は 金屬を 使用す る こ w 及び 農業 を 盛んにす 

れ によりて 人々 は 多くの 土地 を 耕 やすこ なり 

產を菩 ふるこ VJ の 必要 を 生じて 遂に 之れ が爲 めに 

れ より 以後 は此 等の 結果 ビ して 社會に 數へ盡 くす 

mj どなれ bo 人類 を 文化に 進む る- yj 共に 之れ を 腐 

が 如く  <.i  a に は 非す して 寧ろ 鐵 vj 穀物- w なり. yjo 

りて 祉會. の^ 黑 なる 方面 を 描き出 だし 尙ほ論 やら 

惜惡 ，こ 利益の 爭ひ w によりて 常に 相反 目し 爭鬪す 


四 三 六 

から 多少の 不平等 及び 其れに 

此の 段階に 於いて は 人類 猶ほ 

云 へ ば 此の 狀態は 吾人に 取り 

は 其の 欲望 ビ 能力 ど の 相 平均 

る ベ か， 9 し を 不幸に も 更に 其 

、に 社會 に大變 勸を來 たした 

るに 至 hN しこ yj 是れな ，50 こ 

從 うて 分業の 必要 起こ- 5 又資 

富の 甚だしき 差等 を來 たし そ 

ベ からざる 害毒の 釀 成さる ゝ 

敗せ しめたる は 詩人の 曰へ る 

ル ソ I- は此 くの 如く 說き來 た 

く、 こゝに 至， 9 て 人類 は猜忌 W 

るが 如き 狀 態に 立ち至れり、 盖 


其 は 決して 故ら に 作れる ものに 非す また 實際 世に 無効 力なる ものに も あらざる 

こ VJ を 示さむ VJ 力めた， 9。 以上 述べた る 所に よ， 5 て 見れば、 ルジ 1 が感覺 論、 意 志 

決 定 論、 唯 物 諭、 無 神 論及び 自利 主義の 道徳 說 に反對 して 當 時の 大潮 勢ど戰 はむ- y」 

したる 者なる こ VJ 明らかな， 50 

〔三 四 J  彼れ は 其の 著 "Discours  sur  r〇ng5e  et Is  Fondemens  de  r  In6galit6  parmi  10a 

wommes"( 一  七五三 出版) に 於いて 人類 社會が 其の 原 一 初の 純樸 なる 自然の 狀 態より 

落し 來 たれる 次第 を 描け， 0  0 以爲 へら く、 人類 は 原, 初に 於 い て は 各！ 獨 立に 又 自由 

に 生活した る 者な， 90 而 して 其の 生活せ む ど する や 自ら 猛戳の 害 を 防ぎ 又 食物 

を 得る 必要 あるより 先づ 器具の 發明 を爲す さに よりて 其の 心 力の 發達 を來 たし、 

次いで は 各！ 小 や かなる 茅屋 を 造りて 之れ に 住する に 至 り、 是 に 於いて 始めて 家族 

的 生活の 端緖を 開き 又 財産 所有の 萌芽 を發 したる ものな， 90 かくて 初めに は 水 

草 を 追うて 生活した る 者が 後に は 一 定の塲 所に 住居 を 卜し 而 して 自然に 衬落を 

成す に 至 り、 且 っ此 くの 如く 集合的 生活 をな すに 至りて は 從來存 せ ざり し 新ら し 

き 感情 及び 善德を 喚起し 來 たる w 共に 惡徳も 亦 萌芽し 來 たれ り、 何 ，>>  なれば かく 
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四 ニー 四 

るな り。 彼れ は ヺルテ ー ルに 向か ひ 此の 或 情 を 言 ひ 現 はし て 「汝 は 現 實に樂 しま 

む VJ し 我れ は 希望 を懷 く」 VJ 云へ. 50 〃ジ ー は斯 くして 宗敎の 根據を 世界の 成立 

を考 ふる 上に 置く よ. o も 寧ろ 吾人 各自の 感情的 生活の 上に おけ bo 彼れ が 感情 

を 以て 世界に 對 する ゃ名狀 すべから ざる 思 ひ を 其の 胸中に 湛 へたり し が、 彼 れ に 

取 hv て は是れ やがて 宇宙の 神に 對 する 宗敎的 感情 を 成しき。 彼れ は 自ら 當 世紀 

に 於いて 神 を 信じた る 唯一 人な， 9VJ 云へ. 00 彼れ 尙， ほ サヺァ の 牧師 をして 言 は 

しめて 曰 は く、 「汝の 心 をして 常に 世に 神の 在らむ こ VJ を 欲する 底の 狀 態に 在らし 

め よ、 然 らば 汝は 彼れ の 存在 を 疑 ふこ どな かる ベ し」 VJO 之れ を 要する に、 ル ジ ー が 

宗敎 上の 信仰 は 其が 感情の 要求に 根據し た： る も の な -9。 

^ ソ ー は 上に 描きた る 所に 基づき 自然 宗敎を 取りて 敎會的 宗敎を 捨てた り、 而 し 

て 自然 宗敎は 彼れ に 取. 9 て はやが て 基督教の 心髓 W いふべき ものな りき。 盖し 

彼れ は 基督 敎に 於け る道德 上の 敎を 以て 其が 精祌ど 認めた るな bo  ♦ 

彼れ はまた 吾人の. 良心 を 以て 直接に 吾人の 行爲の 誤らざる 指導 を爲す もの VJ し、 

また 利益 生義の 道德說 に反對 して 吾人の 自然に 有する 仁慈 及び 正義の 念を說 き、 


かく 彼れ は 世界の 構造 を 以て 神の 存在 を 證し得 ビ 考へ たれ， S も 彼れ が 信仰の^ 

實の狸 由 は 其の 心情の 求めに 在りき o 以爲 へら く、 如 何に して 吾人の 意志 は 自由 

なる か、 如何にして 此の世界が 神に 形づくられた るか、 又 如何にして 精神が 物質に 

働く か ビ いふが 如き こ ビ は 到底 了解す 可 か. b ざる こ. yj なり w する も 猶ほ其 等の 

事の 正確なる 事實た る こど は 我が 感情に よ， 9 て 確 めら る VJO 彼れ は 其の 著 5- エミ 

少』 の 中 に 於いて 其の 自說を 吐露せ しめたり V」 思 はる ゝサ デァの 牧師 をして 言 は 

しめて 曰 は く、 「予は 哲學上 論究す る こ w を爲 さすして 唯 だ 我が 心情に 感 する 所 を 

描 く、 聞 くものに 向か ひても 亦 其 を 自ら 己が 心情に 實驗 せむ こ- y」 を 求 む」 f  o 彼 れ 

は奧 情に よりて 感す vj 云 ひ、 彼 の 蘇 國學派 は 直 fg す ど. 云へ bo 

〃？ N1 の 見る 所に 從へ ば、 物 質 は 神の 活動に 制限 を 奥 ふるもの にして 神 は 物質 を 

造れる ものに 非 す、 故 に 物質 は 創造せられ たるに あらす して 唯 だ 神が 之れ を 取り 

て 之れ に與 ふるに 秩序 を 以てし 之れ を 形づくり 之れ を 支配す るの みな. 9。 彼れ 

は 此の世に 於け る 凡べ てのものが 善美なる の 故 を 以て 神 を 信じたり ビ いはむ よ 

り も 寧ろ 祌を 信す るが ゆ ゑに 此の世界に 於け る 凡べ ての 事物 を 善な， 9 ど 認めた 
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四 一 1  一二 

ける 朋友の 惡意 あらむ こ VJ を 疑 ひて 再び 佛蘭 西に 遁れ 歸れ， 0  0 此の 實に 常人に 

は 在り 得べ からざる が 如き 猜忌 心-は 善く ル ソ ー が 性質の 喑黑 なる 方面 を 示す VJ 

典に 彼れ が 奇癖の 人た る こ ビを現 はす ものな hso 彼れ は佛蘭 西に 歸 りて 後 諸方 

を 流浪し っゝ あ， 9 し 中 急病に 罹， 5 て 遂に 一千 七 百 七十 八 年に 死せ bo 

〔三 三〕 ^ ジ ー は コ ン ディ ャ ク クの 感覺說 に反對 して 思考す る、 比较 する、 及び 

判定す る 等の 作用 は感覺 する VJ いふ こ VJW 相 分か つ ベ きものな， 9 ど 見て 以爲 へ 

ら く、 後 者 は 所 動的に して 前者 は 能動的の ものな り、 吾 人 は 我が 直接の 感情に より 

て 我れ の 存在す る こ ど を 知 り， ま た 我れ て ふ 者が 自由なる 思想 及び 意志の 作用 を 

有する 者なる こ W を 知り、 此 の ゆ ゑに 又 我が 靈 魂の 物質なら ざる こ w を 知る。 而 

して かくの 如く 直接に 我れ の 何たる か を 知り 又 我れ に 接する 外界の 存在す る こ 

W を も 知る VJ 共に 現世に 於いて は 惡人も 或は 榮ぇ 善人 も 或は 不幸なる こ W ある 

によ， 5 て 吾人 は 尙ほ來 世に 於いて 生活す る ものなる MJ を 知る VJO 彼れ は 宗敎上 

に 於いて は ディ スト 風の 立場 を 取りき o 以爲 へら く、 物 質 は 自ら 動き 得る ものに 

非ざる を 以て 之れ に活勸 を與へ 意匠に 從 ひて 形づくりし 者な かるべ からす ビ o 


吾人の 心 生活の 特殊なる 方面 VJ して 感情の 價 値に 重き を 置 き、 乂 文學に 於いて は 

成 情に 耽， CV 之れ を樂 しむ 一 派の 潮流 を惹き 起こした る に 於いて ル ソ ー の 唱道 

與 つて 大にカ あ， 5 き。 彼れ は 自ら 其の 感情 を 顧みる こ ，、J を樂 しみ 其の 『懺悔 錄』 

("confessions") に 於いて は 誇る ベ きこ V>  VJ 耻づ ベ きこ W  VJ を 問 はす 自己の 心 1 の經 

驗を 聊か も蔽ふ 所な く 描き出で た， CNO 

一 千 七 百 六十 ニ年ル ソ， ほ 有名なる 『民約論』 ( " Du  Contrat  Social ou  Principes  (111  Droit 

politique-) を 著 はして 現 社會を 改造す る 標準，/」 す ベ き社會 制度 を 描 き、 ま た 同年に 

『ェ ミ 〃 』 ("16mile  ou  sur  r£d -cation") を 著 はして 彼れ が锂想 W する 敎 育法 を 描きた. 90 

當 時の 社會は 此の 畸人 をして 安き 生活 を 送らし めざ， 9 き o 『ユミル』 は 政府の 命 を 

以て 燒か れ、 又 著者に 對 して は 逮捕 狀を發 したり。 是に 於いて ルジ？ は瑞 西に 逃 

れたれ ざ も 彼れ はこ ゝ にても また 安居す る こ ビを得 ざり き、 か くて 彼れ は 彼處此 

處に 於いて 或は 政府に 或は 人民に 窘 迫せられ 委 さに 辛酸 を甞 めたり し が、 食 て 巴 

里に 於いて 彼れ ビ相會 したる こど ある ヒ ュ ー ムが 此の 時 彼れ を 招きし を 以て 彼 

れは 其の 招きに 應ヒて 英國に 渡りし が其處 にて 病に 樋り しが 爲 めに 英吉利に 於 
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は アン シク p ぺ， ティ ス 

き、 かくて 彼れ は 天然に 

彼れ が 思想 的 生涯に 全 

.5 たる 儀式 的なる こ VJ 

態に 於け る 直接の 感情 

る 開けた る 人々 が 眼下 

知慮の 上に 於いて は 如 

ある を 感じ 彼等に 向か 

る 所是れ 即ち 人間が 凡 

ざる 感情の 溢れ 來 たる 

言語 を 即座に 發 見し 得 

サ" ンに 於いて は 光彩 

に 於いて 眞 に適當 なる 

を 知力 ど區 別して 吾人 


四き 

ト忡 間の 朋友 等の 了會し 得ざる 思想の 欝勃 たる もの あり 

往 きて 其の 慰安 を 求 め、 質 朴 なる 田野の 生活に 返き こゝに 

く 新生面 を 開く こ WVJ なれり o 彼れ は 文明 社會の 造， 5 飾 

に對 して 單 純な る、 質 朴 な る、 粗 野なる もの を 愛 し、 自 然の狀 

に 向か ひて 其の 措 導 を 求めたり。 彼れ はまた 世の 謂 は ゆ 

に 見て 齒 する に 足らす VJ したる 下等 社 會に對 して も、 其 の 

何なる 差等 の存： す るに も 拘らす 相 一 致し 得べき 所の もの 

ひて 深く 同情せ り、 而 して 彼れ が 共通の もの VJ して 感じた 

ベ て 自然に 有する 直情な， 9、 彼れ は 時 W して 名狀す ベから 

こ W を覺 えた， 9 しが 彼れ は 其の 感情 を 現 はすに 適當な る 

る 技倆 を缺 きた， 90 故に 彼れ は禮儀 W 好 辯 VJ を 要した る 

を 得 放つべき 性質の 者に あら ざり き o 感情の 哲學は 彼れ 

唱道 者を發 見したり マ」 いふべき な &o 彼れ は 感情 其の物 

に 取りて 獨立な る 指導者 ビ なした bo 心理 爭に 於いて は 


かれ こゝに 彼れ は 全く 新しき 人 

定の 答案 を與 へた り、 斯 くして 彼 

想 を 進め 行く に從 うて 益 二方に 

態 を 攻撃す る 者 又 他方に 於いて 

む ビ する 者の 双方に 向か ひて 反 

に 他の 憑 賞 問題に 對 して 著 はし 

parmi les  Iiommcs" (一七 A3  一二 出 S) に 

を 益した る こ ビ を 疑 ふ に 止まら 

なる か を 疑 ひて 吾人 は 寧ろ 純樸 

〔一二  二〕 〃ソ， 一 i め は アン シ 

ど 相 交 は り、 其 の 同志の 一 人 Vi し 

が 益！ 其の 意に 協 は ざら む VJ する 

じ 年に ダラムべ ー 〃及び， テ イデ 


間 どなれり VJ いふ o 彼れ は 此の 問題に 對 して 否 

れが 新たに 開かれた る 新 眼界に 向か ひて 其の 思 

於いて は 啓蒙 的 運動の 指導者 ビ して 現 社 會の狀 

は 保守的 精神 を 維持して 現狀 態の 爲 めに 辯 護せ 

對の 地位に 立つ こ VJ ど なれ. 90 彼れ は 又 後に 更 

たる" Discours  sur  rcrigme  et les  Fondemens  de  rln^galit^ 

於いて 步を 進めて 啻だ 學術復 奥が 道德 上の 進步 

すして 文明の 社會的 生活 其の物が 元來 善き もの 

なる 天然の 狀 態に 反る を 要す どま 張す るに 至れ 

ク& ぺ ディ ストの 仲間に 入り 謂 は ゆ る 「哲 學 者」 等 

て 認められたり しが アン シク " ぺ* ティ ー の 傾向 

を 見て 二 千 七 百 五十 七 年 終に 之れ を脫 した i 间 

"1 も 其の 編輯 者の 職を辭 せり)。 彼れ の 胸锂に 
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四 二八 

な bo 彼れ は 啓蒙 的 思潮の 單に 理解力 を 以て 進み 行く に對 して 直接なる 感情の 

要 を說き 啓蒙 的 運動 を產み 出お したる 文化に 對 して は 純 楔なる 自然の 狀 態の 美 

を說 かむ W したるな. 90 文藝 復興 時代 以後 文化 は駸々 VJ して 進み 來た りしが、 こ 

こに 始めて ル ジ 1 に 於いて 文化 進步の 果たして 具實 に 善なる ものなる か を 疑 ふ 

聲は閡 こえた， 9。 文明 問題 は實に 彼れ によ， O て 始めて 明瞭に 提出され た るな. 50 

^ ソ ー は 一 千 七 百 十二 年 六月 廿 八日 を 以て ジ - ネヷに 生まれき o 其の 境遇 ビ天 

資 VJ は 早くよ hN 彼れ が 現在 を 後ろに して 種々 の 理想 を 某の 心に 描く  Mi に 耽る 傾 

向 を 養 ひたり o 定まら ざ： る靑 年の 歳月 を 送りた る 後、 巴 里に 來 たり 或は 敎師 VJ し 

て 或は 他人の 書記 どして 或は 謄寫を 業 どして 漸く 其の 口 を 糊した 而 して 彼れ 

が 文界に 於け る 生涯 は 其の 著" Discours  sur les  Sciences  et les  Arts  "( 一  七 五 〇 出 版) を 以 て 

始まりぬ。 此の 書 は 其の 出版の 前 年 「學 術 及び 技藝の 復興が 道德を 高む る こ- yj に 

與， o, て 力 あ き や 【否 や」 V- いふ 題に て 提出され たる 懸賞論文に 應 せむ どした る も 

のにして 此の 書に よりて 彼れ の 名 は 始めて 世に 知られた， 90 彼れ の 自ら 言 へ る 

所に 從へ ば、 此 の 間 題 を. 考 ふる こ w によりて 全く 新ら しき 眼界が 彼れ の  >ひ 中に 開 


由 あ り、 何 ど なれば 是れ. 恰も 川 を 堰き止め て、 溢 れざ らしめ むビ する に 同じければ 

な り、 此 の 心 を以そ して 始めて 刑罰 も 亦 有効なる もの VJ なるべし o 宋來の 生命 S 

いふ こ W 是れ 亦啻だ 迷妄なる のみなら す、 吾 人の 現世に 於け る 生活 上 寧ろ 有害な 

る 信. 仰 V」 云 はざる ベから す。 道徳 を講 する よ， 9 も 寧ろ 人々 をして 身體上 健康な 

る もの VJ ならしむ るが 彼等 を 救 ふ 道な り、 吾 人の 要する 者は惯 侶に 非す して 寧ろ 

臀師 なう o 

〔三 I〕 以上 述べ 來 たれる 所に よりて 當 時の 啓蒙 的 運 繭の 主なる 潮流が 悉く 

『シス テ ー ム、 ド、 ラ、 ナ -グ ュ ー ル』 の 中に 集收 せられた る を 看る ベ し、 感覺論 も此に 在- 9、 

利益 主義の 道徳 說も此 に 在 り、 意 志 自由 論 も 其の 中に 在 b  、唯物論 も 無神論 も 聊か 

も隱蔽 せらる ゝ所 なく 其の 中に 現 はれ 出で た. 5。 而 して 啓蒙 的 潮 勢が 斯 くの 如 

き 傾向 を 取， 9 て 進み 行ける を 見て 茲に 一 大 反抗の 要 を 感じて 起ちた る 者 は 彼の 

ザ ャ ン、 „チ ャ タ ク、 ル ソ 1 (Jean  Jaccaues  Rousseau 

一 七  一 二 II 七 七 八) 
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四ニ 六 

我が 目的. y」 する 所に 達せむ に は 吾人の 必然に 取らざる を 得ざる 道 を 謂へ る もの 

な hso 理性 ビ名づ くる も 畢竟 自然 科學 上の 知識 を 吾人が 社會に 於いて 云爲 する 

こ w の 上に 應 用した る ものに 外なら す、 而 して 理性 は 吾人に 吿 ぐるに 我が 幸福が 

全く 他人の 幸福 VJ 相 離して は 得られざる ものなる To を 以てす o 凡べ て 吾人の 行 

爲は皆 利益の 觀念 によ， 5 て 出で 來たる ものにして 善人 VJ 云 ひ惡人 VJ いふ 其の 區 

別 は 畢竟 其の 身體 組織の 如何 w 其の 何 を 以て 自己の 幸福 vj なす か <y」 にか ゝ る。 

此の 故に 德行は 他人の 幸福 を 以て 自己の 幸福 どならし むる 術 V」 いふ べき ものな 

り (こゝ に 利益 主義の 道徳 說の說 かれお る を 見よ )o 

自由の 意志 ビぃ ふこ S は 一 種の 迷妄な り、 是 れ唯だ 神 をして 此の世に 於け る罪惡 

の責に 任せ ざら しめむ が爲 めに 造り 設けた る觀 念に 外なら す。 若し 意志が 自由 

なる ものにして 全く 自己の 活勸 によ， 5 て隨 意に 或 事抦を 創始し 得る ものなら ば 

是れ 全世界 を 改造す る 全能力 を 有する ビ同 一 な. 5、 何. yj なれば 此の世界の 一 事 を 

其の 必然に 在る ベ き 所よ^' 改むど いふ は 是れ 取.^ も 直さす 全 體を改 むる VJ いふ 

こ vj を 意.^ すれば な， 90 假 4： 吾人に 意志の 自由な く  VJ も 世に 刑罰 を 行 ふ べき 理 


又 自己の 存在 を 保存す る 諸 物が 因果の 關係を 成して 相勸 くこ VJ あるの み、 其 れ ら 

が 或 宜しき 目的に かな へり VJ 云 ひ 又は 然ら すビ云 ひ、 其 が 善美なる 秩序 を 現 はし 

居る w 云 ひ 又は 然らす ビ いふ は、 是 れ 畢竟 吾人の 主觀 的に 思 ひ 設けた る 標準に 照 

らして 吾人の 思 ひ 設けた る 差別に 外なら や。 

人間に 於け る 事 も 凡べ て 悉く 物理的 運勸の 法則に よ， 9 て說 明すべき ものな be 

心狸學 も倫现 學も詮 すれば 物 狸學に 外なら や。 感 覺は腦 分子の 運勸 にして 其の 

運勸は 例へば 醱酵 する 時に 又は 營養 作用の 行 はる ゝ 時に 行 はる ゝ 運動の 如き も 

のな. 90 感覺を 有せざる 物質 分子が 相 結合す る 所に 感 覺.、 」 謂 ふ もの 生じ 來たる 

(如何 に 純然たる 唯物論の 明 言 された るか を 見 よ) 而 して 吾人の 凡べ ての 心 作用 は 

皆 感覺を 本 VJ して 起こ h- たる ものな り (こ ゝ に慼覺 論の 攝 取され たる を 見よ )o 

物^ 界に 於いて 惰性 ど 名 づけら るゝ もの は 人間に 於いて は 自衛の 性、,」 な b  、前 者 

に 於け る 牽引力 及び 反撥 力 は 後者に 於いて は 愛惜の 情 どな る、 彼 れ，、 J 是れ VJ は詮 

すれば 一 なり o 吾人が 自然法に 從 うて 我が 目的 を 達せむ に は 如何なる 方法 を 取 

る べき か VJ いふ こ，/」 の规定 さる ゝ VJ ころに 義務の 觀念は 基づけ り、 盖 し 義務 VJ は 
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目せ しむ 

を 以て 自 

なした る 

て 装飾せ 

を 敬 ふべ 

姑ら く 愚 

服せ しめ 

如し o 須 

ど o 

〔三 〇〕 

勸の狀 態 

る こ _yj な 

る ものに 

に 於いて 


四 二 四 

るに 至る が 故な， 90 人 は元來 其の 災禍に 遇 ふ VJ 又 其の 無知な. る 


然に 神々 の 存在 3 信す るに 至ら 


は 是れ皆 僧侶の 所爲 

ら れ、 世 ん， の孱 弱なる 

きもの _y」 し， 應 制 は そ 

民の 爲 めに 迷妄 を說 

其の 勢力 を殺减 して 

らく 世に 肾ふ V き は 

自然界 は 一 の 自ら 

に 於いて 在 り、 凡 ベ て 

し、 秩 序 ど 云 ひ 若しく 

非す して 唯 だ 吾人の 

も 又 世界 全體に 於い 


に 外なら や- 

信じ 易き 6 

を 堅固に し 

くビ いふべ 

而 して 之れ 

不信 神の 福 

活動す る 全 

の 物 は 或は 

は 調和 ミぃ 

心 の 思 ひに 

て も 唯 だ 其 


S の 故 

む も 其の 信仰 を 組織 立て、 一 の敎旨 VJ 

-而 して 其の 信 仰 は 狂 熟 VJ 詐 僞，、 J により 

によ て 更に 增進 せしめら れ、 習 慣はそ 

て 之れ を 用ね て 愚民 を 制御す るな bo 

き 狸 由な し、 之 れを說 く は 恰も 人に 毒 を 

をして 亂暴を 行 は ざら しめむ S 云 ふが 

昔 な b  、是 れ 最も 世 を 救 ふ 所以の 敎な， 5 

體 にして 凡 ベ ての 物 は 止む こ- V」 なき 運 

因- yj な， 9 或は 果 w な， 9 相連續 して 絕ゅ 

ふ が 如き は是れ 自然界 其の物に 存在す 

在る ものな ，9、 存 在し 居る もの は 一 個 物 

の 存在 を 維持す る vj いふ こど あるの み、 


を 二重に する が 如く 又 此の世界 を も 二重に 見て 物界の 外に 靈 なる 神 w いふ もの 

を 置け Vj 神て ふ 觀念は 畢竟 やる に 此の世に 種々 の^ 禍ぁ， 9 而 して 其の 炎禍 の,^ 

ral を考 ふるこ VJ に 於いて 世人の 無知なる よ， 9 作り出 だされた る ものな， 90 神 を 

以て 世界 を 造 且つ 動かす 非 物質の もの. y」 思 ふ も 其の 觀念 を詳 かに 考 ふれば 非 

物質 vj いひ 無限- y」 いふが 如き 消極的 性質 を附 する こ vj に 於いて 己に 其の 觀 念の 

價値 なきものなる こ W を認 むる を 得 o 神の 存在 を 云 ふ は 無用の な b、 何 どなれ 

ば 凡べ ての 物が 宇宙 ビ いふ 一 組織 を 成 し. 居 る 外に 何物の 存 する 箬な く、 ま た^の 

存在す る 全體の もの W 其 を 活動せ しむる 所以の もの VJ を 分かつ * へき 狸 由な し。 

神 VJ いふ 觀念 は啻だ 無用なる のみなら すまた 自家 撗 著の ものな り、 何 VJ なれば 一 

方に 於いて は 上に 云へ るが 如き 消極的 性質 を附 するど 其に 他方に 於いて 又 人間 

の 如く 限り ある 者に 於いての み 言 ひ 得べき 道徳的 性質 をも附 すれば な， ONO 神て 

ふ觀念 は啻だ 自家 援 著なる のみなら す 又 有^なる ものな ，5、 何 ど なれば 世人 をし 

て 宗敎上 現世 を輕ん じて お 管 來世を 望まし め、 又 神の 怒. り を 思うて は 吾人 をして 

無益なる 不安の 念を懷 かし め、 又 宗旨 上の 憒惡 を惹き 起こして は 人々 をして 相反 
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四ョ】 

の 筆に 成れり ビ思 はる。 され ど 其の 中には ディ， テロ ー、 グ リ ム (Grimm 一  七 二三 獨 

逸に 生まれ 一 AO 七 死す) 及 び 數學者 ラグラン ジ (Lagrange 1 七 三 六 II  一  A 1 三) 等 

の 筆に 成れる 部分 も あり。 此の 書 は 啓蒙 的 思想の 唯 物的 結論 を發 表し" たる もの 

の 中に て^も 組織 立ちた る も の、 最 も槪 括す る 所の 廣 きも の、 又 最も 推論の 堅實な 


る ものな hvo 

此の 書 は 

說 いて 曰 

•ON  VJ いふ 

の出來 事を說 明す る 上 に 

る こど の 足らす して 自然 

の を 持ち 來 たれ V- も是れ 

ど 云 はざる ベから や。 吾 

くに 思 ふ 理由 は 吾人が 唯 

を來 たしお る內 部の 精微 


て是れ よ， 9 以外に 要す 

因を發 見し 得 ざ る ビ こ 

實說明 V」 いふべき もの 

自ら を 二重に 見て 心 物 

が 身體に 於け る 外形 上 

分子の 運動 を 見ざる が 


な ら0 

は廣が 

凡べ て 

る ものな し o 唯 だ 吾人が 看 

ろよ， 5 靈魂 又は 神 VJ いふ も 

に 非す、 寧 ろ 學術を 殺す もの 

二種の 實體 より 成れる が 如 

の 運動 を 見る のみに して 其 

ゆ ゑな， 00 世人 はかく 自己 


自然 論 的 機械 說を 世界に 於け る 一 切の 事物に 打ち 擴げ たる もの 

は く、 運 勸 する 物賀の 外に 宇宙に 存在す る ものな し、 物 質 其の物に 

こ ビ の 在る が 如く 又運勸 VJ いふ 力の 具 はれる あ り、 而 して 吾人 は 

t  、 

の 原 

/ 力 

な る 


極端なる 結枭 へ 向か ひ 行ける 變 化の 段階 を認 むる こど を 得. 而 し て此 等の 極 端 な 

る 結果 は 巳に 他に 於いて 明らかに 言 ひ 現 はされ たる ものな り。 凡べ て此 等の 思 

想の 發 達して 向か ひ 行ける 結果 を 集合した る もの を 吾人 は 最もよ く かの 無神論 

者の バ イブ ル W 稱 せられた る 

『シ ス テ 1 ム、？ r  、ラ、 ナ テ ュ 1 ^』 ("Sysi6mc  dc la  mature, 

ou  des lois  du  sonde  一) hvtsiaue  et.  du  monde  moral**) 

に 於いて 見るな ，00 

〔二 九〕 『シ ステ ー ム、 ド、 ラ、 ナ テ ュ ， ル』 は 著者が 假名 を 用ね て 一 千 七 百 七十 年に 

出版した る ものに して 『ァ ンシク & ぺ ディ ー』 にも 筆 を 執れる ホル， ハジ ハ男锊 の 家 

に 集合して 論談 する こ- yj を 習 ひ VJ せる 人々 の 中に 成れる ものなる が、 大抵 は 

ホ^ マ- ソ； f  (Basil  von  Holbach 一  千 七 百 二十 三年 

獨 逸に 生まれ、 一 千 七 百 八十 九 年 巴 里府に 死す) 
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四 二 〇 

上 の 軌範 も 要する に 人間の 性情に 基づきて 立つ べき ものにし て、 而し て 其の 軌範 

は 利己に 非す して 一 般の 安寧 を來 たす こ W にあら ざるべ か らす VJO つ 彼れ は か く 

の 如く 說き た， 9 しが 其の 說の 向か ふ 所 • 終 に は 德行も 不德行 も 其の 起こ-り 來たる 

所以 を尋 ぬれば 其の 基づく 所 畢竟 各人の 氣質 にあ， 9  W し、 而 して 所謂 氣質は 種々 

の 事情に 從 うて 一 人に は 幸に 德を爲 す樣に 形づくられ、 他人に は 不幸に も 不德を 

行 ふ樣に 形づくられ たる ものな， 9 ビ考 ふるに 至れ. 9  0 

宗 敎に對 しても 彼れ は 後に 至りて は專ら 其の 弊害に 著 目す る こ WW なれ， 90 以 

爲 へ らく、 禮拜、 儀式 及び 神學 上の 敎義が 吾人の 自然の 道德に 取， 5 て 代 はるに 至る 

は 是れ宗 敎の害 ある 所以な り、 宗 敎に 於いて 吾人の 自然の 道德 以外の 事 をい ふ は 

是れ皆 僧侶の 造. 5 設けた る ものな， 9  VJ0 

かくの 如/、 ダ ィ デ p 1 の 思想 は 其の 1 初年の 立場よ， 5 大に 變遷し 行き たれ V- も猶 

ほ 其の 道德 論に 於いて ヱ ^  ，ェ シ ュ スの 見地にまで 至り 世界 論に 於いて ラ、 メ ト リ 

1 の 唯物論にまで 進む こ S は 彼れ の敢 てせ ざる 所な， 9 き。 吾人 は， ティ デ p 1 に 

於いて デル- プ， ル が 出立した る ヂィ スト 風の 立場よ. 9 して 當 時の 啓蒙 的 思想の 


を 有する 物質が 祓雜 なる 結合 を 爲し勸 物- V」 なる に 至りて 感覺 はこ ゝ に 始めて 有 

意識的の ものビ な る、 而 して 吾人の 一 切の 思想 は感覺 より 成. 9 立つ ものな h>o 

ダイデ "ー はこ ゝに 自ら j の 非難 を 提出して 曰 は く、 斯 く 物 體の微 部分 其の物に 

各！ 精神 作用の 具 はる あり w する も、 其 等が 相 集まりて 如何にして 一 個體を 成し^ 

識の銃 一 を來 たすか は 頗る 考へ 難き こビ なり ど。 彼れ は 宇宙に 存在す る 凡べ て 

の 物 は活勸 する 一 全體を 成し 一 つの 生命が 其の 凡べ ての 部分に 通 ふ ビ考へ た. 50 

斯く 一 の微 部分が 他の 微 部分に 相 接して^ の 間に 同じき 生命の 相 通す マ」 見て 而 

して 幾分 か 之れ によりて 精神 上の 統 一 を考 へたる かの 如く 見 ゆ。 

〔二八〕 彼れ が 宗敎上 及び 哲學 上の 思想の 變じ 行ける に 伴 ひて 道徳上の 思想 

も 亦 均しく 變化 をな した， 00 彼れ は 初 め 吾人 は 自然に 是非の 念 を 具へ 居る 者な 

り ど考 へたり しが 後に 至りて は 是非 善惡を 判定す る 道徳心 も 亦本來 吾人に 具 は 

れる ものに 非す して 箏ろ 微少なる 多くの 經驗を 結合して 成れる ものな り ど し、 以 

爲 へら く、 吾人が 或 事抦を 是非す る 時に 當た りて 其が 勸機ビ • なる もの は 多くの 經 

驗ょ. o 來た. o て 今 は 唯 だ 其の 勸機 の 谷 "を 意識す る こ VJ を爲し 居らざる な り、 道 德 
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四 一 八 

" pansys  sur  rlllterlitation  de  la  Nature  " ( 一  七 五 四 出版) に 於いて は 更に 明らかに 彼れ 

が 後年の 說を現 は し、 而 して 彼れ が 最後の 立場 は 一 千 七 百 六十 九 年に 書き下した 

る 『ダラ ムぺ ー ルビ ，テ イデ & 1 W の對話』(131113^111>卜^ョ^!^^<161>1(161.011")及び『ダ ラ 

ムぺ ー ルの夢 』( " ！ ^ve  <rAlesbert  "此の 兩書は 上に 揭 げたる 書 _yj 共に 一 千 八 百 三十 

年始め て 世に 公に せられた る も の) に 於いて 最も 善く 現 はれた. 50 彼れ が 『アン シ 

ク "ぺ ダ ィ ー』 に 其の 筆を揮 ふや 其の 懐抱 を 表 は： す にも 禁止の 累禍を 免れむ が爲 

め 故ら に 婉曲の 筆 を用ゐ たる を 以て 彼れ が 具實の 意見 は 明ら さまに 其の 中には 

發 表せられ 居らす o 

* ティ， テ & 1 說 いて 曰 は く、 物 質 其の物が 生活 及び 意識の 作用 を 具し 居 ，9、 物 體の無 

始無 終なる が 如く 生命 及び 精神 も 亦 無始 無 終なる ものな り、 生命 及び 精神 は 唯 だ 

機械的 變勸の 結 枭ビ： して 見る こビ を 得す、 生 なき 個々 の 部分が 相 集まりて 生 ある 

一 物 を 生や ど いふ は考 ふべ からざる こ VJ な b  、故 に 生物の 種子 は本來 存在し 居る 

もの VJ 考 へざる ベから す、 高 等なる ど 下等なる ビの別 は 唯 だ 前者に 於いて は 生命 

及び 精神 作用が 相 集結し 後者に 於いて は 其の 放散し 居る こどに 在， 90 感覺 作用 


ざ ky き。 

Ul 七〕 アン シク P ベー プィ ストの 中に 在 て 最も 傑出し 最も 多才 多能に して 

濃厚の 情を湛 へ、 詩人に し て 又哲學 者た 其の 辯 論及び 文筆 を 以て 當 代に 偉大な 

る 影響 を與 へたる 者 は 

デ イデ w 1 (Diderot 一  七 一 三 I 一  七 八 四) 

なり。 其の 1 初期の 著作に 於いて は 彼れ は猶ほ .1 ァ ィ ス ト 風の 立脚地に 在りて 天啓 

的 宗敎の 成 立： し 得べき さ を 信 じ、 神 の 存在 を 否む 者に 向か ひて 盛んに 攻槃を 加へ、 

道德 論に 於いて はシャ フッ ペリ， 風の 思想 を懷き 居たり し が、 其 の 一 千 ヒ な 四 4» 

おろ 

七 年に 書き下した る" Promenade  CTlm  Sceptique  "(此の 書 は 「千 八 百 三十 年" Memoirs, 

〇orrespondallce  et  ouvrges  m6dits  de  oiderot  " に！^ いて 始めて： H  - 一公 二せられ しもの M- 

b) に 於いて は 彼れ は 巳に 懷疑說 の 見地に 進めり。 次ぎに 一千 七 百 四十 八 年に 著 

はした る " Pens6es  Philosophiques  " (此の 書 は 巴 里 議會の 命に よ て燒 かれた る も 

の) に 於いて は 其の後 年に 唱道した る 自然 論 的 萬 有 神說に 向か へ る 跡 を 示し、 尙は 
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四 一六  • 

〔二 六〕 一 切の 學術 及び 技 藝に關 する 新 思想 を 一 般の讀 者に 解し 易から しめ 

啓蒙 的 潮流 を集收 して 之れ を當 時の 社會に 奔流せ しむる こどに 與 h- て 最も 力 あ 

b しもの はかの 有名なる 『ァ ン シク W ぺ * ティ ー』 (Ellcvclop§dle  ou  Dlctlcnnalre  ralsonl】6  des 

scienj  des  Arts  et  des 匿 25 即ち 百科全書な， 9 職 mmjw^n: ゃ胁： 

千 七 ほ 七十 六 年 及び 其の 翌年に 拾 遣 E 卷ニ 千 

七 百 八十 年 LL  "  Table  analytiqua  "二 册., ^出 豚せ リ 

此の 百科全書 を 創設し また 編輯した る は ダラム ぺ 1 'ル 及び *- アイデ にし て、 之 

れに 助力した る 者に はテ ュ ル ゴ， (Turgot) グリム (GriDiB) ホル、 ハタ ハ (Holbach) 等 あ 

り、 ず 〃テ ー ル 及び〃 ソ ー も 亦 之れ に 筆 を 執りき。 

ダラムべ ー ル (D-Alibert 一  七 一 七 II 一  七 八 三) は數學 家に して 哲學上 懷疑說 の 立脚 

地に 在りき。 以爲 へら く、 物 體 及び 心靈が 其の 性體に 於いて 如何なる ものなる か 

は 吾人の 知り 得ざる 所な り。 吾人が 感官 を 以て 其の 存在 を 知覺す V」 思 ふが 如く 

果たして 吾が 心に 對 して 何物 か 外界に 存在す る ある か、 又 若し 在らば 何物の 存在 

する か は 吾人の 知識し 得る 所に 非す VJO 彼れ は 哲學上 懷疑說 の 立場 を 守りたり 

しど 共に 遒德說 に 於いても 亦 自利 說の 正當 なる ものなる こ VJ を 承認す るに 至ら 


會 一 般の 安福 を來 たす 行爲 

れ 善人 は 名譽を 以て 導か る 

均しく 皆 機械的 必然の 作用 

らを 資め悔 むこ ビを爲 すが 

て 社會の 安寧 を 保た むが 爲 

唯物論 は 吾人 をして 宗敎上 

る國家 はべ 1 ルの云 ひたる 

幸福なる ものな， 90 

佛國に 於け るかの 革命 時代 

が 唯物論 上 心 作用 を說 明し 

h- ど說 きたる あ .9; テ ス テ ュ 

た 之れ ど 相似た る 唯 物說を 


に 名 づけた る ものにし て M 人 は 法律 を 以て 制御 せら 

れ V- も、 善 人 ど 云 ひ 惡人ビ 云 ひ 其の 行 ふ 所 を 極 むれば 

によ. 9 て 決定 さる ゝ に 外なら す、 议 に 良心に 問， フて自 

如き は 無益の 業な. 90 罪人 は 恰も 病人の 如き 者に し 

めビ いふ U 以上に 彼等 を 苛酷に 取り扱 ふ 必要なし。 

の 迷信 及び 恐怖の 情より 脫せ しむ、 無神論者の 組織す 

が 如く 啻だ 成り立ち 得べ きものた るの みならす 最も 

に 在りて は醫士 力， ハュス (cabanis 一  七 五 七 I 一八 〇 八) 

て 吾人の 一 切の 思想 は 凡べ て腦 より 分泌す る ものな 

タ ト、 ド、 ト ラ シ f  (DCBtutt  de  Tracy 一  七 五 四 —— 1 八 1 二 六) ま 

唱へた hNO 


アン シク ji 。ヘディ スト (Hncyclopsistes) 
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ran 四 

ものな り。 

以上の ラ、 メ トリ， が 生物 論 を 見る も、 又 n ビネ 1 '及び ボネ ー 等の 說く所 を 見る も 

ク ッ 風の 思想が 攝 取され 變 形され て當 時の 自然 

し 0 し  ... ノ 

トリ I は 其の 著" Histoire  Naturcllc  de  rAme  s に 於い 

有する 一切の 觀 念の 起原 を 吾人の 感官に 求めた 

交 はる こ vj によ hv て 吾人 は 我が 心の 內容を 得る 

しめ やして 孤獨に 生活せ しめな ば^の 心 や 具に 

) 期く考 ふるこ ビに 於いて ラ、 メトリ .1 は コン， テ 

,9 し W 共に 又 利益 主義の 道 德說に 於いて ュ ^  ^ 

もの- ^云 ひて 可な， 9。 彼れ 以爲 へら に 吾 人 は 唯 

いふ も 亦 畢竟 身體 上の ものに 外なら す、 唯 だ 其の 

て 止む もの vj 靜 かなれ V> も 長く 總績 する もの VJ 

に 過 ぎ 


如何に ライブ ュ 

を 知る に 足る ベ 

〔二 五〕 ラノ 

出立して 吾人の 

外物に 接し 他に 

して 他 ビ 交 はら 

まま h,- 居らむ VJ 

說の 先驅者 V- な 

其の 途 をな せ る 

のみ、 故に 快樂 VJ 

霎 時の 間 繼續し 


者 を 感官 上の 快樂， yj 云 ひ 後者 を 精神 上の 快樂 ビ 名づ くる 


哲學に 宿れる か 

て は U  *- クょ. .9 

h-0 以爲へ らく、 

な り、 若 し 一人 を 

幼稚なる 狀 態に 

ィ ャ タ ク の感覺 

シ ュ スの爲 めに 

だ 身體を 有す る 

中に 强け， れ V- も 

の區別 あ- 9 て、 前 

す O 德行 ど は 瓧 


人間に 對 する や 之れ を 身體上 一 の 機械なる ビ 共に また 物體 ならぬ 他の もの を 具 

ふ，、」 考 へた， 9 き。 ラ、 メ トリ ー は 人間 ビ 下等 勸物 W を 比較し 二者 は畢竞 程度の， 上 

に 於いて 相 異なる ものにして 人間に 於いて 他に 存 せざる 特別の ものの 存在 を說 

くべき 狸 由な きこ VJ を 示さむ VJ 欲した， 50 論じて 曰 は く、 啻 だ 下等動物の みなら 

す 植物 人類 どの 間に も 畢竟 すれば 亦 唯 だ 程度の 差別 あるの み、 下 等 動物の 如く、 

また 植物の 如 く、 人 間 は 唯 だ物體 即： ち 物質的 機械に 外なら t さ れ V- 之れ V」 共に 下 

等 動物 及び 植物 も 亦 人間に 異なる 所な く 決して 全く 精神 無き もの に 非す、 感覺は 

凡べ て 生 ある 物の 具 ふる 所た るな 

かくの 如く 幾多の 生物が 其の 差等に 於いて 段階 を 成し 居る を 見て ラ、 メ トリ— は 

之れ を 下等なる ものよ b 高等なる ものに 向か ひ 行く 順序ぐ」 なした. 50 而 して 斯 

く 生物 をして 發 達せし むる 動力 は 其が 銜勸な 欲求な. 00 植物より 勸 物に 至る 

段階 を 見る に 營養を 得む が爲 めに 動く ベ き 必要の 多き は ざ 其の 生物 は 知力に 於 

いて 多く 進步 した hs ズ 間 は 最も 多くの 缺乏を 感じ 從 ひて 最も 多くの 勸作 を爲さ 

ざる ぺ からざる 必要に 迫られ 居る が ゆ ゑに また 最も 多く 其の 知力の 發 達しお る 
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四 一 二 

Machine なに 於いて は 更に 其の 步を 進めて 其の 唯物論 を 明瞭に 言 ひ 現 はしき。 是 

の 故に 彼れ を 以て 佛蘭 西に 於け る正當 なる 意味に ていふ 唯物論の 開祖 S 稱 する 

人 も あるな， 9  0 彼れ は ダカ〃 ト學 派の 物. 狸說 即ち 機械的 說明を 全く 人間に 應用 

して 一切の &. 作 用 を 物質の 活動な b ビ 見た. 90 以爲 へら く、 物 質が 感覺 作用 を爲 

す ど いふ こどの 具なる は 何處を 見る も 物體を 離れた る 心 現象な に ま た 身 體の組 

囉の 異なる に從 ひて & 作用 も 異なる によりても 明らかに 證 せらる ゝ こ ど を 得べ 

し。 一切の 思想 は 悉く 物質 上の 變 化に 外なら や、 吾 人の 腦裡に 多くの 思想の 宿り 

得る こどよ， O 見れば 其 等の 思想の 谷" が 占 頷す る 塲所は 極 めて 狹 小なる もの ビ云 

はざる ベから す。 吾人の 精神の 高尙 なるこ VJ は 非 物質 ビ いふ 無意義の 言語に 存 

在せ すして 其の 思想 力の 明瞭なる こど 及び 其の 及ぷ範 園の 廣き こど に 存在す、 物 

賀 其の物の 性に 廣袤ど いふ こ VJ が 具 はり 居る が 如く また 運動 w いふ 作用 も 具 は 

り g る ものにして 而 して 運 勸 する 物質が また 感覺ビ いふ 作用 を 具へ 居る S 見る 

ベ きな， ONO 

n 一四〕 ダカ ルトは 下等 勸物を 見て 一の 機. 械 に 外なら やど 說 きたれ ざも^の 


NaturellederAme-  j 七 四 五 年 出 版) に 於いて 發 表する や 彼れ は それが 爲 めに 其の 職 

を 失 ひ 其の 書 は 議會の 命に よりて 燒 かれたり。 かくて 彼れ は 佛蘭西 を 去りて 和 

蘭に 行きし が、 又 次いで 其の 著 はした る 『人間 は 一 の 機械な. OJ("  I/aomBJe  Machiue  J 

ど题 する 書の 爲 めに 其處 にても 篇々 たる 物議 を惹き 起こして 安居す る こど を 得 

ざり しかば フタ， ドリ ヒ 大王の 許に 至りて 其の 厚遇 を受 け、 其 處 にて 一 千 七 ：& 五 

十一 年に 卒然 歿せり。 其の 致死の 原因 は 確かに は 知られ ざれ ざ も 或は 毒殺の 疑 

ひ あ， OVJ もい ふ o ラ、 メ トリ. I は 其の 性 頗る 勇敢なる ど 共に 又 傲岸な h- き o 

ラ、 メ トリ，. '曾て 熱病 を 患へ て 血液循環の 急激に なり 來 たる こ VJ が 其の 思想の 出 

沒に 著大なる 影響を及ぼす こど を 實驗し 吾人の 心 作用 は 生理 上の 作用 を 以て 說 

明し 得べき ものなる こど に考へ 付きし が 此の 思想 を開發 して 始めて 彼れ の 唯 物 

論 上の 意見 を發 表した る もの は 其の 著 『精神の 自然 史』 なり o 彼れ が 某の 後 二 千 七 

百 四十 八 年、 即 ち アン シク u ベ ディ， の 一 初刊に 先き だっこ ビ 四 年、 n ン， ティ ャ タ ク 

が 『感覺 論』 の 著述に 先き だつ こ ビ 六 年、 ェ ルゴシ ュス の 『ド， レ スブリ ー』 に 先き だ つ 

i 十 年、 & ビ ネ ー の 『ド、 ラ、 ナ チ ュ 1 ル』 に 先き だつ >i 十三 年に 出版し た る "に Hcmse 
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四 1〇 

限なる ものの 觀念を 有せ や、 故 に 神を考 へ て 之れ を 意志 あ， 5 智 あ， 5 德 ある 者 ませ 

むに は必 す假， 5 に 之れ を 人 間に 擬せ ざるべ からす so 

〔二三〕 ヺルテ ー ルは 感覺を 以て 運動 ど 共に 物 體の本 具し 居る 性質な. 9 ビな 

せり、 委しく 云 へば 一 實體が 物質的 性質 を 有する ビ 共に 精神の 作用 を も 有す ビ見 

たるが ボネ ー もビュ フ * ンも "ビネ ー も 谷！ 心 作用 ビ 物理的 方面- y」 を 相 離さす 進 

ん で は 物質的： 方面 を以 て 精神的 現象の 基礎 ど する こ vj に 向か ひ 行かむ w せ b  、就 

中口 ビネ， の唱 へたる 所の 如き は 之れ を 一 種の 唯物論 ビ云 はむ も必 やし も 不可 

なるこ ど なし。 され ざ 此 等の 人々 の 立脚地に 比して 更に 明々 地なる 唯物論 ビ稱 

すべ きもの は已に 早く 

ヲ、 ントり 1 pa  Mettrie 一  七 〇 九 II 1 七 五 一 ) 

の唱 へたる 所の ものな 是 を 以て 或は 彼れ を當 時の 佛蘭 西に 於け る正當 なる 意 

味に ての 唯物論の 創^者 VJ 爲す人 あ bo ラ、 メ トリ ー は軍醫 なりし が當時 I 般に 

行 はれた る醫術 を攻擊 し、 又 彼れ の 意見 を、 始 めて 其の 著 『精 祌 の e 然史』 (" Histoire 


ライブ- 1 タツの 思想に 感染した る 所 あ， 50 彼れ は 其の 主なる 著書" De la  Nature  " 

芊七 百 六十 一 年 出 版) 及 び 其の 他の 著述に 於いて 說 いて 曰 は く、 凡 ベ ての 物 は 限. 9 

な〜 多くの 形 を 示 し、 而 して 其 等 は 皆連績 せる 段階 を 成 し、 其 の 各 段階 は 皆 心 VJ 物 

VJ の 二 要素 を 具へ 居る ものな， 00 但し 此の 二 要素 は 無數に 異なれる 割合に 於い 

て 相 混和 せられて 其の 一 方に 多く 開發 する ほ V- に 他方に 於いて 减 退す o 生物の 

活動に 於いても 亦此 くの 如く 精神の 方面に 於いて 力 を 用ね たる 程 は 身體の 方面 

に 於いて 失 は れ、 身 體の 方面に 於いて 增 長した る ほざ は 精神の 方面に 於いて 萎縮 

す o 而 して 此の 兩 方面の 中、 基 礎 どなる もの は 寧ろ 物質の 方に して 精神 は 物質よ 

b 出で て 叉 物質に 還る ど 見ら る べき ものな bo 全世界 はまた 兩 極の 間に 振れ 動 

く 搖綞の 如くに して 生 VJ 死、 善 ビ 惡、 美 ビ 醜、 眞 ど 僞のニ 面 を 等しく 具 ふ、 此 の 二 面の 

調和. 是れ 即ち 宇宙の 調和 VJ いふべき ものな bo 

ボネ， は 其の 感覺 論の 立脚地よ， o 神 vj いふ 觀念も 亦感覺 上の 觀念 (id6es  sensihles) よ 

b 來 たる ビ云 へり 0 され V- 彼れ はも VJ よ.^ 神の 存在 を 否みた るに 非す。 ロビネ 

,1 も 亦 神 を 置き 之れ を 以て 萬 物の 不可知なる 原因 Vi せ， 50 以爲 へら く、 吾 人 は 無 
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四 〇 八 

合せる もの あ ，9、 之れ を 有機的 分子 ど 名づ く、 而 して 此 等の 分子 は 機械的 法則の 下 

に 在， 9 て 外界に 應 接して 一 切の 有機 體を 形づくる ものにして 此の 有機的 分子 は 

1 切の 生物の 原 質 -VJ も名づ くべき ものな り芑。 此の 臆 說は耍 する に 物^の 機械 

的 作用に よ， 9 如何にして 生物の 形づくらる ゝか を考へ 易から しめむ がた めの も 

の に 外なら す。 

〔ニニ〕 ビ ュ フ ォ ンが 有機的 分子の 說は已 に スビノ  .1 ザの 說 ける 所に 胚胎し 

居る のみなら す、 彼 れが 其の 他に 說 ける 所に して 亦ス ビノ， ザの 影響 を 受けた る 

こ S を 示す もの あ. 9。 彼れ が 此の 有機的 分子の 臆說に 類似した る は 

W ビネ 1 (Robinnetl 七三 五 —— 一 八 二 〇) 

がレ ー ゥ M ンプタ ク (Leeuwenhsck) の唱 へ たる 種子 的 動物 を 以て 尙ほ 更に 原始なる 

もの VJ せらるべき 種子の 集合して 成した る もの ビ 見た る說 な" 90 ボネ1 は 生物 

の 種子 一 ビ して 滅 する ものな く 凡べ ての 物 皆連續 したる 段階 を 形づくる ビぃ へ 

る To に 於いて ライブ 一 一 タ ッの 影響 を 示した るが、 ビネ，' は 更に 彼れ にも 優 h- て 


已にデ 力 ル トが 有機物の 生活 も亦須 らく 機械的 作用 W して 見る * へ きものな， 9VJ 

唱へ た， 9VJ は 云 ふ ものから 純然たる 物 體界の 運動の 全く 機械的に 說 明し 得べき 

ものなる こ の  一！ ュ 1 ト ンの證 明に よりて 疑 ふ ベ からざる こど どな， 9 たる 如く 

に 明瞭なる 證 明を與 へられた るに あらや o 一一  - ，トンが 物理 學上證 明した る 機 

械說を 能く 生物 上の 現象に も 適用し 得る か 否か は 實に當 時に 至る までの j 大問 

題 な り き、 而 して 之れ が解釋 に. | 步を 進めむ W 試みた る は 

ビュ フォン (Buabn 一  七 〇 八 II 一  七 八 八) 

が唱 へ 出で たる 有機的 分子 (molecules  organiques) の臆說 なり。 彼れ の 大著" wistoire  nat- 

urelle  g6a き ale  et  particuliSre  "(一 千 七 百 四十 九 年 以降 其の 死に 至る までに 三十 六卷を 

出版し 彼れ の 死せ し 翌年 拾遺 七卷を 出版せ b) は 其の 文章の 美なる こどに 於いて 

佛 文の 一 好 模範 VJ まで 見られて アン シ クロ ぺ， ティ IVJ 共に 廣く 愛讀 せられ 又 そ 

れ VJ 同様なる 影響 を當 時の 思想界に 與 へ たも。 

ビュフ ♦ 'ン^ 爲 へら く、 他 の 力 を 假るこ yj なくして 自ら 繁殖す る やうに 原子の 結 
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の 間に 飛び越 ゆる こ VJ を 要する 缺陷 なし wo 

ボネ， が 所說の 中尙ほ 一 點の 注意に 値する は U タ クが謂 は ゆる 實在 上の 本 質 (es- 

sence rgelle) ビ名稱 上の 本 賀 (essence  nominelle)VJ の 區別を 說き更 へ て 前者 を 物 其れ 自身 

に 於け る當體 (chose  en  soi)  VJ し 後者 を 物の 鬼 はれて ある 樣 (ce  que  la  chose  pailt  Mre)  w な 

せる 點 なり。 

〔二 一〕 心的 現象 を觀 るに 之れ を 以て 必ゃ生 狸 上の 變 動に 伴 ふ もの 或は 其の 

變動を 以て 條件 どなす もの，/」 す る、 是 れ おの づ から 心 狸を考 ふる 上に 於いて 機械 

說の 方面に 一 步を 進めむ ビ したる ものな り。 盖 し英國 聯想 學 派の 所說に 於いて 

吾人の 見た るが 如く 生理的 方面の 本より 機械的に 考ふ ベ きのみなら す、 心 作用 を 

以て 必然 腦 分子の 變 動に 應 する もの VJ せ ば (殊 に ボネ， の 言 へ るが 如く 谷 種の 感 

覺に それぞれに 定まれる 腦纖維 あ， 5  せ ば) 心 作用 を も 機械的 作用に 準 へ て考 へ 

む ど する は、 自然の 結果な り。 かくして 自然 科 學界の 氣運は 機械的 說明を 心 狸の 

方面に 移し 來たら む w する w 共に 生理的 方面 其の物 即ち 一 切の 生活 的 現象 を 全 

く 機械的に 說 明し 得る こど を 明らかにせむ VJ 力む る こビに 向か ひ 行けり。 盖し 


の ク說ポ 生お 
期の S ネ物ネ 

係說 a 1^1 
°  s タ の 、の 


新ら しき 感覺. yj して は感 せられす して 曾て 經驗 したる もの ど して 認めら る。 習 

慣 ど いふ もの 及 び 習慣の 一 種なる 記憶 VJ 云 ふ ものの 成， 5 立つ 所以 こゝに 在り。 

腦纖維 相互 の 間に 聯絡の 生やる 是れ 即ち 聯想の 成るな bo 

吾人が 種々 の 感情 を覺 ゆる や 脳に 於いて は必す 一 定の纖 維の 變動 あり、 而 して そ 

れが 意志の 作用の 伴ふ纖 維の 變勸を 機械的に 起こし 又 其の 變勸 よ， 9 して 同じく 

機械的に 筋肉の 收縮を 生じ 來 たる。 此の ゆ ゑに 吾人の 意志 を 以て 行動す る 時に 

も 生理的 方面に 於いて は 全ぐ 機械的 作用の 行 はる ゝな り、 又 心理 上に 於いても 意 

志 は必ゃ 最も 强き勸 機に よ， 9 て 決定 さる、 ものにして 動機の 如何に か、 はらす 

して 能く 何れ を も 選擇し 得る こ VJ(aequilibriu 日 arbitrii) なし 0 欺く 意志 は 動機に より 

て 決定 さ る ゝ もの なれば こそ 敎育を も 施す こ ビを得 また 賞 翳 も 其の 功 を 奏する 

なれ。 

〔二 〇〕 上に 述べし 精微 なる ュ， テル 質の 細身 を 云 ふ臆說 はボネ ー が 生物 學 

上の 推究 VJ 相關 係せ る 所 あり。 彼れ は說 いて 曰 はく、 一切の 生物に は本來 種子 あ 

hv て而 して 其の 種子 は  一 VJ して. C ぶる こビな し、 凡 ベ ての 物 は 皆 段階 を 成して 其 
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四 o 四 

にも 現世に 於いて 經 過した る こ w の 記憶 を 保存し また この 細身が 來 世に 於いて 

更に 身體を 形づくる 種子 ビ なるな， 50 

〔一-九〕 かくの 如く ボネ ー は 吾人の 心身の 相 結ば て 離れざる こど を說 くに 

重き を 置け り。 彼れ が 好んで 云へ る 言 に 曰 は く、 亞 米 利 加 土 蕃人の 頭脳に モ ン テ 

ス キ ュ ，の 靈魂を 入る ズ 一 も、 之 れ によ， 9 て 吾人の 得る 所はモ ン -ズス キ - ， に 非す 

して 亞米利 加土蕃 な.^  斯 かる 見地より して ボネ ー はおの づ& らま ど して 其 

の 眼 を 生理的 方面に 注ぎて 一 切の 心 作用の 物賀 的條怦 を欤究 せむ ど 力めたり。 

以爲 へら く、 感官 器に 於 いて 喚起され たる 與 奮が 傅 播 して 腦に 至り 其處に 腦纖維 

の 振動 を 起こ す、 こ の 振動な くして 心 作用の 起こり 來 たる こ S な し、 此 の 故に 感官 

は 吾人の 心に 觀 念の 入り 來 たる 唯 一 の 通路な bo 斯 く腦纖 維の 振動が 心 作用に 

必 須 な る 生. 理 的 方面なる のみなら や、 同 樣 なる 刺激に 應す るに は 一 定 せる 腦鑌雜 

あ ，9、 各 種の 昔 及び 谷 種の 色に 對 しても 皆 それぞれに 定まれる 腦纖維 あり。 

吾人の 腦を 組織す る 分子が 外界の 刺激の 傳 はるに よ， 5 て、 一 旦變勸 を 起こした る 

後に 於いて 其の 變勸は 痕跡 を 遺す が ゆ ゑに 再び 同 一 の感覺 を感す ども 其 は 全く 


開け 行く に從 うて 如何なる 観念の 吾人 

bo 彼れ は感覺 によ. o て 吾人の 心に 種 

せむ ビ 試み 而 して 是 等の 感覺は 感官の 

應 する こ ビ に 起こる <yj なせ り、 即 ち 彼れ 

接する 經驗 によりて 其の上に 文字の 記 

の反應 VJ いふ こ W に 重き を 置きた るな 

念に 於いて 銃 一 の 意識 を 有す、 而 して 此 

結合に よ b て 成る 身體の 有し 得ざる 所 

饗を受 くるに 從 うて 起こ， ^來 たる もの 

る VJ いふ こ ビに歸 し 得べ きものな hNO 

する 酸に 成， o '立てる ものにし て、 吾 A は 

體 なき 靈 魂に も あらす o 然れざ も身隨 

なる ュ1- ズル 質の 細身 を 有 す、 而 して 件 

する こビ なくして 常に 靈 魂に 纏 はる も 


の 心に 入 b 來た るか を 

々の 作用の 起こさる ゝ 

受く る 刺激に 對 して 非 

は c ックが 吾人の 心 を 

さる ゝが 如くに 言 へ る 

h^o 彼れ 以爲へ らく、 吾 

の 銃 一 及び 單 純な る こ 

なり。 され Vj 靈 魂の 活 

なる が 故に 其の 活動 も 

吾人の 靈魂は 本 來物體 

靈 魂な き身體 にも あら 

は 通常 吾人の 指して 云 

の 細身 は籙 身の 死滅す 

の な り、 此 の 細身 あるに 


說明 せひ ど 試みた 

こ VJ を 委しく 說明 

物質なる 靈 魂の 反 

白紙に 譬へ 外物に 

を 改めて 吾人の 心 

人の 心 は 我 W いふ 

ど は 多くの 部分の 

動 は 唯 だ 外物の 影 

畢竟す るに 感覺す 

ど 相 結ば， y. て 存在 

ねば また 決して 身 

ふ饞身 ど 共に 精微 

る 後に も猶ほ れは 0 

よりて 吾人 は 死後 


西洋 哲學史 近世 哲學 第 四十^ 草 怫蘭西 LL 於け る 啓蒙思潮  四 〇 三 


四 § 

の 存在 を 否みし にも あら や 、宗敎 上 は 寧ろ ディ スト 風の 見地に 立てり き。 佴し彼 

れは 神の 深奥なる 性 は 吾人の 知，^ 得べ からざる 所な り ど 云 へ り" 

自然 科 學者ど 唯物論 

〔一八〕 n ン ディ ャ タク は t! タクの 創めた る觀 念の 硏究 に專ら にして 待に 生 

理的 方面に 向か ひて 其の 硏究を 進む る こ ビを爲 さ ざ， 5 しが 吾人 は 自然 科學 者の 

中に 心 狸 上 及び 知識 論 上の 研究の 結果- y」 生物 學 及び 生 狸 學 上の 觀察 ど を 結び付 

けたる 者 ある を 見る。 中に 就き 吾人の 先づ こ、 に揭 ぐべき は 自然 科學の 研究に 

心 を 用. Q  、コ ン、 ディ ャ ッ ク に似てし かも 彼れ の ほ Vj に 判然，/」 言 ひ 現 はされ ざ り し 

感覺 論を唱 へたる 

シ ャ 1 ル、 ボネ 1 (Charles  Bonnet 一  七 二 〇 —— 一 七 九 三) 

な. 90 彼れ は 吾人の 心 生活に 於け る 凡べ ての 内容の 起原 を感 覺に歸 し、 コン ディ 

ャ ク が用ゐ たる ど 同じき 譬喩 を 用ね て 刻みた る 像に 於いて 感官が 一 つ /) に 


ち 啓蒙 時代に 於け る 一 の 特殊なる 信仰な きビ いふ も 不可な く 此の 信仰に より 

て當時 種々 の 光彩 ある 運動 は 喚起 せられき o 

ェ〃 ゴシ ュスが 政治 上の 改良 を 主張す る や 其の 言論に 一種の 光彩 あらき。 以爲 

へ ら く、 道 德の 腐敗 は 個人の 非行に 存 する よりも 寧ろ 社會 一 般の 利益 ど 個人の 利 

の 相 分離す る こ w に存 す、 謂 は ゆる 道義 學者 等が 社會 一 般の壓 制， y」 虐待 w を 

排擊 する こ ビを爲 さすして 専ら 個人の 私行に 於け る 不徳 を責 むる は是れ 寧ろ 偽 

善 どい ふべき ものな bo 道 德、 立 法、 敎 育の 三者 は 各自 異 別の ものに 非す して 皆 同 

一 の 目的に 向か へる も の、 此 等 は 畢竟 唯 だ社會 一 般の 利益 V」 各人の 利益 w を 相 合 

せし むる 所以の 道に 外なら す。 個人 を 善く するど 共に 社會 を も 善くす る 途は唯 

だ兩 者の 利益 を 相 合せし む. るに 在， 9、 品性の 高尙 なるこ VJ  W 利益の 觀念 VJ は 決し 

て 相 離れた る ものに あら す、 志 操の 高き 人 ど は 唯 だ社會 一 般を 益す る 事抦ど 自己 

の 利益 ビ する 事 抦ビの 相 離れざる 底の 人物 をい ふの み。 

ェ 〃ヹシ ュ ス はかくの 如く 大膽に 利益 生 義の道 德說を 主張した， 9 しが 彼れ は專 

ら 其の 眼 を 倫 狸の 上に のみ 注ぎた るに て 唯物論 を唱 へ たるに も あらねば また 神 
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四 8 

れ のみに あらす して 啓蒙 時代の 論者の 一般に 亘れる 傾向な， 9 き。 しかも 此 くの 

如，、 輕く又 一 方向き に唱 へられた る說の 奥底に 於いて は 又 啓蒙 時代の 高尙 なる 

思想の 奔流 を認 むる こ w を 得。 彼れ は P タクに 哲學的 基礎 を 有する 而 して 當代 

の 一 般の 思想、/」 も 見ら る ベ きもの を 語. 9 出で て 曰 は く、 凡 そ 吾人の 各自の 生まれ 

付き-に 得た る 所 は 皆^ 相 均しき ものな b  、即 ち 其の 感覺 する 力 ど 其の 自愛 心 V」 に 於 

いて 生 來は皆 平等なる ものな り、 唯 だ 外界に 接して 種.々 の 經驗を 得る こ VJ によ， o 

て 個人の 間に 種々 の 差別 を 生ヒ來 たるの み、 敎 育二 切の 境遇の 影響 を も 合め て廣 

き 意味に 解した る もの) の 注意 せらる ベ く、 重 ん せらる べき 所以 實 にこ ゝに芘 ^0 

して 敎育 はまた 政治の 如何に 係る ものにして 權利上 及び 財產 上の 差等の 减少す 

るに 從 ひて 俊傑 ビ稱 すべ きもの 益，， 减 少し 來 たれ V- も 人間 一 般に 就きて いふ 時 は 

幸福 を增 加し 來 たる ビ 0 斯く 性に 於いて は 吾人 は 皆 平等 なれ V- も 唯 だ 習に より 

て 差別 を 生す ど 見、 而 して 本来の 性に 於いて は 吾人 は 皆 卑近なる 所に 始まりて 利 

益の 観念に 動かさる ゝ もの なれ Vj も 其の 自利 心 を 利用して 善く 敎育を 施す こ ど 

によ， 5 て 吾人 を 如何なる 高等なる 者 VJ も 成し 上ぐ る こ VJ を 得 VJ いふ 思 £3 是れ即 


なり o さらば 正義 ビ云ひ 仁愛 どい ふ 是れ亦 畢竟 

ものな り 力 

〔一 六〕 當時倫 狸說上 自愛 說を唱 へたる 者に 

學 上は懷 疑に 傾ける モ ぺ ル テ ュ ィ (Mallpertuis  j 六 

多 かりし か ど も、 そ を 最も 明瞭に また 最も 大膽に 

bo 一千 七 百 五十八 年に 彼れ の 著" De  rcsprit- の 

大 監 督、 羅 馬 法 王、 及 び 巴 里 府の議 會は皆 之れ を禁 

且らく 外國に 逃れざる を 得ざる こ VJ  VJ なれ ，00 

る 種類の 文學者 及び 哲學者 を も 招致した る、 而 し 

道 德上は 利益 主義 を唱 へたる フタ ー ドリ ヒ 大王 

こビ あ， 90 ェ ルゴ シ ュ スは 天性 優しき に 過ぐ る 

の 財産 及び 所得 を拋 ちて 公共事業の 爲 めに する 

〔一 七〕 ュ ルゴシ ュ スの唱 へたる 所 は 哲學上 

めた る ものに あらす して！^ の 論の 調子に は攀ろ 


利益の 觀 念の 上に 建てられ たる 

は 有名なる 數學 者に して 純理 哲 

九 八 I 一  七 九 五) 及 び尙ほ 他に も 

唱へ 出で たる はュ ルゴシ ュ スな 

出版 せらる ゝゃ 物議 嚣然巴 里の 

制したり o これが 爲 めに 彼れ は 

後 彼れ は 當時手 を 廣げて 如何な 

て 自ら 哲學的 硏究に 心 を 用ゐて 

の 朝廷に 行きて 其處 に滯留 せし 

ほ ど に 益：一  > ひに M め るん にして 其、 

こビ に 躊躇せ ざ， o- き。 

堅固なる 推 狸 を 以て 其の 步を進 

輕 浮なる 所 あ り、 徂 しこ は 啻だ彼 
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ミ九< 

n ルヹ シュス rHelvetig 一  七 一 五 I 一  七 七 一) 

VJ す。 彼れ に從 へば 吾人の 精神 は本來 唯だ感 覺を感 する 力 及び 自愛の 性の み を 

具有す る ものな り 0 自愛の 性 VJ は 自己の 快樂を 求む る 心の 謂 ひに し て、 此 の心實 

に是れ 吾人の 一 切の 擧勸を 左右す る 唯 一 の 動力な bo 道徳 界に 於いて 各人が 凡 

ベ て 自己の 利益 を 求む ど いふ 法則の 行 はる ゝは譬 へば 猶ほ 物理 界に 於いて 遍く 

運勸の 法則の 行 はる、 が 如 し、 吾 人が 種々 の 事物に 注意す る も 畢竟 無聊の 不快 を 

脫せ むが 爲め にして 學問 ど いふ こ W 究竟す るに 是れ亦 快 苦の 慼を 以て 其が 動力 

ビ なす ものな， 90 吾人 を 生來の 怠惰に 傾く 狀 態よ， 9 驅り 動かす もの は 是れ唯 だ 

快樂 苦痛の 感な り、 德 行 も 不德行 も 均しく 同一 の 動力に よ b て 出で 來 たる ものに 

して 德を行 ふ もの V- 不德を 行 ふ 者 V」 は 唯 だ 其が 快 樂を覺 ゆる 事柄 を 異にする の 

み。 友誼 W いふ も是れ また 吾人が 友 を 得て 交際の 快味 S 利益 VJ を 得む が爲 めな 

b  、志士 仁人が 從容 ビ して 死に 就く も 是れ亦 自己が 最も 多くの 快 樂を覺 ゆる 所に 

從ふ ものに 外なら や、 盖 し 義人 は 義を爲 す こ ビ に 於いて 最も 多く 快感 を覺 ゆれば 


一 皆是れ よ， OV 成り上がるべき もの VJ 考へ た， 90 彼れ の 論す る や ヒュ， ムに 比すれ 

一 ば 更に 獨斷 的な bo ライブ 一一 ッ ッも亦 吾人の 心が 漠然たる 感 覺の狀 態よ b 漸次 

5 に發 達し 行く 順序 を說 かむ w したれ Vj も 彼れ の說 w  n ン， ティ ャ タ クの 見る 所 vj 

< 

^ は 發達ビ いふ こ w を 倒 まに 考へ たるが 如き 趣 あう。 ライブ-タツ は 感覺を 以て 

. 一 吾人の 高等なる 知識 作用の 初歩 w 見た 換 言 す れ ば、 吾 人の 心 作用に 感覺 VJ 云 ひ 

知識 >ヒ いふ 別種 類の もの あるに 非す して 前者 は 唯 だ 後者の 未だ 發 達せざる もの 

一 なり VJ 見た， CNO コ ン ディ ャ タ クも亦 ライブ ュ ジ ッ VJ 同じく 慼覺ビ 知識 VJ を 相 異- 

Z なる もの W 爲さざ りしが 彼れ は 後者 を 以て 唯 だ 前者の 複雜 に 成れる ものに 過ぎ 

一 すビ 見た り、§ ち ライブ 一一 ッ ッは 感覺に 於いて 已に 高等なる 知識 作用が 唯 だ 其の 

メ 未だ 十分に 開發 せざる 狀 態に 於いて 合 まる ゝを見 、コン * ティ ャック は 高等なる 知 

識に 於いても 唯 だ感覺 の狻雜 W な hN たる ものなる こ VJ を 認めた るな bo 

^0  ™  〔一 五〕 n ン ディ ャ タク は 各人の 快 不快の 感は 其の 動作 を 決定す る ものな り 

已. 快 gi£  ^ 

SSC  ^  VJ 說き たれ Vj も 彼れ は 倫 鋰上猶 は 決して 自利 說を發 表せる に は あら ざ， 5 き。 道 

德 上に 感覺論 を 移し 來た りて 茲に 自己 的 快 樂說を 明瞭に 主張した る 者 を 
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によりて 吾人の 心に 喚び 起こ 

へる 所よ b 見れ ば、 彼 れは 吾人 

吾人の 心の 觀念 にして 吾人の 

人の 知る を 得ざる 所な， 9  VJ せ 

上の 觀念 ビデ 力 ル ト學派 風の 

は 唯物論の 立脚地 を 取ら ざ" 9 

〔 一 四〕 コン， ティ ャ タクの 

思想，/」 して 最も 堅實 なる もの 

のの 心理的 生起の 由來を 究め 

脚 地. より 出立して 其の 說を單 

る MJ はさきに 叙述した る 所の 

の 出立 點ビ なし たれ， S も 凡べ 

さ ざ り き.、 即 ち 彼れ の 論 は觀念 

ィ ャ タ クは唯 だ 個々 の感覺 W 


一 11 九 六 

さる ゝ 吾人の 感覺に 外なら や ど 說 きお， 9 

が 目 を 以： て 賭、 手 を 以て 觸れ て認 むる 物象 

心に 其 等の 觀念を 喚び 起こす ものの 何たる 

るな り。 要するに、 コン ディ ャ タク は 新 かる 

二元論 どの 間に 彷徨せ る もの VJ 思 はる。 . 斯 

し VJ 共に また 固より 神の 存在 を も 否ま ざり 

說 きし 所 は 當時佛 蘭 西の 啓蒙 時代に 於いて 

な， c 'き。 彼れ は專ら 吾人の 心に 有する 凡べ 

む VJ せし 者なる がヒ ュ ー ムも 亦. 同 じく  ロタ 

純なる 又 首尾 貫徹した る もの VJ 爲 さむ VJ せ 

如し。 ヒュ ー ムは 印象 及び 想念 VJ いふ ふ を 

て 吾人の 觀念を 分解して 唯 だ感覺 のみな り 

論ビ い ふ ベ くして 感覺論 VJ い ふ ベ から や。 

いふ J を 以て 出立し 演繹 的に 論ヒ 去， o て 凡 


斯く 云 

是れ亦 

か は 吾 

知識 論 

く 彼れ 

さ o 

は哲學 

ての も 

クの立 

る 者な 

以て 其 

ビは爲 

コ ン ，テ 

<  C  *> 

<■ て. fl 


〔 1 三〕 斯 くして コ ン， ティ ャ タ クは" タ クの 創始せ る觀 念の 


覺論 

あ り 

態 ど 

今 に 

念 を 

も の 

>90 

る も 

心 物 

て ま 

視覺 

を 許 

結す 


まで 持ち 行きた り、 さ れ V- 彼れ はまた デカ 氷 ト學 派の 二 元 

彼れ 說 いて 曰 は ぐ、 人 間の 罪 惡に墮 落せざる 前 w 死した る 

一 に は あら ざれ V- も (是 れ 彼れ が 其の 宗敎 上の 信仰に 假し 

いて は 吾人 は 全く 身 體に繫 がれ 居る を 以て K の 媒介に 依 

得る こ w 能 はや. VJO され Vj 彼れ は 又 物體の 運勸ど 感覺ヾ J 

し 物 體が心 作用 を爲す VJ 云 ふこ ビを 以て 決して 考ふ ベ か 

の ゆ. ゑに 彼れ 考 ふら く、 身 體 上に 於け る 變勸は 是れ唯 だ 身 

に觀 念の 起こり-求た る身體 上の 綠に 外なら す ど。 新く コ 

相 異なる もの ビ見 たれ ビ もまた 身體も 物體も 共に 其の 极 

人の 知り 得る 所に 非す ど 考 へた &o 彼れ は 又 更に 進んで 

よりて 得 す、 唯 だ觸官 によ b て認 む ベ き も の) も 亦是れ 一種 

唯 だ 是れは 他の 感覺に 比して 最も 恒に 存在す る 要素に し 

中心 VJ なる ものな 而 か も是れ 亦：^ する 所 吾人の 知る こ 
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硏究 をば 終に 感 

論 を 保持す る 所 

後- y」 は 現今の 狀 

て 言 へる も の) 現 

ら すん ば 一 の觐 

を 全く 相 異なる 

ら ざる こ ど どせ 

體 ど は 異なりた 

ン ディ ャ タク は 

本の 性質に 於い 

廣袤 墓れ 本來は 

の感覺 なるこ ど 

て 他の 感覺 の蕖 

ど を 得ざる 或 者 
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三 九 四 

\ を 强く感 する VJ いふ こど 以外に 特別に 注意 ビ いふ 能力の 具 はり 居る に は あらや 

かくの 如く 說き來 た b て r- ン ディ ャック は 終に 吾人の 凡べ ての 觀念 及び 凡 

ベての 心 作用の 淵源 を 唯 だ感覺 を感ゃ w いふ 一 作用に のみ 歸 せしめ 了せ り。 j 

一 切の 觀念 は感 覺か將 た感 覺の變 形した る もの (sensations  transform6cs) な り、 故 に 思考す 

一 る是 れ畢覚 感覺す るな hN(penser  est  sentiroo 

快 苦 善惡 メ  〔一二〕 威覺は 或は 快き もの V」 して 或は 快から ぬ もの VJ して 感 せら る、 故 に 快 

-W は 何 W 

ぞ。 \ 不快の 感は 決して 感覺 ど 別なる ものに 非す。 而 して 快樂 苦痛の 感是れ 吾人の 動 

^ 作 を 決定す る 所以の ものにし て、 注 意 VJ いふ こ ビ是れ 亦快樂 苦痛に よ， 9 て 動かさ 

™ るゝ ものな り。 吾人の 心 は 快なる ものに 住せむ ビ する ものにして 聊か も 典 味 を 

^ 感 せざる もの は 影の 如く 吾人の 心より 消失す。 吾人が 食て 快し W 感じた る もの 

を 再び 想 ひ 起こ す、 是 れ 欲求の 生やる 所以な り、 欲 求 を 本 VJ して 愛 情、 希 望、 恐 怖 等 一 

切の 情緖を 生じ、 終に 意志の 作用 を も 生じ 來 たる。 善し 、、J 云 ひ 美 はし ビ名づ くる 

もの は 詮じ來 たれば 凡べ て 吾人に 快 樂を與 ふる 事物の 性質 を 指して いふに 外な 

一 ら す。 


計算 を 用ね る 記 號是れ な， 50 學識 ど いふ もの も詮 する 所 此等記 號の關 係 を 以て 

組織した る ものに 外なら す、 而 して 其の 蠲係は 根本に 於いて は 一 が 他 W 同 一 なり 

VJ いふ こ ど を認 むる にあ り、 盖 し 判定 は觀 念の 異同 を認 むる ものに 外なら ざれば 

なり。 思考の 用 は 一記 號を 以て 示す 所 ミ 他の 記號を 以て 示す 所 VJ の 間に 相 同じ 

VJ いふ 關 係の 在る こ ビを發 見し 而 して 未だ 知られざる もの を 巳に 知られた る觀 

念の 和合に 均しき もの VJ 見る こぐ」 にあり、 一 言 に 云へ ば、 觀 念の 方 程 を 立つ る こ VJ 

の 外に あらす。 この コ ン， ティ ャ ク クの 意見 は 要するに 自然 科學の 研究に 於いて 

用. Q られ たる 方 法 (即 ち 一 現象 を 分解して 更に 單 一 なる もの W なし 而 して 其の 單 

1 なる ものの 結合 ど 其の 現象 ビを相 同じ ビ 見る こど) を 論理 及び 知識 論の 上に 應 

用した る ものに 外なら す。 

斯 くの 如く 凡べ て 吾人の 知識 は 注意の 作用に よりて 觀念を 分析し 而 して 分析し 

出 だせる ものの 間に 何れが 何れき 相 同じき かどい ふ關 係を發 見す るに 在. o て 其 

の 他に 特殊なる 種々 の 能力の 吾人の 心に 具 はれる ものな し。 而 して 注意 どい ふ 

作用 其の もの も 畢竟 強き 感覺に 吾人の 心の 全く 奪 はれた る狀 態に 外なら す 、威 覺 
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が 始めに 吾人の 感覺 する 所 は 頗る 漠然たる ものな ，9、 而 して 此等 最^ の 混^た る 

感覺の 中に 於いて 漸々 に 差別 を發 見し 來 たる は 畢竟す るに 注意の 作用に よる。 

吾人の 知識 ビ 名づ くる もの は 其の 根本の 成， 9 立ちに 於いて は 注意に よ て感覺 

の 間に 差別 を認 むる こミの 外に 出です。 比較す ビ 云 ひ 、判定 を 下す ど い ひ、 記憶す 

ビ い ひ、 或は 抽象す VJ い ふ、 此 等の 基づく 所 は 皆 注意の 作用に 在， 5。 同時に 二つの 

感覺に 注意す る、 是 れ即 ちそ を比轶 するな り。 斯く 比較して 二つの 觀 念の 異同 を 

認 むる 是れ 即ち 彼れ は 是れな b 或は 是れ ならす ビ いふ 判定 を 下すな り。 一 度 注 

意した る 感覺の 後に 其の 痕跡 を 遺 す、 是 れ 即ち 記憶す るな- 90 便宜上 作， 9 設けた 

る 記 號を附 して 一 感覺を そが 自然に 相 結ばれる 他の 感覺 より 離す は是れ 即ち 抽 

象す るな り、 斯 く 實際は 分離し 居らざる もの を 抽象して 相 分か つに は 記號の 助け 

によらざる ベ から す、 委 しく 云 へば 言語 を 用 ねて 種々 の 感覺を 命名して 以て 分析 

を 助け 又 分析した る ものに は 之れ に 命名して 假， 5 に 分析した る もの を 取.^ 极ふ 

に 便利なら しむるな bo 人間の 知力の 優れたる 所以 は 其の 發 達した る 言 語 を 用 

ゐ 得る こ VJ に 在 hso 記號 即ち 言語に 五 種類 あ り、 手 眞 似、 音 聲、 數 宇、 文 字 及び 微分 的 


此等は 皆 暴 竟感覺 を感ゃ >、J いふ こ- y」 よ ，9 成 

たる 感覺論 は 彼れ に 至， 5 て 始めて 成り上が 

吾人の 心の 一 切の 內容が 凡べ て感覺 より 成 

が爲 めに 假りに 一 の 刻みた る 立像 を 想像し 

の 感官が 漸次に 其の 用 を 作す に從 うて 如何 

說き 終に 觸官に 至， 5 て 始めて 外物 VJ いふ も 

むビ 試みた， 9。 即ち 彼れ は斯く 感官の 一 や 

る觀 念の 吾人の 心に 入り 來た るか を 見、 か く 

吾人の 心の 內容ど なる べき ものな きこ- vj を 

に從へ ば、 廣 が， C は 唯 だ觸官 によ， o て 感覺す 

所の もの は 凡べ て 主 觀的狀 態に 外なら す、 客 

る は 唯 だ觸官 のな す 所な り、 色 聲香眛 等の 烕 

合して 始めて 外物の 性質 VJ して 投置 せらる 

U 1〕 かくの 如く 吾人 は 凡べ て 感官に 
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り 上がれる ものに 外なら す、 即 ち 純然 

れり ヾ」 いふべ し o  n ン， ティ ャ タク は 

り 上がれる ものなる こど を說 明せ む 

其の 像に 於いて 嗅官を 1 初め vj して 他 

なる 觀 念の 其の 心に 入， o 來た るか を 

のの 知覺の 成就 さる 、 次第 を 叙述せ 

に 開く る こどに よりて 漸次に 如何な 

して 感官より 入， ON 來 たる 觀 念の 外に 

證明 せむ どせ るな bo 彼れ の 說く所 

る ものにして 他の 說官 によ. o て 得る 

觀的 事物 VJ して 之れ を 空間に 投 置す 

覺も唯 だ觸官 よ hs 得る 所の もの ど锫 

、な- 90 

よりて 心の 內容 を得來 たる ものなる 


Ill 九 〇 

コ ンディ ャック (condillac 一七 一 五 —— 一七 八 〇) 

な bo 彼れ の 著書に は 『人 知の 起原 を 論す る 書』 (" Esssai  sur Idrigin  de  la  Connaissance 

Kiaine" 一  七 四 六 出 版) あ り、 及 び 其の 著書の 中 最もよ く 知られた る 又 彼れ が 特殊 

の 見地 を 發 表した る 『感覺 論』 (" Traite  des  Sensations  = 一七 五 四 出 版) あ り、 其 の 他 『論 0 

學』 (" Logique  ： 1 七 A 〇 出 版) ま た 其の 死後に 公に せられし " Langue  de  Calculs  "等 あ 

P タ クは 吾人の 觀 念に 二つの 淵源 あり VJ し而 して 其の 淵源より 得た る 觀念を 結 

合し 比較し 又 抽象す る 作用が 吾人の 心に 本 具す ビ 見た， o しが n ン ディ ャ タ クは 

之れ を 改めて 観念の 起原 及び 吾人の 心の 一 切の 作用 を 更に 一 曆單 純なる ものに 

歸 せし め、 吾 人の 觀念は 凡 ベ て 感覺ょ 力 成う 而 して 吾人の 心の 活動に は感 覺を感 

やる ビ いふ 能力 以外に 生 具す る ものな し- y」 見た， 90 故に 彼れ の 見る 所よ b すれ 

ば H タクの 言 へ るが 如く 觀 念の 淵源に は感覺 以外に 反省 VJ いふ ものな く 又感躉 

を感 する ビ いふ こ の 外に 別に 知力 又は 知 解 (understandiug) ど いふ ベ きものな く 


識^ 著ャ 3 

^覺述 、タゾ 
c 的 其クデ 
知の の ィ 


にも あら や， さ れ v-«; の 思想 を弘 布して 世俗に 入り 易から しむる こどに 於いて 彼 

れの 力量 は 多く 其の 比 を 見ざる ものな りき。 彼れ が 其の 橡大の 筆を揮 ふや 如何 

かに 權威 ある 者も爲 めに 其の 權威 ど 祌^ ど を 

ざの 魔力 を 有した， 90 1 時 彼れ がー 方 

共に 他方に て は 鬼神の 如くに 崇拜 せら 


に 1 &聖な 

れ ざる を 

の 如く 嫌 

ビ 云 ふべ 


る も 

# さ 

惡せ 

し 0 


の 

ら 


も 


れ 


クレ 、 

る ま 

る V.J 


こじま 

れ たる 


氣 奪ゼら 

. 恰も惡 魔 

も" nq な h- 


コ ンデパ ャック 及び H ル 、、ェ レュス 


〔1 〇〕 

覺を 其の 

治 上の 問 

き o 心 遝 

成 覺論ど 


デ 

股 中 

及び 

な ら 


レ 

ノ 


ク 1-ル が 口 タ ク に极據 して 吾人の 知識の 极據を 

置き たれ V- も 彼れ が 主 どして^ の 心 を 注げる は 

て 心理 及び 知識 論 上の 硏究に は 深く 思 ひ を 致す 

知識の 論に 其の 著 服の 點を 置き、" グ ク の經驗 主義 


し 


考 ふる 

宗 敎、 道 

こ VJ を 

をして 


や^ら 感 

徳 及び 政 

爲さ ざ. o 

4W- 央" .2 る 


し 


めた る 者 は羅馬 加特カ 敎會の 一 僧侶なる 
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物質^-の 外に 別に 精神的 實體を 置く 必要なし ビせト ち 又 彼れ は" タクが 神が 物 

賀 に賦與 する に 感覺て ふ精祌 作用 を 以てした， 考 ふ^こ、/」 も 能 はざる に は あ 

らゃど 云 へ る を 取り 來たり 之れ を 极據ビ して 物質 其の物に 精神 作用の 具 はるが 

如くに 考 へた. 00 され ざ 彼れ は 物質 其の物の 何たる か は 吾人が 精神の 何たる か 

を 知 hs 得ざる- y」 同じく 知り 得ざる 所な， 9 どせ. 00 啻だ 然るの みならす 彼れ が 其 

の 哲學田 5 想 を 世に ま！ n 及す る に與， 9 て大に 力 ありし" Dictionaire  philosopl.-iaue  poHatif " 

一千 七 百 六十 四 年 出 版) に 於いて 言 へる 所に よりて 察する に、 彼 れは 精祌を もまた 

物賀の 存在 を も永恒 なる もの w 考 へ たるら し く、 換 言 すれば、 一 實體 が永恒 に物體 

的 性質^ 共に 精神 作用 を 本 具せ る 如くに 見たり VJ 考 へらる o されば 彼れ の說け 

る 所 は 唯物論 S 云 はむ よりも 寧ろ 一種の 物活說 VJ しも 云 ふべき ものな. 5。 以爲 

へ ら く 、物質 を以 て 無始 無 終なる もの- y」 す^も 之れ が爲 めに 毫末 も 宗敎の 毀損せ 

らる べき 箬 なし VJO またず ^ テ ー ル は^めに は 意志の 自由 を ま 張す るに 力めた 

れざ 其の 晩年に 至りて は 漸次に 懷疑的 傾向 を 增し來 たれ. 90 之れ を 要するに 彼 

れには 哲學上 特に 創見 あ bvj いふに は あら す、 ま た 其の 所說 に深邃 なる 所 ありし 


毫も 世界に 於け る  一！？ 黑の 方面 を 指摘す る こ， V」 を も 避け ざり き 0 彼れ は 其の 名著 

『カン， ティ ッ ド』 (-  cgdide  ou  sur  roptimisl  -千七 百 五十 七 年 出版) に 於いて 其の 生 人 

公 をし て (當 時リ ス ボ ン 市の 激烈なる 地震の 爲 めに 慘狀を 極めた る To を 其の 意屮 

に 合め て) 若 しか ゝるを だに 最も 善美なる 世界、、」 せば 其の 他の 世界が 造られたら 

ば 如何に か あらむ S 曰 はしめ た bo 此の 語 は是れ ライブ-一 タツの 樂天 論に 向か 

ひての 大打擊 ^見ら るべき ものな. 90 詩人 ボ ，ブは 其の 詩に 於いて 神が 此の世 

に 行 ふこ ど を 凡べ て是 な. o  w すべき 所以 を 歌うて 吾人 は 神が 吾人の 如き 二 の渺 

然たる ものの 爲 めに 其の 設けた る 永恒の 法則 を 易 へむ こビを 求む る を 得す. ビ 云 

ひしが、 チ ルヲ ー ルは曰 は く、 さ れ V」 此の 渺然 たる 吾人 も 猶ほ旻 天に 號 泣し 且つ 何 

ゆ ゑに 此の 永恒の 法則が 各個 人の 爲 めに 造： ら れざ りし か を 了解せ むこ ビを 求む 

る權利 あり ビ0 盖 しず \  >グー ルは 善なる 神の 存 在. を 信じ 居た hs  、さ れ V> 世に は災 

害 苦痛の 多き こ W の 故 を 以て 其の 謂 は ゆる 神 を 以て 全能なる もの 見做さす し 

て 常に 其の 所 爲に對 し 障碍 を呈 する 物質 あり ビ考 へ たり。 即ち ヺ ル-プ ー ルは物 

賀 及び 神の 二つ を 以て 世界の 成り立ち を考 へむ ど したる ものにして 而 して 神 ど 
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デルタ ー ルが 其の 銳 利なる 筆鋒 を 向け 特に 力 を 極めて 攻粱 したる は 貴族の 階級 

的 專權ビ 僧侶の 擅に したる 敎權 どなり き、 而 して 僧侶 等が カを柽 めて 彼れ を 迫害 

せむ W した b しど 共に 彼れ も 亦 カを盡 くして 僧侶 及び 僧侶の 說 きたる 敎會的 基 

督敎を 攻撃せ bo され V- デル- プ 1- ルは 決して 無神論 を唱 へたる に は あらす して 

却って これ を 非 ビ した， 5。 其 の 有名な る 言 に 曰 は く 「若し 世 に 神な くば 人 は 神 を 

造 る ベ し」 VJO 彼れ が 神の 存在 をい ふや 其の 據り V> ころ を專ら 道德の 上に 置き 吾 

人 は道德 上の 要求 ビ して 神 を 信せ さる ベから やど 考へ而 して 神の 存在 w 共に 靈 

魂の 不朽 を 信 やる こ VJ も 亦社會 一般の 安寧に 必要なる こど ど 認めた bo 彼れ は 

此 くの 如く 宗敎の 要義 を 以て 道 德に約 まる もの，、 J し而 して 之れ を根據 ビ して 一. 

つの 至大 至高なる 存在者 を 敬す る こどの 外 は 凡べ て 迷信な り W して 之れ を攻槃 

する や 少しも 假藉 する 所な か き o 

デル テ I ルが 神の 存在 を說 くや かくの 如く 主 VJ して 道徳上の 要求 を根據 VJ した 

れ V- もまた 一一 -I トン 風の 世界 觀に從 ひて 世界に 目的 ある 活動の 現 はれ 居る こ 

ビを 認め これが また 神の 存在 を證 する こビを 否ます 0 然れ V- もまた 之れ ど 共に 


界觊觀 'レ f 
^及 、のか 
。び 宗時デ 
世教 re  I 


より 其の 遝想を 汲み 來たれ るな. CN き C 面して 口 タクの 唱へ 出で たる 政權 三分 說 

は 彼れ によ， 9 て 始めて 立 法、 行 政 及び 司法の 三部 分 VJ して 言 ひ 現さる ゝこ ど ビ な 

れ， 00 盖しモ ン テス キ ュ ー の說 きたる 所 は 其の 根本の 思想に 於いて 特に 獨釗の 

見 あ りど いふ に は あら ざり しも 其が 歐洲の 思想界に 及ぼせる 影響 は 頌る大 なる 

もの あ， o- き o 

〔九〕 モ ン -プ ス キ ュ ー が 其の 现想的 制度 を 描く や 勢ひ當 時の 制度に 對 して 非 

難の 言 を 爲す所 あり き、 さ れ V- 公然 當 時の 社會 制度に 對 する 攻擊を 始めて 當 代の 

人心 を 震動せ しめたる もの はデ ル ク ー グ (Voltaire 一  六 九 四 I  j 七 七 人) な り0 彼 れ 

は 其の 著 "Lettressur les  Ai お 一 ais" に 於いて 其の 専ら 英吉利よ， o 得た る新學 術、 新宗敎 

思想 及び 新社會 制度 を 其の 國 民の 眼前に 揭 げたり し が、 彼 れ. が 旨 意の 此 等の 新 思 

想 を 善し VJ して 當 時の 社會 及び 社會を 支配した る 思想，、，, 制度 ビ を打槃 する に 在 

る こ w 明瞭な b しかば 此の 書 は 公然 官命 を 以て 燒き棄 てられ また 其が 英國の 社 

會 制度に 向か ひて 歡 美の 情 を 注ぎた るの 故を以 て (後 に モンテス キュ， も阆 じく 

認めら わたる 如 く) 多 くの 國人 によりて 其の 國に 忠實 ならぬ もの ビ 認められた， 90 
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三 八 四 

〔八〕 モンテス キ - 1 (Montesquieu 一  六 八 九 II 一  七 五 五) は 其の 名著 『萬 法 精理』 

("EspritdesL0i8- 二 七 四 八 出版) に 於い て歷 史上の 事實 を硏究 する こ、/」 に ょ&て 其の 

政治 論 を 造 b 建てむ S せ 彼れ の 政治 を說 くや 諸國の 制度 及び 法律の 成. 9 立 

ち を考へ 、そが 自然の 狀 態に 重き を 置きて 其 等 は 唯 だ 故意に 造り 設けた る ものに 

あらす して 風土、 風俗、 宗敎 及び 其の 他 一 切の 國 民の 氣質 ど 相 離れざる 關係を 有し 

居る ものな り，/ J 見た. 50 此の 點に 於いて モンテス キュ， は 十八 世紀に 於け る 一 

般の 思想の 標準 以上に 位せ bvj いふ、 と を 得。 かくして 彼れ が 一 國の 制度 及び 法 

律 VJ 其の 自然 の狀况 w の 關係を 見る や、 一 國の 法律 は 其の 人民に 對 して 特殊なる 

ものなら ざるべ から す、 若 し 一 國の 法律が 他の 國の 人民に 適する こ S あり W もま 

は 唯 だ喁然 のこ S ビ云 はざる ベから ざる 程に 兩 者の 關係は 親密なる ものな 

云へ. 00 斯く 彼れ は j 國の 制度 ど 其が 自然 の狀况 W の 間に 離す ベ か らざ る關係 

の 存在す る こど を 見 また 多少 歷 史上の 關 係に 眼 を 注ぐ 所 ありき。 され ざ 彼れ が 

理想的 制度 ど したる は 畢竟 英國の 憲法 政治に して 而 して 英國の 政治 を考 ふるに 

も 某が 如何に 歷 史的に S 立した るか を 見た るに あらす して^ら" タ クの 政治 論 


及び 哲學 硏究の 結果 を 世に 普及せ しめたる 功縝は 最も 多く 所謂 アン シク a ぺ， テ 

ィ スト (encyclopgdistes) の 一流に 屬 し、 中 に 就いて 最も 主要なる 人物 は ディ * テ p 1 

な. 00 アン シク &ぺ * テイスト 等の 文筆 ビ 共に また 當 時の 社會に 啓蒙 的 思想の 普 

及を來 たす に與 b て 力 ありし はサ n ン (salons) な ，9、 當 時の 交際 社會に 輝きた る 上 

流 婦人の サ & ンに 於いて 當 時の 名士が 相 集まりて 論談 せる こど は 唯 だ 佛國內 に 

影響を及ぼせる のみなら ゃ獨 逸に 於け る 諸侯 伯の 宫廷 よりも 人 を 派して 其の 報 

道 を 求めた る 如き こ VJ ありて 其の 影響 は 全 歐洲に 波及せ， 9  VJ いふ も 不可な き ほ 

ざな りき。 此 等の 影響に よ. 9 て佛蘭 西の 社會 は靡然 V- して 啓蒙 的 潮 勢に 動かさ 

れ 1 初めは 其の 範圍の 有識者に のみ 止まりし ものが 後に 至. 9 て は 市人の 店頭に 於 

いてさへ 唱 へらる ゝこ _yJVJ な て 終に 社會を 擧げて 一 代の 流行 を 成せ bo 此の 

時代に 現 はれ 筆を揮る ひて 社會を 動かした る こ VJ に 於いて 勢力の 最も 大な りし 

はヺ〃 タ ー 〃、ヂ ィ デ 口  ，、及 びル ソ ー の 三人な， 00 

一 P ンテ. スキュ 1 及 び 、ヺ ルヲ 1 ル 
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■ 〔六〕 かくの 如く 啓蒙 的 潮 勢が 滔々 ビ して 一 世 を 風靡し 行きた る 時に 當たり 

之れ に 向か ひて 反抗 を 起こした る 者 あ， 9、 是れ 即ち 當 代の 傑物 ^'ソ ー なり o 彼れ 

は當 時に 行 はれた る 知力 的 及び 機械的 分解に 反對 して 直接なる 感情の 指示に よ 

るべき こ VJ を唱 へたる 者に して 其の 立場の 啓蒙 的 風潮に 對 する は 恰も ス コ タト 

ランドの 常識 學 派が ヒュ ー ムに對 して 起これる が 如き もの あ bo され ざ 彼れ の 

唱導した る 思 i は (必 すし も 彼れ の 創始した る 新 思想- y」 いふに は あら ざれ ざ も) 常 

識學 派の 所說に 優， 9 て深大 なる 影響 を 後世に 遺す こき どなれ り、 是 れ 其の 思想が 

彼れ の 天才に よりて 特殊の 發表を 得た るが ゆ ゑに して 後の 哲學 上、 文 學上 及び 社 

會 上の 種々 の 新 傾向 新 運動の 種子が 彼れ によ. り 蒔き 植 ゑら れて 世界 大の 結果 を 

生す るに 至りた るな bo 

〔七〕 デル- ズ， ルは 橾大の 筆を揮る ひて 啓蒙 的 運勸を 起こす i に 力めたり し 

が 彼れ 自ら 其の 眼中に 置きし 所 は專ら 有識の 人々 (honn お ea  geus) に して 其 等 ビ 區別 

して 愚民 (cana ョ e) に ま でも 新 思想の 布 及を圖 らむビ 志し ゝ に は あら す、 彼 れが 眼界 

に は暂ほ 其の 如き 社會的 階級の 別 を 遺した. 5 き。 彼れ に 踵いで K に當 時の 學術 


論 上の 

I  VJ な 

t ュ 1 

カ^ n 

の 終 は 

维 匆命 

®^  nits 

る 所な 

佛蘭西 

上 、道徳 

1 個人 

に 彷徨 

及び 絕 


成覺說 ビ が 一 に 結合 

れ り。 英吉利に 於い 

ムの. ホジ ティ * 井ズム 

上の 唯物論 を 喚び 起 

りを吿 げし が、 佛蘭西 

w な b 行け り、 而 し て 


して 終 

てま 口 

に 極ま 

こす こ 

に 於い 

是れ即 


種の 純理 哲學 w しての 唯物論 を 形づくる 


タ クに 始まれる 

b 、又 自然 科學の 

VJ  VJ な. o たれ V- 

て は 右 云へ る 思 

ちラ、 メ トリ 1 の 


の 啓蒙 時代に 於け る 思想の 

上 及び 政治 上の 思想の か、 

に 於いて かゝ る變遷 の 段階 

せる 樣を 示す もの あ り、 或 は 

せ る樣を 示す もの あ り、 而 し 

頂點ビ も名づ くべき は 無 神 

(" Systeme  de la  Nature  ") な. oo 
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歷史は 上に 述べ 

る變 遷を爲 した 

の 認 め 得らる ゝ 

また 一 の 立場よ 

て 上に 述べた る 

論者の 經典 VJ も 


觀念論 は 漸次に 發 達して 終に 

結果 VJ して はブリ ，ス ト レ I 

も 其の 發達は 要するに 茲に其 

想の 結合より して 更に 無 神 的 

先づ 最も 明瞭に 言 ひ 現 はした 

たるが 如き 種々 の哲學 上、 宗 敎 

る こ- yj を 示す ものにして 或は 

もの あ り、 或 は 種々 の 立場の 混 

り 他の 立場 へ 發達 しゅく 中間 

啓蒙 時代の 思想 發 達の 集合 點 

稱 せらる、 書 『自然界の 龃総』 

一一 一八 一 


纈界^ 見紹想 時る づ唯ミ 純 
ち のョる 項發代 、く 物し *1 
の自べ li 達の 啓、 論て 哲 
組 然きミ の 思 蒙ら 形の 學 


三 八 〇 

■llml \  〔四〕 かくの 如く， テイスト 風の 思想が 變遷し 行ける 傍に" タクの 知識 論 は (已 

LL 傾 さ 行 

く。  ~ に 英國に 於いて はビ ー タ —、ブ ラ オンに 於いて 認め 得る 如 く) 成 覺 論の 方面に 向か 

一 ひて 發 達し 行け り、 而 して 純然たる 感覺論 は是れ 即ち 吾人の コ ン ディ ャ タ クに於 

一 いて 發見 する 所な bo 

\ デル- プ，^ 'が 其の 安立の 地 ビ なした る 道徳の 說は尙 ほ 專らシ ャフッ ベリ， によ 

,5 て 起こされ たる 倫理 思想に 感染せられ 居る ものなる が、 上 述 せる 如く 哲學 思想 

が感覺 論に 傾き 行く ビ 共に 道德 思想 も 亦感覺 論に 傾き 行きて 終に 純然たる 自己 

的 快 樂說を 成す に 至れ b  、而 して 是れ 吾人が 先づ 最も 明瞭に ェ ルゴ シ ュ ス が所說 

に 於いて 發見 する 所の ものな り o 

〔五〕 & タクの 哲學 より 佛蘭 西に 移し 植ゑ られ たる 觀念 論 (ideologies 知識 論 上 

の 感覺說 を 誘起し 來 たれる 傍に 機械的 自然 科學は 人身 上に 於け る 唯物論 を 生じ 

來た b ぬ、 是 れ盖し 一一 ュ， トンの 唱 へたる 機械 說を 生物界に 推し 搪め來 たれる も 

のに 外なら す。 當 時の 物理的 硏究の 結果が 遂に 人身 を も單に 一の 物質的 機械 S 

見敌す 思想 を 產み來 たらむ は 自然の 勢な， 90 而 して 此の 生理 上の 唯物論 ど 知識 


タ I 等 の 世界 觀に疑 訝 を 挾ま ざ るべ からす。 ，ハトラ ー が 自然 宗敎 を唱ふ る 論者 

さかさま  •  ,  ,  t 

に 向か ひて 用ね たる 論法 は 倒に 彼れ 自らの 宗敎 觀に對 して 用 ねらる ベ し盖 し 彼 

れの言 へ る 如く 天啓. 的宗 敎の敎 義に對 して 提出し 得べ き 非難の 主要なる もの は 

また 能く 自然 宗敎 の敎 義に對 しても 提出 せらる ベ し VJ 見た る 以上 は、 天啓 的宗敎 

ど 共に 自然 宗敎も 亦 其の 立つ ベ き 十分の 根 據を失 ふこ ど _VJ なる も 亦 止む を 得 ざ 

る 結果な， 5  VJ 云 はざる ベから す。 斯 くして 終に ュ ュ ー トンの 世界 觀に 基礎 を 求 

めた る宗敎 觀に對 しても 懷疑的 傾向の 生じ 來たれ る こビは 決して 解し 難き こど 

にあら す o 

かくて 宗敎 上の 信仰 を 維持す るに も 宇宙に 現 はれた る 意匠 を 根據ど する 論證ょ 

.5 も 寧ろ 唯 だ 道徳上の 耍 求に 其の 基礎 を 置かむ ビ する 傾向 を 生す るに 至れ b  、而 

して 此の 思想の 變化は 現に デ ^  -プ， ル に 於いて 巳に 吾人の 發見 するど ころな， 50 

吾人 はさきに ダ ィズ ム に 於いて 道德的 傾向の 重き を爲 せる を 見た h- しが、 こゝに 

至. 9 て は 此の 傾向の みが 專ら なる もの VJ な， 5 其れの みが 宗敎的 信仰の 极 據を爲 

すに 至れる もの VJ 云 ひて 可な. 9。 
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イス ト 風の 宗敎的 思想が 如何なる 變 遷を經 たる か VJ いふ こ VJ 是れ 即ち 佛蘭 西に 

於け る 啓蒙 時代の 歷史の 一 要 ^分 を 成す ものな.. yo ュ ュ ー ト ン 及び ディ スト 風 

の 世界 觀に從 へ ば" 天 地 萬 物に 意匠の 現 はれ 居る こ vj を 認め 而 して 之れ を 根摅ど 

して 造化 主の 存在 を證 する こ VJ を 得べ し VJ 考へ たり。 然れざ も 自然 科學の 機械 

的說 明の 益！ 進む VJ 共に 世界の 構造 は 全く 機械的に のみ 說 明し 得らる ゝも のどす 

る 思想に 向か ひて 進めり o 一一  ュ ー トン は 神が 時に 外より 其の 力 を 添へ て 宇宙に 

起こる 不親 則なる 運動 を改 むる こ ミを耍 する が 如く 考へ たりし が、 かくて は 此の 

世界 は 完全なる 機械 VJ いふ を 得 やして 是れ 取り も 直さす 神の 造れる 機械の 拙 

なる MJ を 示す に 異なら す、 而 して 若し 其れに 拙なる 所な しビ せば 世界 は 全く 機械 

的の もの VJ して 特に 外より 卿の 手 を假る 必要な きもの どならざる ベ か らす 0 

且つ 自然 科學の 機械的 說 明より 云 へば 世界 をば いづこまで も 全く 機械的に 說明 

せむ ビ する W 同時に 其の 機械的 作用に よりて 起こる 事 抦は必 やし も完 美なる も 

のに あらや W いふ こ VJ を 看過す る こ W 能 はや。 吾人の 住する 世界に は 幾多の 炎 

害 あ， 9 不調和の 行 はる ゝ ありて 此の 點 より 云へば ライブ -I タ ッ 及び シ ャ フ ッ ベ 


其の 大著 を 公に したる 十 年 以前 即ち 一 千 七 百 二十 九 年の こビ なりき。 而 して ザ 

ルーズ... 'ルが 其の 著 r-  Lettres  sur les  Anglais  "に 於いて 彼れ が英國 より 得來 たれる 新學 

問、 新 宗敎 思想 及び 新政 治 思想 を 其の 國 人に 示して 佛の 思想界に 一 時期 を 劃す る 

始め VJ なれる は 恰も 口 タ クの 死して よ， 9 百年 後 (即 ち 一 千 七 百 三十 二 年) の こどな 

で ン テス キ ュ I 及び デ ル -プ ー ルは大 に 英國の 立憲 制度 を 歎美し 殊に 前者 は英國 

立憲 制度の 基礎 を 置け る & タ クの 政治 論に 根 據し尙 ほ 自己が 歷 史上の 研究 を も 

加 へ 理想的 制度 を 描きて 之れ を 時人に 示さむ ど 力 め、 デ ルタ ー ルは同 ヒくロ タク 

の 思想よ b 出立して 當 時の 専制政治 及び 貴族 並びに 僧侶の 階級 的 專權に 向か ひ 

て 劇烈なる 攻槃を 開始し 終に 後に ル ジ ー に 至 hv て は 共和 的 思想の 養成 せらる ゝ 

こ VJ  W なれ， 90 

〔三〕 デル テ ー， は 斯く當 時の 社會 制度に 向か ひて 手痛き 攻繫を 加へ たる ビ 

共に  一！ ュ ー トンの 世界観に 基づきて ディ スト 風の 宗敎的 思想 を も 輸入し 來 たれ 

Ayo 而 して かく 彼れ の 移し 植ゑ たる-一 ュ ー トンの 機械的 自然 科學の 思想 及び ダ 
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ルダュ y 起 蒙 於^ 

°, レ 1 テ因 運け 瓛 
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1 び キモの 啓 |： 


三 七 六 

普及せ しむる 倾向 は英國 にも 怫蘭 西に もまた 獨逸 にも 盛んに 行 はれて こ ゝ に歐 

洲全體 の 風潮 をな す に^れり。 之れ を歐洲 近世 思想界の 歷史に 於け る 啓蒙 時代 

(Aafkuiruugsperiode) ど 名づ く、 恰 も是 れ希臉 に：^ ける ソ フィス ト 及び ソ 1 クラ- プ， ス 

の 時代 VJ 相 比すべき ものな. 0  0 英國に 於いて 件の 啓蒙 的 風潮の 最もよ く 認めら 

るゝは * テ イス トの 運動な り き、 而 して 英國に 於け る もの ビ 佛蘭 西に 於け る もの ど 

獨 逸に 於け る もの，/」 の 間に は 多少 其の 趣 を 異にする 點 なきに あら ざれ V* 畢莧す 

るに 是れ皆 同一 大勢の 所產に 外なら す o 中に 就きて 最も 大膽 なる 運勸を 起こし 

最も 廣大 なる 結果 を來 たした る は佛蘭 西に 於け る ものな， CN き。 

〔二〕 佛蘭 西に 於け る 啓蒙運動の 起因 は 十七 世紀より 十八 世紀に かけて 英國 

に 於いて 活潑 なう し 思想界の 產物を 移し 植ゑ たる こビ にあり ゥ * テ カルト 等の 出 

でた る 時に 於いて 其の 學 風の 影響 は 英國に 及びて 英國の 學者は 一 時佛蘭 西よ .9 

學ぶ 位置に 立ちた るが 如き 趣 あ， CS し が、. 今 は 其の 打ち返し どして 却って 英國 より 

佛蘭 西に 其の 思想の 影響を及ぼし 來 たれり。 モンテス キュ， I 及び ザ ル-プ ー 爪が 

英國の 制度に 對 する 歡 美の 念を懷 きて 英國 よ，^ 歸 b 來 たれる は 共に ヒ ュ， I ムが 


一 以後 十八 世紀の 英國に 於いて ヒ" -1 ムに 於いて 其の 頂上に 達した る活潑 なる 哲 

學 的硏究 はこ ゝに 至， 5 て 一 大 段落 を 吿げ箏 ろ 衰微の 狀 態に 陷れり w いふ も 不可 

なかるべし o 此の 後の 哲學 史上の 壯觀は 更に 偉大なる 更に 根本的なる 知識 論 上 

の 解釋を 求む る こ W によりて 來 たるな， 90 

第 四十 五 章 佛蘭 西に 於け る 啓蒙思潮 

,  佛蘭 西に 於け る 啓蒙 時代の 大勢 

0m  〔一〕 近世の 一 初めよ- 9 一  方に 自然 科學が 長足の 進步を 爲し來 たれる vj 共に ま 

\ た 他方に 之れ ど 相關聯 して 偉大なる 哲學 組織の 相次ぎて 建設せられ たる あ， 5 て 

一 十 七 世紀 の 末に 至， 9 しが 之れ に 次ぎ マ 十八 世紀に 於け る歐洲 思想界の 特殊なる 

^ 現象 は それまでの 學術 硏究の 結果 を 世間に 普及せ しむる こビ にあり き、 殊に 哲學 

_ 上に ては英 國の經 驗哲學 起こ- 9 て 後 其の 立場より 說き出 だせる 思想 は 之れ を 通 

一 俗の もの VJ なし 易き 傾き あ り き。 斯くて 主 VJ して 經驗學 派に 結び て、 凡 そ 哲 學上、 

一 科 學 上、 道 德上 及び 宗敎 上の 硏究の 結果 W して 提出され たる 世界 觐 及び 人世 觀を 
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三セ四 

てす る 如 く) 自 然科學 VJ なれる 趣 あ， 9。 され V！ 此の 學派 はヒ ュ ー . ムに 於け る 心 

的 分析に 反抗せ るよ. 9 其の 硏究 おの づ から 分析に 於いて 缺 けたる 所 あ 

其の 取る 所の 硏究法 は 畢竟 谷 人が 我が 心に 省みて 自明 ビ 思惟す る もの 

ゝ に列擧 して 之れ を 常識に 具 はる 原 狸 S なすに 外なら ざれ ば、 謂 は ゆる 

理の數 の 幾許 あるか を 定めい ふこ ど 能 はす 唯 だ 思ひ當 たる 所に 從 うて 

るに 過ぎ す、 故 に 同じく 此の 學 派に 屬 する 者の 中に 在りても 其の 自明の 

て揭 ぐる 所の もの 決して 全く は 一 致せす。 是れ 此の 學派 立脚の 根柢に 

に 不満足の 所 ある を證 する ものな り。 また 此の 學 派に 於いて は 詳細な 

用ね すして 謂 は ゆる 原理 を 窮極なる もの 自明なる もの- yj して 認許 する 

bo 遮 莫、 此 の 常識 學派は 多くの 人々 に t ュ ー ムの 結論よ hv 遊れ て且ら 

處を與 へたる が 如き 趣 ありし が ゆ ゑに 一 時大に 勢力 を 振る ひたう き o 

派の 隆盛 を柽 めた る は 哲學に 於け る當 時の 學 者の 硏究 心が 分析に 倦み 

結果な b  W いふ ベ く、 暴 竟 一 時の 休息 を 求めた る 如き ものにして 決して 

の揭 げたる 問題が こゝに 至りて 其の 根柢よ & 氷解され たるに あらす。 


り、 而し 

を 其の 

& 明の 

拾 ひ 集 

具 n  VJ 

於いて 

る 分析 

の 傾向 

く 休息 

即ち 此 

疲れた 
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なナ: 倦 研の 盛 哲理 Q 者 常 
証る み 究^ は學 、明の 識 
T こ 疲心者 常の 常の 所哲 

° ミれ のの 時 隆 譏 a 謂學 


吾人 は 是非の 別を認 むべき 者なる こ vj  、吾人 は 我 が 力に 存 する ものに 對 しての み 

資任を 有する こ ビ、 又 吾人 は 自己が 他よ b せられむ VJ 願 ふ 如くに 他に 對 しても 爲 

すべき 者な り W いふが 如き 何人も 承認すべき 道德 上の 原理 ありて 而 して 此 等の 

原鋰に 基づきて 常人- y」 雖も 亦よ く 其の 行爲の 褒貶 を爲し 得るな. 50 

〔五〕 リ ー ド 等の 率ね たる 常識 哲學 がヒュ ー ムに對 して 取れる 位置 は 恰も 先 

きに ケムブ タタ デ學 派が ホタ ブスに 對 せる ヾ」 相似た る もの あり。 但し ケム プリ 

タ デ學 派が ホタ ブスに 反對 して 其の 所謂 永遠の 眞 理を說 かむ ど 力めた るぐ」 は異 

なりて 常識 學派 は何處 まで も 經驗を 以て 其の 根據ビ なした りき。 斯 くの 如く 常 

識哲學 者 等 は經驗 主義 を 維持せ む VJ 志せる 所より 精細に 吾人の 心 作用 を 觀察叙 

述 する こ VJ に 力めた ，9、 而 して 在來學 者の 注意 を惹 かざ， 5 し 吾人の 心的 現象 を說 

き 出 だし 富膽 なる 心的 生活の 觀 察を爲 せる 點に 於いて 此の 學 派の 功績 は 決して 

輕ん すべき ものに あらや。 而 して 此の 學 派が 吾人の 心 作用 を硏究 する や^ら 自 

觀 (又は 自省 introspection) により て、 生 狸の 方面 を揷 入す る こ VJ を 避けた り、 故 に 此の 

學 派に 於いて は哲 學硏究 は自觀 によ， o てす る (恰も 物理的 科學が 外物の 觀察 によ 
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の區 刖はヒ ュ ，ムの 信じた るが 如く 唯. だ そが 强 くまた 活き したる JJ の 差等 

に存 する に は あらやして 前者に は 特殊の 信念の 伴 ひて 後者に は 其の 伴 はざる に 

在 ，9、 而 して 此の 信念 即ち 吾人が 感覺 する 事物 を實 在す る もの W し 又 記憶す る 事 

抦を 甞て實 在した る もの W する こ ゝろは ヒ ュ 1 ム の說 きしが 如くに 分析し 去る 

べき ものに あら す、 また 聯想の 結果、、 J して 說 明され 得べ きものに も あらす し て、 更 

に 分析すべからざる 又說 明すべからざる 特殊の ものな り o 上に 云へ る 外物の 存 

在 及び 我れ の 存在 を確實 W する こ W  、及 び 凡そ 事物 は 吾人の 其 を知覺 する 如くに 

如實に 在る ものな， 9  VJ いふ 種類の 眞理 は是れ 即ち 事實 上の 眞理 にして リ， ドは 

其等ビ して 凡べ て 十二 種 を列擧 せ， 00 右 は事實 上に 自明なる 具 理な るが また 道 

理 上の 窮極 眞理 ど名づ くべき もの あ り、 之 れに屬 する は 何人も 疑 はざる 論理 上の 

原理 及び 數學 上の 公理の みならす 又 じ a 1 ムの疑 ひたる 形而上 學に 於け る 若干 

の 原理 例へば 因果律の 如き もの あり。 因果の 關係 是れ亦 更に 分析すべからざる 

特殊の もの S して 吾人の 承認すべき ものな- 90 

行 爲に關 する 方面に^ いても 亦 词 じく 若干の 自明なる 窮極 的 原理 あ- 5。 例へば 


即ち 判定 を 組織す る 要素 は 唯 だ 後に 吾人が 分析 を 用ね て假 りに 分かち 出 だすに 

過ぎざる ものな bo 此等 吾人の 心の 成， 9 立ちに 具 は りて 原始 よら 存在す る 諸" の 

判定の 總 體是れ 即ち 常識、/」 名づ くる ものにして これらの 判定 即ち 原理 は 特に 吾 

人の 構設 する こど を耍 する ものに あら す 又 說明 する を 要する ものに も あらす し 

て 唯！ 發 見すべき ものな. 又此 等は必 すし も 皆 一 最高 原理に 歸入 せしめ 了す ベ 

きもの にも あら や、 し かせむ，、」 する は是れ 却って 事 實を餘 りに 單 一 なる もの VJ 爲 

す 嫌 ひ あ り。 

〔四〕 然 らば 如何なる 原理が 吾人の 常識に 具 はり 居る か o 先づ 究理の 方面に 

屬 する もの を 言 は む に、 吾 人が 事物 を感覺 する や 其の 感覺 は每に 其の 對境 即ち 外 

物 を 在， 9  VJ する 信仰： を 自然に 思 ひ 起こさし む、 伹し其 の 外物 を 其の 感覺の 原因 W 

して 知らし むる に は あらやして 唯 だお のづ か： ら 其の 感覺 につけて 思 ひ 起こさし 

むるな， 5  (by  natural  suggestion)o 斯 くの 如く 吾人 は 感覺を 意識す る 時に 於いて 必ゃ 

外物の 存在 を 信す る 共に また 其の 感覺を 有する 我れ の 存在 を 信す、 こ れは 凡べ 

て 吾人の 直覺 する 所に して 推理 作用に 待つ 所 あらや。 又感覺 及び 記憶 VJ 想像 VJ 
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Ill 七 〇 

しビ 見る は 誤れり、 其の 成， 5 立ちに 於いて 本來 若干の 究理 上 並びに 行爲 上の 原理 

を 具へ 居る ものな， o  VJO 彼れ は 斯く考 へて 其 等 原理の 總體を 名 づけて 常識 (Co ョ- 

Bon  sense)  W 云へ. 90 而 して これらの 原 狸 を 純理 上 並びに 道德 上の 凡ぺ ての 哲學 

の 基礎 W する 所よ 此の 學派 を稱 して 常識 學派 W いふ o 此 等の 原理 は 自明なる 

もの VJ して 吾人の 直接に 認 むる 所に して 更に 其の 理由 を 問 ふ を 要せざる ものな 

かくの 如く 此の 常識 學 派が 萬 人に 通す る 若干の 原 狸の 存在 を說 ける 點に於 

いて は&，  ^'ドノ ー パ ー ト が所說 の復舆 したる もの W 見ら るべき 所 あり。 

" タ クに鄉 まりて ヒ ュ 1 ムに 至れる 說に 於いて 吾人の 捨っ べき もの は 經驗を 根 

據. yj する 研究 法に は あらやして 唯 だ 觀念を 出立 點 ミ なし 原始の もの は單に 個々 

の觀 念に 外なら す 吾人の 知識 は 後に 其 等の 觀念を 結合す る こ S によ b て 作 h- な 

さる ゝ ものな. 9 ビ說く 所 (ideal  system) に 在 .9、 是 れ實に 此の 說に 於け る 誤謬の 根本 

な hvvj す o 吾が 心の 實驗を 省みれば 原 一 初の もの は 決して 離れ の 個々 の觀念 

に は あらす して 寧ろ 判定 (judgment) な hz 吾 人の 心の 活動 は 唯 だ それら 切れ の 

觀 念に 始まる W 云 はむ よりも 寧ろ 判定に 始まる W いふ ベ く而 して 單 純なる 觀念 


說け る 所 は タク の哲學 

論に 達した る こ W は 取， 9 

のな り- yjo 斯く考 へて 更 

査 せむ- yj 思 ひ 立ち 而 して 

ビ 相容れ ざる ものなる こ 

る 立場 を 離れむ w せる に 

P タ クに 創められ たる 說 

ジ ク 及び t ュ H ムょ， 5 も 

に從 はむ こ W を 力む VJO 

〔三〕 ター ド以爲 へら 

礎- yj 爲さ ざる ベ から す、 論 

hN なくし かする こ ビ を 得 

而 して 此等 自明の 原 狸 は 

に 通じて 在る ベ きものな 


の 正當の 結論なる こ w は爭ふ ベから や、 さ 

も 直さす & タ クに 於け る 出立 點の 謬れ る 

に巖 密にヒ -I ム にまで 至れる 經 驗哲學 

其の 稽査の 結果 w して 其れが 却って 吾人 

を發 見せり VJO 但し ジ ー ドは 決して 經 

は あら や、 却 つて いづこまで も 其の 立場に 

の 誤謬 を 正さむ こ W に 志せるな， CNO 彼れ 

更に 厳密に ぺ， I コン 及び- 1 -， トンの 取 

く、 吾 人の 知識 は 若干の 原理 を 以て 窮極の 

理の步 を 追うて 理由より 理由に 溯， 5 行く 

す、 何 處 にて か 窮極 自明なる 原 狸に 到達せ 

吾人の 心の 本來の 成う 立ちに 存在す る も 

b,o 故に 吾人の 心 を SX タ クの 譬喩に 從ひ 


れど か、 る 結 

こ ビ を 示す も 

の 立脚地 を稽 

の實際 の經驗 

驗 を根據 ざす 

0WI  ,5 て而 して 

自ら 云 へ ，9、  口 

うたる 硏究法 

出立 點 及び 基 

VJ も 吾人 は 限 

ざるべ か らゃ、 

のにして 萬 人 

て 白紙の ジビ 
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一 11 六 八 

！ (James  Oswald 一  七 九 三に 死す) ァ ダ ム、 フ ァ 1 ゴ ソン (Adam  Ferguson 一  七 二 四  1 A 

1 六) ヂ -， ムス、 ビ， - ブイ ー (Ja 日 es  Beattie  I 七三 七 —— 一 八 〇 五) 等 あり。 然れざ も 

一 タ ー ドの 死後 エディ ンボロ ー 大學の 椅子に 於いて 此の 學派を 代表して 最も 勢力 

あ hN し は" Elements  of  the  Philosophy  of  the  Husan  Mind  ，ズ j 七 九 二  一  八 二 七 間 出版) 

及び 其の 多くの 著作 を 公に したる デ 1 ガかド 、ス チュヮ ， ト (Dugald  Stewart 一  七 五 

三 —— 一 八 二八) な， yo 尙ほ 其の後に は 多少 聯想 學 派に 傾きた る トマス、 ブラ オン 

(Thois  wrol 一七 七 八 —— 一八 二 〇) あ り、 ブ ラ オンの 主要なる 著述 に は 『人 心 哲學講 

j 義』 ( " Lectm-cs  on  the  Philosophy  of  the  Human  Mind  s 一八 二 〇 出 版) あ hNO 

おが マの 〔二〕 蘇 格蘭學 派の 唱道せ る 生 要なる 點はリ ー ドの說 ける 所に よ， 5 て 窺 ふお 

一 得べ し。 彼れ が 其の 常識 哲學の 趣意 を 公に したる 著述" Inquiries  f  the  Human  Mind 

on  the  Principles  of  Com ョ on  Sense  " ( 一  七 六 四 出 版) に 說 ける 所 は 最もよ く 此の 學 派の 出 

, 一 で來た b し 所以 を 示す に 足る ものな. 90 曰 は く、 彼 れ^め 口 タク 及び， ハ 1 クレ 1 

一 等の 說に從 ひたりし が 其の 論が ヒュ ー ムに 於いて 如何なる 決 論に 達した るか を 

見る に 及びて 翻然 W して 其の 說の 非なる こ VJ を 悟れり。 以爲 へらく、 ヒ-1 ムの 


に說 明す る 所以の 途 にあら す VJ な し、 寧 ろ 吾人の 直接に 承認せ ざる ベから ざ る 究 

竟事實 あ， いふ こ ビに眼 を 向けた る 輩 あり o 此の 反抗 運動 を 代表した る者是 

れ 即ち 所謂 蘇 格 蘭學派 也。 (或は 之れ を 常識 學派 どもい ふ 0) 畢竟 此の 學派は t ュ 

1 ムの 心理的 分析に 對 して 吾人が 各自 我が 心 を 省みれば 承認せ ざる ベ からざる • 

而 して 更に 分析すべからざる 若干の 直接の 事實 あり どした る ものな hNO 此の 派 

の 泰斗 VJ 稱 せらる ゝを 

ト マ ス、 リ ー r  (TholsKeid 一  七 一 〇 —— j 七 九 六) 

ビ す。 彼れ は アバ ー ダイン 及び グラス ゴ， の敎授 にして 其の 師デ 3 1 ジ 、タルン 

ブ 火 (George  Turnbull 一 六 九 八 —— j 七 四 八) に 負へ る 所 あ， 00 其の 著述 に 『人 問の 知 

識に關 する 論文』 ( " Essays  on  the  Intellectual  Powers  of  Man  2 1 七 A 五 出版) 及 び 『人 間 の 

動作 力に 關 する 論文』 ウ" Essays  21 the  Active  Powers  of  Man 一一 一  七八ペ 出版) め り、 此 の 二 書 

は 後に 合して " Essays  on  the  Power  of  Human  Mind  " の 表題 を 以て蕓 ！改饭 せられた， cvo 

ジ 1 ドの外 此の 派に 屬し たる 學者 W 見ら る べき 人々 にはデ -  I ム ス、 才 スフ〃， ト 
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1 きハ 

1 七 九 四 —— 一 七 九 六 出版 j なり。) に よ b て 生物 學 上の 思想に 結び 附 けられた hvo 

彼れ が 動物の 本能 を說 明す る や 之れ を 以て 動物が 自衛の 性に 從ひ四 園の 境遇に 

順應 する こ <yj の 經驗を 基礎- yj な し、 聯 想 作用に よ， 9 て 成. 5 上がれる もの VJ し、 尙 ほ 

また 斯く 外界に 接する 經驗 によりて 得た る 性質 を^の 子孫に 遺傳 する こ ミを唱 

へた bo か くの 如く 勸 物が 外界の 境遇に 接する こビの 結果 V3 して 種々 の 性質 を 

得而 して 其の 性質が 子孫に 遺傳 せらる ゝこ .yj を說 きたる 點に 於いて ュ ラス マス、 

ダ 1 弁 ンは 後の 進化 說の爲 めに 其の 道 を 開ける 所 あ， 90 

第 四十 四 章 蘇 格 蘭學派 

〔一〕 上來 叙述せ る 所に よりて 知らる、 如く 英國 の經驗 哲學が 心理 說に 於い 

て 又 知識 論に 於いて 其の 分析 を 進め 吾人の 觀 念の 生起 を說 明せ む VJ せる 進行の 

頂點 はヒュ ー ム なり。 彼れ に 至りて 凡べ て の 哲學上 及び 宗敎： 上 の觀 念が 劈裂鎔 

解せられ た hs ビ いふ も 不可な し、 而し て 此の 柽點に 達した る こどに 對 して 自然に 

反. 抗を 生じ 來た り、 か く 諸 觀念を 分析す る こ Vi を 以て 吾人の 心證 する 事實 を如實 


Sp  一  rir- 一  千 七 百 四十 七 年 出版) に 於い て 論す る 所に 從へ ば 、物質 を 以て (已に 一 ィ * 

ス イト 宗徒なる ボス コギヒ 〔Boscovich〕 の唱 へたる 如 く) 或 は 牽引し 或は 反撥す る こ 

ど を爲す 勢力 ど し而 して 原子 は 畢竟 勢力の 中心に 外なら すビ 見たり o 故に 此の 

說に從 へ ば、 物質の 廣が， 5 居る、 及び 其が 障碍の 性 を 有する も 究竟 すれば 勢力が 吾 

人の 五官に 及ぼした る 影響に 對 して 吾人の 感する 感官 上の 性質に 外なら ざるな 

り o 斯く 彼れ は 物質 を 勢力- yj 見た る 所より 心 物 二種の 實體を 置く 必要なし どし、 

同じき I つの 物體が 一 切の 活動 を爲 す，/」 考へ、 而 して かく 解した る 唯物論 は物體 

以外 別に 精神の 存在 を 說く說 よりも 更によ く 原 一 初の 基督 敎的觀 念に 合する もの 

な， 9  <y」 考へた bo 但し 宗敎 上の 思想に 於いて は ブリ， ス トレ ー は ディ スト 風の 

立場に 在りき o  • 

〔五〕 ハ 1 ト レ i の 所 說はュ ラス マス、 ダ ー 并ン (Erasmus  Darwin 1 七三 一 い —— 一 

八 〇 二、 醫を業 VJ し 自然 科學 者、 文 學者 及び 哲學者 w して 當時 其の 名 を 揚げた る 人 

にして かの 進化論の 龃 W 稱 せらる ゝチ ャ ー ル ス、 ダ ー 井 ンの 祖父に 當た る、 其の 主 

要なる 著^ は 『ヅ * オノ ミア 一 名 有機的 生活の 法 則.!"  zsnomia  or  the  Laws  of  Organic  Life" 
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Ill 六 四 

る 他の 觀念 にも 移り行くな bo 聯想 を 基 W したる 此 等の 心 作用に よりて 元來 戚 

覺 的に 卑近なる ものより して 次第に 高等に 理想的なる 觀 念の 造， 5 出 ださる ゝに 

至 り、 一 初 めに は 自利の 心よ b 爲 したる こどが 後に は純粹 なる 博愛 心よ， 9 爲 さる ゝ 

に 至る。 神 ビ いふ 觀 念の 如き も 凡べ て莊嚴 偉大なる こビの 聯想の 中心 VJ なる に 

よ て 吾人の 最も 高尙 なる 感情の 對境ビ なり 來 たる。 神 を 愛する VJ いふ 一種の 

宗敎的 感情 も斯 くして 聯想 作用に よりて 生ヒ たるな- 90 

〔四〕 ハ ー ト レ t が觀 念の 聯絡 w 腦の微 部分の 振動，、」 の關 係を考 ふるや 唯 だ 

其 を 相 律 ふ もの- y」 見た るに 止ま. 9 し が、 デ 3 セ フ、. フ リ， ス トレ I-  (Joseph  Priestley 一 

レ 1  一二  一二  一 、つ g 自然 科 學の 研究者 にして 一 千 七 百 七十 四 年に 酸素^ 發 見せる： 气 

.¥n  ニニ  一  ヌ 及び 神學 者に して 三位 一 體 の宗義 Li- 反對 して ュ 一一 テリアン 風の S 

想な 唱 へ たる こ 以て 其の 名お 知られ 且つ 佛〗 +*  こ  一 fcv^-^^&^fcvr^--  -  S わ、 勿 

蘭 西 革命 に 對 して 熱心 *& る 同情な 衷せ る 人な s  I  一  JT-^r  I  ^  y  0 

賀的 方面 を 基礎 VJ なし 心理的 作用 をば 畢竟 生理的 作用に 懸か， 5 てお する ものの 

如 く 見、 從 うて 吾人の 意志の 作用に 關 して は 彼れ は ハ ー ト レ， よ， 5 も 一 層 明瞭に 

決定 說を唱 へた ，5、 而 して 彼れ 自ら 其の 自說を 呼びて 唯物論 (materialise ョ) £ 云 へ bo 

され ざ 彼れ が 其の 著 『物質 及び 精神に 關 する 玫究』 (" requisitions  relating  to  Mnttcr  and 


して 其の 振動の 結合す るこ^に 在り. VJ せ， 90 以爲 へら く、 心 理の 方面に 於いて 聯 

想に よりて 單 純なる 觀 念の 祓 維に 結合 せらる、 が 如く 生理的 方面に 於いて は眾 

純なる 振動が 狻雜に 結合 せらる ゝな り、 盖し覃 純な る觀 念に は 生理的 方面に 於い 

て單 純なる 運 勸の應 やる あり 狻雜な る 心 作用. に は 生理的 方面に 於いても 亦祓雜 

なる 振動の 應 する あれば なり VJO 然れ Vj も 彼れ は 此の 心理的 及び 生理的 兩 方面 

の關係 をば 唯 だ 常に 相伴 ひ 相應ゃ W いふに 止まりて 更に 其の 以上の 說明 を爲さ 

むこ W を 試み ざ， 9 き、 換 言 すれば 心身の 關 係に 就きて は 彼れ は 斷然唯 物說の 立場 

に 在る こ ^を 確定せ るに は あらや。 

〔三〕 以上 述べた る 聯想 作用の 結果 ビ して、 一 つに は單 純なる 觀 念が 結合して 

狻雜 なる 觀念 VJ 成， 9 上がる に 至う 而 して 斯く 成り あがる こど によ， 9 て 原^の 單 

純なる 観念の 跡を沒 する に 至る こ ビ 恰も 物質 元素が 相 結合して 化成 物 を 造る に 

至れば 別異の 性賀に 現じ 來 たるが 如き もの あ， 二 つ には^め に は 意識 を 用ね 力 

を 用. Q て爲 したる こビ が 後に 屢，. 繰り返 さ： る ゝゃ 遂に 自動的に 無意識に 爲 さる ゝ 

に 至 る、 又 三つに は 一 觀 念の 强 くまた 活き したる こ VJ が 其れに 結合し 求た 
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Ill 六 二 

W し單 一 なる 感覺 及び 觀 念の 結合した る もの VJ して 說明 せむ ビ 試みた ケ。 即ち 

彼れ は 恰も 複雜 なる 物理的現象が 機械的 作用に よりて 單 一 なる 運動より 形づく 

らる、 が 如く 吾人の 凡べ ての 心的 現象 も 亦 聯想 作用に よりて 單 純なる 感覺 及び 

想念よ 形づくらる ゝ こ^-を 說 かむ VJ 企てた， 90 彼れ が 占め 得た る 特殊の 位置 

は 自然 科學に 於いて 廣く用 ねられた る 機械的 說明を 心理 ， . 上に 用ね む W 試 み た 

る 所に 在り。 彼れ は 聯想 を 解して 同時に 起こ b 或は 直ちに 前後して 起こ， 5 たる 

觀 念の 連絡 さる ゝ To な bvj 云へ bo 彼れ は 峙にヒ ュ ー ムの說 きたる 類同に よ ，9 

てす る 聯想 を も 言 ひたれ ざ も專ら 隣接 律の 上よ b 見て 相 共に 意識され たる もの 

が 相 喚起す ど いふ こ W を 以て 聯想 作用の 根本的の もの W 見た るが 如 し、 而 して か 

かる 見方 は 最もよ く 物質的 科學 より 移し 來 たれる 機械的 說 明に 合へ る ものな り o 

〔二〕 ヒ ュ ，ムの 聯想 を 言 ふや 單に心 狸 上の 方面 を說 きて 生理 上の 方面に 說 

き 入る こ ぐ」 を敢 てせ ざり しが ハ ー ト レ ー はま さしく 此處 に說き 至れ 是 れ 彼れ 

が 醫を業 W せる よ， 5 其の 眼孔が おの づ から 自然 科學の 方面に 注がれ たれば なる 

べし。 彼れ は 吾人の 聯想 作用の 生理的 方面 を說 いて 腦神 經の微 部分が 振 勸し而 


,9 して 通常 正し S せらる ゝ こ ビを行 ふが 全體 よ. 5 見て 社會の 利福 を來 たす 途な 

り VJ 唱へ たう 0 一  時 英國に 行 はれた る 神學的 功利 說 はこ ゝに 至りて 最も 明らか 

に 唱道せられ たり さ謂 ふべ し 0  (爾後の 功利 說の發 達 は 後に 叙す る 所 あるべし )o 

第 四十 三 章 聯想 派の 心理 學者 

〔一〕 心理 學上 及び 知識 論 上の 硏究に 於いて ヒ ュ ，ムの 取りて 以て 大 利器 ど 

したる 聯想 說は 

ダ 丼ッ y  、ハ 1 トレ 1 (David  Hartley 一  七 〇 四 I 一  七 五 七) 

によ， ON て 自然 科學に 用ゐる 機械的 說 明の 觀念ど 結び付けられて 吾人の 心理的 發 

達 全體の 根本的 親 律 どなされ た bo ハ .1 ト レ， は 醫を業 ビ し 一 千 七 百 四十 九 年 

- 、『人 钥に關 する 觀 察』 (" observations  of  Mar-,  His  E-rase,  His  Duty  and  His  Expectation 一、) を 著 

は し (已 にゲ， fGay〕 が 彼れ に 先 きだちて 多少の 說を爲 したる が 如 く) 吾 人の 一切の 

心的 現象 をば 其の 最も 高等なる 最も 钹雜 なる ものに 至る まで 總べ て 聯想 を根據 
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三 六 o 

タ 力 ，(Ablalmm  Tucker) に よ， 5 て 巳 に 略！ 明 瞭に言 ひ 現 はされ た， 9。 彼れ 其の 著" I」gllt 

of  Nature  pursued  ノ 一 七 六 八  一 七 七 四 出版) に 於いて 論じて 曰 は く、 吾人 を 動かし 

て 或 行爲に 出で しむる 所以の もの は 凡べ て 自己の 滿 足を豫 期す る 心な り、 而 し て 

如何なる こ VJ が德 行なる か は 其が 一 般の 幸福 を來 たす どい ふこ W によ， 9 て 知ら 

れ、 ま たか ゝる德 行 を爲す こ， y」 の 各人の 利益 W なるこ ど は 造化 生の 至善なる こ VJ 

によ， 9 て證 せらる S 考 へ た， 50 

此の 立場よ b して 更に 組織的に 其の 說を唱 へたる もの は 一 千 七 百 八十 五 年に 『道 

徳學 及び 政治 學の原 理 』(" Principles  of  Moral  and  Political  Philosophy  ") を 著 はした る ぺ 1 

レ 1 (paley 一  七 四 三  一 A 〇 五) な り。 彼れ は 吾人が 德 行を爲 さざる ベから や W 

思惟す る 所以 を說 くに 神よ b 得た る 命令 を 以てし 而 して 神の 命 するど ころに 吾 

人の 從ふ VJ 從 はざる w によ り て 賞罰の 行 はる ゝ是れ 吾人 をして 德 行に 出で しむ 

る 所以な， 9  W 考へ、 また 一 般の 幸福 を 標準 VJ して 吾人の 行 爲を定 むる に當た り、 或 

は 通常 正し ど せらる ゝ こ vj に 背きても 決して 特に 不幸 を來 たす が 如き こ- V」 の 待 

ち 設けられざる 場合 あり w する も猶は 通則に 從 ひて 善良なる 習慣 を 養 ふ 必要よ 


すして 其の 他に 均しく 窮極 的なる 若干の 道徳上の 原理 あり ビ。 彼れ に 取りて は 

正し vj い ひ、 爲 すに 適す S い ひ、 又 爲 すべき 事- vj いふ は 凡べ て 同意義の ものにして 

而 して 此等は 其が 若干の 窮極 的 判定に 於いて 直覺 さる ベ きもの ど せられた りき o 

而 して かく 窮極 的の もの ざして 直覺 さる べき 道 德的觀 念の 如何なる ものなる か 

を 示す や 彼れ は 主 どして 常識に 訴 へたり o また 彼れ は 道德上 眞實に 正し. yj 云 は 

る ベ き 行爲は 利己的 動機より 發す ベ きものに あらざる こど を 固く 主張せ hNO 

〔一 〇〕 直 覺說ビ 功利 說 ど の 論 爭の點 を總括 すれば、 第 一 行爲 の善惡 正邪の 標 

準に 關 する ざ、 第 二 吾人 をして 德 行を爲 さしむ る 所以の ものに 關 するどの ニ點に 

歸 す。 功利 論者 は德 行の 標準 は 一 に社會 一 般の 幸福 を來 たす W いふ. ，0 に 在. 5  W 

し而 して 吾人 をして 其の 德行 を爲 さしむ る 所以の もの (sanction) は 各侗 人の 利益な 

り _yj 唱へ、 直覺 論者 は 之れ に反對 して 德 行の 標準に は 唯 だ 一般の 幸福 を來 たす ビ 

いふ こ W の 外に 尙 ほ 等しく 窮極 的 の ものにして 各" 直覺 さるべき 原則 あ b ビ 云 ひ、 

而 して 徳行に 於いて 吾人 を 動かす もの は^の 事が 正し VJ いふ 觀念 にして 其が 自 

己に 利益-を 與ふビ いふ 觀念 にあ ^す ビ 唱へ たり 0 功利 說の 論旨 は アブラハム、 タ 
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イスの 道 の 上に 來た す- yj ころの 結果 を 標準 ビ して 考 ふるこ ビ を須ゐ すして 吾人の 直接に 

德說" 一 

： 是非す る 幾多の 事抦 あり V」 いふに 在り。 功利 說は 之れ に反して 道德 上の 是非 善 

惡は 畢竟す るに 社會 一 般の 利福 を來 たす w いふ こどに 歸 すべき ものな b ど 云 ひ、 

^ 而 して 謂 ふ VJ ころ 幸福 w は 巳に ヒュ ー ムに 於いて 明瞭に された る 如く 快 樂を耍 

i 素 ビ する ものに 外なら す。 さきに 揭 げたる クラ ー ク 等の 說の 如き も 亦 一種の 

直覺說 VJ して 見ら るべき もの なれ ざ も 其の. 功利 說ビの 對峙は 彼れ に 於いて は 未 

だ 甚だ. 明らかなら す 直 覺說の 功利 說に對 する 關係は 後に 至， 9 て 潮々 明らかにな 

~  、•  -,；  .V-, も. .V. 

り來 たれるな bo 而 して 十八 世紀に 於け る 後の 直 覺說の 一好 代表者. y」 いふべき 

はリ チヤ， ド、 ブライス (Richard  Price 一  七 二三 —— 一七 九 一) な. 50 彼れ 一千 七 百 五 

十七 年に 『道徳上の 主要なる 問題 及び難 點の 評論』 (" Klew  of  the  Chief  Questions  and 

:niculties  of  Morals  ") を 著 は し、 正、 不 正 VJ シ ャ フッ ペリ I の 謂へ る 道徳上の 美醜 ビ を 

別 かちて 曰 は く、 前 者 は 吾人の 行. 爲に 客観的に 存在す る^ 質な り 後者 は 吾人が そ 

一 れに 就きて 感 する 主観的 感情 を 言 ひ 現 はした る ものな- 9。 また 客觀 的に 存在す 

j る 行爲の 正し w いはる べき 性質 は單に 博愛 .、」 いふ こ- y」 にの. み歸 すべ きものに 非 


位置に 

其の 爲 

丽 して 

在るな 

®  くし 

せらる 

彼れ は 

の經濟 

る 心 を 

云へ る 

ら すつ 

〔九〕 

の對峙 


立ちて 自己 


さむ ビす 

同情し 得 

て アダム 

、もの も 

其の 道德 

論に 於い 

基礎 VJ し 

VJ 見た， 9 

所 ど の 如 

さきに 

の 胚胎し 
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ク -J 

ま 

さ 


心情 を 是非す る 

を 顧みて & 平な 

むる を 得 


る 


スは 同情 

其 を 基- yj 

於いて 同 

吾人 各自 

の 說を立 

れ V- 彼れ 

相關 係す 

ラ 1 の說 

こど を述 


ば こ、 

を 以て 

して 作 

情を以 

の 自然 


心に 外なら す o 道徳上の 根本的 親 律 は 自ら 

る傍觀 者の 之れ に 同情し 得る か 否か を 認め 

て^の 行 爲を爲 すべし，、 J いふ こ VJ に 


に 始め 

凡べ て 

り J.J け 

て 吾人 

の 性 VJ 


て た に 云 


は 其の 

ベ き も 

を 述べ 

ベたり 


經濟論 

のなる 

たる ビ 

き a 直 


吾人の 道徳心の 根據 どな し、 良 心 VJ  0 

られ たる ものに 外なら す， yj 見た h-o 

の 性に 本 具せ る 者 w 見た る. y」 おに 其 

して 各 i か 自己の 生活 を 善くせ むビす 

へ ば、 自 利 心 を 以て 一 切の 經濟的 現象 

に 於いて 云 へ る 所 vj 道徳 論に 於いて 

かに 就きて は 明瞭なる 說 明を與 へ 居 

こ K- に 於いて 巳に 直 覺說. yj 功利 說 w 

覺 說の唱 ふる 所 は 行爲が 趾會の 利福 
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もの w 云 ひて 可な り。 彼れ 以爲 へら く、 道 德上 最も 重要なる こ w は 吾人が 他人の 

行爲の 結. 果 に對 してよ， 9 も孿ろ 其の 行 爲を來 たした る 感情に 對 して 直接に 同情 

する 點に在 ，9、 他 人の 情 を 思 ひや， 9 て 其 をよ し ビ する は 吾人が 其の 情に 同情す る 

€ 一  な り、 道 德上 如何なる こ W を是 どし 若しくは 非 VJ すべ きか を尋 ぬれば 吾人が 

其 を 昆 其の 情に 同じて 左 も ありな む vj 思 ふか 又はし か 思 はざる か vj いふ こ- y」 に 

在り。 吾人が 一行 爲を 見て 其が 道德 上に 於け る 功 徳 (sel-it) を 認 むる は 一 つに は 其 

の 行 爲を爲 したる 者の 情に 直接に 同情して 其 をし か ある ベ きこ ビ w 思 ひ 又 二 つ 

に は 其の 行爲 によりて 益せられ たる 者が 益を與 へたる 者に 對 して 有する 感謝の 

情に 間接に 同情 すれば な， 90 

斯 くして 吾人 は 常に 他人の 心情に 同情 を 表し 道德上 其の 行爲を 是非す る VJ 共に 

また 自己の 行爲の 他人に 是非 せらる ゝ こ w を經驗 しまた 自然に 自己 自らが Rq ら 

く 他人の 位置に 立ちて 自己の 心情に 同情し 得る か 否か を考 ふるに 至 る、 而 して 若 

し 同情し 得れば 自己の 行 爲を道 德上是 ビ し、 同 情し 得 ざれば 之れ を非ビ する なり， 

此の 心是れ 即ち 良 (collscieuce) なり o 故に 良心 は 自己が 假 hN に 公平なる 傍観者の 


道ス ァ折ム びぺシ 

德 ミ ダ衷の t  V) ャ 

ス ム 《 說 ュ 1 プ 
。の 、るな 1 及ク 


〔八〕 ヒ - I ムの 意見に 從へ ば、 吾 人の 道 德上嘉 みする 所 は 利益 ある 結果 卽ち 

快 樂を來 たす ビ いふ こざに 在 ，9、 然 るに 吾人 は 其 等 利益 ある 結果の 求た された る 

こ <yj を 見る 時に 於いても 尙ほ 道徳上 其を嘉 みする こ w なき 場合 ある は 何故 ぞゃ、 

唯 だ 快 樂が來 たさる ビ いふ 結果に 吾人の 同情す るこビ のみ を 以て は 道徳的 感情 

の 成り立ち を說 明し 難き 所 ある に 非す や。 ヒュ， ムの說 く 所に 從へ ば、 吾人が 通 

常 道徳的 性質 を帶べ &  VJ 見 傲さざる もの をも猶 ほか 、 る 同情の 對 象 (object)VJ 見 做 

さざる ベから す、 故 に 彼れ は實際 吾人の 嘉 みする ものの 中に 通常 道德 的，/」 云 はれ 

ざる も の、 例 へば 單に辯 才に長 じたる こ VJ 等 を も 合め た hNO かくの 如く 單に 快樂 

VJ いふ 結果 を來 たす どい ふこ W のみ を 以て 道徳上に 謂 ふ 是非の 念の 說 明し 難き 

所 あるよ， 5 ヒ ュ ー ム の 朋友に して 其の 名 著 1 富 國 ^i』 (" Wealth  of  Nations") に よ， o- て經 

濟學 の祖" VJ まで 呼ばれた るァダ ム、 ス ミ ス (Adam  smith 一  七 二三  一 七 九 〇) は 一 

千 七 百 五十 四 年に 出版せ る 其の 著 " Theory  of  Moral  Sentiments  "に 於いて シャ フッぺ 

リ ー の 立場に 立ち 戾， 9 て 吾人の 感情 動機に 對 して 直接に 同情す る こど を說 きた 

P0 即ち 彼れ はシ ャフッ ペリ.，' の說 にヒ， ュ，' なの 唱へ たる 同情 を 結び 來 たれる 
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ち 功利 說の 根據 にして 此の 點に 於いて ヒ *1 ムは 明瞭に 功利 說を唱 へ 出 だせる 

もの- y」 云 ひて 不可な く、 且 つまた 各個 人の 利益 w 云 ひ 或は 幸福 V」 云 ひ 若しくはお 

ほら かに 爲 めになる ど いふ、 との 何たる かを究 むれば 畢竟 快樂を 享受 するど いふ 

こ vj に 外なら や w せる 點に 於いて 功利 說の 立場 は 彼れ によりて 大に 明瞭に なれ 

り w いふ を 得べ し (先 きに 力 ム パ ー ラン ドが 善き もの 又は 爲 めになる もの ビ云 へ 

る觀 念に は啻 だ快樂 vj いふ 意味に ての 幸福 を 合め るの みならす 完全 w いふ こ. w 

を も 合 み、 又 後に シ ャ フッ ペリ. I の 云へ る 所 も純粹 に快樂 どい ふ 意味に 用 ねられ 

たるに は あらや )0 功利 說の 立場より ヒ ュ ー ムが說 明に 最も 苦心せ る は 正義 S い 

ふ觀 念な り、 さ れ V- 彼れ はこれ 亦 社會に 於いて 功利 を根據 ど して 作. 9 なされた る 

道 德的觀 念に 外なら す S 信じたり o 以爲 へら く、 時 を 異にし 處を 異にする に從ひ 

て 是非 善惡の 判定 も 異に 習慣 も 異なれ ども 其の 根據を 洗うて 云へば 凡べ て 功利 

に 基づかざる はな く、 唯 だ 其の 事情 を 異にする に從 ひて 功利 を來 たす ものの 異な 

る 所よ， 5 道德上 是非 さる ゝ こ ビ もお のづ から 異なる の み、 例 へば 同 一 なる 重力の 

法に 從 ひて ライン 河 は 北に 流れ ン河は 南に 流る ゝが 如し。 


シ ャ フ ッ ぺ リ ー が 感情 を 基，，」 して 偷理 を說き 主知的 道徳 說 

ヒ ュ ー ムも亦 感情 を 以て 吾人の 道徳的 行爲に 於いて 最も 重 

KVO 彼れ はい ど 明瞭に 說 きて 曰 は く、 吾 人の 行爲の 動機 ビな 

は 吾人の 取， 5 得べ き途を 示す 用 あれ ざ も實際 吾人 を 動かし 

るに 至る もの は 感情な bs  、感 情 を 支配せ むに は 他の 感情 を以 

而 して 此 等の 成 情が 想念 ど 結合す る 所より 種々 の 情 緖は形 

等 情緒の 成， 9 立ち を 論す る 所 は ス ビ ノザ ー に似て それよ， 5 

し、 感 情- vj 感情 vj が 直接に 相 喚起す る こ ど ある か、 將 た 其の 結 

による を 要する かに 就きて はヒ ュ ー ムの論 やる 所 一 定せざ 

の 如く 吾人が 德行 を爲す 動機 は 畢竟す るに 之れ を 感情に 求 

て 如何なる 動機に よ て德 行を爲 すに 至れる か VJ いふ こぐ J 

は必 すし も 一 ならす o 同 一 の德 行が 種々 異なりた る 動機に 

あるな hNO 

斯 くの 如く 道德 上の 褒貶 は 元 來行爲 の 結果に 對 する ものな 


に 反對 した るに 似て 

要なる もの V- なした 

る もの は 感情な 知 

て^の 途を 取らし む 

てす る 外に 途 なし。 

づ くらる o 彼れ が此 

も 更に 詳 かな- 90 佴 

合 は必す 想念の 媒介 

るが 如く 見 ゆ o かく 

めざる ベから や、 而 し 

VJ 其の 徳行の 價値 VJ 

よ， .5 て爲さ る、 こ V) 

り w いふ 立場 是れ即 
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置 一 

感官 を賓 せざる ものに 取， O て 事物の 感官 上の 性質の 存 せざる が 如きな. CNO 

然れ V. も 吾人の 嘉 みする 所は必 すし も 自己に 快 樂を來 たす ものの みならす 己れ 

の 利福に は 毫も 關 係せ ざるが 如き 行爲 にして 吾人の 道徳上 善し VJ する こ VJ あり o 

而 して ヒ ュ ー ムは 之れ を說 かむ が爲 めに 同情 (sympathy) の 作用 を 提出せ， 90 以爲 

へ ら く、 吾 人 は 他人の 快樂を 感じ 或は 苦痛 を感 やる を 見て 之れ に 同情 す、 而 して 之 

れに 同情す るが § ゑに 快樂 を- 來 たす 事 抦 をば 善し ビ して 之れ を嘉 みし 苦痛 を來 

たす 事抦 をば 惡し V」 して 之れ を 斥く ビ。 而 して 同情の 作用 を說明 やむ が爲 めに 

t ュ ー ムは 其の 常に 用ゐる 聯想 猙 を 持ち 來 たりて 曰 は く. 吾 人が 或 心身の 狀 態に 

在りし 時に 快樂 又は 苦痛 を覺 えたる こ^ある 經驗を 基 w して 他人が 同 樣の狀 態 

に 在る を 見る や 其れに 結ば &居 る、 換 言 すれば 他人の 感じ 居る 快樂 又は 苦痛 を感 

する に 至る. yjo 斯 ぐの 如く ヒュ， ムに 取， 0- て は 他人の 快樂 又は 苦痛に 對 する 同 

情 は 道德上 一 切の 是非 褒貶の 作用の 根柢 を 成す もの 也 0 約言 すれ ば、 彼 れは シャ 

フ ッ ぺ ヅ ー の 謂 は ゆる 道 德官を 心理 上 分析して 終に 之れ を行爲 の結朵 たる 快樂 

又は 苦痛に 同情す る 心 VJ なした るな bo 


〔化〕 シ ャ フッ ベタ， 先づ唱 へて" タチ ジンの 更に 開發 したる 意見に 從 へば、 

吾人 は 道德官 によりて 直ちに 我が もろ の 感情 及び 動機 を 嘉賞し 或は 排斥し 

而 して 遨德官 の 褒貶す る 所 は 主 ビ して 吾人の 行爲を 起こす 種々 の情緖 其の もの 

にして 行爲の 結果に 非す どなす。 此の 點に 於いて ヒュ ー ムは 異なる 說を唱 へた 

KVO 彼れ 以爲 へら く、 吾 人の 嘉 みする 所 はも VJ 吾人の 行爲の 有利なる 結果な 吾 

人が 博愛の 行 爲を嘉 みする は 其の 行爲が 利福 を來 たす が ゆ ゑな り VJO 尙ほ曰 は 

く、 吾 人の 嘉 みする ビこ ろの もの は 唯 だ 博愛の みに あら す、 正 直 ど 云 ひ、 忠 義 ど 云 ひ、 

道德 上み な 吾人の 嘉賞す る 所に して 皆 博愛 VJ 相 列ぶ べき ものな 而 し て 吾人が 

此 等を嘉 みせざる を 得ざる 狸 由は此 等が 凡べ て 其 等の 徳を 有する もの 自身 或は 

他の 者に 快 樂を來 たす が 故な bo 一  言 にして 云へ ば、 吾 人が 德行 を嘉 みする 现. Q 

節ち シャ フッ ペリ， の 謂 は ゆる 道 德官の 基づく 所) は 其の 行が 何人 かに 快 樂を來 

たす が 故な り o 吾人が 善し、/」 して 嘉 みし 又は 惡 し- yj して 斥く る 理由 は 究竟 すれ 

ば 快感 を與へ 或は 不快 感を與 ふ- y」 いふ こビ に歸 せざる ベから す、 快 樂をも 苦痛 を 

も與 ふるこ. yj なき 事物に 善 惡の區 別の 存在す ベく も あら す、 之 れを譬 ふれば 恰も 
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ものに あらざる こ VJ に 著 眼し 來たれ bo 以爲 へら く、 吾 人の 最も 嫌惡 する 不 義理、 

邪淫 若しくは 殺人罪の 如き もの も 吾人が 事實上 確實に 認め 得る 限りに 於いて は 

必す しも 一 般の 不幸 を來 たす VJ 斷 言 する こ W 能 はざる のみなら や、 時 に は 却って 

幸福 を來 たす こ- y」 の 多き 場合 も 無し w はいふべ からざる が 如し VJO 是に 至りて 

良心の 直接に 指し示す 事抦ビ 一般の 幸福 を极摅 どして 行 ふべき もの V」 見る 事柄 

W は 相 分かる ゝ もの ど なれ， 90 さきに 一般 希臘の 道義 學者 等に 於いて は 狸 性 VJ 

名づ くる 唯 だ 一 つの 銃 御者の み說 かれたり しが 近世に 至， 9 て は社會 W 倔 人 どの 

對峙が 明らかに 自覺 さる、 ビ なれる k 共に 倫 狸 學 上の 根本 思想に 著大なる 變 

化 を 生じ 來た りて 二つの 支配者 即ち 自己の 福利 及び 社會 一 般の 福利 どい ふニ標 

準が 相 別 かたる ゝに 至れ り、 而 かも 英國の 倫理 學者 等に 於 いて， ハトラ， に 至る ま 

では 其の 對峙は 存在しながら 未だ 際立て ゝ云ひ 現 はされ ざ， 9 しが 彼れ に 至りて 

は驗も 明瞭に 言 ひ 現 はさ れ、 ま た 一 般社會 を 利す る V」 いふ こ W ビ 良心の 道德 上の 

指示に 從ふ VJ 云 ふこ W  VJ は 彼れ に 至 b て 相 別 かたる ゝこビ どなれ， 5。 後 に 益！ 盛 

んなら む VJ する 直覺說 W 功利 說 どの 論 爭は已 にこ ゝ に 胚胎せ り ど いふ 可 きな bo 


故に 實際上 吾人の 行 爲を弒 する 上よ， 9 云 へ ば、 確 實 なる 命 令 は 宜しく 比铰 的に 

確實 ならざる 命 含の 上に 立つ ベく 而 して 其の 反對 の確實 なる 證據 の與 へられ ざ 

る 限， 9 は 明瞭なる 良心の 命令に 從ふ こ "、J が 決して 吾人の 眞 正の 利益 を 害 ふ もの 

にあらざる こ VJ を 信じて 不可な く、 而 して か ゝる證 據の與 へられ 得ざる こど は 巳 

に 上に 云へ るが 如し。 

パ トラ. I が 吾人の 良心 を 論す る や 一 千 七 百 二十 六 年に 出版せ る 其の 說敎 粲(" ser- 

mons ") に 於いて はな ほ 其の 指示 ど 博愛 どの 間に 明瞭なる 區 別を爲 さすして 良、 ひ 

の 指示せ る 所 は 要するに 社會 一 般の爲 めになる i に 在る が 如くに 說 きた り、 即 ち 

此の 點に 於いて 彼れ は 尙ほシ ャフッ ベリ ー 等の 所說に 同意した るな hso され V- 

彼れ は 良心 を說 きて 其が 吾人の 義務 どして 措 示す る 所 は 道 狸に 合 ひ 居る ものな 

,5  VJ は 云へ る ものから クラ ー クの說 ける が 如くに 之れ を 若干の 道徳上の 窮極 的 

原 狸に 歸せ しむる さ を 力め やして 專ら 吾人が 實 際 (言 はば 常識に 於い て) 道 徳 上の 

義務、 yj して 認め 居る こど を 其の ま ゝに發 見せむ- yj 力 め、 而 して 其の 結果 ビ して 斬 

漸各 個人が 實際 良心の 指示 W して 思 ひ 浮かぶ る こ VJ の必 すし も 博愛 VJ 同 一 なる 
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こに 謂 ふ ビ ころの .U 心 は 吾人が 專ら 他人に 對し 

示 す も の、 ま た 謂 は ゆる 自愛 心 は 各自の 眞實の 利 

感情 或は 欲望に 從ひ 行く の 謂 ひに 非ざる を 以て 

love) ビ もい ふ。 パ トラ ー の 意 は 決して 自愛 心 を 

ど 見た るに あら す、 彼 れは 却って 吾人が 感情に 燃 

は (when  we  sit  down  in  a  cool  hour,) 一  行 爲が 自己の 幸福 

に 反せざる こ S を 認め やして は 其の 行 爲を爲 す 

いへ， 9、 一  言 に 云へ ば、 彼 れは 良心よりも 寧ろ 自愛 

なり。 故に 若し 良心の 示す 所 VJ 自愛 心の 示す 所 

は 自愛 心の 示す 所に 反 きても 良心の 指揮に 從ふ 

の 示す 所が 實に 吾人の 眞 正の 利益に 反する， i あ 

の 如き こ VJ ある を斷 言 し 得べ からす 0 盖し 利己 

にして 吾人が 一 見して 我が 利益な， 9 ビ思 ふこ ノレ 

るか は斷 言 し 難し 0 之れ VJ 異な b て 良心の 命令 は 明瞭に 且つ 確實 なる もの な- 5、 


虚く すべき も 

を 計る ものに 

れを 合理的 自 

て 良心の 下に 

されす して 靜 

來 たすか 又は 

き 所以 を 解す 

を 以て 基本的 

が 相背戾 する 

き 理由な きな 

かに 就きて は 

計算 は 甚だ 正 

果たして 眞に 


. 一 一一 四 八 

ろく の衮移 を 

して 唯 だ 一 時の 

愛 Ai さ i ョ ml  sehl 

隸屬 すべき もの 

坐默考 する 時に. 

少なく ども 之れ 

る こ VJ 能 はす VJ 

の もの VJ 見た る 

こ VJ あらば 吾人 

hyo さ れ Vj 良心 

吾人 は 決して 其 

確なら ざる. もの 

吾人 の 利益 € な 


にあら す、 吾人の 個々 の 欲望 は それぞれに 其の 向か ひ 行く 事抦を 有する ものにし 

て 例へば 食欲 は元來 食物に 向か ひ 行く ものなる が 如し。 斯く 吾人に は元來 それ 

ぞれの 事抦を 欲する 心 あ. 9 て 其の 欲望 を滿 足せし むる 所に 快 樂を覺 ゆるな り、 而 

して 其 等 自然に 具 はる 個々 の 欲望の 元來の 成， C '立ちより 云 へば 快樂を 目的 ざし 

て 之れ に 向か ひ 行く  vj いふよ b も 寧ろ 先づ或 事物に 向か ひゆき 其れ を 得て.， v こ 

に 快 樂を覺 ゆるな， 90 吾人 は 吾が 情欲 及び 種々 の 情緒の 導く がま ゝに任 すれば 

却って 吾が 利益 を 失 ふに 立ち至る こ W あ hNO されば 通常 主我 的な、 り W 稱せら る 

る是等 諸々 の 性情 は 吾人の 一 切の 行爲を 支配す る もの ビ しての 自愛 心 VJ 區 別せ 

られ ざるべ から や、 眞 實の 自愛 心 を 以て 自己の 一 切の 行爲を 統御し 居る どい ふ 意 

味に て は 吾人 は 決して 自然の ま 、に 於いて 自愛 的の ものに 非す 吾人が 自然に 爲 

す 所に して かゝる 自愛 心の 指示に 合 はざる もの 甚だ 多し。 

然 らば 吾人の 行 爲全體 の 上に 臨みて 其 を 銃 御すべき もの は 何なる ぞ。 パ トラ ー 

o,o  o  o  o 

はこ ゝに 二つの 者 を 擧げ來 たる 0 曰 はく，：^  >G  (conscience) 、曰 はく 自愛 心 (self-love) 是 れ 

な り0 彼れ は 此の 二者 を 以て 共に 同等に して 最高 權を 有する もの VJ 見た， CNO こ 
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1 一 1 四 六 

表された る樂天 說に對 して 厭世的 思想 を唱 へたる 者 vj 見ら るぺ きな bo 

〔六〕 シ ャ フッ ベタ ー の 後に 出で て 英吉利の 倫理 學界に 一 の 肝要なる 地位 を 

占む る は 先き に 宗敎論 を 叙せ る 時 其の 著" Analogy  of  Religion  "を 以て 名 を 得た， 9 ど 

云へ る 監督 パト ラ lcBishop  wutlcr  j 六 九 二 —— 一七 五 二) な ，00 上に も 云へ る 如く 

シ ャ フ ッ ぺ リ ー の 倫 狸 を說 くや 専ら 吾 入の 直接の 感情に 重き を 置き 又 諸" の 性 情 

の 互に 相 和す る 方面よ b 其の 說を 立て 、、吾 人が 思 盧を用 ゐ又諸 性情の 上に 立ち 

て 其 を 統御す る 心 作用 を說く 必要 ある こ. V」 の 方面に は 注意せ ざ， o しが 此の方 面 

に 最も 重き を 置きて 說を なせる はパ トラ ー な り0 彼れ に從へ ば、 吾 人の 道徳的 行 

爲に 於いて 最も 肝要^す る 所 は 一切の 直接の 感情 及び 自然の 諸 性能 を 支配す る 

ものの 何ぞ や、/」 いふ こ. y」 に 在り。 彼れ も亦シ ャ フ ッ ぺ タ ー の 論じた るが 如く 決 

して 吾人の 自然の 街 動 (impulses) を 以て 唯 だ 利己的 傾向の み を 具 へ たる もの ど は 見 

t 其の 論に 曰 は く、 自 利 的 性情の &然に 吾人に 具 はるが 如く 社會的 性情 も 亦 同 

じく 吾人に 自然なる ものな b、 加 之、 通常 吾人の 主我 的な り W 考ふ る 物欲、 街 勸等も 

亦 決して 自己の 快 樂を思 ひ 浮か ベ て 其 を 目的 w す. y」 いふ 意味に て 利己的の もの 


さ る、 吾 人 若し 唯 だ 道義 學 者の 謂 は ゆる 善心に よ， 5 ての み 動かさる ゝ ivj ならば 

社會の 活動 は 忽ちに して 其の 動力 を 失 ひ 社 會の繁 榮は復 た 見る ベ から * さるに 至 

らむ。 文明 進步の 動力 は 畢竟す る：； i 個々 人が 凡べ て 自己の 利益 を 求む る 欲念に 

存在す、 醜惡 な. 5 ビ て 之れ を 除き 去る は是れ 即ち 社會の 文化に 進む 動機 を 除去す 

る な り、 倫 敦 市街の 糞土 塵埃 を 全く 除き 去らむ VJ する は 取り も 直さす 其の 繁榮 を 

滅却す る ものな， 90 この ゆ ゑに 社會の 文化 は 吾人の 道德的 性質 を 商む るに より 

て 進む ものに あらやして 寧ろ 唯 だ 利己心 を 装 ひ 其の 外面 を 美しく する、 とに 在 

て存 する のみ o されば 社會の 文化の 進めば どて 之れ に 伴 ひて 個人の 道德 心の 進 

むに も あらねば 又 個々 人の 滿 足の 進む にも 非す o もろ C の 欲望 を充 たす 方便 

の增 加す る V> 共に また 新ら しき 欲望 を 生じ 新しき 不滿足 を 覺ぇ來 たる o 若し 欲 

望不滿 足の 增長 する こ- yj なくん ば 文明の 進 步は立 ざ ころに 止まらむ のみ マ 

ン， テ* 并^' はか ゝる 見地よ， 9 して 文明 問題 を 揭げ來 たれり 0 盖し 彼れ の 功績 は偷 

理學の 上に 於け るよりも 寧ろ 社會の 文化に 關 する 間 題 を 提起せ る點に 在. 00 此 

の點に 於いて マン、 デギ〃 は ライブ 一一 ジッ 及び シャ フジべ タ ー 等の 說 によりて 代 
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.  .  三 四 四 

る v> の區 別を爲 して 曰 は く、 前 者 は 行爲の 結果が 實 際祉會 一 般の 幸福 を來 たす も 

のなる 撝合を 云 ひ 後者 は 行爲の 善き 心褂 よ， 9 出で たる 塲合 をい ふ VJO 

〔五〕 シ ャフッ ペリ 1- は 専ら 各個 人 及び 社會に 於け る 善美なる 方面 及び 其の 

i。、"  ^ 調和 を 現 はすべき 方 画に 著 眼したり しが 之れ に反して 專ら 吾人 6 性情に 於け る 

• 利己的に して 醜惡 なる 方面に 著 眼し 而 して 之れ を 以て 社會 活動の 動力な， 9 ビ說 

きたる 者 を マン、 デ^ ル (Bernald  de  Ma-devme 一六 七 〇  一 七 三 三、 血 銃 は 佛蘭西 人 

にして 和 蘭に 生まれ 偷敦府 に 在りて 醫を業 V」 せ りケ」 す。 彼れ は當時 英國に 於い 

て 物 論 を惹き 起こした る 其の 著 『蜜蜂 物語』^  The  Fable  of  the  Bees,  or  Private  Vices ョ adl- 

Public  Benefits  "是れ 一羽め 一 千 七 〇 六 年に 公に せる 詩 を 更に 增 補して 一 千 七 百 十四 

年に 出版せ る ものな り) に 於いて 大膽に 吾人の 凡 ぶ ての 活動 は 悉く 自利 を 极據ど 

する こ VJ を 論せ， 5。 彼れ 以爲 へらく、 吾人 は 元 來愛他 的の ものに 非す、 社會 のかく 

成， o 立ちて 維持 せらる ゝは 畢竟 追 從饀諛 に 由る ものな b  、之 れを證 せむ ビ せば 谷 

人が 私 かに 欲し 私 かに 思 ふ 所 を 其の ま、 に 公に 云 ひ 爲すど 見よ 其の 結果 や 果た 

一 して 如何なるべき o 吾人 は 皆飮食 名 譽の欲 又は 奢侈 逸 樂を願 ふ 心に よりて 動か 


nal ofour  Ideas  of  Beautv  and  virtue") に 於いて は シ ャ フ ッ ぺ ジ ー よ も 更に 明 僚に 徳行 

VJ 博愛 w を 同一視せ り。 說 いて 曰 は く、 道 德的 行爲の 動機 どして 吾人の 最も 嘉み 

すべき ビこ る の もの は 二 にば 社 會全體 の 利益 を 計る 博愛の 心、 二に は 道德上 優れ 

たる こ VJ を 其れ 自身に 喜ぶ 心 な， 9、 換 言 すれば 前者 は 傅 愛に して 後者 は 所謂 道徳 

官 なり VJO 尙 ほ以爲 へら く、 個人 が 唯 だ 自己の 利益 をのみ 目的 ビ して. 只管 これ を 

計る 心 は 廣く他 を 利す る こ ビ に 害な き 限， o は 道 德官の 上よ， 5 見て 非 どすべき こ 

VJ に 非す 然れ ども また 嘉 みすべき こどに 非 や 即ち 道徳上 無 記の ものな りビ。 然 

れ ざ もハ タチ ジン は 博愛 ビ 道 德官の 示す 所 w は^に 各個 人の 篥 正の 利益 ど 決し 

て 相 逆ら ふ ものに 非す ど 信じて 疑 は ざり き o 彼れ は 徳行の 標準 を 樹てゝ そ は 明 

ら かに 大教に 取-. 9 ての 最大 幸 福 (the  greatest  happiness  for  the  greatest  numbers) を- 來 た す 

こ V」 に 在り VJ なせ hNO, され ざ 吾人の 行爲が 純粹の 善心 即ち 傅 愛の 心 又は 道徳 官 

の 指揮に 從ひ たる 時に 於いても 實際 一 般社會 の 幸福お 來 たさざる こ ビ あ り、 又 實 

際に 社會 一 般の 幸福 を來 たす 行爲必 すし も かゝる 善心より 出で たるに あらざる 

こ VJ あ， 00 是に 於いて 彼れ は 事に 於いて (material) 善なる，、」 形に 於いて (fbrmal) 善 な 
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.  ミ四ニ 

又. 或條 仲が 備 はらば 自然に 發 生し 求たり て 人爲を 以て 故意に 造 b 出 だせる もの 

に 非 や.、」 いふ 點に在 bo 故に シ ャ フ ッ ぺ タ 1- に 取 hN て は 上に 謂 は ゆる 道 德官は 

吾人の 性に 具した る 所の もの 即ち 生得の ものな bo 

シャフ ッぺ. ジ， に從へ ば、 德 行 vj 各個 人の 利益. yj は 特に 神意 を 以て 附加 せらる ゝ 

賞罰に 待つ 所な くして 相 合する ものな り、 故 に 福德の 二者 を 相 合せし めむ 爲 めの 

もの VJ して は 宗敎を 必要 VJ すべ き锂 由な し、 宗 敎は 寧ろ 道德的 性情の 冠ビ な， 5 て 

其を完 うする ものにして 道德が 宗敎を 基礎 ビ して 其の上に 立つ に 非す、 換言 すれ 

ば、 道 德的 感情の 高大に なりて 宇宙の 善美に 仰ぎ 向か ふ 所 即ち 其の 頂上に 達した 

る 所、 こ ゝに 宗敎的 感情 は あるな， 50 

フランシス、 ハッチ ジ ン (Francis  Hutcheson 一  六 九 四 i 「 一 七 四 七) が 其の 死後 一千 七 kn 

五十 五 年に 出版 せられし 其の 著 『道 徳哲學 の 組 織. 1(" System  of  Moral  Philosophy  ，) に 於 

いて 說 ける 所はシ ャフッ ペリ， の說を S し 其れの 哲學的 方面 w は 相 離して) 尊ら 

善美に 向か ふ 自然の 感情 即ち 道徳 宫の論 を根據 VJ して 組織 立てた る ものな hs。 

され ざ 彼れ が 他の 著 述 『美 及び 德の觀 念の 原始に 關 する 研 究』 1 3bq-iry  into  tise  Origi- 


るに は あらす VJO 彼れ が 社會の 起原 を說 くや 主 w 

及び 街 動に 注意 し、 吾 人が 性情の 一 切の 作用 は^め 

ざれ Vj も 又 一 初めよ. 5 唯 だ ./^ 利己 をのみ 中心 vj し 

に 著 眼せ， 90 即ち 彼れ が 倫理 說の 一大 特色 どもい 

直接なる 本能 的 感情 を根據 VJ せる 點に 在り。 かく 

接の 作用 及び 傾向に 最も 重き を 置きた る 彼れ の 倫 

摅 し 種々 の 考盧を 用ゐる To を 以て 道徳上の 眼目 

お 推理 を 必要、/」 する 主智的 道徳 說 にも 反 對 せるな 

に 生得なる こ W を 主張した るが 而 かも 生得 VJ 謂 ふ 

於け る VJ は異 別なる 意義 を 得た b、 盖 し 彼れ に 於い 

本 具なる W は 畢竟 同 一義な， 9  VJ せられた. 00 吾人 

人に 生起し 來 たる 所の もの は 凡べ て 吾人に 生得の 

得なる か 否か を 見る に 必要なる は^れの 發現 する 

の 啓發を 待た す..、」 いふ こ，、 J に 非す して 唯 だ 吾人の 


して 吾人の 具 ふる 

よ- 5 鬼 状 # に 在る 

たる ものに あらす 

ふべき は 吾人が 自 

吾人が 自然に 具 ふ 

狸說は 明らかに 利 

ビ する 說に 反對す 

h^o 彼れ は 道徳的 

こ VJ が 彼れ に 於い 

て は 生得なる ど 自 

の 自然の 發 達の 結 

もの ビ云 ひて 可な 

時の 遲 速に 非す ま 

天性に 於いて 或 時 


種々 の 本能 

ものに あら 

VJ いふ こど 

然に具 ふる 

る 性 淸の直 

己 主義 を 根 

る ど 共 に *H 

感情の 吾人 

て& タクに 

然 なる VJ 又 

果 S して 吾 

bo 其の 生 

た 他の もの 

期が 來た， 9 
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三 四 〇 

云 へ ば、 道 德上 善美なる もの をば 善美なる こど それ 自身の 爲 めに 愛し 其の 反對を 

惡む心 あるな hvo 此の 反射的 感情 是れ 即ち シ ャ フッ ペリ ー の 所謂 道徳 官 (Boral 

aeli) な， 00 但し 假令 此の 道德官 なく ビ も 利他の 性情 あるが 故に 其の 性情 を滿足 

せし むる こ VJ 其れ 自身に 吾人 はおの づ から 悅樂を 感- じ、 又 他人の 幸 ひせられ たる 

こ ビ にも 同情して 同じく 其 を樂し み、 ま た その 如き 善業 を爲 せる 故に 他人に 敬愛 

せらる. yj いふ こ w を 思うて 自ら 我が 心に 悅樂 を感 やる ものな， 90 且つ又 利己の 

性情 はされ を 制御せ ざれば 却つ て 自ら 種々 の 苦痛 を 成す るに 至 る、 愤 怒惜惡 等の 

情が 其れ 自身に、 少なからぬ 苦痛 を帶 ぶる こ w より 見ても 社會 I 般を 益す る行爲 

が 之れ ど 共に 自己の 眞實の 幸福た るべき は 明らかなる べし。 また 之れ に 加 ふる 

に 上に 謂へ る 道徳 官 即ち 正義 善業 を 其れ 自身に 喜ぶ 心 を 加 ふれば 更に 明らかに 

社 會全體 を 益す る德行 V- 各個 人の 眞實の 幸福 w が 密接に 關 係して 相 離れざる こ 

ど を 知るべし 0  . 

シ ャフッ ベリ ー 以爲 へら く、 吾 人 は 自然に 祉會的 性情 を 具 ふるもの にして 元來非 

社會 的な り しもの が 各自の 利益 を 考慮した る 末 遂に 相 約して 始めて 社會を 結べ 


處を 得て 能く 社會 一 般の善 福を來 たす w  4^ に またお のづ から 自己の 幸福 を來た 

す もの W なる、 是れ實 に 道徳上 善 VJ いふ 名稱を 得て 貧 讚 さるべき ものな， 90  ^く 

シ ャ フッ ベタ ー 'は說 きて 而 して 事實に 就いて 之れ を證 明せ むが 爲 めに 委しく 吾 

人の 具 ふる 諸 多の 性情の 心理的 穿 憨を爲 して 社會に 於け る 個々 人の 調和 ど  一 3 

人に 於け る 其の 性情の 調和- y」 は 互に 其の 歸向を 一 にす る ものな .OVJ 主お したり o 

斯く倫 锂學上 吾人の 心情の 精細なる 心 鋰的觀 察 を 始めて 茲に 其の 偷狸說 の基遨 

を 置かむ W したる 是れシ ャ フ ッ ベ タ ー の 名著" Characteristics  of  Men ,  Manners,  off 

and  Times  " (千 七 百 十 一 年 出版) が 英國の 偷狸學 上の 研究に 一 時期 を 劃した る 所以 

な う o 

シャ フク ペリ ー に從へ ば、 各個 人の 具有す る 社會的 及び 利己的 性情が 社會 一 般を 

益す る 底の 釣合 を 保ち 居る こ VJ 是れ 取， 9 も 直さす 各個 人 自らの 利益 を來 たす に 

最も 適した る 事な ，9、 而 して かくの 如くに 云爲 する 人を稱 して 善き 人 ど いふ。 丽 

して 更に 其 等 善良なる 行爲 及び か、 る 行爲に 出づる 所以の 性情 を 反 ^すれば^ 

人 はおの づ からか、 る行爲 及び 性情 其の もの を嘉 みする 心 を 起こす 二 言に して 
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世界の 一 局部 をのみ 見れ 

る ものな し- yj 觀 じ、 彼 れ は 

宗敎的 或 情 を 以てせり o 

其の 著 眼の 點に 於いて は 

物の 造られた るが 如くに 

て說 かれた. 9 し 所) に 比 し 

り考 へた， りしが 故に 其の 

吾人の 自然に 具 ふ る 諸 性能の 調和 を以 

此の 點ょ， 9 して 彼れ が 論はホ ッ ブスの 

擊 どなれ hvo 彼れ は 其の 若年の 時の 著 

ホタ ブス を駁 して 曰 は く、 若 し 吾人 を 見 

自己の 幸福 を來 たす やうに 其の 性情の 

む も 涸人を 見て 社會を 組織す る 一 員 ビ 

己 的 性情 を 有する のみなら やまた 利他 


一 11 三 八 

れ^の 全 體に眼 を 放て ば 善美な ら ざ 

此の 宇宙の 美に 對し 之れ を迎 ふるに 

觀の 立塲ょ b 天地 萬 物 を視. たれ ざ も 

した hs し 吾人 人類の 利益の 爲 めに 萬 

說 (而 して これ 實にヲ \ プ學 派に 於い 

く 彼れ は 希臘の 美術的 世界観の 上よ 

やまた これ を 美的 調和 ど 相 離さす o 

て 吾人の 德 行の 主眼 VJ なしたり o 而 して 

利己 說に對 する 新ら しき 方面よ b. する 驳 

^i:-Jnqllirv  concern ヨ^  Virtue  ami  IVierit" に お.., て 

て 孤立の もの S せば ホ ッ ブスの 云 ふ 如く 

統御され たる 者 を 呼んで 善人 ど 云 ふ を 得 

する 時 は ゑ か 云 ふ を 得す。 吾人 は 實際利 

的 性情 を も 具 ふ、 而 して 此の 兩 者が 谷！ 其 の 


ば こ そ 不調和 も あ 

殆ん Vj 恍惚 ど して 

彼れ は 同じく 目的 

當時 思想界に 流布 

思 ふ 卑近なる 目的 

て遙 かに 高し。 斯 

道德 上の 善 を 言 ふ 


ざるべ からす ビ 見、 ま た 快樂を 比锬し 計算して 眞實の 快樂を 得む こ w を 力めざる 

ベ か らす ビ 考へた -90 

クラ， ク 及び ヲ ラス トン 等の 說に 於いて 認めら るゝ 如く、 一 つに は 道理 上 直覺的 

に 或は 論證 的に 發見し 得る 道徳の 法則 W いふ 觀 念、 又 I つに は I 般の 幸福 W いふ 

觀 念、 ま た 一 つに は 各人の 利益 VJ いふ 觀 念、 及 び それらに 結びて 神の 意志に よ b て 

與 へらる ゝ賞罸 どい ふ 観念が 多くの 道義 學 者の 所 說に現 はれ 求たり ながら 其 等 

相互の 關係 は尙ほ 十分に 說 明せられ であ b しなり o 

〔四〕 シ ャフッ ペリ ー(Authony  Ashley  Cooper,  Earl  of  Shaftesbury 一六 七 一  -1 七 ニニ 

0 タクに 親善な b しシ ャフッ ペリ ー 侯の 孫) に 於いて 英國の 倫遝學 上の 硏究は 一 

轉 步を爲 したり ビ謂 ふべ し。 彼れ の 偸理說 は希臘 風の 美術的 世界観に よりて 養 

はれた る哲學 思想に 报據 せる 所 あり。 彼れ が 世界 を 觀るゃ 部分 ビ全體 VJ の 調和 

W いふ 觀念を 基 ど し 吾人の 身體の 個々 の 部分が 全體に 於いて 纏められて 一 國體 

を 成し 而 して 其の 全 團體を 活動せ しむる 所以の ものが 吾人の 精祌 なる 如 く、 宇 宙 

は 多が 一 に 調和され たる 一 圑體 にして 其 を 活動せ しむる 精神 是れ 即ち 神な bo 
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たやして 有効なる もの ど 見た り、 即 ち 彼れ は 吾人の 道 德を行 ふべ き は 神の 課する 

賞罰 あるが 爲 めにあら すして 吾人 理性 を 具 ふる 者 は 理性に よりて 道徳上の 眞理 

を 認め 又 そを實 行すべき 箬な 見た るな り。 然れ V- も 彼れ はまた 道徳 を實行 

する こ ビ が 吾人 谷！ に對 して 決して 不利益なる 結果 を來 たす ベ きものに あらや VJ 

考へ、 而 して 道德 上の 義務 ど 吾人 谷自の 利益- V」 が 必然に 相 合する こ W の證 明を與 

ふるこ ビに 於いて は竟に 神の 與 ふる 賞 罰 を 持ち 來たる こ VJ を 避け ざり き o 

吾人が 道 德上發 見す る眞 狸の 上に 道徳上の 法則 を 置く こ ど に 於いて クラ ー クの 

說く 所に 似た るはヲ ラス トン (\sllaston 一  六 五 九 —— 一七 二 四) の 說 なり。 彼れ 一千 

七 百 二十 二 年に 公に せる 著述 "Religion  of  delineated" に^いて 說 いて 曰 は く、 行 

爲の正 不正の 標準 は 其の 行 爲が舆 理を發 表する か 否か に 在り、 正當な る 行 爲どは 

其 を爲す こ、/ J に 於いて 眞理を 肯定し それ を爲 さざる こ VJ に 於いて 具理を 否定す 

る ものの 謂 ひな b 、換 言 す れ ば、 德 行 は 事物 を 其の 眞に 在る 所に 從 うて 取 &极ふ も 

o 

のにし て、 不德 の 行爲は 誤れる 判定 を爲し 居る ものな bvjo 彼れ はまた 道徳 を以 

て 吾人 各自の 幸福 Vi 離れざる もの VJ 見、 又 吾人の 取る べき 快 樂は眞 正の 快樂 なら 


泮 はる ビ考 へた Ayo 

〔三〕 以上 述べ 來たれ る 議論に 於いて 巳に 見 ゆるが 如く 當 時の 倫理 學者 がお 

ほむね 皆 眼中に 置け る 問題の 一 つ は 道 德の標 i. 、又 其の 一 つ は 道徳の 制裁 力なり。 

而 して 此 等の 論の 中に 在. 9 て 力 タ * トヲ ル ス (cudworth) の 論脉を 引けり ビ 見る ベ き 

趣 ある はサミ ュ ェ V ク ラ， ク (Samuel  Claris 一  六 七 五 I 一  七 一一 九) な り。 ^れは 吾人 

の 道德を 自明なる 公理の 上に 立てむ W 試みたり。 以爲 へらく、 事物に は 必然に し 

てまた 永恒 なる 闆 係の それぞれの 間に 具 はる ものにし て、 各 事物に 對 してお のづ 

から 其れに 適 合する (iuneae) 關 係 適合せ ざる 關係 VJ あ り、 而 して 其 は 事物 其の物の 

本來の 性に 基づけ る ものにして 吾人が 理性 を 以て 其 を 直覺し 得べき る 恰も 數學 

上の 分量の 同 不同 を認 むる が 如き ものな， 9  0 而 して 吾人の 所謂 道徳 も 要するに 

かくの 如く 事物に 適合した る 必然の 關 係に 從 うて 行 ふ MJ の 外に 出です VJO 斯く 

道徳 を 以て 數學に 於け るが 如く 論證 的に 確實 なる もの S なし 得..」 考 へたる 點に 

於いて は 彼れ の說く 所大に & タ ク のに 似た れ V- レクラ ー クは& タ ク W は 異な， 5 

て^ 等 道徳上の 親 律 其の もの は 吾人 狸 性 を 具 ふる 者に 對 して は 他の 制裁 力 を 待 

西洋 哲學史 近世 哲學 第 四十 二 草 道義 學者  三 三 玉 


.  三 三 四 

れ V- も 其 等笾^ 上の 親 律 は 是れ亦 神の 吾人に 與 へたる 法則に して (丽 して 件の 道 

德的 法則 は國法 V」 も 異な り ，ま た 毀 春 褒貶に 基ゐ する 社會の 習慣 上の 裁定，、」 も異 

な- 9 て 自然の 法則，/」 もい ふ ベぎ もの 也) 吾 人が 之れ に從 ひたる VJ 背きた る V」 によ 

りて 祌は 吾人 を 賞罰す る ものな り。 即ち 吾人 は 理性に よ， 9 て 道德の 法則 を 知識 

する ものにして 而 して 其が 實際 吾人 を 動かす 制裁 力 を 有する は 神の 意志に より 

て 其の 法則に 賞罰の 附加 せらる ゝがゅ ゑな， 9。 

P タ クは 一 般の 利福 VJ いふ こ V- を 重んじ たれ ざ も 之れ を 最高の 目的 ビ し 之れ を 

根據 VJ して 凡べ ての 道徳上の 親 律が 立てら る べし ビは 明らかに 言 は す、 寧 ろ 一 般 

の 利福 いふ こビ よ， 9 考ふ るふ をせ す VJ も 其れ 自身に 明瞭なる 幾多の 道徳上の 

親 律 あり ど 考へ た. 00 公共の 利福 (common  good) を 以て 明らかに 最高の 道德法 どな 

しまた 此の 道徳 法 を 以て 自然の 法則 (law  of  nature)  W 見た る は 口 ジ クに先 きだちて 

其 の 著" I)e  Lcgibus  Naturao" 『自然 法』 を ものした る 力 ム バ ー ラン ド (Cumberland 一  六 三 二 

.1 1 七 一 八) な h^o 彼れ は 又 & クク ど 同じく 其の 謂 ふ 道徳 法 を 以て 神の 與 へたる 

親 律な ビ し、 而 して 吾人が それ を 守 .5 或は 破る こ VJ に は 祌の加 ふる 裁 制 を 以て 


代表す る ものに よ b て定 むる を 最も 適當 なる 方法な り、、 j す VJO かくして" タク 

は 英國の 立憲 政體を 主張したり。 元來 人民の 有する 最高 權は 永久に 其の 失 ふべ 

からざる もの なれ ば、 若 し 行 攻權ど 立法 權ビ が相爭 ふこ ある 時には 人民 は 其の 

多數の 意志に 從 ひて 行政 櫂に 抵抗す る 權利を 有す、 革命の 權は 實に斯 かる 堪 合に 

行 はる ベ きものな hyo 

〔二〕 "タク 以爲 へら く、 立 法權 によりて 法律お 制定す る 目的 及び 標準 は 人民 

全體の 幸福に 在 ビ 、而 して 此の 點に 於いて & タ クの 道徳 說を. 其の 國家 論に 結び 

て考 ふるこ vj を 得べ し。 され V- も 彼れ は實際 全體の 幸福- vj いふ こ- y」 を 根據 ビ し 

て 道徳 を說 きたる に は あら す、 彼 れは 寧ろ 凡べ て 吾人 を 以て 道理 心 を 有して 至善 

なる 神の 下に 在る もの どし 而し てこれ より 推考し て、 能 く 道徳上の 正 不正 を數學 

に 於いての 如く 論證 的に 確立す る こ w を 得べ しど し、 能 く直覺 的に 道徳上の 親 律 

を 認め 得べ し w せ り (彼 れが 道徳上 生得の 觀念 ある こ w を 否む 論 は 決して 道徳上 

吾人の 直覺し 得べき 親 律 あり どす る說 w 相戾る べき ものに 非す)、 即ち 彼れ はホタ 

ブスに 反對 して 道 德的親 律 を 法律に 拘ら すして 効力 ある もの ビ見 たるな hso 然 
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置 一 1 

口 タ クはホ タ ブスの 說け るが 如く 吾人の 自然の 狀態を 以て 全く 人々 相歒視 する 

の 有樣に 在る ものな り w 云 はや。 以爲 へら く、 吾人の 國家を 成す は 政權の 下に 在 

る こ f が 各人 孤立す るに 比して 社會的 生活 を爲 すに 便 なれば な， 5、 然れざ も 一 旦 

政權の 下に 服したり VJ て 決して 自然の 狀 態に 於いて 有した りし 自由の 權 利を拋 

棄 せる ものに あら す 、寧 ろ 政權の 下に 於いて 其の 自由の 權 利が 更に 安全に 保護せ 

らるゝ なり .o 吾人 は 自然に 財 產の權 を 有 す、 而 して 其の 權の 何處 より 來た るか を 

尋 ぬれば 吾人が 各自 土地 或は 物質に 吾が 勞カを 加へ たる こ S に 起因す。 故に 縱 

^政 權てふ ものな く ども 一 人が 其の 勞カを 或る 物に 加 ふるや 已に 其の物に 對し 

て 所有 權を 有し 而 して 他人の 之れ を 犯すべからざる 位置に 立つな り。 權利 義務 

て ふ もの は已 にこ Y に 始まる ものにして ホ タ ブスの 云へ る 如く 主權 者の 立てた 

る 法律に よりて 始めて 成り立て， 9 マ」 いふ ベ からす、 唯 だ斯く 自然に 吾人の 有する 

所有 權が 政權の 下に 於いて 更に 確かに 保護 せらる 、のみ。 而 して 政權の 中心 w 

もい ふべき 主權 は元來 人民の 合意に よ て出來 したる ものなる が ゆ ゑに 之れ を 

行 ふ は 其の 人民 全體の 意志に よらざる ベ から ゃ而 して 全體の 意志 は 其の 多數を 


一 る や 之れ を 以て 吾人が 本来の 自然の 狀態 

個人の 自利 心に よりて 始めて 考へ 設けた 

一 を 以て ま權 者の 法律 を 制定せ るに よりて 

一 * ブスの 國家 論に 對し てこ ゝに揭 ぐべき 

_ 主 權黨の 一 人 W して 有名な， 9 しフ ィ ル マ 

ム 

一 きて 王 は 子に 於け る 父の 如く 神に よ， 5 て 

一 を 有する ものな り VJ 言へ る を排 して 曰 は 

嚷. おぐ. 關 で. や 力 ■- 4 な. J 人 

一 上に 有する 權ミは 異なりて 法律 を 制定し 

に 在" 90 即ち 政權は 三部より 成る、 曰 はく 

れな b (是れ 即ち 政府の 權カを 三部 分よ. 5 

一 たる もの" yj して 有名なる ものな hoo 中 に 

一 して ー國 民が 立法 權の 下に 服從 する は 人 

\ を 約せ しに 因る ど考 へざる ベから ゃビ。 

一 共に 侗々 人の 合意 的 結合に よりて 政權の 
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において 存在せ る ものに あらやして 個 

る もの vj したる w 共に 又 道徳上の 善惡 

始めて 生じた る もの ビ 視た り。 此の ホ 

は P タクの 論な り。 先づロ タク はかの 

I  (Fil 日 ar) が 王の 國 民に 對 する 關係 を說 

立てられた る 一 國 民の 父 VJ して 其の 權 

く、  M 權は 父が 子の 上に 有し 主人が 僕の 

其の 法律 を實 行し 及び 外 寇を饌 ぐ權能 

立 ^、曰 はく 行 政、 曰 はく 國防 (foederative) 是 

成る もの W する 說の茲 に 始めて 說 かれ 

就きて 最高なる もの は 立法 權 にして 而 

々が 皆 自由に 其が 保護の 下に 立た む、 と 

此の 點に 於いて は 彼れ はホ ク ブス 等ビ 

成立せ る こど を說 くもの な ，9 、然 れ ノレ も 

量ー 


學上 にて は 彼れ は 上に 述べた るが 如き 理由 を 以て 神の 存在に 對 して は 懐疑の 立 

镌を 取る を 正 當ど考 へたるなら む。 然れ ざ も 彼れ は决 して 神の 存在 を 全く 否め 

るに は あらす して 寧ろ 常識 ある 者の 天地 萬 物 を 見て 自然に 其 を 造化せ る 者の 存 

する が 如く 考 ふる は" 哲 學 上よ， 9 見れば 本よ b 確實の 知識 w いふ こ vj を 得 ざれ タ」 

も 常識 上の 信仰 S して は 許す ベ きものな り- 見お るら しく 考 へらる o 

第 四十 二 章 道義 學者 

〔二  ，テイストの 宗敎を 言 ふや 專ら 道德を 以て 其の 內容ビ なした、 りし が、 當 時 

又 別に 道 德の論 盛んに 起こりて 所謂 英國 道義 學 者の 輩出せ る ありき o  , テイスト 

等 はお ほむね 唯 だ 通常 人の 受け 容る ゝ道德 思想 を 取りて 之れ を用ゐ たるが ゆえ 

に 彼等の 說に 於いて は 倫理的 硏究 S いふ ベ きもの を發 見せす o 英國の 道義 學を 

起こす 大勸機 W なれる はホ タ ブスの 說 にして 彼れ の說 を駁擊 して 之れ に 代 ふべ 

きもの を 提出せ むこ W  、是 れ 久しき 間英國 道義 學 者の 力めた る 所な りき。 ホ ジブ 

スの道 德說は 彼れ が國 家の 論 VJ 相 離れざる ものにして 彼れ の國 家の 起原 を考ふ 


く考 へむ は 十分の 根據 なき こ，/ J にあら す や、 尙 は詳 かに 言 へば 唯 だ 吾人 限， 9 ある 

者に 於いて 心 作用 を 認めた るよ， 9 推して 直ちに 天地 萬 物 全 體に亘 りて 其 を 造，^ 

たる 有心 有意の 原因 あるが 如く 思 ふ は、 吾人 自ら を 他 に 移して 天上の 雲に も 吾 入 

の 象を認 むる S 同様なる 心鋰的 作用に 基づけ る ものに あらす や。 又 吾人が 實際 

經驗 する 所に 從 へば 此の世界 は 決して 完 美なる もの VJ 云 ふ ベ からす、 實際 幾多の 

不善なる こ VJ の 行 はる ゝぁ り、 さ れば 之れ より 推して は 完全なる 原因の 存在す る 

こ VJ を 十分に 論證 する に 足ら や o また 若し 現世に 於いて 是非 善惡 十分に 區 別せ 

られ て是は 明らかに 是. y」 せられ 非 は 誤る こビ なく 非 どせられ なば 來世 を說く ベ 

き 十分の 根據 なかる ベく 若し 又 現世に 於いて 正義の 十分に 行 はる ゝこ <y」 なくば 

此の世界が 義 しき 神に 造られた. 9  VJ いふ 十分の 根據 なし o 畢竟 吾人の 寶驗 する 

所 は 唯 だ 一 局部の 事抦に 止ま， 9 て 其れより 推して 全體の 原因 を 問 ふ べき 十分の 

いはれ な く、 又 况 して 其の 原因 を 以て 智慮 あり 完全なる 徳を具 ふ る 者 <yj なす ベ き 

十分の 极據 なし- y」o 彼れ はかくの 如く 世界に 現 はる ゝ 意匠より 推して 神の 存在 

を 說く說 を 批評せ り o 今ヒュ 1- ム自ら が宗 敎に對 する 篥實の 意見 を 察する に、 哲 
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三 二八 

ュ ー ム 自ら は證 言 の 誤れる こ，、 J が 奇蹟 其の ものに 勝りた る 奇蹟 ど 見ら る ベ き ほ 

ゾレ に確實 なる 證 言 は 提出され 難し ど考 へた hNO 

斯くヒ ュ ー ムは其 の 著 『宗 敎 自然 史』 ("Natural  History  of  Keligiolr) に 於いて 宗敎 の歷史 

的 發達を 論じた b  、而 して 彼れ が 宗敎の 道理 上の 根據を 論じた る は 其 の 著 r 宗敎 對 

0 篇』 ("Dialogues  on  Religion-) な. CNO 此の 對話篇 に 於いて 彼れ は 一 方に 在. 5 て は 世界に 

現 はれた る 調和 秩序よ， 9 推して 其 を 偶然に 出來 たる ものに 非す V」 し智惠 ある 造 

化 主の 存在 を 信 やる こ VJ の 全く 理由な きこ VJ にあら * さる を說 /、が 如く 見 ゆる VJ 

共に 又 他方に は 之れ に對 して 幾多の 非難の 點を揭 げたり。 曰 は くぼ 界には 調和 

あり 秩序 あ.^ どす る も 其が 意匠の 原因 は 世界 以外に 在ら やして 其れ 自身の 中に 

存在す ど 見られ ざるに 非す 又 恰も 器物 を 幾度 も 造り 直して 後 終に 美麗なる もの 

を出來 すが 如く 宇宙 は それ 自らに 具 はれる 作用に よ， 9 て 幾度 も 形成し 破壤 した 

る 後漸. く 現に 見る 如き 秩序の 成りた る ものなる かも 知る ベ からす。 且つ又 有意 

の 作用 は 唯 だ 吾人の 如き 限 hN ある 者の 作用 ど して 實驗 する に 止まる の み、 其 を 直 

ちに 宇宙 全體に 及ぼして 宇宙が 心意 ある ものの 活動に よ b て 出で 來たれ るが 如 


なる 感想 混入して 或は 高尙 なる あり 或は 下卑なる あり 或は 淸 潔なる あ. 或は 猥 

褻なる あり。 實 際の 宗敎は 決して 單に 合理的の ものに も あらねば また^に 道 ま 

的の もの にも あらす o 

大體ょ b 云へ ば、 吾人の 知識の 進步 する に從 ひて 益： 宗敎 より 不合理の 要素 を 削除 

し 行くべし 0 奇蹟の 信仰の 如き もの も 亦 終に 道理 上 十分の 极據を 有す ビ云 ふこ 

W を 得ざる な bo ヒュ I ムが 有名なる 奇蹟 論の 要旨に 曰 は く、 奇蹟が 具實に 世 に 

行 はれたり VJ いふ こ VJ の 立し 得られむ に は 何人 かの 證言 によらざる ベから す、 而 

して 如何なる 場合に 於いて 其の 證 言 が 奇蹟の 事實 なるこ W を證 する に 足る かビ 

云 ふに 其の 證 言 の 誤れり V」 云 ふこ- y」 が證 せらる ベ き 奇蹟に 勝 ，5 て 奇蹟た る べき 

時に のみ 限 る、 そ は 奇蹟 を容る べき か證 言 を 誤れり ざすべき か は、 銑 れか 能く 吾人 

の 經驗に 合 ふかに よ， 9 て 決する 外なければ なり。 而 して 經駿の 示す 自然の 法 W 

に從 うて 考 ふれば 奇蹟 を 以て 實 際に 起こ， o たる もの vj する よりも 寧ろ 證んの 言 

を 誤れり ビ する 方遙 かに 承認し 易し o 證 人の 言 を 誤れり ど する の 何故に 非な 

るか ど 云へば それが 吾人の 經驗の 示す 自然の 事相に 戾れ ばなる べし o 而 して t 
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る は 全く 別 論な， o、 換 言 す れ ば、 理 論 上 

ら ざる ものな， OC 宗敎は 自然に 人間 社會 

自然に 起これり ビ い ふ こ W は 吾人の 理性 

h-o 宗敎は 理性に よりて 起こる よ ，9 も 寧 

人に 與 ふる 災害 等の 恐る べき ものに よ， o 

の 作用 を 人に 擬 して 考 ふる 吾人の 一 種の 

な. 90 故に 宗敎の 原始の 狀態 は， テイスト 

非す、 一 神敎 にあら やして 寧ろ 下等なる 多 

從 ひて 宗敎 上の 事 を も 思索 考察す るに 至 

下等なる 狀 態よ， 9 漸次に 高等なる ものに 

達 も 亦 唯 だ 狸 性 を 以て 吾人の 推究 する 所 

の 種々 の 因緣の 結合し 來たる もの あるが 

も尙ほ 常に 精神的に 高 尙に考 ふ る 傾向. ,0 

徊 する こど 多し。 宗敎の 起因 斯 くの 如く 


I 六 

の根據 w 生起 上の 根據ビ は 混 す ベ か 

に 起こ- 9 來 たれる もの なれ ざ も 其れが 

によ， 9 て 立てられたり- yj いふ V」 は 異な 

ろ 希 望、 恐 怖、 驚愕、 失望 等 其の 他 天然が 吾 

て 吾人に 起こさる、 感情 及び 其 等 天然 

心理的 傾向に よ. CV て 起こされた る もの 

の 謂 ふが 如く 高等なる 合理的の ものに 

神敎な り、 唯 だ 吾人が 思想 作用の 進む に 

b 其 を 合 狸 的なら しめむ VJ する が 故に 

進歩し 行く のみ。 然れ V- も宗敎 上の 發 

. に のみ 原因す る ものに 非 や、 これに は 他 

故に 一 旦 高等なる 一 神敎に 達せる 上に 

有形 的に 卑近に 考 ふる 傾向 どの 間に 徘 

なろ が 故に 世に 謂 ふ 宗敎に は 種々 雜多 


向に 於いて は デル フ學 派ビ 相似たり。 而 して 彼等 は漸々 に 其の 唯 狸 的 倾.： I： を 進 

め 行きて 奇蹟に も 自然 的說 明を與 へ、 叉宗 敎上說 かる、 凡べ ての 奇怪 不可思議な 

る 事 抦は皆 後世の 揑 造に 出で たる もの VJ 斷 言 する に 至りき。 但し 彼等の 宗敎論 

は 一 つに は 深き 宗敎的 感情 を缺 きたる を 以て 彼等の. 說く 所に よりて は 宗敎が 如 

何なる 力 を 以て 人心の 根祗を 動かす かの 邊を 十分に 了解す る こビ能 はや 又 一 つ 

に は 彼等 は 全く 歷 史的 眼光 を缺 きたる を 以て 從 ひて 原初より 存在せ し眞 正の 宗 

敎なら ぬ もの は 皆， SS 或は 有司の 揑造 せる もの w 見た るの みに て眞に 自然. の歷 

史的 發達ビ いふ もの を 了解せ す。 彼等の 謂 ふ w ころ 自然 は 萬 人に 通じ て 原 一羽よ 

hv 在りし もの V」 いふ こ vj 以外の 意義 を容れ す。 仲の 歷 史上の 見解に 於いて はヒュ 

，ムの 說く所 能く ダイス トが 所論の 弱 點を措 摘して 其が 立脚地 以上に 出で たる 

もの w 謂 ひつ ベ し、 即ち ヒ ュ ー ムは 宗敎が 吾人の 心理的 作用に 從 うて 歷 史上の 璲 

遷發 達を爲 せる 次第 を硏究 せむ w 試みた るな.. 9。 

ヒ ュ ー ム 論じて 曰へ らく 、道理 上 宗敎の 根本 を 探究して 其れが 吾人の 狸 性 を 以て 

承認 せらる べき ものなる か 否か を 見る く 其 れ が 自然 に 起こ， 9 來 たれる ^第 を 見 
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三 二 四 

於いて 吾人の 常に 認 むる 所なら や や、 例 へば 無數の 動植物の 種子が 失 はれて 唯 だ 

其の 一 小 部分の みが 生育す るが 如 き、 或 は 人間に 於いて は、 吾 人の 實 際に 見る 所に 

よれば 唯 だ 少數の ものの み 道德上 十分の 發達を 遂げ 得る が 如 き、 其 の 他の もの は 

皆 選擇に 漏れた るが 如き もの V」 見られざる ベから す。 人 或は 贖罪の 宗義を 非難 

せ む、 然 れざも 罪な き 者が 罪 ある 者に 代 は， 9 て 苦 艱を受 くる こど 是れ實 に 世間の 

常態に あらす や。 故に 吾人 若し 天啓 的 宗敎の 敎義を 疑 はば 之れ w 同じき 理由に 

よ b て 自然界が 祌 によ. o て 造られ 又 支配 さる ゝ こ- y」 を 疑 ふ を 得べ し VJO 而 して 

\ ト ラ， 自ら は 之れ を說 明して 畢竟 吾人 は 何れの 方面よ， 9 見る もよ く 全 體を達 

觀 する こ w 能 はざる が ゆ ゑに 其の 如き 理論 上の 困難に 遭遇す w 考へ 道理 上に 於 

いても 又道德 上に 於いても 宗敎 上の 信仰に 處るを 以て 最も 安全なる、 と ど せり o 

〔八〕 バ ト ラ ー 等の 批評よ. n- も 更によ く， ティ ズ ム の 弱 點を見 且つ 其れ を超脫 

せる はヒ - 1 ム の宗敎 論な b  、盖 しヒ ュ， ムの說 く 所 は ディ スト 風の 思想の 絶頂 

に 逢 せる ものなる ビ 共に 又よ く 其 を 超越せ る ものな り。 そ も * テ イス ト 等の 宗敎 

を 論 やる ゃ專ら 理性 を根據 どなし 而 して かく 只管に 理性 を據處 S する 唯 狸 的 傾 


瓶 ま 4  \ トの 所說ど は敢て 相反せ るに も あら ざ. 9 きど 考 へらる ゝが 彼れ V」 は 異なりて *テ 

の ィ ストに 對 して 祌學上 正面より 攻擊を 加へ たる 者當時 甚だ 多 かりき 0 監督， ハ 1 

クレ ー の 如き.^ 大 に， テイスト を駁擊 せる 一人な. 00 盖し 彼れ の宗敎 心の 深厚な 

\  h- しゃ 一一 ュ ー トン 及び， テイスト 等 ど 共に 神ヾ. J 世界- V.J の關 係を考 へて 恰も 時計 師 

の 時計に 於け るが 如く 見る を以 て滿 足せす、 < 二 彼れ が 唯心論に 於 いて は 神 ざ 吾人 

\  w の 精神の 間に 物界を 置か 卞)： 史に 直接に 更に 深邃 なる 關 係の 神 ど 世界 及び 吾人 

どの 間に 存 する こど を 主張せ り o 

\  * テイスト 等の 所 說に對 する 反 對論は 頗る 多 かりき ど 雖 も. 思 想 上 特に 吾人の 注 意 

を價 する は 監督 パ トラ ー (Bishop  Ikltler) が 其の 名著 " Analogy  of  Religion  Natural  and  Ke- 

一 vealed  to  the  Ooustitution  and  Course  of  Nature" (一  千 七 百  一二 十六 年 出 坂) に 論じた る 所な bo 

彼れ 論じて 曰 へら く、 天 啓 の 宗 敎 (即 ち 通常 敎會 の敎 ふる 宗 義) に 向か ひて 提出し 得 

^ べき 非難の 主要なる もの はまた 能く 自然 宗敎の 信仰に 向か ひても 提出 せらる ベ 

し。 人 或は 神が 救 はる * へき もの を 選び 而 して： 其の 選擇に 漏れた る 者 は 永久の 刑 

罰 を受く  V」 いふ を 以て 非理なる こ ビ <yj なさむ。 然れざ も此 くの 如き は 自然界に 
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11 三 ご 

七 四 七 ぼ 身 を 職人の 社會に 起こして 一 千 七 百 三十 八 年 に 『基 督の眞 福 昔』 ("True 

_  Gospel  of  Christ") を 著 はし 其の 思想 を 彼れ が 同業の 仲間に 擴げデ イス ト運勸 をして 

一般人 民の 中に 入らし めむ ビ 力めた. 50 蓋し ディ ズムは 其の 初めに 當た りて は 

一 或 一 部の 學者 間に 唱 へられた るに 止ま 殊に ト ー ランドの 論の 如き は學者 的な 

る を 失 は ざり しが チ" - タブに 至りて 大に 通俗的 運動 どな， 9 て 其の 所說を 一般人 

一 民の 間に 傳播 せむ こ W を 力めた るな， 50 

かく ディ ストが 其の 思想 を 一般人 民の 間にまで も 布 及せ む する に 至る や "ー 

一 〃ド、 ボタン ブ U  ， ク (Lord  Boliugbroke 1 六 九 八 I 一  七 五一) は 之れ を 非 せ bo 但し 

彼れ 自ら は 凡べ て 敎會の 造， 9 設けた る 敎義を 以て 唯 だ 哲學的 空想に 出で たる も 

の 又は 僧侶の 假 構に 起因した る もの ビ考 へたれ ざ も 其は須 らく 唯 だ 有識の 人の 

みの 懐くべき 見識に して 一般人 民に 敎 ふべき ものに あらや 一般人 民に は 宜しく 

通俗の 敎 會的宗 敎を敎 ふべき ものにして 是れ 即ち 彼等 を 治む る 正 當の途 なり ど 

考へ たり。 

^が" 一 〔七〕 ボ ジ ン ブ " ー クは， ティ ス ト を駁擊 したれ ども 彼れ 自身の 信仰 ど ディ ス 


Old  as  the  Creation" 一  七 三 〇) に 於いて 自然 宗敎 即ち 吾人が 理性の 示す 所に 全く 合し 

たる 宗敎は 吾人の 原 1 羽に 於いて 已に 有せし 所の ものにして 其れ 以外 歷 史上の 變 

遷に從 ひて 制定した る宗 敎 (positive  religions) は 皆 後世 造， 5 設けた る ものにして 宗敎 

の純粹 なる 精髓を 失へ る ものな b 而 して 基督 敎 (即ち 眞に 基督の 說 きたる 敎) は 再 

び 原始の 眞 正の 宗敎 に復歸 したる ものに 外なら や、 然 るに 其の後 敎 會の敎 へたる 

基督 敎 はまた 後世 僧侶 等の 作. ，9 設けた る 種々 の 事 抦を附 加せ る ものにして 純粹 

の 基督 敎 にあら す W 唱 へた &o 即ち 彼れ に 取 h> て は 自然 宗敎は 萬 人の 均しく 理性 

を 以て 承認し 得べき ものなる のみなら やまた 原 一羽の ものな り、 盖 し 自然 V」 い ひ、 原 

一羽 *i レ い ひ、 具 正 VJ いふ Mi をば 全く 同 一 不二の もの なし それよ 以外の もの は 皆 

故意に 造， O 設けた る ものに 外なら す VJ 見て 之れ を 排斥す る To は ディ ス ト所說 の 

一 方面- yj して 彼れ に 於いて 大に 明らかになれり。 トマス、 モルガン (Thomas  Morgan) 

は 宗教の 眞正 なる J 即ち 其が 眞に 神より 出で たる こビを 知る 標準 は 唯 だ 道徳上 

の與 狸に かな ふこ ビに在 h-VJ する 思想に 根據 して 舊約 書が 果たして 此の 標準に 

合 ふか 否かに つきて 批評 を 試みたり。 トマス、 チヨ タ ブ CThoBas  0-5? 一  六 七 九— 一 
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動 間 ズ說び ィ名営 

° 傳ム 。甘 スな時 
播のデ * トるの 

運 民ィの 及デ有 


三ニ〇 

ち 萬 有 神 說を唱 ふる 者) V- 名 づけ、 §  5 は 悄^ 践 wsgM;;.  5^ シ 其 等の 人々 の 

圑體を 理想的に 描け bo ト ー ランド は 其の 著述の 收入 によりて 一 時 其の 生計の 

安き を 得 たれ ざ 後に 至りて は 再び 甚だしき 困窮に 陷り 其の 晚年を 貧 蜜 ど 病苦^- 

の 中に 送れ. 9。 

〔六〕 思想 上より 云へば 當時 ディ スト 等の 唱 へた る^に は 特に 新  らしき も hO 

又哲學 上價値 あ， 5 ビ いふ べき もの を 見 す、 彼 等 の 言 ふ 所 は 槪ねト f ラン ドの 所， 

を 多少 開發 する ほ V- の に 1 まれり き。 こ ゝに當 時の ディ ス ト w して 有名なる 

三 四の 人物 を 揭げむ に、 ァ ンジ 一一 ー、 コ リンス (Anthony  Collins 一  六 七 六— 一 七 二 九) の 

1 千 七 百 十三 年に 出版せ る 其 の 著 f 自 由 思 想 論』 (^Discourse  of  Free  Thinking") に 於 パ て 

自由 思想 の 見 を 主張し、 また 通常 豫言を 基礎 ビ したる 證據論 を 排斥せ る あ ト マ 

ス、 ク ー ルス トン (ThoBas  Woolston 一  六 六 九 I 1 七 二 九) の 其の 著 『救世 主の 奇蹟に 就 

きての 論』 ("seven  Discourses  on  the  Miracles  of  our  saviour" 一  七 二 ヒ — 一 七 二 も)： ゆ、、，' て 

奇蹟 を 基礎 どした る 證據諭 を 排斥せ る あう o マ タ シ ュ， ス、 テ N- ン ダル (Matthews 

Tindal 一 六 五六 I 一  七三 三) は 其の 著 『創 世の 古よ， c '在 し 基督 敎』 ("Christianity  8 


に 贈る に 

るべき も 

在す る 所 

に 本 具せ 

物 體に差 

勸 是れ即 

： 具 まる 

體を勸 く 

秩序の あ 

晚 年の 著 


擬した る 

のな hNO 

以を說 明 

る もの ビ 

の 靜 止す 

別の 存さ 

ち 物 赞 ： 

性な， 9  VJ 

もの VJ し 

る 所以、 殊 

書 r パ ン テ 


謂 ふ 造化 主 即ち 神 

界 は 實際相 離れ 

のみ ビ說け bo 而 


も の) は 哲學 上の 意見 ビ して は 彼れ 

彼れ 其の 中に 論じて 曰 は  < 、ス ビ ノ 

する こ W 能 は す、 運 動 は廣が hs 及び 

見ざる ベ から す、 動 く ど いふ こ^は 

るが 如く 見 ゆる は 反對の 運動が 相 

る は 其れ を 組織す る 部分が 種々 の 

於け る 差別の 基因な りビ。 斯 くの 

見 たれ Vj  、ト 1- ランド は 決して 造化 

て 造. o 且つ 其の 運動 を 支配す る も 

に 有機物の 生ヒ たる 所以 を. 解 す ベ 

イス ティ コン jicTantheistlcons 千 七 百 

をば 天地 萬 物に 在， 9 て 常に 活動す 

て 存在す る ものに あら や、 唯 だ 吾人 


して かくの 如き 世界 觀を 有する 者 を 


中に 於 

ザの 說を 以て 

礙の 性、、 J 共に 

體の 性に して 

げ 居れ る狀態 

動を爲 すが ゆ 

く 運勸を 以て 

の 存在 を 否ま 

なくて は 宇宙 

らす vj 考 へた 

十 年 出版) に 於 

大勢 力 ご 同 一 

思考 上 之れ を 

パンク ィ スト 


い て 最も 見 

は 運動の 存 

等しく 物^ 

吾人の 五官 

に 外な らゃ、 

ゑに して 運 

物體^ の 物 

す、 却 つて 物 

に 整然たる 

り0 彼れ が 

いて は 其の 

視し 神ビ世 

區 別し 得る 

(p*anttlelst 即 
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ミー 八 

して 吾人が 信仰の 极據 にあら す、 吾 人の 之れ を 信仰す る は 我が 理性 を 以て 其れの 

十分 信 せらる べき 理由 を發見 すれば なり、 奇蹟 V」 いふ 如き もの も 亦 決して 不可 思 

議の ものに あら す、 唯 だ 神が 時に 自然の 法則 をして 通常の 範圍 以外に 出で しめた 

るの みに して 通常 以外 言ひ換 ふれば 自然 以外の ミは必 やし も 超理の MJ に 非す o 

また 神の 深奥なる 性體は 吾人の 探り 得べ からざる 所な h-s する も 是れ亦 別に 奇 

妙なる こ- yj にあら す、 そ は此 くの 如き は 唯 だ 神の みに あら ざれば な h/ 吾 人の 常に 

萬 物に 就きて 知る 所 も 亦 唯 だ 其が 現 はれた る 性質に 外なら ざるな り o 之れ を耍 

する に 唯 だ 僧侶 及び 學 者が 基督 敎 をして 不可思議なる もの VJ ならしめ たるの み 

VJO ト ー ランドの 說く所 は當時 甚だしく 敎會 及び 有司に 嫌惡 せられて 其の 著書 

の 燒き棄 てられた るの みならす 愛蘭 議會の 一議 員の 如き は 著者 をも燒 かむ ど 欲 

したる ほ VJ な- .9 き o 

ト ー ランド は 後に 歐洲 大陸に 渡 b てハ ンノ. I フ - ル 朝廷の 厚遇 を受 け、 其 處 にて 

ライブ -1 タ ツビ 會 せる TU あ， 90 彼れ が 一 千 七 百 四 年に 公に したる 『セ レ 1 ナに贈 

れ る 書翰』 つ Letters  to  sereg" 是 れ 即ち 普漏士 王鈀ジ フ ィ 1、 シ ャ ル& タ ト Sophie  scharlctte 


て 且つ 此の 徒の 中に て哲學 史上 最も 注意す る價値 ある もの W して はデ a ン、 ト ー 

ラ ン ，ト (John  Toland  j 千 六 百 七十 年 愛蘭に 生まれ 一 千 七 百 二十 二 年に 死-す) を 揭 げ 

ざるべ からす。 ト ー ランドの 時 始めて 英國に 於いて 此の 徒 を 呼ぶ に 自由 思想家 

(free  thinker)  W いふ 名稱を 以てせる を 見 る、 盖 し此 等の 人々 は敎會 及び 其の 他の 權 

力 ( authority) を 以て 定めた る ものよ， 5 離れて 須 らく 自由に 宗敎 上の 事 を考ふ ベ し 

W 主張し たれば な bo 而 して 斯く敎 權に從 はすして 自由に 考 ふる は是れ 取. 9 も 

直さ や 吾人 各 "が 自然 に 具 ふる 狸 性に 從 うて 考 ふる なり。 ト ー ランド は n  ， クが 

如何なる こ VJ の 果たして 天啓なる かを定 むる は 吾人の 理性の 範圔內 のこ ビな， o 

V」 云へ る 說に根 據し該 の說の 正當の 結果 ビ して (但し a タ ク 自ら はト ー ランドの 

結論 を 承認せ ざり しか V- も) 唱 へて 曰 は く、 宗 敎上 吾人の 承認すべき こ ビ は 全く 合 

理 的の こビ ならざる ベ から す、 背 狸の こ VJ は 云 ふに 及ば ゃ超理 のこ VJVJ 雖 も亦眞 

正の 宗敎の 中に 存在す ベ き箬な し、 具 實 基督 敎に說 ける 所に は 毫も 不可思議なる 

ものな し v>o 是れト ー ランドが 其の 著 "Christiatiity  not  Mysterious "(『基 督敎は 不可 思 

議 なら や』) に 於いて 述ぺた る 趣意な， 9。 彼れ に從へ ば、 天 啓 は 吾人 を敎 ふる 方法に 
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三 一 六 

て te 離る ベき こ w にあら す、 ほ しい まゝに 己が 心を喑 まし 居る 者に あらす ば 何人 

W 雖も 理性の 示す 所の 宗敎を 承認せ ざる を 得ざる べし ハ，， ハ ー トは 其の 謂 

ふ 理性の 示す 所の 宗敎の 要旨に 五箇 條 あり W て 揭げて 曰 は く、 〔第 一 〕 世に 至 高 至大 

の もの 即ち 神の 存在す る こ VJ 、〔第二〕 吾人 は 其の もの を 敬 ふべき こ w  、〔第三〕 fg| して 敬 

神の 耍は德 行 VJ 相 離れざる こ S  、〔第 四〕 吾人 は おの づ から 罪 惡を嫌 惡し從 ひて 一 切 

の 罪業 を 悔悟すべき もの ど 知 う： 居 る TC  、〔第五〕 神 は 善に して 且つ 義 なる ものなる が 

ゆ ゑに 吾人 は 自ら 行 ひたる 善惡 業に 從ひ 後生に 於いて 賞罸 せらる ベ き MJ 是れ也 0 

ハ トは 件の 五箇 條を 以て 如何なる 時代の 如 何な る 人民に も 凡 ベ て 承認せ 

らる ベ きもの S なし 而し てこれ より 以外の 事 は 畢竟 やる に 僧侶の 造 hN 設けた る 

若しくは 哲學者 等の 附け 加へ たる ものに 外なら や- V」 見た. 90 一  言に て 云へ ば、 彼 

れは 世に 至善 至 正なる 神 あわ どし 而 して 吾人の 神に 對 する 關 係を專 ら道德 的に 

考 へて 神に 事 ふるの 要旨 は 畢竟す るに 徳行に 在. 9 ビ 見た る 也。 彼れ の唱 へたる 

所 是れ已 に 英國に 於け るデ イス ト 等の 主張した る 根本 思想 を 明示せ る もの 也。 

〔五〕 第 十八 世紀に 於いて 英吉利に ダイス トの 運動 を 起こし 、最^の 人に し 


神が 示せる 行 爲の栽 律に 從 ふの 謂 ひに して 理論 上 或宗義 

あらねば また 唯 だ道德 上の 氣質を 云 ふに も あらす し て、； 1: 


ベ ての 戒律 を實 行す るに あ， 90 

の 主唱に 於け る 特殊の 點な， 90 

〔四〕 英吉利に 於いて ディ ス 

口 ー 〃ドノ ー , マ ト (Lord  Herbert 

れは 宗敎上 吾人の 信すべき, i を 

上の 事柄に 認めた， 9。 以爲 へら 

して 吾人の 思考 及び 觀察は 凡べ 

ベ き 者な り、 若 し 吾人の 生 具した 

若干の 原理な くば 吾人 は 一 切の 

此等 ハ，' パ. 'ト等 0  <A,^  I て y ゥ 

所說 に對 せる もり ) ぎ は M ち 

を 了解せ しめ 又 善 を 目的 どする 

ふ もの は 此處に 其の 基礎 を 有す 


斯く 法律 的に 宗敎を 見た 

ト 風の 思想 は 十七 世紀の 

i 五八 一 I 1 六 四 八) によ 

理性の 指示に 認め 又 吾人 

く、 萬 人には^ 通なる 観念 

て此 等の 根本 觀 念に 從ぅ 

る而 して 直接に 吾人に 發 

事物 を推究 する こ  > 一能 は 

吾人の 生得した る 性能が 

道德的 行爲に 進まし む VJ 

る な KVO 理性 を 有する VJ 


を 承認す るの 謂 ひに も 

によりて 示された る 凡 

る 所是れ ソシ- アン 派 

前 宇に 於いて 已に 早く 

,9 て唱 へられた， 彼 

の 行 ふべき こ VJ を 道徳 

(llotitlae  communes) あ り 而 

て 始め て 其の 用 を爲す 

見され 承認 さる ゝ其等 

二/口 タク ゲ 生得の 觐念^ 

譎 じたる は 一 つ に は 

自然に 吾人 をして 具 鋰 

云 ふ ベ し、 而 し て 宗敎て 

宗敎を 有する S は 決し 


西洋 哲麥史 近世 哲學 第 四十 一 草 ディ ズ A  11 二 玉 


ミー 四 

八 に 在る もの. yj せられざる ベから す 0  口 タクの 此の 思想 を 追うて 宗敎 上の 事を更 

に 明らかに 合理的 方面に 進めな ば是れ 取り も 直さ や ディ スト 等の 主張す る 所に 

^ 到るな bo 

0^  〔三〕 かゝ る宗敎 思想の 合理的 傾向 はジシ 一一 アン 派 (^？ ほゆ^  p^fi  ^ 

教觀。 \ 五 二-五— 1 五山 ハ 二) 及 び 其 0 坊 ファゥ ス ト ウス、 ソ シ ー ヌ ス (Faustussocillusl 五 -U り &' «&■  A3  ： 

一 九 —一六 〇 四) に よ リ^ 創められ L 派に して 二人共に 伊太利に 生ま i& 等 に 

一 於いて 明ら， かに 進みた る を 見る。 此の 派の 學者 は以爲 へらく、 吾人の 理性 を 以て 

了解すべからざる TU が 天啓に よりて 吾人に 示さるべく も あら す、 吾 人が 何 を 天啓 

VJ して 承認すべき か は 唯 だ 理性に よ b て 判 やる を 得； るの み vjo 斯くて 彼等 は 三 

位 一 體 の宗義 及び 基督 を 神の 化身な り V」 いふが 如き 信仰 個 條を徘 斥し 神 は 唯 一 

\ にして 基督 は 人間の 神^なる 者な り vj 唱へ た， 50 され V- 彼等 は敢て 天啓の 必要 

一 を 否める に は あらす o 彼等に 從 へば 天啓 は 決して 吾人に 究理 上の 具理を 示さむ 

一 が爲 めの ものに 非す 其の 關 する 事抦は 全く 學狸 上の もの VJ 異な bo 宗敎の 特蜇 

一 は^が 吾人に 對 して 律法 を揭 ぐる こ ビ にあ り、 神 の 吾人に 示す 所の もの は 哲學的 

\ 世界 觀 にあら やして 吾人の 行爲の 親 律な \ 故 に 宗敎を 奉す ビ い ふ は 畢竟す る に 


に 於いて 此の 種類の 運動の 最も 成功せ しはビ ュ ティ ス トな り) ま た 右の ニ老 VJ も 

異な， 9 て宗敎 をば 吾人の 理性 を 以て 認め 得る 普遍の 基礎の 上に 置き 謂 は ゆる 自 

然宗敎 を 以て 唯 一 の眞 正の 宗敎 即ち 眞 正の 基督 敎 w なして 其の 他 一 切 種々 の宗 

派 及び 宗旨に 附 著し 居る 不必要な る、 又 迷信に 基ね する 樣々 の 信仰 個條 及び 儀式 

ty-y チ チュ？ 1 レ 

を拋擲 せむ mj を 求めた る 人々 あ hso 彼等 は 吾人の 自然に 具 ふる 光 (lumen  uaturale) 

即ち 理性に よりて 知り 得る こどの 外、 宗 敎 上に 於いても 吾人の 正當に 承認すべき 

ものな し VJ 唱 へた り、 即 ち 一 言 に 云へ ば、 彼 等 は 合理的 宗 敎を唱 へたるな .9、 而 し て 

，ティ ス トは 此の 部類に 屬 する 者な， 90 

彝に & タ クは中 世紀 哲學に 於け るト マ ス 風の 見方 を繼續 して 超理 ど 背理 W を區 

別し 天啓 を 以て 吾人が 自然の 知識 を. 補 ふ もの ど 見たり き (而 して かく 見る こビに 

於いて は ライブ 一一 タ ッも デル フも 大體上 其の 意見 を 同じう せ b)o 然れ V- も 口 タ 

クは 更に 明らかに 吾人の 狸 性の 外に 天啓の 信す ベ き 所以 を 示す もの あらす どし、 

吾人の 理性 を 以て 天啓た る こ ビの 十分の 道理 を發 見し 得べ からざる もの は眞正 

の 天啓に あらす VJ したれば 畢竟す るに 宗敎 上の 信仰 もまた 吾人の 理性の 範圔內 
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のめ 卞 もの はデる 行の デ 
なた 面 合理 口 ィ原 は总ソ 

VJ るに 理性 ッズ ffi れ時ズ 

。 も it 的論ク ム 、た I ニム 


ミ 1 二 

〔二〕 ダイス ト 風の 思想の 行 はれ 來たれ る 原因 を考 ふれば 深く 當 時に 至る ま 

での 宗敎界 の 變勸に 起因せ る ものにして， テイストて ふ もの は 其の 一般の 原因よ 

b 生まれ 來 たれる 風潮の 一 つの 最も 著る き 結果 ど 見るべき ものな り。 宗敎 革命 

以後 其れに 引き 續 きたる 三十 年戰爭 を 1 羽め どして 諸： の宗敎 上の 動搖、 宗義 に鬮す 

る論爭 及び 宗派の 嫉妬 等 時 を 追うて 甚だしく 遂に 心 ある 者 は 其 等の 爭 ひに 倦み 

果て そ を嫌惡 する 情 を 生じて 寧ろ 宗義の 差別 を輕視 する 氣風を 醸し 來 たれ bo 

ボ シ-ュ ー (Bossnet) 及び ライブ 二 タ ッが 敎會の 一 致 策 を 講じた るが 如 き、 又 敎會內 

の 人に は あら ざれ ざ もス ピノ ー ザが 信敎の 自由 を唱 へ、" タ クが 其の 自由なる 基 

督敎 思想の 立^に 在 b て宗敎 上の 寬容を 主張した るが 如 き、 是 れ皆區 々たる 宗派 

の區 別の 上に 出で むこ S を 要求す る 傾向 を 示す ものに あらざる はなし。 而 して 

此の 傾向の 結果 W して 一 つに は 凡べ て 宗旨 上の 差別に 冷淡なる 穂 類の 人々 を 生 

じ (例 へば 英國に 於いて は ラ-プ イチ ュ ディナ リ アン 〔Latitudiirian〕 の 如き 即ち 是れ 

な.^) 又 一 つに は 宗義上 理論的の 事 を 重ん せ やして 專ら實 際 上の 信仰 ど實行 ど を 

貴ぶ 人々 を 生 じ (此 等の 人々 は 已にス ビノ， ザの 時に 於いて 和 蘭に あり き、 又 獨 逸 


せ bo 此の 宗敎 觀に從 へば 世界 は 一 つの 機械に して 其の 機械 は 其 を 造れる 者の 

存在 を 示し 其が 偶然に 生じた る ものに あらす して 神 智の所 造なる こ を證 明す 

る ものな り。 又以爲 へら ぐ、 世 界が 一 旦神 によりて 造られた る 以上 は 神 は 世界 a 

外に 在り て 外よ b 之れ を照覽 する に 止ま. 5 て 常に 力 を 世界に 添 へ 居る に 非す 世 

界は 其の 機械 作用に よりて 自ら 其の 働き を 繼續し 行く ものな り VJO 此の ディ ズ 

ムてふ 宗敎觀 は 十八 世紀に 於いて は大に 英國に 勢力 を 振る ひしの みならす、 j 般 

歐洲 大陸に 於いても かゝる 思想 は 盛んに 行 はれた， 50  ，テイスト (deist) て ふ 語 は 十 

六 世紀 頃に 用ね 初められ しもの ど おぼしく 元 w 無神論者に 對 して 唯 だお ほら か 

に 神の 存在 を 信 やる 者に 名 づけた る 名稱な b しが 其の後 敎會の 神學者 等が 又テ. 

ィ スト (theist)  W いふ 語 を 用ね る こ S ど なれる よ， 9 おの づ から ダイス ト 、-プ ィ スト 

二 語の 間に 區別を 生す る こ，/ JW な .り、 前 者 は 世界 を 創造した る 神 あ b ど いふ こ ヾ」 

を 信 すれ ざ も、 一 旦 造られた る 以上 は 世界 は 其の 定められ たる 所に 從 うて 自ら 動 

き 行く  W 見る もの を 指し、 後者 は 神 は 常に 人事 及び 其の 他 宇宙の 事に 直接に たづ 

さは， 5 て 其の 攝狸を 行 ふ. yj 信 やる もの を 意味す るこビ S なれ bo 
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三 5 

に 止まらす 數學 上の 假定 を推究 して^ 處に 事物の 眞實の 相を發 見せざる ベから 

や VJ 考 へたるな bo 斯く 空間 其の物 を 以て 絕對に 存在す る もの VJ 見た る 點に於 

いて- ュ ー トンの 說は曩 にへ ンリ ー、 乇 ー ァが 非 物質な る 空間の 說を なし、 廣がり 

W いふ こ VJ を 以て 物體 の特徵 どな さやして 寧ろ 之れ を 障碍の 性に 求めた る こ VJ 

に 合せ hso 且つ又 一一 ュ ー トン は ヘン リー 、モ ー ァ 等の ブラト， シ學者 ビ 共に 此の 

非 物質なる 签 間 を 以て 直ちに 神が よ.^ て 以て 凡べ ての 物 を知覺 する 機關 ど 見た 

り、 換 言 すれば 空間 は 神の 有せる 無 際限 又 平等なる 成覺 器に して 神 は 之れ によ， o 

て 宇宙 間の 如何なる 所に 起こる 事 抦をも 直ちに 知覺す W 考 へ れる なり a 

第 四十 一 章 デ イズム 

〔一〕 一一 ュ ー トンの 世界 觀は 彼れ に 特殊なる 新說 w いふに は あらね V- 其の 彼 

れが 偉大なる 自然 科學 上の 硏究に 結び 附 けて 說 かれた る 故 を 以て 英國に 於いて 

も 又歐洲 大陸に 於いても 大 なる 影響 を 時の 學問界 に 與へ而 して 彼れ が 此の世界 

觀は， ティ ズ ム ((leism)  vj 名づ くる 當時 有力な， 9 し 一 锺の宗 敎觀の 理論的 根據 をな 


「六〕 ライブ ュ タ ッ V.- クラ f クビ は又签 問の 論に 就きても 相 學 ひ ライプ 二  *- 

ッが 空間 を 以て 唯 だ 吾人の 感官の 漠然たる 見様な. 5 ざ說 ける に 對しク ラ， クは 

一一 ュ ー トンが 唱 へたる 絕 對的签 間の 說を 保持せ， 90 一一  ュ！ トン 以爲 へら く、 吾 人 

が 感官 上の 時間 签間 及び 塲所は 凡 ベ て 唯 だ關係 的の ものに 外なら す， 通 俗の 見に 

從 へば 凡べ て 此等を 以て 具實 なる 者.^ なせ ざ も 其 等 は 決して 窮極 的に 眞實 なる 

ものに あらす。 若し 眞實に 運勸， 即ち 惰性 の规 則に 從. ひて あ すべ き 底の 運動 

の 存在せ むに は 唯 だ 他に 對 する 關 係に のみ か ゝれる ものに あらす し て、 其 れ 自身 

に 存在す る 絕對の 空間 又 絕對の 時間な かる ベ から や、 絕對に 勸 かざる 場所 (& 1 力 

，、ブ リマ リア、 loca  prinlaria) なくして は 遂に 事物の 存在 を定 むる こ ビ能は や、 其 等 絕 

對の鴆 所 は 其れ 自身に 於け る撝 所に して 又 それが 標準 ビ なりて 凡べ ての 撝所を 

定め 得る ものなら ざる ベ から す、 而 して^の 如き 絕對の 塲所は 吾人の 感官の 能く 

吾人に 示す 所に あらす、 一 言 に 云 へ ば、 眞 實の签 間 及び 異實の 時間 は 吾人の 數學的 

に考定 する 签間 及び 時間な り .yjo 斯 くして 一一 ュ ，トン は 數學上 抽象して 考へざ 

る ベ からざる もの を 以て 實在を 示す もの ど考 へ、 學理 上に 於い て は 五官の 示す 所 

西洋 哲學史 近世 哲舉 第 四十 荜 -ーュ ー トン  , 三 〇 九 


VJ したる も 是れ唯 だ 研究 上の 方便に 

や VJ 考へた bo 一一  ュ ー トン 亦 宇宙の 

宇宙 全體の 構造が 其の 偶然に して 成 

運動 は^め 之れ に 運動 を與 へたる 者 

らる ゝ こ VJ なくば 遊星 は 引力に 從ひ 

機 物の 構造 は 目的 を 具 へ て作爲 する 

然れざ も 天體の 調和 は 全く 完全なる 

係より 不規則なる 運動の 生ヒ來 たる 

壤を來 たさ ざら む爲 めに は 神 は 時々 

を耍 す^ 考へ ざるべ からす。 新く  一！ 

のに 非す して 時々 外よ.^ 神 力の 干渉 

ブー 一 ッ ッは 痛く 之れ を攻擊 して 是れ 

時計 を 作れる 筏に 屡！ 其 を 修筏 せざる 

て 一 一 ュ ー トンの 弟子 クラ ，1 クは 之れ 


三 〇 八 

して 哲學的 世界 觀を言 ひ 現 はせ る ものに 非 

構造に 意匠の 現 はれ 居りて 天體の 配置 及び 

り 上がれる ものに 非ざる を 示 し、 且 つ 天體の 

の 存在 を 示 し (若 し^めに 物體に 運動の 與へ 

て 太陽に 合體し 居る ベ き箬 な， し) 殊 に 有 

造化 主の 存在 を證 明す W 考 へたり。 

もの VJ な. 5 居る に 非 やして 彗星 遊星 VJ の闉 

MJ あ， 90 而 して 其れが 爲 めに 天體の 間に 破 

に 直接に 其 等の 不親 則なる 關 係を饯 正す る 

ュ ー ト ン が 宇宙の 調和 は 自然に 完全なる も 

する を 要する が 如く 考 へたる 點に對 し ライ 

恰も 造化 主の 作爲を 以て 下手なる 時計 師が 

を 得ざる ど 同 1 視 する ものな り VJ 云 ひ而 し. 

に對 して 一 1 -1 トン を 辯 謹せ bo 


タ ライ 1 、 ノ- 
タイ， レト對 1 

0 フ '及 、n 1 

=び がパ ト 


空隙 を 隔て ゝ 一 物が 他物に 働く  V- いふ 

ふ ものの ある 所以 をば 遂に 物質の 銜擊 

れ V- 其の 謂 ふ ュ J  f  ^的 物質 も 本より 

する に 引力の 原因に は 論じ 入ら ざり し 

〔五〕 物界を 全く 機械的に 考、 ふるこ 

を 造化 生の 所作 w 見る こ W  VJ 全く 調和 

する こ VJ が ライブ-一 タツの 哲學の 一大 

& タ クの 友人に して 原子論 を 化 學に入 

學者 5! パ ー ト： ホイ^  (Bobert  tooyle 一  六 一 

械 VJ 見る こ VJ を容し 且つ 盛んに 學術硏 

性 ある 造 物 生の 存在 を 主張し 宇宙て ふ 

へたる 者の 存在 を 示す ど 唱 へて 無神論 

見に て も、 科 學 上の 機械 說ビ 宇宙 全體を 

突す る もの にあら ゃビ なし 其の 原子 VJ 
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Ai を考 へ 得られざる こ VJVJ な し、 引 力 W い 

-ョ pulsus) を 以て 說 かむ" yj したるな， Co さ 

一 の臆說 W して 提出せ るに 過ぎ やして 要 

ヾ， 一は 一一 ュ ー トンの 心に 於いて は 宇宙 全體 

した， 90 目的 觀ど 機械 觀 W を 調和せ む VJ 

目的な りし こ ビ は 已に云 へ る 如くなる が、 

れて 其の 學に新 時期 を 開きし 有名なる 化 

一六 I 一  六 九 一) また 化學上 宇宙 を 一 の 機 

究の 自由 を. W 張した るビ 共に 又 熟 心に 知 

機關は 其、 れを 造り 其れに 最初の 勸 カを與 

及び 非 目的 說を 徘擊せ ，9、 即 ち ボイルの 意 

目的 觀の 上よ， 9 見る こ VJVJ は 決して 銜 

いふ 觀念を 入れて 科學 上の 說明 を爲 さむ 

三 2- 


ョ o 六 

. 受け II げる ものに 外なら や。 一一 ュ ー トン 自ら も複雜 なる もの を 分析して 單 純な 

る ものに 至 り、 結 果. よ b 推して 原因に 至 り、 又 個々 の 原因より して 一 般の 原因に 至 

,9、 運動よ. 9 して 運動 を 起こす 所以の 勢力に 論じ 至る を 以て 其の 研究の 方針 ど な 

せ， 5。 斯 くして 一一 ュ ー トン は數學 的に 物體の 運動 を考 ふるこ W を 以て 唯一の 科 

學的說 明 見、 言 を 極めて 中世 紀哲學 者の 說 きたる 「フ * ルメ、 スブ スタン チ ァ ー レ 

ス」 (forsaesubstantiales) 及び 「ク 。リタ 1- テス、 オタ クル- ズ 「qualitates  occultae) を排搫 し、 其 等 

事物の 相 因 又は 隱微の 性質 S いふ 如き もの を 以て は 物界の 現象の 起こる 所以 を 

說 明す るに 足ら やどな せ， 90 然るに 一一 ュ 1 トンが 引力 VJ いふが 如き もの を說け 

る は是れ まさしく 物質の 相 引く W いふ 如き 不可思議なる 性質 を說 きたる ものに 

あらす やど 疑 ひたる 人 も あ， 5。 然れ V- も 彼れ が 引力 を 說： き たる は 其の 自ら 說明 

せる 所 を 以て も 明らかな るが 如 く、 唯 だ 物體の 運動す る 現象 を 言 ひ 現 はせ るの み 

にて 決して 其 をし かする 原因 を 引 力 (attractio)VJ い ふ 言 語 に て 言 ひ 現 はせ るに は あ 

らす o 物體の 近よ る 原因 を考 ふるに 於いて は 一一 ュ ー トン は 一物 體を 離る ゝに 

從 ひて 濃くなる ェ ー テル 的 物質の 存在 を假定 して 說 かむ どせ り、 即 ち 彼れ は 全く 


かに 後者に 優れる が 如く考 へ 後に 新ブ ラト ー ン學 派に 至. 5 て は 宇宙が 完 美なる 

こ VJ に 於いて 幾多の 段階 を 成す が 如く 見た りき o 之れ に對 して ストア 學派は 同 

1 なる 神性が 萬 物 を 通 貫す？ いふ 思想より 宇宙の 部分の 同等なる こ VJ を說 くに 

近づきた， y し が、 近 世 哲學の 序幕に 於いて ジ ォ ^ダ ー ノ、 ブル ，ノが コ ぺ ^ ュ クス 

の 天文 說を應 用した る を 初め ど して 其の後 物锂學 の硏究 及び それ VJ 密接の 關係 

ある 哲學 思想の 發 達する に從 うて 終に 全 物 界には 均しき 機械的 法則の 行 はる VJ 

い ふ 說、 勝 を 制する に 至れ， 90 而 して- 一 ュ ー トンが 數學 上の 針算 によ， 9 て 同一な 

る 重力 上の 法則が 地上に も 又 天體の 間に も 同様に 行 はる ど いふ こ W を證 明す る 

に 至りて は 宇宙の 部分 を 同質なる もの ビ 見る 說は茲 に 奪 ふ ベ からざる 勝利 を 得 

た， 5  W 云 ふべき な， 90 

〔四〕 一一 ュ ー トンに 從 へば、 物界 を硏究 する 正當の 方法 は數學 的の 見方に して 

數學 的に 考 ふる 是れ實 に 唯一の 具 正なる 科學的 研究な り。 畢竟 やる に是れ 其の 

根本 思想に 於いて ガジ レ ォが物 體の運 勸を說 明せ むが 爲 めに 生 張せ し 思 想、 即 ち 

物體の 運勸を 分析して 其れの 原因 を 小 部分の 運動の 結合に 歸 せむ VJ する 思想 を 
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て說 明せ し 所の もの) なる が、 彼 れは 光線 其の物の 說 明に 於いて 

和 蘭の 科學 者クリ ス チア ン、 ホイ へ ン ス (christian  Huyghens 一六 二 

動說を 受け 容れ やして 物質的 光線の 發 射を說 き、 其の 發射 によ 

腦に傳 へら れ、 其處. に て感覺 器に 於いて 感覺の 性能 ある 心に よ 

說 け. 90 此の 點に 於いて ュ ュ ー トンが ホイヘンスの 說 を容れ 

て 引力 說 (即 ち 彼れ が科學 及び 哲學に 於いて 其の 重大なる 埤位 

の) に 於いて は ホイヘンス は-一 ュ ー トンの 說 を容れ すして 却つ 

ベ からざる ものの 如くに 評せ、 りき o 

〔三〕 -ー a l トンが 說 きたる 引力 說の 科學 及び 哲學に 於い 

す S 所以 は 吾人が 地上に 於いて 見る 所 を 物賀界 全體に 及ぼし 

る 法則の 上に 置きた るに 在り、 宇 宙の 部分の 同質なる こ VJ は是 

かに 說 明され たるな， 90 今 之れ に關 する 古來の 思想 を 顧みる 

ビタゴ ラス 派の 學者を 一羽め. y」 して ブラト 1 ン 及び アジ ス ト-プ 

S 地界 w を相對 比し 二者 は 其の 質 を 異にし 其の 完 美なる こ ビ 


き 四 

は當 時の 有名なる 

九— 一六 九 五) の 振 

,9 て 物象 (species) が 

て覺知 せらる _yo 

ざ， o- しに 引きい へ 

を 占む る 所以の も 

て 之れ を 以て 考ふ 

て 重大の 意義 を 有 

て 全 宇宙 を 同 一 な 

に 於 い て 最も 明ら 

に、 希 臘に 於いて は 

レ 1 ス 等 は 天上界 

に 於いて 前者 は遙 


を 及ぼした る 最も 著る き 例な り。 斯くダ カルト 等が 其の 哲學 上の 立塲 よ. o 揚げ 

出で たる 自然 科學的 研究の 理想に 光輝 ある 一大 證明 を與へ 如何にして 物質的 世 

界てふ 一大 機關が 維持 さる ゝかを 示した る もの 是れ 即ち アイザ タク、 一一 ュ ー トン 

(Isaac  Newton) な hNO 

〔二〕 一一  ュ ー トン は ci タクに 後る ゝこビ 十 年 節ち j 千 六 百 四十 二 年 十二月 二 

十 五 HI) に して 生まる。 1 羽め 農夫 どな， 9 て 牛 羊を牧 せし が 其の 間に も 常に 學問上 

の 事に 思 ひ を 凝ら し、 幼 きょ， 5 機械の 製作 等 を 好めり しが 遂に 其が 生來の 希望 を 

達して 學 問に 從 事す る の 機會を 得、 ケ ム ブリ ゾ ジの 大學に 入. 5 て^の 學識は 非常 

に 速 かに 進步 した- 90 後久し き 間 該大學 に 在 b て數學 の敎授 たりき。 其の 著述 

の 最も 重要なる 者 は 一 千 六 百 八十 七 年に 出版せ し "principia  Philospiae  Naturalis 

MatheBJatica" 及び 一 千 七 百 四 年に 公に せし -  Optics  "な bo 彼れ の 有名なる 微分法 

(fluxion) の 發明は 一 千 六 百^ 十五、 六 年頃 已に 彼れ の 思 ひ 到れる 所に して、 其の 發見 

の 時日よ b 云へば ライブ ュ ッ ッに 先き だて， 9 しが 世に 發 表した る こ ど は 彼れ に 

後れたり。 -ュー トンの 有名なる 研究の 一 は 光線の 分析 (是れ 其の" option に 於 い 
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びじ ュ ー ム 等の 論 も 上に は專ら 心理 及び 知識に 閼 する 方面の み を 述べた ，9、 彼 等 

が 道徳上の 論 は 別に 後 章に 述ぷ べし ).- 先 づ^ぎ に 吾人の 注意せ む VJ する は 自然 

科學 上の 現象に して 此の 範 園に 於いて 最も 偉大なる 人物 を 一一 ュ.. 'ト： す o 

\  丁 

第 四十 章 11 1 1 トン 

〔一〕 近世 哲學は 其の 初めより 自然 科學  >、」 疎からざる 閼係を 有し 來 たりき。 

ジォ ベタ ー ノ、 ブ ル ー ノが コ ベ ダ -1 クスの 天文 說を 取. 9 入れた る を 初め どして ラ 

イブ 一一 タ ッが當 時の 自然 科 學硏究 の 結果 を 多く 其の 哲學 思想に 編み 込みた るに 

至る-まで、 其 等の 硏究 が哲學 思想に 影響した る 例 多き のみなら す 又 一 般哲學 上の 

推 究が飜 つて 科學の 根本的 思想 及び 硏究法 を 更に 遍 通なる も の、 更 に 明瞭なる も 

の vj な し來 たれる 両者 相互の 關 係の 疎遠なら ざる こ vj は 毫も 見る に 難から や。 

ケブ レ ル 及び ガリ レ ォ 等に よりて 提出され たる 物理的 研究の 見方が ホ タ プ ス及 

び デカルト 等に よりて 一 般の 哲學的 思想の 上に 於いて 全 物 界を通 貫す る 機械的 

說明 VJ して 揭 げられ たるが 如き は哲學 方面より 自然 科學 の進步 及び 運命に 反響 


摘れ 55c に 以^ 
° す: 究 於外驗 
るせ ぃ當哲 
事ら て 時學 


學 思想 はじ "ー ムに 於いて 一 種の 休息 場 を 見出た せ いふ もの か ら、 猶 ほこ ゝ 

にの み 止まり 居る こど 能 はざる なり o 彼れ が 出立 點の正 否、 是れ須 らく 問 ふ ベ き 

問題な， 90 知識 問題 は 寧ろ 彼れ が 以て 出立した る 所の もの を 討究す るに 在り、 彼 

れは 未だ 此の 問題 を 解か す、 之 れに手 を觸れ すして 措きた るな り。 彼れ 以後に 於 

いて 如何に 哲學 思想の 變 遷し來 たらむ どす る か、 殊 に カントが ヒ ュ ー ムの揭 げた 

る 問題に 對し 更に 滿 足なる 解 釋を與 へむ ビ 試みて 如何なる 知識 論 上の 大潮 流 を 

起こし 來た るか は. 後 章 に 於いて 吾人の 叙述す ベ き 所な り。 

〔 一 三〕 上來 叙述し 來 たれる 所に よりて 知らる、 如く 英吉利に 於いて 0 タク 

に 始まれる 經驗 哲學の 潮流 はヒ "，ム に 至りて 其の 頂上に 達し 一 段落 を なせ ，5  J 

され VJH タクよう ヒ ュ ー ムに 至る までの 間 は 英吉利に^ いて は 學問上 頗る 活潘 

なりし 時代に して 以上 述べ 來 たれる 心理 學上 及び 知識 學 上の 硏究の 外尙ほ 他の 

事柄に 就いても 盛んに 玫究 せられた. 9。 而 して 此の間に 於いて 特に 吾人の 注意 

すべき は 自然 科 學、 宗 敎 及び 道徳に 關 する 硏究 にして 此 等が 上に 述べ たる 心理 學 

及び 知識 學 上の 勸 機，、」 共に 種々 の 關係を 成して 生起し 發 達し 來 たれ. 99 タ ク及 
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ミ 00 

採る こ. y」 能 はや VJO 例へば 此處に 一 脚の 机 を 見む に 兎に角 其が 印象 V」 して^ 人 

に經驗 せられた る こビは 確か なれ ざ も 其の 印象の 何者の 起こす 所なる かはヒ ュ 

1 ム の 措い て 問 はざる 所な りき。 な (印象 の 成り立ち 且つ 殊に 異同の 印象、， j いふが 

如き ものの 如何にして 成さる、 か を 問 はざる ベから や o) 且つ又 彼れ は 頻りに 聯 

想 律 を 用 ゐ殆ん V- 之れ を 以て 在 來の純 狸哲學 上の 觀念を 打破す る 唯一 の 武器な 

るが 如くに 取り扱 ひ^れ V- も、 聯 想 は 異同の 觀念 即ち 一 を 他 ど 同じ 又は^から ャ 

ビ 認定す る こ vj 等の 後に 行 はる ゝ もの なれば それ を 以て その 如き 認定 作用 を說 

明す ベ から す、 啻 だ 然るの みならす 彼れ の說 ける 所よりの み 見て は 何故に 聯 ©5  vj 

いふが 如き こ. yj の あるか を 了解す る 能 はす o 彼れ の 立ち 塲 ようすれば 一 觀念. w 

他觀念 w が 相 喚起す V」 いふが 如き こ vj は 却って 不可思議 のこ vj なり v-云 はざる 

ベ から や、 そ は 彼れ の 出立 點は 個々 の 印象 及び 個々 の 想念に して 之よ， 5 以外の も 

の を 許さざる が 故に 別々 の觀 念が 何故に 相聯 結す る 傾向 を 有する かは考 へ 難し、 

是れ 彼れ 自ら 承認す る. 所な bo 斯く 個々 別々 の 印象 及び 想念 を 以て 其の 出立 點 

ビ爲す 以上 は 其處に 統一 w いふ こ VJ の 行 はる ゝ 所以 を 解す る こど 能 は や、 故 に 哲 


^^更 の 
，要に 所 ュ 
す考說 1 
る 究中ム 


ぬ もの W なる VJ いふに 在る を 以て 其の 說を名 づけて， ホジ- プイ^ ズム (positivism) ざ 

云 はば 或は 最も 適當 なる 名稱 ならむ か。 

〔一 二〕 以上 叙述し 來 たれる 所 を 顧みれば 吾人 はヒ ュ ー ムが 思想の 鋭利なる こ 

ビを 承認せ ざる を 得 や。 先き に & ジク によりて 揭 げられ たる 經驗 主義の 思想 は 

彼れ に 於いて 始めて 其の 最も 軍 純なる 又大膽 なる 結論に 到達した る もの W 云 は 

ざ るべ から す、 而 して こゝに 其の 止まる ベ き 所を發 見す る 哲學者 も 少なから す。 

兎に角 吾人の 知識 を こゝに 止まる もの ビ な し、 其 の範圍 以外に は 吾人の 正當 なる 

知識^ 云 はる べき ものな し VJ 考 ふる は 一 種の 哲學 上の 思想 ビ して は 有力なる も 

のど 云 はざる ベから や。 然れ ざ もヒュ ー ムの哲 學を細 思 すれば 吾人の 思 ひ 起こ 

さざる を 得ざる 幾多の 疑問 あ b、 而 かも ヒ ュ ー ムは此 等の 疑問の 解释を 試みる i 

を敢 てせ ざり き、 彼 れ が意盖 しこれ を 吾人の 知識の 到底 解释し 得ざる 所 どして 其 

の 說明を 思 ひ 止まれる 也。 彼れ が 所說に 就いて 吾人の 更に 問 はざる を 得ざる To 

は、 第 一 に 彼れ の 謂 は ゆる 印象の 起原な， 9。 彼れ は 印象の 起原に 就きて は 更に 論 

究 する >i を爲さ ざ. o き o 以爲 へら く、 吾 人 は 到底 印象 を 起こす 所以の 窮極 原因 を 
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二 九 < 

斯 くの 如く 自然界に 於け る 現象の 生起に 關 して は 畢竟 やる に 吾人 は 信念 を 有す 

るに 止まる もの なれ Vj も、 ヒ ュ ー ムは 此の 信念 を 以て 吾人が 實際 世に 處 する 上の 

需要に 取りて は 十分の ものな b  ^ 考 へ、 吾人 は 實際上 不都合な き 程に 確實 なる も 

の- yj して 自然界の 法則に 依賴し 得べ し VJ なせ bo ヒ ュ， ムは 純理 哲學上 印象 以 

外に 吾人の 知識 を擴め 得る、 と を 否 み、 又 本體 及び 因果 vj いふ 觀念を も 只 だ 主觀的 

習慣に 基る する ものぐ」 して 其が 純理 哲學 上の 價値を 否 み、 自 然界の 法則に 就きて 

も 吾人の 知る 所 は 畢竟 信念に して 確實 なる 知識に 非す ど 云へ る 所より、 通常 彼れ 

の 說を名 づけて 懷疑說 ぐ」 云ひ來 たれ. 50 然れざ もヒュ ー ムの懷 疑說は 本よ b 直 

接の 印象 w  、彼 れが 其れ w 離れざる もの ビ見 たる 印象の 異同の 關係 及び 其が 時空 

に 於け る 隣接の 閼 係に 對 して は 些少の 疑 ひ を も 挾ま す、 數 學に 於いて 言 ふが 如き 

觀念 相互の 關 係に 就きても 亦 もビょ .9 疑 ふ こ VJ をせ や、 且 つ 吾人が 自然界に 就き 

て 有する 信念 も 實際 生活に 必要なる ほざ は確實 なる もの VJ いふ こ VJ を も 否ます o 

盖し 彼れ の 學說の 趣意 は 吾人が 直接に 印象 £ して 經驗 する こ w が 知識の 唯 一 の 

淵源に して 其れよ， 9 遠ざかる に從 ひて 事實を 知る 上の 知識 VJ して は 益-確 實 なら 


の) を 加へ たるに 過ぎ す、 之 れ を直覺 的に 確實 なる 原 狸 VJ し 之れ に 依， 9 て 印象 以外 

に 吾人の 知識 を擴 張すべき 効力 はい さゝ かも 因果律に 存在せ ざるな， 90 

〔一 1〕 吾人の 知識 は啻だ 印象 以外に 出づ るこ^ 能 はざる のみなら す 印象の 範 

園內に 於いて も (上 に 論じた るが， 如く 因果律 は 主観的 習慣に 歸 すべき ものなる が 

ゆ ゑ に) 其 の 相互の 關 係、 換 言 すれば 印象 W して 吾人の 經驗 する 自然界の 法則に 就 

きても 吾人 は絕對 に確實 なる 知識 を 有する こ- yj 能 はや O 吾人の 確實に 知， 9 得る 

所 は 唯 だ 個々 の 印象の 直接に 經驗 された る樣 及び 數學に 於け るが 如き 觀念 相互 

の關 係の 外に 出です。 此の ゆ ゑに 一 切の 自然 科學も 其の 根據 は確實 なる 知識 VJ 

云 はむ よりも 寧ろ 信念，/」 いふべき ものな， 00 吾人の 直接に 一 現象 ど 一 現象 どの 

隣接して 起こる こど を經驗 する 以 外、 即 ち 直接に 吾. 人 の經驗 せざる 堪 合に 於いて 

も 同様なる 隣接の 關係 即ち 同樣 なる 法則の 行 はる yj いふ こビは 究竟 すれば 唯 だ 

吾人 が^か 信す VJ いふ こ VJ の 外に 出です。 吾人 は 理性に よ， 5 て 事物の 關係を 推 

究す VJ いふ も、 所 謂 理性 は 畢竟 聯想の 結果 して 一 現象 を 思 ひ 浮か ぶれば 他の 現 

象を豫 期す る こ、/」 をす る 一 種の 本能の 如き も Q に 外なら す o 
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之れ を 要する に、 因 果 律 

なし £ いふ も、 又 其の 特 

たり- yj 見る も、 せハ に 皆 吾 

其の 如き 關 係の 存在す 

非す o 因果の 關 係を必 

る 吾人の 心の 習慣 ビ い 

於け るが 如く 吾人の 心 

が 他 W 必然に 相 結ば. 9 

かくの 如く ヒ ，ムは 

き 價値を 否 み、 尙 ほ ま た 

VJ いふべき もの を 吾人 

ュ -I ムに從 へば 彼れ が 

るに 第二 律 即ち 隣接の 

連續 即ち 隣接に 信き ど 


二 九 六 

を 其の 一 般の 形に 於いて 凡べ て 因な くして 果の 生す る.， と 

殊の 形に 於いて 此の 一 果が 必然に 此の 一 因に よりて 生じ 

人の 主観的 信念 を极據 w せるな り、 事 物 其の物の 間に 必然 

VJ いふ こ v> は客觀 的事實 V」 して 吾人の 知，^ 得べ きこ W に 

然な るが 如く 吾人の. 思惟す る は 畢竟す るに 聯想に 基づけ 

ふべき ものな 尙 ほ 語を換 へて 云へ ば、 本 體 w いふ 観念に 

に 於け る 主観的 傾向 を 客観に 移して 事物 其の ものに も 一 

來たる 關係を 有する かの 如くに 想像す るの み。 

因果律 を 批評し 去りて 遂に 其が 純理 哲學 上の 极據 たる ベ 

吾人の 意志の 作用 を 直接に 意識す る こ、；.」 に 於いて 原因 力 

の發 見す るが 如くに 唱 ふる 說 を駁擊 せ， 00 此の ゆ ゑに ヒ 

聯想 律の 第三の もの ど して 揭げ たる 因果の 關係も 畢竟 や 

關 係に 歸 すべ きものに し て、 唯 だ 吾人の 經驗 したる 印象の 

い ふ 主觀的 感情 (こ れ亦 聯想 的 習慣の 結果に 外なら ざる も 


他物 を 生す. V」 いふ 關 係な りビ すれば 其の 必然の 關係 は何處 よ. cv 吾人の 認め 得べ 

きものな るか。 吾人の 確實 なる 經驗の 範圓に 止まる 間 は 決して 其の 如き 必然の 

關 係を發 見す る こ ビ 能 はざる な bo 斯 くの 如く 吾人 は 相次ぎて 起こる 事物の 間 

に 必然の 關係を 經驗せ ざれ ざ も 妙に 吾人 は 一 物に 次ぎて 一 物の 曾て 生じた る こ 

VJ を認 むる に 止まらす して 將來に 於いても また 必ゃ 其の 如き 關係を 以て 生起し 

來 たるべき こ ビ を豫 期す、 而 して 斯く將 來を豫 期す る 所是れ 即ち 吾人が 因果律 を 

思 ひ 浮かぶ る根攘 な， 90 然れ VJ も か ゝる豫 期の 如何にして 生す るか を 問へば 是 

れ 畢竟す るに 聯想の 結果な ど 云 はざる ベから す、 從 來 展" 甲乙 の 二 物が 扣 次ぎて 

生じ 又は 變 じたる こ VJ を經驗 したる が ゆ ゑに これが 自然に 習慣 を 成して 其の 一 

方 を 思 へば 他方 を 思 はざる を 得ざる 傾向 を 生じ 來た る、 斯 くして 未だ 經驗 せざる 

他の 場合に 於いても 怦のニ 物の 同じく 相次ぎて 起こりた る こ VJ を 思 ひ 浮か べ而 

して 其の 思 ひに 曾」 赏際 印象 <y」 して 等しき 關係 を經驗 したる 時の 强さ" yj 明らか 

さ W が 推移し 來 たる を 以 て、 其 處に 1 種の 信念 を生ヒ て 今まで 經 驗し來 たれる W 

等しき 闢 係が 未經驗 の處 にも 尙ほ必 や 維持 せらる、 ならむ ど 思 ふに 至るな hxo 
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f 物が 因な くして 生じたり vj 見 たれば- y」 て 聊か も 論理 上の 矛盾 を 合め るに あら 

す (ヺ ル フが 因果律 を 論理的に 論證 せむ ビ したる 企圖の 失敗した る こ VJ は 其の 條 

下に 云へ るが 如し )o  0 果の關 係 は 分析 的の ものに 非 や、 吾 人 は 因の 中に 在る もの 

を 如何に 分析 すれば- y」 て 其の 中よ 果を 取り出 だす こ w 能 はざる な b  、例 へば 吾 

人が 火 氣を添 へ て 蠟の融 くる こビ を認 むる 時に 於いても 其の 鴣 合に 於け る火氣 

w いふ 原因 を 如何に 分析 すれば w て 其の 中よ.^ 蠟の融 くる VJ いふ 果を 取り出 だ 

す こど 能 は や、 因 果の關 係 を 言 表する 命題に 於いて は 客語 は 主語に 附 加され たる 

ものな， 90 故に 一 物の 存在に 次ぎて 他物の 存在す る、 と を經驗 する に 先き だち て、 

即ち アブリ オリ (a  priori) に 彼れ が 此れ を 生す ど いふ こ ビ は 吾人の 認 むる 能 はざる 

所な bo 然 らば 吾人 は經驗 によりて 因果の 關 係を認 むる か。 吾人 は實に 一 物が 

生じ 或は 變 化する に 次ぎて 他物の 生じ 或は 變 化する を 見 る、 さ れど其 等 相互の 間 

に 相次ぐべき 必然の 關係 ある こ VJ は、 吾 人の 實驗 する 所に 非す 吾人の 眞實 經驗す 

る こ W は 唯 だ 一 事 一 物の 生起 又は 變化ビ 他事 他物の 生起 又は 變化 W が 相次ぎて 

來たる W いふ こ W のみ。 然るに 因果律に 於いて 吾人の 意味す る 所 は 一物が 必す 


的に 確賁 なる ものにせむ VJ する 純狸哲 舉 (又 は 形而上 學) の 根據 にして 純理 哲學の 

諭 證 的に 確實な るか 否か は 一 に 因果律の 効力に よ. 9 て 懸かる ど 云 はざる ベから 

t 然 らば 因果律 は 如何なる 効力 を 有すべき ものなる か、 吾 人の 知識の 成立 上 如 

何なる 價値を 有する もの w 認めら るべき か。 之れ を 研究せ る もの 是れ 即ち ヒ > 

1 ム が 哲學に 於け る 最も 有力な る、 又 そが 後世の 哲學 思想に 影響 を與 へたる こ W 

の 最も 著大なる 因果律の 批評な bo 

吾人 は 如何にして 因果律 を 承認す るか o  I の 因が 必す 一 の果を 生す w いふ こど 

は 吾人の 直覺 的に 認め 得ざる 所な hNO 吾人の 直覺し 得る 所は觀 念の 單 純なる 異 

同の 關係ビ 其が 時空に 於け る 隣接の 關係 V」 のみに して 一 物が 他物 を 生す ビ いふ 

こ W は 其 等 ビ同樣 に 直覺し 得べき こビ に 非す、 又 因 枭律は 論理 上 論 證し得 べき も 

のに も あら す、 論 鋰 上の 關係 のみよ， cs 考 ふる 間 は 甲て ふ ものが 乙て ふ もの を 生す 

vj いふ こ ビの反 對を考 ふるこ- yj を 得べ く、 啻 だ 甲乙 w いふ 二 物の 特殊なる ものに 

就きての みなら す， 因 果 律の 1 般の 形 (即 ち 凡そ 因な くして 物の 生やる こどな しど 

いふ こ VJ) に 就きても 亦よ く 論 现上は 其の 反 對を考 ふるこ w を 得" 例、 ば こゝに 

西洋 哲學史 近世 哲學 第三 十九 草 ダ并 タド、 t ュ ー ム  二 九 H 


二 九 二 

然に しか ある ものな いふ こ ど 能 はやして 唯 だ そが 吾人の 知覺 する 印象 どし 

て 兎に角 或 順序 を 以て 連 續し來 たれ bvj いひ 得る の み、 即 ち 其の 連 績し來 たる こ 

w の 必然なる 所以 を論證 する こ w 能 は す、 而 して 若し 其 を 論證し 得る もの • あり V」 

せば 其 は 唯 だ 因果律 ならむ のみ o 若し 因果律 を 根據、 /」 して 考 へな ば啻だ 一 現象 

が 他の 現象 W 相 前後せ り ミ いふの みならす、 其 の 必然に 相 前後すべき 所以 を發見 

し 得られ ざるべき か。 而 して まさしく 此の 思想 を根據 して 究理した る もの 是 

れ 即ち 從來 究理 學 派の 唱道せ る哲學 組織な り o デカルトが 神の 存在 を證 明す る 

や 吾人に 直覺 的に 明瞭なる もの S して 因果律 を 用ね、 P タ ク 及び パ 1 ク レ. I. すら 

も 此の 因果律 を 取り扱 ふさ 亳も 究理 派の 學者ど 異なる こ S なく 又 吾人の 印象 以 

外に 外界の 存 在 (或 は物界 して 或は 心界 W しての 存 在) す る i を說 くに もまた 因 

果律を 基 ビ し、 其の 印象の 原因な か る ベから す VJ いふよ b 外界の 存在 を 知識し 得 

vj 考へ たり o. 吾人 は 素よ， o. 本體 を直覺 的に 知る こ w 能 はす. y」 も 因果律に 從 ひて 

其の 存在 を 知る こ を 得ビ考 へられ ざるべき か。 此の 因果律 實 に是れ 自然の 現 

象 を 唯 だ 平 叙 的 又實驗 的に 臚列 する 舉 問より 一 步を 進めて 事實 上の 知識 を論證 


一 命題の 上に 言 ひ 現 はせば 其の 客語 は 主語に 附 加され たる ものな り、 而 して 其の 能 

く附加 さる ゝ 所以 を尋 ぬれば 唯 だ 吾人が 時签に 於いて 隣接したる もの W して^ 

™ 干の 印象 を知覺 したる が 故な hsvj 答 ふる 外な し。 是れ 其の 反對 のよ く考へ 得ら 

るゝ 所以な り。 例へば 太陽 は 明日 東より 上るべし どい ふ はこれ 事實 上の 關係を 

言 ひ 現 はした る ものにし て、 其 の 客語 は 主語の 中より 分析し 出 だせる ものに 非す 

附け加 へられた る ものな り、 而 して 其の 附け加 へらる ゝ 所以 は從來 太陽- yj して 吾 

人に 知覺 された る 印象 vj 其れの 東よ. o- 上， 5 來 たる こど ど が 連結した るが ゆ ゑな 

_  bo され V- 其の 必す 連結すべし vj いふ 理. ra は 吾人の 思想 上の 閼 係に 存在せ ざる 

が ゆ ゑに 吾人 はよ く 其の 反 對を考 へて 太陽 を 明日 上らざる もの ど も 思 ふこ ビを 

得。 事實 上の 關係は 此の 點に 於いて 數學 上の 論 證的篥 狸ビ 異にして、 後者 は 其の 

_ 反 對を考 ふるこ- y」 能 はざる な， ONO 一  言 に 云へ ば、 論 理的眞 狸 は 分析 的の ものにし 

\ て 其の 反 對を考 へむ どせば 矛盾に 陷れ V- も、 事 實 上の 具 狸 は 分析 的なら すして 其 

\ の 反 對を考 ふるこ ビ は 論 狸 上 少しも 矛盾 を 合む こ V」 なし o 

因果律の . 〔一〇〕 此の 如く 事實 上の 知識 は論證 的に 確實 なる ものに 非 す、 換 言 す れ ば、 必 

批評 0  ^ 
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二 九 〇 

相 同じ VJ いふ こ W を斷 言 し 得ざる な， CNO 之れ を 要するに 數學 は實在 物の 關係を 

定 むる ものに 非 やして 觀念 相互の 關 係を定 むる ものな う、 詳しく 云へば、 一 觀念 VJ 

して 吾人の 思 ひ 構 へたる ものお 分析して 其の 中に 合 まれた る もの を 骼き出 だす 

(卽ち 命題 上客 語 VJ して 言 ひ 現 はされ たる ものに 於いて 主語の 中に 合 まれた る も 

の を 分析し 出 だ す) も のな bo 是れ 數學に 於いて 說く所 の、 如 何なる 鴆 合に 於いて 

も確實 なる 所以な h ち 此の 故に 數學 は論證 的に 正確なる も の、 而 して 正當 なる 意 

味に 於い て 論 證的學 問ぐ」 稱 せらる ぺき は 唯 だ數學 あるの み。 

〔九〕 吾人の 知識に は 數學に 於いて 云 ふが 如き 觀念 相互の 關 係を認 むる もの 

のみなら す 又 事 實に關 する もの あ り、 而 して 事實 VJ 名づ くる 者 は 時空に 連續 し^ 

在す る 印象 以外に 在る ものに あらや、 故 に 其の 事實を 叙す ビ いふ は 時签に 於け る 

關係 によ， 9 て 印象 を揭 ぐるの 謂 ひに 外なら や、 而 して 斯く 聯想 律の 第二の 親則即 

ち 隣接の 關 係に 從 うて 事實を 叙述した る もの 是れ 即ち 自然界 及び 人類に 關 する 

學 問の 平 叙 的 また 實驗 的なる ものな り。 此等事 實に關 する 實驗的 學問は 論證的 

に； il じ ， "だす こビを 得る ものに あら や、 此 等 は 分析 的の ものに あらす して 之れ を 


也む 閼 てに 

^ る 係 mm 
も ん ^づ 
の定 のき 


存在 を 知り 得ざる や 明らかな り, ま して 無限なる 本體ビ い ふが 如き 者 は 吾人の 知 

識の範 圍內に 入り 得べき も のに 非 や、 吾人 は 到底 印象 を 超絶し て 其の 以上に 又 其 

の 背後に 出 づるこ VJ 能 は す、 物體 w い ふ も、 精神 W い ふ も、 畢竟 印象 VJ して 吾人に 知 

覺 さる ゝ ものの 外に 出で す、 故 に 印象 及び 其の 類同 W 時签に 於け る 其が 隣接の 關 

係 どの 外に 吾人の 知識の 根據 どなる べき ものな し、 其 れょ， 9 出づる こ，、」 一 步 すれ 

ば 其 は 最早 や 知識に あらす して 寧ろ 唯 だ 想像の 境涯に 屬 する もの VJ なる。 

數學に 於いて は 聯想 律の 第 一 親 則 即ち 類同の 關係を 基礎 どして 確實に 吾人の 觀 

念の 關係 を定 むる こ を 得。 數學に 言 ふ 所は數 及び 量の 相 同じき 關係を 見る こ 

w の 外に 出です、 而 して 其 等 數學上 時空の 上に 於い て 異同の 關 係の 認めら るゝ觀 

念 は 吾人の 思 ひ 設けた る ものな り、 例 へば 直線 ビ いふ も 吾人が 印象 ど して 實際知 

覺 する 一 の 線 を眞實 直線 VJ 見る にあら やして 唯 だ 假 りに 直線 を 吾人の 心に 思 ひ 

浮かぶ るな， 90 故に 數學に 於いて は 一 の 線 VJ 他の 線 又は 一 の 量 VJ 他の 量 VJ が 

全く 相 同じ _yj いふ 關係 を定 むる こど を 得るな り0 若し 印象 W して 實際 吾人の 知 

覺 する ものに 就きて 云 はば 一 の 三角形 ど 他の 三角形 VJ が 其の 面積に 於いて 全く 
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I 印象 及び 想念 即ち 廣義に 謂 は ゆる 觀 念の 連績に 外なら す、 而 して^ 等 をし か連續 

™ せしめ 結合せ しむる 所以の ものが 其の 基本 VJ な， 5 て 存在す w いふが 如き は 唯 だ 

聯想 上の 習慣より 吾人の 想像し 來 たるの みに して 吾人の 確實に 知識し 得べき 限 

り に 非す VJO. 斯く 凡べ てを觀 念の 連 續ど見 傲す 上よ， 9 云へば ヒ -1 ムの說 は 唯 

念 論 w 名 づけら るべき ものな り。 是に 至りて 從來 究理 學 派に 於いて. W 要なる 鸛 

念 V」 せられ、 口 タ クに 於いても 猶ほ 全く は棄 てられ や、 バ ー ク レ ー に 至. y て も 其が 

\ 精神的の もの を說く 上に 於いて 保存せられ たる 本體て ふ觀念 はヒ， ュムに 至りて 

全く 抛棄せられ たるな， 00 ヒュ ー ムはバ ，タレ， が 本 體てふ 観念 を 唯 だ 物體の 

一 上に 於いての み破壤 したる 立塲 より 一 步を 進めた るの みならす 其の 如き 觀 念の 

吾人の 心に 起こり 來 たる 所 以を 心理的に 說 明して 其 は 自然 に 起こり 來 たるべき 

{ もの なれ Vj も 畢竟 吾人の 主観的 習慣より 生ヒ たる ものに 外なら やど 論破した る 

所是れ 彼れ の說に 於いて 特に 見るべき 所な bo か ゝる說 明の 仕方 是れ 即ち ヒ ュ 

1 ムが 研究の 最大 利器な， 9 きヾ」 いふ も 可な り o 

數學 は！ 「氏， I 以上 述べ 來 たる 所に よりて 見れば 心 物 共に 吾人 は直覺 的に 其が 本體の 

同の 閱係 \ 


體 即ち 我^い ふ 観念の 上に も 用ゐ來 たれ， 以爲 へら く、 我 ビ 云 ひ 心體， /」 稱 して 

常に 心の 種々 の觀 念の 基本 W な b 其 を 銃 一 して 存在す る 一 物 あるかの 如くに 思 

ふ は 外物に 於いて 其が 種々 の 性質 を 統合す る 基本 あるが 如く 想像す る W 少しも 

異なる こ. yj な し、 外 物 v> 名づ くる ものに 於け る 本體が 印象に 於いて 其の 內容を 示 

し 得ざる が 如 く、 心 の 本 體も亦 印象に 於いて 其の 內容を 示す こ. yj 能 はざる ものな 

り0 我 VJ 云 ひ心體 どい ふ も 畢竟す るに 種々 の觀 念の 常に 相 結合せ る こどの 結朵 

vj して 吾人の 想像した る ものに 外なら や。 

吾人の 意識す る VJ 意識せ ざる VJ に かゝ はら や 外物の 不斷絕 に 存在す るが 如く 思 

ふ も 畢竟 一 種の 信念に して 其の 信念 は 聯想の 結果 ビ して 吾人の 想像に 結び 來た 

れる ものに 外なら す。 例 へ ば 今 服 を 開けば 机が 印象の 强さを 以て 活き /\  VJ 吾 

人に 知覺さ れ、 又 ^ばら ズ して 眼 を 開けば 同じ 强さを 以て 知覺さ る、 而 して かゝる 

事の 幾た び も 繰り回さる ゝ 所よ， 9 吾人の 眼の あた， o 知覺 せざる 時に 於いても 其 

の 物 を 想像して 其の 想像に 印象の 活き ）（^ ビ したる 感情的 狀態 即ち 信念が 伴 ひ 

來 たるな， 50 斯く 外物- y」 名づ くる もの も 又 我が 心 w 名づ くる もの も 畢竟す るに 
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然 らば 吾人 は 何に よ， 9 ておの 如き もの を 思 ふに 至れる か、 曰 はく 是れ ただ 印象の 

結合す るに よりて 生じ 求 たれる のみ。 例へば 茲に 一 の 机 を 見む に 其の 色、 形 及び 

I  -  -， V.  ノ.. ふ^. 一つ v-,o.  ，リ タ *" に^ f*v. ザ *f*.  t .  ^  , -.. リ：； ノ； S7,  V. 

其の 他 吾人の 机に 對 して 得る 印象の 內容 どして 吾人の 心に 知覺 する もの は 凡べ 

て筌 間に 共 在す、 故 に 聯想 律に 從 ひて 其の 一 を 思へば おの づ から 他 を 思 ふに 至る、 

而 して 其 等 印象に 於け る 內容の 共 在し 居 る^が 屨： 吾人に 知覺さ るゝほ V- 其 等の 

聯結 はいよ /\ 强 くな- 5 て 其の 一 を 思へば 他 を 思 はざる を 得ざる に 至 る、 而 し て 

遂に かゝる 主觀的 感情 を 其の物に 移して 其處に 本體の 存在す るが 如くに 思 ふに 

至るな bo 尙ほ 語を換 へて 云へ ば、 兹 に 一 の 机 を 見る に當 たりて 吾人の 有する 種 

々の 印象の 內容が あるの みならす 其 等 を 一 つに 結合せ しめて 維持す る本體 ある 

が 如くに 考 ふる は 吾人の 心に 主觀 的に 生じた る觀 念の 結合 を 其の物に 移して 考 

ふるが ゆ ゑの み、 約 言 す れ ば、 吾 人 は 其の 印象の 內容の 一 を 思 へば 他 を 思 はざる を 

得ざる 主觀的 傾向 を 生す るが ゆ ゑに 之れ を 机に 移して 机 其の物に も 其 等 を 結合 

する 或 一 本體の 存在す るが 如くに 想像す るの み o 

ヒ ュ 1 ム は本體 てふ觀 念の 批評 をば 唯 だ 物體の 上に 用ね たるに 止まらす して 心 


す I こ 念 本本 

。外 P 體體 


&連は 
ら謹 


する こ. yj を も 許し 居る ものから 吾人が 心 狸 上 何等かの 規則 を 立て、 觀 念の 相 結 

合する 所以 を說 かむ w する に 於いて は 聯想 律の 外に 吾人の 由る べき ものな し VJ 

考 へたるな う。 斯 くして ヒ ュ ー ムは & タ クが說 ける 如く 知力 其れ 自身の 作用に 

よりて 吾人の 觀念を 結合せ しむ w いふ 代 は， 9 に觀念 相互の 間に 存 する 聯想 律 上 

の 關係を 持ち 來 て 観念 以外の ものに 假る 所な し S 說け， 90 是れ まさしく  & 

ク， が觀念 を根據 VJ して 心理 及び 知識 論 上の 說明 を爲 さむ S 試みた る立塲 よ. 9 出 

立して 當 さに 到達す ベ き 結論に 達せる ものな hso 

〔七〕 上に 述べた るヒ ュ， ム の論據 より 考 ふれば 本體 V- いふ 觀念が 如何なる 

運命に 遭遇す ベ きか は 見る に 難から す o 本體 てふ觀 念に 於いて は 其が 內容 W な 

る もの を 何等の 印象の 中に 發 見し 得べき か。 "タク も已に 云へ る 如く 本體 其の 

物 は 吾人の 知識せ ざる ものにして 其の 根據 どなる べき 印象 は何處 にも 存 せざる 

が ゆ ゑに 其れに 應 すべ き實在 w いふ べき ものな し、 何 VJ なれば 實 在，、」 いふ は 前に 

も 云 へ る 如く 要するに 印象の 强く活 き ~» ビし たる 所に 名 づけた る ものに 外な 

ら ざれば な， 5。 一 言 にして 云へ ば、 本 體ビ いふ もの は實に 存在す る ものに 非す。 
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ばィ てふ觀 念に 上に 謂 は ゆる 信念て ふ 感情の 活き /\  .yj したる 狀 態が 伴 ひ 居れ 

bvj 上而 して 右に 云へ る 聯想 律に 從 ひて 口 て ふ 別の 觀 念が ィに聯 結し 來 たる 時 

に は元來 n に は 伴 は ざり し 信念の 狀 態が ィ より 移， 5 て 之れ に 伴 ふに 至る。 此の 

聯想の 親 則 w 其れに 附 著せる 感情の 擴張 せらる ゝ 規則 w は是れ e ュ， ムが依 b 

て 以て 其の 銳 利なる 心理的 分析 を從來 の哲學 上の 主要なる 観念に 試みた る 武器 

な り o 

但し ヒ ュ 1 ムは 上に 揭 げたる 三 個の 聯想 律 は必ゃ 吾人の 觀念を 支配す る ものな 

り V3 は 云 はす 0 又 一 切の 觀 念の 聯續が 皆 これにより て解釋 せらる べし ビも云 は 

や。 吾人の 觀念 が必す 之れ に 支配 せらる^ 云 はざる 理由 は、 吾 人が 一 物 を 思 ひ 浮 

かぶる に當 たり 注意して 其の 一 觀 念に 住 止し 聯想 律に よ b て當 さに 誘起すべき 

觀念を も 思 ひ 浮か ベす して 止む こ ど あれば な， 50 又 一 切の 觀 念の 聯績を 之れ に 

よりて 說 明し 得べ しビ云 はざる 理由 は、 吾 人の 観念の 出 沒には 頗る 不規則なる も 

の あ h- て 唯 だか ゝる 聯想 律に 從ふ もの W しての み は： 考 ふべ か ら ざる 塲合も あれ 

ばな bo かくの 如く ヒュ ー ムは 吾人の 観念の 聯想 律に 從 はすして 不規則に 出沒 


ホ タ ブス 先き に 之れ に 著 眼したり しも 口 タ クは 其の 言 唯 だ 之れ に觸れ たる こビ 

あるの みに て 特に 之れ を用ゐ るこビ を爲さ ざり しが、 ヒ ュ ，ムに 至， 9 て 心理 學上 

有力なる 說 明の 利器 ざして 用 ねられた るな り。 而 して ヒ-， ム 以後 英國に 於い 

て は 聯想 律 を 墓礎ビ して 一 切の 心理的 現象 を說 かむ ビ する 學者 多く 出で 遂に 所 

謂 聯想 學派を 成す に 至れり 0 ヒュ ー ムは 聯想の 親 則 どして 三 ケ條を 揚げて 曰 は 

ぐ、 一 に 類同 律 (association  by  resemblance) 即ち 吾人の 觀 念の 類似せ る ものが 相 喚起す 

W いふ こ VJ 、二に 隣接 律 (association  by  contiguity) 即ち 空間 及び 時間に 於いて 相 接近せ 

る ものの 觀きが 相 喚起す VJ い ふ こ VJ  、三に 因聚律 (association  by  causality) 即 ち 原因結^ 

の關係 をな せる ものの 觀 念が 相 喚起す VJ いふ こ w 是れ なり 0 但し 仔細に 推究し 

行けば ヒ ュ ，ム が (後に 委しく 論じ た る 如く) 三 個の 親 則の 中 第三 は 第二に 歸 せし 

め 得べき もの なれ ざ も 吾人の 観念の 相聯 續し來 たる 有 樣を說 くに 便利なる 爲め、 

少 らく 之れ を 相 別 かちて 揭 げたるな， 90 

かくの 如く 吾人の 觀念は 相互の 關 係に 從 うて 相 聯結 する ビ 共に 一 觀 念に 伴へ る 

感情の 狀態も 亦 其の 觀 念に 結合し 來 たる 他の 觀 念に 移り行く 傾向 を 有す o 例へ 
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天 二 

斯 く直覺 的に 確實 なる もの VJ して 知覺 さる ゝが 是れ 即ち 其れが 事實 ど して 存在 

する M  hyo 

印象の 時签に 於け る 隣接 的闢 係の 直覺 さる ゝ のみなら す 印象の 額^  VJ いふ こヾ J 

また 確實に 吾人に 知覺 さる ゝ ものな う。 例へば 一 の 紙の 色 ど 他の 紙の 色 ビを見 

て 其の 色 を 相似た b 或は 相似す W 認 むる は是れ 異同の 印象 ビも 名づく ベ きもの 

にして 一 種の 印象な， 5  9 タ クの語 を 以て 云へば 內官 よ. 5 來た る觀 念に 屬 すべき 

も の な， 9)、 而 して 此等 異同の 印象が また 吾人の 知識 を 形づくる 要素，、 」 なるな， CVO 

之れ を 要するに 吾人の 知識 は 印象 を 以て 出立す る ものにし て、 而 して 印象 を 以て 

出立す る 所に 於いて 時空に 於け る 隣接 ビ 其の 印象の 類同 W はおの づから 吾人の 

知識 內の事 VJ して 合 まれ 居るな， 90 

〔六〕 n タ クが 吾人の 知力の 作用 を 云 ふや 本來 吾人の 所勸 的に 得た る 種々 の 

觀念 をば 件の 知力 作用 を 以て 能動的に 結合せ しむる が 如く 說 きしが、 ヒ ュ， ムは 

特に 知力の 作用 ビ名づ くる もの を 要する を說か す 、観 念の 結合 を 以て 全 、觀念 相 

互に 相 喚起し 來 たる 關 係に 歸せ しめたり。 是れ 即ち 謂 は ゆる 聯想の 親 則に して、 


の 中、 一 つ. をば 唯 だ 想像 V』 して 之れ を 信せ す、 他 を 事實 どして 信す る は 後者が 印象 

の强さ w 活き /\  VJ したる 所 VJ を菩 人の 心に 思 はし むれば なり。 

〔五〕 吾人が 印象に 於 い て 有する もの は 之れ に 解 釋を附 加す る こ VJ なくば 直 

覺的 に確賨 なる ものな， 9。 例へば 今 白 紙： の 色が 我が 目に 見 ゆ マ」 せむ に^の 印象 

の內容 則ち 白色 は、 之 れに 種々 の 解 釋を附 せす して 唯 だ 白き 色，、」 して 知覺 さる ゝ 

To に 於いて は 聊か 誤謬な し。 即ち 印象の 內容 其の物 は直覺 的に 確實 なる ものな 

KVO 而 して 其 等 印象の 內容は 凡べ て 時間 及び 穴 H 間に 關 係お 爲し 居る もの どして 

知覺 せらる o 例へば 白紙の 白き 色 は 幾何 かの 廣がり を 成して 其の 一部分 は 他の 

部分に 隣接し 又 耳に 聞く 一昔 響 は 時間 上 連續を 成す。 空間に 於け る 共 在 ど 時間に 

於け る 繼續 VJ は 原^ の 印象，、」 相 離れざる ものにして 其、 の 印象の 吾人に 覺 せらる 

る や 時間 及び 空 問に 於け る 或 關係を 以てせら る、 故 に 其の 共 在 及び II 續、 投  一 H す れ 

ば 時空に 於け る 隣接 は是れ また 直覺 的に 確實に 吾人に 知覺 せらる、 ものな bo 

され ざ 其の 直覺 的に 確實 VJ せらる ゝ、 換 言 すれば 其れが 疑 ふ ベ からざる 事 赏 ど せ 

らる、 は 決して 吾人の 心 を 離れた る有樣 をい ふに 非す、 委しく 云 へ ば、 吾人の 心 に 

西洋 哲學史 近世 哲學 第三 十九 单 ダ并 タド、 h ュ 二八】 


二八 o 

亦 之れ を 出立 點 ビ せざる ベから や、 K の 背後に 分け入りて 其れ を 超絶した る、 而 し 

て 其 を 起こす 所以の もの を 其の 外に 求む る こ VJ 能 はす S 考 へたるな， 50 

吾人が 或 一 物 を 以て 實在 ビ する の 思 ひも 廣き 意味に ていふ 一 種の 感情 (fsnng) に 

外なら す、 換 言 すれば、 一 印象の 活き -(»  W して 新鮮なる (liveliness) をい ふに 外なら 

す 0 されば 一 物 を 存在す る もの ビ 見る は 畢竟 やる に 吾人の 心に 於け る 印象の 强 

さ を 云 ふな- ^0 印象の 强さを 有する もの- y」 して 一 物 を 思 ふ ど 其 を 存在す る もの 

ビ して 思 ふ W は 二 つの こ W にあら す。 即ち 實在 又は 存在 VJ いふ こどの 觀念も 元 

來皆 印象の 强さを 意味せ るな り。 之れ を 要するに 印象 W して 吾人の 心に 浮か ベ 

らる ゝ是れ 即ち 其が 實在 する もの VJ して^らる ゝ なり。 

唯 だ 吾人の 想像に 思 ひ 浮かぶ る こ 記憶す る こ の區. 別 も 其れに 伴 ふ 成 情 

的狀 態の 强さ に 外なら す、 換言すれば 記憶 ど して 思 ひ 浮か ベた る ものに は 其 を 事 

實 ど 信 やる 感情の 伴 ひ 居りて 唯 だ 想像- yj して 思 ひ 浮か ベた る ものに は 其れの 伴 

はざる 點に 於いて 相 異なる のみ。 而 して 信す るビ いふ は 畢竟 一 觀 念が 强き 感情 

を 以て 吾人の 心に 現 はれ 來 たる こ W を 意. M するな， 90 吾人の 思 ひ 浮かぶ る もの 


源 は 印象に 在らざる ベ から す、 而 して 吾人の 知識 は 其の 觀 念の 印象に 合 ふ ほ ビ 事 

實を 示す 上に 於い て確實 にし て、 印 象に 合 はざる ほ Vj 不確實 な， ONVJO 是 れヒュ 1 

ムの 心理 說ょ b 自然 に來 たる 所の 知識 論 上の 根本 思想 VJ いふ べきな り。 

斯くヒ ュ ー ムは 印象 を 以て 吾人の 知識 上 原始の もの W 爲し たるが 印象の 窮極 原 

因に 就きて は 論す る こ VJ をせ や、 印 象に 對 する 對境ぁ りて 印象 は 其の 對 境よ， 5 直 

接に 來 たる ものなる か、 は た 吾人の 心 を 以て 生じ 出 だす ものなる か， は た 吾人 を 造 

りたる 造化 まあり て 彼れ より 來たる ものなる か、 這 般の 問題 は 到底 吾人の 知識 を 

以て 決する 能 はざる もの V 考 へたり。 t ュ 一 ム自 らも こど われる 如く 印象 VJ 

いふ 語 は 其が 吾人の 心に 與 へらる、 仕方 を 表 はす 爲 めの ものに あらす して 唯 だ 

吾人の 心に 知覺 したる 其の物 を 指して 謂 ふな り、 故 に 印象に 對 して 其れ VJ は 別な 

る對境 即ち 外物 £ 名づ くる もの あうて 其れが 恰も 印 を 紙上に 捺す るが 如く 吾人 

の 心に 其の 形 を 印す w いふ 意味に て 印象 どい ふに 非す、 唯 だ 吾人の 知識の. ra 來を 

考 ふれば 先づ 最^に 他の 摸寫 或は 再現 ど は考 ふべ からざる 新鮮なる 狀態 ありて 

之れ を 印象 ど 名づ くべ く、 而 して 知識の 材料 は 凡 ベて 之れ に 求む ベ く、 吾人の 硏究 

西洋 哲學忠 近世 哲學 第三 十九 寧 ダ并 タド、 t ュ ー A  二お 九 


.  二 七 < 

観念 を も 合む o 斯く 印象 VJ 想念 ビを別 かつ ものから 想念 は 印象の 摸寫 なれば 吾 

人の 心に 於け る 凡べ ての 觀 念の 淵源 は畢莧 一 な b ビ いふ べきな り。 印象より 來 

たる ものの 外に 吾人に 觀 念の 内容な し、 想 念に 思 ひ 浮か ぷる ものの 何たる かを尋 

ぬれば 曾て 印象 どして 心に 覺 したる ものよ. 5 取， 5 來 たる 外に 其の 淵源 ある ベ か 

らす 0 故に ヒュ ー ムは 吾人の 心 作用に 就きて 印 象、 想 念の 二つ を 別 かて V- 其の 差 

別 は 畢竟 其の 强 さ (force) ど 明らか さ (vividness)  ^の 差異に 歸す どせ bo 彼れ 以爲へ 

ら く、 或 少 數の堪 合に 於いて 想念 は 印象 ど區 別され 難き ほ f 强 くまた 明らかなる 

こ vj あ り、 又 印象 は 想念 V」 區 別され 難き ほざ 弱く 且つ 不明瞭なる こ w あ .9、 さ れ Vj 

も 通常 此の 二つ は 吾人の 惑 ふこ vj なく 區 別し 得る 所な り VJO 

〔四〕 かくの 如く ヒ - 1 ムは 凡べ て 吾人の 知覺 する 所の もの を 印象 及び 觀念 

(即ち 想 念) の 二つに 別 か ち、 後 者 をば 要するに 其の 內容を 前者よ. 5 得る もの ビ なし. 

而 して 此の 心理 上の 見に よりて 其の 知識 論を爲 したる によ b  、凡 ベ て 吾人が 有す 

る 知識の 價値は 吾人の 思 ひ 浮かぶ る 所が 如何なる 根據を 印象に 有し 居る かによ 

.o て 定まる ど 考へ たり。 語を換 へて 言 へば 二 見極めて 抽象的なる 觀念も 其の 本 


象 (一 ョ plosions) ど 狭義に 謂ふ觀 念 (i-lcas)  VJ を^げ た. 90 彼れ が 謂 は ゆる 印象 は 凡べ て 

の成覺 又は 成 情 等の 始めて 吾人の 心に 現 はれた る狀態 をい ふ、 例 へば 机に 封して 

机 を 見る 如 き、 一 一  つの 色 を 見て 其の 差別 を認 むる 如 き、 ま た 我が 心に 現實に 悲痛 悅 

樂を覺 ゆる 如 き、 是 れ皆 印象の 部類に 風す るな り。 彼れ が 所 ！i 舰念は 印象の 影像 

(image) 即ち 其の 苒 現した る ものの 謂 ひ 也。 故に 印象 ど觀念 VJ の區別 は、 前 者 は^ 

の 心の 狀 態の 如何なる かに 拘ら や、 他 の 影像 即ち 他の 再現 VJ して 現 はれざる 新鮮 

なる 狀態を 意味 し、 後 者 は 如何なる 心の 狀態 にても 曾て 經驗 したる 心狀 態の 摸^ 

ビ して 心に 現 はれ 來 たる もの を 意味す るな b  、例 へ ば 眼前に 机 を 見る は 印象 なり、 

眼 を 閉^て 再び 其 を 思 ひ 出 だす は 観念な bo ヒュ ー ムは U タクが デカルトに 從 

ひて 觀念 S いふ 語 を 以て 廣く 吾人の 心の 一 切の 狀態を 意味す る もの V」 なせる を 

非 ど し、 其 を 其の 正當 なる 狹き 意味に 引き 戾す を可ビ した ，5、 故 にヒュ ー ムの謂 は 

ゆる 觀念は 之れ を 想念 ビ も 名 づけ 得 ベ きものな り。 (觀念 ど い ふ 語 を 廣義に 用ね 

れば觀 念 は 印象 VJ 想念 VJ に 分かる w いふ も 不可な し 0) ヒュ ー ムの 所謂 印象 は 口 

ザ クの語 を 以て 云 へば 其の 中に 感覺 よりす る觀念 w 共に また 反省の 方に 屬 する 
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於いても 吾人 は必す 感官 上 

を感覺 論の 方面に 引き 來た 

V」 說 きたれ V- もな ほ 彼れ は 

る 比^的に 考 ふる VJ いふ I】 

ほ 吾人の それに 頼る * へ き惯 

作用に 就きて は 觀念を 有せ 

は 其の 說 截然たら や。 ヒ- 

其の 當 さに 到る べき 所に 進 

り 其の 說を 改めむ VJ したる 

〔三〕 ブラ クン は & タク 

は 観念 を 以てする 吾人の 知 

それ を閉ぢ 出 だして 他方に 

自覺す vj いふ 名 稱の下 に) そ 

の 言 ひし 如く^ 覺ょ り來た 


の 形象 を假 るな h>VJO 斯くて 

りて 感官 以上の ものに 就きて 

宗敎 上の 思想に 拘束せられ た 

を 以て、 正當の 意味に て は 知識 

^ある ものな， 9 ビせ， 90 且つ 

ざ れ V- 、な ほ 直接に 其れ を自覺 

1 ムも ブラ クン VJ 同じく  口 ジ 

まむ どした る ものな れ ざ も ブ 

な り。 

の 謂 は ゆる 二つの 窓の 一 方 を 

識 の 淵源 ビ なる ものなら す ヾ」 

^異の 名 を 以て (観念 を 以てせ 

れを 容れ た， 5。 ヒュ ー ムは觀 

る もの VJK 省より 來 たる もの 


二 七 六 

ブラ クン は 口 タ クの說 

は 吾人 は 知識 を 有せす 

る 所 ありて 其の 謂 は ゆ 

-、 j いふ を 得 ざれ V- もな 

彼 れ が 吾 人 は 我が 心の 

する こど を 得 ど 云へ る 

ク の立鴆 より 出立して 

ラ クン ど は 別の， 方面よ 

捨てむ こ- y」 を 求め 反省 

見 たれ ざ も實は 一 方に 

ざれ V- も 直接に 之れ を 

念の 種類 w して "タク 

o 

ビ を 分か つ 代 は， 9 に 印 


引かむ W したる 者 あり、 ビ f タ ，、ブ ラウ ン是れ な hs  (peter  .Brown 愛蘭 人、 n 1 クの監 


督 た- 9、一 千 七 百 三十 五 年に 死す )o 彼れ 論じて 曰 

ものの 知性に 於いて 存 する こ V」 なし ビ いふ 立鴆 

を 以て 得る，/」 ころの 外に 觀 念の 淵源 VJ いふ ベ き 

如き ものにして 外界に 關 しても 其の 他の 何物に 

観お の來 たる べき 道 は 唯 だ 五官に よ， 9 てす る 者 

原始の 觀念を 得 いふ は 誤れ bo 吾人の 知識 は 

の 知識に は直覺 的の も の、 論 證 的の も の、 或 は 他人 

あれ Vj も 畢竟す るに 其の 由來 する 所 は 一 ビ して 

人の 心の 狀態 を自覺 する こ w は爲し 得れ V> もこ 

を 以てする に は あら や、 故 に 吾人の 思想 力に 就き 

心の 作用 を自覺 する は正當 なる 意味に て 知識 ど 

感官 を 以てする ものの 外 (即 ち 感官 以上の もの) に 

す、 其 等に 就きて は 吾人 は 唯 だ 比喩的に 考 ふる を 


は く、 曾 て 感官に 於いて 無 か h- し 

より 正 當に考 ふれば 吾人の 外官 

ものな し、 吾 人の 心 は眞實 白紙の 

關 しても 本來 具有す る觀 念な し、 

あるの み、 其 の 他に 反省に よ， e- て 

觀 念 を 以て 形づくら れ、 而 し て 廿； ハ 

の 證 言 に應 やる もの 等の 種類 は 

感覺 にあらざる はなし。 ffi- し 吾 

は直楼 に 其 を自 する に て 觀~15 

て は 明瞭なる 觀念を 有せ す、 吾 が 

いふべき ものに あら や 0 されば 

就きて は 吾人 は 毫も 知識 を 有せ 

得る の み、 此 の 故に 砷を考 ふるに 
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二 七 四 

\ したる は- プュ ー リンに 在. 5 し 時な り。 一 千 七 百 四十 九 年に 故 國蘇格 蘭に 歸， 91 

Z 千 七 百 五十二 年に は ェ ，テ ィ ン ボ P 1 の 辯護士 會に屬 したる 圖書舘 の 監督者 VJ な 

メ り廣く 書籍 を 見る 機 會を得 こゝに 彼れ が 其 の 『諭 集』 に よ. 5 てよ， 9 も尙ほ 其の 名 を 

弘め たる 『英 國史』 を 著 はせ bo 彼れ が 此の 著 を爲す ゃ從來 史家の 多く 爲 したる が 

如き 唯 だの 戰爭史 たるに 止ま ら すして 風俗、 文學、 美術 等 凡 ベて 社會 上の 情 態 を も 

叙述せ， 9。 彼れ はまた 一 千 七 百 五十 五 年に -Natural  History  of  Religion" を 著 は せ り。 

一千 七 百 六十 三年へ ル トフ * ルド 侯が 平和 條約 締結の 爲 めに • エタ サイ ュに 使し 

たる 時 彼れ 其の 書記官 V」 して これに 隨 行し 巴 里府に 於いて 大に學 者社會 の默迎 

を 受け ルソ ー VJ も 相識れ bo 一千 七 百 六十 七 年より 同 六十 八 年に 至る まで 英國 

政府の 外交 事務 係 ビ して 其の 職 を 奉じ 其の後、 生地 ュダ" ンボ n  ，に 返隱 して 閑 

散なる 日月 を 送りし が 久しく 病みて 後 一 千 七 百 七十 六 年 八月 廿 五日 遂に 瞑す。 

\ 其の 著 "Dialogues  on  natural  Religion" は 彼れ の 死後 一 千 七 百 七十 九 年に 出版せられ た 

一 h -。 

及び ブラ  〔二〕 ヒ 1 〜ム に 先 きだちて" タ ク哲學 の 結論 を 感覺論 (sensualism) の 方面に 


して 彼れ が最ー 初の 大著に 論じた る 其の 哲學を 更に 世間に 發 表せむ が爲 めに 之れ 

を 改竄して 論集の 中に 入れた， 50 最^の 大著の 第一 卷 coftlsumlcrshm き IgJ は 『論 

集』 第一 一 卷 に" philosophical  Essays  concerning  Human  ullderstandillg:VJ せ ら れ、 前 者の 坑 一 一 卷 ("of 

Passions"} は 『論集』 の 第五 卷に "Diffiertatio 口な f  the  Passions"  W せら れ、 前 者の 第三 卷 (rof  Mor- 

als") は 『論 集』 第 三卷に "An  Inquiry  ooirning  the  Principles  of  Morals- ど 改められた -5a 

ヒ - 1 ム 自ら は 其の 熟成した る 思想 は 彼れ が^^ の 著作に あらす して 後の 『論 

集』 に 在り ど 云へ V- 後の ヒ ュ 1 ムを 論す る もの 多く は 其の 論集に 書き 替 へたる も 

の を 以て 哲學 上の 價 値に 於いて 劣れり vj なす。 彼れ が銳 利なる 批評 を 以て 從來 

の神學 及び 哲.. 學 に 於け る 主要なる 觀念を 打破した る 論の 中 r 論集. i に 於 いて は 幾分 

微弱 ビ な b 且つ 全く 省かれた る も あ， 90 彼れ が 何故に しかな しゝ かに 就きて は 

後人の 說く所 一 なら ざれ ざ、 畢 竟 彼れ が 前說を 飜しゝ にあら すして 唯 だ 時人の 惡 

意 を 買 ふこ W を 避け 成る ベく 一  般の讀 者に 入り 易から しめむ -v」 力めた るなら む 

VJ 考 へらる。 一 千 七 百 四十 七 年に は タレ..' ル將 軍 (St.  Clair) に從 うて 維納 及び- プ ュ 

，リンの 宮庭に 使し き。 彼れ が最- 初の 著作 を 論集の 4" に 書き 更 ふるこ さに 從事 
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二 七 二 

ボ "，なる 相應 の資產 ある 家に 生まれき o ェ， ティン ボロ ー 大學に 遊 び、 早 くよ り 

文筆 を 以て 一 世に 名 を擧げ むこ- y」 を 熟 望 し、 ま た 早くよ b 哲學的 問題に 其の 心 を 

用 ゐて新 思想 を 開かむ w 力めた るが 如し。 甞 てヒ. ホ コ ン ドリ ー を忠 へて 少 らく 

學問 上の 研究 を： 廢 し、 後 玄 ばらく 實 業界に 入り たれ V- も 彼れ は 永く 畢生の 名譽を 

得む £ 欲した る學 問より 離-る ゝ こ ど 能 は す、 や がて 佛蘭 西に 行き 靜 閑なる ど ころ 

に 居 を 卜して 止まる こ- yj 四 年、 其處に て 彼れ の 大著 j" 人間性 情 論』 (" Treatise  on  Human 

^p^cs„  belnra-  an  Attempt  to  mtroclucc  the  Experimental  Method  of  Keasonin?  into  Moral  subjects") の 著 

作に 從 事し 後 偷敦に 於いて 其の 第 一 卷 及び ニ卷を 一 千 七 百 三十 九 年に、 K の 第三 

卷を 一 千 七 百 四十 年に 發 兌せ り、 さ れ V- 此の 大著 は當 時世 人の 注意 を惹 かざりき o 

ヒ ュ ー ム 自ら 之. れ に 就きて 言 へ らく、 「此 の 書 は 活版より 死して 生まれた るな り、 迷 

信 家の 苦情 を惹さ 起こす 榮嬖 をす らも 得 ざ， 9 き」 VJ0 彼れ は實際 之れ がた めに 大 

に 失望し 更に 其の 名 を 揚げむ，、. - 欲して 一 千 七 百 四十 一 年に 其 の 『論 集』 ("Kgays  and 

Treatises  on  Several  Subjects  ") 第 一 卷を著 はし ゝ に颇^ 時人の 注意 を惹 きたる を 以て， 皮 

れは 一 千 七 百 四十 八 年より 同 五十二 年に 至る 間 更に 尙ほ 論集の 四卷を 出版 し、 而 


\ 體を說 ける w 更に 異なる 所なければ 也。 彼れ 自ら 說 いて 曰 はく、 罟 人の 觀念は 吾 

一 人の 精神の 作る 所に して 精神 其の物に あらや 精神 其の ものに 就きて は 吾人 は觀 

念 を 有せす VJO 然 らば 如何にして 精神 其の物の 存在 を 知り 得る か。 吾人 は そ を 

直接に 知識す VJ 彼れ の 云へ る 所 も あれ Vj 要するに 此の 點に 於いて は 彼れ の說け 

る 所 甚だ 明瞭なら や。 且つ また 彼れ が 因果律 を 取扱 ふ 仕方 は tl タクが デカルト 

_ の 爲しゝ 所に 傚 ひて 爲し たる V) 毫も 相 異なる 所な し、 而 して 此の 本體 及び 因果の 

一 ニ觀念 は是れ 即ち 究理 學 派の 哲學龃 織に 於け る大 柱石 ビ もい ふべき 者に して a リ 

^ ク すら 又パ ー クレ， すら 未だ 仲の 究理 學 派の 柱石 を 覆す に 至ら ざり き。 而 して 

こ ゝに銳 利なる 批評 を 用ね て 此の 二 大観 念 を 打破せ む VJ し. 而 して 遂に ：！ ッ クの 

唱へ 出で たる 經驗 主義 をば 其の 當 さに 到るべき 窮極の 所に 到達せ し め、 又 そ れ が 

爲 めに 近世の 哲學 思想に 甚大なる 影響 を與〕 へたる 者 をダ. 弁 ッ ド、 ヒ ュ ー ム ビ なす o 

第三 十九 章 ダ丼タ く  t  H 1 ム 

一 〔 一 〕 ダギ タド、 ヒュ ー ム (David  HUI) は 一 千 七 百 十 一 年 四月 二十 六； n ェ ，ティ ン 
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る 物 界を說 く を 要する のみ ビ0 是れ 即ち マ 

覺 する こ VJ を 得 や 唯 だ 物界の 模範 ビ して 祌 

VJ を 得る のみ ど 云へ る 論の 自然 に 到達す ベ 

念に も あら す、 ま た 吾人の 心に 於け る觀 念に 

排除した るな， CNO 

二 一〕 上に 開陳した る 所 を 以て も 知ら 

よ h- 出立して 其の 當 さに 到る ベ き 所に 到ら 

デカ \ トの 所說に 出立 點を 有し 居， 9 て或處 

^ トに 其の 思想 を 結び付け たる 趣 あ り、 從 ひ 

ひた ぶる 

義ょ， 9 一  向に 考察し 行かば 必然に 到達せ ざ 

中途に 止まれる 點 あり。 彼れ は {X タクの 謂 

物界 ならぬ 心界の 方面に 於いて は尙ほ 此の 

何 W なれば 彼れ の 謂 は ゆる 精神 は 唯 だ觀念 

其 を 結合せ しむる 所以の ものにし て、 此 の 點 


ブ ラ 

心 に 

結論 

あ ら 

、如 

VJ せ 

ま た 

ず 一 3 
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ゆ る 


ンシが 

存在す 

VJ して 

ざる 物 


る 者な 

タクよ 

口 タク 

ら ざ る 

本體の 


觀念を 維持し 

の 結合に あら 

に 於いて はデ 


吾人 は 直 

る 永久の 

、即ち 神の 

界を 無用 

クレ 1 は 

る が、 彼れ 

b も尙ま 

の 唱へ出 

所 に 進む 

觀念を 打 

た， 5 ど 云 

やして 觀 

カ^ト 學 


接に 物 界を知 

觀 < ^を 見る こ 

心に 於け る觀 

の もの W して 

& タ クの 思想 

の所說 はまた 

明らかに ダカ 

でた る經驗 生 

に 至らす して 

破し たれ Vj も。 

はざる を 得 や 

今 5 する 者 また 
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，ハ， クレ ー ビは獨 立に 其の 立場に 到達した る 者の 如し ひ され V」 彼れ がー 千 七 百 

や 三年に 公に せ る 11 大 鍵』 ("〇la\us  universalis,  or  a  New  Inquiry  after  T-nlth.beills?  a  Dem  mstrat-lon 

of  the  Non-existence  cr  Is  possibility  or  an  External  world  ") に 說 ける 所 は 幾分， ハ ー ク レ. I の說 

に 影響せられ たる 所 あるが 如く 見 ゆ o 彼れ 論じて 曰 は く、 吾 人が 現に 外物 を觀て . 

知覺 する 所 も 又 吾人が 曾て 知覺 したる もの を 想 ひ 起こす も 畢竟 其の 間に 强弱明 

不明の 差等 あるの みに て 皆 我が 鸛 念に 外なら す、 吾 人の 視る 世界が 吾人の 視る ど 

いふ 心の 作用 を 離れた る 外界 ビ して 存在すべき 箬 なし o 吾人の 視覺に 現 はれた 

る 所是れ 即ち 吾人の 心に 於け る觀 念た るに 外なら す、 吾 人に 見えた る 世界の 基に 

別に 見えす 知られざる 世界 を 置く は 全く 不用の こ ビ な， 00 吾人の 心の 外に 物界 

を 存在す る もの 見る は 矛盾の 見に 陷るを 免れ す、 故 に 諸哲學 者の 物界に 就きて 

說を爲 す や 同 一 の 物 界が或 者に よりて は签間 及び 時間に 於いて 無^限なる もの 

VJ せられ 他の 者に よりて は 際限 ある もの VJ せら る、 又 或 者 は 物界に 於け る 凡べ て 

の 物 を 以て 無窮に 分割 せらる な し、 他 の 者 は 然らす どなす。 畢霓 する に 觀念以 

外に 物界の 存在 を 說くは 無用の 事に 屬す、 唯 だ 神の 心に 於け る 観念 どして 存在す 
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二 六 八 

及び マ^  A 

論より 出立して 推究 したる 結論が 如何に 相 類似せ る 所に 到達した るか を認 むる 

1W の 比 

較。 こど を 得べ し o 盖しパ ー タレ ー の 所 說は& タクの 観念： i 即ち 其の 經驗生 義の思 

想に 結べる 所 あるが 爲 めに マ ルブラン シ の所說 VJ は 一 見 頗る 其の 趣 を 異にせる 

が 如く なれ V- も 細 思 すれば 二者の 說の 如何に 相 類似した るか を 見る は 少しも 難 

きこ どに あらす。 マル ブラン シ曰は く、 吾 人 は 萬 物 を 神に 於いて 見る VJ: ハ ー ク レ 

一 ！• は 曰 は く、 吾 人の 見る 天地 萬 物 は 神に よりて 與 へられた る觀 念に して 其の 模型 

は 即ち 祌に 於け る觀 念な， 5  VJO 

一 パ ー クレ ー ビ マル ブラン シ W が 其の 思想の 根柢に 於いて 如何に 親密なる 關係を 

保ちた るか はァ， サ 1、 コリ ャ -I がァ 〃ブラ ン シ より 出立して いたく パ ー ク レ 1- 

. \ のに 似通へ る 說を唱 へたる を 見ても 之れ を 知るべし Qf 翻^; 魏 5^ゎ 5 れ^》 I- 

^  ^  ^^^J^BHZ. コ リ ャ ふ fco ョ er 一  六 八 〇 II 一  七三 二) は バ 1 ク 

\ レ ー ビ 同じく 英國敎 會に敎 職を帶 びた る 者に して 彼れ 自ら 言へ る 所に 從 へば j 

千 七 百 三年に は a に 自家 @說 に 思 ひ 到れ hNW い ふ、 且 っパ ー クレ ー が 其 の 『視覺 新 

一 論』 を 公 に せ る 前年、 彼 れ が自稿 の 一 論文に 其の 說の 述べられ たる を 見る に 彼れ は 


S ン マ I パ 

のシ, レの 1 
比の プ說グ 

軾說 ラミレ 


に從へ ば、 神 の 直接に 吾人に 與ふ る觀 念，" ラ イブ 一一 タツに 從へ ば、 各 モ ナドの 自ら 念 

やる 所に 外なら す、 而 して 各モ ナドの 獨 立に 自ら 念す る 所の 相 合 ふ 所以 を說 明す 

るに ライブ - ッ ッは 豫定の 調和 を 以てして ォッ カジ ォ 論の 趣 を 傅へ たる 點に於 

いて デカルト 學 派の 二元論の 脈 を 引きた る もの どい ふべ し。 パ I クレ ー ど ライ 

ブ ュ タ ッ VJ は 同じく デカ ルト學 派の 二元論の 影響 を 受けながら 前者 は 二 元の 一 

方なる 物 界を沒 了して 無限 精神 即ち 神 VJ 有限なる 吾人の 精神 ど の 間に は 直接に 

影響を及ぼす こ VJ を 得ど考 へ、 後者 はデカ ^'ト 學派 にて 心 ど 物 VJ を 共に 本體 VJ 見 

而 して 其の 間 相互に 影響す る 所以 を 解し 得す VJ 考 へ たる 所 を 受けて 凡そ 本^ VJ 

して 存 する ものの 間に は 他よ. o 影響 を受 くる こぐ J の ある * へ き やうな し，、」 思惟せ 

るな， 90 ダカ マトに 於いて は 神の 觀念は 恰も 神が 吾人の 心に 與 へたる 印象の 如 

きもの w 認められ、 \1 ク レ ー に 於いて は 天地 萬 物に ついての 觀念は 凡べ て 神に 

與 へられた る ものな り VJ 認められき o 

〔一 〇〕 其の 說の相 類似せ る點に 於いて パ ー ク レ ー ど 比較す * へき は ライブ 一一 

タ ッょ hrv も 寧ろ マ ルブラン シな， 9。 此の 二者 を較 ぶれば 同ヒ くデカ タトの 二 元 
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なり。 かく パ ー タレ-' は 世 

たる 有限 精神の みな h- ど 見 

も、^ か いふ 意味 は箏ろ 精神 

〔九〕 實在 する もの は 皆 

VJ ライブ 一一 ッ ッ S は 其の 所 

ッの 所說は 凡べ て 明らかに 

?J 意識 VJ を 全く 相 合する も 

精神的の もの ど いふ も 不可 

く 精神的の ものな り。 無意 

デカルトの 說を 維持せ る 所 

たるな， 50 且つ又 ライブ 一一 

作用な VJ なし、 パ， ク レ ー 

盖し本 具し 居る ものの 開發 

，に 於いても 見る ベ から ざ 


に寶 在す る もの は 

た， 9。 故に 彼れ の 

論 (spiritualism)  vj 解. 

精神的の ものな り 

見 を 同じう す V」 い 

意識 を 具 へ 居る も 

の VJ して 見る 時 は 

なく 而 して 之れ に 

識な る 精神な し ど 

にして 之れ に對し 

ジ ッは 其の 謂 は ゆ 

は 自發の 開 展を說 

す. y」 いふ 思想 は デ 

る贺の ものな り o 


二 六 六 

神，、」 いふ 無限 精神 及び 神に 造られ 

論 は 或は 唯心論 ビ名 づけら るれ V」 

釋 すべき ものな hso 

VJ 說くこ VJ に 於いて は， ハ ー ク レ ー 

ふ： も 不可な し o され ノレ ラ イブ 一 一 ッ 

の をのみ いふ に 非す、 故に 精神 作用 

彼れ の 所謂 モ ナドを 形容して 半ば 

對 すれば バ 1 ク レ I の 云 ふ 所 は 全 

考へ たる ビ ころ 是れパ ー ク レ I が 

て ライブ -1 タ ッ獨 -5 新 見地 を 開き 

る モナ * トの 活勸を 以て 悉く 自發の 

かざる 點に 於いて 一 一 者 相 異なれり。 

力 ル ト學 派に 無き 所、 ま たパ， I クレ 

吾人の 觀る 天地 萬 物はパ ー ク レ I 


して 視る 天地 莴物 は是れ 神が 直接に 吾人に 思 ひ 浮か べしむ る W ころの 觀 念に 外 

な ら す、 而 して 斯く する 神の 活動に おの づ から 親 律 ある VJ ころ 是れ 即ち 吾人が 自 

然界の 法則 VJ 名づ くる ものな hso 吾人が 自然界の 出來事 を亂雜 ならす VJ して 信 

する は 神の 活勸が 理由な くして 親 律 を亂す ものに あらざる を 信 やる が ゆ ゑな り 0 

され v> 十分の 理由 ある 時に 於いて 神が 其の 活動 を 常 親 外に 出で しむる こど ある 

は 少しも 怪訝す ベ きこ マ j にあら す、 即 ち 奇蹟 vj いふ もの は 在り 得べ きものな hz 何 

VJ なれば 自然界^ いふ も舯 よ， 5 離れた る ものに あらす して 畢竟 神が 直接に 吾人 

の 心に 觀念を 起こす 其の 活動に 外なら ざれば な bo 而 して 吾人の 心に 起こさる 

る 其 等觀念 は本來 神の 心に 存在す る 永遠の 觀 念な bo 此の ゆ ゑに 假令 我れ 一人 

の 心が 其の 存在 を 失 ふ ビ も 世界 は 之れ によりて 其の 存在 を 失 ふに 非 や、 そ は 唯 だ 

我れ の觀念 どして 思 ひ 浮かぶ る 世界の 其の 存在 を 失 ふの み 他の 者の 觀念 どして 

は 世界 は 依然 VJ して 存 するな， 50 又假令 有限なる 造られた る 精神的の ものが 其 

の 存在 を 失 ふ ビも祌 即ち 無限 精神の 觀念ビ して 世界 は 存在す o 但し 神 を も 無き 

もの ミ考 ふるに 於いて は 其れ 以外に 如何なる もの も 存在す る箬 なき こ VJ 本よ. o 
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二 六 四 

たる 有限 一 あらす o 以爲 へら く、 吾 人の 俯仰して 見る 天地 萬 物 は 凡べ て 吾人の 觀 念に 外なら 

精神 w の . 

み  ざれ V- もな ほ 外界，/」 いふ 觀念を 吾人の 思 ひ 浮かべ 來たる は 何故 ぞ 0 若し 之れ を 

^ 解して 觀 念なら ぬ 物體界 云 はば 其の 誤謬なる こ VJ は已に 前に 辯 じたる が 如し 0 

Z 然れ ごも 其の 如き 外界 W いふ 觀 念の 起こる に はまた 然るべき 所以な かるべ から 

^ t 而 して 其の 所以の 何たる かを尋 ぬるに 吾人の 思 ひ 浮かぶ る觀 念の 中 吾人の 

隨意 にし. 得ざる もの あ b  、吾 人の 妄想す る もの、 y」 吾人に 不隨 意に 起こさる ゝ (所謂 

外 物 の) 觀 念 V」 は區 別せられ ざるべ からす。 後 種の 觀念は 吾人の 自ら 造 出 だせ 

る ものに 非 やして 寧 K- 吾人に 與 へられた る ものな り、 故 に 其を與 へたる 原因 は 吾 

人 以外に 存 せざる ベから や (こ ゝ亦パ ，ク レ ：ー はデカ タトに 倣 ひて 因果律 を用ゐ 

一 て考 へた 而 して 其の 原因 は 思考 し、 意 志す る もの 即ち 精祌 ならざる ベ か らす、 

\ 何- VJ なれば 觀念を 有せざる ものが 吾人に 觀 念を與 ふべき 狸なければ な， 50 

\ 而 して 其の 原因の 何たる かに 關 して は 吾人 は 我が 心に 實驗 する 所より 推考して 

其 を 吾人の 如く 精神的の ものな. 5  W 見る 外 他に 途な し、 而 して 斯く 天地 萬 物 どし 

て 吾人の 思 ひ 浮かべ 居る 觀念を 吾人に 與 ふる 原因 是れ 即ち 神な， 90 吾人の 俯仰 


I: 耩 てす 世  在 ミす心 

造 神 ふる に  すしる は 

らミ 無は存  。て も 知 

れ舯服 神 在  存の K 


る 心 物 二 元ら 一 方なる 廣 がれる もの は 遂に 觀念を 思 ひ 浮かぶ る ものなる 他方の 

ものの 中に 沒 了せられ たり。 是れ 即ち デカルトが 重き を 心 g 識 即ち 內舰 的赏驗 

に 置き 之れ を 出立 點 vj なした る こビが 其の ニ元說 ど 相 和し 難 < くして 遂に 打破し 

去られた る ものな， 50 

〔七〕 存在す ビは唯 だ知覺 さる、 の 謂 ひなり ビは是 れ物體 に 就きての 言に. し 

てパ， I ク レ， は 心 は知覺 する もの S して 存在す W 考へた ，5、 即 ち 觀 念の ある VJ 共 

に觀 念す る 者 あり ど考 へたり o 此の 點に 於いて は 彼れ はな ほ， テ カルトの 思想 を 

維持せ る もの ビ いふべ し o 佴だ 彼れ は 心 作用 を說き て、 そ を專ら 意志の 作用 .yj な 

し 靈魂は 意志な り どもい へり o 曰 は く、 吾 人の 思 ふ w ころの もの は 即ち 觀念 にし 

て 思 ふ 作用 は觀 念に あら す、 意 志な り。 意志 もて 活勸 する ものの 外に 實在 する も 

のな し。 故に 一 言 にして 言 へ ば、 唯 だ 精神的の ものの み 活動的の ものにして 唯 だ 

活動す る ものの み實 在す る ものな， 00 

〔八〕 かくの 如く バ， ク レ ー は 精神的の ものの 外に 全く 實在 する ものな しど 

論ヒ來 たれ V- も 彼れ は 決して 全く 吾人の 通常 謂 は ゆる 外界の 存在 を 否める に は 
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二 六 二 

レ， に 抛棄せられ た bo バ f ク レ ー が 物體の 存在 を 否める は 唯 だ " タ ク の立塲 

よ b せる のみなら やまた， テカ V ト學 派の 思想に 由來 せるな， 50 彼れ 曰 は く、 吾 人 

の觀念 V.- は 異な b. て 別に 物體界 あ， OVJ い ふ は啻だ 不用なる もの を 想像す る もの 

たるの みなら や 實に考 ふべ からざる こ. y」 な り、 何 vj なれば 我が 心の 思 ひ vj なる も 

の は 我が 觀念 以外に 無き を 以て 吾人の 物 體を思 ひ 浮かぶ る や 其 を 観念 w してよ 

b 外に 思 ひ 浮かぶ る こ VJ 能 は す、 然 るに 其の 觀 念に よりて 何故に 觀 念なら ぬ 物が 

思 ひ 浮かべら るゝ か、 人 は觀 念なら ぬ物體 ありて 而 して そ を 吾人の 心に 寫す S い 

ふ、 然 れ V- も觀 念なら ぬ ものが 何故に 又 如何にして 觀 念に 寫 さる ゝを 得る か， yjo 

是れデ 力 ルト學 派の 二元論に 立ちて 心 物 を相對 せしめ 而 して 結局 物 體界を 否め 

る ものな り o 以爲 へら く、 物 體の 存在 は 其れが 或 心 ある ものに 知覺 さる ゝビ いふ 

こ VJ に 外なら す l(osse  est  percipi)、 卽ち實 に 存在す ど 云 はる ゝ もの は 精神 及び それに 

思 ひ 浮かべ. らる、 觀 念に 外なら す ど。 彼れ は 此の 論 を 以て 唯 物說を 其の 根柢よ 

b 覆す の 利器 VJ 考 へた. 90 かくて 物體の 存在 は知覺 さる ゝ VJ 云 ふこ VJVJ 同一 に 

して 知覺 する こ VJ を 以て 其の 性 VJ する 心の 听造 VJ な り 了せ り、 デ 力 ル トが揭 げた 


の 


個々 の桕を 具へ たる 性質 ビ は 

最も 甚だしき 抽象的 觀念 にし 

の觀念 中に 入， 9 來 たる こ ビ な 

合に 外なら す。 例へば 此の 一 

の 性質 を 取， 9 除きて 而 して 後 

の机ビ いふ は 畢竟 其 等の 性質 

性質 は 凡べ て 吾人の 覯 念な り、 故 

し o 

〔六〕 かくの 如ぐ パ 1 クレ 1 

體 VJ 名 づけら るゝ ものに 就いて 

を墳充 する もの^ 云 ふ 外な く、 而 

が ゆ ゑ に、 吾 人の 觀念 以外に 其の 

すべから ざる こビな り o 是に於 

ふ ベ から ざれ V- もな ほ 外物 即ち 


別にし 

て、 吾人 

し、 吾人 

脚の 机 

に 何の 

相 結 


が 本 

云 へ 

し て 

観念 

い て 
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て 其の 性質 を 具有す る もの w いふが 如き は 

の 心 を 反省 すれば 實際 其の 如き ものの 吾人 

の 實際思 ひ 浮か ベ 得る 所 は 種々 の 性質の 結 

にっきて 云 は ば、 其 の 形、 大 さ、 重 さ、 色 等の 一 切 

殘 るべき もの あらむ や o 知るべし 此の 1 個 

合する に 外なら ざる こ ど を o 而 して 其 等の 

々物 は 畢竟 やる に觀 念の 結合な b  V」 いふ ベ 

體ど いふ 觀念を 打破した る は 専ら 物質的 本 

るな り。 物 體を何 ぞ^ 問へば 形 を 具へ 空間 

其 等 物體の 性質 は 吾人の 觀 念に 外なら ざる 

ヾし は 異なりた る 物體の 存在す る こ VJ は 承認 

P タ クが 吾人の 感官 を 以て 確實 なり VJ はい 

の 存在 を 知り 得- yj 說 きたる どころ 亦， ハ ー ク 

?>、 パ 1 タレ 1  二 六 一 


g を 以て す るな， 90 新く 

る もの は 言 語 なり o 例へ 

なる、/」 に 拘らす 人間 VJ い 

通性 或は 抽象的の もの あ 

應當せ る觀念 あり VJ 思 ふ 

に^の 極まれる 形 を 取. 5 

るに 個性の ものに 外なら 

れ亦 彼れ が B ックの 論に 

〔五〕 上 に 述べた る 第 

念の 存在 を 否みた る 論 V」 

に して、 之れ より 推 究し行 

改めら る べき か は 見る に 

め 得ざる 本體 w いふ 觀念 

意に 以爲 へら く、 本 體 VJ い 


二 六 〇 

一 觀念を 以て 多くの 物 を 代表せ しむる 所に 吾人の 用な 

ば 吾人 は 色 の黑 白、 驅 幹の 大小、 及び 其の 男女な る VJ 老若 

ふ 言 語 を 用ゐて 之れ を 表 はすが 如し o この ゆ ゑに 若し 

ぅビ せば 其 は 言語に 外なら す。 言語 あるが 故に をれ に 

ベから す VJO 此の パ ，タレ ー が 論に 於いて 名目 論 は S 

て 現 はれ 出で た bo 斯く 吾人の 思 ひ 浮かぶ る 所 は 要す 

やど いふ 彼れ の 論 は 心 狸 上 頗る 價値 ある ものにして 是 

更に 一 步を 進めた る もの VJ 見るべき 所な， 00 

1 性質， ヒ 第二 性質 ど の^ 別 を 除去した る； i,yj 抽象的 槪 

は 是れパ ー ク レ， が哲學 研究の 根本 思想 ビ なれる もの 

けば & タ クの 哲學が 如何なる 點に 於いて パ ー ク レ ー に 

難から や。 o タクの 哲學に 於いて 其が 正當の 位置 を 占 

は 正さし くパ T クレ ー によ て 排除せられ た， 50 其の 

ふが 如き もの は實際 吾人の 思 ひ 浮か ベ 得る もの に 非 や、 


ら す、 老 ならす 若なら ぬ 唯 だ 人間 W いふ 如き もの を 奈何で か 吾人の 心中に 思 ひ 浮 

かべ 得む や o 唯 だ 吾人が 一 個 物 を 觀るゃ 特に 其の 一部分に のみ 注意 を 向し る を 

得 ベ く、 而 して 其の 部分が 他物 、ヒ 相 類した る ものなる こ. y」 を 得る の み、 そ を 其の 個 

物の. 他の 部分より 引き離し 一 の獨 立なる 觀念ど して 思 ひ 浮か ぷるこ ど を 得 や。 

然れ ざ も 一 物の 一 部分に のみ 注意して そを考 ふるこ w を 得る が ゆ ゑに 其れに 就 

きて 吾人の 考 へ たる こ ど を 其れ VJ 同じき 部分 を 有する ものに 就きて 言 ふ こ- yj を 

得るな hso 例へば 一 つの 三角形 を騫 きて 數學上 其の 角度の 和 は 二直角に 等し ど 

論證 せむ に は 一 つの 抽象的 三角形 を 思 ひ 浮かべて しかす る こぐ」 を 得る にあら す 

して 特に 今薔 ける 一 つの 三角形に 就きて 論せ ざるべ から や、 され ざ 其の 三角形の 

大 さど 云 ひ、 又は 直角三角形な り ビ 云 ひ、 又は 鈍角三角形 ど 云 ふこ VJ は 論 證に關 係 

なき こビビ して 見る こビを 得る が ゆ ゑに 一 つの 三角形に 就きて 論證 せる こ VJ を 

他の 三角形に つきても いふ こ- yj を 得るな hNO 之れ を 要する に、 吾 人の 思 ひ 浮かぶ 

る 所 は 個々 の ものなら ざる ベから す、 唯 だ 其の 一 個の もの を 以て 他の 多くの もの 

を 代表せ しむる こ VJ を 得る の み、 即 ち 吾人が 一 種類の もの を考 ふるや 其の 個々 の 
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二 五八 

1 ク レ ー が 口 ッ クの 所說に 於いて 未だ 整 はやして 中途に 止まれり し點を 改めて 

ベ き な り o 

出立 點ビ もい ふべき は 其が 抽象的 槪念 

存在す る 所の もの は 個々 物な り、 さ れ ざ 

我が 心の中に 其が 槪念を 形づくる を 得 

く、 吾 人 は 其の 如き 槪念を 形づくり 得る 

ものに あら す、 是 れ 吾人が 心 作用 を 自ら 省みても 明らかなる こ VJ な hN  、吾 人の 思 ひ 

浮かぶ る 所 は 或 一 つの 特殊の 相 を 具へ たる ものに 限 る、 其 れに 明瞭 不明瞭の 差 こ 

そ あれ 兎に角 一 殊相を 具へ たる 観念なら ざる ベから す。 若干の 事物に 共通なる 

性 をのみ 思 ひ 浮かぶ る ビ いふ 如き こビは 到底 爲し得 ベ から す、 例 へば 運勸 ビ いふ 

こ ビ を 思 ひ 浮かぶ るに も 速く もな く、 遲 くもな  <  、右 せす また 左せ ざる 運動 W いふ 

が 如き もの は 到底 思 ひ 浮かぶ るに よしな し、 若 し 浮か ぶれば そ は 必す何 ほ V- かの 

速力 を 具へ 何方へ かの 方向 を 取り 行く 運動な り o 人間 VJ いふ 觀念を 思 ひ 浮か^ 

る も亦然 う、 色 白から す又黑 から す、 軀 高から す 又 低から や、 男 にも あらす 女に も あ 


抽象的 * 

念の 馼 

鼕。 


其が 正當の 結論 を發 表した る もの w 見る 

〔四〕 次ぎに パ ー クレ ー が 心理 硏究の 

の駁擊 な. 90  n タク は 曰 は く、 凡 ベて 實に 

吾人 は 個々 物に 共通なる 性質 を 抽象して 

VJO パ ー クレ ー は 更に 一 步 * を 進めて 曰 は 


て签間 上に 於け る 物體の 一 切の 

VJ 見ざる ベ から ざれば な り o  H 

目 もて 感 する 色 等 は 主観的 なれ 

る さは 主觀 的なら す ど せる 理由 

性 ど いふ もの も 究竟す る 所 吾人 

たれる 鼴 念に 外なら す。 (パ ー ク 

一 性質 V」 第二 性 賀ビ を區 別せ ざ 

ス はこれ を區 別せ る もの VJ 見る 

くの 如く 空間 的 關係は 吾人の 視 

る ものに 外なら す" ジ クの語 を 

1 ク レ 1 の 結論 は、" タ ク によ h> 

き 所に 持ち 來 たれる もの ど 見 ざ 

却し 去りて 其 等 を 凡べ て 吾人の 

らぬ 物の 存在す VJ いふ MJ の證據 


狀態も 凡べ て 吾人の 主觀 的に 思 ひ 浮かぶ る もの 

タ クが第 一 及び 第二の 性^; を說 きて 唯 だ 吾人の 

V！ も廣 がり を 有し 遠近 を爲す もの，、 J して 物 を 見 

は是に 至りて 全く 破れた hso  0 タクの 所 謂 塡充 

が 手 を 以て 物に 觸れて 障礙を 成す る感覺 よ， 9 來 

レ ー に 先き だち て は ホ -ソ ブ ス又ォ タ 力 ム等 は^ 

る 方に 近よ り、 デ 力 ル ト 及び 古、 く は * テ， モ クリト 

ベ く、 而 して & ッ クは 此の 後者に 從 へるな り。) 斯 

覺を 以てする 感覺 ど觸感 VJ の 結合に よりて 生す 

假 うて 云へば 一 の 狻雜觀 念に 外なら す どい ふパ 

て 始められた る觀 念の 硏究を 其の 當 さに 行く ベ 

るべ から や。 第一 性質 及び 第二 性質の 區 別を毁 

心に 思 ひ 浮かぶ る觀 念に 外なら す ど な し. 觀 念 な 

は 其の 中よ 得べ からす ビ見 たる 听、 是 れ 即ち バ 
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な. 90 視覺の 示す VJ ころ 

此の 故に 同 一 の 月 にても 

望む にも 其の 時の 氣 象の 

術に よりて 視覺を 得た る 

るが 如く 見えたり VJ いふ 

觸覺ど 視覺 VJ の 結合す る 

る 成覺に 吾が 心 を 以て 附 

云 ふ は 恰も 目 を 以て 吾人 

さ S 云 ひ、 遠 近 ど 云 ひ、 此 等 

附加 する 所の 髒 係なら、 而 

吾人の 知覺を 離れて 客觀 

〔三〕 上に 述べた るパ 

延 いて 知識 論 上 頗る 重大 

の 所謂 第一 性質 及び 第二 


二  W 六 

は 寧ろ 物體の 大さ^-距離 VJ を 示す 記號 たるに 過ぎす o 

或は 大に 或は 小に 見え 又 同じく 谷 を 隔て ゝ同 一 の 山 を 

有樣 によりて 或は 遠く 或は 近く 見 ゆ。 生来の 盲者が 醫 

時に 凡べ ての 物^ 遠近 を爲 さすして 悉く 皆 眼に 附 著す 

も 亦 一例 證な り。 物の 大さ VJ 云 ひ 其の 距離 ビ云ひ 畢竟 

によ. O て 思 ひ 浮か ベら るゝも の、 即 ち視覺 によ hv て 得た 

加す る 所 あるに 起これるな り0 目 を 以て 遠近 を視る VJ 

の 顔色に 喜 怒哀樂 を視る VJ 云 ふが 如し o 運動 ど 云 ひ、 廣 

は 凡 ベ て感覺 にあら すして 寧ろ 吾人の 心 を 以て 感覺に 

して 其れが 感覺 相互の 關 係な hs ど 云 ふこ VJ が已に 其の 

的に 存在して 居る ものに あらざる こど を 示すな- 50 

1 ク レ ー の 視覺論 は 心 狸學上 j の 新生面 を 開き 出 だし 

なる 結果 を來 たし ゝ ものな bo 其の 論に 從 へば： X タク 

性質の 區別は 破れざる ベ から す、 そ は 物の 廣さ も、 又 從 ひ 


.9 き o 彼れ の 著書 は 其の 文章の 美 はしき を 以て 知らる。 上に 擧げ たる 著作の 外 

『アル シフ & ン』 ("Alciphrcm  or  the  Minute  Philosopher" 一  千 七 百 三十 二 年) 『ティリ ス 』("syris" 

1 千 七 百 四十 四 年) 等 あり。 

〔二〕 パ？ クレ ー は & タクが 硏究の 問題 を繼 ぎて 吾人の 觀 念の 起原 を考 へ、 而 

して 其の 知識 上の 價値を 明らかにせむ どせ り0 而 して 彼れ が 此の 研究に 於いて 

新路を 開き 出 だせる は 其の 視覺新 論な bo 彼れ 論じて 曰 は く、 吾 人 は 眼 を 以て 直 

ちに 物 體の大 さ 及び 遠近 を 見る が 如く 思 へ Vi 實 は然ら す、 吾 人 が 今、 唯 だ視覺 のみ 

を 以て 斯く 距離 及び 物 體の大 さ を 見る が 如く 思 ふ は 久しき 經驗の 結果に して 其 

の 起原 を考 ふれば 他の 感覺 即ち 觸 感 (現 今の 心理 學 上の 語に て 委しく 云へば 筋肉 

運動の 感覺を も 合め たる 者) に よりて 得た る 經驗を 視覺に 結び 附け たるに 起これ 

るな bo 盖し手 もて 探， O 足 もて 步み たる 心 持が 基礎 どな り、 吾 人の 眼に しか ヒか 

見 ゆる もの は 手に 觸る 、時 かぐの 如く 感 じ、 ま た 其の物に 觸る ゝ までに は 如何 は 

V」 脚の 運動 をな さざる ベから ざる か- yj いふ mj が 眼に 見た る 感覺に 結合し 來 た， 5 

て 後に は 目に 見た るの みに て 直ちに 物 體の大 さ VJ 距離 ど を 心に 浮かぶ るに 至る 

西洋 哲學史 近世 哲學 第三 十八 草 ジョ ー ジ、 バ ー クレ ー  二 五 玉 


二 五 四 

伴 ふ 少なから ざる 收入 W 共に^ の 位地 を棄 てて 北 亞米利 加に 行き 其 處に敎 化 を 

布 かむ、 と を 思 ひ 立ち 遂に 政府の 補助 を受 くべき 約束 を 得て 大西洋の かなたに 航 

し 居 を o 1 ド、 ァ イラ ン ドにト して 彼れ が 歐洲に 在りて は 行 ひ 難し vj 見た る 其の 

狸 想 を 新國に 試み 其の 人々 をして 自然なる 生活 を 送らし め文藝 及び 宗敎を 布き 

て 彼等 を 新ら しき 敎 化に 浴せ じめ む S 企てた， 9。 され ど 政府が 其の 約束 を 守ら 

ざ. O しが 爲め大 なる 困難に 陷， C 數 年間 自費 を 以て 支へ しが 遂に 之れ が爲 めに 自 

己の W 產の 大部分 を も鄹ち 一 千 七 百 三十 | 年 遂に 空しく 其の 故國に 歸れり o 1 

千 七 百 三十 四 年 監督の 職に 擧 げられ 彼れ は 之れ を辭 せむ ビ欲 したれ V- も 國王之 

れを 許さ ざ， 9 き。 彼れ が 其の 監督の 下に 在る 區 域の 人民に 對 する や 貧者 を救恤 

する 等 種々 の社會 上の 事業に 力 を 致したり。 一 千 七 百 五十二 年 居をォ ッ ク ス フ 

オ^ドに 移し ゝが 翌年 一 日讀 書し 居け る 時 急に 心臓麻痺 のために 逝， 9 ぬ o 

バ， ク レ ー は啻 だ哲學 及び 宗敎 上の 事 抦に心 を 傾けし のみなら す、 自 然科學 の 方 

面に も廣く 其の 眼 を 著け 且づ 社會 上の 問題に も 注意 を 怠ら や、 其 の 歐洲に 旅行せ 

る 時の 如き 諸國の 風土 風俗 等 を 始め どして それら を觀 察する こ VJ に谏 かなら ざ 


に 入りて 學べ hvo 彼れ は 夙に 心 を 哲學の 硏究に 傾け 意.^ なき 諸 多の 签潆 な. る抽 

象 的 觀念を 去 b  、直 接に 吾人の 實驗し 得る こ .yj に 基づきて 其が 思想 を 運ば し、 而 し 

て 其の 結采 W して 知識 VJ 信仰 w の爭 ひを徘 除せ むぐ」 心掛けた bo 彼れ は 一 千 七 

百 〇 九 年 其の 最 1 羽の 著作に して 心 狸 及び 知識の 論に 於いて 一 新 見地 を 開きた る 

著書， 視覺新 論』 ("New  Theory  of づ isiso を 著 は し、 其 の 翌年に は 彼れ が哲學 上の 大著 一. 人 

知の 原 狸』 ("principles  of  wllman  Knowledge") を 公に せり。 其の後 倫 敦に來 たりて 某處 

の 文 學社會 に 交 は り、 お の 學 識、 好 尙 及び 其の 性質の 温雅に して 君子の 風趣 ある を 

以て 大に 交友の 敬愛 を受 け、 ま た 其等當 時の 文士  £ 交 はり を訂 せし 所より ス ティ 

1^ の發 兌し 居た る雜 誌 『グ ァ ー ， テ アン JTThe  Guar(lialo に 投書せ る こ VJ あ り、 其 の 後 

ビ ー タ， ボ "ー 侯が シ 、リ， に 使す るに 侍して 往け. 50 千 七 百 十三 年 對話體 に 

ものして 文章 美 はしき 『 ふ ィ ラス VJ フ ィ P  ノクス W の對 話』 ("Three  Dialogues  between 

Hylas  and  philonous") を 著 はし、 尙 ほ 後に は歐洲 大陸 を 旅行して 巴 里府に 在. o し 時には 

マ〃 ブラン シに會 して 盛んに 哲學 上の 論議 を鬪 はした る こ W も あ， 50 一千 七 百 

二十 四 年に は英國 敎會に 於け る 一 敎職を 授けられたり しが 後 彼れ は 其の 敎 職に 
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吾人の 知識の 發 達する に從 ひて 其の 観念の 浮かび 來 たるべき 條 件の 具 はる 時に 

始めて 浮かび 來 たる もの を 生得 w 云 はば 一切の 觀念は 等しく 生得 ビ云 はるべき 

なり ビ。 ライブ 一一 タク は 曰 は く、 實 に 然 り、 漸 次に 發 達の 條 件に 從 ひて 吾人の 心識 

に 浮かび 來 たる.^ いふ こど は 其が 本 具の ものな り ビ いふ こ W ど 決して 相 容れざ 

る こ- yj にあら す VJO 即ち ライブ-  "ッ によ， 5 て は 生得 どい ふこ ビ が， テ カルト 及 

び 其の 繼續 者に 於け る ど は 異なる 新ら しき 意味に 解 せら れ、 而 して * タクの 非 生 

得 說に對 して 頗る 意味 深き 反對の 見解 をな せるな- 5。 

予輩は 次ぎに " タ クの 創始した る 観念 の硏究 及び それに 基 づける 哲學 (ideal  syste ョ) 

の 爾後の 發達を 叙せ む VJ する に當 た. 9 先づ 口 タ ク の立鴆 よ， 9 して 當 さに 引く ベ 

き 結論 を 引き出 だした る 者 どして 吾人の 注意すべき パ ー ク レ， の 哲學に 移らむ o 

第三 十八 章 * レョ u ジ、 バ ー クレ 1» 

二〕 ジ - 1 ジ、 パ ー タレ ー (George  Berkeley) は 一 千 六 百 八十 五 年 愛蘭に 生ま る、 其 

の 家 はも W 英吉^よ， 5 移住せ る ものな， 5。 ダブ リ ン なる トリ - ティ ー、 力 レ タ ジ 


なりたれ ざ 右論ヒ たる 所に よりて 知らる ゝ 如く 彼れ が 所 說には 整頓せ ざる 所な 

ほ 甚だ 多く 從 うて 種々 の點に 於いて 批評 を受 くる こ ビ を 免れ ざう き o 一方に は 

彼れ VJ は 反對の 立場より して 其の 說を 批評し 得る ビ 共に 又 他方に は 彼れ の立撝 

に 在りて 彼れ が說の 中途に 彷徨せ る 所 ある を 改め そ を 其の 當 さに 進む ベ き 所に 

進まし むる を 得。 前者に 屬 する 批評の 中 最も 有力なる もの は ライブ 一一 ジ ッ によ 

,9 て爲 された. 9。 ライブ 一一 ッ ッが 批評の 最も 深く  & タ ク の學說 に觸れ たる 點は 

其の 說を 以て 吾人の 心性 作用に 於け る 無意識的 方面 を 看過せ る もの VJ なす 所に 

在 り0  & タク は以爲 へら く、 吾 人の 心に 本 具す る ものなる 以上 は 其 は 我れ 自らに 

意識せられ ざるべ からす VJO ライプ 一 一 ッッは 曰 は く、 否 必す しも 然らす 吾人の 葸 

識は 其の 極め セ 漠然たる ものより 漸次に 發 達し 來 たる ものな り、 知 識の進 步は其 

の 1 初め 可能 的に 具へ たる もの を發撣 し來た り 、初 め 無意識的に 爲 せる 作用 を 漸次 

に 意識し 來 たるに 在 ，9、 吾 人の 心性に 本 具せ ざる ものにして 他より 入. 來た hN 

得べき ものな し- yjo  P タ クは曰 はく、 吾人に は 一 ど して 生得の 觀きて ふ ものな し 

VJO ライブ 一一 タツ は 曰 は く、 吾 人の 觀念は 悉く 生得な， 5  VJO  " タ クは曰 は く、 若 し 
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第二の 區 別を爲 して 前者 は 唯 だ 吾人 

體 其の ものに 離れざる ものな， 5  W い 

み觀 念に 對 して 尙ほ 外物の 實在 する 

就きて 口 ッ クの所 說に改 むべき 點の 

論 やる や 其の 言 頗る 錯雜せ る 所 ある 

たるが 如く  U タ クは 本より 賁 驗哲學 

の なれ ざ も徼ほ 彼れ が 如何に 多く ダ 

て 見る に 難から や、 而 して 其の ダカ 

實は、 デカ \ ト VJ 共に 其の 共通の 淵源 

あるべし。 ロック は 明らかに ォッカ 

ラ學 者の 脫し 居ら ざり し而 して、 デカ 

來 たれる 要素 をも繼 承せ る 所 あり。 

V, もな ほ 明らかに 其 を 學び たる 痕跡 

の， 學說は 歐洲の 學問界 に 一 大潮 流 を 起 


の 心に 觀 念 ビ して 

ふ。 され ざ 何故に 

あり- y」 いふ こ, y」 を 

存する は 見 難き こ 

な り0 

の 要旨 を先づ 最も 

カ^ト 學 派の 思想 

トに負 へり jvj 昆ゅ 

なる ス コ ラ學 者の 

ム 等が 唯名論の 系 

ル トに傳 は.^ て 彼 

彼れ はス コラ 風の 

を 止めた， 90 

こして 哲學上 多く 


二 五 〇 

存す るの みなら 

此の 種の 性質に 

知り 得る か o 此 

S に 非す。 彼れ 


明 ら. 

を 維 

る VJ 

思 想 

統を 

t 力 

學 問 


かに 唱へ出 

持し 居れる 

ころの もの 

に. W おする 

引ける ，/J 北ハ 

唯狸學 派の 

に賺焉 たら 


の 學說の 淵源 ど 


せ り0 然るに 彼れ が 吾人の 知識の 起原 を說く 所に 從へ ば、 吾人の 最ー初 に 知る Vi こ 

ろの もの は 個々 の 事柄に 外なら す 0 故に 彼れ の說 によれば 實 物に 就きての 吾人 

の 知識 を 律し 得る 遍 通の 理ビ しての 因果律が 何 ゆ ゑに 直覺 的に 吾人に 明らかに 

認めら る ゝかを 解し 難し o 畢竟 彼. れの何 心なく 因果律 を 取 h- 极 へる 仕方 は 少し 

も 他の 唯理學 派の 論者 S 異なる 所な し o 

彼れ はまた 吾人の 知識 は觀念 W 魏念 ビの關 係を認 むる ものに 外なら ざるが ゆ ゑ 

に觀念 其の ものの 外に 出 づるこ ビ 能 はす .yj いふ こビ を屢！ 明 言 しながら 猶ほ 吾人 

の 知識の 中實在 物の 有無 を認 むる もの あり 、、」 なせ， 90 以爲 へら く、 我 れの 存在 VJ 

云 ひ、 神 の 存在 ど 云 ひ、 是 れ唯だ 吾人の 心に 在る 觀 念の 存在 をい ふに あらす して 觀 

念 以外に 本體 vj しての 存在 をい ふな hv  、ま た 吾人の 感官 を以 て (全 く 確實な .5 ビは 

云 ふこ ざ を 得 ざれ V- も) 外 物の 存在 を 知る こど を 得 VJO され V- 觀 念，/」 觀念 w の 關 

係に のみ 止まる 知識が 何 ゆ ゑに 觀 念に 對 する 實在 物の 上に 及び 得る か o  5- タク 

は觀 念の 合不合 VJ いふ こ VJ の 中に 觀念 VJ 其れに 對 する實 在 物 の 關係を も 籠め 

む vj すれ Vj も是れ 明らかに 彼れ の爲し 得べ からざる こ ビ なり。 彼れ は 物 體の性 

西？ 1 哲學史 近世 哲學 笫 ！ー 一十 七草 ヂ ヨシ、 n タク  二 四 九 


二 四 八 

れる 所に 外なら やして それらの 觀念 以外に 其れに 對應す ベ き 實在物 あるに あら 

す vj 說き たれ V- も、 本 體ビ いふ 觀 念に 於いて は 其れに 對應 する 實在物 あ. 5 ビ なせ 

50 され V- 彼れ が 知識の 淵源 を說ぐ 所より 考 ふれば 怦の 本體ビ いふ 觀念 は何處 

より 來 たる べき ものなる か を 認め 難 し、 外 官 によ， 9 て來 たる ものに も あらね ば、 ま 

た 外官 によりて 來 たる 觀念を 結合せ しめたる 單純狀 態 及び 雜合狀 態の 觀念 にも 

あ ら や、 又 觀念 相互の 關係 にも あら や、 遂 に 本體ビ して 指す 所の ものの 觀 念の 來た 

る 所以 を 解し 難し。 是に 於いて & タク は本體 V- 稱 して 措す 其の物の 何たる か は 

吾人の 知識す る 所に 非す VJ して 其の 觀 念の 價値を 蔑視し 其の これ を 言 ふ 口吻 は 

大に， テカ 〃ト 及び ス ピノ ー ザ.、 J 異なりながら なほ 其の ものの 存在 を 承認せ. 00 

こ ゝ亦& ウタが 猶ほ， テ カルト 學 派の 耩 絆に 繫 がる ゝ所 ど 云 はざる ベから す。 

P タ ク はまた 關 係の 觀 念の 一 種 ビ して 因果 ど いふ 觀念 を擧 げ、 而 して 關係 ど 名づ 

くる もの は 吾人の 心に て 觀念を 比べた る 上に のみ 存在す る ものにし て、 實 在 物 を 

示す ものに あらす ど 云 ひなが ら、 此 の關 係の 觀念を 根據ビ して 神の 實在 を證 せむ 

せ. 00 且つ 彼れ は 因果律 を 以て 遍 通の 價値を 有して 直覺 的に 明瞭なる もの ビ 


言に い へ ば、 彼 れが觀 念 を 取， 9 扱 ふ 

如き もの VJ なせ bo 此の 點に 於い 

VJ 云 はざる ベから す。 佴し 彼れ は 

在す る 觀念を 以てする 作用に 外な 

どして 存在して、 其 等觀念 其の もの 

れ に附屬 せる こ VJ にし て、 を れ は 一 

hN て 表示 せらる ゝ こ VJ の 外に あら 

る ものが 何 ゆ ゑに 多くの 個々 の 物 

得來 たる かど 云 ふこ VJ の說 明は猶 

人の 有する 觀念は 某が 存在の 相に 

きなが ら、 な ほ 時に 觀念 相互の 間に 

說 ける は 畢竟 彼れ の 知識 論に 於い 


や 恰も これ を 以て 一 定不變 の 關係を 具へ 居る 

て は & タ クは 唯理論 者の 考へ方 を脫し 居らす 

吾人の 推理 ど 云 ひ 知識 ビ いひ 皆 吾人の 心に 存 

らす W な し、 而 して 其 等 觀念は 唯 だ 個々 の もの 

の遍 通なる にあら や、 遍 通- y」 いふ こ ど は 唯 だ そ 

個 物の みならす 多くの 個 物が 其の 一 觀念 によ 

やど 云へ り 0 然れ V- も 一 個の 觀 念に 外なら ざ 

を 表示し 得る か、 換 言 す れ ば、 何 ゆ ゑに 遍 通性 を 

ほ 彼れ によりて 明らかにせられす。 彼れ は 吾 

於いて は 畢竟 個々 の ものた るに 外なら す vj 說 

遍通 不動の 關 係のお のづ から 具 はれる が 如く 

て 相反 對 せる 二つの 動機が 錯綜せ るが ゆ ゑな 


P ザ ク はまた 闥 係の 觀念 及び 雜合狀 態 V」 名 づけた る 钹雜觀 念 は 皆 吾人の 心の 造 
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,9 得る ものなら ね V* それ は外官 により 

にして 吾人の 心性に 具す る 活動 vj 云 は 

一一 タ ッが 吾人の 知性 其の もの は 感官よ 

は & タクの. 必ゃ しも 否める VJ ころに あ 

觀念ビ 共に 吾人の 心 作用 を も 說き而 し 

るべ から ざれば な， 90 盖 し威覺 よりす 

處に 於いて は 吾人の 心 は所勸 的な り？」 

する は 心の 能動的 作用，/」 云 はざる ベ か 

勸 的に 造， 5 出 だせる ものに あら ざれ ざ 

ざる ど は 心 其の ものの 作用に 在， 9 て 他 

較し 結合した る 以上 は 其の 觀 念に 具 は 

クは 其の 観念の 關係を 見て 恰も 觀念其 

考 へ、 吾人 は 唯 だ そを發 見す る を 要する 

むる こ ビに存 する 吾人の 知識 は 彼れ に 


二 四 六 

て 得た る觀念 W はおの づ から 別なる もの 

ざるべ から や。 此の 處ょ b 見れ ば、 ラ ィ ブ 

り來 たれる もの w 云 ふ ベから や w 說 ける 

ら や、 何 ビ なれば 彼れ は成覺 によ ^'て 得る 

て 此の 心 作用 は 寧ろ 能動的の もの ビ見ざ 

る 觀念は 經驗に 待たざる ベ から や 即ち 其 

謂 はる ベ けれ V- 其 等の 觀念を 比較し 結合 

ら す。 a タクに 從へ ば、 觀 念 は本來 心の 能 

も 其 を 比較す る- y」 せざる -yj  、結 合 す る € せ 

に 待つ 所 あるに あら や、 而 して また^ を 比 

れる關 係を發 見せざる を 得 や o 而し 

の ものに 必 具して 離れざる ものの 如くに 

のみ ビ 思惟した るが ゆ ゑに 其の 關係 を認 

よりて 镉通 必然の もの どせられ た. 90 一 


且つ また tl タ クが 心理 上觀念 生起の 順序 を 論す る や、 外官を 先き な る もの ビ して 

之れ に 重き を 措き たれ V- も 後に 知識 上の 價値を 論 やる に 及びて は 其の 輕重を 倒 

まにし 吾人の 內官 によりて 發見 する 所の もの を 優れり どせ り。 盖し 感官 上 外 物 

の 存在 を 知る 知識 は 彼れ に 取 て は 全く 確實の もの どい ふ を 得 や、 其れ .ヒ 異な h- 

て 吾人が 內省 的實驗 によりて 我れ の 存在 及び 觀念 相互の 關 係を認 むる 知識 は 全 

く 確 費なる ものな. 00 此の 點亦 明らかに デカルトが 哲學 思想の 痕跡 を 止めた る 

ものな り o 

P タク はまた 吾人の 心 を 白紙に 譬 へて 吾人の 観念 は 凡べ て 吾人が 所 動的に 受け 

入る、 ものなる かの 如くに 說け hso され V- この 有名なる 白紙の 譬喩 は 彼れ の 本 

意 を 表 はすに は 不適 當なり ど 云 はざる ベから す。 彼れ が 所謂 經驗說 は 固よ 叩 

だ 吾人の 知識 の 淵源 を 五官に よりて 得る 感覺 のみに 歸 する 感覺說 S は 異な bo 

彼れ は 別に 內官 によ， 5 て 得る 觀念 を說 ける のみなら や 其の 觀念 を何處 より 得る 

かビ尋 ぬれば 其 は 吾人が 外官 によりて 得た る 觀念を 以てする 我が 心 作用に 就い 

て 得るな り。 而 して 其の 心 作用 はも VJ よ b 外官 によ， て 得た る觀 念な くして 有 
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二 四 四 

たる こ. yj はも vj よ， o なれ V- 、其 が枭 たして 眞に 神の 證 言 w せらる ゝ狸由 あるか 否 

かを定 むる は 畢竟す るに 狸 性の 範園內 の 事、 xJ 云^ざる ベから や。 

〔一九〕 以上 "タクが 吾人の 智識の 起 M  、成 り 立 ち、 界 限 を 明らかにせむ vj て說 

き 出 だした る 彼れ が哲 學、 即 ち 世に 彼れ の經 驗哲學 ど 名づ くる ものの 耍頜を 陳述 

しぬ る が、 今 顧みて 委細に 其の 哲學 思想 を 成せる 要素 を考 ふれば 著る く ダカ \ ト 

學 派の 唯理的 學說 に由來 せる 動機 を認 むる さ を 得。 P ックが 吾人の 觀 念の 淵源 

に 二種 あ りビ して 外官 w 內官 どを說 ける 所に 於いて ダカ タトの 二 元說が 其の 形 

を 装うて 潜める こ ど 明らかな b  、彼 れが物 體の第 一 性質の 或 成， 9 立ちが 何故に 第 

二 性 賀の或 もの を 吾人に 思 ひ 浮か べしむ る か、 換 言 す れ ば、 物 體 分子の 種々. の 結合 

及び 運動が 何故に 吾人の 意識 上の ものなる 感覺を 起こし 來た るか は 了解す る こ 

，、J 能 はす， 乙 云へ る 所の 如き は 正さし く， テカ タト 學 派の 口吻な bo  U タ クに 取り 

て は. テカ ^'ト に 於け るが 如く 心 作用 ビ 意識 ビは同 一 不二の ものにして 心に 思 ひ 

て 其 を 意識せ ざる こ S なし VJ せら れ、 而 して 所謂 意識の 作用 VJ 物體 の運勸 w は嚴 

然， /J して 相 對峙す VJ せられお り。 


に 道理- yj 信仰 vj を相對 せしめて いふ 時 は 前者 は 吾人が 其の 狸. H を 親しく 我が 經 

一 驗 上に 求む る こ， y」 を 得る ものにして 後者 は 神の 與 ふる 證言 を以 て 確實な る极摅 

z  w する 點に 於いて 兩者は 相 異な bvj いふ を 得。 この ゆ ゑに 宗敎 上の 信仰に は 吾 

一 人の 理性 を 以て 親しく 發 見し 得ざる もの あ り、 さ れ ，s 此等も 決して 全く 信 やべ き 

| 道理な きものに あら す、 何 ビ なれば 十分の 理由 ありて 神の 證 言 を確實 なる もの VJ 

一 すビ云 はば 其れ ほ V- の 道 狸 は 其處に 存在 すれば な， 9。 され V- 右爲 せる 如ぐ 道 埕 

一 V」 信仰 ビ を區 別して 云へば 後者 を 以て 道 狸 以上の もの V」 なす を 得〕 斯 かる 趣意 

| に 基づきて & タク は 中 世紀の 哲學 者以來 巳に 唱へ來 たれる 區 別に 從 ひて 合 理、 待 

一 狸 及び 超理の 三種 を 別 か ち、 宗 敎上悖 狸なる MJ は 固よ， 5 信 せらる ベ から ざれ V- も 

^ 超 狸の 事 はよ く 信せられ 得る ものな b ど 云へ， 90 されば 宗敎 上た だ 吾人の 狸 性 

一 を 以て 定め 得る 所の ものの 外に 天啓に よ， 5 て 示さる  >  もの あれ v-是 れ舉莧 前者 

を 補充 し、 そ を 更に 擴張 せる もの VJ 見る を 得、 何 w なれば それが 天啓なる こ W の證 

據 (即ち そ れが 眞實に 神の 示現な b ビ いふ こ VJ の 證據) は 終に 吾人が 理性の 刿斷に 

一 訴 へざる ベから ざれば なり。 但し 神の 證 言 たる 以上 は 其が 吾人の 信 やべき もの 
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信念 VJ 名 づけら る o 

やる 拫據は 一 つに は 

の 作用 は上來 述べた 

る 所が 全く 確實な る 

認 せらるべき か、 若 し 

ほ V- の 极據を 以て 吾 

れを 見定めむ ために 

吾人が 實際 推理の 作 

用なる ものな， 90 

幾多の 或然的 知識の 

く 其 等 個々 の 事抦に 

に 依る 時に 於いても 

らゃ o 而 して 吾人が 

いて は 其の 根 據は之 


二 四 二 

り、 而 して 吾人が 其 を 信 

他人の 證言 なトも 理性 

塲 合に 於い て 吾人の 知 

だ 或然の もの w して 承 

然の度 即ち 其れが 如何 

むる に 在り。 而し てこ 

論法 を 用ゐる を 要せす、 

ふが 如き 形式 は 寧ろ 不 

、畢竟す るに 吾人が 親し 

ものにして 他人の 證言 

に 极據を 有せざる ベ か 

敎 上の 信仰の 如きに 於 

措かざる ベから す 0 故 


吾人の 信を來 たす に は 多 


吾人 自らの 

る 吾人の 知 

もの どして 

後者に 屬す 

- ^に Jis せら 

は必 やし も 

用 を 爲す上 

中、 個 々の實 

接して 得た 

他人が 亦 親 

直接に 觀察 

れを 神に よ 


經驗觀 察に 

識の成 b 立 

承認 せらる 

る ものなる 

る べき もの 

論理 學 者の 

に 於いて は 

際の 事柄に 

る觀 察を以 

し，、 其を觀 

實驗し 得 ざ 

-9 て與 へら 


し て 

ち に 

ベ き 

時 に 

な る 

胃 よ 

11-P も 

三 段 


の 差等 あ 

二 つ ： は 

從 ひて I 

か、 は た 唯 

は 其の 或 

か を見定 

ゆる 三 段 

論法 w い 


關する 知識 は 

て 根據ど なす 

察した る こ VJ 

る 事柄 即ち 宗 

れた る證 言 に 


物の 存在に 就きて は 吾人の 五官 は 相互に 其の 證明を 合 はす 听ぁ. 5。 例へば 眼に 


よ， o て 火の 在る こ W を 見る W  4^ に 手に 觸るゝ VJ いふ こ 

如し。 され ざ 此の 外物の 存在 を 知る 知識 は 上に 擧げた 

及び 論證 的に 知る 神の 存在の 知識に 比すれば 確實 なる 

る ものな， 9。 され ざ實 際 生活の 用 を 達する 上に 於いて 

W なき ほどに 外物の 存在 を 確む る こ VJ を 得 o 斯く  U ジ 

を 以て 吾人の 知識の 直接に 確かなる もの W し、 次 ぎに 神 

云 ひ、 而 して 最後に 感官 を 以てする 物體の 存在に 關す 

れ亦 明らかに デカ ルト の所說 にぬ 來 せるな り。 

〔一 八〕 口 タクに 從 へば 凡べ て論證 的に 確實な bvj 

觀念 VJ の關 係を認 むる に 止ま て實在 物の 存在に 及ぶ 

は 唯 だ 一 つの 例外 を 容れて 神の 實在 は確實 に論證 する 

等の 論證的 知識 及び 前に 述べた る 直覺的 知識の 外に 關 

の 度に 從 ひて 吾人の 判斷を 定め 行かざる ベから す、 而 し 
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V」 が 亦 其の 存在 を 示す が 

る直覺 的に 知る 我の 存在 

こ W に 於いて 其の 下に 在 

は 吾人 は 不足 を感 やる こ 

クが 知識 論 上 我れ の 存在 

の 存在 を 確實に 推知し 得 

る 知識 を 置け る どこ ろ、 是 

云 はるべき 知識 は觀念 V, 一 

ものに あら す、 さ れ \レ 彼 れ 

こ w を 得ビ考 へた- 5。 此 

して は 吾人 は 凡べ て或然 

て 這 般或然 的 知識 は 或は 

二 四 1 


ば 何故に 智慮 VJ いふ 作用の 吾人に 存在す るか を 了解す ベから ざれば なり。 且つ 

吾人 は 天地 萬 物に 現 はれた る 秩序 赒和 及び 其の 美を考 へても 能く 一 つの 永遠に 

存 する 無限 智 ある 者 即ち 神の 存在 を 承認せ ざる ベ からす wo  P タ クに 取りて は 

神 は直覺 的に 知る ベ からざる もの なれ ざ も 其の 存在 を證 する 論證は 少しも 疑 訝 

を 挾む こ vj 能 はざる ほ Vj 明瞭 確實 なる もの vj 思 はれた， 9 き。 盖し& ックが 此の 

論證は ダカ ， トが 因果律 を直覺 的に 明瞭なる もの どして 神の 存在 を證 する に 用 

ねた， o し 如く 矢張り 之れ を直覺 的に 明らかなる もの ビ して 用ね たるな り。 

次ぎに" ジ クは實 在 物の 知識 中には 吾人が 感官 を 以てする 外物の 存在に 關 する 

もの ある を說 きて 曰 は く、 吾 人の 五官に 現す る ものが 吾が 觀念 以外に 存すど いふ 

こ VJ も 亦 吾人の 承認せ ざるべからざる こ どなり。 但し 其の 外物に 就きて 吾人の 

直接に 心に 浮かぶ る もの は 我が 觀 念に 外なら ざれ V」 も 其 等の 觀念は 我が 隨 意に 

思 ひ 出 だし 得る 他の 觀念ど は 異なり て、 吾 人の 思 ひ 起こす こ ど を 避け 得ざる もの 

なり。 故に 其の 如き 觀 念に 對 して は、 吾 人 は 外在の 原因の 無 かる ベから ざる こビ 

を 推知し 得べ し o  P タク は此處 にも また 因果律 を根據 ど して 論じた bo 且つ 外 


に 明らかに 確認し 得べき 所な bo 無が 有 を 生や V」 いふ は 無が 二直角に 等し VJ い 

ふ VJ 同じ 程に 妄 なる ものな り、 若 し 何もな きもの が 二直角に 等しき こ の 有り得 

o 

ベ からざる こ. yj を 知 得ざる 者 あらば 其の 者 は 到底 ォ イク ライ * テ f ス に 於け る 

論證を 解す る こ- V」 能 はざる ものな， 90 此の ゆ ゑに 若し 茲に或 實在物 あらば 之れ 

によ， 9 て 吾人 は 何物 かが 無始よ も 存在す る こ- y」 の 明瞭なる 證明を 得た るな り、 何 

w なれば 無始よ 存在せ ざる ものなら ば 其れに は 存在の 始め ある ベ ぐ、 存 在の 始 

め を 有する ものなら ば 其 は 無より 生す る こ V」 能 はざる ものなる が 故に 其れ を 生 

せしめた る 或 物が 巳に 存在し 居らざる ベから ざれば なり。 斯 くして 吾人 は 我れ 

の 存在す ど いふ 直覺的 知識よ.^ 推究 して 永遠に 存在す る 者の 存在 を 承認す る こ 

-yj を 得るな り。 且つ又 他よ， 9 其の 存在 を 得た る もの は 其れの 具有す る もの も 亦 

他 即ち それに 存在 を與 へ たる 者よ b 得た る ものなら ざる ベ から す. 故 に 永遠に^ 

在す る 者 は 他の ものに 於け る 凡べ ての 力の 淵源たら ざる ベ からす。 而 して 吾人 

は 我れ に 於いて 智慮の 存 する こ W を認 む、 故 に 凡べ てのものの 原因 w 見ら る べき 

もの は 又 智盧を 具へ たる 者なら ざる ベから す、 若 しそ を 全く 智盧 なきもの W なさ 
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〔一 七〕 終 はりに 観念に 對 する 實在 物の 存在に 就きての 知識に は 第 一 に 吾人 

自らの 存在 を直覺 的に 認 むる 知識 あり。 P タ クが 此の 點を 論す る や 殆んざ ダカ 

〃トの 言葉 其の まゝを 用ね たり W の 批評 を 免れす。 彼れ 曰 は く、 吾人の 存在す る 

こ VJ に 優， 9 て 更に 明瞭に 認識 さる ベ きもの どて は あら や、 我 れは 思盧を 回ら し， 快 

苦を感 す、 而 して かく 思慮し 快 苦 を感す VJ いふ こ W の 明らかな. る w 同じく 之れ を 

感 する 我れ の 存在 は 明らかな. 5。 我れ 若し 凡べ ての 事 を 疑 はば 疑 ふ W いふ こど 

によ. 5 て 已に疑 ふ 我れ の 存在す る こ W を 明らかに 直覺 すべ きな， 

次ぎに 實在 物の 存在に 關 する 知識の 中に 論證を 以て 神を認 むる 知識 あ り、 此 の 舯 

の 存在 を論證 する に 於いても & タ ク はまた 明らかに 多く デカ ル トに負 へ bo 彼 

れ曰は く、 神 は 彼れ にっきての 生得の 觀念を 吾人に 與へ や、 然 れざも 吾人 は 論證し 

てよ く 彼れ の 存在 を認 むる こ VJ を 得べ く、 而 して 其の 論 證には 我れ の 存在 を根據 

VJ して 考 ふよ b 外に 他の もの を假ら やして 十分な- 90 盖し 我れ の 存在す る こ VJ 

即ち 我れ の 或實在 物なる こ ビは疑 ひ を容る ベ からざる 程に 明暸 にして 而 して 之 

れ W 共に 全 くの 無が 實に 存在す る 或 物 を 生じ 得 や ビ い ふこ ども 亦 吾人の 直覺的 


詳 かにした hNVJ す VJ も 何故に 第 一 性質の 或 成り立ちが 第二 性質の 或 もの VJ 必然 

に相關 係すべき か を發 見し 得 や、 唯 だ 物質 上 か 、る 運動の 存 する 所に は斯 かる 成 

覺の 生す VJ いふ こ VJ を 見る に 過ぎす して 其の 間に 必然の 闢係 ある こビは 吾人の 

知識の 量り 得る 範圍 にあら す。 故に 其 等の 事に 關 して 吾人が 實驗 によりて 知 -9 

得る 事抦は 畢竟 個々 の 事相 を認 むる に 過ぎ す、 唯 だ 經驗上 此の 性質 ，、」 彼の 性^ ビ 

が 相 共 在せ， 9  W いふ こ VJ を認 むる のみに て 其の 關 係の 遍通又 必然なる こ.、」 を斷 

やる 能 はす o 此の ゆ ゑに 物質に 關 する 經驗的 學問は 畢竟す るに 確實 に舉理 的の 

も の (scientific) ビ なる を 得ざる な， 90 吾人の 有する 遍 通の 知識 は 要する に 吾人の 思 

想 上の 關 係に 存在す る ものの 外に 出で や。 斯く  P タ クが 自然 科學は 要するに 實 

驗的學 問なら ざる * へ からす ビ說 き、 而 して 叉 其れが 實 驗的學 問なる べきが 故に 遍 

通に して 全く 確實 なる 知識 を與 ふる ど いふ 意味に て學狸 的の もの ビなる こ S 能 

はす W いふ 表白 は經驗 哲學の 開祖の 言 どして 特に 吾人の 注意 を 引く ベ きものな 

り、 且 つ 其の 表白の 意味 ビ價値 VJ の、 更 に悉 しく は 如何に 考ふ ベ きものな るか は是 

れ より 以後の 哲學 思想の 發 達に 於いて 徐々 に 吾人の 發 見し 行く ベ きものな. 90 
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念 を 形づくれば その 觀念を 思 ひ 浮かぶ る 

ものな， 9  VJ する の 關係を 認めざる ベ から 

共に 論 證的學 科の 一 ビ して 數 へらるべき 

知識 論の 一 端ビ して 特に 吾人の 注意 を 引 

〔一六〕 次ぎに 觀 念の 共 在 ざい ふこ V」 

然の ものなら す。 そ は 吾人 は 種々 の 性質 

其の 性質 相互の 間に 必然の 關係 ある を 

ある 物に は廣 がり VJ いふ 性質な かる ベ か 

るに は 其の物 が 谷！ 質 凝の 性 を 有せざる ベ 

係し 居る 性質 VJ して 吾人の 認む ベ きもの 

人 は 唯 だ 一 性質 w 他の 性質 ビ が 相 共 在す 

&は ざる ベから ざる こ VJ を 知 了す ど は 云 

感官 を 以て 感 やる 種々 の 性質が 如何に 多 

なる 感官 上の 性賀を 吾人の 心に 喚起す る 


ョ n 六 

さ に 於いて そ を 吾人の 當 さに 行 ふ べき 

ざるな. 50 此の ゆ ゑに 倫狸學 は數學 VJ 

ものな， 9 ぐ JO 此の a ジクの 論 は 彼れ が 

くに S る o 

に 於いて 合 不合を 見る の 知識 は 槪ね必 

の 一 物にせ 〈在す る こ？」 を發見 すれ V- も 

發見 する こど 甚だ 少な けれ はなり o 形 

ら ざる こ VJ 及び 相銜 突して^ 動 を傳ふ 

からす ビ いふ こビの 如き は 必然に 相關 

な れ ノレ も、 新 かる 少 許の 例 を 除きて は 吾 

る こ ビを認 むる のみに て 其 等 の 必然 栩 

ふこ^-能 はす。 其の 故 は 第 一 に 吾人 は 

く 結合して 如何に 運動す る こどが 如何 

かを詳 かにす る こど 能 は や、 假 り に 其 を 


に 承認す ベ き 所の ものな り、 何 VJ なれば 是れ觀 念 ど 觀念ビ の閼 係に 外なら ざ れ ば 

也。 凡そ 論證 的に 確實 なる 知識 を 形づくり 得る は 吾人 自らの 作， 5 設けた る觀念 

相互の 關係を 見る 所に 在り、 數學の 如き 即ち 是れな bo 例へば 三角形の 角度の 和 

ど いふ 觀念ビ 二直角，、. >  いふ 觀念 どの 關係は 吾人の 思 ひ 浮かぶ る 所に 在る ものに 

して 其は觀 念の 上に 於いて 明らかに 認めら る ゝがゅ ゑに 他に 其を證 する もの を 

要する Mi な く、 特 に 一 物 を 捕ら へて 其 を 三角形な， 5 ども 又 二直角な hN，/J もい ふ を 

要せ や 、益 に實 在す る 三角形 は眞實 の意眛 にて 三角形 ど いふ ベ きものなら や VJ も 

若し 其 を 三角形な り ど せば 其の 角度の 和 は必す 二直角に 等し VJ いふ こ VJ を 承認 

せざる ベから や。 かくの 如く 數學 上の 命題 は 唯 だ 観念 ビ 觀念 ビ の 關係を 見る も 

のなる が ゆ ゑに 其 は論證 的に 確實 なる ものな り。 & タク は以爲 へら く、 偷 狸 學も 

亦 能く かく 論證 的に 確實に 建設 せらる ベ し、 何 W なれば 倫理 學の 目的 どす る 所 は 

吾人が 實際行 ひ 居る 個々 の 事實の 如何なる か を 穿鑿す るに 在ら やして 寧ろ 吾人 

が 人間 どして 當 さに 爲 すべき 事 抦の關 係を定 むる に 在れば 也。 例へば 正義 は實 

際し かじかの 所に 在り や 否や ど 云 ふ 事實の 穿鑿 を 事 W せす VJ も 唯 だ 正義て ふ觀 
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の 及 一 翳 
歸び 、ぶ 
係 觀異の 

。念;?' J 同 


§0 

直覺 的に も認 むる こ VJ を 得 やまた 論證 的に も 確 實に認 むる こど 能 はざる もの は 

皆 或然的 知識の 範園內 に 在る 者に して 吾人 は 唯 だ 之れ に對 して 然るなら む VJ い 

ふ 信念 を 持し 得る に 過ぎざる ものな， 90 上に 述べた るが 如く 直覺的 知識 ど論證 

的 知識 ビを別 かつ ふに 於いて は& タ クはォ ッ 力 ム 等に 傚 ひたる もの VJ 見て 不可 

なし。 又 論證を 以て 確實に 吾人の 知識 を 進め 行かむ に は 其の 一 步々々 が 直覺的 

に 明瞭なら ざる ベ から や VJ 云 へ る、 是 れ まさしく ダカ ル トの唱 へたり し 所な り0」 

右 云へ る 觀念 の 合 不合ど いふ こ ビ を尙ほ 詳細に 述 ぶれば 一 つに は觀念 の 同 一 又 

異別ビ いふ こ W 、二つに は觀念 の關 係、 三 つに は觀 念の 共 在、 四 つに は 其の 観念に 對 

する 實在 物の 有無 を認 むる こ VJ  W なる。 此等 もろ の點 より 觀念 相互の 關係 

を定 むる こど に 於い て檑々 の 知識 は 存在す るな， 50 

〔一 五〕 上に 擧げ たる 觀 念の 合 不合を 見る に 就きての 四 種の 點の 屮、 先づ 最 1 初 

の 二つに 就きて 言 は む に、 直 覺 的に 或は 論證 的に 確實 なる 吾人の 知識 は 多く 此等 

の 種類に 屬す、 蓋し 觀 念の 異同 或は 關係 を直覺 的に 或は 論證 的に 認： 識 する 時に 於 

いて は 其 は 其の 観念が 他の ものに 應ゃ るか 否か を 見る を 待た やして 吾人の 當さ 


strativeknowIedge)w いふ o 盖し 論證的 知識 <y」 は 二 箇の觀 念 を 比較して 直ちに^の 合 

不 合を認 むる こ ど 能 は ざれ V- も 其の 間に 挾む に 他の 觀念を 以てし 而 して 其の 媒 

介に よ て俾 のニ觀 念の 合不合 を見定 むる の 謂 ひ 也。 此の 論證的 知識が 確實 の 

ものたら むに は 如何に 多くの 觀 念の 媒介 を揷 入す ども 其の 一 步々々 が^ T 直 覺 的 

に 明らかなる ものなら ざるべ から や o 例へば 甲 VJ  丁  W を 直接に 比較し 其の 相 合 

ふこ ど を直覺 して 甲 は 丁な， 5  w 云 ひ 若しくは 其の 相 合 はざる こ， y」 を直覺 して 甲 

は 丁なら す VJ いふ は 直覺的 智識なる が、 そ れが斯 く直覺 的に 明らかなら す ど も尙 

ほ論證 によりて 明らかになら むに は 乙 丙を揷 みて 甲ビ乙 w の 相 合 ふこ. V」 を 認め、 

又 乙 w 丙、/ j 及び 丙 ど 丁 ビ の 相 合 ふこ ど を 認めざる ベ から や、 而 して 甲ビ乙 どの 和 

合 ひ 乙 vj 丙 S  丁  vj の 相 合 ふこ ビ が 各！ 直 覺 的に 明らかなる によりて 其の 論 證は始 

めて 確實 なる もの^ 云 はるべし。 故に 確實 なる 論證は 直覺的 知識 を連續 せしめ 

たる もの w いふ も 不可な し 0 唯 だ論證 によりて 始めて 得る 知識 は 其の 直ちに 明 

ノ  W 

ら かなる に 非す 且つ 多くの 思想 を 其の 間に 挾む を耍 して 其の 祓雜 なる 思想 作用 

肩 

の 中に 過誤 を 生じ 易き こ VJ に 於いて 直覺的 知識 ど 區別 せらる ゝを 得。 斯<  して 
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は 吾人の 知識 を廣 むる ものに 非 や、 此 等 を 唯 だ 言葉の まゝ の (verbal  or  trifling)  ^题 w 

名づ くべ し、 例 へば 三角形 は 三つの 角 を 有する 形な， 5VJ いふが 如き 是れ也 O 此等 

S は 異なりて 吾人に 特に 敎ふ る 所 あ る (re 巳 pr  instructive) 命 題 あ ，9、 例 へば 三角形の 三 

つの 角度の 和 は 二直角に 等し VJ いふが 如き 是れ也 o  & タクの 信す る 所に 從 へば、 

凡そ 數學 上の 命題 は 皆 後者の 種類に 屬す る ものな. 00 斯く 吾人の 智識 を廣 むる 

者 ど 唯 だ 一 言 語の意味 を 繰り返す に 過ぎざる もの どの 區別は あれ V, 吾 入の 智識 

は 凡 ベ て かくの 如き 命題 を 以て 言語に 言 ひ 表 はさ る、 約 言 す れ ば、 智 識は j 觀 念が 

他 觀念ど 合 ふか 合 はざる かを認 むる に 在りて 觀 念が 觀 念なら ぬ 或 物に 對 する 關 

係に は あら す、 即 ち 智識 は觀念 相互の 關 係に 存 する ものにして 其が 相互の 關 係の 

範圍 外に 出づ べき ものに 非す。 

〔一 四〕 觀 念の 合 不合を 認めて 吾人の 正確なる 智識 を 形づくら むに は 先づ直 

覺 的に 明らかなる もの を 以て 基礎 w せざる ベから す。 吾人の 觀念を 比較して 其 

の 合 ふか 合 はざる かの 直ちに 見定めら るゝ もの 是れ 最も 確實 なる ものにして 之 

れを 直覺的 知識 (intuitive  knowledge)  € 云 ふ、 其の 次ぎに 確實 なる を論證 的 知識 aemou- 


なし、 唯 だ 若し 其の 如き 一 觀念を 意味す る辭を それの 正當に 適用され ざろ 観念に 

用ゐる VJ きに は それが 非 實.、 J なる ビ謂ふ ベ し、 例 へば 物惜しみ せぬ VJ 云 ふ 觀念を 

公義の 觀念ビ 呼ぶ が 如し。 斯 くそれ 自身が 原型なる 觀 念に 對 して は 單純觀 念 は 

他に 其の 對境を 有する もの (ektypa) ど 謂 ふべ し o 物體の 第二 性質 ビ 名づ くる 観念 

も 亦 それに 對應 する 何等かの ものが 物 體に實 在せ るな. CNO 

孤立せ る. 一 言 辭 又は 一 觀念は 其の 明 不明の 度に 於いて は 大に相 異なる あれ Vj も 

未だ それに 眞妄の 別 は あらや o 眞妄の 別 は 一 言辭 VJ 他 言 辭 ビ を 結びて 二 命 題 j を 

形づくる -yj ころに 存 するな hso されば 世に 眞狸. yj 名づ くる もの は 畢竟 ふ 親 

念 を 合 はせ 相 合 はざる 觀念を 分かつ に 在り- yj 謂 ふ ベ し、 委 しく は 之れ を 思想 上の 

M 理 (Bental  truth)  名 づけ 丽 して 其等觀 念の 相 合 ふ vj 相 合 はざる VJ に從っ て 其 等 

の 觀念を 言 ひ 現 はす 言葉 を相關 係せ しむ る" こ れ を 言 語に 於け る眞 狸 (truth  of  words) 

VJ 云 ふ o 

斯く觀 念 を 言 ひ 現 はす 言語 を相關 係せ しめて 命題 を 形づくる にも 或は 其の 主語 

W して 取れる 言葉の 中に 已に合 有せる 事 をい ふに 過ぎざる 者 あ bo 此 等の 命題 
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有無 を以 て 別 かつな b  、實在 上の 本性に 就きて は 吾人の 詳 にせざる こ ビ 多し WO 

以上の & タ クの論 は 畢竟 中 世紀の 末葉に 興隆した る 一 種の 唯名論 又は 槪念論 VJ 

名づ くる もの の 立ち 塲を 受け 繼げ るな， 9。 

〔一 三〕 吾人の 槪 念に 對 して 其れに 應ゃる もの ある 時には 之れ を 對實觀 念 (re- 

al idea)  S 云 ひ眞實 其れに 對應 する ものな き 時には 之れ を非實 觀念ビ いふ。 對實 

観念の 中、 一 觀 念が 實際 其の 指示す る ものに 善く 應 合した る 時には 其 は 相 應觀念 

^p^^^sp^  idea) ど 名 づけら れ、 そ れに應 合する こ ど の 足らざる 時には 不 相應觀 念 (inade- 

quate idea) ど 名 づけら る。 非 實觀念 は實際 ある ベ からざる ものの 觀念 にして 例 へ 

ば 卑怯なる 勇者 ど 云 ひ 又は 人頭 獸 身の 怪物 ど 云 ふ 如き はこれ に屬 す。 され V- 雜 

合狀態 及び 關 係の 觀念は 唯 だ 吾人の 心に 假 造した る ものに て は あれ ざ 是れ必 や 

しも 右 云 ふ意眛 にて 非實の ものに あら す、 そ は 典 等 は元來 吾人の 假 造した る觀念 

VJ して 存す るより 外に それの 對應 すべ きも の (そ れの 指示すべき も の) を 有せ ざれ 

ばな り。 故に 其 等 を非實 ビ なすべき 所以の ものが 其 等 以外に 在る にあら す、 其 等 

は それ 自らが 原型 (archetyls) なれば 其れ W 相對 せしめて 是れ を非實 W なすべ き 者 


引き離して 考 ふるこ W 即ち 抽象 作用に よれり。 故に 抽象 作用 ど 言語 ど は 親密な 

る 關係を 有する 者な -9、 他 の 心 作用 は勸物 ど雖も 多少 具有す w 見て 不可な けれ V」 

も 唯 だ 抽象 作用の みは 彼等の 有せす して 特に 吾人 人類の 有する S ころな bo 而 

して 此の 抽象 作用に よりて 造， 9 成された る 一 般觀念 は 是れ唯 だ 吾人の 思 ひに 存 

する 一種の 筏雜觀 念に 外なら す o 眞實 存在す る 者 は 凡べ て 個々 の 物な b  、故 に 吾 

人の 觀 念の 發達も 亦 個々 物に 對 する 者 を 以て 始ま り、 最 -初 より 遍 通の 理 若しくは 

1 般觀 念. yj いふが 如き もの を 思 ひ 浮かぶ るに あらす。 之れ を 要する に、 普 通 名詞 

vj 名づ くる 者 は 一 物 を 示す 者に も あらねば 個々 の 物 を 一 々に 指す ものに も 非 や、 

唯 だ 或 事物の 種類 を 指示す る ものな， 5。 而 して か ゝる 言 辭の意 昧是れ 即ち 其の 

嵇 類の 本 質 (essences 名づ くる 者な. 00 例へば 黃 金の 本賀は 黄金 ど いふ 言 辭に合 有 

す VJ せられた る 意味な hNO 此の 言辭の 意味 を 以て 物の 種類の 分別 を 爲す。 "タ 

クは 之れ を 精し く は 命名 上の 本 質 (nominal  essence)  w 云 ひて 實在 上の 本質 w 別 か て. 5、 

以爲 へ らく、 凡そ 吾人が 物の 種類 を 別 か つ は 其の物が 實 在に 於い て 有する 本質の 

何たる を 以てする に 非す して、 唯だ假 りに 一 名辭が 意味す VJ 見た る 若干の 性質の 
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絕 して 異 別の もの ビ分 かるれば 人格 上 異なる 人ビ云 はざる ベから ざれば なり o 

其の 他 空間 及び 力 等に 就きての 觀念は 多く は關 係の 觀 念な bo 

かくの 如く 觀 念の 相 比較 せらる ゝこ VJ によ， ^て 種々 の 祓雜觀 念 は 形づくらる ゝ 

が 其 等 観念 相互の 間に は 其れに 自然に 存 する 關係も あれば 又 それが 偶然-に 相 結 

ばれ 習慣に よりて 相 喚起し 來 たる も あ bo 此 等が 所謂 聯想 (association)  vj 名づ くる 

現象 を 成して 種々 の觀 念が 吾人の 心に 相聯 結し 相 喚起し 來 たるな， 00 

〔一 二〕 吾人が 觀念を 狻雜に 作り 上ぐ るこ^に 於いて 大 なる 關係を 有する は 

言語な， 90 1 人が 其の 觀念を 他人に 傳 ふるに は 其れの 記號を 以てせざる * へから 

す、 而 して 其の 記號の 最も 便利なる もの は 即ち 通常 謂 は ゆる 言 語 な り 0 言 語 は も 

ど 事物 を 示す 記號 W 云 はむ よりも 寧ろ 吾人の 觀念を 現 はす 者 ビ して 用 ゐらる o 

然れ， W も谷觀 念に 各！ 一 つの 言 辭ぁ b  V3 云 ふに は あら す、 か くて は 却つ て 觀念を 取 

h- 扱 ふに 不便なる が 故に 特別に 一 物に のみ 名づ くる 固有名詞 を 除きて は 大凡 そ 

言 語 は 或 種類の 物 を 示す 一 般觀念 (general  idea) の記號 VJ して 用 ゐらる o 而 して 一 

般觀 念の 造 b 上げら るゝは 個々 の 事物 を觀 察して 其の 共通の 相 を 差別の 相よ， 5 


ざ. ft- しか Vj 其の 何たる か 

異なれる 趣を帶 ぶる に 至 

〔一 一〕 關 係の 觀念は 

にして 一 事物 そのものに 

者の 一 に 因果 V」 いふ 觀念 

の 生 せらる 、を 見る 所 に 

o  o  o  o 

次ぎに 同 I  、異 別 ど い ふ も 

こ VJ 能 はざる が 故に 司^ 

どせられ 之れ に對 して 他 

同時に 同處を 占頜 する 物 

新陳代謝 しなから 猶ほ. 其 

ふ は 意識の 繼績 する こど 

れば假 令 心の 本體は 異な 

續 さるれば 人格 上 同 一 の 


を 知る ベから す V」 いふ 所よ， 9 其の 所 

れ るな， 00 

1 物 ど 他物 ビ を 比較す る 所に 吾人の 

存す るに は あらす o 此の 關 係の 觀念 

あ. o 盖し 一 物 又は 其の 變動 によ. o て 

彼れ を 因 どし 是れ を果. /J する 舰 念の 

關 係の 觀 念に して 二 物が 同時に 同 j 

に 同 一 の签間 を占頟 する もの は 其れ 

は異 別の もの W せらる o 無機物に 於 

體の 部分に 在り、 生物に 於いて 同 I ど 

の 組織の 同様に 保た るゝ をい ひ、 而 し 

に 在， 5 て 心の 本體 の 同一 VJ いふ こ VJ 

り. VJ も 若し 記憶に よりて 一 よ， 9 他へ 

もの，、」 いふべ く、 又 本 體は同 I の もの 


說のデ 力 タト ビ は 

想起す る 所の もの 

の 中 最も 主要なる 

他物 又は^の 變勸 

浮 か び來 たるな， 00 

の 空間 を 占 頷す る 

自身に 同. U きもの 

いて 同一 ど いふ は 

い ふ は 其の 部分が 

て 人格の 同 I  VJ 云 

VJ は 異な り、 何 ビ な 

同 一 なる 意識の 繼 

にても 意識 全く 斷 
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見よ 0) 斯く 本體に 就きて は 其の 何たる 

質 を 具有せ る もの yj して 其を考 へざる 

具有す る もの あ， ovj して 茲に物 體的本 

の あるが ゆ ゑに そこに 精神的 本 體を考 

ひ 精神 ，/J いふ ものの 本體の 何たる か は 

てい へら く、 吾 人 は 吾人の 靈 魂の 如何な 

に そ を 物質な， 5  VJ も 又 物質なら す ど も 

に賦與 する に知覺 等の 精神 作用 を 以て 

t 其 等 精神 作用が 他の 本體 に赋與 せら 

らる ど考ふ る は 決して 難き こ VJ に 非す 

に 精神 作用の 賦與 せらる VJ いふが 如き 

VJ せ ざれば 考ふ る こ VJ 能 はざる 所に し 

故に 其れ に 精神 作用の 具 は る か を 解す 

、デカ ル トの 二元論 を 晩し 罟 ら ざるな， 9、 
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か を 言 ひ 得 ざれ Vj もな ほ 吾人 は 種々 の 性 

ベから や o 吾人 は 種々 の物體 上の 性質 を 

體を考 へ 又 種々 の精祌 上の 作用 を 爲すも 

ふるな bo され V-  & タク は その物 體、、 」 い 

吾人の 知. n- 得ざる 所な b ご 思 へ るよ， 5 し 

る ものなる かを審 かにす る こ W 能 は す、 故 

斷 言 する こ- yj 能 はす o 盖し 造物主が 物質 

したり VJ も必 やし も考 へられざる にあら 

るビ考 ふるに 比して 其れが 物質に 賦與せ 

ど。 され V> 尙 ほ ti * クの 意に 從へ ば、 物 質 

こ，/ j は 造物主 ど いふ 如き ものの 力に 依る 

て、 唯 だ物賀 w いふ もの をのみ 思 ひて は 何 

る こ V.J 能 はざる な bo 盖し U タク は猶ほ 

-佴し 彼れ は本體 VJ いふ ものの 存在 を 否ま 


ん n 狀 態の 觀念を 表 はす 特殊なる 言語の 一 人民に 在りて 他に は 無き もの 少なから 

〔一 〇〕 本體 vj いふ 觀念は 吾人が 一 物に 種々 の 性質の 變 はる こ ビ なく 常に 相 

結合す る を 見、 而し て 其の 性質の 斯く 結合して 保た るゝ こ vj をば 其 等の 性質の み 

が 自立して 存在す る もの <y」 見て は 解す ベ からざる 所よ. 9 別に 其 等 を 保持す る も 

のなかる ベ からす V,- 思 ひ 到る 所に 得る 觀 念な， CNO され Vj 其 等 本體は 如何なる も 

のなる かビ云 へば 吾人 は 毫も それに 就きて 知る 所な し。 若し 人 あ hN て 色 又は 重 

さの 具せられ 居る 所 は 何處に 在る か ビ 問 はば 唯だ廣 が， 5 を充 たし 居る ものに 在 

り- yj 答 ふる 外 ある ベ から す、 而 して また 其の 廣がり ど 質礙 ど は 何物に 具有せられ 

あるか ビ問 はれむ に は、 吾 人が 其の物の 何たる か を 言 ひ 表 はす 能 はざる こ ビ、 恰 も 

印度人が 世界 は大 象に 保た れ而 して 其の 大象は 大龜に 保た る w 云 ひて 大龜を 保 

つ 者の 何たる か を 言 ひ 得ざる が 如し。 是を 以て &  メ ク は本體 w いふ 觀念 をば 混 

雜ゼ る觀念 (confused  idea) ビ なせ^。 (デカルト 及び スビノ ー ザに 於いて 緊要な りし、 

叉 最も 明瞭なる ものな， 9 し 此の 觀念 がいかに & タ ク によ て 取.^ 扱 はる ゝかを 
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一三 四 

ば 一 ダス w いふ 親 念の 如き は 自立して 存在す る ものの 觀念 にあら す、 何 等 かの 事 

物に 於いて 始めて I ダス. yj いふ こ- y」 の 在るな b  、而 して 其 は 又 同様の もの を 幾何 

か 重ねた る もの なれば 單純狀 態な. 90 次ぎに 戰ひ ど い ひ、 又 は 盜みビ いふ 如き 觀 

念 も 亦 何物 かに 於いて 在る もの 即ち 狀態 なれ ざ もこれ は 同様の もの を 累積せ る 

に 非 やして 種々 の 異なる 單純觀 念の 結合した る もの なれば 雜合狀 態 VJ 名づ くべ 

きものな う。 單純狀 態の 中 特に 吾人の 注意すべき もの は廣 が， 9  .、」 いふ 觀 念よ. 9 

得來 たる 所の もの、 即ち 一 切 空間に 關 する もの， 例へ ば 距離、 容量、 形狀等 即ち 是れな 

,9、 次ぎに 繼績 VJ い ふ觀 念よ， 9 得來 たる 所の もの、 是れ 一 切 時間に 關 する 觀 念に し 

て 吾人 は繼續 する 事 抦の相 去る 間隙 を 計りて 時日 等の 觀念を 作 る、 而 して 其の 計 

量 を何處 まで も 延ばし 行く 所に 永遠 W いふ 觀念を 得、 次 ぎに は 一 W いふ 觀 念よ. o 

其 を 重ぬ * る こどに よ，^ 數 VJ いふ 觀念を 作， 5、 又 そ を何處 まで も 重ね 行く 所に 無限 

どい ふ 觀念を 得、 其 の 他力 ビぃ， ふ觀 念より 能動 所 動 VJ いふが 如き 觀念 を得來 たる。 

雜合狀 態 は 吾人が 唯だ假 hN に 種々 の 觀念を 繋ぎ 合 はして 作る 所の ものなる が 故 

に 人民の 習慣 等の 異なる に從 ひて 其が 有する 所の もの 亦大に 異な b  、特 殊な る雜 


別種 類の 觀念を 浮かべ 來た るな 

〔八〕 斯 くして 吾人の 心 は 曾 

o  o  o  o 

り て複雜 颧^. マ〕 (complex  Ideas) を 形 • づ 

詳しく 云. へば、 一 には單 純なる 觀 

铰 して 其の 關係 を認 むる. y」 いふ 

のに 通じた る 相 をば 差別の. ffi よ 

成せら る、 な， CVO これ を耍 する 

けたる ものに 外なら す。 而 して 

VJ を 得。 一に 曰 は く、 狀 態の 觀念 

に 於いて 始めて 存在す る ものの 

する もの V」 して 吾人の 想 ひ 浮か 

の 物 を 比較す る 所に 吾人の 想 ひ 

〔九〕 狀 態の 觀 念を區 別して 

べし。 單 純なる 狀態ビ は 其れ を 
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て 得た る 觀念を 更に 結合し 又 比較す るこビ によ 

く， o 來 たる。 祓雜 觀 念の 形づくらる ゝ趣を K に 

念 を 結合す ど いふ こビ、 次ぎに は 其 等の 觀念を 比 

こ ど、 三に は 其 等の 觀念を 比較して 其の 幾多の も 

り 分かち 離す 作用 即ち 所謂 抽象 作用に よりて 形 

に祓雜 観念 は 吾人の 心が 單純觀 念 を 以て 造- 9 設 

其 等の 狻雜觀 念 を 分かちて 凡そ 三 稲 類 VJ なすこ 

即ち 自立して 存在す る もの にあら やして 他の 者 

觀念、 二に 曰 はく 本 體の觀 念 即ち 種々 の性賀 を 几； 

ぷる ものの 觀念、 三に 曰 はく 關 係の 觀念 即ち 二 つ 

浮かぶ る も の、 即 ち 是れな bo 

簞純 なる もの VJ 雜 合せる もの，/」 の 二つ VJ なし 得 

成す ものが 凡べ て 同様の ものなる を 謂 ふ。 例へ 

ゲ ョ ン、 口 タク 


が、 そ れらの 心 作用 を 更に 委しく 述 ぶれ ば、 第 一に 知覺 (perception) ど いふ 作用 あ ，9、 是 

れは 吾人が 一 初め 感覺に よりて 觀念を 得る 時に 其の 觀念を 自ら 有し 居る こ- y」 を覺 

知す る 所に 已に存 せ， 50 斯く 吾が 觀念を 知- 覺 する のみなら や 又 其 を 保存す る 作 

用 あ b  、保 存 (retention) の 作用 VJ は、 第 j に は 浮かび 來 たれる 觀念を 引き止めて 其が 

知覺 を繼續 せし むる 作用に して 吾人 が， 注 意して 一 事物の 觀念を 把持し 居る 即ち 

是れな ，9、 第 二に は 一 旦 心に 失 はれた る (即 ち 忘れられた る) 觀 念 を 再び 想 ひ 起こす 

こ VJ に 在り o 而 して 其 を 再び 想 ひ 起こし 而 かも 其 を 新たに 得た る 観念 どせ やし 

て 曾て 已に 知覺 した. o しもの VJ して 認 むる 是れ 即ち 記 憶 (5C 證 ry) な り、 sr 想 ひ 起こ 

す こ ビ なくして は 一 たび 得た る觀 念も總 じて おの づ から 朦朧 VJ な， り ゆく ものな 

り o 次ぎに 吾人 は觀 念の 異同 を 差別す る 心 作用 を 有す o 次ぎに また 一 觀念^ 他 

観念 ど を 差別す るの みならす 種々 の 觀念を 比較して 其の 間の 關係 を認 むる 心 作 

用 あり。 次ぎに は 又 幾多の 觀念を 結合せ しむる 心 作用 あ. 00 然れざ も此等 諸-の 

心 作用 は 最^ 外官 より 得た る觀 念に 依りて 存 する ものにして 其 等の 観念な くし 

て 起こり 得る ものに あら や、 さ れ V> 其 等の 作用 を自覺 する 所に 吾人 はおの づ から 


トの唱 へたる 所 yj 同 趣意なる が、 伹 だ * テカ か トは廣 袤の み を物體 おの 物に 翳 する 

一 性質な， 9  VJ 見、 & タ クは 之れ に 加 ふるに 空間 を塡充 する 性 を 以てせ， 50  f へ ンリ I、 

一 乇 V. ァは 巳に 質 礙の性 (impenetrability) を 以て ダカ ル トが謂 は ゆる 物體の 性：， S へ 

一 ざるべ から や ど 說け bo〕  P  * ク はかくの 如く 物 體の性 ど 云 はるべき ものに 二つ 

一 の區別 をな し、 ス コ ラ哲學 者の 已に 用. Q た る、 又 口 タク vj 相 知れる" パ ー ト： ホ ィ 

一 ^  (Robert  woile) も 巳に 用ゐ たる 語 を 襲用して 物體 其の物に 屬 する もの を 第 J 

一 (primary  qualities) ど 名 づ け、 吾 人の 感覺 する 所に のみ 存 する もの を 第二 性質 (secondary 

一 dualities) ど 名 づけた， 50 茲に 第二 性質 ビ 名づ くる もの は 其れ を 以て 直ちに 物， 其 

一 の ものに 屬 せり VJ いふ を 得 ざれ V- も 唯 だ 其 等の 感覺を 吾人の 心に 起こすべき 力 

一 が 物 體に具 はれり どい ふ を 得べ し、 尙 ほ 委しく 云へ ば、 物 體の第 一 性質 即ち 其 を 組 

一 織す る 分子の 大 さ、 數 及び 運 勘 等に よりて 吾人の 心に 色 昔、 香、 味 等の 觀念を 起こす 

一 力が 物 體に具 はれ，^  w いふ を 得べ し。 

內官 i リ 〔七〕 上に 說け るが 如く 內官 よ， 5 する 觀念は 畢竟 吾人の >5 作 用 (而 して 其の 笮 

する S 奮 ゾ 

一  用 は感覺 によ h- て 得た る 觀念を 用 ゐるも の) を 自ら 覺 知す る 所に 起こる ものなる 
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二き 

を 得、 又 外物の 吾人に はたらき 且つ 吾人の 意志の はたらく こ VJ を覺 知す る 所に 力 

ど いふ 觀念を 得、 又 感官に よ， 9 て 一 物 を 知覺し 心に 一 想念 を覺 ゆる 所に 一 どい ふ 

観 念 を 得、 又 種々 の 事物が 連續 して 感覺 に現ヒ 特に 想念の 相次ぎで 出沒 する こど 

を覺 知す る 所に 繼績 どい ふ 観念 を 得 o 此等 凡べ て 吾人の 心に 意識す る 所の もの 

をば JJ タ クはデ 力 タトの 用語に 從 ひて 觀念ビ 名 づけた. 9。 

〔六〕 吾人が 內官 及び 外官 によ b て 得る 所の もの は 凡 ベ て 我が 心に 属する も 

のた る觀 念に 外なら や 0 され ざ 其 の 感官に よりて 得る ものに つ き. て は 特に 區 

別す るを耍 する もの あ， 90 吾人 は 五官に よりて 外物に 就きて 感 する もの をば 通 

常 其の物 體の 性質 ど名づ く、 而 して 此等 性質 S いふ もの も 要するに 觀念 W して 吾 

人に 意識 せらる ゝ もの なれ ざ も、 其 のうちに 就き 物體 そのもの に羼 して 離れざる 

もの W 唯 だ 吾人の 感覺 する VJ ころに のみ 存 する もの W を區 別し 得べ し. - 物瞪そ 

の ものに 屬 して 離れざる もの £ は廣 表、 形 狀、 數、 勸 靜 及び 塡充性 (solidity) を 謂 ふ、 此 等 

は 唯 だ 吾人の 五官に 感 する 所に 存 する 色、 昔、 香、 味 及び 溫熟 等の 感覺ビ は區別 せら 

れ ざるべ からす。 し 口 タクが 此等 後者 を主觀 的の もの ど 見た る は 磐に デカ〃 


板 または 白 紙 (tabula  rasa) に譬 ふべ し， 之 れに觀 念 を 記す る もの は經驗 なう。 ^官及 

び外官 によりて 觀 念の 浮か ベ らる 、時に のみ 心 は 某の 內容を 有 す、 心 は 絕ぇゃ 思 

念す ど いふ は 物體の 不斷に 運勸す vj いふ 、/J 等しく 共 12 確實 なる 根據を 以て 生 張 

し 得べ きこ どに あらや o 

〔五〕 吾人が 感覺 及び 反省に よりて 得る 原始の 觀念は 之れ を 分析して 更に 原 

始なる もの，/ j なす ベ からざる が 故に 之れ を 單純觀 念 (simple  ideas)  ，、J 名づく o 單純 

觀念を 大別して 四 種 W なすこ VJ を 得。 第 | は 唯 だ 一 つの 感官の みより 來 たる も 

の 色， 昔、 香 ぼ、 温 熱の 感 及び 障 礙の慼 等， 是 れな， 9。 第二. は 二つ 以上の 感官 (即 ち視官 

及び 觸官) より 來 たる も の、 廣表、 形狀、 動靜等 是れな り。 第三 は 唯 だ 反省に よ b て來 

たる もの 卽ち 吾人の 一 切の 思. 想 及び 意思の はたらき を覺 知す る こどに 於け る觀 

念是れ なり。 第 四 は内官 及び 外官の 二者よ， o 來 たる も の、 例 へば 快 苦、 存 在、 力、 一 、繼 

續 等の 觀 念是れ な- 90 此の 最後の もの を細說 せむ に、 吾 人 は內宫 及び 外官の 何れ 

によりても 能く 快樂 苦痛の 感を覺 え、 又 外官 によりて 事物の 存在す る を 認め 內官 

によりて 吾が 心に 種々 の 思 ひの 存在す るを認 むる こ VJ によりて 存在 7」 いふ 觀念 
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二 一 八 

めし 「我」 及び 「卿」 ど いふ 觀念、 又 其の 他 一 切論 狸 上、 敎學上 及び 純理 哲學 上の 原理 ビ稱 

せらる ゝ もの も  一 VJ して 吾人の 生得した る ものに あらす どなせ hNO 然 らば 吾人 

の 観念 は何處 より 來 たる か。 

〔四〕 吾人 は何處 より 吾が 觀念を 得た るぞ 問 ふに、 & タ クは答 へ て 曰 は く、 其 

、の 起原 は 經驗の 外に 在る ベ か らゃ、 而か も 彼れ に從 へば 經驗に は 吾人の 感官 を以 

て 外物に 關 して 得る もの ど 吾人が 自ら 吾が 心 作用 を 省み 其の 作用に 就きて 得る 

もの どの 二つ あ， 90 而 して & タ クは 前者 を感覺 (sensation)  € 名 づ け、 後 者 を 反 省 (re- 

00  0  0 

iledion)  VJ 名 づ け、 乂.. は 前者 を外官 (external  sense) 後者 を 內 -TBI  (internal  sense)  v> 名 づけた 

KVO 以爲 へら く、 吾 人が 観念 を 得る 順序より 云 へ ば、 感 覺は 反省に 先き だち 而 して 

ま づ感覺 によりて 得た る 觀念を 用 _Q てす る 心 作用 を覺 知す るこビ に 於いて 反省 

即ち 內官 よ， 9 する 觀念を 得るな り、 此 等の 二 つ を 除きて 他に 吾人に 觀 念の來 たる 

ベ き 道 な し， 故 に-吾人の 心に は 唯 だ 二つの 窓 あるの み。 ホメ，  ロスの 詩が 凡べ て 

二十 四 文字 を 以て 綴られた るが 如く 吾人のお する 千 差 萬 別の 觀念は 元來皆 上に 

所謂 二 つの 窓よ b 入ち 來たれ る 觀念を 以て 成れる ものな り。 吾人の 心 は 拭 へ る 


を 奈何に せむ。 又 或は 辯 じて 曰 はむ、 其 等の 觀 念の 小^ 及び 無 敎育老 等に 存せざ 

るが 如くなる は 是れ唯 だ 彼等の 心の 未だ 其れら の 觀念を 思 ひ 浮かぶ るまでに 發 

達せ ざれば な り、 野 蠻人 ど 雖も 若し 其の 知力 を 充分に 用ね 得る までに 進歩せば 必 

す 其 等の 觀念を 思 ひ 浮かべ 來 たるべき なり VJO され V. 若し 吾人の 知力が 進步し 

たる 時に 及びて 始めて 思 ひ 浮か ベ 得る 觀念を 以て 生得の もの VJ なさ ば、 如 何なる 

觀念ビ 雖も亦 それ ビ 均しく 生得の ものな， 云 はる べし。 何 vj なれば 其 等の 觀 

念 を 思 ひ 浮かぶ るに 適當 なる 準備 を 其の 心に 具 へ たらむ に は 其の 觀 念の 何たる 

を 問 はや 何人も 之れ を 思 ひ 浮かべ 來たる こど を 得べ ければ なり。 故に 尙は 生得 

觀 念の 存在 を 主張せ む ビ 欲する 者 は 唯 だ 吾人が 其の 觀念を 意識せ やして 心に 有 

せるな. O ど 云 ふよ， CN 外に 取る ベ き遁路 なし。 され ど 我が 心に 有しながら 其の 觀 

念 を 意識せ すビ いふ こ VJ の ある ベ き 狸な し、 我 が 意識せ ざる 觀 念の 吾が 心に^ す 

ビ いふ は 其の 何の 意義た る を 解す ベ から す、 そ は 心に 在， 9  V」 いふ こど は 心に 識る 

どい ふこ vj に 外 なら ざ ざれば なり。 かくの 如く 論 結して n タク は 終に 吾人に は 

全く  ^得の 觀 念て ふ ものな しビ斷 じ、 デ 力 ル トの 哲學に 於いて 重耍 なる 地位 を 占 
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論者て ふ 者な し VJ する も祌の 存在 を 信す る 

VJ 能 は す、 何 VJ なれば 吾人 は 皆 同 一 の 世界に 

て 其の 如き 觀 念に 達した h-VJ も考 へら るれ 

生活 上 同様なる 事抦に 接する 故 を 以て 若干 

も考 へらる ベければ なり。 斯 くの 如く 萬 人 

の 生得なる こ- yj を證 する に 足らざる のみに 

また 明瞭なる 事實 w して 承認 せらる ベ きも 

種の 人民に 通ヒて 悉く 同様なる もの を擧ぐ 

理の 如き もの も 亦 小 兒野蠻 人 等に 於いて は 

如き 原 狸 を 生 來思ひ 浮か ベ 居れる ものに あ 

如き もの は 吾人が 多くの 個々 の 事物に 接し 

人 或は 言 は む、 其 等 原理 通則 等の 観念 を 有せ 

本來 具有した る ものが 唯 だ 境遇 習慣 等に よ 

，VJ 境遇 習 償 等に よ. 9 て埋沒 せらる ゝ 恐れな 


ョ六 

心 を 以て 吾人の 生得の もの VJ なすこ 

住居し 世界の 事抦ょ &推究 して 始め 

ばな り。 一 言 に 云へ ば、 人 類 は 凡べ て 

の 同様なる 觀 念を懷 ける に 至れ り ビ 

に 通せ， 9VJ い ふこ VJ が 以て 其の 觀念 

は あら す、 萬 人に 通す W いふ 其の 事が 

のに あらす o 道德 上の 栽 律 W 雖も諸 

るこビ 難く 且つ 數狸 及び 物理 上の 原 

見る To を 得 や o 盖し 吾人 は實際 其の 

ら す、 通 則 w 云 ひ 一 般の槪 念 VJ いふが 

たる 後 始めて 思 ひ 浮かぶ る も のな り。 

ざるが 如く 思 はる、 もの ある は 其の 

りて 埋沒 せられ たれば な bvjo され 

き小兒 等に 於いて 之れ を發見 せざる 


以上の 目的に 從 うて ク ク は先づ 吾人の 觀 念の 由 來を 穿鑿す る こ VJ を 以て 芄の 

研究 を 始めた， 9。 彼れ 問 ひ 起こして 曰 はく、 吾人に 生得の 観念 W 名づ くべき もの 

あ， o や. yjo 而 してみ づ から 答へ て 曰 はく、 之れ 無し VJO かくて 彼れ は 力 を 極めて 

生得 觀念論 を攻擊 せ. 90 先き に デカルト は 生得の 觀念 ど いふ 語 を 用. Q たりし が 

ン 彼れ の 用 方に 二つの 意義の 交 はれる こ VJ は 巳に 彼れ が哲 學の條 下に 述べた る 所 

なり。 而 して ダカ ルト 以後 此の 語 を 用 ゐる學 者 等 は 彼れ の先づ 用： Q たりし 怠. M 

即ち 直接に 明らかなる 觀念 VJ いふ 意義に 用 ゐ すして 專ら 生まれながら 具有す VJ 

\ いふ 意味に 用ね たり。 英國に 於いて は ケムブ リタ デの新 ブラト ー ン派學 者の 如 

\ノ き は 此の 語 を か 人る 意義に 用ね た， 90 而 して 此の 意義に て 生得の 観念の 存在 を 

一 主張す る 人々 は 多く は 其の 觀 念の 人類に 遍 通なる こ W 、即ち 萬 人の 一 致す る こ、、 J 

〉 (consensus  gentium) を 以て 其の 锂由 S なせ bo  al 〃ドノ  f パ ー トは寳 に 此の 論法 

W を 用ゐて 自然 道德 及び 自然 宗敎の 基礎 VJ なる 觀念を 立てむ どせ. 90  C! " クが之 

一 れに對 する 論に 曰 は .f  、、假 4" 萬 人の 悉く 有する 観念 あ. 9  する も 其の 事 は 未だ 以 

一 て 其 等の 觀 念の 生得なる こ ，、」 を 主張す る 狸 由 どなす に 足らす。 假. 9 に 世に 無舯 

西洋 哲舉史 近世 哲學 第三 十七 草 ゲ ヨン、 口 タク  二 la 


11 1 四 

娶 ら す、 晚 年に は ケム. フジ ゾ ジの哲 學者カ ，ドヲ ルスの 女婿 メ ー シ ャム 氏 (Mnslla ョ) 

の 家に 寓し 一千 七 百 〇 四 年 十月 二十 八日 其の 家に 歿せ， 90 彼れ 資性 温 厚、 朋 友 に 

對 して 交情 頗る 厚 く、 又 常に 思想 上 及び 政事 上の 自由 を 主張し 人 權を擴 張、 す る こ 

S に 熱心せ， 90 

〔三〕 上に 引ける タ クが 其の 大著に 序せ る 語 を 以て も 明らかな るが 如く 彼 

れが 哲學的 研究の 生 眼 は 吾人の 知識の 起 原、 成 立、 及 び 其の 界限を 明らかにせむ VJ 

す る に 在り、 即ち 彼れ の 此の 思想に 於い て、 知識 論の 研究 は歐洲 近世の 哲學 に先づ 

最も 明らかに 提出され 且つ 哲學の 主要の 部分. yj 爲 された， 9。 是れ よ， C- 先き 吾人 

の 知識に 關 する 論 は 巳に 多少 デカ ル ト にも ス ビ ノ ー ザに も 又 其の 他の 學 者の 所 

說 にも 存 したれ ざ も 明らかに 知識の 成立 を硏究 する こ VJ をば 哲學 玫究の 出立 點 

Vi 爲 したる は & タク を 以て 嚆矢 どす。 一 言 に 言. へ ば、 吾 人の 知識 其の ものよ， 9 も 

寧ろ 實 在の 相に 眼 を 著け たる 從來の 見地よ 移りて 吾人の 知識 其の もの を 以て 

先 づ硏究 の對境 W なした る こ VJ  、是 れ 近世 哲學に 於いて U タ クの 占め 得た る 特殊 

の 位置な り0 


i 


要 す VJ  、か くして 己れ は 件の 著作に 志した. o  wo 英國 博物館に 保存せられ たる 

タ クが 此の 書の 一 古本に 彼れ の友デ -1 ム ス 、ティ ル レ ル (James  Tyrrel) の 手記せ る 

一 語 あ り、 曰 は く 「回 顧 すれば 我れ 亦 其の 折の IS 議の 席に 列な. 5 し 一 人に て 道徳 及び 

^ 天啓 的 宗敎の 原理に 就きて 論せられ たりし こ V- . を 想 ひ 起こす-一 ビ。 一 千 六 百 九十 

一 年 彼れ は 政治 論 二 編 (" Two  Treatises  on  Civil  Govern 日 eut  " ) を 出版せ り、 是 れ 即ち ォ レ ン 

一 ジ^ 井 ルリア ムを英 國に迎 へたる 政事 的 革命の 正當 なる i を 論じて 英國 立憲 政 

产 

一 治 の 基礎 を. 堅固に せ む ど 力めた る ものにして 爾後の 憲法 政治 論に 於いて 大に重 

M きを 爲 せる 著述な， 90 1 千 六 百 九十 三年に は 『敎育 意見』 ("some  Thoughts  on  Educa- 

tion ") 同 九十 五 年に は 『基督 敎の 合理なる こビを 論す る 書』 (" The  Reasonableness  of  Chris- 

tianity as  delivered  in  Scripture  ") を 出版せ， 宗敎 上に て クは當 時の 神學者 等の 攻 

槃を 受けた. o しが 其の 攻擊は 彼れ の神學 より 延 きて 其の 哲學に 及べ り。 彼れ を 

攻擊 せし 敵手の 最も 有名なる は 監督 ス -プ ィ ジ ン グ、 フリ， ト (stilling  Fleet) にして、 口 

タ ク亦 屢，， 之れ に 答 辯した， 9 き。 其の 攻撃の 劇し かりし や、 ォ タク スフ * ル •  ト大學 

にて は 彼れ の 『知 解 力 論』 を 用 ゐるさ を禁す るに 至れる 程な. 5 き。 "タク は 終生 
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口 タ ク和 蘭に 在， 9 し 時 拉丁語 を 以て 書翰の 體裁 にものし たる 信敎 自由 を 論 やる 

書 を 著 はし 千 六 百 八十 五 年 其の 第 一 書 を 公に し (但し 匿名に て) 一 千 六 百 八十 九 年 

更に 其の 第二 書 及び 第一 二 書 を 出版せ り ("EpistoladeTolerantia") 其の後 一 千 六ず 九 

十 年 其の 哲學 上の 大 著、 吾 人の 知 解 力 を 論 やる 書 (" Essay  sllcerning  Human  u-(lerstand- 

ing") を 公に せり o 此の 書 は 一 千 六 百 八十 七 年 即ち 彼れ が 和 蘭に 在りし 時 巳に 全 

く 完了せ しものに して 彼れ 自ら ものした る 其の 極槪は 其の 翌年 佛蘭西 語に 翻譯 

せられて 當時和 蘭に て 彼れ の 一 友人の 發 兌せ る雜誌 『ビ ブ リオ テ ー ク 、ユー 一 * ェ ルセ 

〃 』 ( " wibliotheque  Universelle  ") に揭 げられ た， 9。  P タ クが 此の 書 を 著 はさむ W 志し ゝ 

は 一 千 六 百 七十 年 又は 七十 一 年の 事に して 彼れ が 数年間 佛蘭 西に 滯 在した る 時 

に はま さに 其の 著作に 從 事し 千 六 百 七十 九 年に は 旣に槪 ね 其の 業を卒 へた りし 

ものの 如し。 "タク 自ら 其の 書の 序文に 記して 曰 は く、 曾て 數 人の 朋友 等ビ 論議 

したりし 時 の 論議の 問題が 滿足 なる 解 释を得 ざ， 5 しょ ，9、 己 れ おも へら く、 其 等 

の 事抦を 論議す る 前に 先づ 吾人 自らの 能力 を硏 究し而 して 吾人の 知 解 力が 如何 

なる 事 抦を取 扱 ふに 適し 如何なる 事抦を 取扱 ふに 適せざる か を 見 分く るふ-を 


爾來 交情 益； 親密 W な， 9 後に 侯が 家に 師傅 及び 侍醫ビ して 招かれ 又 侯の ために は 

常に 或は 書記、 或は 顧問 どし て 助力 を與 へたり。 一千 六 百 六十 八 年に は ノル ジム 

パ， ランド^に 伴 はれて 佛蘭西 及び 伊太利に 旅行せ， 9。 彼れ は 政治 上に 於いて 

も宗敎 上に 於け るが 如く 自由主義 を懷き 盛んに ホイ ク グ黨の 政論 を 主張し 後に 

シ ャフッ ペリ ー 侯の 政府に 立つ や 彼れ また 登用せられ た りしが 一千 六 百 七十 三 

年 侯 其の 位地 を 失ひ&  - ク亦從 ひて 其の 官を 失へ り o 一  千 六 百 七十 五 年 療養の 

ため 佛蘭 西に 行き、 一 千 七 百 七十 九 年 シ ャ フッ ペリ ー 侯 再び 朝に 立つ や 彼れ 亦 召 

されて 歸. 5 しが 侯 久しから すして 貶せられ 一 千 六 百 八十 三年に は 自ら 身 を 以て 

英國を 逃れざる を 得ざる こビ どな b しかば U タ ク亦後 を 追うて 和 蘭に 行 き、 其 處 

に滯 在せ る 間 著作 を事ビ し又當 時の 名士  V」 交 はる こど を 得た， 9 し が、 又 時には 本 

國 よ- o の 嫌疑の ために 名を變 へて 潜伏せ ざる を 得 ざ しこ VJ も あ. 5 き o, 一  千 六 

百 A 十八 年 オレンジ 侯 井 ルリ アム 英國の 王位に 即き 翌年 & タク 英 國に歸 b 、爾後 

重く 王に 用 ぬられて 當 時の 政策 及び 英國 立憲政治の 基礎 を 固く する こ、；.」 に與 hN 

て 大にカ あ， n- き o 
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は 甚だ 慊焉 たら す、 其 の 頃より デカ 〃トの 著書 を讀 みて 大に 哲學 上の 興味 を 覺ぇ、 

且つ ガク セン ディ 及び ホ * ブス を も 硏究せ .90  メ， I シャム 女史の 記せる 所に よ 

れば " タ ク 自ら デカ ル トの 著述 を繙 きて 始めて 哲學の 書 を 讀む與 眛を覺 えたり 

ビ 屢 i 語 れ， OVVJ ぞ。 當時 英國は 恰も ク&ム M ルが銃 治權の 下に 在りし 時 して ォ 

タク ス フ ォ ルド 大學に 於いて は 思想の 自由 を 束縛せ や、 殊 に P タクの 在， 5 し クラ 

イス ッ、 カレ タデ學 長 デ-" ン、 ォ I エンは 宗敎上 寛容に 富め. 9 し當 時の 名士に して 

"タク は 少なから や 此の 人の 感化 を 受けた， 90 彼れ-籾め は宗敎 家たら む ど 志し 

た b しが 王 權復與 して 後 は 英吉利の 監督 敎 會、 ビ ユタ タ ン 宗派に 取， 5 て 代 はる こ 

?J-yJ なりし かば 其の 自由なる 宗敎 上の 懷抱は 彼れ をして 敎 職を帶 びむ v, の 念 を 

斷 たしめ た. 5。 後 又 彼れ は醫師 vj ならむ V」 欲して 醫學 及び 化 學の硏 究に心 を 傾 

けた， 5 しが 醫術も 亦 彼れ が 身 を 立つ ベ き 職業に は あら ざ， 9 き。 一 千 六 百 六十 五 

年 サ ー、 ヲ 1 タ ー: ェ ，ンが ブラ ン デンプ クグの 宮廷に 使す るに 方た b 其の 書記官 

W して 行け， 90 翌年 オタク スフ * ルドに 歸. o て 其處に "，^ ド、 ァ ン ジ 一一 1、 ァ シ 

ュ レ 1 '卽ち 後の シャ フタ ベタ， 侯 (Lord  Anthony  Aschlev,  Earl  of  Shaftesbury ) ビ 相 知り 


たれ V> も 其の 玫究の 方法 は專ら 演繹 的な. 9 しが 故に 彼れ の 哲學は 寧ろ  一 ^の究 

理 派學說 たるの 趣を帶 びたり。 彼等の 後に 出で て 最も 明らかに 實驗 哲學の 建設 

M を爲 さむ ビ 力めた る を & タ クビ す。 故に 或は 彼れ を 名 づけて 歐洲 近世 哲學に 於 

一 ける 經驗學 派の 開祖 どもい ふ。 但し &タ： クの說 ける 所 は經驗 主義に 基づけ る も 

( の VJ は 云 ふ ものから 委しく 考 ふれば 尙ほ 彼れ の 思想に は 究理 學 派に 在りての み 

許し 得べき 假定を 合 有する 所 少なから す、 殊 に 其の 思想の 明らかに， テカ ル トの哲 

學に 影響せられ たる 所 ある を 認め すん ば あらや。 され ビ 大體上 先づ最 も 明らか 

に 經驗哲 學を唱 人出で たる 者 は 彼れ な bo 經驗 主義に 基づきて 考 ふれば 未だ 彼 

れの所 說に滿 足す る 能 はざる 所 ある こ S  、是 れ 爾後 此の 學派發 達の 勸 機たり しな 

れ r クゅ， 〔二〕 デ "ン、 & タク (JohnLocke) は j 千 六 百 三十 二 年 八月 二十 九 E を 以て 英國 

生涯 著 ^ 

一- Ji-、4f  0  <  1  ま 

ブリストルの 邊， 9 クリング トン w 云 ふ邑に 生ま る、 父 は 法律家に て 彼の 內亂の 起 

一  " 

これる に 際して は パリメ ント に黨與 した， 90  P ジ クは j 千 六 百 五十二 年 オタ ク 

. 一 ス フォルド 大學に 入りし が 當時尙 ほ 其 處に說 かれたり しスコ ラ哲學 風の 思想に 
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の 開祖 口 

タ ク0 


を 組織す る 觀念は 如何なる 起原 を 有する ものなる ぞ、 這般 の 問題 を 提出して 歐洲 

近世の 哲學に 一 大潮 流 を 起こせる を、 か の P タ ク によ， 9 て 最も 明瞭に 唱へ出 ださ 

れ たる 經驗學 派の 哲學 ぐ」 す。 而 して 此の 經驗派 哲學は ライブ 一一 タ ッ， デル フ學派 

が獨 逸の 學界 に獮漫 したる 時には 已に 英吉利 及び 佛蘭 西に 於いて 種 々の 發達を 

遂げ 居た， O. しもの な bo 予輩は ライブ-タツ- ヺル フ學派 以後 獨 逸に 於け る、 廣 く 

は 歐洲に 於け る哲學 史上の 新 時期に 入る に 先き だち 眼 を 經驗學 派の 哲學 に轉す 

ベ. し o  (  •  • ... . 
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〔一〕 實 驗哲學 の故鄕 w も 云 ふべき は英國 なり o ぺ， コン 出で て 早く a に自 

然科學 に 於け る 實驗的 研究の 必要 及び 其の 方法 を 諭 じ、 ホ ジ ブス 次ぎて 當 時の 自 

然科學 の 根本的 思想 を 取， 9 て 其が 哲學を 組織せ む ど 試みたり き o され ざべ ー コ 

ン の 功績 は 専ら 自然 科學の 精神 を說 ける 所に 在， 9 て 其の 所 .說 は 能く 經驗 哲學の 

組織 を 成せる もの w 云 ふべ から や。 又ホジ ブス は 自然 科學の 根本 思想 を 探 用し 


な り0 此の ゆ ゑに 自然 を 模倣す VJ 云 ふこ ビ が 美術家の 最高 目的 vj な b 來 たる oj 

斯 くの 如く ライブ 一一 タ ッ "デル フ學 派はパ クム * カルテン 等の 唱道に よ， 9 て獨 逸の 

學界に 偉大なる 勢力 を 振 ふこ ビ ざな b  、而 して 此の 學 派が 哲學 思想 發 達の 上に 功 

績を 遺せる もの ある は 固より 認めざる 可から ざる こ ビ なれ V, も、 デ ^ フに 至りて 

は 唯 锂學派 は 其の 極端に 至れる， y」 共に 最も 明瞭に 其が 弱 點を發 表し 來 たりた， 

彼れ は槪 念より 出立し 之れ より 論理的に 演繹して 全 哲學を 組織す vj いふ を 其の 

生 眼 ビ爲 したれ ざ も、 其 の實 際に 爲す所 を 見れば 唯 だ 論理的に 演繹し 來 たるの み 

に 非す して 常に 吾人が 經驗 によりて 得た る 種々 の 事件 を揷 入せ り。 哲學的 研究 

が槪 念の 分析に 止ま， C 居る 間 は 吾人の 知識 は 新ら しく 其の 步を 進む る こ -yj 能 は 

や、 以 て 能く 吾人が 知識の 事柄なる 千 差 萬 別の 事物 を 捕 ふるに 足らざる こ VJ は此 

の學 派の 人々 の實際 論述した る 所に よりて 容易に 認め： らる 0 又 彼等の 出立 點 S 

する 所謂 槪念 其の もの は何處 より 得來 たれる ぞ 尋 ぬれ ば、 吾 人の 思想 は 茲に其 

の 方向 を轉 じて 別路 を 取らざる を 得ざる ベ し。 吾人 は 經驗に 依ら やして 槪念を 

形づくり 其 を確實 なる 論理的 研究の 根 據ビ爲 す こビを 得べ きか、 凡そ 吾人の 思想 
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二  0 六 

彼れ 說 いて 曰 は ぐ， 完全 ビ は 一物が 其の物の 本性 即ち 槪念 に 相應 する の 謂 ひなり、 

而 して 吾人が 明瞭なる 知識 を 以て 其れ を 了解 すれば 茲に 眞理を 得た， ovj 稱せ. ら 

, ，  お 

る o 又 吾人の 心 作用の 中に 就き 意欲の 方面 を 以て 之れ に 接すれば 仲の 完全 どい 

ふこ ビは 吾人の 當 さに 得む VJ すべ き善ビ 名づ くる もの VJ なる o 又 吾人の 漠然た 

る 感官の 知覺を 以て 之れ に 接すれば 其 は 茲に美 VJ して 吾人に 認めら るビ。 斯く 

の 如く 眞、 善、 美の 三者が 明瞭に 區 別され たる は 美學に 於け る 一 大進步 VJ 云 はざる 

可から す。 此の 故に 美 ビ名づ くる もの は 畢竟 事物の 完全なる 相に 外なら や 唯 だ 

其の 相が 吾人の 五官に 現 はれた る樣 (perfectis  phaenomenQll) なる のみ。 而 して 美に 於 

いて 吾人が 看取す る 一 事物の 完全の 相 は 吾人の 感官 的 知覺が 其の 事物の 槪 念に 

相應 する 所に 在る ものなる が 故 に、 言 を換へ て、 美 は 吾人の 五官 を 以て 知覺 する 調 

和に 在り VJ いふ も 可な， CVO 而 して 事物の 相が 其の 本性に 調和し 居る 所 は 美に 於 

いて は 正さし く 其が 部分 相互の 調和 及び 部分 V」 全體 どの 調和 ビ して 現 はれ 來た 

る。 自然界 は 最も 完全なる もの を 目的 VJ する 造化 主の 活動の 作る 所なる が 故に 

美なる ものの 最高 模範な b 、從 ひて 吾人の 作爲 する 美術の 模範 も 亦 こ ゝに存 する 


論 狸 學を說 くに 先 きだちて 感官の 知 覺を論 やる もの を 置くべし W  、而 して 彼れ は 

之れ をェ ス-プ ，ティカ (aesthetica これ は希臘 語よ h- 來た， 9 て元ビ 感官の 知 覺を論 

やる もの vj 云 ふ ほ V- の 意味 を 有せる 語) w 名 づけた bo 彼れ 以爲 へら  <  、吾 人の 知 

識は 其の 漠然たる ものなる W 明瞭なる ものなる ビを問 は や、 共 に 完全なる もの を 

以て 其の 對境 W す VJO ライブ 一一 タツ 巳に 事物の 完全の 相 を 明らかに 知識す る、 是 

れ 即ち 學狸的 知識に して 其 を 漠然 VJ 認知す る是れ 即ち 美を認 むる 心の 狀態 なり 

ど 云 へ， 9 しが、 パ ゥ ム ガ \  / ン の 審美 說は 要するに 此の 思想 を 開. 發し 行ける もの、 

之れ に從 へば 亦 吾人が 明瞭なる 觀念を 以てする 判定 は 知 解の 判定に して 論理的 

の も の、 漠然 たる 觀念を 以てする 判定 は觀 美の 判定 即ち 品評 名づ くる ものにし 

て 感官 的の ものな bo 斯 く，.. ：> て バ ク ム ガ ル ク ン に 取， 9 て は 吾人の 感官の 知覺を 

論 やる もの 是れ 即ち 吾人の 觀美心 を 論す る もの ビ な た， 0.0 彼れ が 所謂 ュス -プ 

1 テ ィ 力 は 此の 理由に よ， 9 て 後 世， 美 學 VJ いふ 意義 を帶 ぶる こビ VJ な り、 又 此の 故 

を 以て 彼れ は 始めて か、 る 名稱を 用な て 哲學龃 織 中の 一 部分 W して 斯の學 を 論 

せむ どせ る 者な， o ビ云 はる ゝな bo 
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バウ A が 

^デ 

其の 美學 

>w。 

0 


IIO 四 

バウムガルテン 

〔八〕 ，ハク ム ♦ カルテ ンニ 七 一 四 1 一 七 六 二) はデ k フが 組織的に 欤究 せる 所 を 

ば 更に 步を 進めて 其の 詳細なる 點 にまで も 整然たる 形を與 へむ VJ 企てた. 9、 又哲 

學 上の 用語の 彼れ に 定められた る ものが 後に 力 ン トに用 ゐられ て 長く 後世に 体 

はれる もの 少 からす。 彼れ が說 ける 所の 中、 最 も 後世に 記憶 さる ゝは 美學 上の 論 

な， 00 さきに デル フは 其の 謂. ふ 狸體學 及び 實踐 哲學に 入る 前に 學問 研究の 顧^ 

ぐ」 して 論理の 學を 置け ，9、 而 し て 論： 理 學 ど は 吾人が 事物 を 明瞭に 知識す る こ》」 に 

於いて 思想の 成立 及び 親 則 を 論す る もの を 謂 ふ。 而 して 吾人の 知識 は ライブ ュ 

タツの 說く 所に 從へ ば、 漠 然 たる もの 即ち 感官 を 以てする もの V」 及び 明瞭なる も 

の 即ち 所謂 知 解に 屬 する もの どの 二 段階に 分か る、 前 者 は 下等の ものにして 後者 

は 高等の 者な ，9、 然 るに デル フの 論じた る は 唯 だ 高等なる もの 即ち 論理 學に 止ま 

りて 終に 下等なる ものに 論じ 及ば ざり き o 此の ゆ ゑに パク ムガ ル タ ンは 以爲へ 

ら く、 吾 人の 知識の 論 (彼 れ の 所謂 Gnoseologie)^ 全から しめむ に は デル フの說 きたる 


ベての 法理 を 論じ 出 だす こど を 得ビ。 

「一？ ィ プ 〔七〕 ヺルフ が 哲學の 大要 は 以上 叙述せ る 所に よ， 9 て 知る を 得べ し o 而 して 

^フ 環 彼れ の 哲學は 整然たる 組織 を 成し 且つ 何人も 採用し 易き 硏究法 を 以て 說き出 だ 

_ せる ものなる の 故 を 以て 一時 獨 逸の 學問界 は靡然 VJ して 之れ に 傾き 茲に所 謂 「ラ 

イブ 一一 タ ッ-デ ^ フ 學派」 を 成し、 ァ ン ドレ ァス、 リュ， ディ ゲ 火 (Andreas  Hiidiger 一  六 七 

； 三 I 一  七三 一 ) クリス チ アン、 ァ クグス ト、 ク  〃 n ククス (Qlristian  August  Crusiu か j 七 j 

二  I 1 七 七 六) 等の 如き ありて 多少 之れ に 杭して 反對の 聲を舉 げし かざ も獨 逸の 

： 哲學界 はなべ て 此の 學 派の 押頜 する 所 V」 なれ b,o 今 此の 學 派に 屬 せる 者の 中、 著 

名なる 人々 を擧 ぐれば ^1 ドギ ヒ、 ヒ リ ヅ ブ、 -プィ ュ ム ミ ヒ (Rudwig  philil)p  Thtim ョ ig 一 

六 九 七 |> 一七 二 八) ゲ ォ ル グ、 ベ ルン ハル ド、 ビ ル フィン ゲ ル (Georg  wernhard  Birfinger 一 

六 九 三 1 一 七 五 〇、 此 の 人 始めて ライブ -1 ラ ッ- デル フ學派 W いふ 名稱を 用ね たり) 

アレクサ ン， テ^、 ゴ ッ トリ. I ブ 、パク ムガ^- プ ン (Alexander  Gottlieb  waus^arten) ゲ ォ 少 グ、 

フジ 1 ドタ； j 、マイ エル (Georg  Friedrich  IVleier 一七 一八— 一 七 七 七) 等 にして 中に 就き 

一 最も 吾人の 注意 を惹 くべき を バウムガルテン W す o 
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所謂 完全になる ビは 一 に は 其の 活動が 活 

す、 換 言 す れ ば、 眞 實の 性より 見て 其の物の 

の 合した るが 即ち 完全なる な hv  、之 れに加 

和す る こ ビ に 完全 どい ふこ VJ あ ，0-0 所謂 

附加 せらる ゝ ものに 外なら や、 眞 正の 幸福 

ど を嘉 みする 所に 存 する もの 也。 デ^ス 

ビを相 分かちて 道德 上の 目的 を說 けりし 

タツに 於け るよりも 彼れ に 於いて 更に 善 

ほ以爲 へらく、 一 個人の 完全に なるこ VJ は 

のに あら や、 是 れ 吾人が おの づ から 夫婦 親 

く， 9 又 家族 相 集まり て更 に大 なる 祉會を 

會を 組織した る 民 約の 极據は 畢竟す るに 

國家 全體の 安寧 を增 進す る こ ど 是れ國 家 

互に 完全の 域に 達する こ w 能 はや、 而 し て 


5  二 

動す る 者の 本性に 相 合する こビ を意昧 

當 さに 在る べき 樣に 其の物の 現 實の樣 

へて 又 吾人の 行爲が 行爲の 結果 vj 相 調 

幸福 は 唯 だ 完全に 達せる 狀 態に 於いて 

は 吾人の 良心が 其の 如き 狀 態に 在る こ 

は斯く 明らかに 幸福 ど 完全になる こど 

が 故に 偷狸學 上 所謂 完全 說が ライブ ，ー 

く 其の 形 を 成せり ビ云 ふべ し o 彼れ 尙 

他人の 完全に 成る こ £w 相 離れた る も 

子 及び 主 從の關 係 を 成して 一 家 を形づ 

形づくる こ ビ の 必要なる 所以な り o 1 

人々 各，. 完 全に ならむ W する E 的に 在り、 

の 最高 法律な ，9、 安 寧なら すん ば 人々 te 

件の 國 家に 於け る 最高 法律よ h- して 凡 


する が 如き 靈 

靈 魂が 意識の 

れ ば、 他 の 物の 

_yj を證 する に 

ヺ^ フが ライ 

圓を 限れる 所 

きた， 9 しが チ 

よ， GN して 考ふ 

て而 して 其の 

めて 却り て 其 

〔六〕 以 上 

れるは 其が 偷 

クス 及び ブ -I 


魂 の み、 吾 

銃 一 作用 

結合に よ 

足 る 0 

ブー 一 タツ 

に あ kvo 

ルフは pi 

ォ に ォ 

相 異な る 

が 特殊の 

述べた る 

理 及び 法 

フ-ン * ト 


人の 靈 

を 有す 

りて 始 


魂 は 意識 作用 を 有し 而 


づ 吾人の 道徳上の 目的 


る こ- y」 は て 

めて 成れる も 

W 其の 說を 異にせる 

ライブ-" ッは 凡べ 

だ 其 を 吾人の 心身の 

は 其の 生 要なる 思想 

點は 主に 唯 だ 彼れ が 

意義 風趣 を埋沒 せし 

所よりも す ル フがラ 

理に關 する # な h,.o 

ル フ を硏究 せる によ 

を 明らかに 幸福 ビ區 


其れの 單 

のに 非 ざ 


して 意識 は 銃 一 作用 を 有す 0 

1 なる ものなる こ ど、 換 言 す 

る こ ど 、即 ち^の 本體 なるこ 


他の 

て の 

關 係 

を ラ 

ラ 

む る 

ィ ブ 

此の 

KV て 

^ し 
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一 の 著る き點は 豫定の 調和の 範 

モナ ドに 就きて 豫定 調和 論を說 

に 就きての み 云へ bo 此 等の 點 

イブ 一 一 ッ ッ より 得た る ものにし 

ブ 一一 ッ ッの說 を なだらかなら し 

如き 結 架に 立ち至れる 所 にあ bo 

一一 タ ッに對 して 獨 立の 地位 を 取 

方面に 於いて は 彼れ はグ 。 ー チ 

得た る 所 少なから や。 彼れ は 先 

て 完全になる こ に 在り どせ， 50 

二 〇ー 


明せ むに は 目的 

の あるが 爲 めに 

に 之れ を 了解す 

世界の 存在す る 

其れが 最も 完き 

^を 說 きて 多な 

£ が 同 一 にせら 

〔五〕 签 間に 

ena  subatantlata) に 

は 個々 の 力に し 

， 

るの みに て 凡べ 

ブー 1 タツの 用ね 

latomi  naturae)  _ij い 

れ たる 最も 著る 


二  8 

觀を 持ち 來たら ざる 可から す、 即 ち 世界の 存在す る に 宜しき 目的 

此 くの 如く 機械的 關係を 以て 變動 する 物界ぁ h-w 考 ふるよ b 他 

る 道な きな bo 

目的 は 畢竟す るに 其が 圓滿 の桕を 現す る こ に 在 h>、 換 言 す れ- ば、 

ものなる が 故に 存在す るな り、 而 して デ ル フは 物の 完 きどい ふこ 

る ものの 一 致な. 5  ，、」 云へ り、 盖 し ライブ ュ ッ ッの 所謂 調和 ビ 完全 

れ おる ものに 外なら す o 

さま 

廣 がれる 形 を 有する 物體 は是れ 即ち 吾人に 現 はれた る 樣 (phenom- 

して 其の 眞實の 相は廣 がり を 有する ものに 非 や。 其の 眞實の 相 

て 其の 一 々は 凡べ て 單一 なる も の 也、 ヺ k フは 之れ を 活力 S 云 へ 

て 其れに 想念す る 力の 見 はるて ふこ S を說か す、 故 に 彼れ は ライ 

た， 5 し モ ナドビ いふ 語 を 用ゐる こ VJ を 避けて 寧ろ 多く 自然 原子 

ふ 語 を 用ね む S せ， 9。 此の所 ブルフが ライブ 二 タツの 說ょ 離 

き點 なり。 睃れに 取りて は 想念す る 力 ある もの は 唯 だ 吾人の 有 


に對 して 唱 へ 出で たる 多元 說の 見地 をば 更に 言 表せる ものに 外なら や .o 斯く實 

在 は 個々 谷 i 定 相 を 具 ふるもの 而 して 其の 各！ をし て定相 あらしむ る 所以の 原理 は 

即ち 狸 由 則に して 其れに 定 相を與 へし 所以が 其の物 自身に 在る 時には 其 は絕對 

に 必然に 存在す る も の、 換 言 す れ ば、 自 存の もの (a  se) な ，0、 若 しまた 其れに 定 相を與 

ふる 所以の ものが 他に 在る 時 は 其 は 依 他の もの (ab  alic) 即ち 偶然の も の、 換 言 す れ 

ば、 他 に 依りて 始めて 必然に 存在す る ものな り。 チ^' フが 斯く說 ける 所 は 是れラ 

イブ 一一 タ ッ 風の 思想に スビノ ー ザ 風の 思想の 加昧 せられた る ものに 外なら す。 

ヺ〃 フは 物界を 以て 一の， 機械 ど 見做せ bo 以爲 へら く、 凡 そ 物界に 生起す る 事件 

は 皆 機械的に 必然に 出來 する ものにして 物界の 最小 部分 ど雖も 其の 現實 在る に 

異な， 5 て 在らむ に は 全 物界の 別世界 ビ なるこ VJ を 要す。 斯く物 界の事 は 凡べ て 

必然に 起こる もの なれ V- こ は 畢竟 依 他の 必然に して 唯 だ 他に 一 の 物理的 變化ぁ 

b しに 依， 9 てこ ゝに亦 一 物理的 變化 の 必然に 起こる もの 也。 かるが 故に 物界に 

於け る 一 變動は 唯 だ 他に 一 變勸 あ. 9 しが 故に 然るの みに て 此の 機械的 必然の 閬 

係 を 以て は 物 界全體 の 然る 所以 を說 明す るに 足らす。 物 界全體 の 然る 所以 を 説 
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以て 其の 存在す る 所以 を 了解すべき もの 無き が 故に 其の物 は 無より 出で た， 9  VJ 

見ざる 可から や、 然 るに 無より は 何物 も 生じ 出で ざる ベ し、 此 の 故に 凡べ ての 物 は 

其れの 存在す る 十分の 理由 を 以てして 始めて 存在し 得べき ものな， 9 ど0 斯 くし 

てデ， フは單 に 論理的 思考 を 以て 理由 則を證 明せ む V」 試み たれ V- も、 其 の證 明の 

無効の ものた るる は 見る に 難から す。 何 w なれば 彼れ の 證明は 循環 論證 の似而 

非 推論に 陷れゝ ばな ，9、 そ は 彼れ は 理由 則 を論證 せむ w して 無よ， 9 は 何物 も 生せ 

一 す. y」 云へ V- 無よ b は 何物 も 生せ す V- 云 ふ M- が旣に 理由 則 を 假定し 居れば 也 0 

一 チタ. フが 學說の 長處は 其の 組織的なる 點に 在り。 其の 論旨 は (假令 彼れ は ライブ 

一 -1 タ ッの學 徒た， 9 ど 云 はる ゝこ vj を廿諾 せ ざ. .5 き ヾ」 雖 も) 槪 ね ライブ ュ タ ッに由 

一 來せ るが 故に 茲に 委しく 之れ を 繰 b 回し 說く 必耍 なし o 唯 だ 特に 取り出で て 注 

意す る價値 あり vj 思 はる ゝ三 四の 點 をのみ 左に 摘出せ む。 

〔四〕 デ ル フは 全く 定 限され たる 者 を 以て 實 在の 相，、 j なし 個性 を 具 へ ^る も 

のの 外に 實 在なる もの 無し W 見た， 00 蓋し 個別の 原理に 從ひ 個々 物 W して 其の 

定相を 具へ たる もの 是れ實 在な bvi 云 ふこ ど は ライブ 一一 タツが 已に スどノ ー ザ 


くもの ，/J の 二種 あ ，9、 前 者 は 原理 を 立つ る ものにして 後者 は 原理の 行 はる ゝ實例 

を 供す る ものな り VJO 心理 學も亦 之れ ど 同じ く、 心 锂學 上の 材料 を 蒐集し 行く 者 

即ち 經驗的 心现學 (psychologia  empil.ica)  VJ 吾人の 心 VJ いふ 槪 念 (換 言 す れ ば、 想 念す る 

力 を 有する もの VJ 云ふ觀 念) よ り 心 狸 上 一 切の 作用 能力 を 論じ 出 だす もの 即ち 純 

锂的 心理 學 (psychologia  rationalis)  VJ の 二つに 分かる。 デル フが 論述の 方法 は斯 くの 

如く 一 方に 於いて は經驗 的硏究 に基ゐ する もの を 許容した るの みなら す、 彼 れ が 

實際爲 せる 所 を 見れば 單に槪 念の 推究 によ. 9 て 進み 行く 方 (即ち 純理の 方) に 於 い 

て も 常に 吾人の 經驗 より 得た る 觀念を 揷み來 たれる さ 明らかな り o され V- 其の 

目的 ど爲 せる 所 は 兎に角 明らかに 唯理學 派の 傾向 を菘 端まで 持ち 行ける ものに 

して 此れ は 彼れ が 論述の 方法 W ライブ -IV ッの ビ を 比べ 見ば 明らかに 了解 せら 

る. べし。 ライブ 1ー タ ッは 吾人の 狸 性が 用ね る 原則 どして 自同則 ど 理由 則 W を 並 

べ揭 げたれ V- も論现 的に 一 より 他 を 論じ 出 ださむ W は 試み ざ b き、 デ ル フは 之れ 

を 試みて 謂 ふ 所 狸 由则も 畢竟す るに 自同则 より 出で たる ものに 外なら すビ爲 せ 

hyo 其の 意に 曰 は く、 若 し 一 物の 存在す る こ VJ に 全く 其の 理由な かりせば 由り て 
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かに 演繹 的の も の、 又 概念的の もの 爲し 

哲學の 硏究は 種々 の 事物 を 經驗し 其の 經 

して 先づ 吾人が 心 を 以て 形づくれる 根本 

も の、 而 して 是れ 彼れ に 於いて 唯狸學 派の 

位置に 達した る 者 ど 見ら る ベ き 所な り。 

的の もの VJ 見た， 9 しが 彼れ は 又 其の 傍ら 

き、 槪念 の 推究を 以て 進み 行く もの VJ 經驗 

のづ から 相 並び 行く ものな り W し. 又 眞 實 

實例を 供 せらる、 ものな.. 9  VJ せり o 此の 

の 論を爲 すに 方た b て は 其が 出立 點 ど な 

を 演繹す る もの の 外に 實驗的 (experimental) 

以爲 へら く、 物 界に 生起す る 一 切の 現象 は 

の 運動 W によりて 起こり 來 たる。 而 して 

出立し、 經驗を 待た すして 物理的に 造り 上 


一大 六 

たるな り。 斯 くの 如く  v-ル フに從 へば、 

驗に 基づきて 放究を 進む る ものに 非す 

的槪 念よ， C- 出立して 演繹 的に 進み 行く 

钕究 法が 經驗學 派に 對 して 最も 極端の 

デ , フは斯 /、哲 學硏究 を 以て 專ら 演繹 

に經驗 上の 事抦を 取り扱 ふ 學問を も 置 

的 事實を 蒐集し 行く もの VJ の 二者 はお 

の學 問に 於いて は 前者 は 後者に よ， 5 て 

故に 彼れ が コ ス モ P ギアに 於いて 物理 

る槪 念より 論理的に 其の 凡 ベ ての 知誡 

に玫究 しゅく 物 现學を も 置け bo 彼れ 

物體を 組織す る 細微 分子 (81-pusoula) ど 其 

物理 學には 此の 二者に 關 する 槪 念より 

ぐる もの W 物界の 經驗を 多く 蒐集し ゆ 


一 神に 就きて 論 やる ものにして 之れ を 神 學 (theologia)VJ いふ。 次ぎに 實 踐哲學 も理體 

一 學 V- 同じく 總論ビ 各論，、」 に 分かる。 其の 總論は 實踐哲 學全體 の Q 礎，/ J 見るべき 

ものの 論に して 之れ を philosophia  --sc^op  universalis ビ 云 ひ、 而 して 各論- yj 見る べき も 

\ の は 亦 三部に 分^た る、 吾 人 を 個々 人 VJ して 論す る もの 之れ を 道德學 (ethica)  £ 云 

ひ、 一 家族 を 成す もの ビ して 吾人 を 論 やる もの 之れ を 經濟學 (oecono ヨ ica)-yj 云 ひ、 國 家 

ビ い ふ 圃體を 成す もの ど して 吾人 を 論す る もの 之れ を 政治 學 (politica)  VJ い ふ o  (此 

の區 別はァ リスト- ブレ， f スに. H 來せ り。) 

|| か， 〔三〕 哲學 玫究の 方法より い ふ^は 究理 (又は 唯理) 學 派の 特色 は 其の 極端の 形 

$  0  | 

.? 一  を 具して 特に 明らかに デル フの 思想に 現 はれ 來 たれる を 見る o 彼れ に從 へば、 哲 

\ 學は 吾人の 槪念を 以て 推究し 行く も の、 專 ら分析 を用ゐ 行く ものな， 90 此の 故に 

彼れ の 立脚地よ， りすれば 吾人の 出立 點 VJ したる 槪念を 分析して 其の 中に 合 まれ 

一 たる もの を 分かち 出 だすに よりて 能く 吾人の 一切の 哲學的 知識 は 組成 せらる o 

一 是れ 正さし く. テカ ル トが 其の 疑 ふ ベから すビ したる 自我の 意識より 出立して 論 

一 步を 進め、 スビノ ー ザが 本 體の觀 念 を根據 W して 推究 したる 論法 を尙ほ 一層 明ら 
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1.K 四 

cognoscltiva) ビ意 欲の 能力 (lacultas  appetitlva)  VJ の 二 あ (是れ ライブ 一一 タ ッの折 說に由 

來 せる もの) 而 して 哲學に は 此の 二者の 各！ に關 係す る 部分 即ち 二部 門 あり。 一 は 

理論的 方面に して 純粹に 吾人が 知識の 能力に 屬 する も の、 之 れを稱 して メダ" 、ィ 

ジ 力 (理 體學) ど いふ。 次ぎに 意欲の 能力に 關 係す. る もの は 吾人の 行 爲を論 やる も 

のにして 之れ を 實踐哲 學 (philosophia  practica) ど いふ。 而 して 件の 哲學の 二部 門に 人 

る 準備ぐ」 して 論理 學 (logica) の 一 科 あ 是 れ哲學 的 研究に 於いて 其れが 理體學 たる 

VJ 實 踐哲學 たる V」 を 問 はや 常に 吾人 の從ふ べき 思想 全體の 成立 及び 運用の 方法 

を 論す る ものな bo 狸 體學を 分かちて 總 論及び 各論 ど す 0 總論 は實在 其の物に 

就きて 全 體の硏 究を爲 す も の、 換 言 す れ ば、 實 在が 如何なる 特殊の 形 を 取れる に拘 

らす 一 切實 在，/ j 云 はる べき ものに 通 やる 事相 を 論す る ものにして 之れ を 實體學 

(ontologia) ど いふ。 而 して 各論 は 更に 三部 分に 區別 せらる。 第一 は 世界の 成立 を 

研究す る ものにして 之れ を コ ス モ W ギア (cosmologia) ど い ひ、 第 二 は 心に 關 する 研究 

にして 之れ を 心理 學 (psychologia) ビ 云 ひ (心 狸 學に對 して 云へば コ ス モ & ギア は廣 

義 にての 物理 學ど謂 ふべき もの 也). 而し て 第三 は心界 及び 物界の 全體の 原因なる 


計の ために 陷れら れてハ レを逐 はる、 こ な り、 四 十八 時間 以內 に國 王の 地 

を 退去せ やば 笞 刑に 處 せらるべし ビ いふ 條 仲の 下に 追放 せられぬ o デ が フは是 

れょ， 5 マ ルブ， グに 行き 其處 の大學 に敎授 どなりて 一千 七 百 四十 一年に 至りし 

が フタ ー ドク ヒ大 王位に 即 きて 後 また" ル レに 召喚せられ、 「千 七 百 五十 四年即 

ち 其の 死に 至る まで 其處の 大學に 在， 5 て 敎授に 力めた hNO 

〔二〕 デル フが獨 逸の 哲學に 致せる 特殊なる 功繽の 一 は 獨逸語 を 以て 哲學を 

論す るこビ に 力めた るに 在り o 當 時に 至る まで 獨 逸の 學 者が 哲學 を講 する ゃ槪 

ね 拉丁語 或は 佛蘭西 語 を 用ね き、 ライ ブ 二  ^ ッの 如き 亦爾 かした. o き o 然るに 此 

の 頃より 次第に 獨逸 語の 用. Q らるゝ に 至りし が、 獨 逸 語 をば 哲學を 叙述す るに 堪 

ふる 國語 VJ 爲 したる こどに 於いて は デル フが 力の 與れる 所 頗る 多 か. C き。 彼れ 

が 造 たる 哲學 上の 用語が 模範 VJ なり て 後代の， 用法 を定 めた る も の 少なから す o 

右の 外 ヺルフ が 功績の 一 に數 ふべき は、 彼 れ が (上 にも 旣に 一 言 せる 如 く) 哲 學を組 

織 立て ゝ 叙述せ る こ VJ  、是 れな hvo 彼れ に從へ ば、 哲 學は 凡そ 可能なる JJ の 全體を 

欤究 する ものな り。 其の 立てた る 組織に 曰 は く、 吾 人の  > ひに は 知識の 能力 (fac 一  iltns 
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れが學 說を窺 ふに 肝要なる 論文 及び 書翰 

たり。 彼れ に 次ぎて 起こ，^ 其の 哲學の 主 

し 且つ 廣く 之れ を當 時の 學問 界に傳 へた 

の 功績な bo デル フは 一千 六 百 七十 九 年 

大學に 入りて 數 學、 物 理 學、 哲 學 及び 神學を 

研究心て 大に 得る 所 あ り、 又 ツイ ルン ハク 

も 相 知りて 其が 思想の 影響 を 受けたり o 

具 はれる 所 ある はッ ィ ル ン ハ クゼ ンが學 

VJ 考 へらる o 彼れ 後に ハル レ大學 に 招か 

學 にて 哲學の 講義 を 以て 犬に 名聲を 揚げ 

等 は 彼れ が 唱道した る 唯狸說 を危險 なる 

を 曲解し て、 其 の唱 ふる 所に 從 へば 國 王に 

て咎 むる こ VJ 能 はざる 如き こ VJ  VJ なる ヾ J 

^ へ だ ム第 一 世に 吿げて 彼れ を 陷れむ V」 


I さ 一 

等 は廣く 世人の 見る を 得る の 便 を缺き 

要なる 思想 を 取りて 其 を 組織的に 論述 

る は クリス チ アン、 チ フ (clllisti ：… ン 7013 

を 以て ブ レ ス ラウに 生まれ 後ィ -  ，ナ 

修め 特に， テ カルト 及び ライブ-一 ッ ッを 

ゼ ン の 書 を讀み 且つ 後に は 其の 著者 W 

彼れ が 論述の 組織的 方面に 於いて 大に 

術 研究 法の 論に 得た る 所 ありし に 因る 

れて 數學の 敎授ビ なりし が 其の 後. 該 大 

たう o され ざ ビエ- ズィ スト 派の 宗敎家 

もの ビ して 彼れ を徘 斥せ む どし 其の 說 

屬 する 兵士の 脫走 する こ- y」 あ hNW も敢 

の 旨 意 を 時の 普 漏 士王フ リ， ドリ ヒ、 井 

試みる に 至れ， 9。 デル フは 遂に 此の 詭 


一 要する に、 ラ イブ 二 タ ッは說 明に 困却せ る 極、 竟 に 神て ふ 觀念を 借. 5 來た. 9 て、 あ ら 

\ ゆる 困難 を 之れ に 投じ 込む が 如き 窮策 を 用ね ざる を 得ざる に 至れるな り o 是を 

以て 彼れ の 所謂 神 は 唯だ此 等の 困難 を 救 ふ 窮漦ビ して 提出され たる もの (deusex 

o 

一 machlna) に 外なら す VJ  , 評せら る ゝ な hyo 

{ 斯 くの 如く ライブ 一一 タツの 哲學に 少なから ざる 困難の 點 ある は 畢竟 彼れ が 多元 

を說 きて 其の 谷！ を獨 立の もの，/ J したる 上に 尙ほ 其の 一 致を說 明せ む ^ すれば 也。 

換言すれば、 彼れ は ス ビ ノ ー ザの 萬 有神說 に陷ら ざら むビ して 多元 說に 走れる ど 

同時に 多元 說の 困難に 陷れる もの V」 云 ふべき な. 5。 斯 くの 如く 彼れ が 哲學に 困 

難の 點は あれ ざ も 連續律 を根據 W して 唱へ 出で たる 其が 種々 の 思想の 中には 後 

世の 學界に 記憶 せらるべき もの 少なし ませす。 殊に 彼れ が 心 狸 上の 所說の 如き 

は 今日に 至， 9 て も 尙ほ大 に價値 あ， 5  VJ 云 はざる 可から す。 

第三 十六 章 ダル フ 及び 其の 學派 

〔一〕 ライブ  一！ タツ は 其の 哲學 思想 を 組織的に 叙述す る こ S を爲さ す、 且 つ 彼 
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1 九 o 

神に よ， 9 て 創造せられ たる こ VJ を說 かざる を 得 や o 之れ を 要する に、 彼 れの說 /、 

所はォ タ カジ ォ 論に 附著 する 困難 ど 同 一 の 困難に 觸れ ざる を 得ざる な， 90 

次ぎに 吾人 は ライブ 二 タ ッが 所謂 モナ ドの 想念す る 事柄の 何なる か を 知る に闲 

しまざる を 得 す、 換 言 す れ ば、 其 が 想念の 內容の 何なる か を 了解し 難し。 何 どなれ 

. 譽 

ば 彼れ は 各 モナ ドは 其の 自 性に 具 ふる 所 を自發 する ものな .9  W 說 くものから 其 

が自發 する 想念の 何なる を尋 ぬれば 是れ 他の モ ナド の狀態 を縮寫 せる ものに 外 

ならす W 云 ふ、 而 して 他の モナ ドの狀 態 は何ぞ や，/ J 尋 ぬれば 是れ亦 他の モナ ドの 

狀態を 表現す る ものに 外なら や VJ 云 ふ o されば 到底 谷モ ナドの 想念 は 他の 乇 ナ 

ドの狀 態 を 表現す る もの 也 ど 云 ふに 止まる なれば 恰も 寫す ものの みあり て寫さ 

るゝ內 容の來 たる 所な きの 難に 陷る、 換言すれば、 一 モナ ド は 他 を 表現し、 而 して 表 

現さる べき 他の モ ナドに 何事の あるか ど尋 ぬれば 其 はまた 他 を 表， 現す，/ J 云 ふに 

止まる。 されば 想念 さるべき 事抦の 出で 來たる 所以 は竟に 之れ を 解す ベ か らす、 

若し 其の 事抦を 得む S すれば 唯 だ 之れ を 神 ど いふ 原因に 歸 して、 种は谷 モナ ドに 

そが 想念の 內 容を與 へた bvj いふ 說 明に 其の 隱家を 求めざる 可から す。 之れ を 


小宇宙の 論 も あれ ば， 元 子 論も攝 取され • 

カジ ォ 論に 由來 せる 要素 も あれ ば、 又 0 

る 所 も あり。 此 くの 如く 夥多の 要素の 

所是れ 彼れ が 哲學の 一 大 特色な り、 而 し 

b 上がれる もの ど 云^む よりも 寧ろ 美 

趣 を呈せ bo 故に ライブ 一一 タツの 哲學 

して 一 種の 美術 趣味 を帶び ひる 所 あれ 

だ 其が 諳耍 素の 調和の 成らざる 點 ある 

て 最も 不調和 を感 する は祌ど いふ 觀念 

かむ が爲 めに 止む を 得す 外より 附け加 

衆多の モナ ドの 想念す る 所が 何故に 相 

調和 を豫定 したる 祌ぁ b ど說 きて 謂 は 

に てま の觀 念の 地位の 甚だ 安から ざる 

ナ * トを 以て 一 切 他に よりて 影響せられ 
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ダカ ル ト哲學 及び 共れ より 出で たる ォ タ 

ら反對 しながら ス ビ ノ ー ザの 哲學に 負 へ 

攝 入せられ て 其處に 一 の 新 和合 を 成せる 

て 其の 和合 は 論理的 推究 の結粜 ざして 成 

術 的 結構 を 以て 成し 上げられた るが 如き 

は 全體 よ^' 見れば 調和て ふ 觀念を 主眼 ビ 

V」 深く 其の 內 部に 立ち入りて 考 ふれば 未 

を 認め 易し。 彼れ の哲學 組織の 中に 於い 

な &リ 彼れ の 所謂 神 は モナ ドの 調和 を說 

へ たるが 如き 趣 あ り、 盖 し 彼れ は その 所謂 

調和す るか を 解す 可から ざるが 故に 其の 

ば、 神 て ふ 覜念を モ ナドの K 點に添 へたる 

は 深く 考へ やして 明らかな bo 彼れ は > 

ざる 本體 VJ 爲 しながら 又 それが 奇跡的に. 

ノク  一八 九 


なきの みなら や、 大 なる 善を來 たさむ が爲 めに は孥ろ 不善の 必要なる 理由 あり 0 

吾人の 活動 を獎 勵し隨 ひて 吾人 をして 大 なる 幸福 を 獲得せ しめむ に は 多少の 障 

碍の 吾人 を 刺激す る もの 無 かる 可 か らゃ、 多少 の 苦痛 之れ あるが 爲 めに 却って 吾 

人が 強大なる 快 樂を感 やる は譬 へば 食物に 少 許の 藥味を 添 ふるこ ビが 却って 全 

體 の 風 眛を增 し、 音曲に 少 許の 不調 子を揷 むこ W が 却って 曲 全體の 調子 を 高む る 

が 如し。 世に 多少の 不善の 存在す る は 世界 全體の 調子 を 害 ふ ものに 非す して、 な 

かな かに 其 を 高む る ものな り VJ 云 はざる 可から す v}o これ を ライブ 一一 タツの 有 

名なる 樂天論 ど す。  . 

〔！ 七〕 以上 ライブ 一 一 ジ ッの 哲學を 陳述した る 所 を 以て も 知らる ゝが如 ぐ、 彼 

れの 所說は 一 根本的 觀 念より 出立して 其 を 論理的に 開發 したる もの に 非 や、 寧ろ 

從來 存在せ し 種々 の學說 に對し 批評 を用ゐ たる 結果 ど して 種々 の 思想 を發 揮し 

來た b 其 等が 相 結合して 一 大龃織 を 成せる ものな， 00 是を 以て 彼れ の 哲學に は 

種々 の 見地に 屬 する 思想の 多く 攝取 綜合され たる あ. り。 ァ リスト- ァレ〜 スの哲 

學の耍 素 も あれば、 ス コ ラ哲學 の 思想 も 其の 痕跡 を 遺し、〃 ネ サン ス 時代の 大宇 {S 


やや o ライブ-一 タツが 之れ に對 する 解答に 曰 は く、 斯 く 不善 は 在りながら 尙ほ全 

體ょ， 9 云 へ ば 世界 は 最も 善なる ものな ，0、 神 の 心の中に 於いて 種々 の 世界が 想念 

VJ して 存在 し、 而 して 中に 就き 最も 善なる ものが 選ばれて 創造せられ たる 也 o 人 

若し 此の世界の 最善の ものた る こ ビ を 見す ば、 そ は 唯 だ 其の 一 部の み を 見て 全體 

を考へ す、 ま た 人類の 目的 及び 幸福の み を 標準 VJ して 考 ふれば な bo 世界の 善な 

る 所以 は 其が 全 體を 見、 其 が 全體の 目的より して 考 へざる 可から や。 

斯 くの 如く 唯 だ 世界の 一 部分の み を 見る 時 は 不善なる こビの 多き が 如く なれ W 

も 其 等 は全體 より 見て 不善 ど 云 ふ 可から ざるの みなら や、 現 實 吾人の 應 接する 世 

間に 於いても 決して 不幸 多し  >ヒ 云 ふこ ビ を 得す。 啻だ涫 極 的に 全體の 目的よ b 

見ば 全世界 は 最も 善き ものなる かも 知る ベ からす ど 云 ひ 得る のみな ら. や 、ぎ 人 は 

現實 此の世界の 善なる こ VJ を證 明す る を 得。 人 動！ もす れば 不善なる こ VJ の 此の 

世界に 多き 樣に 首 ひ 做せ ど 實際 は然ら す、 唯 だ 吾人 は 善事に は 慣れ 易く 炎禍 苦痛 

は 些少 にても 之れ を大 なる 樣に 言 ひ 做す 傾き あるな， 5。 生物の 此の世に 在る や 

槪ね 其の 生を樂 しみ 生きながら へむ こど を 欲す。 啻だ 善事に 比して 不善 事の 少 

ほ學史 近世 哲學 第 11 一十 五 隼 ライプ 11 タ $\  一八 七 


一 s 

哲理 上より 見た る 不善 ビは萬 物の 皆 有限なる を 云 ふ、 これ は 所 造 物た る ものの 免 

る 可から ざる 所に して 造られた る 個 ふ 物が 存在す る 以上 は 其 等 は 谷！ そ れぞれ の 

制限 を 以て 存在せ ざる 可から すつ 而 して かく 所 造 物 は 凡べ て 制限 を 有する もの 

なる が 故に 苦痛 即ち 物 狸 上の 不善 ど 名 づけら る、 ものの 亦茲に 生す る は 止む を 

得ざる こ VJ な ，5、 何 VJ なれば 制限され 抑壓 さる V」 云 ふこ^，、」 苦痛 VJ 云 ふこ VJ  VJ は 

全く 離れ 得 * へ きものに 非 ざれば な bo 又 かくの 如く 限り ある ものなる が 故に 罪 

惡 即ち 道德 上の 不善の 生やる も 亦 まむ を 得ざる こ V」 也 o され V- 此 等の 罪 惡も其 

の根據 する 所 は 制限 即ち 缺 乏、、 」 云 ふこ ビ にて 神が 罪惡を 造れ， 9 ビ云 ふこ <y」 に は 

非す、 神 の 造れる は 唯 だ 罪惡を 免れざる 限り ある ものにして 而 して 神 は 其 等の も 

のの 限， 9 ある 所よ して 罪惡の 出で 來たる べき を豫 知せ う £ は 云 ふ を 得 U 

以上 列擧 したる 不善 を 以て 限り ある 所 造 物の 免る 可から ざる もの， AJ 爲 したる 上 

にて 更に 提出 せらる ベ き は 何故に 神が 必然に 不善 を 以て 伴 はる ベ き 有限なる 涸 

々物 を 創造せ るか. yj いふ 問題な KVO 若し 其の 如く 不善の 伴 ふ こき の 免る 可から 

ざる ものなら ば 一 初めより 其 等 有限の 莴物を 創造せ ざるの 勝れる に 若かざる に 非 


(a  priori) を 加 ふる を 得、 何 •、」 なれば モ ナドの 最高の ものに 在， 9 て は 其れの 在 b 能 ふ 

こ ビ ど 其の 實在 する こビ -yj が j なれば 也、 圓 滿なる ものに 於いて は 其の 在. 5 能 ふ 

ビ 云 ふこ w は 其の 實在 する こ w 合 一 す。 (是れ 畢竟 中 世紀 このかた 用ね 來 たれ 

る 神 即ち 無限 者て ふ觀 念より 必然に 神の 存在 を證 明す る 論の ァリ ス トテ レ ー ス 

が 可能 對現實 論の 彩色 を帶 びて 其の 形を變 じたる ものに 外なら や o) 凡べ ての 物 

の 窮極 は 神に して 彼れ は あらゆる 眞 狸 w 盛德 w の 淵源な り。 祌の 光榮是 れ莴物 

の 向か ひ 進む 目途に して 而 して 其の 光榮は 世界の 調和 を 現す る こど 及び 生き ど 

し 生ける 者の 幸福なる こ vj ビ異 別なる ものに 非す o 

然るに 茲に問 ふ ベ きこ vj の ある は斯 くの 如き 目的 を 以て 造られた る 世界に 何故 

に 災禍の 存在す るか ど 云 ふこ vj 是れ な， 00 ベ ー i は曩に 此の世界 は 善 惡のニ 元 

を 有す ビ 見る かた 事實 にかな へ， 云 ひし が、 ラ イブ 一一 タ ッは 之れ に對し て、 近 理 

上よ， 9 考 ふる も 此の世界 は 善良なる ものにして 前に 所謂 其が 目的 ど 決して 相戾 

る ものに 非ざる こ VJ を證 せむ ど 力めた， 5。 彼れ は先づ あらゆる 不善 を 三種 類に 

別 かち、 一、 哲 理 上より 見^る 不善、 二 、物理 上の 不 善、 三、 道 徳 上の 不善 VJ なして 曰 はく、 

西^ 哲 6 史 近世 哲學 第一 一 1 十 玉 草 ライプ 11 タタ  - 


1 八 四 

のなら ぬ こビを 知るべし。 唯 だ 吾人が 其 等の 理由 を (換 言 すれば 全 體の目 的) を 發 

見し 得ざる 所 あるの み。 語を換 ふれば、 敎會の 敎義に は 吾人の 理性 以上の もの あ 

一 hv  w 云 ふ を 得れ Vj も、 之 れに 戾れる もの あり VJ 云 ふこ ど 能 はす。 吾人の 理性 は 限 

一 り ある ものな hz 吾 人 以上の 理性 を 具 ふるものより 見ば 吾人の 解し 得ざる もの も 

一 了解し 得らる ゝ ならむ。 

^敎 1£  〔一六〕 以上 は專 ら敎會 の敎義 即ち 天啓に よ， 9 て敎 ふるものに 就きての 論な 

づき， 樂 バ 

天 論  り0 ライブ 一一 タツ 尙ほ曰 は く、 吾 人が 自然に 具 ふる 理性 を 以て 宗敎上 吾人の 知識 

\ し 得る 所の もの あ.^、 而 して 其 等 は 凡べ ての 宗敎に 於け る祌髓 ども 云 ふべき もの 

ゾ にして 吾人の 本 具せ る も の、 唯 だ そ を開發 して 明らかに 認識す るに 至りて 所謂 自 

然神學 の 組織 を 成す。 所謂 自然 神學の 綱頜は 一 に は 世界 以上に その 造化 主なる 

神 あり，/」 云 ふこ マ」、 二に は 吾人の 靈魂は 不死な b マ」 いふ こ ，、J  ，是 れ な i 吾人が 靈 

一 魂の 不死なる は 其の モナ ド なるこ ど によりて 知らる。 神の^ 在に 就きて は霾に 

揭 げたる 論 證、 即 ち 宇宙に 於け る 調和よ. 5 推して 其の 原因 どして 祌の 存在 を 知る 

\ 論 (a  posteriori) の 外に 祌の 在， o 能 ふ VJ 云 ふこ w より 其の 實に 在る こど を證 する 論 


^ 上の 明瞭なる 知識な りビ。 斯く ライブ- 1 タツの 所說は 道徳 を 言 ふ 上に 於い て も， 

一 學狸的 知識 をい ふ 上に 於いて も" 又 觀 美的 品評 を爲す 上に 於いて も、 其 の 根本的 思 

\ 想 VJ する 所 は 調和 ビ いふ 觀念 なり、 而 して 所謂 調和 は 其の 圓滿 完全て ふ觀念 ミ 相 

離れざる ものにして 是れ 彼れ が哲學 全體を 貫徹す る^ 想な トン。 ライブ ユタ ッは 

人 ど爲り 調和 を 好めり。 

〔一  五〕 宗敎 論に 於い. て は 彼れ は 當時敎 會の唱 へたる 敎義を 辯 護せ むビ 力め 

た り、 某 の 著 『テ ォ， テ イセ ー』 は ベ， I ルに毂 して 論 b たる もの 也。 ベ ー ル は宗敎 上の 

- 敎義は 道理に 合 はざる こ w を 言 へり。 ライ， フユ タツ は 答へ て 曰 は く、 其 等 敎義は 

饽现の もの に 非す、 そ は 悖 i-VJ は 論理 上 矛盾 を 合む か 又は 理由 則に 逆 ふの 謂 ひな 

れ ざ、 敎會 が唱ふ る 敎義は 決して 論理 上 矛盾 を 合む もの に 非す、 また 狸 由 則に 逆 ふ 

もの ビ も 云 ふこ ビ 能 は す、 凡 ぺ ての 物の 存在す る 理由 は 窮極 すれば 世界の 全體の 

目的に 存 する ものにし て、 種 々の 事物 は 畢竟 件の 全 體の自 的 如何によ， 9 て 生じ 來 

一 たる ものなる が 故に 奇跡の 如き も 是れ亦 理由 則に 逆 ふ ものに 非 や、 其 れが生 せら 

5 る べき 十分の 狸 由 ある 所に 生じたり VJ 見る こ VJ によりて 其の 毫も 怪しむ 可き も 

、 
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あ ふ 調 本 タラ 
り 觀和思 クイ 
。念 ご 想の プ 
にい は 根 二 


】ro 一 

吾人 は啻だ 自己の 活動の 進みて 完全- VJ な， 5 隨 うて 幸福なる 狀 態に 在らむ こ， yj を 

求む るの みなら や 自然に 他人 をも完 からしめ 幸福なら しめむ ざ 力む る 傾向 を 具 

ふ、 而 して 一 切の 社會的 道德、 即ち 人 ビ 人，、」 の 間に 自然に 成立す る權利 義務 はこ ゝ 

に 其の 根據を 有す。 所謂 自然の 道德 法に 三 段階 を 分か て^、 曰 はく、 第 一 に は 「何人 

を も 害 ふ 勿 れ 」VJ いふ 正義の 德 C5g  strictuB)、 第二に は _. 谷！ 與 ふるに 其の 得る に價 する 

所 を 以てせよ」 VJ いふ 公義の 德 (aequit§)、 第三 即ち 最高の 段に は 「禮 を盡 くせ」 W いふ 

修 禮の德 (pietas) 、是 れな hNO 

〔 一 四〕 ライブ-! ジ ッ以爲 へら く、 萬 有 は 凡べ て 調和 を 現じ 居る も の、 而 して 吾 

人の 知識 は 其の 調和 を 知らむ こ ど を 以て 目的 ざ し、 吾 人の 行爲は 吾人に 於いて 圓 

滿 なる 調和 を實 現せむ こど を 力む 0 而 して 同ヒく 調和 を 認知す るに も 其 を 明瞭 

に 知る は是れ 即ち 學理的 知識に して 其 を 漠然 ビ 知る 所に は 所謂 觀 美の 感を 起こ 

す、 换 言 すれば、 一 物 を 見て 美 はし ビ 思 ふ は 其の物に 於け る 調和 を 篱然ビ 思 ひ 浮か 

ベた る 也。 例へば 昔 樂を聽 きて 其の 美 を感 する は 其の 音曲に 具 はれる 音律の 調 

和 を 漠然 V- 認識せ るな bo 數理上 其の 調和 を 明らかに 意識す る は是れ 即ち 學理 


意志 は理. a なくして 絕對に 自由に 意志 自ら を 決定す る ものなる が 如くに 思 ふな 

KVO され Vj 意志に 於いても 想念に 於け るが 如く 幾多の 段階 ありて 極めて 漠然た 

る 所よ b 進みて 其の 發 達した る狀 態に 至る o 而 して 吾人が 其等倾 向、 銜 勸、 意 志 の 

充足せられ 增大 せられた る狀 態に 進める 所に は 快 樂を感 じ、 之 れに 反せる 塲 合に 

は不 快感 を 起こす 0 吾人の 本能 VJ 名づ くる もの は此等 意志的 作動 中の 下級に 位 

する ものな bo 更に 進めば 快感 を 得む ビ する 吾人の 好み- y」 いふ 狀 態に 至 る、 さ れ 

V- 此等 はな ほ 唯 だ 個々 の 快感に 向か ふ 意志に して 其が 發 達の 至れる もの に 非す o 

意志の 最も 發達 したる 狀 態に 於いて は 吾人に 取りての 善 福 を 明らかに 目的 どし 

て 常に 之れ を 求む るに 至る。 玆に善 福 w いふ は 一 時々々 の 個々 の 快感に 非す し 

て 吾人の 全體の 活動が 益，. 完 全に 成， 9 行く. 所 に覺 ゆる 幸福の 狀態 即ち 永續 したる 

快 樂の狀 態 VJ 名づく 可き ものな b. 、而し て 吾人の 道徳の 极據こ ゝに在 bo 吾人の 

德行 ビ 名づ くる もの は 吾が 活動の 全くなる 所に 在 ，9、 全 くなる- w は 諸 性能の 開發 

し 且つ 調和した る狀態 をい ふ、 一 言 に 云へ ば、 圓滿 調和の 狀態 に 進む、 是れ徳 に 進む 

な b  、而 して 斯か る 狀態 に 在る や 吾人 はおの づ から 快 樂を覺 ゆるな， 50 
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ど し、 fH して 此 等の 記 號を ras 想の イロ ハ (alphabetunl  cofritatiollun!  humanorunl) V」 なして 

恰も ィ t> ハを 以て 一切の 言 辭を 造る が 如 く、 此 等 思想の ィ" ハを 以て 凡べ て 吾人 

の 思想 を 形づく， 5 て 人類 一 般に 通用す る ものたら しめむ の 企阖を 胸中に 懷 きた 

〔一 三〕 以上 は 思 ひ 浮かぶ る 想念の 方面よ b 吾人の 心 を 見た る も の、 即 ち 其が 

知識の 邊を說 明せ る ものな， 50 ライプ, 一 タツ は 吾人の 想念よ. o 離さす して 其れ 

の 傾 向、 換  一一 一一 n す れ ば、 其 が 更に 明瞭なる もの w な， o 行かむ. y」 する 銜勸 を說 きた. 90 

以爲 へら {# の 銜勸の 明らかに 意識 さる ゝに 至， 9 たる もの 是れ卽 ち 吾人の 意志 

な hs  、意 志の 活動 は 想念に よりて 決定 せらる ゝ ものにして 絕對に 自由に 決斷 する 

ものに 非 す、 換 言 す れ ば、 其 の 決斷は 其が 理由に よりて 決定 さる ゝ ものにして 吾人 

がし かく 思惟せ ざる は 唯 だ そ を 決定す る 所以の ものが 漠然 vj 意識 さ る ゝ こ ，/」 多 

きが 故な， 9  0 漠然たる 種々 の觀 念に 結ば， 5 て 漠然たる 傾 向、 銜 動 あ b  、而 して 通常 

所謂 意志の 決定 は此 等に 根據 して 爲 さる、 もの なれ ざ も 吾人 は 唯 だ 意志の 決定 

をのみ 明らかに 意識して そを然 らしむ る 所以の 心理的 作用 を自覺 せざる が 故に 


の 理由 を 有する ものの み 也。 斯 くの 如く 事實の 穿鑿に 理由 則 を 用 ゐて考 ふる は 

是れ 吾人が 理性の はたらきな， 9。 かほ ざ 明らかに 論理 上の 則 ビ 事實 上の 則ビを 

分 かち 各！ に特 別の 原則 あり どして 之れ を 揭げ出 だした る は先づ ライブ-一 タツ を 

以て 嚆矢 どせ ざる 可から や。 

事實 上の 穿鑿に 於いても 吾人 は 其が 摅 て 立 つ 若干の 根本的 事 實を言 ひ 表 はす 

判定 を揭 ぐる を 得、 而 して 此 等の 根本的 事實は 先づ許 多の 事實を 蒐集し 比較し 而 

して 其が 基本- yj なる もの を發 見す る こ ど によ， 9 て 得らる ゝな bo 凡そ 吾人の 知 

識 する 所 は 其が 證明を 追 ひ 行けば 終に 一 は 若干の 根本的 自同 判定に 基ね し、 一 は 

根本的 事實を 言 表する 若干の 判定に 基ゐ する もの ビな る、 而 して 此等は 共に 吾人 

の 認識に 對 して は 直接の 關係を 有する も の、 即 ち 共に 他の 媒介 を 要せす して 直接 

に 吾人に 承認 せらる ゝ もの 也。 生得の 觀念も 亦 其の 锂由を 問 ひ 質す に 於いて は 

侔の 若干の 根本的 判定の 上に 其の 證明を 求めざる 可から す o 此 等の 根本的 判定 

を 墓 どして 推究し 結合し 行かば 吾人 は 正確なる 知識 を 組み 立つ る こ. yj を 得べ し 0 

斯く考 へて ライブ 一一 タ ッは其 等の 根本的 判定に それ どれ 適當 なる 記 號を與 へむ 
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待た やして それ 自身に 明瞭なる な bo 凡べ ての 

行けば 皆 遂に か、 る自同 判定に 歸 せしめ 得べ き 

具 はれる 自同 則に 從 へる ものに し-て 論理 上 一物 

の 窮極の 根據 はか ゝる 判定に 在るな bo 而 して 

同 則 VJ 矛盾 則 w は畢 竟. は 異 別なら や、 矛 盾す る も 

吾人の 知識 を 組成す る 幾多の 判定 を 推し 究めて 

歸 せしめた る もの 是れ 論理 上 知識の 窮極 原理に 

て (即 ち 矛盾 則に 從ぅ て) 吾 人は須 らく 論究 を 進め 

右 述べた る 所 は 論理 上の 形式に 於け る 理性の 原 

いて 用 ゐ る ベ き 他の 原則 あ hz 狸 由 則是れ なり。 

逆 ひて 矛盾 を 合む もの は是 れ固ビ よ， 9 在， 9 得べ 

の は 在 ひ 能 ふ もの なれ V- 、在 b 能 ふ もの 必ゃ しも 

か 否か を 知らむ に は 理由 則に 從 ひて 其が 存在す 

ざる 可から や。 在り 能 ふ ものの 中に 於いて 實に 


1七八 

論理 上の 判定 は 其を證 明し もて 

も の、 而 して 是れは 吾人の 理性に 

に 就きて 正 當に立 言 し 得る こ，、」 

ライブ 二 ジ ッに 取， 9 て は 俾の自 

の は 在り 得べ からざる もの 也。 

其 を 成る ベく 少數 の自同 判定に 

して 之れ を 基本 VJ し 論理に より 

知識 を 正確に すべきな り o 

則なる が事實 即ち 內容の 上に 於 

盖し 前に 謂へ る 論理 上の 原 狸に 

からざる も の、 矛 盾 を 合まざる も 

皆實に 在る ものなら す、 實 に 在る 

ベ き 十分の 理由 あるか 否か を 見 

在る もの は 其れが 在るべき 十分 


へ たる 现に從 ひて せざる 可から や。 故に 曾て 吾人の 感官に 在ら ざり しものに し 

て 吾人の 知性に 在る もの 無し ど いふ は 可 なれ V- も、 尙 ほ 之れ に附 加し て、 但 し 知性 

其の もの は然ら す (excipe  nisi  ipse  intellectus)  _y」 いふ 條 feb を附 せざる 可から す， 盖 し 知^ 1 

其の物 は 吾人が 生來の 活動の 仕方 ど して それに 具 はれる もの なれば 也 0 而 して 

吾人が 感官の 知覺 分かちて 思考 ，ヒ 名づ くる もの も元來 それ w 全く 連絡せ ざる 

ものに あら や、 寧 ろ 唯 だ 程度の 差別 を 以て 相連續 せる もの 即ち 後者に 開發 したる 

もの は 未開 發の狀 態に 於いて 已に 前者の 具へ たる もの なれば 此の 意味に て 曾て 

感官に あら ざり しもの の 知性に あるな し，/」 云 ふ を 得。 

〔一 二〕  狸 性の 依， 5 て 以て 働く 原理に 二 あり、 一 は 自同則 (principium  identitatis) 或 

o 〇 o  .  o  o  o 

は 矛盾 則 (prmclpium  contradlctionis) 一  は 狸 由 則な， 90 吾人が 眞狸 ど 謅 むる ものの 中 

に 就き 其が 最も 單 純なる 基本 ど 見る ベ き は自同 判定な -9、 こ は 一 物 を 取 b て それ 

に 就きて 其れ 自ら を 言 ひ 表 はす 判定に し て、 是 れ 直接に 明瞭なる もの どして 吾人 

の 承認せ ざる を 得ざる もの 也、 委 しく 云へ ば、 判 定の 主位に 在る もの ビ 其れに 就き 

て 言 表さる、 もの 即ち 客 位に 在る もの VJ が 相 同じき が 故に 他に 何等の 證明を も 
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ち 自意識の 統  一 (apperception) の 行 はる ゝ 段階な. CSO 

〔一 1〕 斯 くの 如く 吾人の 想念 は 不明瞭な るより 明瞭なる に 至る まで 幾多の 

連績 せる 段階 を 成す ものなる が 要する に 此等は 凡 ベ て 吾人の 生 具す る 所がお の 

づ から 開發 しゅく も の、 換 言 す れ ば、 先 きに 無意識に 具へ たる ものが 漸次に 意識せ 

られ來 たるに 外なら ざれば 其の 如き 意眛 にて 吾人の 観念 を 凡べ て 生得の ものな 

云 ふ を 得。 (是 れ& タ クが 生得の 觀念を 排斥せ る 論に 對 して ライブ 一一 タ ッの 

云へ る 所な. 90) 吾人の 不明瞭なる 觀念を 以て 知る 所 は 唯 だ 事物の 現象な ，5、 吾 人 

が 物體を 空間に 廣 がれる ものの 如く 見る は是れ 不明瞭なる 五官の 知覺を 以てす 

るが 故な り。 眞 狸を認 むる は 吾人の 锂性 にして 是れは 吾人に 具 はれる 知識の 原 

則に 從 ひて 働く も の、 而 して 其 等 理性の 依りて 働く 原則 は 吾人の 一 初めよ， 9 明らか 

に 意識す る もの に は 非 ざれ V- 、凡 ベ ての 觀念 VJ 均しく 吾人の 心に 本 具せ る ものに 

して 吾人の 精神的 活勸の 進む に隨 うて 之れ を自 覺し來 たるな， 50 吾人の 心 は 全 

く 白紙の 如き ものなら やし て、 寧 ろ 知識 を開發 すべき 特殊の 性 を 具 ふ。 之れ を譬 

きめ 

ふ れ ば、 恰 も 定まれる 理 を元來 具へ たる 大理石の 如 し、 其 を 刻まむ に は 其が 自ら 具 


すぺ きものな. 00 一  人 ビ してせ；； の氣質 性情の 全く 他人 ど 同一なる もの 無 し、 而 し 

て此 等の 不明瞭なる 幾多の 想念の 相 集結せ る ものが 各個 人の 氣 質の 差別 を 成す 

は 恰も モナ ド. VJ モナ ド VJ の 差別が 其れの 活勸の 制限 さる ゝ方 面 (即 ち 想念の 不明 

瞭 な る 所) あ るに よりて 起こる が 如 し、 盖 し 其の 活動の 制限 さ る ゝ 所 (prima  materia) 是 

れ 即ち 個別の 原由 (priucil)illm  individuationis) な， 00 恰も 運動 は 其の 全く 無 かりし 所 

よ^ 起る こ- yj 無く 唯 だ 微小なる ものの 增大し 行く に 外ならぬ が 如く 吾人の 想念 

も 亦 全く 無き 者の 生す るに 非す して 本來の 心性に 具 はれる ものが 其の 漠然たる 

無意識の 狀 態より 漸次に 明瞭に な， 9 行く に 外なら す。 而 して 明 不明の 度に よ-り 

て 其 等 吾人の 想念 を 大別 すれば、 大凡 そ 三 段 ど 爲すこ ビを 得。 其の 最下 等に 位す 

る は 上に 謂へ る 漠然たる 體機感 の 如き 者に して ライブ 一一 ッ ッは此 等 を 名 づけて 

微小 感覺 (petites  perceptions) ビ 云へ， 50 次ぎなる 段階 は 意識 を 以て 俘 はれた る感覺 

(sentiment) にして 例へば 視聽の 感覺の 如き も の、 此 等 は 能く 更に 分析して 其の 定義 

を 下して 他人に 示す こ W 能 はざる も の、 簡 に 言 へば 尙ほ 未だ 判然たら ざる ものな 

bo 更に 上れば 想念が 最も 明暸 なる 意識 を 以て 銃 一 された る狀 態に 至る、 是れ即 
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はる ゝな り、 唯 だ 恰も 勢力が 物質 界に. 於 いて 運動 V」 して 或は 多く 或は 少なく 現 は 

るゝ 如く 心界に 於いても 想念の 或は 多く 或は 少なく 意識に 現 はる、 こ VJ あるの 

み。 睡眠の 狀態 vj 覺醒 の狀態 w は 畢竟 唯 だ 程度の 差別な り、 吾人の 注意 を轉 やる 

は 是れ取 b も 直さす 幾分 睡眠の 狀 態に 入るな. 90 吾人の 慼覺は 一見 甚だ 單 純な 

るが 如くな れざ實 は然ら す、 其 れに 應對し 居る 身體 上の 運動の 祓雜 なる が 如くに 

複雜 なる ものな り o 之れ を譬 ふれば、 海. 波の 磯邊に 打ち 寄す る 昔の 恰も 一 の單純 

なる 音の 如く 間 こ ゆれ V- 實際は 幾多の 波濤の 幾多の 運動に 對 して 幾多の 微小な 

る感覺 起こ り、 而 して 其 等 感覺の 結合が さながら 一 の慼覺 なる が 如くに 意識 せら 

る 入 % 

而 して 各個 人に 於け る 意識の 一 時期 w 他の 時期 ど の閼係 は殆ん V. 意識に 上ら ざ 

る此等 幾多の 觀念 によ， 9 て 始めて 了解 せらる、 を 得。 盖し 若し 其 等の 極微なる 

感覺 あ， 5 て 其の 間に 連 續を爲 すこビ 無くば 一 時期に 於" け る 意識の 狀 態が 何故に 

變 じて 他 時期の 意識の 狀態 どなる に 至る か は 解す ベから や。 個人 ど 個人 VJ の 間 

に 於け る 性情 氣 質の 差別の 如き も亦此 等隴げ なる 想念の 結合の 趣き を 以て 說明 


む W する 倾 向 (或 は 力 求) は 意 志 VJ なる。 され ざ 吾人の 靈 魂なる モナ ドも純 粹に活 

動の 方面の み を 具 ふるに 非 ざれば 明らかに 意識して 爲す 思考 及び 意志の 外に 尙 

ほ 不明瞭なる 想念 をお も ひ 浮かぶ o 通常 は 之れ に 注意せ ざれ ざ も 吾人 は 微少な 

る、 又 漠然たる， 殆ん V- 無 寫識 vj もい ふ べき 感覺を 思 ひ 浮か ベ 居 b  、而 して 其 等の 結 

合 は 吾人の 明瞭なる 意識に 對 して 重大なる 關係を 有する ものな- 9。 吾人が 明ら 

かに 其 を 意識せ ざる は 唯 だ 其 等の 感覺の 相互の 差別の 判明なら ざるが 故の み o 

殆ん V- 無意識な り w は 云へ V- も此等 は實に 吾人の 心的 生活に 於いて 決して 看過 

すべから ざる 要素 を 成す ものな トも 斯く ライブ 一一 タツが 其の 曾て 數學に 於いて 

發 見した る 微分 的 計算 法を應 用して 說 ける 所 は 彼れ が 心理的 說 明の 上に 最も 光 

彩 を 放てる 點 にして 最近の 心理 學 者が 吾人の 心 作用 中 漠然たる 體機感 等の 漠然 

たる 感覺が 明瞭なる 意識の 後景 を 成す ど說 くが 如き は已に ライブ  一一 *- ッの 眼中 

に存 せし 所の ものな， 00 

彼れ 尙ほ 以爲 へら く、 身 體に 於け る 運動の 止む 時な きが 如く 吾人の 心 も 亦 常に 活 

勸 する ものにして 勢力 保存の 法則が 普く 物質 界に行 はる ゝが 如く 亦心界 にも 行 
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1 七 二 

〔一 〇〕 靈魂も 亦連镜 律に 從ひ 其が 念 ひ 浮かぶ る 想念の 明 不明に 於いて 多く 

の 差等 を 成す o 之れ を 大別 すれば 最下 等 は 恰も 吾人の 昏倒して 無意識 どなれる 

が 如き 狀 態に 在る も の、 此 等の 睡れる 靈魂は 生物の 最下 殺に 位する ものにして 草 

木の 如き 是れ に屬す o 次ぎの 段階 は 動物の 靈魂 にして これ は 感覺を 具 ふ 0 其の 

想念す る こ マ J の 如何に 不明瞭なる もの にても モ ナドは 皆 若干の (或は 無意識なる) 

想念 及び 其の 想念が 更に 他の 想念に 移. 9 行く 傾向 (app6tit 又 は teudence) を 有せざる 

は 無 し、 何 ビ なれば 想念 は モ ナ ドが自 性に 具す る 所の 自發 せる ものにし て、 而 し て 

モナ ドには 若干の 想念 をお も ひ 浮かぶ るに 止まらす 更に 進みた る 明らかなる 想 

念 を 浮かべむ ど 力めざる もの 無ければ なり。 而 して 勸 物の 唯 だ 感覺を 具 ふる 程 

度より 更に 上る To  j 段 すれば 啻だ感 覺の能 あるの みならす 其が 自らの 活 勸を自 

覺す るに 至 る、 而 して こ は 記憶 作用に 基づき 幾多の 想念 を 相 結合せ しむる に 因り 

て 成るな bo 此の 段階に 至れば 靈魂は 明らかなる 意識 を 具 ふるもの ざ 成 る、 吾 人 

人類の 有する 所 即ち 是れな り。 而 して 斯く 明らかに 意識 を 有して 活勸 する もの 

に 至れば 其の 想 念 は 思考 VJ な り、 其 が 一 想念よ b 更に 明らかなる 想念へ 移り行か 


は是れ 能動の 地に 在る ものにして 其のし かる 所以 を 示さる ゝは 是れ所 動の 地に 

\ 在るな bo 所謂 能動 所 動 は 直接に 彼れ が 此れに 影響 を與 ふるの 謂 ひに 非す、 他に 

一 於け る狀 態の しかる 理由 を 開示す るが 故に 之れ を 能動 VMK ふな. CNO されば ラ. T 

ブニ タツに 取りても * テ カルト 及び スビノ ー ザに 於け るが 如 く、 能 動の 地に 在る は 

想念の 明暸 なる 判然たる ものにして 所 動の 地に 在る は 想念の 不明瞭なる 漠然た 

^ る ものな， 9。 此の 故に ー圑體 に^ける 他の モナ ドに 比して 想き する こどの： ^に 

バ 明瞭なる もの 即ち 靈魂は 其の 團體に 於け る生宰 ビ名づ くべ きもの 也。 

ライブ -1 タ ッは啻 だ 吾人の 靈魂 及び 身體 のみなら や 一 切の 生物 は 其の 生まれ 出 

づ る 前より 已に 存在 し、 其 の 死後に も尙ほ 存在す る ものなる こ- yj を證 明す る もの 

€ し て、 當 時 恰も 生物 學上唱 へ 出 だされた る 微小なる 種子 的勸 物の 說を 取りて 曰 

は く、 凡 そ 生物 は 本來か ゝ る 種 子 (身 體ど靈 魂 ど を 併せ 具 ふる も の) ど して 存在す る 

も の、 其 の 生死 は 畢竟 該 種子の 伸長 し. 縮 小す るに 外なら や。 盖し 生物 も連績 律に 

從 うて 大 なる ものよ， 9 極めて 小なる ものに 至る まで 數 限りなき 段階 を 成す。 | 

麈の微 W 雖も亦 多くの 生物に よりて 住せら る ゝな りビ。 
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づけて 本體 ^substantia)  W 云 へ る 所 も あ. 00 凡そ 靈魂は 其 を 宿す 身體を 以て 伴 はれ 

ざる 無 し、 而 して 其の 身體を 成す 物 質 (究 竟 すれば モナ ド) は 常に 新陳代謝 し、 靈 魂 の 

想念す る 所 亦 之れ に 伴 ひて 變 動し 行く。 一生 物の 生まる ゝ は連績 律に 從 ひたる 

ものにして 全く 其が 靈魂 及び 身體の 無き 所よ， 9 生 出せ るに 非 や、 靈魂 及び 其 を 宿 

す 身體は 生前よ， 9 業に a: に 存在し、 而 して 生物の 生まる 、は 唯 だ 其が 身體を 成す 

モナ ドの 圑體の 急速に 生長す るに 外なら す。 死 も 亦 全く 靈魂 及び 身體の 消え 失 

する の 謂 ひに 非す して 其の 身體を 成せる モナ ドの 急に 狨 少して 吾人の 肉眼 を以 

て. 認め 得ざる に 至る を 謂 ふなり。 而 して 其の 滅少 或は 增加は 生物の 吾人の 服 前 

に 生活し 居る 間に も 常に 行 はれ 居る ものにし て、 生 ど 云 ひ 死^ い ひ、 畢 竟す るに 增 

加 または 滅 少 (新 陳 代 謝) の ただ 大 なる 程度に 於いて 行 はる ゝの謂 ひに 外なら す o」 

斯くー  モナ ド の， 想念す る 所が 他の モナ ドに 比して 特に 明瞭なる 時に 他 キナド の 

狀態は 其の 一 モナ ドの 明瞭なる 想念に 於いて 最も 鮮明に 表現 せら る、 換. 言 す れば、 

他の 狀態 をば 其の 一 モナ ドに 於いて 最も 善く 讀 むこ w を 得、 他 の狀 態の しか ある 

所以が もよ く 其れに 於いて 了解 せらる。 而 して 他の 狀 態の しかる 所以 を 示す 


melioris に從 へる ものな bo) 斯 くの 如く 說 きて ライブ 二  " ッは 近世の 自然 科學の 

大 精神なる 機械的 說明ビ 目的 觀 VJ を 其の 根據に 於いて 調和せ む ど 試みた， 90 

〔九〕 若干の モナ ドが相 集合して 一 圑結を 成せる 中に 就き 其の 一 モナ ドの想 

念す る 所 他の モナ ド の^かす る 所に 比して 大に 明瞭なる ビ きに は 其の 一 モナ ド 

w 該圃體 に 於け る 他の モナ ド ど の 間に は 恰も 各 モナ ドに 於け る 二方 面 ど 相 比す 

べき 關係を 成す。 盖し 想念す る To の 最も 明瞭なる モナ ドは ュ ン -ブ レ キア (entele- 

chia) 即 ち靈 魂に して 他の モナ ドは相 寄りて 其の 靈魂を 宿す 身 體 (Bateria  seclmda) を 成 

す Mi 恰も 各 モナ ドに 於け る 相ビ素 W の關 係の 如し。 かゝる モナ ドの ー圑體 これ 

生物 vj 名づ くる 者に して 其が 靈 魂- w 身體 ど の關係 は豫め 一 致せし め 置かれた る 

二 個の 時計の 相 合 ふが 如 /- に相應 する もの なれ ざ も 其の 間 相互に 影響す る こぐ」 

無し。 斯く 生物 は本體 なる 各 モナ ドに 於け る 二方 面に 類似せ る 二 面 を 具 ふる も 

の なれば 無機物よ， 9 も 更に 高等なる 意味に 於いて 一 體 たる ものな b  、盖 し 無機物 

は 偶然に  一 IB- を 成した る もの (unum  per  accidens) にして 有機 體は 其れ 自身に 一 , を 

戍 せる もの (unum  per  se) に 近 よれる 所 あ り、 此 の 故に ライブ 一一 タ ッは 或は 生物 を 名 
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勤 も亦然 り 、時間 もまた 均しく 吾人の 心 の 見様に 屬 する ものな bo 

^かも 斯く物 體が廣 がりて 見え 又 空間に 蓮 動す る もの _yj して 見 ゆる は 全く 吾人 

の 感官が 吾人 を 欺く に は あら す、 そ は 其れに 相當 する 實 在の 相 (即 ち *- ナ * トの圆 結 

ど 各 モナ ドの 開發 V3) が 在れば な bo デカルト は 先き に 物理 上よ， 9 見て 宇宙に 於 

ける 運勸の 和 (即 ち 全 量) は 常に 同一 にして 增减 する こ ビ 無し VJ 云へ， 5 し が、 ラ ィ ブ 

一一 タ ッ は以爲 へら く、 常 に 同 一 なる は 運動なら で 寧ろ 運動 VJ して 現 はる ゝ 勢力な 

,9、 卽ち 物理 上 勢力の 全量 が增减 する こ- y」 なく 保存 せらる ゝ也。 (此の 點是れ 近世 

の 物理 學に謂 ふ 勢力 保存 論の 旣に 彼れ によ て 言 ひ 表 はされ たる 者 S 見て 可也。) 

物體に 於け る 一 切の 狀態は 其 を勸 かす 勢力に よりて 生やる ものなる が 故に 物理 

上よ. e 見れば 物 體の諸 現象 は 運動力 を 以て 說明 せざる 可から や、 換 言 す れ ば、 在 ら 

ゆる 物理的現象 は 全く 機 械： 的 に說 明すべき もの 也。 され ざ 自然界の 諸 物が 都べ 

て 機械的 關係を 以て 活勸 する 所以の 窮極 的 原因 は何ぞ やど 尋 ぬるに 其の 爾 かす 

， ， ， ,  . 

ろに 宜しき 目的 を 具へ たる こ VJ 是れな .CN  、即 ち 機械的に 活勸 する 物界 全體 の根據 

は 其れの^ 就すべき 目的に 在 by) 云 はざる 可から す。 (是れ 上に 謂へ る principium 


の 目 機 說の時 
調的械 明主 間 

和 觏88 及觀空 

。ミミ ひ' 的 間 


じくば 其れが 何故に ニ物ミ して 存在す るかの 理由な く、 又 a に 二 物- y」 して 相 分か 

れて 其の 存在 を 異にし 居る 以上 は 其が 二つ VJ なりて 分かる ゝ 理由な かる 可から 

す、 換 言 す れ ば、 其 が 相 異なる 二 物^して 在る は 其の 爾か ある こ S に 各！ が ^の 特殊 

の 狸 由 を 有す ベ き なれ ば、 其 は 決して 全く 同 一 なる ものに 非す。 

「八〕 萬 物 は皆モ ナ * トを 以て 成 る、 而 して モナ ドは廣 袤 を 有する ものに あらす 

して 心靈 的の ものな， 90 物體 ど 名づ くる もの も 畢竟 本體 たる モナ ドの 結合 體に 

外なら す。 然ら ば廣裹 、言 ひ換 ふれば、 空間 は 何故に あるか。 曰 はく、 空間 は 吾人の 

觀る 上に 存 して 實在 する ものに 非 す、 即 ち 吾人の 心の 兒 樣に屬 する 生觀 的の もの 

(entia  sentalia) な り。 譬 へば 吾人が 銀河 を 視るゃ 其 を 成す 一 々の 星 を 認めす して 之 

れを 一 面に 廣 がれる もの VJ する は 銀河 其の ものの 然るに あらで 吾人が 視力の 足 

ら ざるに 因る が 如 く、 吾 人が 感官 的 知覺の 明らかなら ざるが 故に *- ナドの 結合 體 

が 漠然 相 合して 一面に 廣 がれる 如く 見 ゆるな， 90 故に モナ ドの 結合 體が廣 がれ 

る もの ビ して 感 せらる 、、即 ち 物體ビ して 見 ゆる は 現 象 (吾 人の 主 觀に現 はれた る 

锾な り。 空間が 吾人の 主 觀に現 はれた る 現象なる が 如 く、 空 間に 於いて 起こる 述 
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のの み選擇 せられて 茲に大 調和 を實 現した る 宇宙 は 形づくられ たる. ao 

斯 くの. g く ライブ 一一 タ ッの 思想に はス コ ラ哲學 に、 更 に 溯れば 巳に プ # ト I 'ン ： 

見る/ i を 得る 實在 論の 彩色 ありて、 實在ど 完全 ど が 同 一 視 せられたり S 思 はる ゝ 

所 あり、 而 して こゝに 彼れ が 哲學の 一 大 動機なる 目的 觀の 和合し 來 たれる を^る O 

彼れ が 諸 物の 存在に は 其の 存在す る 十分の 锂由 なかる 可から す £ 云へ る は 彼れ 

に 取りて は^が 存在す るに 宜しき 目的 あり VJ 云 ふ ど 同じ。 即ち 彼れ に, K りて は 

原因 ど 目的- y」 は 究竟す る- y」 こる 同 一 義 vj な る、 而 して 彼れ の 哲學に 於いて B" ゐら 

る 、主要なる 原因 は 件の 因果律 又は 理由 則な り、 而 して 彼れ は 此の 狸 由 則 を 言 ひ 

表 はして 何物 も 其の 存在す る 十分の 理由 を 有せ やに 存在す る mj 無し (principiulat 

ionis  SUABCientis) ど 云 へ る VJ 共に 又 之れ を 言 表して 優れる ものの 存在す る 原 理 (pri? 

cipium  melioris)  V.J せ り、 謂 ふ こ ゝ K- は 凡そ 物 は 其の 優れる 度に 從 うて 存在 を與 ゝら 

るビ云 ふに あ- 90 

先き に ライブ-一 タ ッの揭 げたる 法則の 一 VJ して 世に 全く 相 同じき もの 無し ど 云 

ふこ VJ を說 きたりし が、 是 れは 畢竟 上述せ る 狸 由 則に 基づく o 若し 二 物 全く 相 同 


於け る邇想 上の 存在 以外の 存在 を與 へらる ゝには 其の 爾 かせら る べき 狸 由な か 

る 可ら や、 換 言 す れ ば、 其 れが^ 在す るに 至る 十分の 理由な くして 稃 在すべき もの 

に 非す。 然 らば 其の 理由 は 何處に 在る か o 曰 はく、 其の 存在す るに 宜しき 听 ある 

こ VJ 是れな り、 別 言 す れ ば、 物 は 其れが 完全の 相 を 具す る の 度に 從 うて 實东す るな 

り、 全 きこ VJ の大 なる 程 其の 實在 する 狸 由は大 なるな り。 而 して f: の  > ひに 於いて 

思想 上已に 存在す る數 多き モナ * トの 中に 就き 其の 實 在し 得る こ W の 最も 多大な 

る ものが 先づ實 在を與 へら る、 之 れを譬 ふれ ば、 猶 ほ 若干の 運動が 谷 i 相 異 なる 方面 

に 向か ひて 起こる 時に 其 等の 相 合した る 結果 は 種々 の 運動の 最も 多くが 實 現せ 

らるゝ 方角に 向か ひて 進 ひが 如 く. 最 も實 在の 多 き (換 言 すれば 完全なる こ ビの设 

も大 なる) モナ ドの團 體が實 在を與 へらる ゝ 也。 思想 上に は 等しく 存芘し f る も 

の も 其れが 實 在を與 へらる ゝ 上に 於いて は 皆 同等なら す、 彼 れ是れ 矛盾す る もの 

は 共 在す る を 得 す、 其 の 中の 何れ かが 選擇 せられざる 可から す、 而 して 其の 選擇せ 

らるゝ や 全き こどの 大 なる もの 先づ實 在を與 へらる o 一  言 に 云へ ば、 神 の  > ひに^ 

か ぺ らるゝ モナ ド全體 の 中よ り、 相 調和して 最も 完全なる 實 在を與 へられ 得る も 
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.5 同 一 景色 を 見る が 如し。 モナ ドは皆 谷自に 特殊なる 立ち 塲ょ， 5 萬 有 を 映す る 

なれば 一 ^他 vj の 間に 差別 は あれ V- 、畢 竟 やる に連續 律に 從ふ 程度の 差別に して 

此等皆 相 契合して 同一 宇宙 を縮寫 するな bo 斯 くの 如く 备 モナ ドは 其の 表現に 

明 不明の 差等 は あうながら 又 全く 相 異なる ものに 非ざる こ W は 先き に說 きし 類 

推 律 を 以て も 知る を 得 o 盖し 全く 相 同じき モナ ドは無 けれ Vj も、 ま た 全く 相 異な 

る モナ ドも無 し、 之 れを 要するに モナ ドは皆 其の 類 を 同じう する もの 也〕 其の 類 

を 同じう す V」 は 明 不明の 程度の 差別 を 具へ ながら 同 一 宇宙 を 表現す るの 謂 ひな 

hvo 而 して 斯 くの 如く 各 モナ ドが獨 立に 生 具す る 所 を自發 する や 其の 趣の 相 契 

合する こ VJ の (換言 すれば、 類推 律に 從 うて 彼れ よ， 5 是れを 推知す る を 得る こ. yj の) 

窮極 的 根據は 神な り、 即 ち 神 は モナ ド の. 存 在ビ 其の 調和 VJ の 原因な bo され ざ乇 

ナドは 思想 上に 於いて は 本來永 恒の眞 狸ビ して 無始より 神に 存在せ る も の、 言 ひ 

換 ふれ ば， 現 在す る モナ ドは 其の 存在 を與 へらる ゝに先 きだちて 已に 神の 心に 於 

いて 存在せ る も の、 而 して 神の 心に 於け る 其が 存在 は 神の 意志 を 以て 自由に 造 

出 だせる もの に 非す して、 本來 神性 (神 智) に 具 はれる もの 也 o 而 して 其が 祌の 心に 


イブ- タク は ダカ， ト 及び スビノ ー ザの 思想 を 用. Q た， 90) 而 して 斯く ある 所以 

は各モ ナドの 活動に 制限 あ り、 其、 れ の沮碍 せらる ゝ どころ あれば な， 50 即ち ライ 

ブュ * ッは谷 モナ ドには 活勸の 方面 VJ 其の 沮碍 さる ゝ 方面 ビ あり VJ 見、 而 して 彼 

れはァ リスト- プレ 1 ス 及び ス n ラ學 者の 用語 を 用 ねて 活動の 方面 をュ ン テレキ 

o  o 

ァ (entelechia 相)、 沮 碍の 方面 を マ -ズ リア、. フジ ー マ (materia  prlsa 素) ど 名つ けた hNO 謂 は 

ゆる モナ ドの發 達 は 素 即ち 沮碍の 方面： の 少なくな りて 相 即ち 活動の 方面の 進み 

行く の！ K ひな， 90 され V- モナ ドには 1VJ して 純粹に 活動的 方面の みのも の (purus 

actus) 無し。 純なる 活勸 にして 聊かの 制限な く些 の沮碍 なきもの は 唯 だ 神 あるの 

み。 故に ライブ 一一 タツ は 神 を 以て 一 切の モナ ドの 頂上に 位する ものぐ」 し、 或 は 之 

れを 最高の モ ナド ども 名 づけたり o 活動の 制限され たる は 即ち 不明瞭なる 混雜 

せる 觀念を 浮か ベ 居れる 狀 態な り、 神 に 於いて は 一 W して 不明瞭なる 混雜 せる 觀 

念な し o 以上 ライブ 一一 タツの 所說に 於いて 如何に アリス トク レ， ス 風の 思想 及 

び、 デカ ル } 、ス ビノ ー ザ 風の 思想の 相 混和され たる か を 見よ。 

〔七〕 各 モナ ドが同 一 の 宇宙 を縮寫 する は猶ほ 幾多の 人が 谷！ 自 己の 立ち 場よ 
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〔六〕 上に 谷モ ナド は全體 を 表現す W 云 へ り、 而 して 謂 ふ どころ 表現 は ライブ 

一一 タツに 取. 5 て は 想念す- yj いふ ど 同 一義 vj なる o 篕し 一 モナ ドが全 宇宙 を 表現 

す る は， 多な る ものが 一 に 於いて 表 はさる ゝ、 或 は 外なる ものが 內に合 まる ゝの謂 

ひに して 是れ 即ち 想念の 作用に 外なら ざれば 也。 恰も 吾人が 事物 を 想念す S い 

ふ は 我が 心^中に 多なる もの を 表現す るの 謂 ひなる 如く 各モ ナドが 全 宇宙 を 表 

現す る 活動 は 想念の 活動な り。 斯 くの 如く 見る に は 彼れ の 所謂 類推 律が 大に彼 

れを 助く る 所 あ， 9 しな bo 盖し モナ ドの 活勸 の、 內 なる 狀態は 何に よ h- て 知り 得 

べき かど 云 ふに 先づ 吾人の 心の 實驗 する 所より 推して 知るべき 也。 吾人の 心に 

實驗 する 所 を 出立 點 VJ して 類推す ベ く、 而 して 其の 心 は 全 宇宙 を 想念す る こ w に 

於いて 小宇宙 V.J 見ら る べき もの なれ ば、 亦 之れ に準じて 一 切の モナ ドを考 ふべ し o 

(かゝ る 思想の 順序 は.. テカ ルトが 自識を 以て 出立 點 S したる W 相 比する こ VJ を 得 0) 

而 して モナ ドの 活動 即ち 想念 は 其の 明らかな るの 程度に 於い て 無數の 差等 あり o 

其の 所謂 發達は 活動の 進むな り、 而 して 活動の 進む は 不明瞭なる. 観念 を 想 ひ 浮か 

ぶる 狀 態よ b 明瞭なる 觀念を 想 ひ 浮かぶ る狀 態に 至る の 謂 ひなり。 (こゝ にはラ 


狀 態に 進み 行く 所以な， 9。 而 して 一 物が ー狀 態に 在る や 皆 K の當 さに 然るべき 

十分の 理由 あ， 9 て 然るな ，0  、お れが其 の狀 態に 在， 9 て 他 の狀態 に 在ら ざ る は 其の 

然る 所以な かる 可から や o 凡そ^ 在す る もの は 皆 それぞれに 殊相を 具 ふ、 一 物 ビ 

して 全く 他の物 VJ 同じき はなし o 若し 二 物 全く 同じく ば 其れが 何故に 二 物 V」 し 

て 存在す るかの 十分の 狸 由を認 むる こど 能 はす o 一  が 此處に 在り 他が 彼 處に在 

り VJ 云 ふこ VJ に 於いて 已に 其の 差別 を 見 る、 若 し 其れが 全く 相 同じく ば 何故に 其 

の 一 が 此處に 在りて 彼處に 在ら す、 他 が 彼虡に 在りて 此處に 在らざる かの 现. H を 

認 むる 能 はす。 宇宙に は 一物，、」 して 相 同じき もの 無し どい ふ、 是 れ 即 ち ラ ィ ブ -J 

タ ッの 所謂 principium  ideutitatis  indiscernibili-m  (無 同一の 原 運) な， 5  、- 然れ V- も 兆 等 一 

切の 差別 は 畢竟 皆 程度の 差別な り 、種類に 於け る 絕對の 差別に 非 や。 故に 一 物 は 

凡べ て 他物 V」 異なりながら 又必す 相似た， 90 其の 異なる は 唯 だ 程度の 上に 於い 

て の み、 其 の 事相に 於いて は 皆 相 類似 す、 何 ど なれば 各 モナ ドは 凡べ て 同一 の 宇宙 

を縮寫 する もの なれば 也" 故に 吾人 は 類推して 一 物の 狀 態より 他の 狀態を 知る 

こや J を 得 VJ 云 ふ、 是 れ 即ち ライブ ュ ク ッの 所謂 類推 律な り o 
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1 六 〇 

る 程度 VJ 其の 到達す る 程度 vj の 間に 於け る 凡べ ての 程度 を 通過せ ざる 可 からす、 

例へば j 〇 の 速度 或は 温度より 一 〇〇 の 速度 或は 温度に 進む 時には 其の 間の 凡 

ベ ての 段階 を 通過す る、 と 無くして 彼れ よ， 5 是れ へ 飛び 昇る こ ど 能 は す、 如 何ば か 

う 迅速に 彼れ よ. 9 是れに 移る も必ゃ 其の 間に 存 する 凡べ ての 程度 を經 過し 行. 

かざる 可から す。 自然の 現象 は 凡べ て 此の 連績 律に 從ふ 者に して 決して 飛躍 を 

爲すこ ビ. 無 し。 又 全く 運動の 無き 處に 突然 運動の 生起し 來 たる もの に 非 や、 運 動 

の 生せ むに は必 す先づ 小なる 運動 あ， 9 て 其れが 或 速力 を 以て 增 進し 來 たるに 因 

ら ざる 可から す、 故 に靜は 動の 小なる もの ど 謂 ふべき な bo 一切の 反對は 皆相對 

的の も の、 換 言 す れ ば、 皆 程度 上の 差別に して 絕對の 差別に あらす。 固體は 流動 體 

が 其の 流動の 狀態を 少なく したる 者 、流動 體は 固體が 其の 固形の 狀態を 少なく し 

おる ものに 外なら す o 生 は 伸ぶ るな り、 死 は 縮むな bo 反對 ど. 見ら る ゝ者も 畢竟 

程度の 差別に 歸 するな うど。 斯 く連績 律に 從 うて 一切の ものが 連綿たる 程度の 

差等 を 成し 一 切の H- ナドが 皆 飛躍 を爲 す， と 無くして 其の 狀態を 開發し 行く 所に 

某の 變化 推移す る 所以 を發 見す る を 得。 物の 一 狀 態に 在る は 其れが 更に 次ぎの 


る やうに 造られた るな bvjo こゝに 彼れ は 屨！ 時 計の 比喩 を 用 & て谷モ ナドの 映 

する 狀 態の 相 合する は譬 へば 豫め 一 致す る やうに 構造され たる 時計の 常に 相 合 

ふが 如し W 云へ り o モナ ドを 其の 如く 相 合 ふ樣に 造れる もの 是れ 即ち 神な. 00 

ライブ 一 一 タツ 以爲 へらく 、モナ ドの 調和 は 其の 原因 VJ して 神の 存在 を證 明す 

故に 此の 點に 於いて 彼れ の哲 學はォ や カジ ォ論を 一 大 組織 V」 して 打ち 擴 げたる 

如き ものな り。 

〔五〕 此 くの 如く 谷 モナ ド は 漸次に 其の 生 具の 狀態を 開發し 行く ものにして 

而 して こゝに ライブ 一一 タツの 哲學全 體を通 賞す る 一 大法 則 即ち 逑績律 (lex  contin 一一；) 

を認む o 何 を か 連績律 いふ o モナ， ト の自發 する 狀態 は本來 全く 無き ものの 出 

で來 たるに 非す して 已に 可能性 VJ して 其の 具有す る ものの 次第に 開 展し來 たる 

な ，9、 而 して 其の 開展は 決して 間隙 を 成して 飛躍す る ものに 非 す、 是 れ連繽 律に 從 

へるな り o ライブ 一一 タツが 連續 律を發 見した る 由來は 彼れ の 物理的 研究に 求む 

べし。 彼れ 以爲 へら く、 若 し 一 物の 温度が 進みて 或點 より 或點に 至り 又は j 物の. 

運動が 或 速度より 或 速度に 增進 する 事 ある 時には 其の 增進 は必す 其の 始まりた 
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相 は 其の 自 性に 從 うて 出で^た る もの なれば 也。 斯 くの 如く 各 モナ ドの狀 態 は 

其の 生 具せ る 所の ものが おの づ から 開發 する なれば 其の 旣に 開發 したる もの は 

其の 現在の 狀 態に 合 まれ、 また 其の 將に 開發 せむ どす る 狀態も 其の 現狀 態に 於い 

て豫想 せらる。 故に 明 知 を 以て 見る 時 は 各 モナ， トの 現狀 態に 於いて 其の モナ ド 

の 過去 w 未來 V」 を讀 むこ VJ を 得。 尙ほ 語を換 へて 云 は ば、 谷 モナ ドの 現狀 態が 其 

の 凡べ ての 發 達の 段階 を 表現す るな &o 之れ を譬 ふれば 猶ほ 樫の 實が 其の 當さ 

に 成る べき 樫の 樹を 表現す るが 如し o 

かくの 如く 各 モナ ドの 現狀 態に 於いて 其の 凡べ ての 過去 ど未來 V」 の讀 まる ゝの 

みなら す、 其 はまた 他の 凡べ ての # ナドの 狀態を 表現 す、 故 に 各 モナ ドは 宇宙の 活 

5 つ 

きたる 鏡 (slrolr  vivant  de  rum  vers)  VJ も lK ふ V- し o され V」 其の 宇宙 を 映す -yj いふ も 其 

の狀 態の 他に よ b て 起こさる ゝ に 非す、 谷 i 之れ を自發 する なれば ライブ -ータ ッは 

乇 ナド は恣を 有せす ど 云 70 谷モ ナドの 宇宙 を 映す は 他に 影響 せらる ゝには 

非 ざれ^ 尙ほ 其の 狀 態お のづ から 相 一 致して 各！ 同 一 宇宙の 縮 書た. 9。 而 して 何 

故に 然る ぞ w 云 ふに ライブ ユ タツ 以爲 へら く、 各 モナ， ト が本來 其の 如く 相 一 致す 


J? ナド^ 

本性。 


アトム 論の 唯 物 

得たり W 考 へ た 

發 せられた る 結 

したる 一 大 特色 

て 一大 組織 を 成 

〔四〕 ラ ィ ブ 

見たり o 而 して 

る 所より 其の 所 

れの說 く 所發達 

たる 所 あ， 00 而 

る ゝ に 非す し て 

次に 開 發し來 た 

1 ザの 所謂 本體 

1 ザの 所謂 本體 


說 VJ ブラト 

り o ラ ィ ブ 

果 V> して 遂 

は 調和 VJ い 

し 上げむ VJ 

一一 *- ッは實 

彼れ は 機械 

謂 モナ ドの 

て ふ 觀念を 

して 各 モナ 

自發 自展す 

るな bo 此 

て ふ ® 念 ,1  レ 

も ライブ ュ 


1 ン哲學 の 狸 想說 VJ 

ュ タ ッは廣 く 諸種の 

に 自家の 學說を 建つ 

ふ 観念に あり o 狻れ 

力めた bo 

在の 本體を 多元的に 

說 w 目的 說 VJ を 其の 

活勸を 以て 發達 進步 

裉據 ビ したる アリス 

ドの發 達する 狀態は 

る もの 即ち 其の 可能 

の點に 於いて ライブ 

相 接近す る 所 あ も ビ 

タ ッの 所謂 各 モナ ド 


を 其の モナ ド 論に 於いて 調和し 

書籍 を涉獵 して 種 々の 思想に 啓 

るに 至れる にて 其の 學說 を通赏 

は 幾多の 特殊なる 思想 を 調和し 

見て 其の 谷！ を 活動す る 力な. 9  VJ 

根本に 於いて 調和せ む W 力めた 

ど 見た， 90 此の 點に 於いて は 彼 

トク ー レ ス の哲學 思想に 似通 ひ 

自己 以外の ものに よりて 起こ さ 

性 ビ して 本來 具有せ る ものが 漸 

一一 タ ッの モナ ド論 はまた スビノ 

云 ふ も 可な り、 何 ビ なれば ス ビノ 

も 其の ものに 於け る 凡べ ての 事 
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響 を 受け やして 獨立 自存す る も の、 即 

の點に 於いて ライブ ュ タ ッの 所謂 實 

bo され ビ 彼れ の 謂 ふ 所の もの はァ 

• す るが 故に 思想 上尙ほ 分か たれ 得べ 

ら す、 ラ イブ 一一 タ ッの謂 ふ 所 は 眞に單 

からざる 形而上 的の 點ど 名づく 可き 

ビ ノ ー ザの 所謂 本體の 如く 凡 ベ ての 

存在 を 合む W 云 ふ は 凡べ ての 存在が 

之. れを譬 ふれば 猶ほ 一 圓 形の 周 圍ょ 

等の 線 を 以て 成す 所の 凡べ ての 角度 

皆 凡べ ての 存在 を 包 合する 小宇宙 ビ 

fnlo-md) ど 名づ く 0 

以上 述べた る 所. に よりて 知らる \ 如 

し 又 アト ム論を も 批評して 遂に 其の 


1 玉 六 

ち 他に よりて 變 化せられざる もの 也。 此等 

在の 單 元は アト ム 論者の 所謂 アト ム に 似た 

ト ム の 如く 廣袤を 有せ す、 ァ ト ム は 廣袤を 有 

きものに して 具に 1 なる もの ど 謂 ふ ベ か 

一 なる もの 即ち 思想 上に 於いても 分かつ 可 

ものな り。 され V- 其 等 多くの 單 元の 各 t は ス 

存在 を 合む、 而 して こゝに 谷單 元が 凡べ ての 

想念 上に て谷單 元に 縮寫 せらる 、を 謂 ふつ 

b 引ける 凡べ ての 線が 其の 中心に 集ま， 5 其 

が 其の 一 中心 點に 保た るゝが 如く 各單 元は 

見ら るべき もの 也。 此 等の 單元を モナ ド 

く、 ラ イブ ュ タ ッは デカルト 派の 學說を 批評 

所謂 モナ ド 論に 到達した るな bo 彼れ 自ら 


中に 在， 9 ておの づから 一大 特色 を帶 びた る龃織 W なれ hNO 

其 の 論理的 歸結. の 莴 有神說 S なる 困難 を 免れむ に は， テカ , トの 思想に 就いて 何 

れの點 を璲更 すべき か。 ライブ 一一 タツ 以爲 へら く、 先づ 實體 (又は 本體) て ふ 觀念を 

變 ^せざる 可から す、 本體を 以て 不變勸 にして 一 なる もの w 見る 是れ 即ち 萬 有 神 

說に陷 る 所以 な り、 本 體は靜 寂なる ものに 非す して 寧ろ 活勸 する 力 w 見る ベ きも 

の 也。 何物 か實 在す る o 曰 は く、 物 は活勸 する こど によりて 存 す、 自 ら活勸 する こ 

vj 無くして 物の 存在す w 云 ふこ な し、 働 かざる もの 即ち 存在せ ざる ものな リ 

(quod  nou  agit,  non  existit)、 而 して 其 等の. 活動す る 力 は數多 ある ものにして 其の 各！ が 

即ち 實 在の 單元 W 謂 はる べき もの 也ビ。 即ち ライブ  一 I ザ ッはス ピノ 1 ザの 萬 有 

神 說に對 して 活勸說 及び 多元 說を 取れる 者な り。 

• 然れ V- も 彼れ は 決して デカ ルトの 云へ る 本體て ふ觀念 を^て たるに 非 す、 唯 だ 其 

を活勸 する カビ 見た る點に 於いて 該觀念 を改. めた るの み。 謂ふビ ころ 力 は 自然 

に 生じ 又 自然に 滅 する ものに 非す、 唯 だ 不可思議なる 妙 カを以 て 創造せられ 或は 

沿滅 せしめられ 得る のみ。 又 そ は 谷 二に して 分割す 可から ざる も の、 又 相互の 影 
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一 五 四 

其の 如き 锆諭を 免れむ に は， テ カルト 哲學の 根本 思想に 於いて 改 むべき 所 あり V」 

考 へた， 9。 故に ライブ ユタ ッは 常に デカルトの 哲學は 具 正なる 哲學 の玄關 たる 

に 過ぎす 云へ りき。 次ぎに 彼れ が 哲學の 他の 動機 ビ 見るべき は、 デ 力 ル ト、 ホ タ 

- ブス 及び ス ビノ ー ザ 等が 皆 一 致して 取り 求たり し 所の もの 即ち 自然界 をば 機械 

的に 說明 する こ W に對 して 目的 觀をも 之れ W 共に 攝取 せむ VJ する に 在. o き、 詳し 

く 云へば、 ライブ- タ ッは 自然界 を 飽くまで も 機械的に 說明 せむ <yj する 當 時の 自 

然科學 の 精神に 對 して は 本より 異論 を 揷む所 ありし に 非す、 唯 だ 彼れ はか ゝる機 

械 說を容 しながら 尙ほ 其の 根本に 於いて 之れ ど 目的 觀ビを 調和せ む ど 力めた る 

なり。 件の 二 動機 を 以て 觀れば ライブ- 1 タツが 哲學に 於け る 根本 思想の 由來は 

略： 了 解 せらるべし。 而 して 彼れ の 哲學は 固より 大體 より 見て 究理 派の 流れに 羼 

する も の、 換 言 す れ ば、 彼 れは 吾人の 究狸心 を 以て 玫究 する 所是れ 取， o も 直さす 實 

在の 相な り w いふ 見地に 立ちし な， 5。 然れ V- も デカルトよ り ス ピノ，' ザに 至り 

て 竟に萬 有 神說ビ なれる 思想に 反抗した る. yj 又 自然の 現象 を 唯 だ 機械的に のみ 

說 明せ むビ する 科學的 傾向に 反抗した る. yj の 故 を 以て 彼れ の 哲學は 究理 學 派の 


年 に 『デ - ^ ナ 〃、デ 、サ ヴン』 ( "Journal des  Savan ") に揭げ し 1 自 然界， 、J 本體 相互の 關係 

ビ に關す る 新. き』 ("syssme  ^oc^ps  de la  Nature  et  de  la  communication  (les  substances -) な Kvo 

其の 外 彼れ の 著述の 哲學上 主要なる は& タ クが 有名なる 著書に 對 して 作りた る、 

而 して 其の 成る に 先 きだちて ロックの 逝きし が爲め 遂に 世に 公に せ ざ. o し" N011- 

veaiix  Essais  sur  PEntendement  Humain  " (是れ 其の 著述の 最も 大なる もの) * &び普 漏士王 

妃の 求めに 應 じて 作- 9 一  千 七 百 十 年に 至. 5 て 世に 公に せし" Th60dicge  "其の 他 彼 

れ^ 1 千 七 百 十三 年より 同 十四 年に かけて 維納 府に 在りし 時 オイゲン 公の 爲め 

にものせ る 其の 哲學 原理の 摘耍 ど も 見る * へ き 書に して 後に 『モナ ド論』 (" Morlado- 

logie") の 名を以 て 世に 知られた る もの 及び 彼れ の 死後 二 年 を經て 世に 公に せられ 

し " Pnncipes  de  la  ^pp^s  et  de  la  Grace." 等 な hyo 

〔三〕 ライブ -1 タ ッが 哲學に 於け る 主要なる 勸 機の 一 はス ピノ！ ザが 萬 有 神 

說に現 はれた る 結論 を 避けむ どす るに 在り。 彼れ は スビノ  ，ザの 哲學を 以て * テ 

力 皮 ト哲學 の 論理的 結論な り ビ し、 また 其の 結論が 萬 有 神說ビ な， 9  了した る は 其 

の 吾人の 承認す 可から ざる 見地なる こど を 正に 表白した る ものな， 9  W 見、 而 し て 
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1 五 二 

.CZ 其 の 他 一切の 自然 科學 して 彼れ の涉獵 せざる もの 無 か， 9 き。 、 

ライブ 一一 タ ッは 閑散に 其の 晚年を 送りぬ。 彼れ は 自ら 云 へ る 如く 多くの 業務に 

鞅掌せ しが 爲 めに 娶 るに は餘 りに 遲 きに 至る まで 家 を 成す 期 を 得す 遂に 獨 身に 

して 其の 生涯 を 終へ たり。 彼れ の晚 年に は 其の 曾て 恩寵 を 受けし 宮廷の 覺ぇ目 

出度から， ざるに 至れり W おぼし く、 ま た 彼れ が 寺院に 詣づ る^ を 力め ざ りしより 

宗教家 等 は 彼れ が 信仰の 正しき か を 疑 ひ、 其の 名 を 俗語に もな りて レ， * ヱ 一一 タ ク 

ス (svenix 不信仰 者の 義 h」 稱せ bo 一  千 七 百 十六 年 彼れ の 歿せる 時には 其の 柩を 

送れる もの 甚だ 少なく 官 人の 招かれた る 者 V」 て は 一 人も會 葬せ ざり き いふ。 

ライブ ュ タ ッには 其の 學說 全體を 纏めた る 著作な し、 唯 だ 種々 の爝 合に 應 じて 其 

が 學說の 種々 の 部分 を發 表せる 著書 又は 論文 等の 遺存 する あるの み。 また 彼れ 

は 廣く當 時の 學者 ど 交 はり 書信に より 其の 意見 を 交換せ る を 以て 其の 哲學を 見 

むに は此 等の 書翰 は 甚だ 肝要なる 者な bo 彼れ が 時々 公に したう し 論文の 數多 

き 中に 就 き、 其 の 哲學の 大體の 組織の 現 はれた る ものの 最も 早き は、 一 千 六 百 八十 

五 'に 出饭せ し 『純 理哲學 小論 』 ( -petit  Discours  de  M6taphysique" ) 及び 一 千 六 百 九十 五 


士の宫 廷に對 する 關 係ます 親密 ビ な， 5、一 千 七 百年べ ルリ ン に 新設せられ た 

る ァカ デミ， I の 建立に 與 うて 力 あ， 9 且つ 其の 最初の 長ビ なれ， 90 普漏士 王妃の 

歿後 はべ ルタンの 關係頓 に 疎くな り ゆ き、 そ れに代 へ て 維納の 宫廷 VJ 親密に なり、 

又ハ ンノ， フ *  ^公ゲ オ^グ、〃 ド井ヒ 去って 英國王 W なるや ハ ンノ ー フ * ルビ 

の 關係も 甚だしく 冷却せ bo 

彼れ は 諸種の 學 術に 關 する 硏究の 外、 政 治 上 及び 其の 他實際 上の 事業に 與り 曾て 

宗敎 上の 事 を も 書 策せ.^。 例せば 羅^ 加 特カ敎 會さブ &-プ スタン ト敎會 どの 和 

合 を圖ら むが 爲 めに 其の 意見 を。 ホシ ュュ？ に 示し、 こ ど あるが 如 き、 ま たブ &ーゾ 

スタ ント敎 會內に 於いても ル 1- ズル 派- vj レ フ *  , ミ ー ルト派 どの 一 致 を 計らむ 

ど 欲した るが 如 き、 是 れな り0 彼れ は少 よ， 5 多讀の 人に して 其の 自家の 新 見識 を 

開き 來 たれる も 多く は讀 書の 媒介に よれり しが 如し。 怫覽 にして 兼ねて 獨 創の 

才に 富め りし 者 をい ふ や、 人 多く は 古代に 於いて は アジ ス トク レ ー スを稱 し^  tff 

に は ライブ 一一 ッッ を擧 ぐ。 上に 云へ る 如く ライブ- 1 タツ は 數學に 於いても 發明 

する 所 あ .CZ ま た 法律 學 及び 言 語學の 上に も 其の 心 を 用. Q 其が 硏究の 痕跡 を 遺せ 
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ピノ 1 ザに 勸む るに 其の 著 r ェ - グイ 力』 を ライブ ユタ ッに 示さむ こぐ 」 を 以てした， 9 

しが 〔ス ピノ ー ザ は尙ほ 早し ぐ」 て肯 せざ& き。 後に ライブ 一一 タツ 旅行して 和 蘭 を 

過ぎれ る 時ス ビノ ー ザを訪 うて 懇談せ る こビぁ ，9、 遂 に 請 う て 『ェ ティ 力』 を 示 さ る 

る を 得た- 5。 ライブ -ー ッ ッが ス ビ ノ ー ザに 對 する 關 係の 決して 練なら ざ. 5 し は 

彼れ が 多くの 書翰 をス ピノ， ザに 送れる を 以て も 明らかな. 9。 巴 里 府に滯 在し 

た hs し 時の こぐ」 なり、 一 千 六 百 七十 六 年に 彼れ は 有名なる フ ル ク シ ォ ン の 後明 を 

爲 した b  、是 れは ュ ュ ー ト ン の創觫 したる 微分法，、 J 其の 趣 を同ヒ うせる ものに て 

互に 獨 立に 發 見せる もの ビ して 後世に 傅 へらる。 千 六 百 七十 七 年 以後 ライブ 一一 

ッ ッは" ンノ ー フ- ルの 宫廷に 仕へ て 宮中 顧問 ぐ」 な り、 又 其の 圖書舘 を 監督せ り 

しが 、力 ンノ  ，フ- ル 公の 女、 ブ ランデン ブル グ公 即ち 後の 最 1 初の 普漏士 王に 嫁き 

て よ り、 彼 れは 厘！ ベ クリンに 行け， 90 ハ ン ノ ー フ " 〃家の 歷史の 編纂 を委囑 せら 

れ文 瞽穿憨 のた め維鈉 及び 以太 利に 行き 其處の 宮廷に 親密 どなる 便 を 得、 又 歸 b 

て 後 I 千 六 百 九十 一 年に はヺル フ * ン ビ * タ - プル 公の 圆書舘 の 監督 を 委託 せら 

れた トノ。 ハン ノ ー フ *-〃  公 エルンスト、 ァクグ ストの 歿後 は ライブ * 一  タツが 普 漏 


ブレ k  、ガ リ レ ォ、 ガ - セ ン ヂ イ 等を讀 める のみなら す、 尙 ほ 中 世紀の 哲 學に對 して 

も 注意す る こ ，、」 を廢せ ざ- 9 き。 彼れ は 後に ァ ル トド グ フに 行き 其處 卜 て 法律 學 

科 を 以て ドク ト かの 學位を 得、 次 ぎて マ イン ッに 行きて 其處の 宫廷に 事 ふるこ Vi 

どなれ b-o 彼れ が マインツ 公に^ ふるや 法典 及び 法律 學 上の 改良 を 成さむ どの 

企 國を懷 き且 つ， 益！ 自 然科學 を 研究す る ど 共に 當 時に 行 はれた る 新 流の 學說に 其 

の 好 尙を倾 くる こ V」 どなり、 一 時 は ス ビ ノ， ザの 徒の 說く 所に 心 を 寄せたり ど い 

ふ。 後 彼れ は 一 千六^ 七十 二 年 公務 を帶 びて 佛國巴 里府に 赴きて 其處に 滞在し 

時の 佛王路 易 第 十四 世の 獨逸 征服の 念 を 防止せ むが 爲 めに 王の 心お 埃 及 征伐に 

向けむ VJ 試みた る、 と あ hso 斯 かる 政事 上の 職務に 鞅掌せ る 間に も 彼れ は 常に 心 

を學 術の 玫究に 傾け 殊に 巴 里に 在らて は 數學を 修め また 此の頃よ， o 深く  V フカ 火 

トを 研究した， 90 彼れ は 早くよ， 9 廣く當 時の 學者ど 交 は b 書簡 を 以てお の 意見 

を 交換し 巴 里に 在りて は ホイ へ ン ズ (和 蘭 物理 學者 Huyghens 一六 二 九. I 1 六 九 五) 

及 び. ァ ルノ ー ル等ビ 親しく 交 はり 又 是れょ b 先き ホ ッ ブスに 書 を 贈れる こ Vi あ 

hyo 彼れ が 巴 里府に 在りて ツイ ルン ハウゼン VJ 相 知る や、 ツイ ルン ハウゼン はス 

西洋 哲學史 近世 哲學 第三 十玉窣 ライブ 一一 ッ" ノ  1 四 九 


5 八 

而上學 的 紐 織 を 建てた る ど は大 に^の 學相を 異にせる や 明らかな bo 此の 點に 

於いて ライブ 一一 タツの 哲學は デカルト 及び スビノ  ，ザの 大 組織に 並ぶべき もの、 

而 して ホク ブスの 唯物論 的 組織 も 亦 其の 列に 加 へらるべき もの 也。 吾人 は "タ 

クに 始まれる 實驗哲 學の發 達 を 叙す るに 先 きだちて 先づ ライブ-一 タ ッの 哲學及 

び 其の 流派 を 叙述せ む。 

〔二〕  ゴ タト フタ， ド： 弃 ^ヘ^ム、 ライブ 二 タツ (Gottfried  Wilhelm  Leibnitz) は 一 千 

六 百 四十 六 年 六月 二十  一 H 獨逸國 ライ. フ ッ ィ ヒ府に 生まる。 父 はお 處の 大^に 

在りて 道義 學の 敎授た b き。 彼れ 幼より 父の 書 齋に在 て 讀書を 事 VJ し 文 學、 t5 

史を^ め W して 後に は 廣く中 世紀 哲學者 等の 著作に も涉獵 しき。 其の後 彼れ は 

其の 生地の 大學に 入.^ て 更に 哲學 を, 初め VJ して 其の 他の 諸種の 學 科に 心 を 傾け 

^  KVO 其の 頃 彼れ は ライブ ツイ ヒに 近き 森林に 散策 を 試みし 時 在 來のス コラ哲 

學を 守らむ か、 はた 當 時の 新 流の 學說に 就かむ か W の 問題 を 想 ひ 浮かべて 深く 思 

ひ を 凝らし ゝ u あり- y」 言 八り。 彼れ は 更に 見開 を廣 くし 特に 自然 科學 上の 知識 

を廣く 得む が爲 めに 益！ 諸種の 書籍 を涉獵 し？ へ ー コン、 ホップス 等 を 一 初め ビ して ケ 


於 け る) に 重き を 置く 傾向 を 有せる ものな， 90  ，テカ ルトに 起こ， 9 し 究理 學 派の 潮 

流 ど 相對 して 近世 哲學 變遷 上の 二 大勢 力 を 成せる もの VJ 云 ふ べき は 經驗舉 派の 

潮流なる が、 此 の 潮流の 淵源 は 専ら 英吉利に 發 したりき。 盖し 近世 學 術の 源 頭に 

立ちて 先 づ^ も 明らかに 自然 科學に 於け る 實驗的 硏究の 必要 を唱へ 出で たる は 

ぺ〜 コ ン なれ ざ も 正當に 經驗哲 學の祖 ，、」 云 はる * へき は 寧ろ ス ピノ ー ザ VJ 同年に 

生まれた る &ック なり。 而 して & タクの 哲學が スビノ ， ザの 哲學 に對 して 大に 

相 異なる 趣を帶 びた るが 如く また 他の 方面よ りして ス ビ ノ， ザの 哲學 ど. 大に相 

異なる 趣を帶 びた る 一大 組織 あり。 是れ 即ち 少しく スビノ ー ザ 及び u タクに 後 

れて 出で た る、^ かも 其が 所說の 要旨 は P ッ クの W は 全く 異別 に、 獨 立に 成し 上げ 

られ たる ライブ ュ タ ッの 哲學な bo ライブ 二 ッ ッの哲 學はス ピノ ー ザの 哲學 -yj 

は大 に^の 趣 を 異にすれ ざ も、 ま た 等しく 一  種の 形而上 學的 組織に して 此の 點ょ 

h> 見れば 彼れ を 以て 究狸學 派の 流れに 嵐す る 者の 一 人 ど 見做し 而 して 之れ を經 

驗學 派の 潮流に 屬 する 者ビ區 別す る こど を 得。 盖し P ヅクが 知識 論 を 以て 其が 

哲學の 出立 點 VJ なし 又 其の 主要の 部分 w なした る ビ 、ライブ  一 一 タツが 大膽 なる 形 
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に 非す、 天 啓の 是非 正否 は 寧ろ 其が 斯 かる 實 際の 道徳に 合する か 否か を 標準 ビし 

て定む ベ きものな り vjo 

之れ を 要するに、 ぺ 1 ルは 究理 上 吾人の 確實 なる 知識に 到達し 得る こざ を 疑 ひて 

多くの 懷疑賒 者の 爲せ るが 如く宗 敎 上の 信仰に 其の 隱家を 求めむ ビ し、 而 して ま 

た 憚る 所な く宗敎 上の 信仰 其の ものに 存 する 自家 摟 著の 點を 暴露して 其の 非理 

なる にも 拘らす 吾人の 宜しく 信す ベ きものな りビ爲 した， 9 し が、 而 かも 畢竟 彼れ 

が 安住の 地 ど 爲し たる 所 は 吾人の 道德 心の 指示に 從 ふこ S に 在" 9 しな. 00 

第三 十五 章 ラ ィ ブ -  ,v ジ 

〔一〕 以上 予輩 は， テカ ル トに 始まりた る 近世 哲學 究理 派の 潮流 を 叙して ス ビ 

ノ ー ザに 至 ，9、 而 して 此の 大潮 流に 傍 ひて 其の 影響 を 蒙りながら また 之れ に 反抗 

して 神祕的 及び 懐疑 的 立脚地 を 取れる 人々 の 思想 を も 略叙した， 9、 而 して 此 等の 

思想家 中には 吾人の 感官に よ- 9 て 獲得す る 實驗を 重ん する に 傾け る 者 ある こ W 

を も 述べた， 50 由來究 狸に 對 する 懷疑說 は 實驗的 思想 (殊に 道德上 及び 宗敎 上に 


ライブ 二 

タ ツの哲 

學の學 

相。 


攀 


せざる こ VJ を 論じて 忌憚す る 所な か b き。 

道理に 合 ふ ものに 非 す、 さ れ ざ 其の 然るに 拘 

ざるの 故 を 以て 信すべきな. 5 ビ o 彼れ はま 

h. て、 道 狸 上より 考 ふれば 善なる 一 神が 世界 

ィ宗の 主張した るが 如く 善 惡のニ 元 を 說< 

かくの 如くべ ー ル は哲學 上の 學說 及び 宗敎 

矛盾の 點を發 見す る を 好みたり しが 唯 だ 彼 

は 吾人の な ベ て 有する 道徳心の 指示な hvo 

に 懸か るよ， O も 寧ろ 各人の 生 具し 居る 性質 

は 理論 上に 如何ば かり 相 異なる 思想 を 有す 

して は 皆お のづ から 相 一 致す る 所 あ り、 故 に 

る こ ビを得 * へ し、 啻 だ 然るの みならす 世間の 

いて 稱揚 する 所に 反せざる 可から ざる 如き 

於 S て は 明確なる 道徳的 判別 あ， 9 て 如何な 
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以爲 へら く、 宗 敎 上の 信仰 は必 やし も 

ら す、 否 寧ろ 却って 其れが 道理に 合 は 

た 世に 存 する 善惡の 問題 を 取， o 來た 

を 造れ， 9_yJ 云 はむ よりも 寧ろ マ 一一 力 

か た考 へ 易し ビ 論ヒた h-o 

上の 信仰 を 批評して 其の 中に 存 する 

れの 取りて 確實 なる もの VJ 爲 したる 

以爲 へら く、 品 徳は 宗敎上 信仰の 如何 

に 因る 所 多し o 吾人 は 宗敎上 若しく 

ビ も 世間に 行 はる、 道徳的 褒貶に 關 

國家は 能く 無神論者 を 以て も 組織す 

道徳 を實 行せ むに は 却り て 宗敎に 於 

こど あり o 此 くの 如く 行 爲の實 際に 

る宗敎 上の 天啓 も 之れ ^ 撞 著すべき 

^  1 四 五 


1 四 四 

ェ、 クタ-グイ タ ク』 (-  Dictionaire  ffiistorique  et  critique  -  ) な， 90 され V」 彼れ は 組織的に 馕 

疑說を 唱道す るよ b も 寧ろ 其の 應 接せる 幾多の 學說に 就きて 其の 中に 存 する 矛 

盾の 點を發 見す る こ ビ を 好めり し を 以て 彼れ 自らの 說く 所に 於い て も 相 合 は ざ 

る 所 ある を 見る。 盖し 知識 を 求む る 熟 心 ど、 在來の 學說に 自家 搔 着の 點を發 見し 

て 之れ を破壤 する を 好む 心 VJ 及び 宗敎 上の 信仰 を 重んじ 道德 心の 指示 を 信す る 

堅き 心 は 彼れ に 於いて 奇妙なる 結合 を爲 せるな， Co  . 

ベ ー ルは 在來の 學說を 批評し 去りて 吾人の 狸 性が 確實 不動の 眞 狸を發 見し 得る 

こ ビ を 疑 ひ、 進み てデカ ル トが 其の 哲學の 出立 點 VJ したる 自識 の確實 なるこ VJ を 

も 疑 ひて 曰 は く、 我 れ 自らに 就きて 吾人の 知る 所よりも 外界に 就きて 知る 所の 方 

却， 9 て 確かな も 云 はる ベ し、 何 どなれば 吾人 自ら は 一 轉瞬每 に 變遷し 行く も 

のにして 到底 我れ 自らの 如何なる 者なる か を 確 知す る こ. y」 能 はざる 可ければ 也。 

吾人の 理性 は 寧ろ 矛盾の 點を發 見し 破 瓖を事 V」 する ものにして 確實 なる 知識 を 

建設す る 力 ある ものに 非す VJO 斯 くの 如くべ ー ルは在 來の諸 學說の 信憑す るに 

足らざる こ vj を說 きし VJ4^ に宗 敎上敎 會の唱 ふる 信仰に 關 しても 其が 道 狸に 合 


の 知れる 凡べ ての 事物の 中、 最 も確實 なる は祌な り、 彼 れは 吾人 自己の 存在よ、 り も 

更に 確實 なる ものな り 0 吾人 は 神に 接し 神の 啓示に よりて 始めて 具 知識に 達す 

る を 得べ し 

〔四〕 ダ- 一工^、 ユエ ー (Daniel  HI 一  六 三 〇 —— 一 七 二 一) は 懷疑說 を 取りて 

デカ ルト 及び ス ビノ ー ザに 對し大 に 反對の 意見 を 主張せ， 00 彼れ は 吾人の 理性 

の 信憑す るに 足らざる こ を 言 ひ、 僞 へ に 天啓に 依頼す るの 必要 を說き 吾人の 推 

理 したる こども 其の 信すべき か 否かの 判別 は 遂に 其の 標準 を 天啓に 求めざる 可 

から や VJ 考 へた. 90 而 して 期く 彼れ は 懷疑說 の 立脚地よ.^ 吾人の 理性の 不能な 

る こ ビを說 く  £ 共に おの づ から 感覺 論の 見地に 近づけ. 00 以爲 へら く、 吾 人の 成 

官 によ， 9 て 得た る こ W の 外 は 吾人の 知 解に 存 する もの 無しぐ J0 

〔五〕 當 代の 懐疑論 者 W して 最も 大な るをビ ェ — ル、 ベ 1- ル (Pierre  Bayle 一  六 四 

七  一 七 〇 六) S す。 彼れ 初めは， テ カルトの 學說に 其の 心 を 傾けた， 9 しが 後に 

は 棼ら懷 疑說の 見地 を 取， 9 て 諸種の 學說を 評論す る こどに 力めたり。 其の 評論 

の 1 結果 ど して 見るべき は 彼れ の 有名なる 著 作 _n ァ  <  クシ * ネ ー ペイス トリック、 
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ョニ 

1 事が 他の 一 事の 後に 來 たる こ ビ を 見る に 止まり、 一 事が 他の 一 事の 故り 以て 來 

ナ， C- たり w 云 ふ こ- y」 は 吾人が 思想の 附加 する 所に 外なら や、 即 ち從來 一 事が 常に 

他の 一事 ビ相 前後して 來 たりた る を 見て 其の 間に 因果の 閼係 あらむ ビ 察する の 

み、 必 す 其の 間に 然る 關係 あり ビは確 知す る 能 はす w 論じた， 50 此の 因果律の 論 

評に 於いて グ ラン ギル は t ュ 1 ム の先驅 たりし な. 50 

〔三〕 ビ ェ 1 ル、。 ホ ァ レ (Pierre  Poiret 一  六 四 六  一 七 一 九) 亦 佛蘭西 人に して 一 初 

め は ダカ ル トの 哲學に 服せ しが 後に 懷疑說 を 取りて 彼れ を 離れ 殊に ス ビノ ー ザ 

に對 して は 嫌惡の 情を懷 けり。 彼れ の說く 所に 從へ ば、 吾 人の 知力に 自動的の も 

のズ 一所 動的の もの ビ あ， 50 自動的の ものに よりて 吾人 は數學 等に 於け る 觀念を 

思 ひ 浮かぶ、 され ざ此 等の 觀念は 事物の 實枏を 示す ものに 非す して 唯 だ 其の 影 を 

捉 らふる が 如き ものに 過ぎす、 且 つ 數學の 精神 を 究め 行かば 竟に 凡べ て を 機械的 

必然の 作用 ど 見て 吾人の 自由 を 否 む， に 立ち至らざる 可から す o 之れ よ  も. り 

て高尙 なる は 所 動的の 智な り、 こ は 自ら 觀念を 作ら やして 他よ， 5 受 ぐる もの 即ち 

五官に 現 はる ゝ 世界 を 見、 且 っ祌の 啓示に よりて 具 知 を 得る もの、 これな bo 吾ん 


たる ものな ひ。 佛 人ブレ ー ズ、 パ スカル (Blaise  Pascal 一 六 二 三 —— 一 六 六 一 一) に 於 い 

て は 件の 神 祕的倾 向 は 稍 i 獨立 の もの S して 認めら る。 彼れ は， ホ， ル、 口 アヤ〃 の 

一 人に して， テ カルト 哲學の 影響 を 受け たれ ざ も 專ら宗 敎的神 祕說に 立脚したり 0 

彼れ はまた 當 時の 有名なる 數學 者の 一 人に して 數學を 以て 吾人の 有する 唯 一 の 

確實 なる 知識 V」 見たり。 され Vj 彼れ は數學 によりて は 吾人 は 事物の 全 體を究 む 

る こ vj 能 はす、 而 かも 全體を 知らす して は 眞實に 部分 を も 解す * へ からす w 考 へ、 哲 

學 上に は 寧ろ 懷疑的 傾向 を 取 .5、 而 して 最後の 立脚地 を宗敎 上の 信仰に 求めたり。 

以爲へ らく、 吾人の 道徳的 觀念 も、 又 數學に 於 いて 吾人が 理性の 立つ る 所の 原理 も、 

又 f: を 信 やる 心 も、 畢 竟 する に 吾人が 心情の 感 する 所に 基づく もの にして 吾人の 

思考 を 以て 證し 得べ きものに 非す、 具 正に 吾人 を 導く もの は 感情な b  、信 仰 な hNVJO 

〔二〕 英國 人デ" セ フ、 グ ラン^ル (Joseph  Glanville 一  六 三 六 —— 一 六 八 〇) 亦哲學 

上懷疑 說に倾 き宗敎 上の 信仰に 安居 を も W め、， テ 力 ルト學 派の 唯 铿 說 を攻粱 した 

KVO 彼れ は 又ホタ ブスが 因果の 關係を 知る こ ビを學 術 硏究の 目的 W なせる に對 

し て、 因 果の關 係 は 吾人の- 經驗の 能く 認 むる 所に あら す、 吾 人の 經驗 する 所 は 唯 だ 
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神秘 家& 

び懷疑 

家。 


得ざる な 

に 於いて 

點^ 云 ふ 


り o しかも 差別 w 平等 w の相即 不離の 

尙ほ 未だ 至らざる 所 あ， 5。 是れ 彼れ が 

べき もの fco 


1 四 〇 

閬 係を說 く所ス ビ ノ ー ザの 哲學 

萬 有 神說に 於け る 最も 困難なる 


第三 十四 章 神祕家 及び 懷疑家 


〔1〕 

タ」 全體ょ 

烈しき 攻 

ト の哲學 

今 こ 、 に 

の 傍に あ 

ト學 派の 

在せ. 00 


ス ビ ノ ー ザの 哲學 は當 時に 於いて a に 

り 云へば 彼れ が 思想 は當時 未だ 能く 了 

粱を 加へ たる 學者多 か. 5 き。 啻 だスビ 

に對 して さ へ 神 祕說の 見地より 攻槃を 

十七 世紀に 於いて デカ タトより ス ピノ 

りし 神祕家 及び 懐疑 家の 說に 就きて 略 

或 者に 於いても 又 特に ス ビノ ー ザに 於 

こ、 に 謂 ふ 祌祕家 は 寧ろ 唯 だ 神 祕說を 


の 哲學的 組織に 編み 込む よりも 寧ろ 之れ を懷 


多少の 遵奉 者 を 得たり き o され 

解せられ す、 之 れを 無神論 ビ 視て 

ノ ， ザの 哲學 のみなら ゃデカ , 

加 ふる 者少 から ざり き 0 

1 ザに 至れる 哲學 思想の 大潮 流 

述 する 所 あるべし o 但し デカ^' 

いても 神祕的 傾向 は 明らかに 存 

のみ 獨 立の もの VJ して 懐き 其 を 

疑 說に聯 結せ しむる 傾向 を 有. し 


诅しュ ルド マン 

る をば 其の 謂 ふ 

.* 事物の 差".^ 

ビ して 唯 だ 吾人 

t 彼れ が イマ 

る もの VJ して 

る も 性 及. び樣の 

VJ して 自存す ど 

び樣の 差別 相 は 

き は 全く 差別 を 

する もの. yj は 云 

しく 眞實の もの 

1 VJ 多 ビは相 離 
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が 委しく 證 明した る 如く、 ス 

イマ ギナシ ォに歸 せ b 、然 れ 

を歸 する VJ、 其 の 所謂 本體の 

の主觀 的の 見様に 非 や ビ す 

ギナ シ ォに屬 する もの ど し 

の もの ど 見る 見方な hN、 本 體 

るに 非 や。 故に スビノ ー ザ 

差別 相 は 全く 滅 する もの に 

いふ 見方の 滅す る の み、 本體 

全く 妄見 にあら す o 彼れ が 

呈 せざる ものに 非 やし て 而 

ふ 可から や、 本 體圓滿 の 相 を 

な .50 一  言 にして 云へ ば、 本 

れ ざる も の、 其 の 關係は 差別 


ビ ノ ー ザ は 吾人が 事物の 差別 相 を 見 

ど も 惟 ふに 彼れ の 所謂 ィ マ ギナシ ォ 

性 を 以て 本體 其の物に 存在す る もの 

る VJ はめす しも 相 和せ ざる もの に 非 

たる 差別の 相 は是れ 個々 物 をば 全く 

其の物の 永恒の 性よ. 5 必然に 來 たれ 

に 取りて は假令 本體永 恨の 相よ b 見 

非 や、 唯 だ 其の 差別 相が 個々 獨 立の 者 

より 必然に 來 たる もの VJ して は 性 及 

謂 ふ 無限 樣 (即ち 勸、 靜) 及 び 無限 智の如 

かも 之れ を 以て 全く 吾人の 妄 見に 藤 

發 現した る もの^して は此等 はま さ 

體永恒 の 相よ h- する 見方に 於いて は 

即 16- 等、 平 等即 差別な b ど說 かざる を 
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なり。 彼れ が 神に 廣 がり 

種類の 限定 を與 ふるに は 

る本體 S は 如何に 相 和す 

も 說明を 要する 所な bo 

が 本體に 幾多の 性 ある が 

に し て本體 其の ものに 斯 

ビ 云 ひ 凡べ て 差別に 屬す 

ふ 意な. 9  VJ  o ス ピノ， I ザ 

成す もの. yj して 吾人の 知 

は 此の 定義の 語 中の 吾人 

又 スビノ ー ザ は 件の 定義 

ける を 見れば 彼れ が 所謂 

はし o 且つ スビノ ー ザが 

生觀 的の 見様に 屬す ベ き 


1 UK 

及び 念 ひ W いふ 性 あ， 5VJ 云 ふ は是れ 正さし ぐ 彼れ に 或 

無 數の性 及び 樣ビ唯 一 無限 永恒な 

の點ス ビ ノ， ザの 哲學に 於いて 最 

1 ザの 意 を 解して 以爲 へら く、 彼 れ 

の 所謂 差別 見に 屬 する ものの 謂 ひ 

に は あら す、 換 言 す れ ば、 性 VJ 云ひ樣 

心の 主観的の 見樣に 外なら す ど い 

義 せる 所に 曰 ふ、 性 は 本體の 本質 を 

むる 所の ものな. 9  VJO エ^' ド マン 

重き を 置きて 解せ るな. 90 され V」 

成す もの w して w いふ 語 を 挾み 置 

主觀 的の 見樣 なり w 爲す はいかが 

へ る もの を 取 て 全く 唯 だ 吾人の 

哲學 全體の 趣に 合せざる が 如し 0 


あらざる か 0 其 等の 

べき ものなる か o 此 

エルドマン は スビノ 

如くに いふ は 是れ其 

かる 差別 あ b  -yj 云 ふ 

る もの は 畢竟 吾人の 

自ら 性の 樣 たる を定 

力が 本體に 就いて 認 

の 知力 ビ いふ 言 葉 に 

の 中に 本體の 本質 を 

性 を 以て 唯 だ 吾人の 

本 體の性 及び 樣 W い 

もの W 爲すは 彼れ が 


大著 『ュ テイ 力』 の^めの ニ卷に 於いて 說 ける 所、/ J 後の 部分に 在りて 專ら 心理的 

說明を 隼 どせ る 所 VJ に は 相 合せざる 點ぁ bo 次ぎに は 彼れ が 謂 ふ 所の 原因て ふ 

觀 念に 於いて 瑰由 即ち 論理 上の 關係ビ 生 因即. ち 生起 上の 關係 どが 混同せられ た 

hyo 彼れ は 一 面に 於いて は 本 體永恒 の 實相は 時間 上に 在る ものなら す vj 云 ひな 

がら また 他方に 於いて は 其が 働， きて 萬 物 を 生す るかの 如く 說 ける 所 あ h 'て^の 

關係 明らか ならす。 次ぎに は スビノ ー ザ は善惡 美醜の 價 値の 差別 は 凡べ て 吾人 

の 差別 見に 凰す る ものな り w 云 ひながら 尙 ほ宗敎 及び 道徳 論の 上に 立つ 時に 於 

いて は 神 そのものに 關し 又は 神 を觀る 上に 關 して 價 値の 觀念を 持ち 來 たれる 所 

あ り。 彼れ が 心理 學上 及び 知識 論 上、 情 緖を說 く 所 vj 彼れ が 宗敎觀 に 於いて 神に 

對 する 知性の 愛 を 說ぐ所 VJ の 如き は强 ひて 牽き合 はせ たるが 如き 趣な き 能 はす o 

終 は ，9 にス ピノ ー ザの 哲學に 於け る 最も 困難なる 點 VJ して 哲學 史家の 間に も 其 

の說 明に 異論 ある は 其の 謂 ふ 本 體 (substantia) は 一 なる ものにして^ を 限定す る 性質 

の附し 難き も の、 唯 だ圓滿 無限の 存在者な bvj いふ 外に 言 狀 すべ からざる もの ビ 

說 きながら それに 數 限りなき 性の 存在す るかの 如く 說 ける は 如何 W いふ ふ是れ 
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ノ  <. 'ザよ .5 も 正統に， テ 

に 於いても 見る 乙ビ を 

らかな る もの W して 現 

たり <yj まで は 云 ふ を 得 

ビノ ー ザが 哲學に 於い 

哲學に 於いて はデカ ル 

素 VJ して 存在す o 而し 

を 一 本 體に歸 する 萬 有 

スビノ ー ザの 哲學は 其 

當 さに 到る べき 所に 到 

に 於いて は 明らかに 論 

は 一 見 恰も 刻み 上げた 

點 -y」 兒 ^ る ベ きものの 

へ る 如く、 彼れ が 主 知 論 


一 1 一 1 六 

力〃 ト學 派の 立脚地に 立て， 5 ビ 云 はるべき マ ルブラン シ 

得れ， w 、ス ピノ ー ザに 於いて は マ ルブラン シょり も 一 層 明 

はれた bo 而 して 此 等の 相 異なる 要素 は 全く 融和せられ 

ざ れ V- も、 兎 に 角 それらが 一 種の 結合 を 成せる 所 は 是れス 

て 特殊の 面目 を 成せる 所な. 9 ビ云 ふべ し。 スビノ ー ザの 

ト 及び ホ ッ ブスの 共に 取りた る 機械 說亦 一 の 主要なる 要 

て 此の 機械 說の耍 素 は 彼れ に 於いて は 凡べ ての 物の 實在 

祌說 V」 相 結合せ. 90 

の 根本的 靓念 W したる 所 を 大膽に 論理的に 推究 して 其の 

.9 たる もの ど 見 ゆれ W ま た 其が 種々 の 要素の 連結せ る 所 

理的關 係の 看取し 得べ からざる 點 あ， 9  0 彼れ の哲學 組織 

る 水晶 體の 如く なれ V- も 其の 中には 尙ほ說 明 を 要する 難 

存在す る こ，、」 啻だ 1 二に 止まらす。 第 1 に は 先き にも 云 

の 要素 w 自然 論の 要素 ビの 調和 成就せ す、 故に 彼れ が 其の 


infjnitus) を 成す もの W して 永恒の ものなる を 以て菩 人 も 亦 其の 如き 觀念を 有する 

こさに 於いて 永恒 なるこ ご を 得。 伹 しこ ゝ に永恒 W 謂 ふ は 一個人が 個人 ど して 

の 存在 を 時間 上 無限に 繼續 する の 謂 ひに 非 や。 スビノ ー ザに 取， 9 て は 個人の 獨 

立 的 存在 VJ 云 ひ、 或は 時 問 上の 繼續ビ いふが 如き は畢覚 吾人の 差別 見の 假 造した 

る 者に 外なら や。 盖し 吾人 は 個人 して は 有限 樣の 一 な b  、大 海の 一 波瀾に 外な 

ら す、 唯 だ 全き 觀念を 得、 萬 物の 本 體 (神) を 知識す る こ VJ に 於いて 時間 を脫 したる 永 

恒の 存在 を 得べき のみ。 

〔一九〕 以上 叙述し 求た. ^たる スビノ ー ザが 哲學を 顧みれば 明らかに 三種の 

異なる 要素 ある を認 むべ し。 第一 は 自然 論 風の 思想に して こ はホジ ブス 等に 得 

たる 所 多 かるべ く、 而 して 此の 要素 はま もに 彼れ が 心理 及び 國 家の 論に 於いて 發 

見せら る o 第二 は， テ カルトに 淵源せ る 主 知 論 (inteliectualiss) の 要素に して 此等は 

主 S して 智識 論及び 形而上 論に 於いて 認 むる こ <yj を 得 o 第三 は 神祕說 にして こ 

は 彼れ が 元來の 宗敎的 傾向に 基づけ る も の、 其 の 神に 對 する 狸智の 愛を說 ける 所 

の 如き 最も 明らかに 此の方 面 を 表現せ る ものな， 90 佴し 此の 神祕的 方面 はスビ 
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1 1ll 四 

に 消滅し 了すべし o 

而. し て斯 くの 如く 煩 惱を靜 め 妄執 を. 去 る は 唯 だ 乾燥無味なる 理窟 を考 ふるこ ビ 

によ， 5 て 成さる ゝ にあら や。 情を靜 めむ に は 須ら/ 、他の 情 を 用. Q るべ し。 而し 

て 萬 物 永 恒の狸 を 看る こ w に 於いて 一 種 深奥なる 情の 伴ひ來 たる あ り、 何 vj なれ 

ば 斯< 萬 物の 本 體を觀 る こ^は 取り も 直さす 我が 本性 を 全うする ものにして 其 

の 性 を 全うすれば 吾人 はおの づ から 大喜 悅を覺 ゆれば なり o 而 して 此の 喜悅は 

是れ莴 物の 本 鱧 即ち 神 を 知る こビ によりて 來 たる もの なれば 此の 喜 悅の 原因 ど 

して 神を觀 るに 至る は是れ 即ち 神に 對 して 愛 を 覺ぇ來 たるな. 90 かくして 吾人 

が 一 切の 事物 は 神の 必然の 性よ- 9 出で 來 たる を 知る は已に 乾燥無味なる 智識に 

あらす して 一 種の 言 ひ 難き 喜悅を 以て 充 たされた る も の、 而 して 此の 大喜悅 の 心 

あるに よりて 吾人 は 自然に 一 切の 煩惱を 忘れ 果て ゝ 神明に 和合す る を 得 るな り o 

此の 心是れ 即ち ス ビ ノ 1 ザが 祌に對 する 知性の 愛 (ior  intellectualis  Dei) ビ 名 づけた 

る もの 也 o 

祌を 知る. y」 いふ は 全き 觀念を 有する の 謂 ひ 也、 而 して 全き 觀念は 無限 智 (intellects 


(servltus) を脫 して 

煩 惱に覉 さる、 狀 

ける 所、 是^ 彼れ が 

®  くの 如く ス ビ \ 

を 重ん せ， 0.0 是れ 

して 禁欲主義 を唱 

だし それに 覊 さる 

惱を脫 して 寂靜の 

の 起こり 來 たる 永 

を 妄想 は 事物の 起 

果 つる ものな hyo 

を 知らす 之れ に 種 

於け る 永恒の 55 に 


自生 自由の 

態 を 描 き、 而 

論に 於け る 

， ザ は 吾人 

即ち 彼れ の 

へたる 者に 

境地に 到る 

恒の 狸を發 

こり 來たる 

吾人の 煩惱 

々の 願望 を 

於いて 萬 物 


來たる ものなる を 悟る に 至る 


塡に 入らざる ベから や。 新く スビノ  ，ザが 吾人の 

して 吾人 は 之れ を擺脫 して 自由自在なる べし VJ 說 

有名なる 一 段な り。 

の 煩 惱を拂 ひ 去 b て 心の 靜平 なる 狀 態に 到る こ ど 

說に 於け る寂靜 主義の 要素な り o され ど 彼れ は 決 

あ ら や、 唯 だ 吾人の 妄見 により 種々 の 煩惱に 心を搔 

却す る 必要 を說 けるな， 90 如何にせば 其の 如く 煩 

を 得べき。 彼れ 說 いて 曰 は く、 吾 人 は 凡べ ての 事物 

見す る こ VJ によりて 諸 多の 妄執 を脫 却し 得べ し、 凡 

原因 を 明らむ るに よりて 夢の 覺む るが 如くに 覺め 

を 起こす は 畢竟 事物の 當 さに 然か ある ベ き箬 なる 

繫 けて 自己の 心を擾 だせば な bo おし^が 本體に 

を 觀ば， 凡べ ての 事 w 物 VJ は 皆 神性の 必然に ょリて 

ベく、 それに 反抗して 種々 の 妄想 を 起こす 心 は 自然 
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ニョ 一 

〔一 八〕 吾人 は須 らく 差別に 束縛され たる 妄見 を脫し 進みて 我が 知性 を 明ら 

かにし 其の 活動 を 全うする 狀 態に 進み ゆくべし。 吾人の 道徳 ビ名づ くる もの こ 

こに 存 す。 德の 根本 VJ も稱 すべき は 吾人の 心 力の 勇壯な る (fortitudo) に 在 言 ひ 

換 ふれ ば、 吾 人の 心が 他に 制御せられ やし： て 十分に 其の 活動 を 現 やる 狀 態に 在り、 

而 して 吾人の 心が 其の 如く 十分の 力 を 具 へ て 活動す る 所、 他 言 もて 云へ ば、 所 謂 自 

衛の性 を 全うする 所 は 是れ喜 悅を覺 ゆる 狀 態な り0 一切の 嫉 妬、 恐 怖、 情 惡 等の 情 

念 は 凡べ て 吾人に 苦痛 を與 ふるもの 凡べ て 吾人が 心の 活動の 十分に 伸長せ ざる 

に 原由す る ものにして 賢人 は此 等の 情念に よ， 9 て 其の 心 を攪亂 され や o 吾人の 

精神 勇壯に 活動して 知性 明瞭なる 觀念を 以て 働く 時 は 他 を嫉拓 し、 恐怖 し、 惽 惡 す 

る 念 盧は絕 え マな く 却り て 他 を 益し 共に 其の 性 を 全うせむ の 志 を 厚く し來た る。 

何，、」 なれば こゝに 至りて は 自他 を 共に 全/、 せし むる が 最も 自由に 吾人の 本性 を 

開發 する 道な り W 認 むれば なり o 吾人 が 嫉妬、 恐 怖， 憎 惡、 錚鬪 等め 諸 情に 攪搔 せら 

るゝは 畢竟す るに 吾人の 心が 未だ 自ら 十分に 其の 活動 を 進む る 能 はすして 他に 

制限 束縛せられ 居る 狀 態に 在れば な bo 吾人 は須 らく 斯 くの 如き 奴 隸的狀 態 


なり。 され V- 此 等の 二者 は 典に 事物 を 其の 出沒變 化する 差別の 方面に 於いて 見 

や、 個 々獨 立の 存在 を 有する もの vj して 見 す、 其 を然 らしむ る 永 恒の實 相に 於いて 

之れ を 見る こビに 於いて は 同一 なる を 以て 之れ を 合して 一 言. に 狸智 vj いふ も 可 

な， 9。 故に スビノ ー ザ は 二者 を 合 はせ 名 づけて イン- プ レクト ス (irltellectlls)  ？J も 云 

へり。 狸智は 共通 觀念 (llotiones  com ョ unes) を 以て 働 く、 換 言 す れ ば、 吾 人の 理性が 根本 

的鸛念 即ち 原 狸 (fllndamenta  rationis) ビ して S "ねる もの を 以て P  く。 謂 ふ ビ ころ 荥 本 

的觀 念に 屬 する もの は 例 へ ば 無より は 何物 を も 生せ す- y-J いふ 因果の 關係を 言 ひ 

表 はす 原理の 如き ものにして 此 等の 共通 觀念は 前に スビノ ー ザが 差別 見に 風す 

w 云 ひし 抽象的 槪念 w は 全く 相 異なる ものな り o 

ス ピノ ー ザの 推理 的 知識 及び 直觀的 知識 を說 くや 其の 兩 者の 差別 甚だ 明瞭なら 

すして 或は 殆ん V- そが 區^ を 立て 難き 樣 なる 語 を さ へ用ゐ たる 所 あ， 00 され V- 

大體ょ b 云 へ ば、 差 別 見、 推 理智 及び 直 觀智の 三 段 を 以て 有限の 樣狀 (naplra  llatul.a<a 

particularis) 無限の 樣狀 (llatllra  imturata  generalis) 及び 本體 (llatura  liaturaus) の 三 段に 應 する 

もの VJ 見て 不可な かる べし o 
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vj 云へ， 90 差別 見に よりて 見た る もの は 即ち 全から さる 觀念 にして 不明 瞭， 不 確 

實 なる 疑 はしき 想 ひ は 凡べ て 之れ に屬 す。 眞理は 明らかなる 全き 觀念を 想 ひ 浮 

かぶる にあ ，5、 而 して 其の 眞狸 たる こ ビ は 其の 觀念を 想 ひ 浮かぶ る こ w に 於いて 

自ら 證 せらる。 眞理は 自ら を證 する ものな. 50 五官の 感覺 及び 種々 の 情念 等 は 

皆 事物 を斷ち 離して 永 恒の本 體を觀 ざる 差別 見に 屬 す、 善 惡 美醜の 別ビ いふ も、 目 

的ビ いふ も、 ま た 抽象的 槪念ビ いふ も、 皆 これに 屬 す。 一物が 或 事抦の 目的の 爲め 

こ 生せられ たるが 如くに 見る は 畢竟す るに 吾人の 差別 見 を 以て 觀 るが 故な り, ま 

た實 在す る ものの 相 を 抽象して 槪念を 作る が 如き も 同じく 事物 を切斷 して 見る 

ものにして 是れ 決して 實在 其の 物、 眞 理 其の物 を 看取す る 道に 非す。 

眞實の 知識 は 事物 を 其の 永恒の 相に 於いて 觀る 所に 存 す。 スビノ ー ザ は 之れ に 

二 段 を 分かて. 50 一は 論理的 作用に 從 ひて 推理し 行く 所の ラシ ォ (stio) にして 他 

は 事物の 實相 を直靓 する 直覺的 知識 (coguitio  intuitiva) なり。 かく  二分す る 時 は 推 

狸に 屬 する もの は 直觀ど 同じく 莴 物に 行 はれ 居る 永 恒の狸 相を發 見す る ものな 

れ Vj も隹だ 其が 本體の 上よ り 一 時に 直觀 する ものなら ぬ こ w に 於いて 之れ ど 異 


有する もの ど 爲すは 不明瞭 不完全なる 觀念を 去りて 明瞭に 且つ 完全なる 觀念を 

得る に 進み 行く ビ 同 一 不二な り o 

然 らば 不完全なる 觀 念 (ideae  inadequate) は 何處ょ b 來た る。 スビノ . ー ザ 以爲へ らぐ、 

吾人の 心に 種々 の钹雜 なる 觀念 ある は猶ほ 吾人の 身體に 種々 の钹雜 なる 運動 あ 

るが 如 し、 而 して 吾人の 身體に 於いて 一 の 運勸が 他の 運勸 によ， 5 て 紛擾 せらる ゝ 

が 如く 吾人の 心に 於け る觀念 はた 相互に 紛擾 攪亂 せらる ビ。 言 ふこ ゝろは 所 li 

不完全なる 觀念は 吾人 か 切れ < ^の 觀念を 想 ひ 浮か ベ て 之れ を雜然 結合せ しむ 

るよ， 9 來たる ビ いふに あ bo 盖し 一 物の 觀念を 全く 想 ひ 浮か ベす して 覺束 なく 

其の 一 部分の み を 浮かぶ る是れ 即ち 切れ ぐ の 觀念を 思 ひ 浮かぶ るに てまた 此 

等の 切れ 》^ なる 觀 念が 他の 切れ <^ なる 觀念ど 相混雜 する ふに よりて 不明瞭 

なる ビ^に 混雜 せる 觀念を 生や。 而 して かくの 如く 不明瞭に 且つ 混雜 せる 觀念 

の 存在す る 所以 は 事物 を 唯 だ 離れぐ の 物 VJ して 見る が 故な り、 個々 の 離れぐ 

の 部分が 相 集まうた る もの ビ して 見る が 故な bo 1 言に 云へ ば、 事 物の 差別 相 を 

のみ 見る が 故な， 00 ス ピノ  ，ザ は 此の 差別 見 を 名 づけて ィ マ ギナシ ォ (iluagilmtic) 
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1 二八 

全く 主 知 論の 見地 を 取りて 吾人の 知性が 吾人の 一 切の 心 作用の 方向 を定 むる 者 

にして 吾人の 意志 は 思考の 結果に 外なら すミ說 け， 90 後に また 其の 大著 r ェ タイ 

力』 に 於 いて は 吾人の 心的 活勸は 畢竟 皆 思考 作用に して 意志 は 知性の 作用 ビ 一 な 

る ものな b(voluntaset  intellect-s  unum  et Ides  sullt.)VJ せ b-o ス ビ ノ ー 'ザ ド 此の 昆地：§ 

る 時に は、 彼 れに 取りて は 知性の 認 むる 所に して 意志の 承認せ ざる もの ある 無ぐ、 

意志の 承認 VJ 知性の 承認 W は 同 一 不二なる もの W 見做された， CSO 

〔一七〕 スビノ ー ザの 哲學 にホッ ブス 風の 自然 論 ビデ カルト 風の 主 知 論ビが 

相 結合せ る 樣： は 彼れ が 吾人の 自衛の 性： を 說く 所に 於いて 最も 明らかに 現 はれた 

bo 彼れ に 取り て 所謂 自己の 保存 は 吾人の 能動的 (或は 自勸 的) 狀態を 保つ の-謂 ひ 

にして 而 して 所謂 能 勸的狀 態 は 吾人の 知性が 明瞭に 十分に 作勸 する 所に 在り、 吾 

人の 知性の 働き 不十分に して 漠然たる 觀 念に 蔽 はる、 は畢竞 吾人が 所 勸的狀 態 

に 居" 9 て 他に 制限 せら るれば なり。 故に ス ビ ノ ー ザが 此の 見地より 云 へ ば、 吾 人 

の 自己 を 保存して 吾が 存在 を擴 張し 吾れ を 完全の 域に 進む る は 即ち 吾が 知性の 

働き を强 健なら しむる. yj 同 一 な り0 換言すれば 吾が 存在 を增 して 多くの 實在を 


™ ひなが ら、 そ の 本性に 基づきて 自由の 發逢を 主張せ る點に 於いて 大に 其が 特殊の 

趣を發 揮し 來 たれり o 

1^1  〔 一 六〕 スビノ ー ザの 說 ける 所に は、 し かく^ ジ ブスぶ りなる 自然 論 的 要素の 

ほ。  一 

存 する VJ 共に デカ， トに 淵源す る 主 知 論の 要素の 結ば b 來 たれる が爲 めに 茲に 

^ 一種 特殊なる 趣 を 具 ふるこ VJ^- な り、 又 之れ が爲 めに 彼れ の說く 所に 於いて 彼れ 

一 此れ 相 合し 難き 點の存 する ある を 看る。 彼れ が 知性 (intellects) ビ 意 志 (V01U 一- tas) ビ の 

^^々「で；. や： パ X パリ、、：,..：： V  ： ふ.： -5 ぎ.  ク：. ，f,- ,1 _ヾ>:： 

M 關 係の 論の 如き 其の 一例な bo ス ピノ， ザが 自然 論の 立脚地に 在りて 心理 を說 

了く 所に 於いて は 所謂 意志 は 吾人の 极 本性た る 自衛の 求め ど異 別なる ものに 非 や、 

而 して 知性の 意志に 對す： る關 係を說 くや 知性の 作用が 意志の 作用に 從 ひて 勸く 

が 如く 說 ける： 所 あ： り。 彼れ 曰 はく、 吾人が 一 物 を 求め、 欲し、 望み、 意志す る は 其 を 善 

\ し. y」 思 ふが 故に は： あ ら す、 寧 ろ 吾人が 其 を 求 め、 欲 し、 望 み、 意 志す るが 故に 其 を 善し 

I  VJ 思 ふな， o  VJO 彼れ が 此の 言に よりて 見れ ば、 其 の 意、 吾 人の 知性が 善惡 の^ 別 を 

一 なす は 畢竟 吾人が 意志の 定 むる 所に 係 かる VJ いふに 在， 50 され V- 彼れ は 其が 最 

^ 1 初の 著作 _yj 稱 せらる ゝ書 ( " T?ractatus  (brevis)  de  Deo  et  Homine  ^  Jso  Felicitate" ) に 於いて は 
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のなる が 故に 如何にして も 抑壓す * へ か 

於いて は 却り て國家 其の物の 存在 を危 

かる 瘍 合に 於いて 國 家に 取りて 最も 恐 

此の 故に 宗敎 上國 家の 命令し 得る さは 

鱧 式に 止まりて 宗旨 上の 信仰 其の もの 

學 術の 自由 及び そを發 表する 耍 具なる 

許さざる 可から ざる もの 也。 如何 な る 

て 最も 善く 治められ 其の 人民に 許す に 

ス ビ ノ ー ザの 國家を 論す る や 最も 吾人 

れは國 家の 政治 は 人民の 狀態を 善くし 

る 閼係を 有する ものな ど 見て 以爲 へ 

の 時代に 於いても 常に 相 同じき ものに 

僞 へに 其 を 銃 治す る 政府の 所 置 如何に 

人間の 根本 性た る 自衛の 傾向 を极據 VJ 


:1 六 

ら ざる こ. yj を强 ひて 抑壓 せむ w する 時に 

くし 人民の 反抗 を來 たす に 至るべし 0 斯 

る ベ き 敵 は 取り も 直さす 其の 人民な， 50 

唯だ國 家の 存在に 必要なる 丈の 外形 上の 

を 命 4： し 左右す る i 能 はす o 信敎 並びに 

言 論の 自由 は國 家が 人民に 對 して 十分に 

國 家が 最も 安全なる ミ いふに 道理に 從ひ 

最も 多くの 自由 を 以てする もの 也 0 斯く 

の 自由なる 發 達に 重き を 置け， リ o また 彼 

或は 惡 しくす る こどに 於いて 極めて 大な 

ら く、 人 民 は 何れの 國 土に 於いても 又 何れ 

して 甚だしく 其の 戕態を 異にし 來たる は 

よる- yjo  0  ^て スビノ ー ザの 政治 論 は 

せる 點に 於いて ホ ッ ブス 風の 自然 論に 從 


〔一 五〕 ス 

想に 影響 せら 

其の 國 家の 論 

る o ス ピノ  — 

諸種の 國 家の 

家の 起原 を說 

にして おの づ 

なる を 知りて 

ブスの ぐ」 異な 

の發達 W い ふ 

達する 所 は 其 

從 ひ て 自ら の 

の 利益に 反す 

もの 無し。 一 


ビ ノ， ザが 心理 說に 於け る 

れた るに. H る ものなる こ vj 

に 於いて は 更に 大に ホップ 

ザは實 際に 存 せざる 空想的 

如何にして 生起せ るか を 了 

< や、 曰 は く、 人 類 生存の 原初 

から 人々 互に 敵た る の狀態 

こ、 に 國家を 結ぶ に 至れり 

る 所 は、 已 に國 家の 結ばれた 

こど に 重き を 置け る 點に在 

の 力の 達する 限り を 出です- 

利 盆 を 保存す VJ いふ こ W 即 

る こビに 於いても 尙ほ 他の 

國 家が 自國の 人民に 對 する 
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自然 論の 要素 は 彼れ がホ タ ブス 風の 思 

は 以上 述べし 所に よりて 明らかな るが 

ス の 思想に 影響せられ たる 所 ある を 見 

國家を 描く こビ を爲 さす 専ら 現お する 

解せ むこ VJ を 力 ひ ど 云 ひ、 而 して 其の 國 

に 於いて は 力 ど權利 VJ は 同 j なる もの 

に ！Ha  ,9 し が、 欺 くす る こど の &自に 不利 

ビ。 され ざス ピノ ー ザが 國家 論の ホジ 

る狀 態に 於いても 彼れ は 成る ベく  9  .3 

t 彼れ 以爲 へらく、 國家 其の物の 權の 

他の 國 家に 對 して は 其の 力の 及ぶ 所に 

ち 一 國 家の 唯一の 目的な り、 故 に 一 國家 

國 家に 對 して 守る べき 義務 ど いふ べき 

や 亦 其の 力の 及ぶ 限りに のみ 權 ある も 

】ニ5 


二 一四 

取り も 直さ や 意志 VJ 名 づけら る ゝもの 也、 而 して 吾人が 善し ビ 云 ひ 又惡し ビ 云 ふ 

は 畢竟 一 事物が 吾人の 意志 を滿 足せし むる か 否かの 別に 存 す、 谷 人の 欲望す る 所 

を 離れて 善き もの 無く また 惡 しきもの 無し U 故に 精密なる 意味に て 云へ ば、 善 き 

もの W いふ は 何人 かに 取. 9 て 善き ものな り、 何 人 かの 欲望す る i より 離れて 絡對 

に 善き W いふ は 意味な き 言 葉な り。 尙ほ 少しく 語を換 へて 云へ ば "善 惡は 凡べ て 

比較に よりて 生やる ものにして 一 物が 他物よりも 吾人の 欲求 を充 たす に 適する 

時に それだけ 其の物 は 善き 也〕 吾人 は 我が 性の 根本の 求めに 從 ひて 吾が 理想的 

狀態を 描き出 だ す、 即 ち 吾人 谷 i か 他に 抑壓 制限され すして 自ら 存在し 自ら 十分に 

伸び 罟れ る 狀態を 描き出 だ す、 此 の觀念 (一き a  homhiis,  iauqllam  naturae 1 ョョ a 一  lae  exe ョ plar) 

を 模範 標準 VJ して 之れ に 到達せ む vj 力め、 而 して それに 到る に 利 ある もの を 善 ヾ」 

呼び 害 ある もの を惡 w いふ。 斯く善 惡の區 別 は 畢竟 やる に 事物の 不完全なる 狀 

態に 於け る 比較に 生す る ものなる が 故に 本體 其の物の 永恒の 相よ h- 見れば 本よ 

b 善惡 無差別な， 9。 美 VJ いひ 醜 VJ い ふ も 亦、 同じく 吾人が 事物 を 差別す る 所に 生 

する 比較 上の 觀 念に 外なら す。 


ふ 情の 生やる が 如し。 而 して 一 物 を 以て 吾人に 喜び を與 ふる 狸 由 ど 見る (換言す 

れば 喜びの 原因 を 思 ひ 浮かぶ る 觀念か 喜びの 情に 結ば る) 時 に はこ ゝに 愛，、」 いふ 

情 起こ り、 ま た悲 みの 情 苏の 原因 を 思 ひ 浮かぶ る觏念 VJ の 結合す る 時には 茲に 

憒惡 VJ いふ 情 起こ る、 苒 言 す れ ば、 愛 惜 の 情 は 吾人に 喜び 又は 悲み を與 ふる 原因 ど 

して 一 事物 を 思 ひ 浮かぶ る 時に 其の 事物に 對 して 生じ 來 たる 情なり。 かくして 

スビノ ー ザが 吾人の 性に 於け る 极本的 欲求 を基ビ して 一 切の 情緖の 起こり 來た 

る 所以 を說 明せ る 所 はデカ ル トが爲 したる 情の 說 明に 比して 一 層 巧みに 一 層 整 

ひたる 所 あり W 謂 ふ べし。 

情 緖は斯 くして 生起す る ものな 即 ち 其 は 畢竟す るに 吾人の 自動的 狀態 VJ 所勸 

的狀態 VJ の 釣り合 ひに よりて 生す る ものなる が 故に 全く 所 動の 方面な き、 換 言 す 

れ ば、 獨 立 自 存、 他 に 制限 さる ゝ所 なき 者に 於いて は 情の 存 すべき 理な し。 故に 無 

限 智には 情 ある 可 からす、 又本體 其の 者 即ち 神に 於いて は 喜 怒 哀樂の 情 あり ど 云 

ふ 巧から ざる こ VJ 固よ， 9. な h-o 

スビノ ー ザ は 更に 以爲 へら ぐ、 吾 人の 情に 於け る 根本的 欲求 即ち 自衛の 求め 是れ 
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1 ニニ 

狀 態の 變 化する 所に 生やる ものな り VJO  (今日の 生理的 心理 學 上に 快樂 苦痛の 成 

は 吾人の 生理 作用が 身體の 生活に 益 ある 方に 變ヒ 或は 不利なる 方に 變 やる 所に 

起こる. vj いふ 說 ビ 其の 旨 意 相 同じき もの. yj 見て 可な り。) 而 して スビノ ー ザ は 件 

の 欲望 及び 之れ に 根ざせる 快樂 苦痛 を 根據ビ して 一 切の 情 念 (或 は 情緖) の 出で 來 

たる 所以 を說 かむ ビせ り、 盖 し 謂 ふ 所 情緒の 種類 は 之れ を 要するに 苦 樂の感 に 結 

ばれる 觀 念の 種類に 歸 する を 得べ し，/ j 考へ たるな. 90 ス ピノ ー ザが 一 切情 念の 

心理的 說明を 試みる や、 恰 も 物理 學 者が 自然界に 對 して 物理的 說明 を爲 さむ ど す 

るが 如くに し て、 決 して 情の 善 惡を別 かちて 之れ を 取捨し 或は 抑揚す る こど をせ 

す、 一 切 を ひ w しなみ に 其の 自然の 心 狸の 法則に 從 うて 說 明す る こビを 以て 目的 

VJ したりき。 而 して 此の方 針に 從 ひて 彼れ が 種々 の 情 緖を欤 霰せ る ど ころ は 近 

世の 心理 學 上の 硏究に 於いて 一 種の 光彩 ある 功績 を 道せ る もの W 云 ひて 可な， 00 

彼れ 以爲へ らく、 種々 の觀 念が 快 苦の 感 S 相 結合して 種々 の 情の 生起す る は、 例 へ 

ば 吾人に 快 樂を與 ふるものの 観念 ど 其の 快 樂，、 」 の 結合す る こ VJ によりて 喜び VJ 

いふ 情 を 生 じ、 ま た 苦痛 を與 ふるものの 觀 念ぐ」 其の 苦痛 VJ が 相 結ば. o て悲み ビ い 


の ビ所勸 の もの マ」 を 別 かてり。 彼れ の 此の 區別を 爲すゃ 其の 思想に はホタ ブス 

風の 自然 論 的 要素 加 はり 來 たりて 其れが ダカ V ト 風の 思想 ビ 相 結べ る 所 あ， 90 

彼れ 以爲 へら く、 凡 ベ て 存在す る 個 物 は 皆 其れ 自身 を 保存す る 性 を 具 ふ、 此 の 性 は 

心の 方面に 於いても 物の 方面に 於いても 共に 等しく 在 り、 而 して 此の 自存の 性 を 

助長し 行く もの 是れ 即ち 自勸的 或は 能動的の ものにし て、 此 の 性の 他に 抑壓 せら 

る、 を覺 ゆる 是れ 即ち 所 勸的狀 態な bo 而 して 吾人 は生來 其の 所 動的 狀態を 去 

りて 成る ベく 自勸 的なら むこ ど を 求む る も の、 換 言 す れ ば、 吾 人 は 心に 於いても 他 

の 障碍 抑壓に 勝ちて 自由に 伸び 行かむ ど 力む る ものな り。 此の 根本 性に 具 はれ 

る 自然の 求め は 心の 方面に 於いて は 欲 望 (又 は 欲求 cupiditas)  vj な、 りて 顯 はる。 而 

して 件の 自然の 傾向 欲求に 合して 之れ を 助長せ しむる もの は 吾人に 快 樂を覺 え 

しめ 之れ に 不利なる もの は 吾人に 苦痛 を感 せし む、 換 言 す れ ば、 凡 そ 吾人の 性に 根 

本 的に 具 はれる 欲望 を充 たして 吾人の 存在 を强 固に し增 進す る もの は 快し ビ感 

せられ 之れ に 反する もの は 快から や V」 感 せらる 0 斯 く快樂 及び 苦痛 は 吾人の 狀 

態の 或は 自存に 利なる 方に 變ヒ 或は 不利なる 方に 變 する 所、 一 言 に 云 へ ば、 吾 A の 
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感官に よりて 他物の 刺激 を 得る 時に 吾人の 身體 に生ヒ たる 變勸に 伴うて 起こる 

心の 念是れ 即ち 感覺な bo 故に 感覺は 外物の 狀態 其の物 を 示す よ.^ も 寧ろ 吾人 

の 身 體の狀 態に 伴 ふ ものな b  (感 覺 を主觀 的な， 9 -yj する こ vj に 於いて ガジ レ ォ、 ホ 

タ ブス、 デカルト 等の 說皆 一致せ， 0)0 され. V- 吾人の 身體に 於け る 變動は 之れ を 唯 

だ 吾人の 身體の 内 部に 生じた る もの w のみ 見て は說 明す る こ S 能 はす、 換言 すれ 

ぱ、 其 の 變動を 唯 だ 吾人の 身體に 於け る もの w して は 之れ を 完全に 考 ふるこ ビ 能 

はざる が 故に 尙ほ 他に 其の 原因 を 求めざる 可から や。 此の 故に 吾人 は 常に 我が 

感覺を 外物の 性賀 又は 狀態 VJ して 之れ に歸 する 傾向 を 有するな， 00 

斯 く感覺 のみなら す 一 切の 心 念 は 他面 卽ち 物體の 方面に 於いて 凡べ て 吾人の 身 

體の變 勸に伴 はる ゝ ものな り。 而 して 蓮 動の 法則が 在ら ゆる 物 體の變 動に 通 貫 

し 之れ を 支配す るが 如く 在ら ゆる 念 は 其の 相似た る もの 相互に 喚起 し、 先 き 立ち 

て 起これる 念が 績 きて 起こる 念 を 喚起す ビ いふ 法則に 從 ふ、 こ ゝにス ピノ  ，ザの 

謂 ふ 所 は 即ち 近世の 心理 學 者の 謂 ふ 聯想 律な， 90 

〔一 四〕 スビノ ，ザ は デカルトの 如く 吾人の 親 念に 就きて 自 勸 (或 は 能勸) の も 


成 結な 心 
る 合る は 
。i 念 a 
り？) 雜 


〔一 二〕 一 侗體が 種々 の 部分 を 以て 成る が 如く 心 も 亦 種々 の 念 を 以て 成る o 

1 個 體ビは 其 の 部分が 或 定ま りたる 相互の 閼係を 保ち て、 部分 を 成す 物賀は 縱< ；" 

新陳代謝す VJ も尙ほ 一 定の形 を 具 ふるものの 謂 ひなり。 而 して 其の 如き  一 ^體 

は同樣 なる 他の 一 個體ま 結合して 更に 高等なる j 個體を 成し、 それが 尙ほ 他の 一 

個體 VJ 結ば， 5 て 更に 高等なる 一 個 體を成 す、 か くして 萬 有 全體は 遂に  一 ® 體を成 

せる もの ビ考 へらる。 (自然界に 關 する 觀 念に 於いて ス ビ ノ ー ザが 如何に， フ 7 

ノ 等の ルネサンス 時代の 世界 觀に 影響せられ たる 所 あるか を 看よ o) 而 して 其 等 

個體の 凡べ ての 段階 は 皆 それ どれに 多少 心 作用の 伴 ひ 居る もの 也 o 換 言 す れば、 

物體に 於いて 多少 複雜 なる 運動の 結合の ある 所に は 必ゃ觀 念の 多少 祓雜 なる 結 

合の 伴へ る あ， 90 吾人の 身體 はか ゝる 钹雜 なる 結合 を 成せる  一 ® 體 にして 吾人 

の 心 も 等しく 複雜 なる 觀 念の 結合せ る ものな hNO 所謂 吾人の 心 は 其 等の 觀 念の 

相 結合せ る ものに 外なら ざる こ、， a 猶 ほ身體 がそ を 組成す る 種々 の 部分の 結合せ 

る ものに 外なら ざるが 如し 0 

ぼ：1 念の 一 〔一 三〕 吾人の 身體が 他の物 體 によりて 影響 せらる ゝ時 に、 換 言 す れ ば、 吾 人 の 

法 SIC  ^ 
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ビノ  I ザ は， テカ 〃ト 及び ホ サ ブス VJ 

觀を 持ち 來 たる、 と を 拒めり、〕 低 界の 

は 畢竟 人間の 感想 を 世界に 移せる 誤 

は爲す 可から す^- また 欺く の 如き 目 

當 た る、 何 -VJ なれば 神 若し 或 目的 を懷 

未だ 滿ち 足れる^ どい ふ 可 か ら す、 渙 

滿 なる 者 ど 云 はるべ ければ 也 o かく 

らゃ、 故に 物理 上の 根本 法則 は， 惰性 律 

ン (Tschirnlmusen) の賀 問に 對 して 物 體 

こ，^ 來， にる 所以 を說 明す る こ _w 能 は 

物體に 運動 を與 へたり，、，" 云 へ り， さ れ 

る こビ能 はす 0) 故に 彼れ は 物 體を唯 

さざる 所 あるが 故に 其の 定義 を 新し 

いて 遂に 其の 說を 全うする に 至ら ざ 


1 1 八 

其の 意見 を 同じう して 物理 界の 說. 明に 目的 

事物が 或 目的に 從 ひて 形づくらる V」 考 ふる 

謬に して 之れ を 以て 自然界の 生起の 說明 W 

的說は 却り て 神 を 不完全なる もの w する に 

いて 活動せば 彼れ 其の 目的 を 達せざる 間 は 

言 す れ ば、 其 の 目的 を 達し 得て 始めて 完全 圓 

自然界の 事物 は 全く 機械的に 考 へざる 可 か 

^  kv-o され V- スビノ 1 ザ は ツイ ルン ハク ゼ 

を 唯だ廣 がれる もの ビ 見て は^が 運動の 起 

ざる を 承認せ， 90  (デカルト は 此の 故. に 神 が 

ビス ビ ノ ー ザに 取， 5 て はか ゝ る說明 を. 用ゐ 

だ廣 がれる もの VJ 見る のみに て は 未だ^く 

くす る を耍す ビ 云 ひし が、 彼れ は 此の 點に於 

,9 しが 如し o 


起こる に 伴 ふ 吾人の 身體に 於け る 即ち 物質 上の 變励 W の 關係を 提起し 來た. 9、 後 

者 即ち 心理-上の 闢 係の 意味に て 心- V」 物 相應す ど 說き て、 却 つ て 知識 論 上の 關係 

を 遺 却せ る S きぁケ o 彼れ は 心理 上の 意味に て 吾人の 心 は 身の 觀念 (ijta  corporis) 

な， c 'さい へ， 90 心 は 身の 觀 念なる マ j 共に 其の 觀念 を自識 する ものな ろが 故に 此 

の點ょ h '観れば 之れ を 身の 觀 念の 觀念 又は 心の 觀念 (きさ mentis)  <yj 云 ふ ベ し。 心 

が 身の 觀念 なり S いふ 義は 身體に 於け る 物質 上の 變 動が 心の 方面に 於いて は 念 

V」 して 意識 せらる VJ いふ 意味に 外なら す、 是 れ 即ち 今日 所謂 心 狸 VJ 生理 ど の關係 

なり。 啻だ 吾人の 身體 のみなら す、 均 しく 一 個體を 成せる ものに は 皆 心の 伴 は ざ 

る こ W 無 し、 唯 だ^の 思 ひ 浮か ぶる 念の 多少 及び 明 不明に 幾多の 段 等の 存す るの 

み 0 

〔一 I〕 かく 萬 物に は 常に 桕對 し相應 する 心理 VJ 物 狸 ビ の 二方 面 あ. ^、而 して 

之れ を 物理の 方面より 考 ふるもの 是れ 即ち 物理 學 なり。 物理の 方面に 於いて は 

前に も 云へ るが 如く 其の 現象 は. 凡べ て 物體の 運動 を 以て 說 かざる 可から や、 故 に 

機械的 說明 をのみ 眞實の 物理的 說明^ 見るべきな り。 かく 說 ける 點に 於いて ス 
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二 六 

ブスに 對 しても 異なる 見地 を 取りて、 ホタ ブス 等の 云 ふが 如く 物體の 運動に よ. 5 

て 心の 現象の 生す ビ い ふ は 吾人の 了解し 得 ざ る 所な り VJ し、 唯 物 論 風に 心の 現象 

が物體 によ り て 生 せらる V」 云 ふ も、 又 心 物 二 元 を 措きて 二者 互に 相 影響す るかの 

如く 云 ふ も、 畢 竟 吾人の 明瞭に 了解せ ざる こ- y」 を 言 ふに 外なら す 二 本體の ニ面ビ 

して 始めて 心 物の 關係を 明らかに 了解す る を 得べ しど 考 へ たる 也リ 

〔一 〇〕 斯く 心- VJ 物 VJ は相應 する ものなる が 故に スビ /1 ザ は 心に 於け る 順 

序 V」 物に 於け る ® 字,、」 は 同 一-なり へ ordo  rensl  idem  ac  o.r(lo  Idcal-um)  vj 說 き、 其 の を說 

明 し-て 曰 は く、 例 へば 吾人の 心に 於け る圓 VJ いふ 觀 念に は物體 上圓. ビ いふ 形の 應 

する あるが 如 し、 即 ち 吾人の 思 ひ 浮かぶ る 所 は 之れ を 物體の 上に て 云へば 種々 の 

形 及び 種々 の動靜 VJ な る、 換 富 す れ ば、 物 界に 存在す る (c&se  f-r ョ aliter)VJ 吾人の 心に 念 

ひず かべら るゝ (objective) ぐ」 は相應 やる ものな， 5  VJO 

され V- ス ピノ ー ザの 心 物の 關係を 論 やる や 其の 思想に は 知識 上の 論 ミ 心理 上の 

論 W 相混掎 せ， 00 彼れ は 先づ心 物の 相應 する 關係を 以て 吾人の 思 ひ 浮かべた る 

圓 ど 物 界の圓 VJ の關 係の 如し ビ 論じ もて 行く  S 共 に、 ま たこ ゝに 吾人の 念 ざ 念 の 


に 因果の 關係を 爲すこ VJ なし。 心の 種々 の 念の 生起す 

る 他の 念に よ hs て說 かざる 可から す、 物 體に 於け る變動 

りて 說 かざる 可から す。 一 言 に 云へ ば、 念 の 生起 は 念に 

は物體 によりて 說 明せ ざるべ からす。 然るに 心 物の 二 

が 如く 思 はる ゝは 何故 どや o 是れダ カルト 哲學の 立脚 

かりし 所に して ォ ッ カジ ォ論を 喚び 起こし ゝ 所以の も 

に對 して 自家 哲學の 見地より 一 の 巧妙なる 說明 を與へ 

因果の 關係を 成す に 非す、 然る に 恰 も相關 係す るかの 如 

本體の 二つの 方面 なれば なり。 之れ を譬 ふれば 猶ほ疊 

より 見て 凸な る 所 は 裏面よ..^ 見て 凹なる 所に して 凹凸 

心 w 云 ひ 物 VJ 云 ふ、 共 に 一 本體を 見る 兩 面に 外 6』 や、 互 

す 他面に 於いて 見る 所 VJ 相應 す。 即ち 心 物 谷！ の 現象 は 

の 關係を 成す にあら すして 唯 だ 相應じ 相伴 ふの み VJO 

ザ は デカルト 哲學に 於け る 一 の 難題 を斷じ 了し 得たり 


る 所以 は 同じ /、心に 於け 

は同ヒ く 物體の 變勸に よ 

よりて 說明 し、 物 體の 運動 

者が 相互に 關係 影響す る 

地に 在りて 說 明す るに 難 

の 也 o スビノ ー ザ は 之れ 

て 曰 は  <  、心 ど 物- yj は 互に 

く 見 ゆる は 心 物 は 畢竟 j 

める 一 枚の 紙に 於いて 表 

相對 して 違 はざる が 如し、 

に 一 面に 於いて 見る 所必 

互に 生じ 生 せらる 、因果 

此の 點に 於いて スビノ ， 

ビ 思 ひし ビ 共 に、 ま たホ * 
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かく 心の 方面に 於いて も、 また 物 の 方面に 於いて も、 個々 現象の 出沒變 化する 原因 

は 他の 個々 現象に 於いて 認めら る、 卽 ち 有限 樣の 中に 在りて は 一 物 生起の 原因が 

他物に 於いて 認めら るゝ なれば 之れ は 他 在 的 原因，/」 云 ふべき もの 也) 故に 其の 

間に 於け る 關係は 神が 萬 物に 對 する 關係ビ は 全 <M にして 個々 現象 間の 因^の 

鎖 は 終極な きな bo 個々 現象の 相 生す る は是れ 時間に 於け る 因 采の關 係に して 

其の 終始な し。 一 結果 を來 たした る 原因 は 更に 他の 原因に よりて 來た され 其の 

因 も 亦 更に 他の 因に よりて 來 たさ る、 斯 くして 遂に 窮極 的 原因に 到達す る 、となし o 

個々 の 現象 間に 於け る 關係を 傅うて は 遂に 其の 窮極の 一 端 W して 神に 到逮 すべ 

きものに 非 や (是 れ 有限 樣は 直ちに 神より 來 たる どして は考ふ ベ からす ど いふ 所 

以 な， CS) 、神 を 萬 物の 原因 ど いふ は斯 かる 意眛 にての 有限 樣 間に 於け る 因果の 鎖の 

窮極の 端 を 爲すさ 云 ふに は 非す し ス 其の 如く 端な き 因果の 鎖 を 成し て鏺 化出沒 

する 萬 有 全體の 基本 即ち 本體 VJ して 常住に 存在す る ものて. ふ 意味に て い ふな bo 

〔九〕 此 くの 如く 個々 物 は 極まりなき 因果の 關係 をな して 出沒 する ものなる 

が曩に 述べた る 心 物の 關 係に 從 うて 心の 方面の 現象 ビ 物の 方面の 現象 VJ は 相互 


す 可 求 差く 因の 相闼 
efl  、め刖 之 は 直の々 
ざ 相れ 同 接铤差 
ら るに なじ 原 化 glj 


て 锂由ど 生 因 ど を 混同せ しょり 起これる ものな り。 

〔八〕 差別の 相卽ち 個々 物の 出沒變 化する 所以 を 以て 直ちに 本體に 求む る こ 

ど 能 は す、 個 物變 化の 直接の 原 因 (causa  proxima) は 同じく 差別 相 其の ものの 中に 求め 

ざる 可から す。 吾人 は 有限 様より して 直ちに 無限の 本體に 上る こ W 能 はす 0 こ 

こに 一 物の 勸く ある は 其 をして 然 らしむ る 他の 1 物卽ち 限- 5 ある 物の 存 すれば 

なり。 故に 限り ある ものの 變動は 凡べ て 他の 限り ある ものの 變勸に 依 て說明 

せざる 可から す、 有 限の 物 は 其の物 をれ 自身に 於いて 存在す ベ き 必然の 理由 を 有 

せす。 唯 だ 他の 一物の 在. 9 し爲 めに たま /\ そこに 存在す るの みリ 此の 意味に 

てス ピノ， ザ は 個々 物の 存在 を 偶然の もの (contiugens)  VJ いへ り。 無限なる 本體は 

必然に 存在す る ものにして 其 を 存在せ ざる もの ど は考ふ ベ から す、 然 るに 此の 一 

物、 此 の 一 念 は 之れ を 存在せ ざる もの も考 ふる si: ベ し、 唯 だ 其の 存在す る は 其 

處に 他の 一 物、 他 の 一 念の 存 する あれば な hs  、換 言 す れ ば、 此 等 皆 依 他 起 生の ものに 

外なら や。 必然に 神の 圓滿 相よ， 9 來 たる VJ 考へ 得べき は 唯 だ 心 及び 物に 於け る 

樣狀の 全 體卽ち 先き に 所謂 無限 樣 あるの み。 
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ふ (三角形 VJ 三角形の 角度の 和が ニ庹 角に 均しき こ ビ  >」 の關 係の 如し ど い ふ) ゆ 意 

を 現 はすに 適せざる やう なれ ざ、 ス ピノ-. 'ザの 說く 所に 於いて は實際 神が 萬 物 を 

生.^ るかの 如くに 言 ふ 趣 ある を 看過す る 能 はや。 彼れ は 常に 理由 (ratic) ど 生 因 

(causa)、、J を 同 一 視せ h  、而 して 其の 二者 を 同 一 視 する や 或は 眞實の 意味に 於いての 

華 

生 因 を 言 はやし て、 生 因 即ち 理. H に 外なら す. 换 言 す れ ば、 論 理上或 結論 を來 たす も 

のに 外なら す v> 說 ける が 如く 思 はるれ V- 又然ら すして 之れ を 通常 所謂 生 因なる 

が 如くに 說 ける 所 も あ bo 彼れ は 此の 二者 を 同一視-せ るよ， 9 して 或は 生 因の 方 

IF を沒 して 理由に 歸 せしめ 了せ るかの 如く 見 ゆる 所 も あれ》」 全く 然らゃ して 兩 

者 を 混同して 說 ける 所 もまた 無き に 非す。 是に 於いて ェ ルド マ ン 及び ク， ノ  I、 

フィ タシャ 1 等の 見解の 差別 を 生じ 來 たるし エルドマン は以爲 へらぐ、 ス ビノ， 

ザ： 取 b て 所謂 原 因 (call) は 生 因に あらす して 時間に 關係 なきもの 即ち 論 狸 上の 

理由に 外なら す vjo ク 1 ノ，、 フ ィ タ シ ャ ー は 曰 はく、 ス ビ ノ ー. ザの 所謂 本 體の性 

は卽ち 本體の 力な bvjo 力 マ」 い ふ、 巳 に 其の 活動に よりて 萬 物 を 出現せ しむる 意 

味.、」 な b 來 たる。 是れ 畢竟 スビノ ー ザが 其の 所謂 原因 (g- ミ a) どい ふ 一 語に 於い 


に沒し 或は 一 方に 出 づるこ vj あれ Vj も、 全 體の 上より 見れ ぱ 常に 一 の 全き 樣を成 

し 居る ものな ，ov> し、 か /、て 勸 及び 靜 (motus  et  quies) をば 廣が， o の 性に 於け る 無限 隨 

ビ 名 づけた るなら む。 又 心の 方面に 於いて は 無限 知 (hltelleclus  insnitus) 萬 有の 龃 念 

(idea  onlllru)  I 乂は 神の 觀 念 (idea  Dei) 是 れ 即ち 無限 樣な， 9  vj 云へ hNO 盖しス ピノ ー ザ 

の 意 は 心の 方面に 於け る 全體の 作動 を 指して 其 を 全き もの- yj し 唯 だ 其の 中の 部 

分の み變 化出沒 する ものな り ど 見たり ど考 へらる o 故に 吾人の 知力 は 無限 知の 

一部分な り VJ 云へ. 00 

此 くの 如く 無限 樣は心 又は 物の 方面に 於け る 全體の 全き 所 を 指して 云 へ る もの 

なる が 故 に、 こ は 神 即ち 本體 より 直ちに 來たる もの- y」 して 考 ふる を 得、 換 言 す れば、 

本 體の圓 滿相は 心 及び 物の 各方 面に 於け る 全き 樣 (無 限 樣) に 現 はる vj 見る を 得 0 

是に 於いて 吾人 は ス ピ ノ 1>  ザが 限. 5 ある 個々 物 は 直ちに 神よ， o 來 たる もの VJ し 

ては考 ふべ か ら す、 直 ちに 神よ. 5 來 たる もの. y」 して 考ふ べき は 唯 だ 無限 樣 あるの 

み V」 云へ る 意 を 了解す る を 得べ し o 茲に 神より 來 たる ビ いふ 語 を 用ゐれ ばスビ 

ノ ー ザが 神 S 萬 物 どの 關係 を說 きて 其 を 唯 だ 論理的なる ものなる かの 如くに い 
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ほ 水 ビ 波ビの 如し。 而 して 萬 物 は 水に 於け る 波の 如く 心の 方面に 於いても 物の 

方面に 於いても 種々 雜 多の 差別. ffl を 現じ 出沒變 化して 歇む 時な し 請胁 

^^^^^^^n.^o 永 恒常 住なる 方面より 見れば 凡べ て は 唯一 無限の 圓 

滿 なる 本體 即ち 一 iatura  ll&nms に 外なら や、 有 限 差別の 方面よ. 9 見れば 一 どして 

常住なる もの 無く 森 羅萬象 は 唯 だ 常住なる 本體 に. 於いて 出沒變 化する 波の 如き 

もの に 外なら す、 此 等 即ち 5rd=«.p  naturata な り。 

〔七〕 ス ビ ノ ー ザ は 更に 委しく 本 體の樣 に 就きて 限， o 無き もの へョ o(l=s  hlrmihjs) 

W 限， 9 ある もの ビを別 かてり。 スビノ 〜ザが 玆に 所謂 無限 樣の 何たる かに 就き 

て は 明瞭に し 難き ふし あれ ざ 彼れ が 言 へ る 所 を 以て 推考す るに 其の 大意 は 必 や 

しも 見 難き に は あら ざら む O 惟 ふ に、 彼 れは 宇宙に 存在す る 心の 方面 又は 物の 方 

面に 於け る 全體を 指して 無限 樣 ど 云 へ. OS 見 ゆ、 即 ち 之れ を 以て 恰も 本體 祌 h」 嚴 

密なる 意味に 謂 ふ 個々 の 差別 相 即ち 有限 樣 VJ の 間に 位する 如き もの ビ 見た. 0ビ 

考 へらる C 而 して スビノ ー ザは勸 VJ 靜 VJ を 以て 物體の 方面に 於け る 無限 樣ど な 

せ り、 謂 ふこ ゝろは 動 S 靜 w の 全體は 無窮に 變 やる こ w 無き ものにして 或は 一 方 


〔六〕 . かく 本體の 吾人に 對 する や 全く 其の 性 を 異にせる 二つの 方面に 於いて 

知らる。 而 して 此 等の 各方 面に 於いて 起こる 種々 雜 多の 事抦 あり、 スビノ ー ザ は 

之れ を 本 體の樣 (或は 樣狀 modus)  w 名 づけた， 50 此等本 體の樣 は 言ひ換 ふれば 本 

體の 差別 相 (aifectio 又 は mcdificatio) なり。 心なる 性の 方面に 於け る 本體の 差別 相 は 

出沒 極まりなき 種々 の 念に して 此等は 多くの 個々 の 心 VJ して 或は 現 はれ 或は 沒 

す。 廣 袤の 方面に 於け る 本體の 差別 相 は 同じく 出沒 極まりなき 個々 の形體 即ち 

種々 の 形 を 具して 種々 に勸く 個々 の物體 なり。 而 して 本體. y」 其の 差別 相 ビ は扣 

即 不離の 關係を 有す。 スビノ ー ザ は 之れ を譬 へて 曰 は く、 本體ど 差別 相 ど の關係 

は 猶ほ線 vj 線に 於け る點 どの 關 係の 如 し、 個 々の點 が 個々 なる 樣に 於いての 集合 

を 以て 線- yj は 云 ふ 可から す、 其 が 線 ど 云 はる、 は 個々 の樣に 非す して 一 體を なせ 

る 所に あ bo され V- 其の 一 なる 線 は 決して 個々 の點 vj 相 離れた る も. のに 非す。 

萬 物 ビ 本體ビ 亦 かくの 如 し、 萬 物 は 其の 個々 なる 樣に 於いて 直ちに 本 體 (即 ち 神) w 

云 はる 可き ものに 非 ざれ V- も 二者 は 相 即して 決して 離れざる ものな hvo 史家 ェ 

^  K マ ンはス ピノ ー ザの 意 を 取 ，0、 之 れを譬 へて 曰 は く、 神 (本 體 )w 萬 物 (樣 狀) VJ は 猶 
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が圓滿 完全の 相を顯 はす ものに 外なら ざれば 也 0 本體 其の 者の 具 ふる 性 は斯く 

の 如く 無限に 多 かれ ざ も 吾人の 知- 5 得る 所 は^だ 心 (念 ひ) ど 物 (廣 が の 二つに 

過ぎす 0 天地 萬 物の 吾人に 對 する や 或は 心の 方面に 於いて 或は 物體の 方面に 於 

いて 知らる、 のみ。 件の 二つの 方面 以外に 吾人の 知， 9. 得る 所な し o され ざ是れ 

は 吾人の 知力の 限， 9 あるが 故な り、 若 し 吾人 以上の 知力 を 具 ふる 者 あらば 心物以 

外の 方面に 由 り て 本 體を觀 る こ V」 を 得べ し 0 

斯 くして * テカ タトに 於いて は 第二義の 名の 下に 體を具 ふるもの ど せられた る 心 

VJ 物 VJ は スビノ  ，ザに 於いて は 體を具 ふるもの VJ 視られ すして 唯 だ 一 本 體の性 

ビ のみ 見ら る ゝこビ VJ なれ ，9、 即 ちス ピノ ー ザ は 唯 だ 一 本體の 存在 を 許して 第 一 

義 第二義 V- いふ 區別 をば 全然 拂ひ 去れ- 90 され ざ 彼れ に は 尙ほ或 意味に 於いて 

デカ 〃 トの 二元論 を 維持せ り ビ 見ら る ベ き點ぁ ，5、 即 ち 彼れ が 思 念 ど 廣 袤 どを以 

て 全く 別異の もの どなし 其の 一 方に 於け る 事相 を 持ち 來 たりて^ の 他方に 於け 

る 事相 を說 明す る こ S 能 は や、 即 ち 1 を說 明せ むが 爲 めに 他 を因ビ する こど 能 は 

す、 二者の 間 全く 因 朵の關 係な し W 說 ける 所是れ な 


ノ 

^ に 在りて 之 を 生せ しむる 超越 的 原 SI  (cau?a  trallsiclls) にあら す。 故に スビノ ー ザ は 

^ 中 世紀の 末葉に 旣に用 ねられる 語 を 用ね て 神 を ナトウ f ラ、 ナ トウ ランス (nptura 

1 liatllrans)  VJ 名 づけ f S!: 有 即ち 自然界 をナト や， ラ、 ナ トクラ 1 タ (natura  uaturata)  -y」 名 づ 

一け た， 90 即ち 前者 を 以て 凡べ ての 物 を爾か あらしむ る 所以の 本體 の義ビ し、 後者 

一 を 以て 爾か あら しめらる ゝ萬 物の 謂 ひ. y」 せり。 以爲 へら く、 全 自然界 w 神 vj は 相 

一 即した る ものな... 9VJ  (deus  sive  natura)o 

ス ビ ノ， ザの 謂 は ゆる 祌は 全く 自然界 ビ相 離れた る ものなら ざる こ VJ 及び 人間 

\ の 如く 心意 を 有して 作爲 する 者に 非ざる こどに 於い て、 當 時の 宗敎に 於いて 一 般 

\ に 信仰せられ たる 神 ど 異なれり。 故に 彼れ の說 は先づ 無神論 w して 彈訶 せられ 

一 時人 は詳 かに 之れ を 了解し 得 ざり しな， 90 

|、§(|  \  〔五〕 上に 述べた るが 如く 本體は 無限なる もの- .換 言す れ ば、 圓 滿 完全なる もの 

(廣が リ)。 》 な b  、而 して 其の 吾人に 知らる る や 其の 性に よ， 5 てす。 性 (attributum)  W は 本 體の本 

一 質 を 成す もの ビ して 吾人の 知力の 認 むる ものな bo 但し 本體 は圓滿 にして 凡べ 

\ ての 實在を 合む ものなる が 故に 限りなく 多くの 性 を 具 ふ、 何 _yj なれば 其の 性 は 其 
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5 六 

へ 出 でら るべき こ vj を 以て 該 原因に 生ヒ たる もの _yj 見た， 90 故に 彼れ は 謂 ふ vj 

ころ 自因 を說 明して 其を考 ふるこ vj に 於いて 必然に 其の 存在 を 認めざる を 得 ざ 

る もの 也 V」 いへ hNO スビノ ー ザが 所謂 因 架の 閼係は 猶ほ狸 由 ど 結論 ど の關 係の 

如し、 彼 れは萬 物 は 神に よりて 存在す- vj いふも^ は 神が 意志 を 用ね て 造化したり 

w 云 ふに 非 や、 吾 人 は 神 其の 者に 意志 w いふが 如き 定限 ある 相 を附 する こ、、 j 能 は 

や、 盖 し 意志 は 個 物 V- して 他の 個 物に 對 する もの 例へば 人間の 如き ものに 於いて 

始めて 言 ひ 得べき もの なれば 也。 また 萬 物、 神 によりて 存在す ミは萬 物は祌 よ， 5 

發 出せり V」 云ふ義 にも あ. ら す、 本 || よ， 9 出で て それ 以外に 物の 存在せ む やう 無け 

れ ばな， 9。 萬 物 は 唯， た 神の 必然の 性質に よりて 存在す る ものにして 其の 關係を 

譬 ふれば 恰も 三角 其の物の 性質 w 三角形の 角度の 和が 二直角に 均し ビ云 ふこ ビ 

ビの關 係の 如し。 三角形の 角度の 和が 二直角に 均し vj いふ は 三角形の 性質 其の 

ものに 具 はれる 必然の 結果な -り (結 果 V」 いふ も 唯 だ 其の 如き 意味に ての 結 果なり、 

三角形 以外に 角度の 和の 二直角に 均し V」 云 ふこ w の あらざる 如くに 祌 以外に 萬 

物 は 存在せ ざるな り。 种は萬 物に 於け る 內在的 原因 (cal 一 sa  immallens) な ..0/ 萬 物 以外 


因 內は神 本 
也 在 萬也體 
。的 物 、即 

/S (の 神ち 


が自 身の 原因なる が 故に 他に せしめら るゝ 所な きもの 即ち 自由なる もの 也。 故 

に 之れ を自. H 原因 ど 名 づけ 得べ し。 ス ピノ ー ザに 取りて は內 よ， 9 する (自性 其の 

ものが 爾か あらしむ る) 必 然是れ 即ち 自由な， 50 

此 くの 如く 本體 は、 自 存、 無 限、 唯 一 、自由、 永 恒の ものなる が 故に 吾人 は それに 就きて 

否定 を 意味す る 形容 を 下す こ S 能 はす、 何 ，、」 なれば 否定 は 實在を 限る もの なれば 

也。 本體に 就きて 吾人 は 唯 だ 純然たる 存在 を 言 定し 得る の み、 苏 を 限定して 名づ 

く ベ き 言 葉 な し、 限 定は 即ち 否定 なれば 也。 故に 一 言に して 云へ ば、 本 體は 自足 圓 

滿 完了した る實在 VJ 謂 ふ ベ きもの 也 0 

〔四〕 かくの 如く 本體は 自足 圓滿 の實 在に して 凡べ ての 物 は 之れ によ- 9 て爾 

か あら しめらる ゝ なれば ス ピノ， ザ は 之れ を 萬 物の 原因 見、 而 して 之れ を 神 ど 

名 づけた bo 故に 彼れ の 謂 ふ 神 は 通常 歐洲の 祌學者 等の 謂 ふ 舯ビは 異にして 右 

云 へ る 本 體是れ 即ち 祌な b  (dells  sive  sllbstanticoo 神 を 以て 萬 物の 原因な り VJ いふ も 

時間 上前 後 をな して 作爲 する 底の 原因に 非す。 盖しス ピノ 1 ザ は 原因 を說 くに 

於いても 數學的 に、 換 言 す れ ば、 論 理 的に 4 へたるな り、 即 ち 其の 観念より 必然に 考 

西洋 哲學史 近世 哲學 第三 十三 窣 スせノ ，ザ  low 


1〇 四 

の ものな り o また 他に 依らざる もの 即ち^の 存在の 极據が 自己 以外に 無き もの 

なる が欤に 其を自 因 (ca£a  sui)w 名づ くべ し。 ス ビ ノ ー ザは自 因の 何たる か を說明 

し て 曰 はく、 自因 W は 其 の 本性が 其 の 存在 を 合め る 者、 換言すれば、 其の 性 が 其の も 

のの 存在 を 必然なら しむる 者 を 謂 ふ、 旣 に アン セ ル ム スに存 し 又， テ カルトに も傳 

は り た る 「存 在す VJ より 外に 考ふ 可から ざる も の」 VJ いふ 觀念 即ち 是れを 謂 へ るな 

hvo 其 は 凡べ ての 物の 實在を 成す もの なれば 之れ を 存在せ ぬ もの VJ は 考ふ可 か 

ら す、 又 其の 存在の 原因 は 自らに 在る が ゆ ゑに 其 は 必然に 存在す る もの 也 so 此 

の 故に ス ピ ノ， ザに 取， 9 て は 必然 ど 云 ふは^れ 自身に 存在す ど 云ふビ 同意義な 

,9、 又 永恒 W いふ VJ 同意義な り。 謂 ふ S ころ 永恒 ^ は 時間 上の 期限 を附し 難き 連 

續を 意味す るに 非す して 其の物が 其れ 自身の 原因 ビ して 必然に 常住す る を 謂 ふ o 

故に 以爲 へら く、 本 體 上より 觀來 たる は 事物 を 時間 上前 後 を爲す もの どせ や 之れ 

を觀 るに 永 恒常 住の 相 (sub  specie  aeteruitatis) に 於いてす る. 也。 凡べ ての 物 は 本體に 

於いて は 皆 同時に 永 恒常 住の もの W して 存在 す、 換 言 す れ ば、 時 間の 連 續を脫 した 

る 所に 於いて 其の物の 本體 上の 眞锂 を發 見せざる 可から や VJO 斯く 本蹬は 自身 


體は 彼れ に 取りて は 凡べ ての 物の 爾る 所以の 基本の 謂 ひなれば 也 Q 彼れ 曰 はく、 

「我 が 所謂 本體は 其れ 自身に て 存在し 其れ 自身に よ， 9 て考 へらる、 もの を 意 味す」 

されば 彼れ の 謂 ふ 本體は 他に 依らす して 存在し 又 他に 依らす して 考へ 得べ 

きものの 謂 ひ 也、 即 ち 凡べ ての 物の 實 在す vj 云 はる ゝ 所以 を 指す 也〕 故に， 皮れ が 

所謂 本體は 其の 實在 する U の 證明を 要す ベ き 者に 非 す、 語 を換 ふれ ば、 實 在 その も 

の を 指せるな， 9  0 凡べ ての 物の 實に 在り ビ 云 はる ゝは 何の 處に 在る か。 犟竞 す 

るに 實に 在る もの は 其れ 自身に 存在し 其れ 自身に 考 へらる ゝ者 ならざる 可から 

や。 他に 依 b て 在る もの は 其れ 自身に 實在を 有せす 之れ を赏 在せ しむる 所以の 

眞の實 在 者な かる 可から す。 かく 見て スビノ ー ザ は 其の 實在者 を本體 VJ 名 づけ 

たる 也。 是れ 彼れ が苏の 謂 ふ本體 をば 自明なる 觀念 VJ して 出立せ し 所以な り」0 

スビノ ー ザ說 いて 曰 は く、 本 體は 其れ 自身に 存在す る ものなる が 故に 他に よ. 9 て 

限らる ゝ 所な し、 即 ち 無限の ものな り、 若 し 他に よ， ON て 限らる ゝ所 あらば 此の所に 

於いて 依 他の ものにして 自存の もの ど 云 ふ 可から ざれば 也。 無限なる が 故に 其 

はまた 唯一な 多 中の 一 にあら すして 凡べ ての 實在を 成す VJ いふ 意味に て t 一 

徐 

西洋 哲學史 近世 哲學 第 HI 十三 窣 スヒノ ー ザ  5H 


1〇 二 

* 體 の觀- 〔三〕 斯 くして スビノ ー ザ は 其れ 自身に 確實 明瞭なる 觀 念より 出立し、 數學 

的に 論步を 進め 行かむ V」 して 以爲 へら く、 具 理は 他の ものに 照らして 證明 さる ゝ 

一 を 要する ものに 非 す、 吾 人の 之れ を 思 ふや 直ちに 其れ 自身 明らかな， せらる ゝ 

^  i 譬 へば 光の 其れ 自身 を 照らす が 如し，/ JO 是れ 先き に ダカ^' トが 明瞭に 且つ 判 

然 VJ 吾人の 思考す る 所 を 以て 具理 ど なせる に 基づけ り。 スビノ ー ザに 從へ ば、 眞 

知識 ビ は 個々 の 事物 を^から しむる 所以の 理を 知る の 謂 ひなり。 單に 種々 の 事 

抦を 集めた るの みに て は 尙ほ唯 だ 漠然たる 經驗に 止ま b て 未だ 眞 知識 ど は 云 ふ 

\ 可から す。 只だ數 多の 事物 を 見聞す るの みに て は 未だ 必ゃ 其の 事物の しかる 所 

\ 以を發 見した る W 同じから す。 具 知識 は苏等 幾多の 出來 事を然 らしむ る 所以の 

一 根本 理を 看破す る 所に 在 bo 之れ を 本 V」 して 推考 すれば 啻だ  一 二の 事物の みに 

\ 限ら や 凡べ ての 物の^ かる 所以 を 其の 本性に 於いて 發見 する JJ を 得。 而 して ス 

\ ビ ノ ー ザが 萬 事物 を說 明す るに 缺く ベ からざる 根本 觀念 どして 出立した る は 彼 

れが V フ カルトに 得た る本體 (substantia) て ふ 観念な， 90 スビノ ー ザに 取 て は本體 

^ て ふ 觀念ほ V- 明瞭に 又 證明を 待た やして 承認 せらる 可き もの 無 し、 何 W なれば 本 


時の 敎會の 宗篛に 束縛せられ やして 特殊の 心 傾向 を 有せる ス ビ ノ ー ザに 觸れて 

其の 當 さに^ すべ き發達 を爲 して 遂に 萬 有 神說に 到れる 者 謂 ひて 可なる べし JO 

明瞭なる 觀念を 以て 出立し 吾人の 明らかに 且つ 判然 ど 思考し 得る もの を迪 て 

ー步ー 步 究理 を 進め 行かむ W したる ダ カルトの 研究 法 は スビノ  ，ザに 至， o て は 

全く 數學 的の もの £ なれ， 50 盖し デカルトに 於いても 其の 全く 學術を 改造せ む 

ぐ」 する や 數學が 最も 明瞭 正確なる 知識 模範 VJ して 常に 彼れ の 腦裡に 浮かべ， CN0 

數學を 最も 確實 なる 知識 W 見、 恰 も 物理の 硏究 が數學 によ て 明確なる もの VJ 成 

れる 如く 哲學 も亦數 學を應 用して 始めて 從來 の. 亂雜 なる 狀態 を脫し 得べ し ビ い 

ふ 思想 は當 時の 學界に 特殊なる 思考の  一 して 多くの 學 者の 腦裡に 宿りた. 00 

ス ビ ノ ー ザ は 此の 思想 を懷 きて 之れ を實 にせむ- yj したる 者の 最好 代表者な り o 

彼れ が 其の 大著に 標題して 『幾何 學的 順序に 從 ひて 證 明した る ュ クイ 力』 (" Ethioa 

ordine  geometri8  demonstra<a  ")VJ い へ る を 見て 彼れ が 論述の 如何に 數學 的なる かを認 

め 得べ し。 其の 論述の 方法 は 幾何 學に 於け るが 如く 最初に 定義 を揭げ 次ぎに 公 

理、 次 ぎに 證 明す ベ き 命題 を 置 き、 さ て 後に 其の 證明 を與 ふるに あ hNO 
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きを 知ら や 外出して あら ざ りし 間に 唯 だ 其の 親友なる 醫師 マイ ュル 一人に 侍 か 

れて靜 かに 逝け bo 

〔二〕 スビノ ー ザの 哲學の 凋 源に 就きて は哲學 史家の 間に 種々 の 異論 あれ， w 

彼れ が ダ カルトの 哲學に 汲める 所 多き は 何人も 拒否せ ざる 所な bo 故に 或は 彼 

れを 以て 先づ デカルト 哲學の 立脚地に 在り 而 して 其の後 漸々 自家の 見地 を 開く 

に 至れる 者 W なせる 史家 あれ タ」 彼れ が 曾て デカ ルト學 徒 W 名づ くべき 位置 を 取 

れ， 9 しこぐ J あ， 9 しか 疑 はし。 彼れ は 早くよ， 9 ジ *〃  ダ， ノ、 ブ ル ー ノの 影響 を受 

けたる 所 あ， 思 は る、 其 が 萬 有 神說の 淵源の 少なくも 一 部 はこ ゝに 在， 9 しなら 

む。 又 彼れ が 哲學の 神 祕說的 方面 は 幼少よ， 9 其の 心 を 潜め だる 宗敎觀 に 原由し 

(彼れ は マ ィ 一一  ， テス 等の 猶太 哲學者 及び 力 タパ ー ラに通 曉し又 後期の ス コ ラ學 

者の 書 をも讀 め. &VJ 思 は る) 彼れ の 自然 說的 方面 はホ タ ブス 等に 負へ る 所 多 かる 

べし。 か、 る 影響の 有. りき VJ は 云 ふ 者から" ス ビ ノ， ザ 自らの 特性が 其の 說を成 

せる 大 動力な りし i は 固よ. 9 埋沒 すべから す。 約 言 す れ ば、 思 想 上 萬 有 神 說に至 

る べき 琅向 をへ 6 める デカ タトの 哲 學がブ ル ー ノ の 影響 を 受けた るの みならす 當 


メン ダシォ ー ネ』 ("De  Intcllectus  EssdationeJ 及び 彼れ が 大著 I" ュ クイ 力』 の 著述に 著 手 

せし が 前者 は中絕 せ. 90 此の頃より 彼れ は當時 有名な りし 學^ 等- y」 相 交 はるに 

至れり U 一千 六 百 六十 三年に はフ *  ， ル ブル グに 移^ J 千 六 ；ぉ 七十 年に はハ ー 

グに移 り、 此 の 年 『トラクタ ー ト ク ス、 -プォ &ギ コ、 ボリ ティ コ ス』 ("Tractatus  、rheologico- 

polticus") を 出版して 大に 信敎の 自由 を 主張 し、 且 っ舊約 書の 歷 史的 批評 を 開かむ ど 

した. o しため 當 時の 學 界に大 波瀾 を 揚げ 神學 者の 縑惡 を受 くるに 至れり。 さて 

出版の 翌年 宗敎 會議は 此の 書 を 判して 讀む ベから ざる 異端の 書 VJ なせり。 彼れ 

鲁 

は 其の後 『ュ - グイ 力』 を 出版せ む ど 試みし が 其の 嗨の 世間に 傳 はる ビ 共に 其の 出 

づ るに 先き だち て 筏た 神學者 等の 妨害 を 加 へむ ビす るに 遇 ひ、 竟 に 之れ が 出版 を 

思 ひ 止まれり。 ス ピノ ーず は 其の 生存 中竟に 其の 大名 を 後世に 傅 ふべき 大著 を 

公に せ ざ， O しな， 90 彼れ は 生涯 娶ら す、 極めて 質素なる 生活 をな せ hso 其の 性質 

温藉高 雅、 專 心 永 恒の具 理を觀 る こど を 以て 樂 み，、， J せ bo 早くより 肺 患に 胃され 

しが 養生 其の 宜しき を 得た.^ しため 病頓に はす ゝ まざりし も 次第に 衰弱 を增し 

終. に 一 千 六 百 七十 七 年 二月 二十  一 H 彼れ が 寄宿せ る 家の 主人 夫妻 も 其の 死の 近 
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見る に 至りき VJ 思 はる。 ス ビ ノ ー ザは斯 くして 其の 眼界の 次第に 廣ぅ なる に隨 

ひ て 益" 猶 太の 宗敎を 以て 滿 足せざる に 至 り、 而 して 彼れ が 意見の 漸次. に 變じ來 た 

るに 隨 ひて 猶太 人なる 彼れ が 仲間の 中に 其の 變說に 著 目す る 者 出で 來て 遂に 其 

の 意中 を 嗅ぎ出 ださる ゝに 至れり。 スビノ ー ザが 變說の 知らる、 や 同人 等 は 其 

のま ゝに 彼れ を 措く こ VJ 能 はす VJ て大に 彼れ を 詰問 し、 或 は 賺 し、 或 は 威 し、 は て は 

若干の 年金 を 贈る 可ければ 在來の 信仰 を吿 白せ よ w 云 ふに 至， 5 たれ V- 彼れ 之れ 

を聽 かざりし かば 遂に 一 日 黄昏 刺客の に 罹らむ ビ した b しが 唯 だ 外套 を 貫か 

れ たるの みに て 其の 身 は 幸に 無事なる を 得たり。 其の後 彼れ は 猶太 人間に 定め 

られ たる 淀に 從ひ 全く 猶太 人の 綠を絕 たれ 神に 呪 はれた る 者 VJ して 放逐せられ 

き。 此の 嚴 かなる 放逐の 式 を 行 はれた る は 彼れ が 廿三歲 の 時な りき。 

爾後 彼れ はァ ム ス テ ル ダ ム の 傍り なる 知己の 家に 寓し 曾て 習 ひ 得た りし 眼鏡 磨 

きを 爲 して 口 を 糊し 專ら 哲學の 硏究に 其の 心 を 凝らしたり。 此の 時より して 已 

に 學問上 彼れ の 指導 を 受けむ w 欲する 篤志の 靑年 彼れ を 中心. yj して 會合 したり 

しが 如し o 千 六 百 六十 一年 リンス ブル グ に 移り、 此處に て 『デ、 ィ ン-プ レクト ゥ ス、 ェ 


の 血統 は 猶太 人に して 父 は 相應に 暮らせる 商人な， o き。 抑" アムステルダムの 猶 

太 人 は 西班牙 及び 菊萄 牙よ. - 移住せ る 者、 而 して 曩 にも 云へ る 如く 西班牙の 猶太 

人間に は 一 時文 物煥發 して 名 ある 哲學者 も 出で たる 程な り しが 後に 異宗 旨 を 奉 

する 故 を 以て 彼等 は 基督 敎徒 のために 劇しき 迫害 を 蒙る こ な， 5 多く 和 蘭に 

逃れ 來たれ り0 彼等 和 蘭に 逃れ 來た りて より は累 はさる ゝこ w 無く 其の 昔な が 

らの 觼拜を 維持す る こビを 得た- 5 しが 斯 くな， 5 て 後 はまた 彼等 仲間の 中に 宗旨 

上に 壓制を 行ひ嚴 しく 異端 vj 見る ベ きもの を 排斥し 一 初めたり き。 新く の 如き 宗 

敎 上の 爭 ひは當 時代の 流 弊な りき ビ云ふ も 可な- 90 

スビノ ，ザ はか ゝる 猶太 人間に 在り 其の 學 校に 入りて 經典を 修めたり しが 才學 

•  ひビ か 

群 を拨き 幼より 頭角 を 現 はして 十五 歲の 頃に は已に 一 廉の 經學者 W 見ら るゝに 

至れ， 9。 彼れ は 其の後 宗 敎に關 して は 自由 思想 を懷け り ，/J 評判され たる フラン 

ッ、 フ ァ ン、 デン、 ェ ン， テビ いふ 醫師に 就きて 拉丁語 を 修めた るの みなら す、 其 の頃旣 

に 猶太の 經學 者の 敎 ふる W ころに 慊ら やなりて 寧ろ 物理の 學に 心 を 傾け、 又後來 

彼れ が哲學 思想の 起點 W も なれる デカルト 及び ジ * ルダ 1 ノ、 ブル， ノの 著書 を 
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攝 入せられ たる あ b 'ておの づ から 一 種 の 特色 を 帯びた る 一 大 組織 を 成す に 至れ 

る なれば 彼れ をジ ュ ー ランクス 及び マ 〃ブルン シビ 同列に ならぶ 可から や？ 

第三 七三 章 ス ピ ノ 1 ザ (Barllcll  Spinoza) 

〔一〕 スビノ ー ザの 哲學は 其の 根本的 思想に 於いて デカルト 哲學發 達の 潮流 

に屬 せる 者 多し 雖も又 彼れ に 於いて は ホ ッ ブ ス 等が 自然 說 ぶりなる 思想の 相 

交 は て 存在せ る あり。 別 言 す れ ば、 彼 れに 於いて はデカ .ル ト學 派に 屬 せる もの 

の 外に 其れ VJ は 頗る 其の 趣 を 異にせる 而 かも 同じく 第 十七 世紀の 特殊なる 思想 

VJ 見るべき ものの 集合せ る を 認む。 此の 點ょひ 見る も 彼れ は歐洲 近世の 哲學史 

上 一 種の 特色： を帶び 異様なる 光彩 を 放てる 思想家な bo 彼れ は 久しき 間 祌學者 

等に 嫌惡 せられ 「名高き 無神論 者」 W し て 言 ひ傳 へられた る 程な りしが 後に はまた 

漸々 其の 哲學 の眞價 値を認 むる 學者 出で 來て 終に は 彼れ を 「神 に醉 へる 人」 ど ま で 

名 づけた るノ フ ァタ スの 如き 者 あるに 至れ， 90 

スビノ 1 ザ は 一 千 六 百- j 十二 年 十 | 月廿 四日 和 蘭の アム ス テル ダムに 生ま る、 其 


ひ 及び 廣 がり は 個々 の 心が 念 ふこ VJ を爲し 個々 の 物 體が廣 がれる V- は 其の 意義 

同 一 なら やぐ」 說け るが 如 き、 其 のジ ュ ー ランクスに 比して 明らかに 莴有神 說に向 

かひた る こ ビを證 する ものな り。 而 して 是れ 即ち， テ カルトが 思想の 根柢に 在る 

實在 論の 正當の 結論なる？ じ U 個々 の 存在 物 は 一の 完全なる 實在 物に よりて^ 

の 存在 を 得、 故 に 個々 に 分か る 、 ほ V- 實在を 限る ものな り vj 云 ふ 思想 は應さ に 萬 

有 神說の 傾向 を 取， 9 て 進まざる 可から す o 是れ謂 はば、 中 世紀に 於いて 旣に アン 

セ 少 ム スに 存在せ る 思想の 正 當の歸 結が 遙 かに 時 を 隔て、 近世に 至 b て發 表さ 

れたる もの VJ 見る を 得べ し。 

され V」 ジュ ー ランクス 及び マル ブラン シの 所說は 未だ 能く 萬 有 祌說を 完成せ る 

ものに は 非 や。 少しく マ ルブラン シに先 きん ヒて旣 に 明瞭に 又大膽 に、 デカ ルト 

哲學の 論理的 歸結を 揭げ萬 冇神說 を唱へ 出で たる 者 あり o 是れ 即ち スビノ ，ザ 

なり。 ス ビ ノ ー ザの 哲學も 此の方 面より 観れば デカ ル ト哲 學發 達の 潮流に 屬す 

る もの マ」 云 ふ を 得べき が 彼れ が 萬有祌 說を唱 ふるに 至りし に は尙ほ 他に そが 淵 

源 ビ なれる もの あ り、 又 彼れ の 哲學に は ダカ ル ト學派 以外の 思潮に 屬 する 要素の 
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たる も の、 即 ち 神の 知識の 光に よりて 照らされ たる ものに 外なら や。 吾人の 意志 

の 働きて 我が 四肢の 動く は 我れ が 其の 眞因 たるに 非す 我れ は 唯 だ 其の 塲合 を爲 

すに 過ぎす。 啻だ心 V」 身 ど の關 係の 然るの みならす 一 物體が 他物 體を 動かす も 

眞實は 一 が 他の 原因 どなる にあら や o 運動 を與 ふる 具 原因 は 神の 外に あらす。 

吾人の 知識が 神の 自識を 分 有する ものなる が 如く 吾人の 意志 も 亦 神が 自ら を 愛 

する 愛 を 分 有する もの 也。 如何なる 意志 も 皆 多少の 善 を 求めざる はなし。 吾人 

の 窮極の 目的 は 唯 だ 神 を 知， 9 彼れ を 愛する こ W に 在. 5。 

〔九〕 マ ルブラン シの 學說も 一種の ォッ カジ ォ論 たる 趣を帶 びたり。 彼れ は 

ジ ュ ー ランクスの 用ね たる ど殆ん V- 同一の 語 を さへ 用ゐ たる 所 あり。 彼れ の 思 

想 は 畢竟 やる に 一 切の 原因 を 祌に歸 し 神 を 離れて 自存す る 者な しど 主張す るに 

あれば 其の 傾向 は 明らかに 萬 有神說 的な 謂 ふべ し o ジュ ー ランクス は， テカ 

タトより 出立して 進みて 萬 有 神說の 方向に むかひ、 マ ルブラン シ は (彼 れ自ら は此 

の說 を排搫 する に 力め たれ》」 も) ジ ュ ，ラン タスよ， 5 も 更に 此の 說の 方向に 進め 

る 所 あり。 彼れ が 神 を 謂 ひて 祌は念 ひ を 有する ど 共に 廣が h- を 有 す、 伹 し ^の 念 


ラン シ以爲 へら く、 限 -9 ある 心 又 限. 5 ある 物體 VJ 同 一 の 意味に て 神 を 心 ど 云 ひ 又 

物體 VJ 云 ふこ VJ 能 は や、 さ れ V* 限， 9 なきもの VJ して は 心 も廣が ，9 も 共に 神の 具 ふ 

る 所な， 凡そ 有限の もの は 皆 彼れ に與 彼れ を 分 有する こ- yj によ， o- て 存在す。 

1 切の 完全なる こミは 神に 備は り、 而 して 之れ に與， o 之れ を 分 有せる もの 是れ即 

ち 吾人の 心ビ 諸 i の 個々 なる 物體 VJ な， 90 神が 思念の 對境 ビ なる は舯 自身な b  、又 

神 自らが 其が 意志の 目的な b  、換 言 す れ ば、 神 は 自ら を 知 h- 自ら を 愛する 者な， 50 

吾人が 事物 を 知る は 神が 自ら を 知る 知識に 與 るに 外なら す o 吾人の 世界 を觀ゃ 

る は 神の 自ら を觀 する こ VJ を 分 有する もの 也 マ ^ ブ ラ ン シは 此の 意 を 言 ひ 

表 はし て 「我 等 は 萬 物 を 神に 於いて 見 る」 ど いへ bo 萬 物の 存在す る は 其が 神に 於 

ける 模範的 觀念を 分 有すれば 也 0 而 して 此 等の 模範的 觀念は 神に 於け る 永刼の 

篥狸 にして 其 は 神の 意志に よりて 定められ たる ものに 非す して 本來 神の 性に 具 

はれる ものな， 90 マ ルブラン シは筌 間が 個々 の物體 の居處 なる が 如 く、 神 は 吾人 

の 精神の 居處な b ど 云へ り o 

〔七〕 一 切の 原因 は 唯 だ 神な b、 吾 人の 知識 も 畢竟 すれば 神に よりて 與 へられ 
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なき 空間の 部分なる が 如し wo かく 云 ふに 至りて はジ ュ 1 ラ ン ク スは旣 に 個々 

の 物體が 限りなき 廣 袤の 樣狀 なる が 如く、 吾人の 個々 の 心 は 神て ふ 限りなき 心の 

樣狀 なう w いふ 見地に 進みた る 者 ビ 見ら る べし。 是れ 明らかに 一 步を萬 有神說 

に 向けた る もの VJ 謂 ふ べき 也。 

〔六〕 同じく デカルト 哲學 の根據 より 出立し 其の 思想 を 進めて 一 學說を 立て 

ねる 者 あ， 9、 是れ 

マル ブラン シ (Malebranche  I 六 三 八 II 一  七 一 五) 

に し て、 彼 れの說 きし 所是れ また デカルト 哲學發 達の 一 結果 ビ 見ら るべき もの 也 o 

マ ルブラン シは 上に 云へ る オラ トァ ー ル圑體 の 一 員な り。 彼れ 偶然 廛 頭に ダカ 

〃トの 著 書 『人 間 論』 を 購ひ 得て 之れ を讀み 恰も 我が 竊 かに 思 ひ 求め 居た る ものに 

遭遇した るが 如くに 感じ 喜悅禁 する 能 は す、 遂 にデカ ル トの. 哲學 を根據 W して 更 

に 研究 を 進む る こ W に 一身 を委 ぬるに 至れ bo 彼れ が 著書の 中、 最 も 有名なる は 

『ド、 ラ、 ル シ h ル シ、 ドニ フ、 ゴ リ テ』 『眞理 の 探 究』 (De la  Kecherchede  la  V6rite") な Kvo マ〃 ブ 


〔四〕 此 くの 如，、 心に 於いて 又 物體に 於いて 起こる 一 切の 狻勸の 典 因 は 神の 

外にな しビ いふ こ VJ を 取りて ジ a  ，ラ ン ク スは 之れ を 逍德 論に 應 用せ bo 曰 は 

く、 吾人 は 我が 意志 を 以て 即ち 我れ が 原因 ど なり て 外界 を變す る こ ビ 能 はす、 我等 

は 物 界の變 化に 對 して は 寧ろ 唯 だ 之れ を傍觀 する 位置に 在る ものな. 50 故に 吾 

人が 力の 爲し 得ざる 事に 對 して は須 らく 其の 事を爲 さむ S する 欲望 を拋挪 すべ 

し。 ^人 は 天命に 安ん じ、 外 界に 懸かる 欲念 を棄 て、 知 識の 外に 意志 を馳 せし むる 

こビ 無く 常に 安 慰 を 我が 心中に 發 見すべきな- 9 ど。 

〔五〕 かゝる 論が 森 羅萬象 を 悉く 神に 懸か ，5 て 在る 者 どし、 侗々 物 をば 獨立自 

^する 者に 非す 唯 だ 神の 存在に 與るこ VJ に 於いて 始めて 存在す る もの どして 萬 

有 神敎的 傾向に 進み 行く こ ビ は 其の 自然に 取るべき 發 達の 順序な， 90 ジュ， I ラ 

ン ク ス 自ら も旣に 此の 傾向に 一 步を 進め て、 吾 人 は 神の 心に 與る所 あるに よ， 9 て 

存在す る 者な ，9、 神 は限& なき 心、 吾 人 は 限り ある 心、 云 は ば、 神 の 心に 限界 を附 して 

之れ を 個々 に 分かれた る もの ビ 見れば 是れ 吾人の 心に し て、 吾 人の 心より 限界 を 

取り去れば こ ゝに限 もな き 神の 心 在， 5、 恰も 限り たる 空間 即ち 個々 の 物體が 限， 5 
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〔三〕 され ビ 若し 以上の 如く 云 は ば、 我 が 意志す る 每に祌 は 其の 力 を 用ね て 我 

が 身 を 動か し、 外 物の 刺激 等に よりて 身 體に變 動の 起こる 每に神 は 其の 力 を 用な 

て 吾人の 心に 感覺等 を 起こさし むる こ vj  w なる ベ く、 恰 も 吾人の 意志す る こ. y」 に 

隨ひ 又は 物 體の勸 くこ w に隨 うて 神 は 其の 時 每に煩 はしく 作爲 する が 如く 見 ゆ。 

故に 此 くの 如き 見解に 滿足 する こ VJ 能 はすして ォ タ カジ ォ論は 更に 進步 したる 

形 を 取る に 至れ bo 其の 說に曰 は く、 吾 人の 意志す る 每に又 物體の 動く 毎に 祌が 

煩 はしく 其の 力 を 用ね るに 非す、 又 吾人の 意志 及び 物 體の變 動が 因 V」 な. o て祌を 

其の 塲 くに 作爲せ しむる に 非す、 神 が も VJ 吾人の 心 VJ 身 w を 造りし 時 一 方の 變 

動が 他 VJ 相應 する 樣に爲 せるな， CVO 之れ を譬 ふれ ば、 恰 も 時計 師がニ 個の 時計 を 

製造して 其の 一方の 針の 示す 所 VJ 他方の 針の 示す 所 VJ が相應 やる 樣に 仕掛けた 

るが 如く、 一  の 時計の 針が 直ちに 他の 時計の 針 を 動かす にも あらね ば、 又 時計 師が 

1 の 時計の 針の 動く 每に 之れ に從 うて 他の 時計の 針 を 動かす にも あらす VJ。 か 

く 言 ひ 改めた るォ タ カジ ォ論は 已 にジ ュ 1- ソ ン クス 自身の 唱へ 出で たる 所 ど 思 

は る 0 


ろの ものにして ジ ュ ー ランクスの 謂 ふこ.、 ろ は 我れ の 爲すは 我が 意識 を 以て 爲 

す こ ならざる 可から す、 故 に 我れ の 爲す道 を 知らざる こビに 於いて 我れ は 其の 

原因た る 能 はす W 云 ふに あり 0) 故に 我が 心が 身體の 動作の 原因に も あらね ば、 ま 

た 身體に 於け る 運動 を 以て 我が 心に 於け る變 化の 原因 ビも 見る こ S 能 はす VJO 

之れ を 要する に、 眞 正の 原因 は 限 b ある 心 及び 限， 9 ある 物 以外に 存せ ざる 可から 

す。 然 らば 何處 にある か、 曰 は く、 之 れを 神に 發 見す るの 外な し 。吾人が 意志す る 

時に 身體の 動く は 眞實は 神が 我が身 體を勸 かすに よ る、 我 が 意志 は 唯だォ タ カジ 

ォ (oooasio 又 は causa  §asionnlis) 即 ち 緣 (別 言 すれば 唯 だ 場 合) を 爲 すに. 過ぎす。 即ち 吾 

人が 意志す る縐 合に 吾人の 身體は 神に よりて 動かさる 、也。 吾人が 身體 上の 變 

動 も 亦 之れ W 同じく 唯 だ 吾人の 念 ひを變 化せし むる 緣を爲 すに 過ぎ す、 即 ち 吾人 

の 身體に 一 の、 變 勸 ある 塲 合に 神が 吾人の 心に 念 ひ を 起こさし むる 也。 斯く心 VJ 

身 ビの相 影響す るが 如くに 見 ゆる も 一 が 決して 他の 變勸 の眞 因た るにば 非す し 

て 唯だォ タ カジ ォに 外なら すビ說 く、 是 れ 此の 論の ォ タ カジ ォ論 ビ稱 せらる ゝ所 

以な， CNO 
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L  二〕 心 ど 物，/」 の 關係は 早くより デカ ダ ト學 徒の 中に 注意され たる 點 にして 

此れよ りして 漸次 ォッ カジ ォ 論の 開發に 向か ひた bo オタ カジ ォ論は 佛蘭西 人 

^ ィ、 ド、 ラ、 フ *  ^ ジ (Louis  de  la  Folge) 及び 獨 逸人 ョ ハ ン、 クラ クぺ ル グ (Johallu  clauberg) 等 

の 所說に 其の 端緒 を發 見し 得れ ざ も、 此 の 論 を 最も 明瞭に 唱へ 出で たる は クラウ 

，へ ル ク等 VJ 時 を 同じう せし 

アル ノ 1 ル、 ジュ 1 ラ ン ク ス (Art-Old  Geulincx 一六 二 五 II 一六 六 九) 

なり。 彼れ は リヨ ，、，ヱ ン大學 に 於いて 又 後に ライ， テ ン大學 に 於いて 敎授 た， 9 き。 

彼れ が 思想の 根據は * テカ タトの 立てた る 實體て ふ觀念 及び 心 物 二 元の 論な， 90 

彼れ は ダカ k トの 思想に 基づきて 心ビ物 どが 互 に 相 影響す る こ ビ の 出來得 ベ か 

ら ざる を 見， 而 して 尙ほ 追加して 曰 は く、 我 れは 如何にして 爲し 得る か (其 を 爲し得 

る 道) を 知らざる こ VJ をば 爲す能 は や、 然 る に 我れ は 如何にして 感覺の 生せ しめら 

る ゝかを 知ら す、 ま た 如何にして 我が 意志す る 時に 我が身 體の 動かさる ゝかを 知 

らす。 (是 れ嚮 に， テ カルトの 據 りて 考へ たる 因果の 關 係に 墓 づきて 考 へたる どこ 


かくの 如く， テ カルトの 思想に 於いて 修正 を 要する 幾多の 點ぁ b, 而 して 彼れ の學 

說 に根據 して 出立した る 論者が 先づ此 等の 點に 於いて 其の 思想 を 改めむ どした 

る は 自然の 事な， 90. 彼等 は 特に 先 づニ點 に 於いて デカルトが 思想の 修正 及び 開 

\ 發を 試みた. 5、 一 は 限り ある 心 V」 物 VJ が 神て ふ 本 體に對 する 關係、 一は 心 物 相互の 

_ 關 係、 是 れな. 9。 先づ 此の 第二の 點に 其の 論 を 結び 來た りし もの は オタ カジ ォ (0? 

casio) 論者な， 50 

第三 十二 章 デカルト 學說 の發達 

0^  〔一〕 デカ ルトの 哲學は 諸方よ， 9 多くの 攻擊を 受けたり しミ 共に、 又 和 蘭 を, 羽 

及。 

め VJ して 漸々 其の 勢力 を擴げ 行け， 0.0 彼れ の 哲學は 最初 和 蘭の ュ， ト レヒト 及 

び ライ， テンの 二 大學に 於いて 講 せら れ、 次 ぎに 獨 逸に 波及 し、 ま た 其の 故 國佛蘭 西 

\ に 於いても 其の 說を 信奉す る 人々 を 得、 特 にデ ヤンセン (Jallss) の 徒 (當 時の 一宗 派に 

\ して 其の 中心 は. ホ ー ル、 U アヤ〃 〔port-Royal〕 に あ ，0) 及 び オラ トァ ー 火 (oratoire)  _yj 名 

一 づ くる 宗敎 家の 一 圑體の 中に 受け 容れら れき。 
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勖を 起こ し、 物 體の 運動よ 何故に 廣が， 9 ならざる 念 ひの 起こる か を 解す る、 と 能 

は す、 斯 くして 其が 正當の 結論 は 物心の | が 直接に 他に 影響を及ぼす こビ 無し ど 

いふに 至らざる 可から す。 デカ ルトも 全く 此の 結論 を 想起せ ざるに は あら ざ & 

きビ思 はるれ タ」强 ひて 吾人が 實際 上の 經驗に 合 はさむ ミせ るよ， 5 吾人の 身體の 

中 唯 だ菘果 腺の 一 點に 於いて 雨 者の 相 接する 所 あり S 說 きたり o 然れ Vi も是れ 

亦 十分なる 說明ビ は 謂 ふ ベ から や、 何故に 又 如何にして 此の 一 點に 於いて 〗 が 他 

に變 化を與 ふる かが 解す 可から ざる 問題 なれば な- 90 デカ ル トは乂 物體の 運動 

に絕對 の增减 なして ふこ ビに 違反せ ざら むが 爲 めに 吾人の 意志が 動物 精 氣を動 

かすに も 新たなる 運動の 量を與 ふるに 非す して 唯 だ旣に 存在せ る 運動の 方向 を 

轉ゃ るに 過ぎ や、 此 の 故に 量に 於いて 聊か も增减 する， i 無し ビ いふ o 然れ ざ も是 

れ亦窮 したる 說明ビ 云 はざる 可から す、 佝 VJ なれば 縱令假 ，9 に 運動の 量 W 方向 ど 

を區 別し 得. yj す- yj も， 方向 を轉 す、、」 いふ JJ が已に 一 種^ 變動 なれば 此の 變動は 心 

の 念 ひに 因， o て 新たに 物界に 生じた る もの ど考べ ざる 可から ざれば 也 o 之れ を 

耍 する に、 心 VJ 身 VJ の相關 する 所以 はデカ ル トの說 明に 依りて は 解す ベ から す。」 


心 及び 物 を も 第二義の 本體 W 名 づけた- 90 され ざ 嚴密に 云へ ば、 到 底 第 一 義 第二 

義の區 別 を 以て 滿足 すべから す o かく 彼れ は 唯 だ 第二義 VJ いふ 言 譯を附 せる の 

みに て 正 當には 用ゐる ベ からざる 本 體てふ 語 を 有限なる 心 及び 物に 應 用して 此 

の 二者 を も 多少の 獨立を 有する 者なる が 如く 言 ひ 做せる 點に 於いて 其の 思想の 

整 はざる 所 あるの みなら す、 其 の 神 を 論 やる や 彼れ を 無限なる 心 S して 心 物の 二 

つの 中に 就き 神 を 其の 一 方に 結び 附け たる こ VJ の 十分の 理由 を 奥 ふる 能 はす。 

又 彼れ は 限界 を 取， 9 去りて 知性 即ち 心 ( natura  intellectualis) を考 ふれば 神- y」 いふ 觀念 

を 得べ く、 神 てふ觀 念に 限界 を與 へて 考 ふれば 人間の 心 を 得？ し S 云へ， 90 され 

V- 何故に 物體に 就きても 同樣 のこ V- を 云 ひ 得ぬ かに 就きて 十分の 證 明を與 へす 0 

〔一 八〕 更に， テカ ル トの 哲學に 於いて 修正 を 要する 點は 彼れ が 心 物の 關係を 

說 ける 所に あり。 彼れ に從へ ば、 心 W 物 ど は 全く 其の 本性 を 異にして 一 方 を考ふ 

るに 他 を 以てする 要な く從 ひて 一 方に 生じた る 事柄の 原因 どして 他方 を 持ち 來 

たる こ w 能 はざる なり。 廣がり _yj 念 ひ- y」 は 全く 相容れ ざる ものにして 廣が， 9 は 

念 ひに あらす 念 ひは廣 がりに あらや o 故に 念 ひが 何故に 念 ひならざる 物 體の遝 
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八 四 

證 するな hNO 是れ 正さし く 論證を 循環せ る 者に は 非 ヒか。 此の 點に 於いて. テカ 

^ トの論 は 循環 論證に 陷れり w て 非難 せらる。 され V- ュ ルド マン は 彼れ の爲め 

に 辯 じて 曰 は く、 デ 力 ル トは 循環 論證の 過誤 を 犯さ す、 彼 れは 知識 上の 根 據 (principi- 

um  cognoscendi)  <yj 存在 上の 根據 (principium  iendi) どを區 別せ るな bo 盖しテ 力， ト 

の 意、 吾 人が 知る 順序よ， 9 云へ ば、 先 づ 我れ の 存在 を 確め 次ぎに 我が 明瞭に 思考し 

たる 事の 眞理 なる を 確 め、 而 して 之れ を根據 VJ して 神の 存在 を 知るな り、 さ れ ビレ 存 

在 上の 极據ょ b 云 へ ば、 神 は 萬 物の 本 原に して 我れ も 神に 依りて お 在し 我が 理性 

も 亦 神に よりて 在， 9 どい ふこ w を 云へ るな り. yjo ェ ルド マ ン はかくの 如く 辯す 

れ \レ も， デ 力 だ ト 自身が 果たして かほ ざ 明瞭に 二者 を區 別せ るか は 疑 はし o  ,テ 力 

〃ト 自らの lis ひ 表 はし 方に 於いて は 循環 論證の 過誤 を 犯した る資を 全く は 免る 

る 能 まじ Vj  © はる 0 

尙ほ， テカ タトの 論に 於いて 思想の 未だ 整 はざる 點 ある は本體 W いふ 觀 念の 用 方 

5  hyo 彼 e は 本體を 解して そ を 他に 依らす して 自ら 存在す る ものな， 9  ，、J 云へ bo 

^らば 1 當に 本體ど 云 はる ベ き は 神の 外 ある ベから す。 さる を 彼れ は 限. 9 ある 


發達を 叙し 行く に隨 ひて 明らかにな 

デカルトの 據れる 論法に 於いて 尙ほ 

意せ る 所な り。 蓋し 彼れ の 哲學を 立 

眞理の 標準 w な し、 さ て 其の 論 步を進 

れが 論證は 神の 存在 を證 し、 其の 誠實 

る こ VJ に賴， cn て 吾人が 理性て ふ もの 

見 ゆ。 此の 點に 於いて 彼れ の 論に 缺 

陷ら ざる か W いふ MJ 是れな hso そ は 

を 進め 行きて 神の 存在 を證 する に 至 

す や、 即 ち 彼れ は 一 步々々 の 道理 上 明 

るなら す や。 然るに 飜 b て 神の 存在 

なるこ- yj を證 する は、 云 はば 吾人の 明 

據 ビ して 神の 存在 を證 し、 飜 りて 神の 

こ ビ の 眞理な る (換 言 すれば 吾人の 锂 
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るべ し 0 

批評 さる べき 點 ある こ VJ は哲學 史家 の屢" 注 

つ る や 吾人の 明瞭に 認知 じ 得る こ W を 以て 

めて 神の 存在 を證 する に 至れ bo され V- 彼 

の 德を具 ふるこ- yj を 確 め、 而 して 神の 誠實 な 

の憑據 する に 足る こど を證 せむ. yj したり ビ 

陷 あり w 云 はる 、は 其の 循環 論證の 過誤に 

彼れ が 先づ具 理の 標準 を 確かめ 次第に 論步 

るまで は是れ 巳に 锂 性に 依頼せ る ものなら 

瞭に 認知した る 所 を 以て 眞理 VJ なし 來たれ 

の 誠 實の徳 W を 以て 吾人の 理性の 具赏 

瞭に 思考した る こど は眞 狸な り ど いふ を 根 

存在 を 根據ビ して 吾人の 明瞭に 思考した る 

性の 吾人 を 迷 はすが 如き ものなら ぬ) こ VJ を 

r  八 111 


造せ む w 志し たれ ざ も 彼れ も 流石に 中 世紀の 思想 VJ 全く 一  時に 相 絶つ を 得 ざり 

しこ w 是れ なり o 即ち 彼れ が 思想 中、 中 世紀の 遺產 ど 見る べき 者 あ ，-y  、而 して これ 

が 彼れ の 論步を 進む るに 隨 うて 知ら やく 頭 を 擡げ 來 たれる を發 見す。 先づ彼 

れが 神の 存在 を證 明す る 所 を 見ば 中 世紀ぶ りの 實在 論が 明らかに 其の 根 據を爲 

せる を 知る べし。 完全なる もの は必 す實 在て ふこ vj を 合 有すべ きも の、 言 ひ更ふ 

れ ば、 完 全なる こ w の 多き 物 は 取 b も 直さ ゃ實 在の 多き 物な り ビ 云 ふ 如 き、 又 因 は 

其の 完全なる こ w  、實 在 を 有する こビに 於いて 果 よりも 少なき ものなる 可から や 

w 云 ふ 如 き、 是 れ皆同 一 の 實在綸 的 思想に 基づけ る ものな， 50 また 因果の 關係は 

1 切の 物 を 支配して 一 物 あれば 其の 因りて 存在す る 何等かの 因 あらざる 可から 

す、 故 に 其れ 自身が 自らの 存在の 原因た， 9 ビ 見る 可から ざる 時には 必ゃ 他の もの 

が 其の 因たら ざる 可から や ビ 云 ふ 如き も 是れ亦 彼れ が 在來の 思想の 中に つき 明 

瞭 なる もの VJ して 發 見せる 所な bo 此等 傳來の 思想 は デカルトが 哲學の 根 據、 換 

言 すれば 彼れ が 思想の 出立 點 (其 の 假 定) を 成せり S いふ も 不可な し。 而 して 這般 

の假定 そのものに 關 する 討究の 尙ほ 後に 起こ， 9 來 たる は 以下 近世 哲學 思想の 


備 於の デ 
のけ 哲カ 
點る學 'レ 
°不|： 卜 


以爲 へら く、 明 暸 なる 觀 念に 對 して は 意志 は 之れ を 承認せ ざる を 得 や、 不 明瞭なる 

觀 念に 對 して 承認 を與 ふる VJ 與 へざる VJ は 其の 自由な， 50 神に 於いて は 彼れ が 

具 in ど認 むる 所是れ 絕對に 自由な. る 彼れ の 意志の 定 むる 所 也、 さ れざ 人間に 於い 

て は 其の 葸志は 常に 吾人の 善し ど 見定めた る 所に 從 ひて 動く o 故に 神に 於いて 

は 其の 一 切の 活動 は 自由の 意志 を根據 vj すれ V- も 人間の 意志 は 之れ w 同 一 義に 

て 自由な b  W いふ 能 は す、 但 し尙ほ 選擇の 自由 は 十分に 之れ 有. 90 吾人 は 習慣に 

よりて 宜しき こ- yj をのみ 選ぶ に 至る を 得べ し o 而 して かく 練習に よりて 過誤 を 

爲すこ w 無き 狀 態に 達した る是れ 最も 高等なる 自由な， 50 吾人の 情緒 も 亦 制御 

其の 道 を 得ば 却って 善事 を 爲す勸 機 w な る、 而 して 吾人の 意志 は 好みて 德に合 ひ 

德 行を樂 しむに 至 得るな り o 

〔一七〕 以上 略 I テ カルトの 哲 學を說 明し 了へ ぬ o 吾人 は 彼れ の 學說の 中に 其 

の 思想の 未だ 整 はざる 點 ある を發見 す、 而 して 後の 近世 哲學の 發達を 了解せ むに 

は當 さに 彼れ が所說 中更に 說き改 むべ く 更に 開發 せらるべき 點の 存在す る こぐ」 

を 見る べし。 先 づこゝ に 吾人の 注意すべき はデカ ルトは 根柢よ. 5 全く 哲學 を改 
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第三 は 吾人 生得の も の (innatae) 例 へ ば 「我」、 一. 神」 いふ 観念 及び 數學 上の 原 狸の 如き 是 

れな， 00 蓋し， テ カットに 於いて 生得 どい ふ 語 は 二 意義 を 有せ， 9 、一は 讀 みて 字の 

如く 生まれながら 具 ふ W 云 ふ 義" 他 は 自明なる もの 即ち 直接に 明瞭に 且つ 判然 ビ 

して 他の 證明を 待た すビ云 ふ義、 是れ な， 9。 此 等の 兩義は 彼れ に 於いて は 相錯雜 

して 在， Co 

デカルト はまた 知識 上に 於け る價 値の 方面よ， 9 して は 吾人の 觀念を 全き も の (gie- 

quatae)  W 全から ざる もの (inadequatae)  の 二種に 分か ち、 不 明瞭なる 觀 念、 混 雜 せ る 

觀念は 皆 後者に 屬す W なせ- 90 

全から ざる 觀念 その物 をば 直ちに 知識 上の 誤謬 即ち 迷妄な， 5  W は 云 ふべ か らす、 

迷妄 ならむ に は 判定の 作用の 加 はるを 要す。 判定す ビは 承認し 否認 し、 可 ど し 

不可 する の 謂 ひに して こ は 即ち 意志の 作用な り。 吾人 もし 明瞭なる 觀念 をの 

み^ 認 せば 過誤の 起こる こ V」 なかる ぺけれ ざ 不明瞭なる 觀念を も 可 S して 承認 

する が 故に 過誤に 陷るを 免れざる 也。 尙ほ デカルト は 吾人が 意志の 作用 を 以て 

自由なる もの ビ せり。 され ざ 彼れ に 取 h- て は 意志の 自由 は 一種の 制限 を 有せり o 


^志 觀ゲ 觐原觐 

自 i &、 ら ぷ iilr> 

由 、ざミ 全の 

の 意ろ 全き 起 


らる べし。 デカルトが 心瑰 說の大 旨は此 くの 如し。 然れ V- も 能勸ビ 所動ビ 及び 

知 VJ 意 S の區別 及び 其の 關係は 彼れ の說に 於いて 甚だ 明瞭なら ぬ 所 あ， 90 

デカルト は 吾人の 根本的 情 赭を六 種に 分かて， 5。 曰 はく 驚 異 (admiratisi) 、愛、 惜、 欲 望 

(d&ir) 、喜、 悲、 是れ な， 90 一切の 情緒 は 此等六 種の ものに よりて 形づくらる。 而 して 

彼れ に從 へば 這 般情緖 は 勸物精 氣の運 勸が腦 及び 身體の 他の 部分に 於け る細竅 

を 通じて 心に 突入す るに 因りて 起こる も の (佴し 驚異の 情の みは 勸物 精氣 の運勸 

の 尙ほ腦 中に 止まる に 因る も の) な hNO 而 して 此 等の 情 は 皆 不明瞭なる 觀念 にし 

て、 吾人の 精神 を 攪擾し 其の 明 知 を蔽ふ こビ此 等に 越 ゆる ものな し o され ざ 吾人 

の 精神 は 想念 を 思 ひ 浮か ベ 之れ によ b て 動物 精氣の 運動の 方向 を轉 する を 得る 

が 故に 情 を 抑制す る 力 を 有す o 即ち 吾人の 思 ひ 傲し 樣に よりて 喜 怒 哀樂の 諸 情 

を 制する こビを 得べ し。  . 

〔一 六〕 デカルト は觀 念の 起原に 就きて は 之れ を 三種に 分か てり o 一  は 外物 

によ， 5 て來 たれる も の (adveutitiae) 例へば 眼前に 橫. は れる 器物の 想念の 如き 是れな 

り、 次 ぎ は 吾人 ® 自ら 作り 設けた る もの (factae) 例へば 諸種の 想像の 如き 是れな h.、 
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して 全く 新お に 運勸を 造， o 出 だすに は あらや 辯 明したり o 

〔 一 五〕 吾人の 心 は 常に 念 ふさを 爲 す、 何 w なれば 心の 本性 は 念 ふ- yj 謂 ふさに 

あ ，9、 而 して 其の 本性の 無き 即ち 念 ひの 無き 心の ある 可から ざれば 也。 而 して， テ 

カルト は 一 切の 個々 の 念 ひ を 名 づけて 観念 (idcae)  VJ 云へ り。 上に 述べた る 如く、 

吾人に 於いて は 心 VJ 物 VJ が 相 結ば h> 居る ゆ ゑに 觀 念营 ひ更 ふれば 意識 の 内容) に 

は ロハ だ 心 そのものの 純粹の 作用に 基づく もの w 心 ビ 身 w が 相 結ばれる よ， 9 起こ 

•  -、  > 

る もの VJ の 二種 あ， 90  * テ. 力〃 トに從 へば 前者 は 能動 (actio) の ものにして 明瞭なる 

且つ 判然たる もの 也。 後者 は所勸 (pasio) の ものにして 不明瞭なる 且つ 混雜 せる 

ものな， 90 而 して 其の 双方 を 各" 知 VJ 意 VJ の 二つに 分かつ こ W を 得。 即ち 意識の 

內容は 一 面より 見れば 能動、 所 動の 二 つ に 分かれ、 他面よ， 9 見れば 知 S 意^ J の 二つ 

より 成る。 能勸の 部分に 於いて 知に 屬 する は 道 狸 を 辯す る 心な り、 意 に屬 する は 

即ち 通常 意志 ビ名 づけら るゝ ものな り。 所 動の 部分に 於いて 知に 屬 する は 耳目 

口 鼻 等の 感官に よりて 起こさる ゝ感覺 な "9、 意 に屬 する もの は 物欲 及び 情 緖 なり o 

而 して 想像の 中、 記 憶 は 寧ろ 所 動の 方に 屬 し、 構 成 的 想像 は 能勸の 方面に 屬す ミ せ 


る點 なかる 可から す W 考 へ て 之れ を腦に 

件の 崧果 腺が 腦の 他の 部分の 如くに 左右 

央に 存在す る ものなる が 故に かくの 如き 

吾人の 靈 魂の 座 ど 見た るな り。 委しく 言 

起 こ し、 其 の 運動が 松果 腺に 於け る 勸物精 

人の 精神に 感 せられ、 又 吾人 精神の 作用 は 

し、 次 ぎに 神經の 運勸を 起こ し、 遂 に 筋肉の 

かくの 如く， テカ グ トは 身體の 物質的 運勸 

相 接する が 如く 云 ひたれ ども 其の 說 ける 

生滅す る ものに 非す。 故に 勸物精 氣の運 

ふ ものから 其の 運 勸はそ を 起： こした る こ 

す、 ま た 吾人の 意志に よりて 動物 精 氣の運 

らしき 運動の 物質に 加 へられた b ど は考 

神 作用が 勸物 精氣の 運動に 影響す る は 唯 
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於け る崧果 腺に 求めた bo 蓋し 彼れ は 

に 對を爲 さすして 唯 だ 一 個體 どして 中 

職分 を爲 すに 適當な し. 之 れを 以て 

へ ば、 外物. の 刺激 は 祌經の 末端に 運勸を 

氣の 運動 を 起こ し、 こ ゝ に感覺 どして 吾 

崧果 腺に 於け る 動物 精氣の 運勸を 起こ 

收 縮を來 たすな bo 

VJ 精神の 意識 作用 ビ が崧果 腺に 於いて 

物理の 原則に 從 へば 物 體の 運勸 は增减 

動が 吾人の 精神に 慼覺を 起こす ビ はい 

ど に 因りて 聊か も减滅 すべ きものに 非 

勸を 起こす ビ は いふ ものから 聊か も 新 

ふべ からす o 故に デカルト は 吾人の 精 

だ 其の 運勸の 方向 を轉 せし むる のみに 

七 七 


(slirltus  ani malls) にして 

液が 心臓に 於け る熱氣 

て かく 精微 なる 部分 ビ 

彼れ は 身 體の勸 作の 起 

の 刺激 は 腦に傅 はり 行 

こ w 恰も 琴の 絲に 震動 

を 起こし、 次い で 其の 神 

は tel こるな り. yjo 斯く 

爲す ものに 外なら す。 

身體 のか く勸 作す る に 

〔一四〕 精神 即ち 心 

れ ざ 人類に 於いて は 二 

吾が 身 體に與 ふる 刺激 

得れば な， 90 此の 故に 


こ は 物質 中 最も 精微 なる 種類の ものな， 90 動物 精 氣は血 

によりて 温めら れ、 頭 腦に 上り 其處 にて 冷却され 又濾 され 

なり 分かれた る ものにして 神 經に保 たれて 全身 を 廻る ビ。 

こる 所以 を說 きて 曰 はく、 外物 先づ 神經の 末端 を 刺激し 其 

く、 其 が腦に 於いて 動物 精氣の 集注す る 部分に 体 はり 行く 

の 儺 は るが 如し、 而 して 動物 精氣の 運勸は 更に 祌經に 運動 

經 VJ 連續 する 筋肉の 運動 を 起こ し、 是に於 いて 身 體の勸 作 

の 如く 生理 上より 見れば 吾人の 身體は 全く 機械的 作動 を 

然れざ も 吾人 は勸物 は 異なりて 精神 卽ち心 を 有 す、 即 ち 

伴うて 意識 を 有するな り o 

の 作用 は物體 の運勸 VJ は 全. く 其の 性質 を 異にする ものな 

者相觸 接する 所 あ bvj 考 へら る、 何 VJ なれば 吾人 は 外物が 

を 感 じ、 ま た 吾人の 意志の 作 用： を 以て 身體の 運動 を 起こし 

ダカ ル トは 二者 觸 接の 點、 即ち 一 の 動作が 他の 動作に 通す 


む 由な し 0 

〔一 三〕 生物 學も 生物の 體軀を 論す る もの 

の、 生 體の勸 作 生長 等 は 皆 機械的 物理 作用 どし 

一， 於 い て 身體の 生氣ビ 精神 (心) VJ を 全く 


トは是 

I 'タ *7,.- 

せ り0 

た义而 

活勸を 

の 自動 

も、 意 識 

がね 

金 を 引 

に 見 ひ 

デ 力 ル 

外なら 


ら す、 非 物質なる は 唯 だ 精神 あるの み、 而 

,  の ち 

即ち 彼れ によらて 身體の 生命 VJ 精神の 

參 

して こ は 希 臘哲學 者に 於いて はしかく 

なす 所以の もの を靈魂 VJ 見做した， 9)0 

機械に 外なら す、 其 の 食物 を 見て 之れ に 

ありて 爲す にあら す、 其 の 純然たる 自勸 

くに 應ヒて 鳴る が 如し。 此の 說は 近世 

する 思考の 先づ 最も 明瞭に 言 ひ 表 は 

トは尙 ほ 人類に 說き 及ぼして 曰 は く、 人 

す、 身 體 の生氣 S なりて 其の 作勸を 起こ 


W して は 全く 物理 學に 風す ベ きも 

て 之れ を考 ふる を 得べ し。 デカ〃 

區 別して 生氣は 身體の 物^ 的 作用 

して 其の 作用 は 意識に 外なら す ど 

作用 VJ が 明らかに 全く 區 別せられ 

區 別され ざり しも の、 彼 等 は 凡べ て 

* テ カルトに 從へ ば、 下等 勸物は 二 種 

赴 く も、 ま た 鞭 たれて 啼聲 を舉 ぐる 

機械の 作用た る こ W 恰も 時計が 針 

に 於いて 生 體の勸 作 を 全く 機械的 

された る もの 也 o 

類に 於いても 身體は 一 種の 機械に 

すに 最も 肝 要な る もの は勸 物精氣 
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ち 地球 を 形づくる 物質な り、 遊星 亦 此の 種の 物質 を 以て 成る、 第二 は 甚だ 小さき 球 

形 を 成せる 物體 にして 是れ 即ち 筌 氣の 元素な り。 第三 は 最も 細微に して 殆んざ 

個々 の 部分 を爲 さすして 全く 相聯續 する も の、 是れ 即ち 火氣 の 元素に して 太陽 及 

び 恒星 は 之れ を 以て 成る o 

斯 くの 如き 種類の 物質 は 畢竟 廣 袤の 種々 に區 劃され たる ものが 種々 の 運動 を 取 

れ るに 外なら す。 され V- 眞筌は 存在せ ざる もの なれば 其 等 物體の 運動せ むに は 

唯 だ 一 部分の み 運動す る、 と 能 は す、 其 の 動く ゃ必す 循環 運動 を 爲す。 例へば ィが 

動きて U に 行かむ に は U は勸 きて ハ に 行き、 ハ は 動きて  一！ に 行き ノー  は 動きて ィに 

行 き、 欺 くして 循環 運動 を爲 さざる 可から や、 即 ち 其 等の 悉くが 同時に 一 回轉 する 

こ VJ によりて 其の 運動 は出來 得るな り o 遊星が 太陽の 周圍を 回る も 畢竟 遊星 を 

園繞 する 最も 精微 なる 物質が 循環 運 勸 (換 言 せば 潞旋運 動) を 爲せ ばな， 90 又 かく 

の 如き 潞旋運 勸の故 を 以て 凡べ て 物體は 一 中心に 向か ひて 墜 下す、 猶ほ 水の 潞を 

捲く、 や 水上に 浮か ベる 物體が 一 中心に 集まる が 如し 0 一物 體の 他物 體に 影響せ 

むに は必ゃ 運動して 相觸れ ざる ベから や、 空 隙 を 隔て ゝ 一 物體の 他物 體に 影響せ 


一 動に は絕對 の增减 なし、 それが 一部分に 沒 すれば 他 部分に 現 はる 0 斯く速 励に 絶 

一 對 の增减 なし V」 云 ふこ W より 運動の 三 法則 を 演繹す る を 得。 其の 法則の 一は 二 

物體が ー狀 態に 在^ば 常に 其の 狀態を 保存す-/」 云 ふこ VJ  、即 ち 惰性 (inertia) の 法則 

ビ 名づ くる もの 也、 其 の 二 は 物 體の勸 くや 他物に よ. 9 て 妨げられざる 限. o は 直線 

を 取る W 云 ふこ VJ  、其 の 三 は 運動す る 物體が 他物に 觸 るれば 之れ に述勸 を 傳ふど 

一 云 ふこ 、； 0、是 れな り。 (ダカ ル トは 一 物が 他物に 運動 を傳 ふる 法則 を 更に 委しく 說 

明せ むビ 試みた ，90) 

ms  〔一一 ご 物界の 構造 は 唯 だ 物體^ 其の 運動 ど によりて 說 明し 得べ し、 詳 言 す れ 

，  、t  II,  t 

動。  は 物 體か舸 によ， 9 て勸 かさる^ 見た る 上 は 唯 だ 其の 運勸 によりて 自然に 物界の 

形づくらる ゝこ ど を說 明し 得べ し。 上に も 云へ るが 如く、 物體の 本性 は廣袤 どい 

^ ふこ ビ なる を 以て 之れ を 種々 に區劃 すれば 種々 の 異なる 形の 物體を 成す ベ く、 又 

如何 ほざ も 小さく そを區 劃す る こど を 得べ し。 故に 分かつ 可から ざる 物質 元 子 

Z 即ち アトム ビ 謂 ふべき もの 無し。 物體を 分かちて 三種 類 どなす o 第 一 は 比較的 

\ に 分量の 大 なる も の、 換 言 す れ ば、 比 較 的に 大きく 區 劃され たる ものにして 是れ即 
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bo 約 言 す れ ば、 物 體の 差別 は それが 嵇々 に區劃 さる ゝ ビ 其れが 運動す る VJ の 二 

點に 在. 90 

物體の 運動 は. 何處 より 來た る 。曰 は く、 其 の 窮極の 原因 は 神に 求め ざ る 可から や o 

然れ V- も 吾人 は 唯 だ 神が 物體に 運動 を與 へたる こ ど を 知 得る の み、 物 體の 運動 

に 於いて 目的の 存 する こ ビを發 見す る 能 はす。 物體を 論す るに 當た， 9 て は 唯 だ 

其が 励く ものな， いふ 點に 於いての み 之れ を考ふ ベ し、 其 が 如何なる 目的 を以 

て 動く か は 物體の 論に 揷入 すべから ざる 觀 念な り。 故に 物理 上の 事 は 全く 數 狸 

を 以て 物體の 運動 を硏究 する 事の 外に 出で す、 換 言 す れ ば、 機 械 的に 考 ふる 外な し o 

物 殺 を 動かし 物 體を形 * つくれる 神の 目的 を 知る どい ふが 如き は 吾人の 偕 越に 出 

づ。 况んゃ 人間 を 以て 物界の 目的 w なすが 如き は 偕 越に 添 ふるに 放慢の 心を以 

てせ る もの 也〕 かくの 如く 論じて デカルト は 物理の 論より 全く 目的 觀を 排斥せ 

神 は物體 運動の 原因に して 且つ 常住 不變 なる 者 也、 而 して かく 原因 不變 易なる の 

^を 以て 物界の 運動 は 其が 全體の 量に 於いて 常に 變更 する こど 無し" 物 體の運 


〔一 1 〕 上來 論述せ る 所 を 基 ど 

〃トの 物 狸說な bo 彼れ 以爲 へら 

性質な し 0 吾人が 五官 を 以て 感覺 

る 所に あらす して 吾人の 心に 感ゃ 

體 そのものの 性 謂 ふ ベ きものな 

る を 要す 盖し デカルトに 取， 9 

袤 ある 所物體 あらざる 無し VJ し、 隨 

が眞筌 にして 何物 も 無から むに は 

れて異 別の もの^な b 居る は 其の 

れ 即ち 廣 がれる もの、 物 體の存 する 

物體 の物體 たる 所 は廣袤 W いふ こ 

いて は 一 切の 物體皆 平等 一 如の も 

々に 運動す W 云 ふ こビ に存 する の 

區別 する は 畢竟 廣 がれる ものの 一 


して 特に 物體に 就きて 論究せ る もの 是れ ダカ 

く、 廣 袤 W いふ 本性 以外に 物體 其の物の 具 ふる 

镶 

する 諸 性 質 (色、 聲、 香、 味、 觸、 等) は 物體 其の物の 具 ふ 

る 主観的の ものな り。 長 さ、 廣 さ、 厚 さの 外に 物 

し o 此の 故に 吾人 は 全く 數理 的に 物 體を考 ふ 

て は物體 W 廣袤ビ は 同 一 不二に して 彼れ は廣 

ひて 眞筌の 存在 を 否めり o 若し 一 器物の 內部 

其の 綠邊 は相附 著せざる 可から や、 其 の 相 分か 

間 に 廣が れる もの あれば 也。 廣が ，5 の ある 是 

な り o 

ビに 在る が 故に 其の 廣 がれる ミぃ ふこ W に 於 

のたり、 而 して 其の 差別 は 唯 だ 種々 の 部分が 種 

み。 故に 吾人が 一物 體 W 名 づけて 他の物 體 VJ 

部分が 他の 部分 VJ 別 異なる 運 勸を爲 すに よれ 
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ふ 性に よ. O て 始めて 心體の 存在 は 知らる ゝな， 9。 物體の 何なる か を 問 は ば、 廣 が 

れる もの £ いふ 外な し、 即ち 廣が hsw いふ 性に よ， 5 て 始めて 物體の 存在 は 知らる 

るな bo 此 等の 性 はも W よ b 實體に 於け る も の、 或 は實 體に屬 する もの ビ して 始 

めて 考 へら るれ ざ 亦實體 以外の もの を假ら すして 考 へらる o 即ち 意識 は 他の も 

の を叚ら すして 考 へら れ、 廣 袤 はた 他の もの を假ら すして 其れ 自身に 考 へ らるゝ 

f  se  collcipiuntur) ものな り。 故に 委しく は 之れ を 本性 S 名づく べし。 性を以 て、 換 

言 すれば 性の 取れる 種々 の樣 ど して 始めて 考 へられ 得る もの 之れ を樣 狀 (又 は 單 

にぎ ョ od£ ビ いふ j 例へ ば 物體の 位置、 形狀、 動静の 如き は 是れ廣 袤の 種々 の樣狀 

こして 廣 袤な  ^て は考ふ 可から ざる もの 也〕 また 感 情、 慾 望、 意 志 ビ いふが 如き 

は 是れ皆 念 ひの 種々 の樣狀 にして 念 ひど いふ こ マ」 に 依らす して は考ふ 可から ざ 

る もの 也〕 即ち 樣狀は 其れ 自身に は考 ふべ からす、 他に 依りて 始め て考へ らる (per 

aliud  8 一  Icipigtur) べき もの 也。 かくして 近世 哲學に 於け る 主要なる 親 念 即ち 實體 

(乂は 軍 に て ふ觀念 ，一 レ 共 に 性 (又 は 屬 性) 及 び 樣 狀 (又 は單に 樣) て ふ 觀念は ダカ ルト 

によりて 明らかに 揭げ出 だされた. CVO 


くる 限り ある 心體の 存在 を 確か め、 而 し て 

至り、 次ぎに 物體の 存在に 論ヒ 至れ， 90 是 

からざる, i  VJ な， o ぬ、 無限 者、 心 體. 及び 物體 

ち 神 を 以て 實體 (substantia)  w なせ hNO 彼れ 

もの、 即ち 自存す る ものな hso 彼れ は 亦 心 

を實體 どい へる. y」 同一 の 意義に て 云へ る 

及び 物 體は祌 に 依りて 存在す る もの なれ 

て 存在す る 所 を 有せ す、 心 は 心 ビ して 存在 

して 心に 待つ 所な し o 盖し心 は 意識す る 

識 ビ 廣袤 v> は 全く 其の 性 を 異にして 一 が 

されば 神 を 第 一 義 の實體 ど いふに 對 して 

し o 

心體 V- 物體 W が 各 "實 體 VJ して 知らる ゝは 

な bo 心體の 何なる か を 問 は ば、 念 ふこ VJ 
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祌 即ち 絕對に 無限なる 者の 存在に 論じ 

に 至りて 此の 三つの 者の 存在 は 疑. ふ ベ 

是れ な， 9。 而 して デカルト は 無限 者即 

が 所謂 實體は 他に 依らす して 存在す る 

ビ 物 VJ を も 實體 ，、J 名 づけた kvo 但し 祌 

に は あら す 0 何ビな れば 有限なる V ひ體 

ば 也 U され V.-  &物は 神に 依る 外 に、 依 り 

して 物に 待つ 所な く、 物 は物ビ して 存在 

ものにして 物は廣 がれる も の、 而 して 意 

他に 依， 9 て 存在す る ものに 非 ざ れば 也。 

心體 及び 物體を 第二義の 實體 W 謂 ふべ 

そ が 各！ 特 殊の性 (attributuB) を 具 ふれば 

をす る もの， yj いふ 外な し、 即 ち 念 ひど い- 

.? ハ九 


のにより て 其の 觀 念が 與 へられたり- y」 せ ば、 換言 すれ ば、 外物 は 吾人の 知覺す る 所 

V」 は 全く 異なれる ものなら ば 吾人の 知覺は 悉皆 迷妄な りぐ」 云 はざる 可から す。 

吾人の^ 覺； 农賴 する 限り 吾人 は廣 がな を 有する 物 體を存 在 一す w 思 はざる を 得 

す。 故に 此の 知覺 にして 若し 全く 迷妄なら ば 神 は 吾人 を 迷 はさむ が爲 めに 吾人 

に 其の 如き 知覺 を賦與 せ， 9 -VJ 云 はざる 可から や。 然る に 神 は誠實 にして 斯く吾 

人 を 迷 はす ベ き 者に あらす、 故に 廣袤を 有する 外物の 存在す ど いふ 知覺は 吾人の 

信憑すべき ものな り o 但し 個々 の 場合に 於いて は 感官に 種々 の 迷妄の 起こる あ 

る は 勿論 なれ ざ 廣袤 ある 物體の 存在す w いふ こ ビ 、換言すれば、 外物の 存在す w い 

ふこ ビを 全く 迷妄な りビ する は 甚だしく 吾人が 意識の 證 明に 逆ら ふ もの、 其 を 迷 

妄 -yj する は 吾人の 確實な bvj する 事物の 關係を 全く 疑 ふに 同じ 0 され》」 上に 已 

に喻ヒ たる 如く 圓滿 なる 神 を 以て 萬 物の 原因 S 見る 以上 はかくの 如き 疑 ひ を 起 

こす 必要な きな. 50 

〔一 〇〕 かくして. テカ ^'ト は 遂に 論じて 物界の 存在 を も確實 な， する に 至 

れ， 9、 彼れ が 論證の 順序より 云へ ば、 先づ能 意識 者、 換言すれば 、吾人が 谷 4 我」 ビ名づ 


ら す、 是 に 於いて か 吾人の 明瞭に 思考した る 所 を 以て 眞實 どなす ベ きこ VJ の根摅 

を發 見す o 吾人 は 先き に 狸 性の 示す 所 を さへ 疑へ りき。 され， W 是に至 h- て は そ 

を 疑 il 必要な きこ W を 了解 す、 何 W なれば 狸 性 を 吾人に 賦與 したる は 神に して 神 

が 吾人 を 欺かむ が爲 めに 之れ を賦與 したり W は考ふ 可から ざれば 也。 故に 吾人 

が 理性に て推究 して 明瞭 確實 なり ビ する 事 は そ を 明瞭 確實 な. 信じて 聊か も 

之れ を 危ぶむ 必要な きこ- V」 を 知るな り。 

デカ \ ト は斯.  -て祌 の誠實 なるこ ビ を證し 得て より は^の 論步を 進む る こ VJ 

益！ 容^な るに 至れ bo 彼れ は最 1 初 外界の 存在 を も 疑 ひて 以爲へ らく、 吾人 は 五官 

を 以て 外物の 存在 を知覺 すれ V- 是れ皆 五官の 迷妄なる かも 知る 可ら す yio され 

ざ茲に 至うて は 彼れ は 全く 其の 如き 疑 訝 を拂ひ 去る こ VJ を 得た. 90 以爲へ らく、 

吾人が 五官 を 以て 知覺 する 外界 は 吾人 自ら 造， 9 出 だせる ものに 非す、 吾 人の 力 を 

以て 自由に 之れ を 有らし め 又 無から しむる こ ビ能は す、 寧 み 吾人の 眼前に 備 へら 

れ たる も の、 而 して 外物の 觀念は 吾人 以外の 何物 かにより て 吾人に 與 へられた る 

ものなら ざる 可から す。 而 して 若し 吾人の 實 際に 知 覺 する 所 VJ は 全く 異なる も 
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よ， 9 も 劣れる ものなる 可から や VJ は * テカ か トが 神の 存在 を證據 立つ る根據 にし 

て 彼れ はか 、 る 因果の 關係は 論證を 要せす して 直接に 明瞭なる もの- vj 思 ひたる 

なり。 されば 彼れ は 吾人が 有する 完全なる 者て ふ 觀念を 以て 恰も 神が 自ら を 吾 

人に 示す も の、 即 ち 吾人の 心に 於け る 彼れ の 印象なる が 如くに 見た り、 換 言 す れば、 

神が 自ら を 吾人の 心に 印象した る もの 是れ 即ち 無限なる も の、 完 全なる ものて ふ 

觀 念な り。 其の 觀念 S 祌 vj の關 係は譬 へば 紙に 捺し たる 形 .yj 其の 形を與 へたる 

模型 vj の關 係の 如し。 即ち 完全なる 者 w いふ 觀 念に 於いて 神が 吾人に 觸 接する 

所 あり ど 謂 ふべき な， 9。 此の 故に デカルト は 無. 限 者て ふ 觀念を 以て 神が 吾人に 

與 へたる 所の も の、 即ち 換言すれば、 吾人が 神に 造ら- れ たる 樣に 於いて 生 具す る觀 

念な り VJ 見た hNO 

〔九〕 斯 くの 如くに して デカ ルトは 無限 圓滿 なる 祌の 存在 を 論證し 得たり W 

考 へたり。 神 は 完全なる が 故に 一 切の 圓滿 なる 德を具 ふ。 而 して 其の 圓滿 なる 

諸德の 中、 デ カルトが 其の 論究 を 進む る に 特に 肝要な る は 神の 誠實ビ いふ こどな 

KVO 祌 は誠實 なる ものなる が 故に 彼れ が 吾人 を 欺く ビ いふが 如き こ W ある 可 か 


〔七〕 神の 存在に 關 する デカルト 

者 て ふ *齟 念の 必須の ものた る を 要す 

て ふこ" VJ を 合め て考 へざる 可から す 

無用の 論なる べし。 而 して 神 を考ふ 

如き 限り あ る、 不 完全なる 者の 存在す 

き 不完全なる 者の 眞實に 存在す る こ 

證明 によ b て 疑 ふ ベから や. yj なせる 

は先づ 完全なる 者 を 存在す ど考 へ ざ 

多く 集む vj も そこに 完全なる 者 を 得 

,9 見て こゝ に 始めて 限り有る ものの 

き 限り ある 者の 存在に して 若し 疑 ふ 

ふ 鸛念を 有し 居る こ VJ にして 若し 疑 

を實 在す る もの， yj 考 へ ざる 可から す 

本 思想な， CNO 一  言 に 云へ ば、 原 因は實 
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が 最後の 論證の 立ち 得む に は 

る は 勿論な. 50 縱 4： 祌を考 ふ 

vj 云 ふ- yj も 神 を考ふ る 必要な 

る 必要 は何處 よ. り來 たる ぞ. yj 

る こど よ， o. 來たら ざる 可から 

vj は 是れデ 力 だ トが 吾人の 意 

所、 而 して かく 不完全なる 者の 

る 可から す、 佝 w なれば 不完全 

る こ w 能 は t  、寧 ろ 限り無き も 

存在 を考 へ 得べ し。 此の 故に 

ベから や、 又 我 れが 限り無き も 

ふべ からす ば、 我 れの 原因- y」 し 

も 是れ デカルト が 神の 存在 

在に 於いて 及び 完全なる こ. yj 


先づ 限. 9 なき 

る 以上 は 存在 

ヾ 《i そ は 全く 

問 はば 吾人の 

す o 我れ の 如 

識の 直接なる 

存在し 得む に 

な る 者 を 何程 

の を 姑ら く 限 

我れ いふ 如 

の (即ち 神) VJ い 

て必す 無限 者 

を論證 する 根 

に 於いて 結果 


のに 祌の 存在 を 合 む、 何 VJ なれ ば、 若 し 存在 

らゃ、 故に 完全な る 者 即ち 神 は 必然 存在す 

セ ル ム スの 有名なる 論證 vj 比べ て殆ん V」 

の アン セ ル ム スの VJ 同じから ざる MJ を 論 

の 論 證は唯 だ 神て ふ 言 葉の 意義 を說 明す 

が 論旨 は 唯 だ 神て ふ 言 葉 は 完全なる 者 VJ 

中には 存在 を も 合まざる 可から や W 云 ふ 

ふ觀 念を考 へ ざる 可から や、 而 して そを考 

ざる 可から すビ云 ふこ vj に 在 り yjo  ，テカ 

れが 此の 最後の 證明 は實際 アン セ ル ム ス 

し 如 く、 其 の 根 牴に橫 はれる 思想 を 見る 時 

るに は 其が 必須の 根據 vj して 圆滿 なる 者 

論 的 思想に 基づけ る を 知. る o デカルトが 

せられた る ものに 外なら や o 請 ふ 左に 更 


六 四 

を缺か ば. 之 れを 完全なる 者 W 謂 ふべ か 

べき 者な bvjo 彼れ が 此の 論證は アン 

相 同じき が 如し。 然るに 彼れ は 其の 論 

せむ VJ 力めたり o 曰 はく、 アン セル ムス 

るに 止まる 0 我が 論 はしから す、， V は 我 

いふ こビを 意味し 而 して. 完全て ふ 者の 

に 止まら やして 我れ は 完全なる 者ビ い 

ふる VJ 共に 其の 者を實 在す る 者 VJ 考 へ 

ル ト 自ら は此 くの 如くに 論 すれ V- も 彼 

のビ區 別し 難し。 旣に 先き にも 說 明せ 

は アン セ , ム スの 論證も 諸事 物 を考ふ 

の 存在 を 認めざる 可から や VJ 云 ふ實在 

論證も 畢竟 此の 實在論 上の 思想の 發表 

に 委しく 之れ を 辯せ む o 


以て 無限 者 そのもの の實 在す る こ V」 を證 せむ. yj せ る 也 0 

彼れ は 更に 少しく 別なる 言 ひ 方 を 以て 神の 存在の 論 證を爲 せ， 9。 曰 は く、 我 れ の 

存在より 推して 神の 存在 を證 する を 得べ し。 何者か 我れ をして 存在せ しめ たる、 

我れ は 我れ 自ら 隨 意に 出で 來 たれる 者に 非ざる が 故に 自身 を 以て 我が 存在の 原 

因 w は 見る こど 能 はや。 然 らば 我れ 以外の 者、^ かも 我れ ど 等しく 限 h- ある 者、 例 

へば 父母が 我れ を 存在せ しめたる 原因なる か o 曰 は く、 是 れはた 原因 S 見る ベ か 

らす何 w なれば 我れ は 多くの 完全なる 事柄の 觀 念 (例 へば 限りなき 智、 限 b な き 力、 

限， o なき 德 VJ い ふ 如き 觀 念) を 有 す、 而 して 上に 述べた る 理由に よ b て知らるゝ如 

く 其の 如き 觀念を 有する 我れ の 十分なる 原因，、. J なる は その 如き 完全なる 事柄 を 

具へ たる 者なら ざる 可から す、 我 れ 及び 我が 父母 は 不完全なる 者に して 能く その 

如き 完全なる 事柄の 觀 念の 原因た る 能 はす。 故に 我 れ節 ち 完全なる 事柄の 觀念 

を 有する 我 れ) を 存在せ しめたる は 完全なる 者 即ち 神なら ざる 可から す。 是に於 

いて か 知る、 我れ を 生せ しめ 我れ を 保つ 者 VJ して 無限 者の 無 か る 可から ざる を， f 

デカルト は尙ほ 他に 神の 存在の 證 明を揭 げたり。 以爲 へら く、 祌 て ふ觀念 その も 
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自らの 性質に は 限り無き- V」 云 ふこ， yj を舍み 居ら ざれば な bo 我れ は 疑 或 を懷く 

ビ いふ こ vj に 於いて 旣に 我が 知識の 完全なら ぬ こ vj を自識 す。 然 らば！ &の觀 念 

は 吾人が 種々 の 限 b 有る ものよ， 9 抽象して 造 り： 得 たる ものなる か vj 問 ふ に、 し か 

考 ふべ からす。 何 vj なれば 抽象 は 事物の 一 方面の み を 取りて 見る ものなる が 故 

に 限， o 有る ものに 就いて 如何に 抽象 作用 を 施す- yj も 限り無き 者を考 へ 出 だし 得 

ベく も あら ざれば &。 又 こゝに 限り 無： き ビ いふ は 圓滿に 凡べ ての 實在を 有する 

者の 義 なる を 以て 限. 9 有る もの を せ 何 に 多く 集む VJ も 之れ よりして 斯 くの 如き 

意味の 無限 者て ふ 觀念を 得る こど 能 は す、 換 言 す れ： ば、 限 h- 有る もの を 相 重 加す る 

數に 際限 を 置く こ VJ 能 はす VJ いふ 意味に ての 無限 は 茲に謂 ふ 圓滿て ふ 意味に て 

の 無限 VJ は 異なり 、唯 だ 幾度 數 ふる も尙ほ 其の上に 數を加 へ 得 VJ いふの みに て は 

之れ を圓滿 完了せ る 者 V」 は 謂 ふべ から や o 故に 無限 者 VJ しての 神て ふ 觀念は 我 

れょ， 5 も 又 我れ 以外の 有限 物よ， も 得る こ VJ 能 はす 0 然 らば 此の 觀念は 何處ょ 

り來 たれる か。 答へ て 曰 は く、 此 の觀 念は眞 に圓滿 完了せ る 者 即ち 神よ， 5 來 たれ 

bvj 考 へざる 可から す 斯く デカルト は 我れ に 無限 者て ふ 觀念 の 在る こど を 


の 標準に 合 ふ もの ある を發 見せ. 90 即ち 無よ， 9 は 何物 も 生す ベ から や VJ 云 ふ る 

W の 如き は 亦 吾人が 之れ を考ふ るに よりて 明瞭に 且つ 判然 ビ 認めら る ベ きもの 

なり。 丽 して 此の 原遝を 一 特殊の 鴆 合に 用ゐた る もの VJ して 原因 は， 結粜 よりも 

少なき 實在を 有する ものなる 可から す、 換 言 す れ ば、 原 因 は 其の 完全なる こ VJ に 於 

いて 結果よ. 5 も 劣れる ものなる 可から す W 云 ふこ ビを 承認せ ざる を 得 す、 何 ど な 

れば 若し 結果が 原因よ hN も 完全に して 其れよ &も 多くの 實在を 有せば 其の 原因 

に 優れる 丈の 實在は 無よ， 9 生じた bvj 見ざる 可から ざれば 也 o 

〔六〕 進みて 此處に 至， 9 て 後、 ダ ^火 トは 一層 其の 論步を 急に しゅけ， 90 彼れ 

は 意 識 (是 れ 即ち 疑 ふ ベ からざる 者) を 顧みて 其の 中に 種々 の觀 念. ある を 見た hNO 

其の 一は 神 (即 ち 無限 者) て ふ觀念 也。 今 此の 観念の 何處 より 來 たれる か を 尋究す 

るに 我れ を 以て 其の 如き 觀 念の 原因 S なす 可から す 0 原因の 結 枭に對 する や 或 

は 製作 家が 其の 製作 物に 對す るが 如く 前者の 後者に 優れる か、 或は 一 物 > の 形が そ 

を 印象せ る ものに 於け るが 如く 全く 相似た るかの 關係を 有す。 而 して 我れ は 右 

の 何れの 意味に 於いても 完全 無限なる 者 即ち 神て ふ觀 念の 原因た る を 得 す、 我 れ 
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若し ，テ カルトの 

れ 在， o」 ど も 云 ひ 

れ正當 に 我が 論 

實 なる こ. y」 は 吾 

一羽に 疑 ひたる 所 

我れ 步む S 思 ふ 

む ビ 田ぬ ふ 時 S- そ 

w は 疑 ふべ から 

〔五〕 此 くの 

知識の 第一 步を 

hNJVJ 云 ふこ- yj の 

吾人の 以て眞 狸 

f レ。 是に 於い 

せ ，0  0 デカルト 


云 ふ 如くなら ば、 啻 だ 思 ふ ビ 云 ふ 

得べき にあら す やて ふ 非難に 對 

點を 見得た る ものに あら す、 何 VJ 

人が 意識の 直接に 知， 5 得る 所に 

の ものな b  、佴 し 疑 ふ ベ からざる 

こ VJ な hso 步 むぐ」 いふ こ VJ は縱 

の 思 ひ は 疑 ふべ からす。 思 はる 

す VJO 是れ * テ カルトの 自ら 說明 

如く 「我 れ思 ふ、 故に 我れ 在 り」 VJ い 

得た hNO 彼れ は尙 ほこれに 就き 

疑 ふ ベ からざる は 畢竟 それが 明 

ビ なす もの は 吾人  瞭に 且つ 

て 彼れ は眞理 • の 標準 を 立て、 其 

は 此の 標準に 依り 更に 推究 して 


こ W のみ ならす、 「我 れ 步 む、 故 に 我 

して 彼れ 自ら 辯 明して 曰 は く、 是 

なれば 步 む- y」 いふ 如き 動作の 確 

あ ら す、 此 の 如き は 是れ硏 究の當 

は 我れ の步 むこ W にあら やして 

令 眞實に は 無し VJ する も 我が 步 

ゝ事抦 は 誤れり ど も、 思 ひ 居る こ 

したる 論旨な bo 

ふこ W に 於いて 彼れ は確實 なる 

て 考 ふらく、 「我 れ 思 ふ、 故に 我れ 在 

瞭 にして 且つ 判然 たれば な り0 

判然 W 思考した る もの， に 外なら 

の 事の 判明なる こどに 在り どな 

我が 存在の 外に 尙ほ 同じく 具堙 


、と は 確實な b  、我 れが思 ふ， y」 云 ふこ ど 確實 ならば 之れ，/ j 共に 思 ふ 者 即ち 我れ の存 

在す る こ S は 疑 ふ ベ から す、 換-言 すれば 思 ふ ビ 云 ふ こビ に 即して 思 ふ 者の 存在す 

る こビは 吾人の 意識の 直接に 明瞭に 證明 する 所な り VJO 是れダ カルトが 建てた 

る 哲學の 出立 點 どして^: 名なる 「我 れ 思 ふ、 故 に 我れ 在， 5」 (cogito  ergo  sum)VJ 云へ る 句 

に 主張した る 所な り o デカルトの 意に 從 へば 我れ て ふ 者 は 思 ふ S いふ 锄 きょり 

離れた る 者に 非す、 我 れの 我れ たる は 唯 だ 思 ふ 者 どい ふこ，、」 に 在. CSO 而 して 彼れ 

は 此の 屈^ こ ビ をす る もの を稱 して  > ひ (Bens 又 は fslmus)  -Jo 名 づけた hya こ ゝに彼 

れが 我れ 思 ふビぃ へる は 我れ 意識す W 云 ふ 程の 廣き 意味に て 云へ るな， リ o 

〔四〕 「我 れ 思 ふ、 故 に 我れ 在り， h」 云 ふ 句に 故にて ふ 語 を用ゐ たるに よりて 其 は 

恰も 三段論法 やうの 推論の 如くに 見 ゆれ V- 、、デ 力 \ ト 自らの 辯 明せ る 所に よ. o て 

も 明らかなる 如く こ は 決して 推論に 非す じて 意識の 直接なる 證 明な， 9。 我れ 思 

ふビ云 ふこ どに 即して 思 ふ 者の 存在す る こ の 知らる ゝな bo 即ち 思 ふ ビ云ふ 

こ- y」 の 在る V」 共に 思 ふ 者の 存在す る こ どの 直覺 せらる ゝ なれば 是れ は推錄 にあ 

ら やして 寧ろ 凡べ ての 推論の 原 一 初の 根據 w なる ものな り o 
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だ 吾人の 問 ふ べき は 上述せ る硏究 法に 從 ひて 彼れ は實際 吾人の 明瞭に 承認す-ベ 

きものの 外 何物 を も 取り入れ ざ hv しか、 また 彼れ が 究理 を 進め 行ける 歷 程に 過誤 

なかう しか ど 云 ふこ どなり o 

〔三〕 ，テ カルト は 上述せ る 趣意に 從 ひて 先 づ疑ひ 得る 限り を 疑へ-り。 以爲へ 

ら く、 知 覺は 吾人 を 迷 はすこ W あり 故に 知覺の 示す 所 を も 疑 は. ざる 可から や、 又 吾 

人が 理性 を 以て 思考した る 事 も 疑 訝 を 免れ や。 そ は惡魔 ど いふ 如き もの ありて 

吾 入 を 惑 はさむ が爲 めに 吾人に 理性 を賦與 したる かも 知る 可から ざれば な， 9W〕 

斯く デカルト は考 へて 竟に 一 切の 事 を 疑へ り。 され V- 彼れ の 疑 ひし は 畢竟 確實 

なる 知識 を 得む こ S を 目的 どした るに. て 唯 だ 漫に疑 ふが ために 疑 へ るに あらや o 

故に 彼れ は 疑 ひの 中に 更に 疑 ふ ベ からざる 根 據を發 見せむ ど 力めたり 而 して 彼 

れは 遂に 其の 极據を 疑念 そのものの 更に 疑 ふべ からざる 點に 得たり o 以爲 へら 

く、 吾 人 は 凡べ ての 事 を 疑 ふ を 得、 さ れ V- 疑 ふ 以上 は 我れ の 疑 ふ w いふ こ w は 疑 ふ 

ベから や。 而 して 疑 ふ，/」 いふ こ w は 吾人が 思 ふの 一 種な b  、故 にかくの 如き 思 ひ 

を 我れ が 思 ふ ざ 云 ふこ ど は 如何にしても 疑 ふべ からす 0 卽ち 我れ が 思 ふ ど 云 ふ 


の 第一 は 極めて 明瞭に 且つ 判然 w 吾人の 思考した る ものの 外 は 何事 を も 全く 受 

け容 るべ から や VJ 云 ふこ VJ  、第二 は 困難に して 解し 難き 事柄に 逢へば 其の 難解の 

點を 委細に 分析すべし 云 ふこ VJ  、第三 は 最も 簡單に 又 最も 平易なる ものより 始 

めて 順次に 祓雜 なる 事へ 進み 行くべし 云 ふこ VJ  、第 四 は 吾人の 研究の 中に 入る 

べき 事柄 を 漏らす 所な く 網羅すべし VJ 云 ふこ VJ  、是 れな hNO ダ カルト は、 學 術の 硏 

究は斯 くして 進め 行かざる ベから す <yj 見た， CVO 彼れ は 決して 實驗 を輕ん じたる 

にあら や、 蕻ろ 硏究上 吾人の 考ふ * へき 事 抦は餘 さす 之れ を 網羅す る 必耍を 認め 而 

して 實驗 したる 事柄に 就き 極めて 朋瞭 にして 疑 ふ ベから ざる 點を 見定 むる を耍 

す W 說け るな.， 90 斯く 直接に 明瞭 且つ 正確なる 立脚地より 出立して 徐々 に 其の 

步を 進め 而 して 一 步々々 に 吾人が 所見の 確實 明瞭なる か 否か を 吟味し 行くべし 

ビ なせるな り o 約 言 すれば、 彼れ の硏究 法の 骨子 VJ 見るべき もの は 先 づ直覺 的 

に 明瞭なる 事件 を根據 どし 而 して 之れ を 出立 點 ど して 進み 行く  j 步々々 が 亦 吾 

人の 思想 上直覺 的に 明瞭なら ざる 可から す W 云 ふ こ VJ 是れ なり 0 斯く 明瞭なる 

1 根 據ょ， 9 究理し 行く 所より 見れば 彼れ の 硏究法 は 演繹 的な， 謂 ふべ し o 唯 
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五六 

に 於いて 彼れ は 羅^ 敎會 の宗義 にあら はに 反對 しても 尙ほ 猛進して 退 かざりし 

ブ^ 1 ノ  VJ は大に 其の 牲賀を 異にせり。 彼れ は學問 上に は 自信に 富み 自ら 標置 

する こ. yj 頗る 高 く、 凡 ベ て 彼れ の 主唱せ る 所 は 自家の 新發 見に よ. 5 て 得た る もの 

v> し 他. に 學べ る 所 ある こ vj を 承認す るに 吝な hv き o 

0^  〔二〕 彼れ が 一千 六 百 十九 年獨 逸の ノィ ブルダに ての 發見 ビ名づ くる もの は 

實に 其の 畢生の 哲學 硏究の 方針 を 定めた る ものな bo 其の 時 彼れ 思へ らく、 凡そ 

多數の 人相 寄" 9 て 成せる 事に は 相 和せ ざる 節 あ， o て 全く  j 人が 根柢より 造り 上 

げたる ものに 比して 不完全なる 塲合 多し。 吾人 は 谷！ 生まれ 出で て以來 未だ 知慮 

, の發 達せざる 時より 種々 の 人に 接し 種々 の 所 傳を何 心なく 受け 容るゝ 者 なれば 

吾人の 知識 は 其の 組織 及び 根柢に 於いて は 極めて 不完全なる もの 云 はざる 可 

からす o 故に 確實 なる 知識 を 得む に は 恰も 一 市府の 家屋 古びて 用を爲 さざる に 

至れば 全，、 之れ をう ち 毀ち 一 の秩然 たる 計 畫に從 ひて 新たに 建設す るが 如く 吾 

人は須 らく 我が 懷 抱し 求 たれる 思想 を 兎に^に 一 旦 毀ち 去りて 之れ を 全く 其の 

基礎より 建て 改 むべ しど o 而 して 斯 くす る 事の 方針 vj して 彼れ の揭 げたる 個條 


が 學術界 に 於け る 名聲は 益" 高 くな & ゆき 而し てこれ ビ 共に 彼れ に 向か へる 論難 

も 盛んな h- しが、 殊に 神 學者輩 は 懷疑說 及び 無神論 を唱 ふる 者の 如く 見做して 彼 

れ を攻擊 せ. 9。 其の 攻擊 はブ "テス タント 敎徒 及び 羅馬加 特カ敎 徒の 双方より 

來たれ bo  j は その 如き 煩累 を 避けむ が爲 めな りけ む、 彼れ は瑞 典の 女王 クリス 

ティ ー ネの 招聘に 應 じて 其の 宮廷に 行け トち され V. 慣れざる 宮廷の 生活 ど 北 地 

の氣 候の 彼れ に 適せ ざり しビに 由り 瑞 典に 赴け る 翌年 遂に 病 を 得て 歿しぬ。 時 

に 一 千 六 百 五十 年 二月 十 一 日な りき。 

上に 揭 げし 『ェ セ ー、 フ ィ & ゾフィ タク』 及び 『メ ダイ タシォ ー ネ ス： デ、 ブ リ ー マ、 フィ。 

ゾフィア』 の 外， テカ ル トが 著書の まなる もの を舉 ぐれ ば 『ブ リン シビ ァ、 フィ 3 ゾ フイエ』 

( " Principia  philosophiae  "哲學 原理， j 千 六 百 四十 四 年刊 行) f ト レ ，、•  テ、 パ シ ォ ン、 ド、 ラ 1 

ム』 (ミ.1:3ま(】681§^0§<36^ョ％心情論、 一 千 六 百 四十 九 年刊 行) 及び 彼れ の 死後に 出版 

せる 『や ト、" ム 』(" de IMS ョ me  "人間 論) 等 な り。 

デカ ル トは 其の 自ら 好める 學 術の 研究に 靜 かに 從 事し 得む がた め 成る ベく 表面 

上當 時の 敎會に 反對せ す、 成 るべ く 嫌疑 を受 くる こ ど を 避けむ w したり。 此の 點 
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を 以て 遂に 此 等の 學者を a 里府 より 放逐した. o き。 デカルト 當時 『べモ ン ド』 (Le 

Monde 世界) ど 題す る 書の 著作に 從 事し、 コ ぺ ル 一一 クスが 地 勸說を 取， 9 て 世界の 成り 

立ち を 論じ 已に 完結に 近から む ビ せし が， カジ レ ォの 迫害 せられし を 聞き 之れ を 

祕 して 世に 示さ ざり き。 一千 六 百 三十 七 年 彼れ は 其の 朋友の 切なる 勸吿 に從ひ 

て 始めて 『ュセ 1、 フィ "ゾフィ ック』 (Essais  Philosophiques 哲學論 集) を 發刊 せり。 此の 

書 は 四つの 論文より 成れる も の、 そ の 第 一 は 『デ イス ク ， ル、 ド、 ラ、 メ ト ー ド』 (Discours  de 

la  m6thode 學術 硏究法 論) に して 是れ 彼れ が學問 上の 自叙 傳の 如き ものにして 其が 

哲學の 新 方針 を發 見して 之れ を 組織せ むビ する に 至れる 順序 を 述べた る ものな 

bo 而 して 第二 及び 第三の 論文 は 物理的現象 を 論じた る もの、 第 四 は 彼れ が數學 

上の 發見 W して 數學界 にも 其の 名聲を 留めた る 解析 的 幾何 學 なり。 超えて 四 年 

『メ ディ タ シ ォ. I ネ ス、， テ、 ブ リ 1 マ、 フ イロ ゾフィア』 (" Meditatioues  de  prisa  philosophia") を 

公に せ り0 是れ 彼れ が 書の 最も 主な る ものにして 其の 之れ を發刊 する に 先き だ ち 

, カッセ ン ディ 、ホウ ブス 等 を^め w し當 時の 有名なる 學 者の 批評 を 得て 之れ を 添へ、 

また 其の 批評に 封す る デカルト 自身の 答 辯 をも附 加して 之れ を 出版せ， 90 彼れ 


を 懸けた， 90 かくて 彼れ は ブラ ー グの攻 落 及び 匈牙利への 進軍に 與 h- し 後. 故 國 

佛蘭 西に 歸 りぬ o 彼れ が 家族 は 彼れ が 妻を迎 へて 官職に 就かむ こど を 欲したり 

しが、 彼れ の 志望 はこ ゝに 在ら ざり し を 以て 其の 家事 を 整へ 己が 所有 を賣 りて 學 

問の 爲 めに 再び 漫遊に 出で立ちぬ。 かくて 彼れ は 先き に 憑け たる 願 を 果たさむ 

が 爲め& レ ザ ト なる マリアの 廟に詣 で 後に 和 蘭に 居 を 卜して 靜 かに 自家が 生涯 

の 大事 業 V」 見定めた る學 術の 研究に 取， 5 掛かりた 彼れ の 和 蘭に 在る や 成る 

ベく 其の 住所 を隱 さむが 爲 めに 其の 居 を 移す こ VJ 十三た び、 ま た 彼れ が 故 國に直 

接に 文通 を 爲しゝ は 彼れ がラ、 フ レ タ シょ， o の 親しき 學友 メルセ ン ヌ へのみ な b 

き。 彼れ が 斯く和 蘭に 靜 かなる 生活 を 求めた る 原因の 少なく ども 一  W 見るべき 

は 成る ベく 學術 上の 意見の ために 累 され ざら むこ- y」 を 欲した るに あ h>o 當時學 

問 上の 新 意見 を唱 ふる は 決して 容易の 事に あら す、 羅 馬 敎會は 之れ に對 して 厳し 

き 監督 を爲 さむ w し、 ブ ル ー ノは已 に それが 爲 めに 燒か れ、 ガ リ レ ォは 表面上 其の 

說を枉 げた， 90 又 一千 六 百 十二 年 巴 里府の 年少なる 學者數 人ァ リスト- プレ ー ス 

の 物理 說に 反對 して アト ム 論を唱 へたり しゃ 羅馬 敎會は 其の 宗義 に反對 する 故 
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時の 學 問な、 るスコ ラ學の 組織に 從 へる 哲學 及び 物理 學 等を學 習せ り。 然れ ども 

彼れ は 其の こゝ にて 習得せ る 所 を 以てい W 不満足に 思へ bo 唯 だ 彼れ が 最も 好 

める は數學 な， 9 しが 此の 數學 に對 しても 一 時 は 興味 を 失 ふに 至れり。 これより 

後 彼れ は暫 らく 一  切學術 上の 事に 疑 ひ を揷み a 里 府に來 た， 9 し 後は當 時の 武士 

が 修めし 武藝に 專ら心 を 傾けて 學問を 抛擲した b しが 幾ば くもなく 唯 だ 外形的 

なる 生活に 厭きて 更に 沈思 冥想の 方向に 傾き 突然 獨り巴 里 府の靜 閑なる 處に返 

き 朋友に も 隱れて ありし i  二 年、 後 に また 廣 く 世間 を 知：， 5 實の 人間 を觀 察せむ ど 

思 ひ 立ちて 自ら 兵士. V.J な， 9 一 初め 先づ和 蘭に 行き 後 か の 「三 十年戰 爭」 の 起こらむ ど 

せる 時獨 逸に 於け る 兵士の 募集に 應 じ、 其處に てノ イブ ル グの兵 營に冬 籠もりせ 

る 時學術 研究の 新 方針に 就きて 豁然 悟る 所 ありたり 0 彼れ は 此の 新發 見の 日 を 

1 千 六 百 十九 年 十 一 月 十日な 記せり 0 俾の學 問の 新 方針の 彼れ が 念頭に 浮 

かぶや 卽 時に 其が 開 發に思 を 凝らし 其の 湧 起し 來たる 思想の 餘 りに 盛んな りし 

もの 

が爲め 一時 精神の 非常に 激昂した る狀 態に 陷 b 當夜は 奇異なる 夢を見 翌 B は 彼 

れの 思想の 更に 明らかにな りて眞 狸の 光. 明 を 得む こ V」 を 求めて 聖 a- マ リ ァに 願 


第一 二十 一 ま 早 デカルト (Lien6  Descartes) 


〔1〕 先き に カム パネル ラの哓 に 

るデカ ル トを 以て 近世 哲學に 於け る 

述 したる 新時代の 學問界 の 精神 即ち 

く 確 實に萬 事を考 へ 直さむ W い ふ 志 

而 して 通常 彼れ を 以て 近世 哲學 上の 

る は 彼れ が 新 哲學の 方針 を樹 て、 吾 

所に 立 脚し、 之 れ を根據 V」 して 次第に 

せむ VJ したれば な， 00 

デカ ルトは 一 千 五 百 九十 六 年 三月 三 

る o 生來 蒲柳の質、 幼少より 病が ちな 

はせ bo 其の 問 ふ 事柄の 常に 理窟に 

者 VJ 云へ， 9 きヾ j ど 0 ラ、 フレタ シ なる 


も又ホ タ ブ ス の條 にも 巳に 其の 名を揭 げた 

大 組織 を 立てた る最 一羽の 人 ビ なす。 上來叙 

從來の 思想に 依 傍せ すして 根牴 より 新ら し 

望 は 彼れ に 於いて 最も 大 なる 形 を 取りた. 5。 

一 大潮 流なる 究理 (又は 唯理) 學 派の 開祖ぐ」 す 

人の 意攀の 直接に 確證 する 疑 ふ ベ からざる 

究理の 步武を 進め 以て 哲學 の大 組織 を 建設 

十 一 口 佛蘭 西國ト タレ ー ヌの 門 閥の 家に 生ま 

b しか V- 已に 夙く 其の 才能の 非凡なる を 顔 

傾ける を 以て 彼れ が 父 は 彼れ を 呼んで 哲學 

ィ- ス イト 學 校に 入， 5 十 ペ歲に 至る まで &a 
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を區 別して 前者 は 縱、 橫， 深 の 三廣袤 のみ を 具へ 後者 は 第 ral 廣袤 を 具 ふ どせ り。 此 

の 故に 心體は 透徹 混入す る、 と を爲し 得れ ざ 不可分なる も の、 物 體は 分割し 得らる 

れ v> 透 入し 得ざる もの 也。 斯く考 へて モ ァ. I はホ ッ ブスが 吾人 は物體 以外の 實 

體を考 ふる 能 はす w 云へ る 論に 答へ む，、」 せり。 彼れ 以爲 へら く、 無 限なる 空間 は 

舯みづ から 具す る 性に して 吾人の 靈は只 だ 限り ある こさに 於いて 神靈 S 異なる 

のみ。 彼れ は 斯く廣 袤 を 以て 心 物 共に 凡べ て實體 ^云 ふべき ものの 具 ふる 所ミ 

なせる 外， ま た 活勸て ふこ- y」 を 以て 一 切 實體の 性 ビ 見做したり。 盖し 凡べ ての 實 

體は祌 より 出 づる靈 活の氣 を 以て 充た さるれば 也。 世界に 磅礴 たる 此の 靈氣 は 

無意識に して 丽 かも 能く 神の 目的に 循 うて 動作す る も の、 諸 物 間の 感應 及び 勸物 

界の 本能 等 皆 此れに よりて 說 明し 得べ し VJO 斯く モア ー が 心 物 を相對 せしめて 

其の 異同 を 諭せむ ど した る、 是 れ 旣に當 時世に 知られた る ダカ タトが 學說の 影響 

を 被， o たる もの 也。 哲學上 彼れ が 著書の 主なる もの は" Enchiridion  Metaphysicii ョ 及 

び " Enchiridiou  Ethiclls  "な h- (著作 全集 千 六 百 七十 九 年狻刊 )。 


然 主義なる 道徳 論に 對 する 攻搫 は先づ 最も 此 等の ブラト ー ン學者 等より 來 たれ 

ケ ムブリ ッデ なる ブラト ，ン學 者の 錚々 たる 者 は ラル フ、 カツ ドヲ ルス (Ralph  c-d- 

worth  j 六 一 七 —— 一 六 八 八) 及 びへ ン リ，、 乇ァ， (Henry  More  j 六 一 四 —— 一 六 八 

七) な hyo カツ ドヲ タス 主張 すら く 、具 狸 は 感官 以上の ものにして 神靈に 於いて 永 

恒に存 する も の， 吾 人 は 唯 だ 吾が 心 を 開いて 之れ を 受け 容る ベ きもの な bo ホ タ 

ブ スが謂 ふ 物 體界の 如き も是れ 亦單に 感官 上の ものに あら す、 物 體 てふ觀 念は旣 

に 整然たる 數理 上の 闥係を も合菩 する ものにして かの 組え す變 易す る. 感覺の 能 

く 形づくる 所に あらす。 道徳上の 原 狸 も數學 上の 眞锂. y」 共に 祌の 知性に 本 具せ 

る永恒 なる ものにして 神意 又は 人 意の 制定に よ， 9 て 始めて 成れる ものに 非す so 

力 ッ ドヲ ル スが 著書の 生なる もの は" The  T?l-ue  Intellectual  System  of  the  universe  " (千 六 

百 七十 八 年 出 版) 及 び 其の 死後 千 七 百 三十 一年に 發刊 された る " Treatise  concerning 

Eternal  and  Immutable  Morality  " な -oo 

へ ンリ ー、 モア ー は 一 切の 存在 物 を 以て 廣袤を 有する もの し 只 だ物體 w 心 鱧 VJ 
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界に 及ぼせる 影響 は輕 少なら ざり しが 而も 哲學 思想 上 は主ビ して ブラ ー ト ン學 

萎し く は 之れ^-新 ブラ， トン 學派を 通 ほして 觀 たる も の) に 依 傍し たれ ば、 其 の 所 

說は新 見地 を 開拓す る には與 りて 多く 力 あら ざ. 9 き。 斯 かる 流派の 思想 を 代 

表した る 者の 主なる はケ ム ブ リツ デの ブラト， I ン學者 名 づけら るる 人々 な bo 

ケ ム ブ リツ デ の ブラト ー ン學者 等 は 一 方に は ホップス の 自然 ま義を 排斥す るに 力め 

たる VJ 共に 又ビ ユリ タン 宗徒 等の 非哲學 主義に 反對 して 宗敎 及び 舯學の 事 を 吾 

人の 理性 もて 考 ふる を至當 なるこ vj ビせ. 9。 ぺ In ン 及び 殊に ホップ スは 其の 學 

術 上の 見地に 於いて 全く ピ ユリ タン 宗徒 等の 神學 思想 S 相容れ ざ， 9 しが、 宗敎ど 哲 

學 VJ を. 全 く 相 分離して 後者 は專ら 自然界の 硏究を 事 VJ する も の、 前 者 は 吾人が 理 

性 を 以てする 研究に は 毫も 係 かる 所な きもの W した， 90 ケ ム ブ リタ デの ブラト， 

ン學者 等 は 其の 何れに も 同意せ すして 哲學 S 宗敎 どの 一 致 を 保た む VJ せり。 彼 

等 は 又哲學 思想 を宗敎 上に 用ゐ るに もス コ ラ 風の アジ ス ト-プ レ 1- ス哲學 に據る 

こ ^をせ す、 又 殊に 中世 末期の 唯名論 的 學說を 排斥して 箏 ろ新ブ ラト， ン學に 其 

の 主要なる 思想 を 仰ぎ 隨 うて 祌祕說 の 傾向 を 具へ たり。 ホッ ブスの 唯物論 及び 自 


し 


て も 

に し 

の 最 

て 一 

1 な 

理 學 

其の 

し爲 

學術 

が 當 


みに すべく 嚙み碎 くべ からす。 別言すれば 道理 上 具 狸非眞 n 

にして 宗敎の 事に あらす。 斯く ホップスに 於い 

道理 心 を 以て 自然界 を硏究 する に 止まる もの 

屬 する もの どせられたり。 

〔七〕 ホウ ブス の 學說は 近世 哲學 史上 唯物論 

の、 彼 れが 思想 を 行る や 其の 唯 物的 論據 より 

行け. 9、 彼れ が 學說は 首尾よく 貫徹せ る もの 

は 其の後 連綿 どして 續 きたる 謂 は ゆる 英國 

に 其の 國家 及び 道 德の論 は 自然主義の 見地 

唱道した る もの どして 多くの 反抗 を 喚び 起 

究に大 刺激 を與へ たり、 其の 相繼ぃ で 現 はれ 

對 する 答 辯なら ぬ は 無き 有樣な b き o 

ぺ 1 コ ン 及び ホタ ブスに よりて 喚起され たる 

は 他の 流派の 思想 を 代表せ る もの ありて こ 


哲學は 吾 

て 宗敎 ビ 

も 早ぐ 明 

筋に 其の 

bo 又 彼 

硏究の 端 

結論，、」 を 

め に英國 

狸 學說は 

思潮の 外 

國の 其の 


れ 


し 


を 問 ふ は 

が 自然に 

全く 異な 

に發 表さ 

里. A3 侖 

の唱 へた 

を 開ける 

も 明瞭に 

於け る偷 

>d ら /\ ま 


に當 時英國 

時 及び 其の 


學 問の 事 

享有せ る 

る 範园に 

れたる も 

へ 向か ひ 

る 心理 說 

もの、 又特 

又 大膽に 

理 學の硏 

ホタ ブス に 

に 在， 9 て 

後の 精神 
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ばなら ぬ 事ど爲 すべから ざる 事 の 區域は 生す 0 若し 法律な くんば 善 惡の別 か 

る ゝ所唯 だ 各人の 欲する 所 VJ 欲せざる 所 VJ の 別に 歸 す。 蓋し 各人の 欲する 所が 

其の 者に 取 り て 善なる も の、 欲 せざる 所が 其の 者に 取. 9 て惡 なる ものにし て、 欲 す 

る 事 をも爲 すべから す、 欲 せざる 事 をも爲 さざる 可から や ビ謂ふ 道徳上の 法則 或 

は 命令 は 存在せ す o 此の 如き 法則 又は 命令 は 法律 あり て 後に 在る ものな り VJO 

但し ホ タブ スに從 ふ も 法律 以外に 各人に 取りて 自然に 善なる こ vjw 不善なる こ V」 

ど の區別 全く 無き にあら す。 例へば 暴飲暴食 は 我が 健康 を 害 ひ 自衛の 道に 適 は 

ざる もの なれば^ 律の 有無に 拘ら すして 不善 事な， 50 唯 だ 彼れ に從 へば 社會的 

關 係に 於け る 正邪 善 惡の區 別 は 法律の 栽定 によ b て 始めて 成立す VJ 云 ふなり 0 

法律、 隨 うて 道 德の濁 源が 主權 者の 所定に 在る の みならす 彼れ は， また 須 らく 其が 

絕對の 權カを 以て 國敎 を定 むべ し。 國敎は 畢竟 國 家の 安寧 を 保持せ むが 爲 めの 

用 具 に 過 ぎ や、 故 に 臣民 は 凡べ て 國敎を 奉すべき もの 也。 但し 道理 上 宗旨 を 信す 

る ど 否- y」 は 別 論な， 9。 そ は國敎 V」 して 凡べ て 臣民の 守るべき は國家 保存に 必要 

なる 形式 上の 所作に 外なら ざれば なり o 故に 宗旨 は猶ほ 九藥の 如し 之れ を 丸 呑 


本 的 欲求に 從 ひて 行動して 他 を 顧みざる 者なる が 故に 其の 原始の 狀態は 決して 

ァリ ス ト-ブ レ ー ス 及び グ 0 1 チ クス 等の 云へ るが 如く 社會 的の ものに 非す して 

寧ろ^: 人 を 慰 V」 する (J3ellllln  omllllml  contra  omnis) 状態な hyo 

され V- 斯く萬 人が 萬 人 を 敵 vj する 狀 態に 於いて は. 吾人 は 少しも 安寧なる 生活 を 

營 むこ w 能 は や、 か くて は 却って 自己の 保存に 便利なら ざる を 覺. る に 至る。 是に 

於いて か 人類 は 其の 根本 性なる 利己心に よりて 遂に 安寧の 必要なる こ- yj を發見 

せり。 然るに 安寧 を-保 たむ に は 互に 自然に 有する 絕對の 自由 を 制限して 他 を 害 

せざる こ，、」 を 約せ ざる 可から す、 而 して 件の 約束 を實 行して 全體の 結合 を 保た む 

に は 全體の 上に 立ち 絕對の 權カを 有して 破約 者を罸 する 主權 者な かる 可 か らす o 

是に 於いて 人類 は國 家の 必要 を發 見せ， 9。 一  國 家の 主權は 全體の 上に 絕 對の權 

力 を 有する 者に して 臣民 は 皆絕對 の服從 を篛務 S せざる 可から す ビ 、是れ 即ち ホ 

タ ブスが 當時 政治 上の 動搖 甚だし からむ W せる 英國の 政治 界に 在りて 主張した る 

專制 主篛な 

彼れ 以爲 へら く、 新 く國 家の 主權者 立ち 其の 制定した る 法律 ありて 始めて 爲 さね 
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心 作用 VJ いふ は 言語 を 取， 9 扱 ふ 作用な， 00 判定 VJ は 言 語お 繋ぎて 其の 合 ふか 合 

はざる か を 見る を 謂 ひ、 推 論 ビ は 判定 を 連結せ しむる を 謂 ふ。 吾人の 名 づけて 理 

性 (reason)  w いふ は 作り 設けた る 這 般の 記號即 言 語の 結合す る 作用に 外なら す o 

〔四〕 人間 は 外物に 接して 之れ を知覺 する ビ 共に 又 快 不快の 感をも 起こす。 

而 して 此等快 不快の 慼に加 へ て そを豫 期す る 念の 加 はるに よりて 欲求 及び 嫌惡 

のこ、 ろ を 生 じ、 ま た 愛惜の 念 を 生す 0 凡そ 吾人の 行爲は 欲求に よりて 起こる も 

のな， 50 若干の 欲求 相爭 うて 其の 中 最も 强 きものの 勝 を 制した る を 意志. yj 名づ 

く。 故に 意志の 判斷は 自由なる ものに あら や、 其 の 欲求 相爭ふ 機械的 作用に 因り 

て 決せら るる は猶ほ 物體の 現象が 機械的 必然の 作用に 從 ひて 生やる が 如し。 

〔五〕 ホップス の 倫理 說 及び 政治 論 は 一 稲の 特色 を帶 びた る ものにして 當 時の 

思想界に 大なる 反抗 を 喚起し. た bo 彼れ は 吾人が 自然に 具 ふる 欲求 を 本 どして 

道德を 論せ む S しき。 以爲 へら く、 吾 人に 取， 9 て 善き もの は 吾人の 欲する ものに 

外なら や、 而 して 萬 人の 侔 しく 有する 根本的 欲求 は 自己 を 保存す るこビ にあり。 

故に 自存 自衛 は 吾人に 取りて 第一に 善き ものな， 50 而 して 人間 は 自然に 其の 根 


しめたり o 

ホタ ブス の 哲學は 三部 門 を 以て 成る。 第一 部門 は 通常 謂 ふ 所の 物體を 論す る もの 

即ち 物 狸の 學な り、 第 二部 門 は 人間 を 論す る も の、 第 三 は 人間の 相 集まりて 結成す 

る 國家を 論す る もの 也 0 

〔三〕 こ、 に は ホップ スの物 狸 學を陳 ぶる 必耍な し、 吾 人の 注意 を價 ひする は： g 

の 人間 及び 國 家の 論な， 50 人間 論の 中に 就き 最も 注意すべき は 心理-の 論な bo 

彼れ 以爲 へら く、 外物が 吾人の 感官に 印象 (impression) を與 へ而 して 件の 印象が 心臓 

に傳 は， o てこ ゝに 知覺を 生す。 色聲 香味 觸 等の 慼覺は 外物に 具 はれる ものに あ 

ら やして 生觀 上の ものな り 二 旦 生起した る感覺 の尙ほ 其の 痕跡 を 止めた る 之れ 

を 記憶 VJ いふ o 記憶の 集積した る もの 及び 之れ を 基 W し 類 を 以て 推して 將來を 

豫期 する こど を 相 合した る もの 是れ 即ち 吾人の 經驗 ど名づ くる もの 也 0 

吾人の 心 作用に 極めて 肝要なる 關係を 有する は 言 語の 能力 な り。 言 語 は 吾人の 

經驗 したる ものの 中、 相 似た る もの を 纏めて 之れ に與 へたる 者の 符號 な， 90 通性 

は 吾人の 作り 設けた る もの 即ち 言 語 に 外なら す o 吾人が 通常 名 づけて 高等なる 
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切の 知覺 作用 は 起こらざる べし W 云 ふこ W を 思 ひ 得て 爾後 一 心 不亂に 物 體の運 

勸に のみ 其の 思索 を 注ぎたり ど。 而 して 茲に 彼れ は 其の 哲學の 根本 思想 を 得 

たるな う。 彼れ に從へ ば、 凡 ベ て 存在す る もの は 物體な り、 凡 ベ ての 出來事 は物體 

の 蓮 動に 外なら す 0 謂 は ゆる 心的 現象 も 究竟 すれば 物體の 運動な. 90 而 して 物 

體の 運動 は 機械的に 必然なる 因果の 關係を 以て 生起す る もの 也。 哲學は 此の 物 

體の 運動 を 論す る も の、 委 しく 云へ ば， 其 の運勸 によりて 現象の 原因 を說 明し 又 其 

の 原因に よりて 現象の 生やる 所以 を說 明す る もの、 卽ち 結果より して 原因 を 推し 

原因よ， 5 して 結果 を 知る もの 也. 而 して |i ふ ビ ころ 原因 結染も 共に 物體の 運動に 

外なら やぐ JO 斯く考 へて ホップス は 哲學上 吾人の 考 霰し 得べき 範圍 内の 一切の 現 

象 は 皆 機械的に 說 明し 得べき ものな bv」 し 一 切の 問題 を物體 及び 其の 運動より 

演繹 的に 考索 せむ W せ， 90 是れ 即ち ♦ カリ レオの 物理 說を 以て 滨繹 的學 術の 基礎 

ビ なさむ^し たる ものな り 0 彼れ 曾て 偶然に も オイ クライ， テ ー スの 幾何 學を得 

てこ、 に 演繹 的學 術の 好 模範 を發 見した， 9 ビ云ふ 0 彼れ が 哲學的 思索の 專ら演 

釋 的に して 數學を 重んじた る こざ は 彼れ をして ぺ ー コ ン w 大に 其の 趣 を 異にせ 


ョ及 本哲ポ 
部び 思學プ 
門 其 想の) >> 
-の 、根ス 


ホップ スが 著書の 主要なる もの を擧 ぐれば 千 六 百 四十 年 " Elements  ot  Law,  natural 

ami  Politic" を 作 b( 此 の 書 は 公に せで あう しに 十 年の 後 著者の 承諾な くして "Hu- 

man Nature  "及び " De  Corpore  Politico  " ビ 题 する 二 書に 分かちて 出版 せらる) 千 六 ぼ 

四十 二 年" De  Give  "を 著 は す (千 六 百 四十 七年增 補す )0 此の 書 は" Elc ョ euts  of  Law  " の 

終 は， o の 部 を 改作して 獨 立の 一 書 w したる も の、 是 れ 即ち ホタ ブスが 哲學 組織の 第 

三部 gj を 成す ものな KVO 千 六 百 五十 一 年" Leviathan,  or  the  Matter,  JTorm  and  Power  of  a 

Oo ョ monwealth  "を 著 はす。 千 六 巨 五十 五 年 " M>e  corpse  "を 公に す、 是 れ 彼れ が 哲學の 

第一 部門 を 成す， ものな >0 千 六 百 五十八 年" DeHomine" を 公に す、 是れ 彼れ が哲學 

の 第二 部門 を 成す ものな り。 此の ニ書ミ 嚮に著 は したる "De  Give" を以 て ホッ ブス 

の Elementa  l)hllosophlae  VJ す c  ft 

〔二〕 偉へ 云 ふ 、ホップス 曾て 巴 里に 在り、 一 日 其の 地の 學者等 W 會談 した h- し 時 

感官の 知覺の 何たる かに 關 する 問題の 提出され しに 其の 座に 之れ を 解释し 得る 

者の なかり しかば 彼れ 此の 時より 切う に 此の 問題 を考 索し て. 竟 に 若し 物體 全く 

靜 かにして 又 其 を 形成す る 部分 聊か も移勸 する こ W 無くば 一切 の 辯 別、 隨ぅ て 一 
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然科學 の 硏究に 其の 心 を 注ぎた， 90 巴 里に 在りて は デカルトの 親友なる メルセ 

ン ヌ 及び ガ ッ セン ディ 等 ど 相 來往し 自國に 在. 5 て はべ， コ ン VJ 相識り、 また 其 の 

曾て 以太 利に 行きし 時には 多分 ガリレオ VJ 相會 した， 9 しなら む 0 千 六 百 三十 七 

年英 國に歸 りて 後、 其 の 開發し 得た る 思想 を 組織し 其が 學說 を傳ふ べき 著述 を 成 

就せ むこ どに 著 手せ bo 千 六 百 四十 年議會 が王權 黨を窘 迫し 初めむ する ゃホ， 

ブ ス 其の 危害の 己が 身に も 及ばむ こど を盧. 9 國內の 紛擾 を遁れ て佛蘭 西に 行き 

こ ゝに靜 かに 其の 學を攻 むる 地 を 求め た， 5、 盖し 彼れ は自國 に 於け る 非 王 權黨が 

上下の 安寧 を亂 さむ こ S を 憂 へ旣に 之れ に對 する 自己の 意見 を 吐露し たれば な 

KV.O 然るに 其の後 其の 國家論 を發 表した る 名著 r リ ヴィァ サン』 の 故 を 以て 彼れ は 

加 特カ敎 徒 及び ュ ビ ス コ パ ル かたぎの 王權黨 に容れ られゃ 其れが 爲 め英國 王子 

(後の 英王 チヤ— ルス 第二 世.) の 師 傅た る 位地 を 失 ひ 千 六 百 五十二 年英國 に歸れ り。 

爾後 只管 其が 著作の 完成に 從亊 し、 又 王朝の 復與 する に 逢 ひて は國王 チヤ 1- ルス 

第二 世の 厚遇 を 受け、 千 六 百 七十 九 年 九十 一 歲の 高齡を 以て 歿せ bo 彼れ は 終生 

娶らゃ o 


に歸 せむ W する 近世 學 術の 傾向 はこ ゝに 於いて 十分なる 意識 を 以て 進み 來 たれ 

bo ガタ レオの 機械的 說明を 廣く諸 極の 現象に 應 用して 一の 大膽 なる 哲學 上の 

バ 組織 を 立てた る 者 を 英吉利 人 トマス 、ホップス VJ す。 

第三 十 章 トマス、 ホ r フス (Thols  Hobbcs) 

. ^  鳴 あ.  及び 其の 論敵 ， V <i 

^0  〔一〕 ホタ ブス は 一千 五 百 A 十八 年 四月 五日に 生まる、 父 は 一 牧師な り。 おの 生 

まる ゝゃ 恰も 西班牙が かの アルマ， ダを 浮かべて 將に英 國を驟 たむ S する 由 聞 

一 こえ わたり 擧國 人心 掏々 たりし 時に 際せり。 彼れ 十五 歲 にして オック スフ *^ ド 

に 入， 9 ス コラ學 者の 敎へ來 た. 5 たる アジ スト- プレ ー ス 風の 論狸學 及び 物 狸學を 

脩め たれ ども 多く 之れ に 趣味 を感せ す、 然 れざも 此の 時に 於いて 彼れ がかの 中世 

紀の 末葉に 起こりた る 唯名論に 得た る 所 少なから ざ， o- しこ- yj は蔽 ふべ からす。 

其の後 力. ユン ディ シ 家に 師傅 たりし 故 を 以てしば ？ (, 歐洲 大陸に 旅行し 特に 佛蘭 

西に は 久しく 其の 足 を 留めて 當時 知名の 學者 等、， j 交 はり 文學 及び 學 術、 數學又 自 
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く は あら す、 須 らく 其の 事柄 を迎 ふるに 法則て ふ 観念 を以 つてす ベ し、 觀 察した る 

個々 の 事柄 を 法則に 纒 むる こ VJ 是れ 吾人の 知識 作用な， 90 而 して 物 狸 現象の 法 

則 は 畢竟す るに 之 れ. を 物體の 部分が 運動す る關 係に 求めざる 可から す 0 吾人が 

物體に 就きて 感覺 する 感官 上の 性質 は主觀 的の ものにして 物體 そのものの 具す 

る 所 にあら す、 物體 其の 物に 於け る 變動は 其 を 成せる 部分が 其の 場所 を 移す VJ 云 

ふこ ざの 外に あらす。 故に 物理現象の 原因 を 探る VJ いふ は先づ K の 現象 を物體 

部分の 運勸に 分析し 而 して 其の 各部 分の 運 勸の相 集まりて 數學上 生すべき 結果 

W 見て 其の 現象の 生起 を 了解す る 謂 ひなり VJO  ，へ， コ ン が歸鈉 法の 主眼 は 現象 

の フ *1 ム ^探求す るに 在りし が ガリ レオの 硏究法 W する 所 は 數理上 定め 得る 運 

動の 最も 單 一 なる もの 換言すれば 運動の 單元を 分析し 出 だす こ W に 在 hNO 故に 

ガリ レ ォに 於いて は 物理現象の 原因 ど いふ 事が 新鮮なる 且つ 明瞭なる 意義 を 有 

する こ s  W な り、 運 動學の 原理に 從 へる 近世 學 術の 物理的 說 明の 根本主義 は 彼れ 

によりて 明らかに 說き出 だされた るな う o 彼れ 以爲 へら く、 數 學上 明らかに 定め 

得る 限り 吾人の • 知識 は 達する を 得る ものな り VJO 性質 上の 區別を 分量 上の 區別 


一 に 透徹したる 所に して、 一 言に して 云 は ば、 物 界、 社 會. 人 心に 關 する 一一 切の 自然 科學 

的 硏究の 新 现想は 彼れ によりて 意識され たり ど 謂 ふべ し。 彼れ は 中 世紀の 末に 

起こりた る宗敎 ビ 學問ビ を 分離せ しめむ VJ する 思想 を傳 へ て 吾人が 自然に 具 ふ 

る 道理 心 を 用ゐて 得る 知 fi ビ 天啓に よりて 得る 知識^ を 全く 區 別し 一 は 他に 係 

一 る ものなら す VJ せ り0 

ひ J き jJ  〔八〕 上述せ る 如くに ベ ー コ ンは 近世 學 術の 歸鈉的 硏究 法を說 かむ ビ したら 

理カ 研究 \ 

法。 \ しが 其の 說き 洩らした る 最も 大 なる 一 點は 數學の 必要な りき。 彼れ は數 學を應 

用して 一切の 物理的現象 を 分析し 以て 其の 起これる 所以 及び 法則 を定 むる 必耍 

に 著 目せ ざ， 9 き 0 此の 點に 於いて 最も 善く 近世 物理 硏究の 著 眼點を 明らかにし 

得た b し は 

\  ガリ レ 方、 ガ リ レイ (Galileo  Galilei 一  五六 四 —— 一 六 四 二) 

な. 90 彼れ 說 いて 曰 は く、 吾 人の 知識 作用 は^ づ觀察 即ち 經驗を 以て 始まらざる 

ベから す、 而 かも 唯 だ 個々 の 事柄 を舰 察する のみに て 學狸的 知識の 形づくらる ベ 
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へば) 畢竟 實 用に 在り。 知識 は 即ち 力なり o 以爲 へらく、 自然 を 使役せ む ど 欲せば 

先づ 之れ に隨 順せ ざる ベ からす、 自家の 空想 臆測に 走らす して 自然の 法則 を 知ら 

ざるべ か ら す、 自 然界の 法則 を 知る MJ によ， 5 て 能く 自然力 を 使役し 利用す る を 得 

べし so 先き に 過渡 時代の 秘術 的 思想に 於いて 天然 界の 祕密に 探. 9 入りて 之れ 

を 用 ねるべし ビ 說け るが 如き 漠然たる 思想に 代へ て 精密なる 科學的 (歸鈉 的) 研究 

を 以て 天然の 法則 を 確かめ 之れ に從 ひて 能く 天然 力 を 用ね 得べ し W いふ 理想 は 

ベ— コンの 明らかに 意識せ し 所な りき。 而 して 是れ當 時の 思想界の 大志 望を揭 

げたる もの 也。 人間 はかくの 如き 力に よ， o て 偉大なる 事業 を 爲すこ を 得べ く、 

また 之れ によりて 吾人の 生活 を 改良して 人生に 幸福 を來 たし 得べ しビ いふ 新 希 

望、 新 信仰 を 以て 充ち滿 ちた る 時勢の 聲 がべ ー n ン によりて 發 せられた る 也。 

〔七〕 ベ， コ ンに 於いて は 哲學は 即ち 自然界の 硏究な bo され ざ 謂ふビ ころ 

自然界の 硏究は 唯 だ物界 にの み關 する ものに あらす。 精神 作用に 係る 事 相 (社 會 

的 及び 心理的 現 象) の 知識 も 亦 自然 科 學的歸 納法を 用ゐて 始めて 確實 にせら る ベ 

し W 云 ふこ W 是れ已 に 彼れ が 腦裡に 浮かべた る 所な bo 是れ 彼れ が 眼光の 遠き 


莫、 夥多の 事實を 蒐集せ るの みに て 其の 事實が 何故に 然る か を 對究 せす ば 未だ 確 

實 なる 法則 を發 見したり^ 云 ふべ からざる 事 は 彼れ の 能く 看取せ る 所な， 00 然 

らば 斯 くの 如き フォ ー ム (例へば 温 熟の ム) を發 見す る 道 如何。 ぺ In ン說ぃ 

て 曰 はく、 先づ温 熟の 存在す る數 多の 事物 を 集めて j の 表 を 作り 之れ を 積極 品，、 j 

な し、 次 ぎに 温熱の 存在せ ざる 事 物、 伹 し 成る ベく 積極 品に 似て 唯 だ 温熱な き點に 

於いて それ VJ 異なる もの を 集めて 第二の 表 を 作り 之れ を 消極 品ヒ なす o さて 又 

溫 熟の 多少に 順 ひ 種々 の 事例 を列擧 して 第三 表^すべし。 斯 くして 第一 表の 積 

極 品 中に 存在す る ものより 其の 第二 表に 通す る もの を 除き 去 b. 、又 第三 表に 於い 

て は 温 熟の 多少に 比例して 多少 を爲 さざる 者 を 引き去る ベ し、 そ は 此等は 皆 温 熟 

のフ *， ム W 見る ベ きもの ならねば 也。 浙 くして 温熱の フ *， ム ならぬ もの を 除 

却し 行かば 遂に それ，、」 兒 ざる 可から ざる ものに 到達すべし- yjo 之れ をべ ー n ン 

の說 ける 歸鈉的 研究 法^す。 

〔六〕 吾人 は 期 かる 歸納的 硏究法 を 以て 自然界 を 探らざる ベから す。 され V」 

吾人が 斯. くして 自然界 を 探りて 確實 なる 知識 を 得む どす る 目的 は (ベ 1 n ン に從 
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る こ VJ によりて 成す を 得べ し、 而 して 之れ を戯 めた る もの是 れ 一 llstol-la  iiaturalis な 

hyo ベ ー コンは 自ら 此 等の 事例 を 集めむ ど したれ V- も 彼れ が此等 蒐集の 淵源 を 

なせる もの は 多く は 書籍な りき。 

事例の 蒐集に 次ぎて 吾人の 爲す ベ き は 其 を解釋 する こビ (i-lt2.  一  3 き tic) な り。 解釋 

VJ は 一 現象 をして 爾 あらしむ る 所以の 者を發 見す る を 云 ふ。 自然の^ 物 は糨々 

の 性質に よ， 9 て 成 る、 例 へば 温 熟の 如き は 一 褪の 性質に してべ ー コ ンの 所謂 ネチ 

ュ ァ (nature) な り0 試みに 溫 熟- yj いふ 性質 を解釋 せむ には須 らく 其 をして 爾 あら 

しむる 所以の もの を發 見すべし。 ぺ， コンは 中世 紀哲學 より 傳來 せる ァ リスト 

-プ レ ー ス學 派の 用語 を 用ね て 之れ をフ *， ム (？ s)  VJ 名 づけたり。， フォ ー ム (相) は 

1 性質 又は 一 現象 をして 爾 あらしむ る 所以の ものなる が 故に 其の 性質 現象の 在 

る 所必ゃ 之れ あ り、 之 れ ある 所必ゃ 其の 性質 現象 あ り0 フォ〜 ムの 多く 在る 所に は 

其の 性質 亦必ゃ 多く 存 し、 其 の 少なく 存 する 所に は 其の 性質 亦必す 少なく 存 す。 

ぺ ー コ ンは 此の フォ 1» ムを名 づけて 法則 (law)  VJ も 云へ bo 新く 樣み、 に は 言 ひ 做せ 

れざ 彼れ がフ *1 ム をい ふや 未だ 全く 中世 以來の 思想 を脫 却せ ざる 跡 歷然た り、 遮 


自然 科學の 一 大 主義に して アリス トク レ ー スの 用. Q たる 目的 觀上 の說明 どは大 

に 其の 趣 を 異にせ. 9。 ぺ ー コン は斯く 先づ諸 嵇 の 先入. を 去り 虛 心平氣 にして 新 

たなる 知識の 組織 を 立てむ こ W を 要求せ り o 

〔五〕 次ぎに ベ， コ ンは 在來の 知識 を 以て 滿 足せし むる こ vj 能 はざる 學 問の 

新 理想 を揭げ 其が 如何なる 部分の 又 如何なる 種類の 硏究 によりて 組成 せらる ベ 

きか を說 き、 次 ぎに 其の 如き 理想に 循 へる 學 術の 硏究 法を說 け， 90 ぺ ー コンの 所 

說に 於いて 特に 吾人の 注意すべき は 此の 研究 法な う。 彼れ 先づ說 いて 曰 は く、 五 n 

人の 依據 すべき は 經驗な b  、凡 そ學 術の 硏究は 多くの 事實 を經驗 する に 出立し 而 

して 漸次に 此 等の 事資に 通す る 法則 を發 見せ まくす る 歸納法 (induction) に 依ら ざ 

るべ からす ど。 是れ 彼れ が ァ リスト タレ， ス 及び ス コラ學 者 等に 反對 して 形式 

論理 を 新 知識の 開發に 無用なる もの S 視而 して 之れ に對 して 說 きたる 謂 は ゆ 

る學 術の 一, 新 機關」 なり。 

歸納的 研究 を爲 さむに は 先 づ事實 を 蒐集せ ざるべ から や、 此 等の 事 實是れ 即ち 歸 

鈉の據 る ベ き 事例 (iustautiae) なり o 事例の 蒐绻は 自然界に 生起す る 事柄 を 平 叙す 
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得た るが 如く 思 ひ、 言 語の 存 する あれば 其が 表 はす 實物も 亦眞に 存在す るかの 如 

く 思 ふ を 常 VJ す 0 され ざ 此の 如き 書籍 的 知識 は 眞實の 知識に あらす。 具 知識 を 

得、 眞 學問 を爲 さむに は 光 づ實物 を 観察し 自然界 を硏究 せざる ベ から や。 第三に 

去るべき は 個人 各自の 性癖な bo 吾人 は 各自の 性癖に 循 ひて 狹隘儡 癖なる 獨斷 

の 見に 執し 易 し、 是 れ 恰も 己が 棲む 穴に 閉ぢ 籠もりて 其の 他 を 顧みざる が 如き 過 

な h-VJ てべ ー コ ンは 之れ を 洞窟の 偶像 (ヨ da  specus)  VJ 名 づけた hNO 各自の 性癖の 

影 饗する 所 かくの 如き 偏見 を 生じ 易き が 故に 吾人 は必ゃ 他人の 經驗を も 考察し 

て廣く 比較的 硏究 を爲 さざる ベから や o 第 四に 去るべき は 凡そ 人間の 性賀 上な 

ベて 有する 頃 向に してべ， コ ンは 之れ を 人類の 偶像 (idola  triblls)  W 名 づけた， 90 其 

の 中 最も 著大なる は 吾人が 目的 を 追 ひて 萬 事 を 行 ふより 推して 自然界の 出來事 

も 亦 恰も 何等^の 目的に 向かって 生起す る ものなる が 如くに 觀る こど 是れ な. 90 

然るに 此の 目的 觀は眞 に 自然界の 現象の 生起 を說 明す る 所以の 道に あら す、 自 然 

界の事 は畢凳 原因結果の 機 制 的 關係を 以て 解釋 せざる ベから や かく 目的 上 

よ， C 自然界の 現象 を觀 やして 全く 璣制說 の 上より 之れ を考 ふる は是れ 即ち 近世 


去らざる ベから す。 固よ ベ ー コ ンを懷 疑 論者 どい ふこ w 能 は ざれ Vj も 一 切の 

先入 を 去りて 全く 新しく 確 實に考 へ 直さざる ベ からす ど 論せ る點に 於いて 彼れ 

*JV ろが まへ 

が舊超 想に 對 して 懷疑 的の 心 構 をな せ， 9 どい ふ は 不可な かるべし o 彼れ は 吾人 

が 學術硏 究の途 に 上る に當 た， 9 須らく 去る べき 先入 ビ して 四つの 事柄 を 舉げ之 

れを イド ー ラ (idola) 即ち 偶像 ど 名 づけた， ONO 以爲 へら く、 此 等 は 吾人が 自ら 造 

設けて 尊敬 を與 ふるもの なれ V> も 畢竟 吾人の 忘 想に 外なら や wo 彼れ が揭 げた 

る 四 個の イド ー ラの第 一 は、 其 の 劇钹の 偶像 (idola  theatri)  VJ 名 づけた る ものにして 

古來言 ひ傳へ 語り 繼 ぎて 世間 一 般に 信せられ たる 傳說等 を 措せ， OSO 以爲 へらく、 

總 じて 昔よ ，0 言 ひ傳 へたる 古人の 敎說等 は 一種の 權威を 有する もの W せられ 吾 

人 は 之れ を 考査せ やして 受け 容るゝ 傾向 を 有す、 是れ學 者の 第一に 去るべき イド 

1 ラな， 吾人 は此 等の 体說 典故に 依 傍す るに 代へ て 谷！ 自ら 我が 知見に よ， 9 て 

事理 を 精 察考 究 せざる ベから やど。 第二に 去るべき は 人々 の 交^に 起こる もの 

にして 之れ を 市場の. 偶像 (i<iola  fbri) ビ名 づけた， 00 其の 中最 も大 なる も の を 言 語 

どす。 吾人 は 言 語 を 以て 實物 VJ なす 傾向 を 有 し、 言 語 を 知れば 巳に 奧實の 知識 を 

西洋 學史 近世 哲學 第二 十九^ 近世 學 術の 濫觴  11 二 


く 根牴ょ b 革む るの 必要 ど を 認めたり。 是を 以て 彼れ は 切， o にス コラ學 風を彈 

訶し中 世紀に 行 はれたり し アサ ス トテ レ ー ス 風の 論理 即ち 三段論法 を 以てする 

演繹法 をば 吾人が 知識の 擴 張に 於いて 價値 なきもの w 見、 ァリ ス ト-プ レ， ス が學 

術の 舊機關 『ォ ルダノ ン』 に對 して 新 機 關を說 きた 是れ 即ち 其の 『ノ ー グム、 ォ ル ガ 

ヌム』 なり。 彼れ に 於いて 新學 問の 精神 は 伊太利の 自然 哲學者 等に 於け るよ. 5 は 

更に 明瞭に 更に 組織的の もの どなれり。 其の 功績 は新學 問の 組織 を 建てた るに 

在る よ， 9 も 寧ろ 自然 科 學の新 理想. yj 新 研究 法 VJ を揭 げたる に 在り o 彼れ が 自然 

界に關 する 實 際の 研究^て は殆ん ざ 一 も 見る べき 者な く 其の 蒐集した る 事實上 

の 知識 は槪 ね從來 存在せ る 書籍 等に 據れ り、 また 其の 實際 用ゐた b し 思想に も 中 

世紀より 傅來 せる 者 少なから す。 斯 くの 如くべ ー コンは 實際學 術の 硏究 により 

て 新しき 天然の 法則 を發 見せし にも あらね ば、 ま た 新 經驗的 哲學の 組織 を 成せる 

にも あ. ら す、 其 の 功績 は專ら 自然 科 學の歸 納的硏 究法を 明らかにせむ ど 力めた る 

に 在り。 此の 意味に 於いて 彼れ を 近世 學 術の 祖な h-VJ い ふ、 固 よ， 5 不可な し。 

〔四〕 ベ ー n ン 以-爲 へ ら く、 確實な る 知識に 達せむ に は 吾人 は先づ 古き 先入 を 


の 基礎 を 開ける ものな， oso 

〔二〕 已に テレジオ、 力 ム パネル ラ 及び 懷疑學 者 等 は經驗 主義 を 主張して 吾人 

の 知識 は 經驗を 墓 礎 ど すべき 者な り S 說 けり o され ビテ. レジオ 等は斯 くの 如く 

說 きながら 其の 實 際に 爲 せる 所 を 見る に 想像に 走り 一 躍して 純理 哲學 論に 飛び 

上がる こビに 躊躇せ ざ りき。 畢竟 彼等 は 未だ 經驗的 研究の 何たる か を 明瞭に 自 

識 せる 者に あらす。 此の 經驗的 硏究法 を先づ 最も 明らかなる 自識 もて 說き出 だ 

せる は 

フランシス、 ぺ 1 コン (Frauds  wacon 一  五六 | —— 一六 二 六) 

なり o 是れ卽 ち 彼れ が 近世 學 術の 歷史に 重要なる 位置 を 占む る 所以な り0 ベ， 

コ シ の 著書 中 最も 肝要なる を " Essays  "(f. 論 文 集. |>"  Advancement  of  Learning  "(「 學 問の 進 

步』 彼れ 後に 之れ を拉 1J 語に 移し 且つ 敷衍して "_0®  Diguitate  et  Augmentis  Scieutiarum  " 

<yj 邀 し き) 及 び X  Novum  Orgiuiuai ^  ,JJ す o 

〔三〕 ぺ 1 コ ンは 明らかに 在來 の舊學 問の 信憑す るに 足らざる こ 其 を 全 

西洋 哲學史 近世 哲學 第二 十九 草 近世 學 術の 濫觴  二 九 


^研濫 の s 
° 究ゅ舞 世 
法 及 鍪 學 
のび 、術 


11 八 

第二 十九 章 近世 學 術の 濫觴 

〔一〕 前章に 述べ た， る 過渡 時代、 他の！ r:i にて い へば 文 藝筏興 時代 (即ち ヒ ユマ 一一 ス 

ト 時 代) に 於け る 思想の 舞臺 は專ら 伊太利 次いで は獨 逸な りき 0 然るに 其の後 羅 

馬敎會 が. フ P テス タ ン ト敎の 勃興に 對し 自衛 策 を 講じて 益，. 其の 主張 を 固く した 

る^ 共に 內 部の 改良 を 行 ひて 其の 勢力 を强 めた る 結果 VJ して 新學術 思想 勃與の 

氣運は 伊太利に 於いて はおの づ から 抑 壓 せらる、 こ- y」VJ な り、 獨 逸に 於いて は 宗 

敎 改革に 次いで 起こりた る戰举 によりて 一 時學 問の 衰頹 を來 たした るが 爲め近 

世 哲學當 初の 舞臺 は英吉 利、 佛蘭西 及び 自由 制度 を 布き て 大に 思想 信仰の 自由 を 

與 へむ どした る 和 蘭な りき。 謂 は ゆる 經驗學 派 を 成す に 至りし 學 銃の 濫觴 及び 

發達 は專ら 英吉利に 於いて 見る こ， yj を 得べ く而 して 他の 大潮 流なる 究理 學派は 

佛蘭 西に 起こり 其の 舞 臺は延 いて 和 蘭に 及べ， 90  , 

こ、 に は先づ 究理 派 並びに 經驗 派の 哲學 上の 組織の 成立す る 以前に 於け る 近世 

學 術の 濫觴 殊に 其の 研究 法 上の 論を述 ぶべ し。 是れ 即ち 近世 謂 は ゆる 自然 科學 


究 法の 明瞭なる 意識に 始まれり o 新 硏究法 VJ 新學 問の 理想 VJ を 明らかにする こ 

VJ によりて 近世 哲學の 一 大新 時期 を 開く に 至れる は 恰も 希 臘哲學 に 於いて ソ ー 

クラ- プ ー ス によりて 新 時期の 開かれた りしに 比すべし o 而 して 其の 如き 研究 法 

は 要するに 確實 なる 出立 點に 起こりて 確實 なる 知識 を 造る こどに 存 すれ Vj も 謂 

ふビ ころ 確實 なる 方法に ニ途を 分かつ を 得べ し o 即ち 一は 確實 なる 根據に 立脚 

す VJ いふ こど をば 吾人が 實驗 する 數 多の 外界の 事實を 蒐集し 觀 察する にあり ど 

する もの、 一 は 謂 ふ w ころ 確實 なる 根據を 吾人が 意識の 確實 なる 證 明に 求め 意識 

に 於いて 直接に 確實ビ せらる ゝ 所 を根據 W し 之れ よりして 锂を究 め步を 追うて 

進み ゆく を 要す w する も の、 是 れなり o 後者 即ち 意識の 直接の 證 明に 根 據 する こ 

vj は已に ァクグ ス -プィ 1 ヌスが 所說の 一 方面に 於いて 其の 端緖を 見た る ものにし 

て是れ 近世 哲學に 於け る 大潮 流た る 究狸學 派 を 成した る もの 也。 前者 即ち 外界 

の 個々 の 事實を 多く 觀 t して 漸次に 確實 なる 知識 を龃 織せ む どす る もの 是れ即 

ち 近世 哲學の 他の 大潮 流なる 經驗學 派な り0 
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貴びし こ、、」 に 於いて 近世 學 術の 一 大潮 流なる 實驗的 研究の 進步に 益す る 所 あ. 5 

き？ 蓋し 近世の 新哲學 思想 は 懷疑を 以て 始ま. 5 き ど謂 ふ も 可な り o 先 づ在來 の 

思想 を r 掃し 全く 根柢より 新たに 確實 なる 方法に 從 ひて 確 實 なる 知識 を 形づく 

らむ VJ いふ こ VJ 是れ 近世 哲學の 胃 頭に 揭 げられ たる 目的な， 9。 

〔一 五〕 近世 學 術の 祖ど云 はる、 人々 に 於いて は 恰も 言 ひ 合 はせ たらむ が 如 

くに 舊 思想 を 捨て 一 切の 先入 を 去りて 學問 界に大 革新 を來 たさむ ビ する 大志 望 

の懷 かれたり し を 見る。 而 して かくの 如き 學問 上の 新 組織 を 成す こ ビ に 最も 必 

要なる は 其 を 組織せ むた めの 新 方法な り。 此の 故に 學 術の 硏究法 を 明らかにす 

る こ. y」 が 近世 哲學 の當ー 初に 於け る 最も 肝要なる 問題な りき。 本章に 叙述した る 

過渡 時代に 於いて 種々 の 新 思想の 沸騰した る を 見れ ざ も 未だ 大なる 組織の 成れ 

る もの あら す、 唯 だ 心 あてに 一 大新 組織 を 成すべき 根柢 を 探， o- っゝ あ， o- しもの の 

如し 0 而 して 未だ 其の 如き 組織に 達し 得 ざり し は主ビ して 確實 なる 又 有力なる 

新 方法 を 明らかにせ ざ， 9 しに 由る、 其の 如き 研究 法 を 明らかに 意識す る こ- y」 なく 

して 多く は 唯 だ 大膽に 想像に 走りし に 由る。 近世の 新哲學 は實に 其の 如き 新硏 


至るべし ビ0 是れ シャ" ンが 懷疑說 を 用 

れ V- 彼れ はまた 以爲 へら く、 吾 人 は 全く 

むる こビを 得。 吾人 は 眞遝を 求む るが 

是れ 即ち 吾人の 生活 を價値 あらしむ る 

葡萄牙 人 サン チ-ス (Sanchez 一  千 六 百 三 

の 終 はりに 出で たる 唯名論 風の 立場よ 

小なる 人間が 如何にして 限りなく 大な 

驗は唯 だ 事物の 外面に 觸る ゝ の みに し 

吾人の 眞に知 b 得べ き は 吾人 自らの 爲 

こ W によりか く  C の 事 を 爲し得 VJ 知 

かくの 如く 懷疑說 は 究锂的 考察の 眞狸 

實務 上の 事に 求めた bo 即ち 或は 通俗 

唯 一 の 標準 どなし、 或は 宗敎 上の 信仰 を 

只管 實際を 重ん する 傾向に 出で たりし 
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ねて 宗敎 の實 行に 利せ む どせ るな り 0 さ 

眞现を 所持す る こど 能 は ざれ V- も 其 を 求 

爲 めに 生まれた る ものにして 眞 狸の 探求 

所以の ものな hv  VJO 

十二 年に 死す) に 於いて 吾人 は 中世 紀哲學 

りせ る 懐疑 說を 見る。 彼れ 以爲 へらく、 微 

る， 宇宙 を 知り 究 むる を 得 む や。 吾人の 經 

て 到底 其の 內 部の 本性 を 知る こ ビ能 はす。 

し 得る こ VJ の み、 唯 だ實 行して あか 玄 かの 

るの み ビ0 

に 到達し 得る を 疑 ひたる 結 果、 多 く  i 家 を 

に 謂 ふ 世間の 道德を 以て 吾人の 則る ベ き 

以て 吾人 人間の 依 憑すべき 基礎 VJ なして 

が、 又し かする S 共に 空論 を 排斥し 事實を 

二 玉 


想像に 失した り0 かくの 如く 一 方に は 種々 の 思想の 沸騰しながら 未だ 能く 其の 

形 を 成さざる に 他方に は 昔時 人心 を 支配した る 思想の 巳に 勢力 を 失 へ る 時代に 

屢； 出で 來 たる は 懷疑的 傾向な， 9。 而 して 此の 懷疑的 傾向の 實に當 時に 現 はれた 

る を 看 る、 又 其の 傾向 は 古代の 懷疑說 の復與 によりて 強められ たる 所 あ bo 古代 

の懷疑 論者の 旣に說 ける 所なる 五官の 知覺の 誤. 9 ある こ W 及び 人々 の 所信の 相 

異なる こビ等 を根據 ど して 懷疑的 思想 を 吐露した る は モ ン -プ ー ヌ (Montaigne. 一  五 

1 三 —— 一 五 九 二) な， 00 彼れ おも へら く、 吾人 は眞 狸の 何な るか を 確實に 知覺し 

得 ざれ ざ も 何を爲 すべき かを定 むる こ W は 能 はざる に 非す、 吾人が 行爲の 澳範ビ 

して 依るべき は 一 は 自然の 性に 從 へる 生活、 一 は 天啓の 敎示， 是れ なり VJO 蓋し 後 

者 は 即ち 宗敎の 信仰に して 前者 は 世人が 常識 を 以て 善し どす る こ W を 指せる に 

外なら す。 モンク， ヌ ど 同じく 佛蘭西 人なる シ ャ&ン (charron 一  五 四 一  一 六 

〇 三) に 於いても 亦 懷疑的 傾向 を 見る。 シャ& ン說 いて 曰 はく、 懷 疑の 目的 は硏究 

心 を 盛んにす る W 宗敎 上の 信仰 を 貴く する ど に 在り o 吾人 は 究理 心 を 以て 遂に 

確實 なる 眞理を 翳 見す る MJ 能 はざる を 知らば おの づか ら宗敎 上の 信仰 を 尊ぶ に 


る こど 能 は す、 ま た 之れ を 分割す る こ 能 は す、 國 王 は 唯だ國 家の^ 高の 役人た る 

に 過ぎ や VJ 論せ. h-o 

國 法の 論を爲 したる 學 者の 中 最も 有名なる を 和 蘭人 フ， ゴ I、 グ ロー チク ス (Hugo 

Grotius 一  五八 三 1 1 一  六 四 五) w す o 彼れ は 天啓に よりて 定まれる 神 定法 ど 入 ほ 

の 定めた る 人 定法 VJ の區 別を爲 し、 又 アジ ス ト -プ レ f ス の 說を扠 りて 人 53 ま本來 

社會 的の 者な り VJ し、 而 して 又 此の 人間の 社會的 性質 を根據 ミ して 凡べ ての 權堙 

上の 論 を 演繹せ む V」 試みたり o 彼れ は 自然法 w 制定 法 w を 分かちて 曰 は ぐ、 自 然 

法 は 月《 ての. S 間 M ち i 性 を 有する 者に 遍 通なる ものにし て、 制 定ま ま歷 史^  rcj 

國 土の 差別に よ， o て 相 異なり ビ o 彼れ は尙ほ 自然法 及び 制定 法の 各！ を 分かちて 

人./ J ゾ W の 間 を 律す る もの (jus  personale).  國ビ國 ビの間 を 律す る もの ous  gentium) 

S の 二つ S なせ り0 後者 は 即ち 萬國 公法に して 其の 論 は 彼れ が 名聲を 後世に 遺 

したる ものな う o 

〔一 四〕 上に 述べた るが 如く 當時 は樣々 の說 出で て樣々 の 傾向 を 示したり し 

カ尙ほ 整然たる 龃織を 成せる 者 vj て は 無ぐ、 頗 る大膽 なる 所 ありし- yj 共に 又 多く 
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人 各 i が 孰 盆 を 計る 心に 由り 形づくられ たる ものにして 其の 權を 神聖に する は獨 

b 敎會の 能くす る 所な， 50 國 家の 主權は 本來 人民に 在る もの なれば 敎會が 君主 

の權 を祌聖 胃す 可から ざる もの W せざる 限， 9 は 人民の 意に 隨 ひて 之れ を 取， 9 か 

へす To を 得べ し ビ0 當時羅 馬 敎會の 版 圖を脫 したる 國々 に 於いて ィ H ス イトの 

徒は斯 かる 思想に 基づきて 革命的 思想 を 鼓吹せ む S 試みた. 90 此の 點に 於いて 

プ &  - ブス タント 敎 徒の 國家論 は 其の 趣 を 異にし 國 王の 權は 神の 制定に 出で たる 

ものにして 人民 は必 す. 之れ に服從 する 義務 を 負 ふ もの. yj なしたり。 

〔一 三〕 敎會 の宗義 に拘る こ，、」 無くして 全く 獨 立に 國家 及び 政治 を 論じた る 

學 者の 中に 就き 最も 肝要な る もの を揭 ぐれば 英吉利 人に はト マ ス、 モ， ァ (Thois 

More 1 四 八 〇  一 五三 五) あ りて 宗敎 に對 する 寬容 主義 を唱 へ、 佛蘭西 人に は ボ 

ダ ン (Bodin 一  五三 〇 —— 一 五 九 七) あ りて 歷 史的 事實の 研究に 心 を 用 ゐ、 伊 太 利 人 

に は ジ-ン ティ ー リス (Gentilis 一  五 五一 —— 一六 一 1 ) ありて 私權の 原理 を 物理の 法 

則 上より 論せ む ど 試 み、 獨 逸人に は アルト ウス (Althus 一  五 五 七 —— 一 六 三 八) ありて 

民生 欉を唱 へ、 社會は 人民の 相 約して 成せる ものにして 何人も 人民の 權を 取り去 


にして 常に 惡 事に 傾 き、 善事 を 爲すは 唯 だ 其の 止む を 得ざる 時に 於いての み。 政 

治 上の 問題 は 道徳上の 論 辯 を 以て 解釋 せらる ベ きものに 非す、 須 らく 力に よるべ 

し、 腐敗した る國 家に 在りて は 特に 然り W なす o 元 來國家 は 唯 だ 人間の 利益 及び 

必要に 生ヒ たる ものなる を 以て 國 家に 闢 する こ VJ は 凡べ て 利益の 爭 ひて ふ 立脚 

地より 觀 ざるべ からす。 國家を 統治す る 者 は 宜しく 擅 制の 權を 以て 其が 國 家の 

隆盛 を 計る ベ し、 苟 くも 此の 目的に だに 益す る あらば 如何なる 手段 を 用 ねる も 可 

なり o 目的 は 手段 を 正しくす o 之れ を マツ キヤ * エルリが 有名なる 政治 論 どす o 當 

時 彼れ が 伊太利に 在， 5 て 唯 一 の 目的 ビ なせ る は 其が 生 國の獨 立 ビ繁榮 VJ な りき、 

而 して 羅馬 法王の 權カは 伊太利の 國家的 獨立ビ 相 合 はざる ものな ど 見て 痛く 

之れ を 攻撃せ. り o 

マ タ キヤ * ェ ルリ は 非敎會 主義 を 執りし が 當時羅 馬 敎會の 方に 於いて も (ィ X ス ィ 

ト徒中 に) 國 家の 論を爲 したる 學者ぁ bo 中に 就いて 有名なる をべ ルヲル ミ ー ノ 

(Bellarmino 一  五 四 二 —— 一六 二 一 ) マリア， ナ (Mariana 一  五三 七 —— ！ 六 二 四) 等 ビ 

す。 彼等 は 敎會の 下に 在らざる もの VJ しての 國 家の 起原 を考 へて 曰 は く、 國 家 は 
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如くなる が 自然界が 斯 くも 歎美され 貴重され たる ど 共に 當 時の 一 特徵 W いふべ 

きは國 家の 重大視 せらる ゝ， に 至りた る こ VJ な， 90 古代 希臘に 於いて は宗 敎は國 

家の 附屬 物に 外なら ざり しが 中 世紀に 在， 9 て は 二者の 閼係 全く 之れ に反して 國 

家が 宗教に 附屬 する 有樣 W なれり し は曩に 陳述せ るが 如し 0 而 して 近世に 入る 

に當 た， 9 て は 恰も 祌學 VJ 哲學 VJ  、超 自然界. ど 自然界 ど の 相 分離せ るが 如く 出世間 

の 事に 關 する 敎會ビ 世間 を 治む る國 家^-はまた 相 分かれて 國家は 全く 殊別獨 立 

の もの W なれ， 90 而 して 國 家の 獨立 及び 尊 嚴を說 くに 畢生の 力 を 費やした る. 者 

は 之れ を先づ マツ キヤ * エルリ (Macchiavdli 一四 六 九  一 五 二 七) に 於いて 見る を 

得リ 彼れ 曾て 其の 友に 贈れる 書中に 曰 へらく T 運命 我れ をして 絹絲を 語り 毛 を 織 

る こど を 語り 損益 を 語り 得 ざら し む、 我 れは國 家に 就きて 語らざる を 得す、 然らざ 

れば 全く 默せ むの み」，、 JO 彼れ は國家 盛衰の 原因 を歷 史上に 求めて 以爲 へら く、 國 

家の 盛衰す る や 其の 由り て 盛衰す る歷 史上の 法則 あ， 5。 國家 の 成り立ち や、 其が 

救濟 維持の 策 や 皆 歷史を 講じて 後 始め て 知る を 得べ し V30 而 して 彼れ が實 際の 

人類の 歷史に 就きて 見た る 所に 從 へ ば、 人 間は飽 くこ V」 なき 慾 望 を 以て 動く もの 


先き だち コぺ ^'一一  タス (Kopemiklls 一  四 七三 i I 一  五 四 三) 出 でて 地 動 說を唱 へた 

り。 彼れ の 初め 其の 說を唱 へし や 表面上 は 唯 だ 之れ を 一種の 臆說 ^ して 提出し 

たうし が 其の 說 おひく 當 時の 進歩した る 思想家 間に 弘ま， C ブル ー ノに 於いて 

は廣大 なる 哲學的 世界観に 編み 込まれたり。 

其の後 ケ. フ レ ル (Kepler 一  五 七  一 I 1 六 三 〇) 出で て 更に 天文に 關 する 研究 を 進 

めた り。 彼れ の 學術的 思索 は 宇宙の 調和 w いふ 觀念を 根據 ど せ b 、此 の點に 於い 

て 彼れ は文藝 復興 時代の 一般の 思想に 據れ るが 如く なれ V- も 其の 硏究 せる 所 は 

ビタゴ ラス 學派 風の 數 S に關 する 想像 說 にも あらす 又 所謂 伊太利の 自然 哲學の 

類 ひに も あらやして 精確なる 計算 を 墓 vj せる ものな h 'き。 即ち 自然界の 硏究は 

彼れ に 於いて は神祕 的なら や 神智 的なら すして 數 學を應 用した る科學 的の もの 

ビ なれ， o( 彼れ 以爲 へら く、 眞 正の 知識 は 精確に 計量 を爲し 得る 所に 在り VJO 而 

して 此の 計量 的觀察 是れ 即ち 近世 科學の 一大 特色な り。 此の 科學 的硏究 法の 後 

に ガリ レ ォ によりて 更に 開發 された る こ VJ は 後 章に 叙述すべし。 

〔一 二〕 當時 如何に 學問界 の 股の 自然界に 注がれた るか は上來 述べた る 所の 
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は 我れ の 有する 神て ふ 観念 は 我れ の 如き 有限 者の 造. o 得る 所に 非 やして 無限な 

る 完全なる 者に よりて 始めて 與へら るゝを 得る もの なれば な bo  ,1^ つ K  w£ レ ト 

而 して 其の 神の 性質 も 要するに カビ知 愛. yj に 外なら す vj 知 る、 唯 だ 其の 凡べ て 

が 無限なる のみ o 

萬 物 は 悉皆 活ける ものな り。 生命な き 者より 生命 ある 者の 出づ ベく も あらや o 

物々 皆 或は 愛欲し 或は 嫌惡す 物質の 運勸も 自ら を 保存す る銜勸 によりて 起こる 

遊星の 太陽 を 回る も 其の 中心に 引かる、 情 あれば な hNO 虛空 は充 たされむ こ vj 

を 欲求す。 カム パネル ラは萬 物が 神に よりて 生 せらる ゝ 次第 を 新 ブラ ー トン 學 

派 風に 云 ひ 做したり。 神より 生じ 出で たる 萬 物 は 皆 其の 本源なる 神に 和合せ む 

VJ する 性 を 有 す、 是 れ 即ち 宗敎の 基づく 所に して 物々 皆 宗敎心 を 有す y, いふ こ S 

を 得べ し o 

〔一 1〕 謂 は ゆる 伊太利の 自然 哲學が 一 方に 於いて 開發 せられつ ゝ ありし 時 

に已に 精確なる 科學的 研究の 他方に 起こりて 時人が 自然界 を 見る 眼 を 新に せむ 

W せる あ bo 是れ 即ち 近世の 自然 科 學の發 端な. 00 ブ  〃，ノ 、ガム パネル ラ 等に 


なり。 萬 有 は 神の 生命の 現 はれた る ものなる が 故に 完全な， o.、 善美 を盡 くせる も 

のな り。 此の ブル ー ノ. の說に 於いて 當 時の 文 藝 復興 時代の 美術的 精神 は 最も 偉 

大 なる 哲學的 發表を 得たり. yj 謂 ふべ し 0 

力 ネ \  〔1〇〕 カム パネ〃 ラは ブル ー ノ  V」 は 異な.. 9 て敎 會に從 順なら む ざ 力めたり 

かラ c  ^ 

しが 政治 上の 狸 由に よりて 二十 七 年間 幽 a の 身 w なり 後 救 はれて 佛蘭 西に 行き、 

旣に 彼處に 起これり し デカルト 派の 學者等 ど 霎 時相 交際した， 90 彼れ は 中世 

" 紀 末葉の 思想 を 受けて 神學 VJ 哲學 VJ を 分かち 神學は 信仰に 根據 する もの、 哲學は 

吾人の 經驗に 基づき 而 して 數狸 及び 狸 論に 從 ひて 硏究を 進め 行く ものなら w せ 

彼れ は 又 吾人が 一切の 知識の 起點は 自己 を 知る に 在り S なし 以爲 へら く、 吾 

メ 人が 自ら 經驗 する 所 を 顧みれ ば、 我 れ は作爲 し、 知 識し又 意志す る ものなる こ. yj を 

知 る、 即 ち 我が 經驗に 於いて 我れ の 性が カビ知 w 愛 vj を 以て 成れる こ w を 知 り、 ま 

\ た 饲樣の 性 を 具へ たる 者- V」 交渉す る、 と を 知る。 諸 一物の 性 は 吾人 自らの 性 を 知る 

MJ によ， o て 推知す る 外な し o 吾人の 知識の 中に 就き 第 一 に確實 なる は 我れ の存 

一 在 W 我れ の 性 を 知る ふ VJ な り、 而 して 之れ を 基 VJ して 神の 存在 を 推知し 得べ し.. そ 
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周 園 を回轉 して 一 圃體を 形づくり 而 して 斯か る圑體 無数に 存在す、 故に 宇宙に は 

無數の 世界 あう VJO 此の際 限な き 宇宙 をし か あらしむ る もの 即ち 萬 有 を 能 造化 

、、、、、、、、 

の 方面より 觀 たる もの (natura  naturals) 是れ 即ち 舯 にし て、 世 界 はしか あら しめらる 

る もの 即ち 萬 有 を 所 造化の 方面より 觀たる もの (llatura  naturata) な b ビ せ り、 神 は 

宇宙の 全體を 貫きて 之れ を 活動せ しむる 所以の 生命 也〕 萬 有 は 活物た る 一 體を 

成す も の、 之 れを譬 ふれば 根より 棺に 至る まで 生 氣全樹 に 通 ひて 葉 を 出 だし 花 を 

^かすが 如く 宇宙に は 同じき 神の 生命の 通 ひ 居るな， 9。 

斯く 神に よりて 活き 之れ によ- 5 て 形 を 成せる 萬 物 を 分割 すれば 遂に 剖 かつ ベ か 

ら ざる 極微の もの どなる。 此の 極微なる もの は物體 なる ど 共に 精神な り、 是 れ 即 

ち 心 物の 兩面を 具 ふる 原 子 (デ ，モク リ トスの 所謂 アト ム W は 異な b) に して 之れ 

を モナ * トビ 名 づく。 此の モナ ドは 宇宙 を 活動せ しむる 勢力の 個々 に 分かれて 發 

現した る も の、 換 言 す れ ば、 各 モナ ドは それぞれの 樣に 於いて 神 を 現 はす も のな hso 

故に 一 切の 物 皆 それぞれに 全 宇宙の 本 體を寫 す 鏡 W 見る を 得べ し。 

萬 物 各！ 全 宇宙の 一部. y」 して 他 vj 相聯 結して 一 大 調和 を 現す。 調和 は 萬 有の 眞相 


三 九) 等な り o 

〔八〕 彼等 伊太利の 自然 哲學家 等の 中に 就き 最も 傑出した る を 

^オルダ 1 ノ、 プ ル 1 ノ 

ビ す。 彼れ は當 代の 最も 光彩 あ， 9 最も 大膽 なる 思想家な b、 己 れ羅馬 敎會の 僧侶 

なりし にも 拘らす 其の 懐抱せ る說を 吐露して 毫も 憚ら ざり き o 彼れ に 親善なる 

もの 之れ を諌 めて 其の 直 言 を愼 まむ こ，、」 を勸め たれ V- も 彼れ 聊か も枉 ぐる こ ど 

なか， 9 し を 以て 七 年間 獄舍 に繫 がれし 後. 遂 に 火刑に 處 せられたり。 

ブル ー ノは 宇宙 を觀 て活勸 する もの 又 無 際限なる もの どしたり。 彼れ は 當時巳 

に 世に 傅 へられた る コ ぺ \ ュ ク スの 天文 上の 新說を 採り 更に 之れ を 推し 擴 めて 

宇宙 全 體を蔽 ふ もの W なした， 90 コ ぺ ル 一一 タスの 說 ける 所 は 地球 及び 其の 他の 

遊星が 太陽 を 中心 VJ して 回 轉すビ いふに 在りて 羅馬 敎會が 其の 宗敎 上の 信仰に 

結び 附 けて 信じた る 如くに 大地 は 宇宙の 中心に は 非す 一 の 遊星に 外なら す VJ せ 

P0 ブル， ノは 更に 其の 說を擴 張して B. は く、 幾多の 星體 一 太陽 を 中心 ビ し 其の 
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有なる 一 種幽支 の 趣を帶 ぶる 所 あり o 

〔七〕 上に 述べた るが 如 v 、新 ブラト ー ン學 派の 影響 を 受けて 自然界 を 祌智學 

的に 觀る 傾向が 一 は祕術 風の 思想に 到" 9 又 一 はべ ー メの祌 祕說に 到りし 傍に 又 

伊太利の 自然 哲學 VJ 名づ くる ものに 於いて 更に 優りた る 意味に て 自然界に 關す 

る哲學 思想の 發 達せる を 見る こ vj を 得〕 蓋し 哲學が 神學. V」 分離して 專ら 自然界 

を考 ふるもの VJ なりし に 因 ，又 新ブ ラト， ン學說 の 影響 を 受けし こビ に 因 ，0- て 

茲に 一 元 的なる、 萬 有神敎 的なる、 而 して 頗る 想像 的なる 一 種の 自然 哲學の 成， 9 出 

でた. る は 解し 難き こどに あら す、 且 つ 自然界 を 活動す る祌  >、」 同 一 體なり ど 見て 宇 

たる は 又大に 古代 文 藝復與 時代の 美術的 精神に 適合せ る 者な， 9 

の 如き 思想 は パ ト リツ ヅ" (patrizzi 一  五 二 九  一 五 九 七) に 於 い て 

ラト ー ン學^ 風の 形に 言 ひ 表 はされ たり。 彼れ よ， 9 も獨 立なる 

謂 伊太利の 自然 哲學 を開發 したる 者 は 力 ルダ 1- ノ，  (car(k§ 一  五 

六)、 テ レジオ (Telesio 一  五 〇 八 —— 一 五八 八) (ジ *  W ダ 1 ノ、 ブ , 1 ノ 

五 四 八 —— 一 六 〇〇)* 力 ム パ ネ ル ラ (2 ョ pncua 一  五六 八 —— 一 六 


宙の美 をた ゝ へ 

き o 而 して 此く 

殆ん V- 全く 新 プ 

思想 を^して 所 

〇 一 —— 一 五 七 

(Gk)r に ano  Bruno 一 


るゝこ vj によりて 起こ る o 相對； p する も 

ベ ー メは 曾て： "光が 棚 上の 錫の 器に 映 じ 

悟りぬ ど 言 ひ 傅 ふ。 錫に 當たる こ ど 無く 

なし。 神が 相對 する ものに 相 分かる ゝこ 

の 智惠が こ ゝ に 輝き 一 初む る 也、 是 に 至りて 

斯く 神が 自ら を 觀るこ w に 於いて 父 VJ 子 

きの 出 づる是 れ聖靈 也〕 是に 於いて 三」 

ぺ ，メは 詳しく 神の 自ら を 世界に 現 はす 

世界の 創造 を 七 段階に 分かち、 委細に 酸の 

象の 生す る最 I 羽の 段階より 漸次に 進みて 

でを說 けり o 彼れ は 更に 地上の 歷史を 叙 

び 神に 還， 9 彼れ に 和合す るに 至る 次第 を 

に雜 ふるに 自然界の 神 智學的 見解 を 以て 

の 語氣を 以て 其の 思想 を 述べ、 其の 說く所 
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の 無くば 凡べ て は 唯 だ單 一 なる 無な， 90 

て 光， CV 耀 ける を 見、 豁ー然 どして 此の 1- を 

ば 光 は 光ビ して 耀 かす 錫 も 亦耀く こ VJ 

ビ によ. y て 光 を 放つ も 亦 かくの 如 し、 神 

眞 に活勸 する 神が 生まれ 出で た るな 

ビに別 か れ、 而 して 父の 子 を觀る はたら 

神が 神の 原 性より 生まれ 出で たる 也 o」 

はたらき を說 かむ- yj 試みたり。 彼れ は 

收縮 作用 及び 甘の 伸張 作用に よ， 9 て 萬 

感覺 及び 知識 作用の 生 出す るに 至る ま 

して 人間の 靈の墮 落す る i より 其が 再 

詳說 せり。 此等 はべ ー メが 其の 神祕說 

せし ものな， 90 彼れ は 凡べ て 豫言者 風 

の 言語 は 頗る 晦澀 なれ V- も神祕 說に特 

ニー  1 


秘密 を 探求す る 傾向 を 以てした る はべ ー メが神 祕說の 特色な， 90 彼れ はすべ て 

の神祕 家の 如く 自己の 宗敎的 實驗を 以て 出立したり 0 彼れ は 己れ の宗敎 的實驗 

の 上よ， 5 考察し て、 自 然の性 VJ 生まれ 更は b たる 性 V」 の相對 する こ VJ を發 見せ hNO 

即ち 彼れ は 其の 宗敎的 實驗に 於いて 吾人が 自然の 狀 態よ， 5 出立し 而 して 其の 中 

よ b 更に 生まれ か はりて 新しき 性 を 現 はすこ ビに 進む を 見、 此 の 自然の 樣 V」 をが 

更に 生まれ か は， 9 行く 狀態ビ の 對峙を 以て 人性の 根柢 を 示す ものな. 5 ビ見 たり、 

而 してべ ー メ はかく 吾人の 心底に 於いて 發 見した る もの を 以て 世界の 起これる 

所以 をも考 へむ- V」 せ， 90 彼れ は 萬 物の 喑黑 なる 太 原 を 名 づけて 神に 於け る 自然 

の 性 即ち 未だ 生まれ 出で ざる 祌ビぃ へ り。 此の 暗黑 なる 太 原が 其の 自ら を 現 は 

し 自ら を 知らむ どす る 街 動 (Drang) によ. 5 て 始めて 活動す る 神 どなる。 而 して そ 

が 自ら を 知らむ W する は是れ 即ち 其れが 知る もの VJ 知らる ゝ もの VJ に 分裂す る 

なり。 かく 神の 自ら 分裂す る こ W なくん ば 凡べ-ての 活動の あら ひよ しなし。 か 

くて は 唯 だ 存在の 喑黑 なる 太 原 あるの みに して 未だ 具に 存在 物 あり S はいふべ 

からす。 かくの 如く 凡べ て の 活動、 凡 ベ ての 存在 は 自らが 相對峙 する ものに 分か 


五 四 五) 及 びパ ラセ 〃ス スの 影響 を 受けた る グァレ ン-プ イン、 ワイ ゲル (Valentin  Weigel 

一 五 三 三 —— 一 五八 八) 等 其の 主なる ものな bo ワイ ゲ^ 以爲 へら く、 我れ を棄て 

て 神に 合 一 したる 生命 を 有する 者 は宗義 上、 文 字 上、 斷 定 する 所の 如何に 拘らす 皆 

眞に 宗敎の 生命 ある 者、 皆 ク ジス チャンな りぐ も 此 等の 通俗 宗敎的 舯祕家 ビは少 

しく 其の 趣 を 異にし 祌祕學 者 ど して 最も 肝要なる 位地に 立てる は 

ャ 1 コプ、 ぺ 1 メ  (Jakob  B5hme 一  五 七 五 s I 1 六 二 四) 

な. 90  a に 中 世紀に 於いて 現 はれた る 獨逸神 祕學は 彼れ に 於いて 復活し 且つ 榮 

ゆるに 至れ. 90 ベ ー メは 製靴 を 業 V- した， 9 しが 二 時 諸方 を遍歷 して 到る 處に醱 

酵 しつ、 ありし 種々 の 思想 を吸收 した bo 其の 所在の 有司に 叱責せられ たるに 

も 拘らゃ 又 文筆に 嫻 へ る 身に あら ざ， 5 しに も 拘らゃ 其の 胸中に 镙積 せる 思想 は 

温良なる 彼れ を驅 りて 書 を 著 はすこ ビを思 ひ 企まら ざら しめき o 

〔六〕 通俗 を 旨. y-J したる 神祕 家に 優， 9 てべ- 1  メは眼 を 自^界に 注ぎたり 0  0 

逸神祕 派の 流れに 於いて 汲む こ w を 得る 一 種の 宗敎的 哲學に 加 ふるに 自然界の 
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ス タ ン ト敎は 元 來宗敎 の 生命 を 以て 外形の 行爲 にあら す 各自の 内心の 實證 にあ 

b  W したる ものにし て. 其 の 起原に 於いて 明らかに 怦の實 行 的 神秘 說に 聯絡した 

る ものな. O. つ ル 1- プル 自ら 神祕 家の 趣を帶 びた， 9 しが 彼れ は 後に 至りて は 塞 書 

の 文句 を 信仰の 標準 V」 見做して 宗義を 形づくる こ， yj に 傾きた 〔ル ，一 プ^' 派の 

ブ 口 テ ス タ ン ト敎的 神學を 形づくる こ w に 於いて 最も 力 ありし は メラン ヒ ト ン 

(Melallchthon) にして 彼れ はブ &  -プス タ ン ト敎義 を 組織す るに ァリ ス ト-プ レ 1 スの 

哲學を 用. Q た bo 同じく プロ- ズス タント 数の 中 にても カル #ン 派 は專ら ァクグ 

ス タイ， ヌス に憑據 せ. 90 斯 くブ& タス タント 敎 徒が 宗派 を 分かちて 各，. 宗義 を 形 

づ くら ひぐ」 する に 反對し 殊に ブ 口  -ズス タ ン ト敎に 用 ぬられた る アリス ト-プ レ 1 

ス 風の 思想に 反對 して 其 等の 宗派に 係 はらざる 基督 敎的 神學を 形づくらむ w し 

たる を 以て 有名なる は タウ レ ダ ル ス (Taurellus) な り〕。 かくて ブ 口 テス タント 敎徒 

が宗 義を樹 て、 經 典の 文字に 拘浞 する 傾向に 反對 して 吾人 各自の 心裡の 宗敎的 

實驗を 基礎 ビ する 神祕 家の 流 を持續 せむ W したる 人々 の 起これる あ- 9 き o シュゴ 

ンクフ -〃  ド (schwcllckfeld 一  四 九 〇  一 五六 一) フラン ク (Fra-ck 一  五 o〇  一 


ベ 1 勃 神 
1 コ興泌 

メブ 、！  J£ 
0  、ャの 


病 は 生活の 氣の 妨げら る ゝ によりて 起こ 

(Arclleus) ビ 名 づ ぐ、 而 して ァ ル ケ ー ウス は 自然 

力 ー ヌス 「vlllcan-s〕  VJ 名づ く) の 一 の 特殊の は 

る 者 は 其の 氣に 反する 地上 及び 星界の 力な 

より. て 之れ を 防ぐ を 得べ く 因 hv て 以て 吾人 

へて パ ラセ ル ス スは 自然界 を 知る To によ， 9 

〔五〕 パ ラセ クススに 於いて 他の 思 想 VJ 

外界 ビ して 橫 はる 自然界の 祕密に 探，^ 入ら 

はりに 吾人の 內界 即ち 人性の 极柢を 看破し 

れを神 祕學說 ど なす。 前者 は 大宇宙の 方面 

の、 後 者 は 小宇宙の 方面よ b 同 一 の 祕密を 探 

宇宙の 粹を 集めた る もの せらる。 神祕說 

屬 する もの V」 見ら るれ v-^ の 外に また 他の 

發 達した る 實行的 神祕說 是れな bo 羅馬敎 

參 
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る VJO 此の 生活の 氣をァ ルケ ー クス 

界全體 を 保つ 所の 自然 力 (之 れを グ〃 

たらき に 外なら す 0 生活の 氣を妨 ぐ 

る を 以て 吾人 は 其 等 を 探知す る i に 

の 疾病 を醫療 する を 得べ し S ，か く考 

て 得る 醫療の 祕術を 尊崇した. 90 

相 混じて 見る を 得べ き 祕術的 思想 は 

む .yj 力めた る ものなる が、 今 外界の 代 

て 直接に. 神に 接せむ どした る もの 之 

より 全體の 秘密 を 探らむ- y」 したる も 

ら む- y」 したる ものな bo 小宇宙 は大 

は 一 面、 上 に 謂 へ る 神智學 風の 流れに 

淵源 を 有せ ，9、 即 ち 中 世紀の 末つ方に 

會の 儀式 的なる に 反抗した るブ 口  -プ 

丸 


八 

然界の 知識 也。 世界 は そが 發 生の 種子た る 一 體の 者よ. 5 生じ 出で 而 して 此の も 

の是れ 即ち 神に よ， 9 て 造られた る 原物 質 (prima  sateria) 

萬 物 は 未 だ f 其 の 形 を 成さ やして 含蓄 せら る、 而 して 此の 

發 生長した る もの 是れ 即ち 世界な， 90 世界 は 三界に 別 

素 を 以て 成れる 地界、 二 は 星界、 三 は神界 なり。 人間に 於 

る 三部 分 あ， 9、 一 は 地 水火 風の 原素に よ， 5 て 養 はる ゝ肉 

はれて 想念の はたらき を爲す 精神、 三 は 宗敎. H の 信 仰 (即 

る 心 靈是れ な- 90 かくの 如く 人間 ビ 世界 ^は 其の 成， り 

一 の 法則が 二者に 行 はる、 が 故に 吾人 は 世界の 成立 を 

知る こど を 得。 世界 は 活物な り、 人 間に 似て 時代 を經て 

くの 如く 人間- y」 世界 V」 を 其の 成り立ちに 於いて 相 同じ 


なり o 此の 原物 質の 中に 

合蓄 せられた る ものの 開 

： ぶ！ * .  V 

かたる、 一 は 地 水火 風の 原 

い て も 亦 此の 三界に 應す 

體. 二 は 星 を 司る 精 靈に養 

ち 神の 惠) に よりて 養 はる 

立ちに 於いて 相 類似し 同 

知る こ VJ によりて 人間 を 

生長す る ものな， 此 

きもの VJ 見る 論、 即 ち大宇 


宙 小宇宙の 論 は當時 極々 の 形 を 取， 9 て 現 はれた bo 

厂 

斯 くの 如く パ ラ セ ル ス スは 自然界に 行 はる ゝ 同じ 力 か 

より 自然界の 秘密 を 探り 其の 知識 を醫 術に 應用 せむ ビ 


人間に 行 はる V」 なし ゝ所 

試みたり C 以爲 へら く、 疾 


たる 人々 は 自然界の 何たる を 看破 すれば 其の 根柢に 於いて 神を發 見す る こ W を 

得 ベ く、 自 然界の 蘊奥 を 探 5 こどに よりて 神の 祕密に 入る を 得べ し， yj 思惟せ， 90 

いくの 如き s  ®5 の顿， fs- ま ミ ラ ン ドラの ジ ョ， ワン-一、 ビ 1 コ l(Gicva ョ ii  Pico  de la  Mirandola 

1 四 六 三  一 四 九 四) に 於いて 之れ を認 むる を 得。 & ィヒ リン (一 lilchilill 一 四 五 

五 —— 一 五 ニニ) は此 くの 如き 思想に 力 タパ， ラの 要素 を 打ち 混じた， 90 更に 祕術 

的 傾向 を帶 びた る もの は 之れ をァ グ リッパ (Agrippa 一四 八 一 —— 一 五 三 五) に 於 い 

て 見る を 得〕 當時此 等 自然界の 探求に 熱中せ る 傾向 は 以て 中 世紀 思想の 轉變し 

たる 一 徵證 どなし 得べ し。 今い ふ 祌智學 風の 傾向 を帶 びた る 學者は 自然 を 奥妙 

なる もの VJ 思 他し 吾人 は 其の 秘密に 探.^' 入る こ- yj によ， 9 て 卿 智を得 また 妙 力な 

得て 遂に 祕術的 不思議 力 を も 得べ し VJ 考 へた bo 而 して 此等は 吾人 若し 深く 自 

然を 究めて 之れ を 用なる こ をせば 偉大なる 事 を爲し 得べ し W 考 へたる 時人の 

思想 を 反映した る ものに 外なら す。 

r 四〕 上に 云 へ るが 如き 思想の 最も 善く 發 達した る もの はバ ラセ〃 スス (Paracel- 

sus 一  四  九  三  一 五 四 一) に 於いて 認めら る。 彼れ の考 ふる 所に よれば 哲 學は自 
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開發 する に 足る ものに 非す ビ したり o ラク レ ンヅ *，， ヮ ^ ラ (Laurenzo  .valla 一  四 〇 

A  一  四 五 七/井 ー . エス chives 1 四 九 二   一  五 四 六) 一一 グ オリ ク ス (Kizolius  j 四 

九 八 —— 一 五 七 六) 等 此の 流に 屬 せり、 就中 最も 有力な &しは ビ ェ i ル、 ド、 ラ、 ラ メ， 

(Pierre  de la  Ram6e 一  五 一 五  j 五 七 二) な bo ラメ 1 は 痛く ァ リスト-ダレ I 'スを 

徘擊し 自ら 所 謂 「自 然 的」 論 狸 學を唱 へ 吾人の 自然にな す 思想の 運用が 言 語に 現 は 

る ゝ所を 見て 新たに 論理の 法則 を發 見す る を 要す^-論 ヒ論 狸學に 種々 の 改良 を 

爲 さむ ど 企てた， 90  ： 

〔三〕 is 時 思想 上の 新しき 產 物に は 新. フ ラ ト， ン學派 風の 彩色 を 帯びた る も 

の 多 かりき。 盖 し哲學 が神學 vj 手 を 別 かちて より は 其の 本頜. yj する 所お のづか 

ら 自然界の 硏究， y」 な .5、 超 自然界 を 以て 哲學 の關せ ざる 宗敎 上の 事な" 9 ビ して 之 

れを祌 學に委 ぬる こ vjvj なり、 而 して 件の 自然界の 硏究は 多くの 學 者に 於 いて は 

新 ブラト ー ン學派 風の 趣味 を帶 びた る もの，、 J な ，9、 又 是れが 基督 敎的 思想 w 相 結 

ば て は 其の 結果 神智學 風の もの. y」 な， 5 來たれ hso こゝに 神智學 vj いふ は 神に 

^して 之れ を. 識 る 知識 を 得る こ £ を 目的 どした る ものの 謂 ひに し て、 之 れを唱 へ 


(BesBariou 一  四 〇 三  j 四 七 二) 及び マル シジ ォ、 フ イチ ー ノ  -»、(Marsillo  I-icils 一  四  一二 

三 —— 一 四 九 九) 等 此の • 派 の錚々 たる ものな， o き。 此等 プラト I ン 派の 學者も 又 

アリス ト タレ ー ス 派の 學者 も (佴 しプ レ トは大 に 基督 敎的 思想 を脫 して 希臘 思想 

に 染み、， へ タサタ オン は敎 會に對 して 無頓 著な， 9 しが 二 般には 決して 公然 敎會に 反 

抗を 試みる こビな ぐ、 此導兩 派の 相爭ぅ て 他派 を攻擊 する や 其の 非 基督 敎的 性質 

を 擧げて 之れ を駁 する を 常 W せ， 90 ァ リスト- プレ ー ス學派 は ブラト， ン學 派の 

萬 有神敎 的なる を 以て 非 基督 敎的 なりどし： フ ラト I ン學派 はァリ ス トテ レ ー ス 

學 派の 自然 的 傾向 を 以て 非 基督 敎的 なり ビ せり。 され Vj 其の. ス コ ラ學說 に反對 

せる は 二者^に 一 なりき o 

ス コ ラ哲 學に對 する 最も 銳 利なる 攻擊は (專ら 其の 論述の 仕方に 對 して) ヒ ユマ 一一 ス 

ト の 中、 羅 馬の 學 者の 常識 を 重ん ヒたる 折衷 的哲學 思想に 就け，？ し 人々 よ， 5 來た 

れ. 9。 此 等の ヒ ユマ 一一 スト はシセ P 等 を 歎美して 其の 麗 はしき 修辭に 著 眼し 之れ 

をス コ ラ學 者の 無味乾燥なる 論述の 仕方に 對 比して 專 らァリ ス トテ レ の 論 

锂學 即ち 中 世紀に 用 ねられた る 形式的 論 輝； を 嘲り、 これ を 以て 眞に 吾人の 知識 を 
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タスト, グレ ー ス學派 yj な，^ き o 中 世紀に 發 達した る アリス トテ レ. I ス 風の 思想 

は專 らト マ スの 解釋に 據れる ものな. 9 しが 當時復 與し來 たりし は曩 にス n ラ學 

者の 眼に 映 じた- 9 しァリ ス トク レ ー ス ならす して ァリ ス ト-グ レ I ス 自家の 學說 

の 眞相を 捕捉せ む VJ する 硏究 なりき o 然れ ざも此 等の アジ スト- プレ ー ス學 者の 

中に も 差別 ありて ニ大 流派 を 成した， 90 一  はァ X  P ェ ス派 にして 専ら ァゴ 口 ェ 

スの解 釋に從 へる も の、 其 の 中心 はパ ドア 大學 にあ， 9 き、 此 の 流派の 有名なる 學者 

は アキ ルジ ー ュ (ACHllini 一  千 五 百 十八 年に 死す )0 一一， フ *，(Nifo 一  三 七 三  一 

五 四 六) 等な. 50 他 は アレクサ ンド ロス 派に し て 有名な る註釋 者ァフ 0 デ イシ ァス 

の アレクサ！ S ド& スに從 へる も の、 此 の 派の 學者中 最も 有名な- 5 し は. ホム。 ホ ナ タヅ ィ 

(pomponazzi  ！ 四 六 二  一 五 二 四) な bo 

善く 當 時の 美術的 精神に 投合して アリス トテレ ，ス學 派よ， 9 も 更に 見る べき 新 

結果 を來 たした る は 寧ろ ブ ラト ー ン學 派な， 9 き o ブ ラト ー ン 學派ビ いふ も實際 

は新ブ ラト 1 ン學派 風の 臭.^ を帶 びた る 者に し て、 フィレ ンヅ -のァ 力， テ ミ ー を以 

て 其の 中む VJ せ bo ブレト (pletho 一三 五 五 —— 1 四 五 〇)、 其の 弟子べ タケ リオン 


かくの 如く 中 世紀の 思想 w は大に 其の 

思想 を 復活せ しむる 外に 又 多少 新しき 

され V- 此 等の 新 思想が 組織的の ものに 

自然の 事な り。 

以上 は 過渡 時代に 於け る 思想界 一 般の 

に. 專ら 希躐の 思想に 對 する 歎美 及び 其 

も 種々 の 方面に 大膽 に勸き 出で たる 思 

渡 時代に 於け る 學風を 見れば 新 精神の 

^る 何等かの 大 なる 新しき もの を 探求 

〔二〕 斯く當 時の 學問界 の 大變勸 は 

の 復興の 最初の、 又 主要の 舞臺は 伊太利 

ゴ ラス 派の 學說、 デ 1 モク タ トス、 ェビク 

び 懷疑說 等 幾多の 古代 哲學 は陸續 どし 

れ bo 此 等復與 せる 古學の 中、 最も 大な 
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趣 を 異にする 希臘の 文化に 引かれて 其の 

傾向 を 取りて 進まむ W したる 者 あ. o き 0 

あらす して 槪ね 想像に 奔る傾 を 有せし は 

狀態 にして 之れ を 約 言 すれば、 一 は 古代 殊 

の 思想の 筏 興、 一 は 未だ 組織 を 成さ ざれ ざ 

想 を 以て 其の. 特徵 どなし 得べ し 0 此の 過 

さま 

鬱勃た る 樣を窺 ふ ベく 將 さに 求たら む ど 

し豫 期せる 樣を 認め 得べ し o 

先 づ古學 の 筏 興に よりて 創められ しが 其 

に し て、 之 れに 次げる は獨 逸な りき。 ビタ 

f  " ス、 さ ては羅 馬の 折哀 的、 通俗的 哲學及 

て 時人の 注意 を惹 きて 當 時に 筏 活し來 た 

る 流 をな しゝは 自ら. フ ラト- 1 ン學派 VJ ァ 

• コ1 


敎 會に對 する 大打搫 即ち 宗敎 改革 等、 是 れ赀 中世 紀を變 じて 歐羅 巴し 於け る 新 時 

期 を 誘致した る 原因な， 90 

當時學 問界に 於いても 舊 時代の 遺物に 滿 足せす して 何等かの 新しき もの を 求む 

る 精神の 鬱勃た， 9 し を 見る。 而 して 此の 精神が 先づ 古代 文藝の 復興に 於いて 其 

の 滿足を 求めむ S した， 9 し は 自然の 事な， 9。 盖し旣 に 中 世紀に 於いて 端緒 を 開 

きたる 古代 文 藝の復 與は當 時ます く 其の 潮 勢 を 高め 來た. 5 中世 思想に 厭きて 

新 を 求めた る 眼 は先づ 古代 希臘の 文化 を 歎美す るに 向か ひた bo それ 希臘 思想 

の 特賀は 自然 的に して 人間 的、 世 間 的な， 9。 其の 世間 を樂し み、 吾 人の 知見 を 開く 

によ， 9 て 能く 自ら 幸福なる 生 を 送 b 得べ しど いふ 信仰に 充ち たる は 中 世紀の 超 

自 然 的、 出 世 間 的、 宗 敎 的なる ビは大 に 異なれ- 90 斯く 其の 精神 を 異にした る 古代 

の文藝 を^むる (一 ョ日 anital?) を 以て 人 を 人ら しからし むる に缺く ベ からざる 事 S な 

し た る、 是 れ 即ち 當 時の 新學 風に して 之れ を 唱道せ し 人々 をヒ" マユ スト ど 名づく  0 

中 世紀に 於いて 敎會の 打ち 從へ おりし 世間 的 思想が 彼等 ヒ 3 マ-一 ストの 唱道に 於 

いて 復活し 來 たれ. 9 ど 謂ぶべし o  、 


近世 哲學 

第二 十 A 章 過渡 時代 

〔一〕 夫れ 中 世紀より 近 世紀に 移る 過渡 は歐羅 巴の 歷史に 於け る大變 動の 時 

期に して 種々 の 原因 溱 合して 其の 如き 變遷 を來 たした るな， 5。 一 は ダンク、 ぺ タト 

ラ 户 力、 ボタ カタ チ * 等に 鄉 めら れ、 1 千 四百 五十 三年 コ ン スタン チノ， ブ〃 の陷 落に 

よりて 更に 其の 勸カ を增 したる 古代 文 藝の筏 興に よ. 5、 一 は 種々 の發明 及び 地理 

上 並びに 學術 上の 發 見 (活 版の 發 明、 亞 米 利 加の 發 見、 印 度への 航路の 發見、 コ ベ 反 -ー 

ク ス 等の 天文 上の 發見 等) に よ. 9 て 時人の 眼界の 廣 まれる こ vj  、社會 の 組織に 諸種 

の變 動の 起これる こ vj  (即ち 封建制度の 衰 微、 市 府の興 起、 國 王の 權 力の 增 長、 國 家 銃 

1 の 傾向 等)、 又 これに 伴 へる 羅馬 法王 制度の 衰徵 腐敗， 及び 宗敎 上に 於 いて は羅馬 
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ニニ 

哲學 者、 ぺ ー ネケ • ロタ ツエ。 フ-ヒ ネル 等 〔八〕 へ- 1 ゲ ^ 

派 の 分 裂、 唯 物 論の 爭、 新 カント 學派 〔九〕 コントの 哲學 

〔一 〇〕 デ S ン、 スチ ユア！ ト、 ミ 々及び 力， バ. I ト、 スぺ ン 

サ I 

〔附 錄〕 西洋 哲學史 用語 和 原 對譯表 
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f」 〕 カント 哲學の 反 對家ヱ ー ぺ だ ハ や， ド： カク フ へ 

ルデル 等 〔一一〕 反對家 ヤコ！ ビ 及び ハ ー マンの 說 〔三〕 

シ ュかッ * の 反對說 〔四〕 カン ト哲學 の繼承 者、 開發者 

ラインホルド 等 〔五〕 シ ルレ， の美說 〔六〕 カントの 

繼承者 マイモン 及びべ * ク 〔七〕 カントの 繼承 者フリ 

I ス 

第 四十 九 章 カント 以後の 哲學  六 〇 五 

〔 一 〕 フィヒテ の 哲學、 其が カント 哲 學に對 する 閼係 〔二〕 

シ - ル リングの 哲 學、 其 がフ ィ ヒ- プの哲 學に對 する 關係 

〔三〕 へ ー ゲルの 哲 學、 其 の フィヒテ、 シ-ル ジン グの 哲學 

に對 する 關係 〔四〕 ヘルバルトの 哲學 〔五〕 シ" ペン 

ハク-や の哲學 (厭世 哲學) 〔六〕 ハルトマン の哲學 (無意 

識 哲學) 〔七〕 へ ！• ゲルより ハ ルト マ ンに 至る 間の 獨逸 
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の 謂 は ゆる & 由、 道 徳 上の 耍 求、 現 象界ビ 真 實體界 w の範 

園の 別 〔三 六〕 未來の 存在の 恢筏 〔三 七〕 徳 福の 調和、 

祌の 存在 〔三 八〕 道德 w 宗敎 w の關係 〔三 九〕 カント 

の 宗教 論 〔四 〇〕 カントの 法理 哲學 思想 〔四 一〕 自然 

界、 道 德界の 間に 位す る 判定 力の 境涯 〔四 二〕 決定的 判 

定 VJ 反射的 判 定、 目 的 上の 判定 w 觀美 上の 判定、 力 ン トの 

第三 批判の 問題 〔四 三〕 力 ン トの美 論 は 主 觀說又 形式- 

說なり o 美の 快感 ビ 感官 上の 快感 VJ の 別 〔四 四〕 美感 

の 特色 〔四 五〕 獨在美 ビ依他 美 〔四 六〕 美麗 ど 壯麗， 壯 

麗 VJ 道徳的 觀念 〔四 七〕 自然美 ど藝 術^ 天才 論 〔四 

八〕 目的 上の 判定 〔四 九〕 カント 哲學の 影響 及び 其の 

不備 ひ- £s 

第 四十 八 章 カントの 繼續者 及び 反對家  5< 九 


て 我れ な， 9  〔二三〕 狸智 的直觀 W 物自 體. 現 象界 ど實體 

界 〔二 四〕 吾人の 知識 は經驗 の範園 外に 到達せ す、 され 

V」 形而上 學の 問題の 硏究に 入る は 知識 的耍 求の 自然な 

^  〔二 五〕 相 對的銃 一 vj 絕 對的統 一、 理性 ど 理性の 觀念 

〔一 一六〕 狸 性の 觀 念 の 三方 面、 即 ち 靈 魂、 宇 宙 一 體、 及び 神 0 

三者の 不正 當 〔二 七〕 純 狸 哲學的 世界 論の 成り立た ざ 

る 所以 〔二八〕 純理 哲學 上の 神の 存在の 論證の 無効な 

る 所以 〔二 九〕 理性の 觀念は 無効 なれ も 思考 上に 便 

利 あり 〔三 〇〕 吾人の 知識 は 超越 的 境界に 達せす 〔三 

1 〕 吾人の 意志の 活勸に 於いて 如何なる 綜合 的 判定が 

先天的に 立て らる、 か 〔三 二〕 意志の 法則.、」 行 的 狸 性、 

絕對 的に 善な る は 善意の み 〔三 三〕 力 ン トの謂 は ゆる 

道德 法、 其 の 三 形式 〔三 四〕 道徳 法 は 命令 どして 現 はれ 

來 たる。 自則的 偷锂說 ど 他 則 的 偷遝說 〔三 五〕 カント 
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著述 〔五〕 カント の 哲學の 三部 分、 即ち 3 批評 論 〔六〕 

唯理說 及び 經驗 說に對 する カントの 镞度 〔七〕 知識の 

先天的 及び 後天的 要素、 即ち 形式 w 素材 〔八〕 經驗說 及 

び 唯 狸說の 誤謬 〔九〕 綜合 的 判定 論 〔 一 〇〕 時間 空間 

は 先天的 直觀の 形式な り 〔一 1」 數學 上の 綜合 的 判定 

は遍通 必然の ものな， o  .〔！  二〕 空間 は 外官の 形式、 時間 

は 内外 兩官の 形式な り 〔一 三〕 遍通 必然なる は 現象に 

關 する 知識の み 〔一 四〕 時間 空間 は主觀 的の ものなら 

〔一 五) 經驗 上の 事物 を 成す に は 悟性の 槪 念の 働く を 

す 〔 一 六〕 悟性の 槪念は 思考の 形式な り 〔一七〕 純 悟 

性の 槪念は 判定の 純なる 形式な り 〔一八〕 十二の 範疇 

〔一 九〕 範疇の 銃 一 作用 〔二 〇〕 範疇 V」 直 觀ビの 媒介 

をな す圖 式、 想像力 〔二 一〕 純 自然 科學の 基礎 〔ニニ〕 

知識 論に 於け る カントの 新 見 地、 立 法 者 は 外物に 非す し 


的 思潮の 特 徵、 差 別 智を生 どす る こ ど 及び 個人的 思想 

〔三〕 英、 佛、 獨 に 於け る 啓蒙思潮の 特 色、 ビ エティ ストの 運 

勸 〔四〕 獨 逸の 啓蒙 的 思潮の 先驅者 タリ スチ アン、 ト マ 

ジクス 〔五〕 啓蒙思潮の 一 代表者 神學者 ライ マ ー ルス 

〔六〕 レ タ シン グの宗 敎發達 論 〔七〕 通俗 哲學者 メンデ 

〃スゾ 〜ン 及び-一 コ ライ o フリ ー ドリ ヒ 大王 〔八〕 知 

識 論者 ラム ペル ト、 心 狸 學者テ ー テンス 等 〔九〕 へ〃， テ 

^ の歷史 哲學。 敎育家 バ 1 ゼ ド ー。 力 ムぺ： ヘス タ P  " ッ. < 

〔一 〇〕 啓蒙思潮 VJ 歐洲 近世 哲學の 屮心點 力 ン ト 

第 四十 七 ま 早 ィム マヌヱ ル、 カント  四 六 六 

〔一〕 唯 理學派 S 經驗學 派 W の 間に 立脚せ る カントの 

「批評 哲學」 〔二〕 カントの 生涯、 性行 〔三〕 カントの 思想 

發 達の 次第、 其の 四 期 〔四〕 カントの 思想 發達 槪觀、 其の 
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述、 思想 〔二八： r テ. •* テ P  ，の 道德 及び 宗教 論 〔二 九〕 

自然 論 的 機械 說を 一 切の 事物に うち 擴 げたる 書 『ン ス -プ 

1 ム、 ド、 ラ、 ナ テ 1 ？ ル』 o 不信 神の 福音 は 世 を 救ふ敎 なり 

〔三 〇〕 『シス- ブ ー ム、 ド、 ラ、 ナ テ ュ ー ル』 の 世界観、 人間 觀、 

道 德 觀、 宗 敎 觀 〔三  一 ：u ソ ー の 生涯、 性行， 著述、 〔三 一 一〕 

ル ソ，" の 生涯， 性行、 著述 つ づ き 〔三 三〕 ル ジ， I が 啓蒙 思 

潮に 反抗せ る 態度、 其の 道徳 宗敎觀 〔三 四〕 人間 墮 落の 

次第 〔三 五〕 文化の 獎害、 救 治の 策、 敎育 〔三 六： u ソ 1 

の 敎育說 〔三 七〕 ル ソ ー の 狸 想 どせ る社會 制度 〔三 八〕 

^ ソ ー の說の 影響 及び 其の 批評 〔三 九〕 ^ ジ ー 以外の 

當 時の 社會 論者 

第 四十 六 章 獨 逸に 於け る 啓蒙思潮  ^四 六 

〔一〕 科學的 研究の 結果の 通俗化 及び 普及 〔二〕 啓蒙 


快 苦 善惡ビ は何ぞ 〔一 三〕 コン ダイヤ タク の說に 於け 

る 二元論 〔一四〕 コン、 ディ ャック 、ヒュ 1- ム、 ラ イブ-一 タツ 

の 知識 論の 比較 〔一 五〕 ュ ルゴシ ュ スの 自己 的 快樂說 

〔一六〕 M ルゴシ ュス 其の 著書の 爲め に國を 去る 〔1 

七〕 啓康 時代 に 於け る マの 特殊な る 信仰、 ェ ルゴシ ュスの 

政治 改良 論 二八〕 シャ ー 〃、 ボネ， の 感覺論 〔一九〕 

感覺 より 諸 I 心 作用の 起こり 來たる 趣 〔二 〇〕 ボネ ー の 

生物 說、 ボネ ー の說 VJ& タクの 說 VJ の關係 〔二 一〕 機械 

的 說明を 心理の 方面に 移さむ W する 氣 運、 ビ ュ フォンの 

有機的 分子 說 〔ニニ〕" ビネ ー の 感覺說 〔二三〕 佛國 

唯物論の 開祖 ラ、 メ トリ- 1 の 著述、 性行 及び 知識 論 〔二 四〕 

人間 は 下等 動 物、 梳 物 ど 同じく 物質的 機械に 外なら や 

〔一 一 五〕 ラ、 メ トジ -I の 道德說 〔二 六〕 アン シク 5! ベ ディ 

スト。 ダラムべ， ルの 懷疑說 〔二 七〕 デ イデ P  ，の 著 

ra: 洋 哲學史 下^ 目^  一 


常識 哲學の 所謂 自明の 眞狸、 常識 哲學の 隆盛 は當 時の 學 

者の 研究心の 倦み疲れた る こ w を證す 

第 四十 五 章 佛蘭 西に 於け る 啓蒙 思 潮  三 七 五 

〔一〕 歐洲 近世の 啓蒙 時代 〔二〕 佛蘭 西に 於け る 啓蒙 

運動の 起因。 モン タス キュ ー 及び デル テ 1~  〔三〕 ュ 

I- ， トン の 世界 觀、 デ ィ スト 風の. 宗敎 思想の 輸入 〔四〕 

佛國の 思想 感覺 論に 傾き 行く  〔五〕 純理 哲學 w しての 

唯物論 形づくらる、 啓蒙 時代の 思想 發 達の 絕頂點 ど 見る 

ベ き 書 『自然界の 組織』 〔六〕 啓蒙 的 潮 勢に 對 する 反抗、 其 

の 代表者 ルツ ー 〔七〕 啓蒙思潮の 弘布 〔八〕 モン ヲス 

キュ， 及び 其の 政治 論 〔九〕 ヺルヌ ー ルの 時代 觀、 宗 敎 

観 及び 世界 觀 〔一〇〕 コン， ティ ャック の 著述、 其の 感覺 

的 知識 論 〔一 1〕 一切の 観念 は感覺 より 成る 〔一二〕 


，ド、 ブライスの 道德說 〔一 〇〕 直 覺說ど 功利 說ビの 諭 

爭 の 點、 ァ ブラ ハ ム * タツ 力 I 及びべ， レ ー の 道德說 

第 四十 三 章 聯想 派の 心理 學者  ， 〜：： 三 六 i 

〔一〕 ダギッ ドノ  I トレ ー の 聯想 說 〔二〕 ハ 1- トレ I 

の說 ける 聯想 作用の 生理的 方面 〔三〕 聯想 作用の 結果 

〔四〕 デ a セフ、 ブリ ー ス トレ ー の 唯 物的 心狸說 〔五〕 

4- ラス マ ス、 グ ー 并ンの 聯想 說 及び 還傳說 

. 第 四十 四 章 蘇 格 蘭學派  一一 H ハ六 

〔一〕 蘇 格蘭學 派、 此の 派の 著名なる 學者、 ト マ スダ， ド* 

ビ ー ティ. ー。 スチ ュ フ ー ト。 ブ ラオ ン等 〔二〕 リ I ドの立 

場 〔三〕 リ -I ドの說 、常識 ビ は何ぞ 〔四〕 吾人の 常識に 

具 はれる 原理。 事實 上、 道鋰上 及び 行爲 上の 原理 〔五〕 

西洋 哲學 史下卷 目次  1 U1 


ン 派の 宗敎觀 〔四〕 英吉利に 於け る ディ ズム。 01〃 

•  ト、 ハ一パ ー ドの說 〔五〕 英國の 自由 思想家 ト ー ラン ド 

の說 〔六〕 當 時の 有名なる， テイスト 及び 其の 說。 ディ 

ズ ム の 民間 傳播 運動 〔七〕 デ T ズ ムに對 する 反對 論、 監 

督パ トラ ー の說 〔八〕 ヒュ ー ムの 宗敎論 

第 四十 二 章 道義 學者  三 三 〇 

〔1〕 "タクの 政治 論 〔二〕  & タク 及び カム， ハ 1 ラン 

ド の 道徳 說 〔三〕 サミ ュ ェ ル、 クラ ー ク 及び ヲ ラス トン 

の 道徳 說 〔四〕 シ ャフッ ペリ ー 及び ハ タチ ソンの 說 

〔五〕 マ ン デ#  ^ の 利己的 道德說 〔六〕 監督 バ トラ. ー の 

道德說 〔七〕 ヒュ ー ム の 功利 說、 ヒ a 1 ム對シ ャフッ ベ 

リ ー 〔八〕 シ ャフッ ペリ ー 及び ヒ ュ ー ムの說 を 折哀せ 

る アダム、 ス ミスの 道德說 〔九〕 直覺說 w 功利 說、 リ チ ャ 


經 驗哲學 以外 當 時に 於いて 玫究 せられた る事抦 

第 四十 章 - ュ ー トン  1 

〔一〕 當 時に 於け る哲學 科學兩 思想の 相互の 影響 〔二〕 

- ュ. I トンの 生 涯、 著 述 及び 同時代の 學者 VJ の關係 〔三〕 

一 一 ュー トンの 引力 說に 重大の 意義 ある は 物質 界全體 を 

說明 せる にあり 〔四〕 一一 ュ， トンの 硏究 法、 數學 的硏究 

即科學 的硏究 〔五〕 一一 ュ， トン 對ロ， ハ ー ト、 ボ ィ 〃及び 

ライブ 一一 タツ 〔六〕 一 1 ュ ー トンの 空間 論 

第 四十 一 章 デ ィ ズ ム  一 

〔一〕 ダイ ストの 宗敎 觀、 デ ィ スト W テイスト 〔二〕 デ 

ィズ ム の當 時に 行 はれた る 原 因、 デ イズム は ロックの 理 

性 論 を 合理的 方面に 進めた る ものな り 〔三〕 ^シュア 
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ク、 パ ー ク レ ー の 說の當 さに 到る べき 所に 說き 到れる は 

ヒ ュ， I ムな fcy 

第三 十九 章 ダ 、丼 y  、} ュ ー ム  二 七 一 

〔一〕 ヒュ， ムの 生涯、 性行 及び 著作 〔二〕 ヒュ ー ム及 

び ブラウンの & タクに 對 する 關係 〔三〕 印象 ビ 想念 〔四〕 

印象 は あらゆる 知識の 基礎な b  〔五〕 知覺即 存在な. 5 

〔六〕 聯想 論、 三 個の 聯想 律 〔七〕 本體 論、 本 體は鸛 念の 

連績に 外なら す 〔八〕 數學は 類同の 關 係に 基づきて 觀 

念の 闊係 を定 むる ものな り 〔九〕 論理的 眞理は 分析 的 

にして 其の 反 對を考 へ 得 ざれ v> も事實 上の 眞理 は附加 

的 にして 其の 反 對を考 へ 得 〔一〇〕 因果律の 批評 〔一 

j  .,- ヒ ュ 1 ムの說 の， ホジ ティ ギズ ム，、 」 稱 せらる ゝ 所お 

〔ニー〕 ヒュ ，ム の所說 中更に 考究 を 要する 點 〔ニニ〕 


の 存在の 論 證 • 〔一八〕 或然的 知識の 說明、 合理 、背理 、超 趣 

の 別 〔一 九〕" タクの 哲學の デカルトの 哲 學に對 する 

關係 及び &ジク の 哲學の 批評 

第三 十 A 章 ジ 3 1 ジ、 パ 1 クレ 1  ニー 

〔一〕 パ 1 クレ ー の 生涯、 性行、 著述 〔二〕 視 覺に關 する 

新說 〔三〕 視覺新 論の "タクの 知識 論に 對 する 關係 〔四〕 

抽象的 槪 念の 駁擊 〔五〕 本體 てふ觀 念の 排除。 個々 物 

は 畢竟 觀 念の 結合な り 〔六〕 觀念 以外に 物體 なし 〔七〕 

心 は知覺 する もの S して 存在す 〔八〕 世に 存在す る は 

神て ふ 無限 精神 ビ 神に 造られた る 有限 精神 w のみ 〔九〕 

パ 1 ク レ 1 の 精神 論. yj ライブ 一一 タ ッの モナ ド 論 w の 比 

轔 〔一〇〕パークレ1の說ビ マ ルブラン シの說 どの 比 

較 及び マ ルブラン シ vj  n リャ 1VJ の 比較 〔一 1〕" ッ 
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〔1〕 經驗學 派の 開祖" タク 〔二〕" タクの 生涯、 著述、 

性行 〔三 J " タクの 知識 論、 其の 由來。 吾人に 生得の 觀 

念な し 〔四〕 吾人の 觀念は 凡べ て經驗 より 來 たる、 經驗 

を 得る 二 途、 烕 覺 w 反 省、 內 官 VJ 外 官 〔五〕 單純觀 念、 其 の 

四 種 〔六〕 物體に 於け る 二種の 性 質、 第 一一 性質 ビ 第二 性 

質 〔七〕 內 官 よりす る觀 念 (知 覺、 保 存、 記 憶 等の 心 作用) 〔八〕 

狻雑觀 念の 三種、 狀態、 本體 及び 關 係の 觀念 〔九〕 狀 態の 

觀 念、 單 純なる もの ビ雜 合せる もの 〔一 〇〕 本體て ふ觀念 

の說明 〔一 1〕 關 係の 觀念 w は 如何、 聯想 〔ニー〕 言語、 一 

般觀 念、 抽象 作用、 種類の 本質 〔ニニ〕 對實觀 念 W 非實觀 

念、 相 應觀念 ど 不 相應觀 念、 眞妄の 別、 命題 〔一 四〕 直覺的 

知識、 論證的 知識 及び 或然的 知識、 觀 念合不 合の 關係四 種 

〔 一 五〕 觀 念の 同一、 異別 及び 觀 念の 關係 〔一六〕 觀念 

の 共 在 〔一 七〕 観念に 對 する 實在 物の 存在、 神 及び 外物 


乇ナド の園體 VJ 生物 〔一〇〕 想念 作用に 於け る 明 不明 

の 差等 〔一 1〕 觀念 生得の 論 〔ニー〕 自同則 VJ 狸 由 則、 思想 

のィ P ハ 〔ニニ〕 銜動， 本能、 意志の 論 、道徳の 根據 〔一四〕 ラ 

イブ-一 タツの 极本 思想 は 調和 W いふ 觀念 にあ ft- 〔一  五〕 

ライブ-一 タツの 宗敎論 〔一 六〕 宗 敎論 つづき、 樂天論 〔1 

七〕 ライブ- 1 タ ッ哲學 の 一 大 特色 ビ 其の 難點 

第 三十 六 章 ヺルフ 及 び 其の 學派  一 九 一 

〔一〕 哲學上 デル フの 功績 及び 其の 生涯 〔二〕 デルプ 

が 哲學の 組織 〔三〕 デル フの哲 學玫究 法 〔四〕 デル フ 

學說の 注意すべき 點 〔五〕 デル フの 學說 ど ライプ 二 タ 

ッ 〔六〕 ヺルフ が 倫理 法理の. 論 〔七〕 ライブ ユタ ッ.. デ 

〃フ學 派 〔八〕 バ クム ガル- プン w 其の 美學說 

第三 十七 章 チョン、 J!  ,y ク •：：  二 〇 八 
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存す、 寂靜 主義、 神に 對 する 知性の 愛 〔I 九〕 スビ/ ，ザ哲 

學の三 要素 及び 其の 難點 

第三 十四 章 神 祕家及 び 懷 疑 家 "  一 四 〇 

〔一〕 祌祕家 及び 懐疑 家 〔二〕 デ a セフ、 グ ラン ギルの 懷 

疑說 〔三〕 ビ ェ 1 V ポ ァ レ 〔四〕 ダ 一一 エベ ユエ ー 〔五〕 

當代 最大の 懐疑論 者ビ ュ ー ル、 ベ ー 〃、 

第三 十五 章 ライプ 11 ジク  ： 丄四六 

〔 一 〕 ライブ-タツの 哲學 の學相 〔二〕 ライブ 一一 タツの 

生涯 及び 著述 〔三〕 ライブ-一 ッッ 哲學の 主要なる 動機， 其 

の 活勸說 、多元 說 〔四〕 モナ ドの 本性 〔五〕 モナ ド論 つづ 

き、 連 續 律、 類 推 律 等 〔六〕 モナ ド論 つづき、 モナ ドの 想念 

作用 〔七〕 モナ ドの 存在 ビ 神、 謂 は ゆる 理由 則 〔八〕 時 間 

空間の 機械 的說 明 及び 機械 觀ど 目的 觀 どの 調和 〔九〕 


二〕 スビノ ー ザの 生 涯、 著 書、 性 行 〔二〕 スビノ  I ザ哲 

學の 淵源、 其の 數學的 硏究法 〔三〕 本 體の觀 念 〔四〕 本 

體 即ち 神な り、 神 は 萬 物の 內在的 原因な り 〔五〕 本體の 

性、 心 (念 ひ) VJ 物 (廣 が り) 〔六〕 本 體の樣 狀、 本 體 VJ 差別 相 ど 

の關係 〔七〕 無限 樣、 其れ ビ神 W の關係 〔八〕 個々 差別 

相の 變 化の 直接 原因 は 同じく 之れ を 差別 相に 求めざる 

ベから す 〔九〕 心 物 は 一 本 體の兩 面な b  〔一 〇〕 心 物の 

關係 〔一 二 機械的 說明 のみ 眞實の 物理的 說明 なり 〔一 

二〕 心 は钹雜 なる 念の 結合よ， 9 成る 〔二 II〕 感覺の 性 

賀、 念 の 法則 〔一 四〕 自 衛 性、 欲 望、 快 苦、 情 緒、 意 志、 及 び 善 惡、 美 

, 醜の 論 〔一 五〕 スビノ ー ザの 國家 論、 其の ホタ ブスよ， 5 來 

たれる 自然 論 的 影響 〔一 六〕 知性 VJ 意志 VJ の關係 〔一七〕 

完全なる 觀 念 w 不完全なる 觀 念、 推 理知 VJ 直觀知 〔一八〕 

差別の 妄 見、 煩 惱を脫 して 知性 を 明らかにする 所に 道徳 

西洋 哲學 史下卷 目次  五 


意識 作用 ビは の^^ 腺に 於いて 觸 接す 〔一四： - • テカ 

〃トの 心理 說 大要 〔一 五〕 觀 念の 起原、 全き 觀念 vj 全 か 

ら ざる 觀 念、 意 志 自由の 讒 〔二 ハ〕 デカルトの 哲學に 於 

ける 不備の 點 U 七〕 デカルトの 哲學 に 於け る 不備の 

點 つづき 

第三 十二 章 デカルト 哲學 の發達  

〔一〕 デカルト 哲學の 波及 〔二〕 アル ノ，〃 、ジュ ，ラ 

ンクス の オタ カジ ォ論 〔三〕 ォ タカ ジォ 論の 進步 〔四〕 

ジュ ー ランクスの 道德論 〔五〕 萬 有神說 への ー轉步 

〔六〕 マル ブラン シ 〔七〕 一切の 原因 は 神に 在り 〔八〕 

マ 〃ブラン シの萬 有神說 

第三 十三 章 ス ピノ 1 ザ  


九 

ハ 


八 
七 


其の 欲求 及び 意志の 論 〔五〕 其 の 偷理說 及び 政治 論 

〔六〕 ケ ムブリ タデの ブラト ー ン學者 等 

第三 十 一 章 デカルト  -  五 .一 

〔 一 〕 近世 哲學に 於け る 唯狸學 派の 開祖 ダカ だ ト、 其の 

生涯、 著述、 性行 〔二〕 デカルト の哲學 研究 法 〔三 I 我れ 

思 ふ、 故に 我れ 在 り」 〔四〕 「我 れ思 ふ.、 故に 我れ 在 上 は 推論 

にあら すして 意識の 直接 證明 也、 其 の 批難に 對 する 辯 明 

〔五〕 具 狸の 標準 立つ 〔六〕 神の 存在の 論證 〔七〕；！ 

の 存在の 論證 つづき 〔八〕 神の 誠 實ど物 界^ 在の 確賁 

〔九〕 實體、 屬性、 樣狀 〔一 〇〕 デカルトの 物理- 說、 物界に 

於け る 目的 觀の排 示、 運動の 三 法則 〔一 1〕 物體の 三種 

類 ど 其の 循環 運動 〔ニー〕 生氣 マ」 精神- w の區 別、 生 體 の 

動作の 機械的 說明 〔ニニ〕 身體の 物質的 運勸 w 精神の 
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懷疑的 傾向 W 實際的 傾向 〔一 四〕 新哲學 の 新 研究 法、 究 

狸 學 派，/」 經驗學 派 

第二 十九 章 近世 學 術の 濫觴  

〔一〕 近世 學 術の 舞臺、 濫觴 及び 硏究 法の 論 〔二〕 フラ 

ン シス、 ぺ， n ン ど 其の 著書 〔三〕 ベ 1- コン の 功績 は歸 

鈉的硏 究法を 明らかにせる にあ， 5  〔四〕 ぺ In ンの四 

種 偶像 論 〔五〕 歸納 法詳說 〔六〕 自然界の 研究 ビ 其の 

利用 〔七〕 ぺ ー コン の 所謂 自然 科學的 硏究は 物界、 社會、 

人心の 一 切 事相に 關す 〔八〕 ガリ レオ w 其の 物理的 硏 

究法  ， 

第三 十 章 トマ ス、 ホ - ブス 及び 其の 論敵  

〔一〕 ホタ ブスの 生涯 及び 著述 〔二〕 ホップス 哲學の 

根本 思想 及び 其の 三部 門 〔三〕 ホ ッ ブスの 心理 論 〔四〕 


西洋 哲學 史下卷 

. 目 次，  . 

近世 哲學 

第二 十八 章 過渡 時代  -  

〔一〕 過渡 時代に 於け る 思想界 一 般の狀 態 〔二〕 諸種 

の 古代 哲學 の筏活 〔三〕 iH 然界 の硏究 vj 祌智學 〔四〕 パ 

ラセ ル ス ス ど 其の 自然界の 論 〔五〕 神 祕說の 勃興， ャ ー 

コ ブ 、ベ ー メ  〔六〕 ぺ ー メが神 祕說の 特色 〔七〕 伊太利 

の 自然 哲學 w 其の 特色 〔八〕 ジ * ルダ ー ノ、 ブル ー ノの 

自然 哲學 〔九〕 カム パネ， ラ 〔一 〇〕 近世 自然 科 學の發 

端、 コ ペル ユタ スビケ ブレル 〔一 1 〕 國 家の 獨立、 マツ キヤ 

，エルリの 國家論 〔ニー〕 グ チ， ウスの 國 法論 〔二！！〕 
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• 佴し 『西 洋哲學 史』 は 谷 本 富 氏歸朝 早々 三 ヶ月 を 費やして^ら 之れ が 校訂に 

當 たられ、 尙ほ 綱島榮 一 郎、 五十嵐 力の 兩人 一 ^に 専ら 最後の 訂正に 任じた， 90 

九、 谷卷 出版の 順序 は 一に 編纂 上の 便宜に 依りて 定めた- 90 

十、 本 集の 出版に つきて は、 撗 井 時 雄 氏 主 VJ して 斡旋の 勞を 取ら れ、 渡 部董之 介、 谷 

本 富、 文 學 博士 坪內雄 藏、 綱 島 佳 吉、 文 學 博士 中島 力 造. 松 村 介 石、 文 學 博士 松 本 亦 

太 郞、 文 學 博士 元 良 勇 次郎の 諸氏 之れ に 與られ たりつ 殊に 法學 博士 高 田 早苗 

氏 及び 早稻田 大學の 厚意 を 受けし こビ 少なから す o 

十 一、 本窨 出版の 由來 等に つきて は 本 集 完結の 際に 述ぶ べし 0 


明治 三十 六 年 十二月  編者 識 


* 蕖の編 慕に 就きて  . さ 


致 異なる もの ある はこれ が爲 めな， 00 又鼇 頭に 星符 (*) 或は 淬を 施した る 

も の は、 先 生が 其の 手控 本に 書 入され たる を 其の ま ゝに揭 げたるな， 90 

五、 『西洋 哲 學史』 を講ヒ 1 初められし は 明治 二十 九 年の 春に て 講じ 終 へられし は 三 

十 年の 冬な bo 其の 下 卷末部 カント 以下の 哲學は 講義 錄 結了 期日の 迫れる 

爲め 匆忙の 間に 略說 せられし ものに て、 他日 fe に 約 そ 千 頁 を 費やして 之れ を 

詳說 せられる べき 約 あ， 9 し が、 歐 洲 行の 爲 めに 果たされ ざり しは惜 らしき 極 

みなう 0 

六、 先生の 假名 遣に は 先生 j 流の 風 あり、 又 年代に よりて 種々 に璲 へ 試みられた 

る あ， o て、 其 の 樣式必 すし も 一 定せ す、 又 必す しも 低の 假 名 遣 ビ 同じから す。 

それら は 槪ね 其の まゝに 先生の 手 振 を 留めたり。 

七、 鼇頭、 目次、 及び 和、 英、 獨對譯 表 等 は、 共に 校訂 者の 新たに 加 へたる もの、 讀 者の 便 

宜を 謀れる に 外なら や。 

八、 本 集 全體の 編輯に 就きて は 『早 稻田哲 學會』 員、 中 桐 確 太 郞、 紀 淑 雄、 島 村 瀧 太 郞-、 

後藤 寅 之 助、 中島 半 次郎、 綱島榮 一 郞、 五十嵐 力 等 各； 其の 勞を 分か て bo 


本 集の 編纂に 就 さて 

本 集 は 先生の 遺稿の 散佚す る を 恐れ、 之れ を 1 纏めに して、 先生の 面影 を 永く 

後世に 傳へ むが 爲 めに 編纂した る もの、 『大西 博士 全集』 VJ 名 づけた る は、 略 I 先 

生の 遺稿の 主要なる もの を 網羅し たれば な hso 

二、 『論理 學 J 『倫 狸學』 、『西洋 哲 學史』 等 は、 も VJ 早. 稻田大 學の需 めに 應じ 其の 講義 

に揭 げられ しものに て、 先 生の 蘊蓄 を 悉くされ しに は あらす o 雜 著に 載せた 

る 評論 創作 等、 亦 其の 時 >/\- の塲 合に 臨み 當 座に 作， 5 成されし ものに て、 是れ 

はた 先生の 全力 を 注がれし ものに あらす o 

三、 本 集の 纒ま， 9 たる 著述の 中、 完全せ る は 『論理 學』 ど 『良心 起源 論』 ビの 二つの 

み、 他 は皆歐 洲留學 其の 他の 事故 の 爲 め、 半途に し て 筆 を W ざめ られ しもの な 

り 0 

一 四、 『西洋 哲 學史』 は 先生の 口述に より 綱島榮 一 郞. 五十嵐 力、 兩 人の 綴 り し 文に、 更に 

先生の 加肇 せられし ものな. 50 第 十三 章ジ 1» クラ- ズ ー ス ( j 七 六 頁) まで は 

綱島榮 一 郞の 筆に 成り、 餘は 五十嵐 力の 筆に 成れ， 卷中往 々先生 自らの 文 

本 集の 編 基に 就きて  1 
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